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北西ノ久保遺跡北部地区全景 （南西方向より、水間正氏撮影）
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北西ノ久保遺跡北部地区全娯 （南西方向より、
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］ 北西ノ久保遺跡の地形、および南部地区全娯 （株式会社協同測凪社紺影l
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1 北西ノ久保遺跡南部地区の遺構分布 （株式会社協同測黛社撮影）
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1 北西ノ久保遺跡の弥生時代中期後半の土器群
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｀ 2 北西ノ久1ぉg跡の弥生時代後期前半の土器群



凡 例

1 本書は、栢業年度等の関係から限定された期間内での、迅速な刊行を怪本的編集方針と し、調査により検出

された遺構、遺物の資料をできるだけ多〈図l化し、また、最大限わかりやす〈記録することに努めて作成し

2 竪穴住居址（以下、本文中においても特別な場合を除いて住居址とする。）の記述については、検出位慨⇒検

出屈序⇒風複関係→平而形態⇒覆土→壁（堕溝を含む） ⇒床面⇒柱穴⇒炉（位沿→残存状況→平面形態→層

位→構材一その他）⇒その他の付属施設⇒遺物の出上状況⇒その他の観察Jjf.項の順に記載し、他の遺構につ

いても基本的に住居址の記載順序を蹄襲した。

また、報文中・遺構一覧表に掲示した遺構規楳の測定値は以下のような規準で計測した。

住届址 規模を長柚長と短軸長で表示し、東・西・南・北照長は形態の数量計測値として記載した。

而積は壁下端により囲まれた空間をプラニメーターを用いて 3回計測し、その平均値を掲示した。

その中に含まれるビッ ト等の付屈施設の面積を差し弓lかず、l閲純に掘り込み床面面積をあらわして

いる。

照残高は、 確認面から床面までの最小1直ー最大値をあらわした。

長軸方位の表示は方形プランの場合、北と飛も鋭角に交わる軸方位をあらわした。

：ヒ 坑 プランの中心点付近を通る最長軸を長軸とし、その直角二等分線のプラン上端の交点間を短軸とし

て掲示した。深さは確認面からの最深部をあらわすことを基本とする。

＂
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住居址 土坑
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3 遺構の略称

翌穴住居址（弥生時代） ⇒Y、周沌⇒S、古坦⇒OT、特殊遺構⇒T、溝状遺構⇒M、土坑⇒D、礫群⇒L、

ピット列-()p

4 水糸レペルについては、各遺構毎に統一し、標布は縮尺尺度の上に明記した。

5 」こ器観察表において （ ）は推定値、 く 〉は残存値を示す。

土器実測の方法については下記の5種類に分け、各個体毎に観察表に記した。

完全災測 完存品に対して用いる。第三角投影法の応用に従う実測法．

½以上の残存品に対して用いる。回転実測A

回転実測B ¼付近一½未満の残存品 （主として口緑部か底部）に対して用いる。

破片災測A ¼以下の残存品に対して用いる。 七器形態・直径が信頼性のある梢度で推定できるこ

とを必準とする。

破片実測B ¼以下の残存品に対して用いる。直径が推定できない破片に対して用いる。

石器の実測は第三角法に甚づく。

6 挿図

1)重複遺栂については、上端のみを実線で表示した。

2)縮尺

竪穴住居址、礫群、ビット列、溝状遺構 (M3·4·5·6 )~ 1 /80、炉址⇒1 /30、周湿、溝状遺

構 (M1・2・7)⇒ l /160、古墳特殊遺構⇒l /40、上坑~ 1 /60、 土器~ 1 / 4 、土製品、 金

)I.ti器⇒1/3、石悩 （鏃、錐等）a¢2 / 3、石器 （斧等） ⇒1/3、右器 （台石）⇒1/6、

写兵図版中の遺物の縮尺は、上記に準拠する。

3)遺構全体図は協l司測且社作成の航空測祉図を使用した。

4)遺構、遺物実測図に用いたスク リントーンは、下記の内容の表現である。

遺構実測図

地山冒冒冒璽眉 炉瓜凰且国］ 焼土匿眉置璽i

遺物実測図

赤色抱彩［二：二］ 禎忠器断面皿圃皿璽〗 灰釉亡ここ二l

這器内麟色研／経□直圃
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鉄器X線透祝 佐久市立国保没間総合病院

7 本懇の編集は小山岳夫が行い、執祇は付紺を除き、石村博文、 三石宗一、 羽毛m伸博、ほ狐浩il.、小山が、

それぞれ分担し、文末に記して文責を明らかにした。

8 本由およぴ北西ノ久保遺跡第 2次調査出土遺物等のすぺての安料は、佐久市教行委且会の責任ドに保行され

ている。

本閻査において大井一治氏他、 地元の方々には、発掘調査中、数々のこ協力、およびご援助をいたださ、また、

報告再作成にあたっては、下記の各氏よりご指祁• こ助営をいただきました。記して感謝の意を及します。

岩崎点也、臼田式正、堤陥、花岡 弘、福島邦男、山下誠一、桜井弘人、笹沢浩、相京述司、木 F 亘、

橡本博文、市川隆之、原 明芳、前原 豊、伊藤敏行、及川良彦、比田井兌仁、村田健二、 橋本裕行、中山

誠二、石黒立人、鈴木敏弘、坂本和俊、千野 浩、肛井雅尚、山田成洋、宮腰健司、森硝 稔、坂井秀弥、

桐原雑、 立花 実、矢島宏雄、小林正春、土肥宮上夫、品田忠子、背木和明、 山井茂也
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5・6 Y82サ住居址出土遺物

I Y831}住l.itJ1l:

2 Y84号住屈址

1 Y83サ住屈址炉址

2 Y84 I}住居JJI:遺物出土状況

3・4 Y85t')-住居!11:

l・2 Y85サ住居址遺的出土状況

3 Y83サ（ま居址出土遺柏

4 Y84号住居址出土遺佑

5 -7 Y85サ住屈址出土遺物

8 ~10 Y86サ住／＆址出土遺物

l Y87サ住};ii址

2 Y87サ{-!,};.,址炉址

3 Y871}住／凸址遺物出土状況

4・5 Y87サ住届址出土遺物

1 Y88 l}f糾届J止

2・3 Y88サ住屈址遺物出土状況

4 -6 Y88サ住屈址出：I:遺物

l Y89サ!tl,1,'111:

2 Y89号（主居J止炉址

3 Y89号住居址遺物出上状況

4 -8 Y89サ（主屈址出土遺物

l Y90号住居址

2 Y90号住居址炉址1・2

3 Y90号住屈址炉址l

4 Y90サ住居址炉址2

5 Y90号住居址出土遺物

I Y9l号住屈址

2 Y92サ住居址

l Y92号住居址炉址

2 -5 Y91号住屈址出土遺物

6 Y92~!1;11r址出土遺物

1

2
 

『

I
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図版四 I・ヒ 1 Y93サ(1:居址 2 Y Illサ住沿址出1.il幼

2 Y93サ住屈址炉JJl:.1 3 Yll2サIt杓址

3 Y93号(_t屈址炉址2 4 Y 113サ住居址

4・5 Y93り住屈址遺物出上状況 図訳 じ十 I Yl14サ(.t屈址

図出四 I・八 I・2 Y93号住~~-址遺1如比L状況 2 YllSサ住r,i;址

3 -8 Y93サ住居Iii:出上遺物 囚版 じ十一• I Yl14り（柑

図版 1"1 t-/1. I Y94サ住居址 2 Y usサ住Is址炉址
2 Y95サ住居址 3 Yl15サ住居址壺棺検出ni1

図版五I・ l Y94サ（主屈址炉址 4 Yll5・ サ住rM址壺棺検tlJ状況

2 Y94サ（主1.,;•JJI:出土遺物 5 Y 115サ(El廿址遺物出上状況

3 Y96サ（主居!1I: 6 -9 Y115、f}(t居址出土遺物

4 Y96サ住居址炉址 図版七十二 1 Yll6号住府址

図叛ふトー J Y97サ住屈址 2 Y 116サf.1!1"1'址炉址

2 Y97サ住届址遺物分布状況 3 ~ 5 YllGf}住屈址出上遺物

1''4叛五ャー l・2 Y97サ住屈址遺物出上状況 図版 ヒ十三 l Y 117号位府址

3 -6 Y97号(.tie址出-~遺物 2 Yll8サltA<i址

図版 h十三 I Y98サ9臥届址 図版 ヒヤ四 l Yll9'4'・1t屈址

2 Y98号（主居址炉址 2 v 12oq, 住屈址

3 -5 yggサ住恥址遺物出 1:状況 図版七十五 l・2 Y J20サ住屈址遺初出土状況

図版 Eヤ四 I・ 2 Y98り住居址出土遺1½1 3 -6 Y 120サ住l,•r址出上遺杓

3 Y99号住居址 図版 ヒ十六 J Yl21サ住居址

図版 Ji r五 1 YlOO号住屈址 2 Yl21号住屈址遺物分射状況

2 YlOO号往届址遺物分布状況 図版七—卜ヒ l Yl22サ住!.II址

r4版五十六 l YlOO・I}住居址炉bf. 2 Y 121・ 122分住居址完掘

Z YlOO号住屈址人口紐殷ピット 図版七十八 1 Yl211}(主屈址炭化物検出状況

3~8 YtOOサ住居址遺物出上状況 2 Yl22号（主I.it址炉址

閃版五十I.; l -5 YlOOサ住IJ}」If.出...L遺物 3 -7 Y 122サ住居址遺物出土状況

図版 1i I・ 八 1-5 YlOO号住居址出土遺物 図版 じ十九 l -4 Yl21 I}住屈址出上遺物

図版ム 1サし I YlOI号住I,'}址 5・6 Y 122サ住屈址出土遺物

2 YlOIサ住居址炉址 図版八十 I -6 Y 122サ住届址ltl.L遺物

3-5 YIOI号住居址遺物出土状況 囚版八十一 l Y 123サ住む址

6 YIOJサ住居址出 ヒ遺物 2 Yl23サ•（却8:ltl:遺物出土状況

図版六+ I Y 1024}住居址 3・4 Y123サ住店址出上遺物

2 Yl02り住居址炉址 図版八十二 I Y 124サ住居址

3・4 Y 102号住屈址遺物出土状況 2 Y 125号住居址

5 Y102サf-t;I舌址出上遺物 図版八十三 I Yl2dサ住16・址炉址

図版六・I"- t Yt03サ住居址 2 Y 125fJ'住屈址炉址1・2・3検出状況

2 Yl03号住居址炉址 3 Yl25勺•住肘址炉址 l

3 Yl03サほ居址遺物出土状況 4 Yl25サ住,~;-址炉址 2

4 -7 Y 103・13-住居址出土遺物 !i Y 125サ住居)Ii:入LI施殷ビット

図版 、、トニ l Yl04号（主屈址 6・7 Y125号住屈址出七遺物

2 Yl04サ（主IL'l-址遺物分ん状況 図版 /¥←日1ll1 I Y 126サ住［｝址

図版六＋＝． I・2 Y 104サ住居址炉址 2 Y 126サ11,,~,址炉址

3 ~ 5 Y 104号住居址遺物出土状況 3・4 Yl26り住屈址遺物出土状況

6・7 Y104サ住Ii'}址I.lit遺物 凶版八十五 1 -7 Y J2G号住/;;}Ill:.出士遺物

図版六t-四 l YIOSサf!l,i}址 図版 i¥ト六 I Y127サfl:屈址

2・3 Y105号住居址炉址 2 Y 1271}住屈舛炉址

4・5 Y 105サ住屈址出七遺物 3 Yl27号住居址遺物出土状況

図版六I・五 l Yl06サ化届td:. 4 ~ 6 Y 127サ住柑址出土遺物

2 Yl07号住居址 図版八十七 l Y 128サ住恥址

図版 ，"t-六 l Yl06サ住IS址炉址 2 Y 128号住屈址直物分布状況

2 Y107号住居址炉址 図版八十八 l Yl28号化IS址炉址

3・4 Y 107号住居址遺物出土状況 2 -4 Y 128サ住居址出上遺物

5 -8 Y 107号住1心址出土遺物 5 Yl29号住屈址

図版六十し l Yl08号住居址 図版八十九 I・ 2 北西ノ久保2サ占墳遠景

2 Yl09サ住屈址 3 北西ノ久俣2り古墳周辺遠景

図版 、ヽ.,.八 1 Yl09号住,..,,址遺物分布状況 4 北凸ノ久保2号古墳布堅検出状況

2 YlOSサ住居址炉址 5 北西ノ久保2サ占墳

3 Yl09号住居址 6 北西ノ久保 2~-占墳

4 Yl09号住屈址遺物Ill:I:. 状況 7 北世ノ久保2サ占墳石収内棺床検Ill状況

5・6 Y 109サ化/StJl・/111.遺物 8 北囲ノ久保2サ山墳凶濯？

図肋バト）し 1 Ylllサ住居址 図版九卜 l 石寇iAJ遺物分布状況

-xm 



2 棺床上人竹検出状況 7 第LOSサJ:jん 8 第109サ L坑

3 -8 石昂内遺物検出状況 図版 百I・ 1 第IIO{j_1_1;, 2 第112り上坑

閃版几f- I -3 北西ノ久保2号古墳出上ii物 3 第115~上J,t 4 第117サ上坑

図版几！ ニ 1 -5 北丙ノ久保2サ占墳出 I:遺物 5 第116号上IA 6 閉116サ上坑北宋ヽし出上

6・7 北凸ノ久保2号古墳出上の人の向 状況

8 北柑ノ久保2号古墳Ill+.人骨 7 第118サ上坑 8 第ll9り」坑

図版 Jし1疇三 l 第7・8・9号周洲 図版百十一 1 第120号・J:.坑 2 帆121・ 122号上坑

2 第7号周i星 3 窮123サ上J九 4 第124サ土lit

3 然8号・周溢 5 第125サ土坑 6 第126サ上坑

4 祁9サ周沿 7 第127り上坑 8 第128号L坑

5 第8号周iり遺物出土状況 図版 h・十二 L 第130号上t.,'i. 2 第136ftt坑

図版九卜四 l 笏10号周汲 3 第137サ土坑 4 第140サ：t-. 坑

2ー4 祁10サ周a礫検出状況 5 第140サ上坑遺物tlJ七状況 6 窮142サ土坑

5 第10号紺温遺物出上状況 7 第144~·上坑 8 第145サ上坑

図阪 ）しヤTi l 第JI号因iり 凶版 ti・I・ 三 1 第143号 I;坑 2 帆146・147・155号土坑

2 熟12サ周；2 3 第146サ L坑 4 'fl 155サ上坑
図肋 9し十、・、 l -4 第12.fJ闘直u石検出状況 5 第l49S)-上坑 6 第150り上坑

5 第13号周iQ ？ 賽151サ上ti~ 8 帆154号tJi1、

閃版几＋ヒ l -3 第13号周心眈検/1¥状況 図版行卜四 1 第l64サ-1:;Jん 2 柄167サヒ坑

4 第13号l.¥l溝内土坑上遺物出L状況 3 第170サ上坑 4 第1711}上坑

5 第14サ,~~'ii 5 第171'-:l・上坑 6 筍172サ上坑

凶版 九十八 1 第l5号周溢 ？第173号i~坑 8 第J7dサ七坑

2 第14サI~溢ii物出土状況 図版百十r.. 1 第176サ上坑
3-5 第15"'3-屈ifJ.遺物出上状況 2 第176号•上坑潰物出上状況

図版 九 1一几 1 第16舟周溢 3 第162サ l:JA 4 第177サ土1,t

2 第16-',}MJ浪、第168・ 169サ土坑 図版百十六 1 第133号上坑出土遺物

3 第16サ周洩遺物出上状況 2 第140号・・l:l1!tt.l七遺牧9

4 第168号七坑 3 第151サ土坑出上遺牧

5 第169サ上坑 4 第171~}上坑出上遣物

図版 -□ 込 l• 2 第9号周滋出J:.,S物 5 第116号上坑lllt遺牧

3 第10号周憧出土遺物 6 土坑内出土金属牡及ひ土製品
~. 5 第13サ因ill出上遺物 図出百十七 1 北匹ノ久保遺訃東祁W糾面遠景

6-8 第14サ閃濱出上遺物 2 北西ノ久保遺跡褒郎ltl糾面全費

図版 r,~- 1-7 第15号周温出土遺物 3 閉 1~-礫群 4 坑 2~環群

図版 行二 1 第169サ土坑出土遺物 5 第4分鑽群 6 第5号礫群

2 第175サ土坑出上遺約 図版百十八 1 ~3 サ礫群

3 屈温I'➔出土金属拉及び土製品 2・3 筍3サ礫群遺物出土状況

図版 目三 1-3 第1サ特殊遺渭． 4 第3号践群出上遺物

4 第 1 サ•特殊遺構遺物出土状況 5 第1サピッ 1・列

5 第2号特殊遺楕 図版 百十九 1-g グリッ ト・表採遺物

図版 百四 1-4 第1号特殊遺渭出土遺物 図版百二十 l -4 グリ y ド・表採遺物

5 第2サ特殊遺構 5 グリ ッドIll土貨瞥
6・7 第2I}特殊遺鳩A上坑・人什出上状況 図版百二十一 北匝 I久保遺跡出上石なi

図版 rib 1 第2サ特殊遺楕13:I;. 坑・人骨検出状況 図版 百二十.:.. ~ ヒ匹ノ久保遺訃出上石料

2 8土坑出上人骨1こ抱かれていにも髪と寛永通宝 図版 6ニt-=. I・2 北西ノ久保遺跡IIばぷ牡
3 B上坑出七人骨に抱かれていたL髪と寛水過li 図版百二十四 I・2 北西ノ久保遺眈llil:.石骰

4 第2サ科殊遺鳩C上坑 図版 a-:. 十五 I・2 北内ノ久ii遺跡出上石栂
5 第3号特殊遺構 図版 白二わ-_ I・2 北凸ノ久保遺跡m上石牲

凶版 '6六 l 第2サ符殊遺構C.:L坑・人骨検出状況 図版百二十 じ l ~ 9 北西ノ久保遺跡出上石侶
2 第2サ符殊遺情C土坑 ・人骨檎出状況 10 Y109~ 住屈址出J:獣付

図版 可じ l 第2号特殊遺情出ヒ貨幣 11 Y65号住1心址出土炭化米

図版 け八 1 第3号溝状遺構 l2 V 126サ住/,l;址出上炭化米

2 第5サ溝状遺渭 閃版百二十八発掘スナップ

3 第7.q.溝状遺情

4 第4号溝状遺情

5 第7サ溝状遺構山上遺物

図版 百）し l・2 第101号土坑

3 第102サ土坑 4 第103り上坑

5 第104サ上坑 6 男107I} :l: 坑
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笥I節 兌憫閥紙にせる動讀

第I章発掘調査の経緯

第 1節発掘調査に至る動機

北西ノ久保遺跡は、佐久市の中央部の標高680m代の南北に伸ぴる細長い台地に位設している。昭和41・45年の2

回にわたり 、駒沢大学によって台地の南斜而から、南方へ伸びる段丘の甚部が調査され、昭和54年には佐久市教

打委且会によ っで、台地上全域にわたって訊要遺跡緊怠．確認調査が行われ、相当数の遺構の存在が周知された。

..:. うした状況下で昭和57年に学校法人佐久学園によって短期大学の建設が計岡され、本遺跡の破壊が余儀な〈さ

れる事態となった。このため、佐久学園より調イ鼓を委託された佐久巾教'f-1委且会によ って台地の北束部約7,OOOm• 

が緊急に覇査され、記録保仔がはかられた。遺構の内訳は（主届址92棟（弥生時代中期後'l':-45棟、後期18棟、古項

前期1棟、中期18棟、奈良時代 1棟、平安時代 8棟、時期不明1棟）、方形周溝墓1格、 占瑣址2苔、周¥id6基

で、ぽう大な丑の土器 ・埴粒等の遺物も検出され、本遺跡の重要性が再確認された。

今阻lは、このあとをうけた短大建設に伴う第 2次調査にあたり、佐久学園が佐久市教'(J委貝会に委託し、佐久

市教'(..1委且会からの委託を受けた、佐久堆成文化財調査センターが調査を実施することになり、南部南斜而に存

在する石至残存古瑣の確認調査と、米部南斜而を含めた、台地の南西部約14.OOOm• の記録保存をはかることとな

った．

第1図 北西ノ久保遺跡の位置{1 : 50,000国土地理院地形図による）



原 1鸞発過閃査の経緯

第2節調査日誌

5月16日 （木） ~26日（日）

下草刈り、器材搬入等を行い、 5月22日より煎機による表七除去作業を開始する。

レペル原点 (686m)の移動を行う。

5月27日（月） ~6月11日 （火）

南部南斜而の古墳の清掃発掘を開始。また、グリ ッドの設定を行う。

6月12日 （水)-6月26日（水）

プラン確認作業開始。

7月4ti 古坦の消掃発掘終了．

6月27[I (木） ~11月11日 （月）

遺構の掘り下げ開始。以後4カ月にわたり、竪穴住居址69棟、古坦址9基、七坑70余邪、特殊遺構2陥の掘り

下げ、実測作業及び写其撮影を行う。 (7月18日プラン確認作業終了。）

11月12日 （火）

航空測iil:を実施する。

11月13日 （水） ~15日（金）

最終チェックを行い北西ノ久保遺跡第2次調査第 1期作業を終了する。

11月16El (土） ~18日（月）

「北西久保だより」を作成する。

11月19日 （火） ~23日（土）

第2次訓査第2期分、東部南斜而の調査を開始する。まず、発掘区の設定を行い、爪機を搬入、表土の除去作

業を始める。

11月25日 （月） -26日（火）

プラン確認作業を開始する。爪機による表土除去作業は継続する．

11月27日 （水） ~12月2日（月）

台地の裾部に トレンチを設定し、文化Mの把握につとめる。平而プランの確認作業およぴ重機による表土除去

作業は29日に終了する。

レペル原点の移動〔12月2日 (BM1) 681m (BM 2) 679.Sm〕

12月3日 （火） ~12月5日（木）

トレンチの掘り下げ作業を継続する。各府より礫群が検出され始めたため、 トレンチの拡張作業も行う。また、

トレンチの府序断而図作成も開始する。

12月6日（金） ~12月9日（月）

礫群の平面図作成、及ぴ写真撮影を開始する。拡張作業は継続する。

12月10日（火） ~12月1213(木）

礫群の平面図作成を継続する。ビット列の掘り下げも開始し、図面作成、写真禄影を行う。また、全体図の作

成、全体写共の撮影を行い、第2期分の調査を終了する．

12月13日 （金）

現楊の残務処理、およびプレハプ ・テントの解体を行い、器材を撤収する。

整理閻査については第2図を参照のこと。
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第U輩基本層序

第II章基本層序

第1節基本層序

南部南斜画、東部南斜面については第M章の第3・7節において詳述しているので、台地上の基本Ji1序につい

て述ぺておきたい。

台地上の耕作上は一様に極めて浅〈、 20~30cmを測るにすぎない。耕作土（第lief)直下は湯川屑最上In(第

II層）にあたり、台地上の全遺構の確認面になる。第II層は 5cm内外の厚みしかもたないが、湯川府砂粒中に多

量の賀色火山灰がまじり、黄色火山灰が風化・分解しているために第IT屑全体が比較的粘性に訂む。従って、第IIlf:f 

層を利用する堀り込みの浅い遺構は床面・墜等が比較的喝固である。第lll!lilからは純粋な湯川府のみの砂府とな

り、第IV/f!l迫分第一灰流上に70cm以上の厚い堆積を示す。掘り込みが深〈、第III層にまで達する遺構の床而．撻

字は軟弱で崩壊し幼い状態となっている。

本遺跡の台地上では、この第III府を掘り抜いて第RV屈 （追分第一灰流）にまで逹する遺構は皆無であった。

遺構覆土は、弥生時代の遺構は茶褐色上をペースとするものと、黒褐色土をペースとする ものがあり、古墳時

代の周泣は一様に漆黒に近い馬色土をペースとする。峻別でさる程ではないが、弥生時代中期後半の遺構に茶褐

色土をペースとするものが多〈、弥生時代後期前半の遺構に晶褐色土をペースとするものが多い傾向があるよ う

である。これは遺構の深浅によって変わるものであるのかもしれない。

（小山）

゜

50C111 

80cm 

台地上の碁本層序

第r屑 淡茶褐色土
第II)廿 賀褐色土

第Ill層淡拭色上

第1V層拭褐色土
A 遺構穫上

耕作土

湯川府最上屑、砂庖中に煎色火山灰が

多凪に混じる。粘性はやや強い。

協 II府、純粋な砂粒のみで構成され、
粘性は弱い。
追分第一灰流

-l
 

第3図 北西ノ久保遺跡台地上基本層1乎楳式図
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第III章迫構と遺物

検出された遺構・遺物の概要（第2次調査分）

遺構

台地上 竪穴住居址 68棟 弥生時代中期後半 47裸

南部南斜而

（滑掃閻企）

東部南斜面

遺物

土 器

周湘 10基

特殊遺構 2括

溝状遺構 6基

土坑 77碁

古墳址 1甚

特殊遺構 1 -m 
土 坑 1苓

礫 群 6碁

ピット 列 1碁

弥生時代後期前半 20棟

時期不明 1棟

古墳時代中期 10甚

古墳時代(?) 1甚

江戸時代 1甚

時期不明 6基

弥生時代以前 24基

古項時代 3碁

中世・近代 各 1碁

時期 不明 48基

古墳時代後期 1基

平安時代 1甚

時期 不明 1甚

時期不明 1基

時期不明 1基

弥生時代中期後半 壺 ・甕・台付甕 ・甑．鉢 ・高坪

弥生時代後期前半 壺・甕 ・台付寝．甑．鉢・深鉢 ・脚付鉢 ・高坪

古坦時代中・後期 土師器 壺 ・甕・境・坪 ・店杯・対

須恵器壺 ・甕・ 杯・述

平安時代 土師蹄坪．窃台付杯

須忠器杯・高台付杯

灰釉陶陥碗

遺潰と潰物の鷹要

石器・石製品・土製品弥生時代 打製（石鏃•石棺・石錐•石斧）、窮製（石鏃 •石芹 •石包丁）、砥石、

古墳時代

鉄器・鉄製品 ・ 弥生時代

肯銅製品 古墳時代

貨 幣 北宋銭、究水通宝

自然遺物 弥生時代

敲石、台布、容器形土偶、 土製スプーン

玉類（匂玉・臼玉・管王・切子玉・ガラス小玉・土製丸玉）、埴輪

鉗釧（？）

鉄製品 鉄鏃、鉄刀、刀子、馬共、 11銅製品 耳環 ・匙形製品、

釣針(?)

炭化米、炭化材、獣骨（猪・鹿）

江戸時代 人丹
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綱Ill拿遺鳩I:遺慟

策2次順査の発掘区 （第4図）

今回の調査対象地区は第4図のように舌状台地上の南半部、南部南斜面、東部南斜面のおよそ8600m'におよぶ。

台地上、東部南斜而は全面腑査、南部南斜面は保存目的の清掃確認訓査が行われた。

舌状台地上の間査はグリ ッド方式で行い、発掘区全体に4mx4mの方眼を組み、束西ライ ンを数列とし、西

から 1・2・3・…・・、南北ライ ンは北から、あ・い ・う・・・・・・と番号をつけ、各グリッドの北束交点をそのグリ ッ

ド名とした。

II 

II 
·=--=-~ 返召L
I =----=--= 

． 

-~ 二L II ---
II 

T----

・:, 、。

》^
第4図 第2次閻査発掘区殷定図 (1 : 2,500 佐．久,11i店本図）
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第5図 北西ノ久保遺跡第2次調査全体図 (1: 500) 
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栴1節翌穴住居址

第 1節竪穴住居址

1) Y62号住居址

遺構（第6図、図版三）

本住居址は、台地の最南端部にあたる、ね・の一17・18グリ ッド内に位沿し、中期後半の弥生集落址の中でも、

最も南側に所在する住居址である．

第9号周洩、第5・6号土坑と飛複関係をもち、北壁部を

2箇所と南半部のほとんどを破壊されている。また、耕作等に

よって堕体もほとんどが削平されているため、住｝舌址プラン

の全容は明らかにできない。かろうじて残存していた床而お

よぴ壁体から測定し得た束西長は361cmをはかり、南北に長い

長方形のプランを有する住居址であったことが推定される。

床面およぴ墜体は、地山の拭褐色火山灰屈をそのまま利用

し、たたきしめて構築されており、おおむね平坦で路固であ

る。

ビッ トは2個検出され、本住居の主柱穴であったと考えら

れる。いずれも径36cm前後の円形を呈し、断面形は深さ30cm

の緩いU字形を呈する。

炉址は、住居中央部が後世の撹乱によ って破壊されている

ため、検出されなかったが、おそらく、住居址中央に位四し

ていたものと考えられる。

遺物は極めて少なく、床而上に土器の小破片が散没に分布

する程度である。

遺物（第7・8図）

本住居址からは弥生士器が出士している。図化したものは

4点のみであり、器種には点・甕がある。

壺には8-1・2があり、8-1は櫛描垂下文の周囲に箆

描文が巡る !JI~部片であり、 8-2はしっかりした受口状のロ

緑部に、 LR縄文、箆描波状文2条が施される小片である．

甕は7-1、8-3があり、 7 -1は刷毛目罰整の底部片、

8 -3は、櫛描斜走直線文が施される胴部）ヤである。

以上、遺物出土且は少ないが、本住居址の所産は弥生時代

中後期半と考えて大過ない。 （小 山）

A
-

O
S
 ◎

m
 

◎ 
p 1 

A
-

。

ヽA

＿
 

(1 ; 80) 2 m 

膚高686.4m

第6図 Y62号住居址尖測図

(I : 4) 10cm 

第7図 Y62号住居力I:出土土器実測区l

第8図 Y62号住屈址出土土器拓影図

第1表 Y62分住届址出土土器観察表

汽・1:5~4: I底糾こ:I<:こごご慢
9.6 

謂 輩 傭 考

内）慣位のへ,!ガふ力噴されている. I囮転虹劃B
外） “位のハケ/N嘘が籍さILている．紐昴ははっ さりとし,~胃 床

望が"からない．
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鯖Ill拿遺情と遺狛

2) Y63号住居址

遺構（第 9·10図、図版三•四）

本住居址は、台地の南端中央ぬ ・J;i-18・19グリ ッド内に位置している。遺構の北束コーナーおよび床而は撹

乱をうけており、また、壁体は耕作等によって完全に削除されており、床而範囲のみの検IIけこ留まった．

プランは推定で南北515cm、束西440cmの長方形を呈し、床面積は21.77rn• を計測する。長軸方位はN-8.5'-W

である。

床而は、賀褐色火山灰層をそ

のまま利用して構築され、おお

むね平坦なつくりであるが、北

東部は、レペルが若干府い。

ビットは、比較的整然と位凶

する 4本の主柱穴(P1~P.)と

南咽下の中央部の入口施骰と考

えられる位四に2本(P5・Po)、

計6個が検出された。

主柱穴 P i-、 p ◄は、径37~55

cmを測り、ほぼ円形を呈する。

深さは、 50~56cmとはぽ一様な

深度を示し、断面はおおむね

「U」字状を呈する。

炉址は、住居址の長軸・短軸

線の交点上つまりほぽ中央部に

位置する。南東部が撹乱されて

いるものの、長軸108cm、短軸91

cmの逆三角形を呈するものと推

定される。掘り込みは最深部で

In ¥(') 
1/, 

切 01 

['~~:、：

0 0, cY 
Al 
◎ lltL I 

"~) 皿 ＇

且＼

~~ ◎ 1> j 
j且‘

I<: 
01 OJ 

.A 

第9図 Y63号（主居址尖測閃

12cmを測り、はぽ平坦な底面か

ら、立ち上がり部は緩い傾斜を

もつ。底面の中央部北寄りには、 40cm内外の不整形の焼」この

広がりがみられる。地山にあたる砂IBをそのまま利用した火

床部と考えられるが、焼け込みは浅〈、長期間にわたって使

用されたものとは考え難い。覆土は 2~から成るが、第 1層

は耕作の影卯をうけており、第2層のみが純粋な炉址の穫土

である。第2層は、炭化物が多丑に含まれる焦褐色土であり、本

遺跡の大方の弥生時代住居址の最上屑にあたる土である。

遺物の出土状況

本住居址の場合、裂土がおおむね削除されているため、遺

物は少なく、分布状況も極めて散漫なものである。炉址上よ

り出土した11-2が唯一の大型破片である。 （小 山）

A
l
 

A
 

慣高邸6.2111

0'1・80) 2 11'1 

第10図 Y63サ住居址炉址実測図

ん

A' 

A' 
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第1罰竪穴{t屈址

遺物 （第11区I)

木住居址からは、弥生土器が出七している。器種には壺 ．甕がある。

壺には、 11-1・10がある。11-1は頸部から外反して立ち上がり、端部で内弯する。閥整は刷毛目調整の後、

ヘラミガキが行われ、口唇部には縄文が施される。 11-10は内面にヘラミガキが行われ、外面及ぴ口唇部にLR

縄文が施される。この他、外面に赤色塗彩が施され、 n部に突起を有する無頸壺と考えられる小片がある。
甕には 2個体あり、 11-9は胴部に櫛描斜走直線文を施文した後、顆頭に櫛描波状文が施される， 11-2~8

は同一個体と考えられ、口縁部は頸頭から外反した後、上位で受口状に立ち上がるが、受口部には稜がなく丸味

を帯ぴる。胴部は張りをもたず、口径が最大径となる。文様は｀口緑部に 6本一俎の植描波状文（右回り）が2

帯施され、胴部には同単位の櫛描横走平行線文と櫛描波状文が右回りに交互に施文される。また、 11-4・6に

は刺突文が観察でき、 11-2の口唇部には 4単位一組の櫛歯状工具による刻且がある程度の間隔をもって施され

る。

以ヒ、本住居址の出土遺物には、口縁部・ロ唇部に縄文の施される壺、口縁部が受口状を呈する甕などがあり、

本住居址の所産期は弥生時代中期後半に位沿づけられると考える。 （三石）
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第11図 Y63サ住居址出土土器拓彬図

3) Y64号住居址

遺構（第12図、図版四）

本住居址は、台地の南端部中央西寄りのなー22、に・ぬー21・22・23グリ ッド内に位泣している。第10号周溝

と重複関係をもち、東壁部を破壊されている。また、• 第136・141・161号土坑、 Yll2号住居址と爪複関係をもち、

これらを破壊している．

プランは、南北495cm、束西495cm(推定）、束慇長460cm(推定）、西槌長380cm、南阻長480cm(推定）、北壁長

447cmを計測し、西璧が短い台形状を呈し、長軸方位はN-5.5'-Eをさす。床面積は22.7m• を測る。

裂土は、 三屈から成る。第 11杓は砂粒、バミス、カーポンを含む、ややきめの粗い贔褐色上、第2屈は小礫、

バミス、砂粒を含む茶褐色土、第 3 層は第 21M と近1~する茶褐色土である。飛終堆積屈の晶褐色上 （第1屈）が

挿図を参照すると明らかなように、南北墜下まで達しており、自然堆積とは言い難い堆積状況を示している。

確認面からの壁高は22~31.5cmを測り、 1未而からの立ち上がりは比較的緩い。壁体は上半部は地山の賀褐色火

山灰思、下半部は地山の砂IMを利用して構築されているが、砂府でつ〈られた下半部はもろ〈、崩れ易い．従っ

て地111をそのまま利用して壁体を形成したとは考え難く、他に何らかの構材を用いて補強を加えていたことも十

分に考えられる。槌溝は検出されなかった。

床而は、地山の砂府上に賀褐色火山灰と黒色土の混合土を全面に薄く敷いて、 叩きしめた（叩き床）が施され

ている。全体に民固な構築状況であるが、凹凸が著しい。

ビットは、 7個検出された。 4本の主柱穴は整然とした配滋とは首い難〈、住居址プランの東西 ・南北軸とも

ずれがみられ、該期の他の遺構と比ぺても中央に集約された位四にあることが活取される。規模は、 P1が41X38

cmの円形、 P2が50X44cmの楕円形、 Paが44X 39cmの不整円形、 P,が47X65cmの松円形と大きさも不揃いである。
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第Ill章遺槽と遺物
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2 茶褐色上層 帖性1:1.ffぃ．パミス・小礫• 砂拉・買色火山灰を含ti,

3 峯褐色土眉 枯性I~依い.2より色鯛が"'るい．

第12図 Y64サ住居址実測図

深さはP,が40cm、P2が30cm、Paが42cm、P,が40cmを測り、 P2~P,の断面形はおおむねU字形を呈する。 P1の

断面形は西側にオーパーハングしており、不整な形状を示している。 Pa~P1は性格を明確にするこ とはできな

い。 P&は北西コーナー、 p ~は南西コーナー、 P1はP,の東側に位滋している。 Psは78X 52cm(/)楕円形、P.は28X

40cmの楕円形、 P心 29x28cmの円形を呈し、深さはそれぞれ、12cm、19cm、30cmを複1Jる。

炉址は住居址の長軸・短軸線の交点よりもやや南窃りに設けられている。南北55cm、束西77cmの崩れた惰円形

を呈し、深さは最深部でも 3cmと浅い。すり鉢状に凹む没い底面には、 32X48cmの楕円状を呈する焼土範囲がみ

られるが、堆積は極めて薄い。

遺物の出土状況

床而上から出土したものは比較的少ない。床面上の遺物分布状況は北束コーナー付近(14-9)、凡北束付近(13-

6)、南埠中央下 (13-1・3 14-8)などに散布する程度である （小 山）

遺物 （第13・14・ 15図、図版 五）

本住居址からは、弥生土器が多:!ll:に出土している。器種には、壺．甕 ・台付甕 ・高坪がある。

壺は、赤色塗彩の施される13-1・ 2と無彩の13-3、15-1・2・5に分けられる。 13-1は頸部から上と

底部を欠損しているが、 大型品であると思われる。胴部は中位まで大きく張り出し、最大径 (30.6cm)を胴中位

に有するが、下位で〈ぴれをもたない「無花呆形」を呈する。調駿は胴上半部に赤色塗彩、下半部に縦位のヘラ

ミガキが施されるが、 内外面共に剥離・磨滅の著しい状態である。文様は頸部が欠損をしているため、櫛描波状

文がわずかに観察できるのみである。 13-2は口緑部から胴上端部までの破片で、口緑部は大き〈 外傾外反する。

顆部文様帯を除く残存する外而全体と口緑部内面に赤色雖彩が施され、頸部から胴部内面は刷毛目調整の後、ナ

デ調整が行われている。文様は頸部に10本一組の櫛描簾状文 (2連止め） が2帯、 右回り に施文される。 13-3 

- 12-
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第Ill章遺構と遺怖
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第15図 Y64刃住/J:・址出土：I:.器拓影図

は無彩の壺で、口緑部を欠禎する．胴部は下位に胴部骰大径を有する 「無花米形」を呈する。外面詢整は刷毛目

胴駿の後、縦位及ぴ斜位のヘラミガキ、内面は横位の粗い刷毛目調整が施される。文様は、顆部に 5本一組の櫛

描横走平行線文を 2幣以上巡らし、箆描垂下文3条で区画した「T宇文B」が施文されている。 15-1・2・5 

は、赤色塗彩の施されない頸部付近の破片で、 15-2・5は同一個体と考えられる。 15-1は櫛描横走平行線文

に箆描垂下文の加えられる「T字文B」が施文され、 15-2・5は櫛描横走平行線文の下に櫛描波状文が加えら

れる。

甕は、 口緑部と胴部に櫛描斜走直線文の施される13-4・5・6と櫛描波状文の施される13-7、15-3・4・ 

6に大別される。 13-4・5は、 11緑部と胴部に櫛描斜走直線文が横位羽状（右同り）に施文された後、頸部に

櫛描簾状文 (3連止め）が右回りに施文される点で一致し、また、形態においても、口緑部が緩〈外反し、口径

をわずかに上回る最大径が胴i:p位に位滋する点においても共通する。 13-6は底部から胴下半のみの破片である

が、かなりの大型品である。 13-4・5の櫛描斜走直線文が横位羽状に施されるのに対し、 13-6は縦位羽状に

施される。また、13-4·5 の胴部が大きくふくらみ、 11"•位に蔽大径を布するのに対して、 13-6の胴部はあま

りふくらみをもたないと思われる。 13-7は口緑部から胴上端の破片であり、口紐部は「〈」の字状に外傾し、

わずかに内弯する。文様は頸部に 7本一組の櫛描簾状文（右回り）が施された後、口緑部と胴部に5本一組の櫛

描波状文（右回り）が施文される。 15-3・4・6は同一個体と考えられ、口級部は緩〈外頻し、端部でわずか

に内弯する。文様は頸部に櫛描簾状文（等間隔止め）を右回りに施した後、口緑部と胴部に櫛描波状文（右回り）

で施文される。

高坪には杯部2点 (14-8・ 10)と胴部1点 (14-9)がある。 14-8はほぼ直線的に開〈杯部で、端部は短

く外反する。内外面とも赤色液彩が施されるが、杯ド部内而は剥離が呼しい。 14-10はやや内弯気味に立ち上が

る坪部で、幽部は大き〈、ほぽ水平9こ屈曲する。 14 8同様、内外面ともに赤色旗彩が施されるが、外面屈曲部

- 14-



第 1開竪穴住H址

には赤色塗彩は認められない。 14-9はほぼ訳線的に聞〈脚部で、端部でやや外反する。閥整は外而に赤色途彩

が施され、 内而は米lLい刷毛目閻整の後、ナデ調整が行われる。

14-11は甕の底部片で、 内面調整は丁寧な横位のヘラミガキが施され、外而は一部横位ヘラミガキが観察され

るが磨政の抒しい状態である。14-12は台付甕の台部に位置する破片と息われ、内外而ともに丁寧なヘラミガキが

施される。

以上、本住居址より出土した壺には、類部文様帯に「T字文B」の施文されたものが多く、また、胴部の下位

に〈ぴれをもたないなどの特徴が見られることから、本住居址の所産期は、弥生時代後期前半に求めることがで

きる．

（三石）

第2表 Y64サ1:1:J舌址出土土器観烈表

I~ 蛉憧 む量 出彬及び t>n, の特徴 謂 聾 慣 考

嗣郎の中位で大きく張り、最大桟iこhたる． 内）膚馘が讐し（不1111. 破片貨~-I A

一 外）嗣nり上·~に赤色Ill彩・製位のへ,tガキ、馴郎下中は縦位の Nn• -7、IV('!:
13-I 壼 <32 O> ヘ,'ガキが籍されている．

文）鎖師に1111//il虞状文と111撮聾下文？が綽されている．

Cl撮ffll~*~( 間さ、上半でわずかに内富気恥 内）口繰墨に亦色捻彩 ・縫位のへ,! ガ"・ 覗郎から胴糾はハケ liil転寓割B

(22.2) となる． /講輩の復ナ，，が嵐されている． w凶 0130
13-2 壼 14.5 

外）口縁昴から＂郎は文様を純文LI~!亀｀縦位のヘラ ミガキが網
されている．

文）類部に 10>I'l組の禰沿舅状文 (2遍止nJか2膏庫されてい
る．

鐙＊径を11J祁下位に布し、 Pfrffl'憮花景u」を 内）顆船からmij.J,,位に慣位のへ,iガキ、以下IHllい慣位のヽヽ 屈転真員iA
Jilする． ヶノ鯛輩が籍されている． Nn 2、W区

,~) ,、ケ＇＂整→糾位及び縦位のへういれが櫓されて いる．

13-J 壺 <8.9> 文）籟籠1こ 6*—川の膚lil賣心平抒織文が上から下へ、少なくと b
7 ,2 2帯鱚され、その文様俯上1;ヘ,raの直織文を 3本雹下させ．

1/il胃『T字文恥をが成している．

艤-XIもはIH郎•r位にあり . w縁郎1:1 r山状に 内）口縁饂から＂仙 ,,位1こ犠位のT寧なヘラミガキ、胴糾下位I:! lnJ転夷釧B
外反し，·~帥1よ人さ（ふくらtr, 糾位のへ'!ガヽが籍される． ぬ8.W区

(22,0) 外）文撮が織文されたt慶、阻郎下位に縦(ll:のヘラ<tiキが濾さIL馴罰の●所に煤が付着している．

l3-4 硯 <27 .0) ている．

文）口織続fJ・ら＂珈 ,,位1:g -9本一、1lの構描糾だ直織文が償位

羽状（右llll'))に上から下へ讀されに1負、開郭1;ll本一紐の

t11揖111.伏文 (3違止め・右li'il'I)が嶋されている．

鰻大径It胴昂中位にAり、口繰帥は fr]」状1こ 内）T掌な償位のヘラミガキが鱚さItている． 蒻片夷員•IA

(18.6) 
ll <外反ずる． 外）文樟が算文さ Ii~ら慎．綱郎下位に縦位のへ'?ガキが泣され め14グリ ッr内糾作土

る．
13-S 這 く19.5) 文）口繰罷からり4耶中位に5-8,j.-lllの1111/i糾定1l(織文が讚位

羽状 （右li!Iり） 1こ繕されたt鼻．類部に 5本一IJl?i帽l,i簾状文
が2膏鳩される．

肩aa,i• .>:.~ くはふくらよないと9えらI¥る． 内）I寧な讚位のへ9ミガキが鳩される． IIil転洟貞JB
外）ヽ ケヽハ慣鴨-・文様鴎文一馴綿,<rr.に丁事な鍼位のへ9ミガや 嵐9• LO 

13-6 曳 (25.0) か輪される．

10.6 ./1:.)IIIIHI鷹直練文が糟位羽状（右fij)り）に籍されている．

口織船I:r (」の字状に外反するが内冑気味で、 内）償位のへ,iガ令が篇されている． 11!1転貨鼻IB
(20.2) Ill郎1よふくらt,. 外） 口縁IIから嗣8~にハケ／輝輩が撼されている． W区

13ー7 聾 <IO.G> 文）額綿I~1本一9彫り閏揖篇状文が紐さ ltt!l負. 11嫌郎と馴郎1ご 外1111こ“力’小1漕している．
5本一机の1111ヽ液状文が謹されている．

21、8 い郎上位はIiiれ直織的に開ト、 Ill〈外に折れ直l 内・外1川と LIこ赤色控・償位のヘラミ かヽが籍さllている．内 阿転寅悧A
14-8 点く7.7> る． 面の下郷Ii/ff減が着しい． 地6

卿糾11Uぼ,,、」の字状に関<. 内）,nいハゲ／調置ーナデが鱚されている． 回紐実剥A
l~ - 9 ~ Cl2.0> 外）赤色塗彩・駐位のヘラ：ガキが雑されている． 地12

16.2 

(25.6) ＂・純Ii儀かに内賣して間さ．口紬部は慨（はば 内）赤色轍轡．讚位のへ,111, やか紐されている． 破）け員副A
u-10 点 10,6 水平に屈曲する． 外）屈曲する口撮幅を除き、称色鯰秒・lltf立のヘラ ミガ弁が紐さ E区.w区．ペルト 内

れている．

内）T軍な憤位のへ,! ff•U情さ 9している． 肌転翼割JI
U-11 鼠 (6.0 外） Iii圃より bやや遭な橋位のヘラ；ガキか噂されている． W区

(7.0) 

i ？ 
．．． 内 ・外面とい~T寧なへ,~ ガキが応されている． 岡転翼馴l)

U-12 (2,9> ペルト内

(6.8) 
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釈Ill章遺溝と遺物

4) Y65号住居址

遺構（第16・17図、図版六 ・七）

本住居址は、台地の南踏部西側の、と ・なー25・26・27グリ ッド内に位置し、爪複閲係はもたない。

プランは、南北525cm、束西523cm、束緊艮391cm、西笠長379cm、南峡長463cm、北虹長455cmの隅丸方形を呈し、

長軸方位はN-27'-Eをさしている。床面積は19.4m'を計測する。

覆土は三屑からなり、プライマリーな堆積状態を示す。第 1層は、パミス・砂粒 ・黄色火山灰を多丘に含む明

褐色こヒ第2庖はパミス

と砂粒を含む暗褐色土、

第 3/~は貿色の砂粒が主

体を占める黄褐色土であ

る。

確認而からの虹店は、

4. 5~ 16. 5cmを測り、埜溝

底面からの立ち上がりは

割合急な傾斜である。壁

体は上半部は地山の貿色

火山灰、下半部は地山の

砂Mを利用して構築され

るが、堅牢なものとは哲

い難い。堕溝は幅17~40

cmを計測する大規模なも

ので、住居堕下を

全周する。深さは 8~ 

14.5cmを測り、断而形は

l("l -- Iは1 h 
/ti, 

cB 
q 

◎m 

A~Ill ¥¥A' 
<ilS 
as 

(1 

s$S 

◎ p &3 s 虐‘

｀ 
18゚-3 
-" 

Jex, o/ Cll 

2 ti褐色上 tn性1よ］よりやや渥い． 、9ミスと砂粒を多量に含tr.
3 賞裕邑土 Iii性はuぃ．賀色の砂粒が主体で．パミスと褐色士を含む．

慣高磁m
(I ; 80) 

緩い「U」字状を呈する。

床面は地山の賀褐色の

砂附の上に、茶褐色土と、買色火山灰をまぜ合わせた

土を構材として、住居内の全面に薄〈敷き、叩きしめ

た叩き床が施されている。挫牢な構築状態ではあるが

凹凸の若しい面が各所にみられる。

ビットは主柱穴が4本幣然とした配訟で検出され

た。Eは56X 61cmの円形を呈し、38cmの深度を有する。

P心41X 37cmのIIJ形を呈し、30cmの深度を有する。 P,

は39X 40cmの円形を呈し、 30cmの深度を有する。瓦は

35 X 37cmの円形を呈し、51cmの深度を布する。EからP,

の深度はほぽ近似値を示し、断面形も一様に「U」字

状を呈するのに対し、 P.は20cm近くも深く、断而も南

西側ヘオーパーハングしている。

炉址は、住居址の艮軸・短軸線上の交点上、住居址

第16図 Y65号住居址央測図

I> 
I• 

。
2m 

I>: 
l 鳥褐色埠 帖性liftぃ. ~/I)鱈か（戻化鋤を含む．

2 鯛赤褐色土層 帖M.11Sfい．焼土を多量1:含ti,

3 灰111色土層 茶鳩色土と灰が汎じり、 軟らかい．

4 黒Ill色.1:/1! '碑1ょ""• 砂が橘じりサ9サ9している．
債高685.Sm

0 (l , 30) 

年ゞ

Im 

第17図 Y65号住居址炉址英測図
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精 1節聾穴住屈址

のほぼ中央に位牲する。艮軸艮124cm、短軸長104cmの不整な楕円形を呈し、 18cmの深度を布する。本遺跡の炉址

の中でも飛も深い方の炉であり、断而形は逆台形状を呈する。掘り込み内のほぼ中火には径54cmの底部を欠く大

型の甕18-4が埋骰されており、所れ1「埋甕炉」の形態を布している。埋甕に近接する南側には口緑部を底面に接

した逆位の状態で胴部の中位以下を欠く壺が殴かれ、これらを第 4層にあたる焦褐色土、第5肘にあたる波褐色

の砂によって埋め戻している。この作業によ って甕及び壺は固定され、火床にあたる使用而が形成される。（使用

而の床面からの深さは11cmを測る。）埋甕内は、中位まで灰 （第3阿）が充填され、その上位には焼土 （第2府）

が5cmの厚さで堆積する。また、埋甕周囲にも80><74cmの範囲で焼土が5cm前後堆積し、焼土中（使用面上）埋現

北側には、礫が5個並ぺられている。焼土の堆積状態からみれば、本炉址は艮期にわたる使用が牙えられる。ま

た最上府には他の住居址と同様焦出色土が堆積している。

遺物の出上状況

床而上から出上した遺物は少ない。 ヒ器は18-3が南槌の中央ド、 18-1・4が炉址内から出土している。ま

た、石器類は20 1が巳の両側、台石20-2が、 P,と氏の間より北束側から検出されている。

（小山）

遺 物 （第18・19・20図、凶版七）

本住居址からは、弥生土器 ・石器 ・炭化米が出上している。弥生土器の器稲には壺 ・甕がある。

壺には18-1・2・3の3個体がある。 18-1・ 2は細頸壺であり、口は部から胴上端部が残存する。 18-1 

は顆部から大き〈外傾外反し、ラ ッパ状に開く口緑部を有する。内面調整は、口緑部に横位の1溝寧なヘラミガキ、

胴上部は粗略なヘラミガキが施される。外面は刷毛目調笠の後、口緑部に横位、胴部に縦位のヘラミガキが行わ

れる。文様は、面取りされた口唇部にLR縄文が施され、顆部にはLR縄文を地文として箆描横走平行線文が3

条施文され、さらに杜下に竹府状下共による刺突文が施される。 18-2は頸部から外傾外反して開〈口は部を有

し、内而罰整は口緑部に横位のヘラミガキ、胴部は刷毛1」調整の後、ヘラミガキが施され、外面は口は部にヨコ

ナデ、胴部は刷も目罰整の後、縦位のヘラミガキが行われる。文様は17辱部と顕部にみられる。いずれの部位に

もLR縄文が施文される。口存部には指頭による押捺が加わり、頚部は2条の箆描横走平行線文によ って区画さ

れた中に箆描連親山形文が1粂巡り、さらに箆描横走平行線文の直下に箆描斜走短線文が施文される。また外面

にわずかではあるが赤色顛料の付苅が観察できる。 18-3は太頸壺と細顕壺の中間的なもので、頸部は直立気味

に立ち上がり筒状を呈し、口緑部は短かく外傾外反する。内面閻整は横位の刷毛目調整が行われた後、口緑邪に

ナデ調糀が行われる。外面は縦位の刷毛目調整が施された後、口緑部にヨコナデ、頸部に縦位及ぴ斜位のヘラナ

デが行われる。文様は口唇部に箆描による刻目文が施されているのみで、頻部に文様が施されておらず、本遺跡

出土資料において非常に稀な存在である。 18-5は底部片で、内外面ともに横位の刷毛目調整が見られる。 18-

7は小型巡の狐部片と考えられ、内而は刷毛目調整が行われ、外面には赤色途彩が施される。

壺にはこの他、頻部に 2条の箆描横走平行線文を巡らし、その区画の中に竹竹状T少共による刺突文を施す19-

1、頸部にLR縄文を地文として、箆描巡続山形文 ・箆描横走平行線文 ・箆描乖下文の施文される19-2、胴部

にLR縄文を地文として、箆描横走平行線文 ・箆描連続山形文の施される19-3・4、櫛描垂下文を箆描文によ

って区画している19-5、櫛描横走平行線文と櫛描列点文の施される19-6などがある．

甕には18-4・6がある。 18-4は口紐部と胴下キを欠損しているが、かなりの大型品である。胴部はあまり

張りをもたず、口縁部は類部から絞く外傾して立ち上がり、上位で内弯して受口状を呈すると考えられる。埋

甕炉として使用されていたものであり、内外面ともに煤の付沼が認められる。内面調整は刷毛目調整の後、横位

のT寧なヘラミガキが施され、外面には全体に刷毛目閥整が行われている。文様は、欠損している口級部にわず

かに櫛描波状文が観察でき、 ij!BI部には4-5本一組の櫛描斜走直線文が横位羽状 （左回り）に上から下へ施文さ

れている。18-6は底部片で、外而胴整は刷毛目関整の後、縦位のヘラミガキが行われている。
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第lll拿遺讚と遺物
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第18区IY65サ住届址出土土器実測図

第3汲 Y65号（主屈址1il土土器観察投

: ij 鯰檜 f}l • 成＂及び＂形の W 置
＂ 

聾 熾 ''t 

最大穫1:1綱郎,~ある.n綸節U隕綿から外綱し、 内） n縁鵬にT寧な横位のへ~t ガ~. 鯛諄上位l:lffl鴫なへうこ 訊転賞劇A
復（外仄してラ yパ状に開く． fl'Jtが纏されている． 伽6

10.8 
外） U繰廓に槽位のハケ.I●望→犠位のヘラミガキ、胴糾11讚位
のハケ1鯛輩ー絹位のへ9ミガキ．慎邦には文様が繍文さIL

18-1 壺 <15.S> 
た1負へH ガキが噴されている．

一 文） oo邪にしR縄文、順罰はしR縄文を鳩文とし、へ,1釦曹心
平打織文が3朱Ill.され．その直下にへう濯による閥交文が鱚
されている．

0縁lllill.MUから外反しラッパ状に聞く． Pl)□ 織8JC.:T寧な讚位のへ9 ミガキ~ 隈部以下は償位のハケI 圃転実ltJA
肩聾一籍なへ,iガキが鱗されている． Ill区覆十.Ill区I/fl, IV区．な26グリ

10.8 外） U縁1こgコナヂ、馴郁にヘラ:ガキ． ッド内

18-2 壼 oo.o 文）ロCIUIこしR縄文が紬文されたfl.柑隕1こよる樗榛が籍され
外薗1こ.,I色馴＂の付着が ムる．

ている．麟郁1よしII縄文を鵡文とし、ヘラfill!定，，行緯文が
2彙鳩され．その間はへ9櫂ill帆lliU丈1彙で蝿められてい
る. ;.1.;• ヽ 'Ill構氾平tr縁文下にへ'hll糾ん鰻櫨文が籍文さ
tしている．

馴鵬l』隻直に立ら鱒状を汎し、口縁瓢1よ磁（外 内）口縁flから舅綿に讚位のハケ／鯛鵠が鶉さ 11.f~IA、口鍮郎1こ !~le夷綱A

12.0 反する． 縄なへ9ミガキが嶋されていo. 油3

18 3 壼 <9.9) 
外）口縁tiから攣綿9こ馘位のハケノ"鯖b'IIIされた1負、口織籠9こ 給」は小琳を曹ひてい4.
ヨコナデ．＂綿に斜位： Jjよび鍼位のヘラミガキが讀さllてい
ら．

文）口●Illこヘラはの創f:lが篇されている．

U庫瓢Iii員郎から緩（外瓜し．上位で内膏して 内）T• な讚Itのへ,! IFキが織されている． ft!l転寅測f¥
畳口状となる 外）全体に,-1-11員輩が鴫されている． ぬS

18-、復 <16.8> 文） f:ロ状の口縁郎1こ彼状文、駅瓢l;.Lド114 -5今ー』lllflllllil 内園It濱鳳色を出している．

IIIL~I 層． 遭甕炉で使Ill さ ILてい,~.

内1慣IllのヽヽケI謂聾が輪されている． 皿I.I/(劃B
18 5 壼 く2.)) 外）膚位のハヶ11111整が籍されている． IV区

内9讚位のへ';ガ令が篇されている． ill紅実割B
lB-6 甕 く4.3) 外），、.,.;胃輩→縦位のへ9ミガキが繍さILている．

10.8 

~ 
内）膚位のハケ/Ill鷲が篇されている． l•J転実馴 I)

18-7 (2,8> 外）ポ色慎彩...., ! カ令が嶋されている． N~2• 
5.0 
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第19区l

甕にはこの他、破片資料として口唇部にLR縄文

を施し、 nl•I部に栖描波状文の施される 19- 7、梢描

斜走直線文の施される19-8、

宮恕芍一

きい~1

IJl汝部に櫛描波状文

の施される19-10、n緑部にLR縄文と箆描巡続山

形文の施される19-11、箆描連続山形文のみの19-

12・13、胴部に櫛描斜走直線文の施文される19-9、

胴部に箆描 「コ」の字煎ね文の施される19-14、胴

部にLR縄文を地文として、箆描「コ」の午孤ね文

の施文される19-15、胴部に櫛描波状文の施文され

る19-16・17、胴部にLR縄文の施される19-18な

どがある．
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第20図

□ 2 
O c1 &) Wen, 

Y65号住屈J.tl:出上石辟尖測図

この他、小片のため図示し得なかったが、 口唇部に縄文が施され、 内面口唇部にわずかに赤色途彩が施される

壺、箆描文の施された後、円形浮文の貼付される甕、 口唇部に三角状の突起が2個並列して貼付される向杯、手

捏ね成形による赤色塗彩の施された小型鉢などが出上している。

石器類で本住居址との共伴性が強いものでは、 20-lの磨製石斧と20-2の台石がある。20-1はチャート製

の小型の同平片刃石斧で、 刃部はやや円刃気味である。 20-2は安山岩製の台石で、煤の付店が観察できる。

以上、本住居址の所産期は、共伴性の強いと考えられる図示した遺物の特徴から、弥生時代中期後半に位佐つ'

けられると考える。
（
 

（三石）
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第M章遺鳩と遺物

5) Y66号住居址

遺構（第21・22図、図版八 ．）し .+) 

本住居址は台地の南側の中央よりやや西側、せ • そ ・たー21・22、そ・たー23グリッ ト＇内に位沼している。 Y

72・73号住居址と煎複関係をもち、これらを破壊している。

プランは南北765cm、束西560cm、東壁長672cm、西虹長633cm、南壁位510cm、北些長480cmの隅の丸い長方形を

呈し、長軸方位はN-5'-Eをさしている。本遺跡内でも最大規模を有する1主居址の一つであり、床而積は40.05

m'を計測する。

覆土は五IMからなり、プライマリーな堆積状態を示す。第1屈はバミスを含む黒褐色土、第 2)t]はバミスを多

に含み、砂質の暗褐色土、第 3JMは砂粒とバミ スを含む贔褐色土、第4層は火山灰粒を含む明褐色土、第 5[11

は第l・ 3府よりも粗大なバミスを含む黒褐色土で第1次堆積土である。

確認面からの壁高は29~50cmを測り、束槌が深〈、西壁はやや浅い。搬体はヒ位は地山の貿褐色火山灰形、下

位は地山の砂陪を利用し、平滑に構築され、床面からの傾斜は緩い。また、砂Jr'iを利用する部分が多いため咽固

な構築状態とは首い難〈、もろく）/JJれ易い。壁溝は検出されなかった。

床面は地山の砂府上に、赤茶褐色土を全面にわたって 5nun前後の厚さで敷きつめて叩きしめた叩き床が施され

ている。構築状況は、住居中央部が柔らかく、周辺部は総固で、特にP,・P2よりも北側、 P2・Ps・P,の周辺音II.

及びpijの束側はしっかりと踏み固められた状態であった。

ビットは 8個検出された。主柱穴は6本 (P,~P6)整然と配設されている。 P,は51X 50cmの円形を呈し、 47

cmの深度を有する。断面形は下端部が尖り気味のru」字状を呈するが、東側には一段の稜を打する。 P,は50X
50cmの円形を呈し、 72cmの深度を有する。断面形は底面が平坦な、円錐状を呈し、 断面図には径15cm前後の柱痕

が明瞭に残る。 Psは58X 57cmの円形を呈し、 72cmの深度を有する。断面形はP,と同様であり、断面図にもp3と

同様な柱痕が明瞭に残る。いは58X54cmの円形を呈し、40cmの深度を有する。断而形はU字状を呈する。 p5は52X

58cmの松円形を呈し、 30cmの深度を布する。断面形は緩いU字形を呈する。 PGは62X 63cmの円形を呈し、 58cmの

深度を布する。断面形は協斗状を呈し、先端部から細く尖り気味である.P1~P。の堆積状態で共通するのは上府

部に住居址の第2次堆積土第 4府が存在することであり、 p•. p$は第4陪ー）けのみが充埴される。柱痕が残る

P,・Paの場合、木柱を固定するための土には第7屈黄褐色の砂粒を用いており、柱を抜き去った後、第6屈黒褐

色土がわずかにましる黄褐色の砂粒が流入している。 P1・Peは南墜下中央に整然と並ぶ。P,は64X64cm、Peは67X

60cmの円形を呈し、深さはそれぞれ14cm・24cmを測る。断而形はいずれも鍋底状を呈し、住居址第4Jfjによって

埋没している。検出位置から見る限り、入口施設に閲連するビッ トであることを愁定できるが、他の住届址から

検出されている柱穴とは断面形、規模などに異なりがみられ、確定はできない。

炉址は北側のt柱穴P1・P2の間、と南西の主柱穴間Pa・P、の間の2箇所から検出された。北側の炉 1は73X
66cmの裕円形を呈し、長軸方位は真．北をさす。掘り込みは 9cmと浅く、断面形は鍋底状で丸味を帯ぴる。炉内の

南側と西側には円柱形の炉緑石が、「L」牛状に組まれて配凶されており、その内側に41X23cmの不整楕円形を呈

する地山の砂府が焼け込んだ焼土範囲（火床部）がみられる。炉2は139X99cmの楕円形を呈し、長軸方位はN-

40・-wをさす。掘り込みは、巖深部で7cmとやはり浅く、断面形は鍋底状を呈し丸味を帯ぴる。炉内の南側と西

側には炉1と同様に円柱形の炉緑石が2個、rL」字状に組まれて配近されており、その内側に48X 52cmの円形を

甲する地山の砂屈が焼け込んだ焼土範囲（火床部）がみられる。炉1・2とも、汲上は漆凩に近いきめの細かい

晶色士のみで構成される。

遺物の出七状況

本住居址からは弥生時代の遺物が大社に出土している。このうち住居址）剥序第UM~第4Je1にかけて出土した

•4 
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267-3 
（打製石縞）

C
-

I< K' 

• N N' 

戸

I Ill, 褐色・ヒ層 硬（ しより、属小のパミスを多量1こ含む．

2 晴鳩色上層 妙買で1より b*さなパミスを多量に含む．

3 黒B色i;III Iよりし軟か（サラサ9し.,, lスと砂拉を含ti,

4 叫褐色上層 lll1'l.1J:VIぃ.*"'灰校を，．に含む．
5 Ill, 褐色土Ill t磁1』憤い• Iと3よりい飢大なパミスを含む．

鳥褐色l.層 Aに賞褐色の砂粒が汎じり.(, るい．

貰渇色土層 貧鳩色の妙校主体.Ill, 鳩色土が儀かに渇じる．

7 贄褐色l.11 賞褐色の砂粒のん．

帽高686.2m

゜
~ 
(I : 80) zm 

第21図 Y66号住居址実測図

土器は弥生中期後半の小破片が主体を占め、本住居址の時代性と一致せず、共伴遺物と見（故せない。また、石器

も多保にみられるが出土眉位：が先述の土器と同様のものが多〈、共伴遺物とできるものは少ない。従って、ここ

で説明する遺物の出土状況は、床面上から出土し、その出土位囮を図面に明示した遺物、つまり本住居址の共伴

遺物と明確に見f故せるもののみを対象とする。床而出土の土器は、住居址のほぼ全域に分布する。23-1のよう

に一つの個体が、 P1の南側、北西コーナー、南照下中央の西寄りの3箇所に散在する傾向もみられ、本住居址の

出ヒ遺物が多くは住居廃絶U後に投菜されたものであることを想起させる．北唸下には23-L・4・5が散在し、

P1南側に23-l、Ps北西部に24-11、267-50(石鏃）、西低下の中央南寄りに23-6 、 p ◄の南西部に23-8、
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炉I

璽炉2

鼻 ・,Ii〈心が高い．1 鳥色J:11 帖性はややi●い．隕 1. 

欄高6850111 慣嵩685.6m

゜
(I : SO) 50cm Q (】 30) 50cm 

第22凶 Y66サ住屈址炉址1・2夷測図

P5 • Pa間に23-7、束墜下の南側に23-2、Paの南側に24-15、南束コーナーに267-34(石鏃）、 Ps東側に23-

12、267-20(石鏃）、 P1の西側周緑部に23-1・3・8、24-9・10・13が分布している。この他、 IV区の第 2

屈から273-3 (石鎚）、 IV区第 11!§から273-152(砥石）、 M区第1/(ijから274-164などが出上している。また、

Paの北11111に集中的に分布する礫群は、床面よりも10cm以上高位から出土している。

遺物（第23-26図、凶版 ＋・ 1--)

本住居址からは弥生土器 ・石器が出土している。弥生土器は完存品、それに近いものが多く、遺存平は良い。

弥生七器の器種には壺・甕・台付甕・石杯がある。

壺は、赤色塗彩が施される23-1・2・3と無彩の23-4・5・6にわけられる。 23-1は口緑部と胴部中位

以下を欠損するが、かなりの大型品である。口絃部は大き〈外反し、胴部も中位下方まで大きく張り 出す無花釆

形を呈するものと推測される。残存する外面の全体と、口緑部内面には赤色餓彩、丁寧なヘラミガキが施されて

いる。文様は頸部に集中し、 9本一姐の櫛描横走平行線文を 4帯施文ののち、八等間隔の箆描垂下文で区画し「T

字文B」を形成している。更にこの文様帯下には、箆描鋸歯文が施され、文様内は竹行状工共による刺突文が施

されている。内面閻整は、頸部まではヘラミガキ、以下は刷毛目胴整が施されている。 23-2は口緑部がラ ッパ

状に大き〈外反し、胴部は中位下方に最大径を布する「無花呆形」を有する形態で、口径19.8cm、器高39.7cm、

胴部欣大径23.5cmを計る大型品である。口仔部はしつかりと面取りされ、口絃部は成形時に生じたと考えられる

ヒピ割れを補脩した赤色途彩が分厚く施されている。赤色塗彩は』[BJ部巾位7::~月から口緑部、内面は口紐部まで

丁寧に施されている。文様は顆部に集中し、 9本一組の櫛描横走平行線文2帯を箆描垂下文で区画した、「T字文

B」が施されている。 23-3は、口径11.4cm(推定）を測る小型品で、 LI椒部の外反度は小さい。赤色喰彩は、

ロ様部内面、 II阿部外而に施され、1」緑部外而にはみられない。頸部に10本一組の櫛描横走平行線文を箆描唾下文

2 条で区画した「T~~文B」が施されている。 23-4・5は、赤色塗彩の施されない口緑部一頸部の破片で、頸

部に櫛描横走平行線文 (23-4)のみか、 櫛描垂下文が加えられる「T字文C」(23-5)が施されている。 23-

4の口唇部には而取りがしっかりと施されている。 23-6は胴部中位以上を欠 く。かなりの大型品になるものと

考えられる。 23-7・8は底部の破片資料である。また、破片資料ではあるが、 頸部に櫛描波状文 (24-1)、や

箆描斜走直線文を横位羽状に組み合わせた (24-2)、箆描斜格子目文 (24-3)、櫛描駕状文 (24-4)などが

施される破）ヤもみられる。

甕は実測図にあらわしたもの24-9 -13はすぺて中型品で口緑部と胴部に櫛描波状文、頸部に櫛描鞭状文が施
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松25図 Y66号住居址出上上器拓影図

される点で一致する。施文順序も頸部に簾状文を施文

したのち、口緑部は波状文が下から上へ、刷部は上か

ら下へ施されるバターンで統一されている。形態は、

24-9 ~13それぞれ微妙に異なる。 24-9・10は口径

と胴部飛大径がほぼ等し〈、口素汝部が緩〈外反し、胴

部は中位やや上方にふく らみをもつ点で共通するが、

24-10の方が柚窃に対して口径、胴径の幅が広く、ず

ん桐な感を受ける。また、 24-9のn唇部には面取り

、ー［會旦〗|
・.: ・: C>  2 c:::=:,. 3 

c:::::::> 1 

0 (2'. 3) 3 Cltl 
I I 

第26図 Y66サ住居址出上石器実測図

がしっかりと施される。 24-11は口緑部の外反度が24-9・10より強〈 「く」の字状に近〈なる。口唇部はつ

まみ上げれるようにわずかに立ち上がり、胴部は上位に張りをもつ。 24-12は、口緑部がしっかりした 「〈」の

字状に外反し、胴部は中位に張りをもつ。 24-13は、口緑邪が大き〈、胴部が小さい形態で、口ほ部は内弯気味

に緩〈外反する。胴部はほとんど張りをもたない。甕ではこの他、櫛描斜走直線文が施される破片も出土してい

る。 25-5は頸部の櫛描簾状文 Fに斜走直線文が縦位羽状に、 25-6は口紬部に斜走虹線文が横位羽状に施され

る破片である。櫛描斜走直線文が施される破片は本資料の中では稀な存在と甘える。

台付甕は24-14一点のみである。底部を肥厚させ、台形状の底部を成形しているため台付甕の台部とした．

麻坪は一点のみで、杯部が椀状を呈し、赤色證彩が施される24-15が出七している。

25-7・8は中期後半の土器であり、他の資料との共伴性は薄い。 25-7は赤色塗彩が施される壺の破片で頚
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第1罰竪穴住柑址

第4汲 Y66号住屈址11:l上上器観察表

r~ 召9、払量 成 u JI. び Itiiの 特徴 鯛
＂ 

漕 • 
最大11,;1胴陥にあると息hllる． 内）馴郎,~償位のハケI鯛輩．口縁開から＂郎 IJ.卵色鍮＂．櫓 絨片＊創A

Wのへ,'ガキが嶋さ1している． 伽 4• 7• 23 
外）文撮が鱚文さIV;t負. [111闘と鯛熱11賽色塗甚• 以位If)-..,

23-I 直 (39.0> ! ff¥が纏さItている．
文）預綿1:9:.f'-111(/)111/il,llt)I! 平1t●文{j臀纏勺llf:I負8,t,; の

ヘ,,,.によ ~'T字文 B, がu成されている．その下に誕•
文が亀さIt竹管による＂突文が充蟻さ 1している．

最大憧lょ鯛郎中位下方にある． 内）預狐以下はヽヽケ 1鯛整.n織郭は赤色~~ ・膚位のへ9ミガ 園転寅,111

費船1』1111〈くし1/t.ロ械郎Ii大さく外皮し,., ヤが鴫されていo, 郎14・IS

l9.8 パ状に広がっている． 外）文鳩が篇文されle↑負、口縁郎から馴郎11>fUでが色絨ll'J・T 口縁郎J;I: ピが入り、それを罐修した

23-2 壼 39. 7 口n11111i面取りされている． 事な罐位のヘワ！ガIt,胴綿下位jj嵐位のへ,sガ村か馳さ と息hitる賓があo,
7.5 鯛郎のムくらんがわがんでいる． れている．

文）碩船に 9今 •川の11111讚え平行繊文が2需纏された 1負、へ9

鳩文で区圃し．所IW'T字文B』が形成さ11.ていo.

履人在I~馴駆にある． 内）口縁飩l.tf!l色鯰彩・慣位のへ,lガやが鑢さIt,類闇以下1』 日転賓嗣B

蹟龍からn織鱈は rラ，、≪ 状に外艮する． ハケ;1111輩，，，｛負．膚位のヘラナデが糟さ1している． No26 

(l l 4) 外）文撮が繍文t, /Lf~I負、 0繰罰uハケノ属贄．＂前1よ那色撮囀·

23 3 寵 (13 5) 鐵にのへ9ミガキが籍されている．

文）隈郎に10+―.111のllllilo!lfill平行緯文が籍さ1した積、へ,,ヽ沈
織によb叶下文恥が形成されている．

U縁HIU買齢から外反し. ~ やでI>ずかに内鵞 内）鑽位のハケI鯛誓のI負．慣位のへ,! ガキが纏されている． lil転賓鋼A

18.• する．口唇都Ii園政りされている． 外）11t位のハケノ鯛嘘の復．預昴に文撮が11文、更に績位のへ9 ぬ I

23-4 遭 (9.0) ミガやが籍さ しヽている．

文）頸詞に12本一9月の編Iヽ鑽蒐平行繊文が2僭繕されている．

＂郎下9位"'割/\口がほぼ木平に近いたn輪,~み 内）糾位の9ヽケ／鯛望の1負、順iむのへ,'ガ中が篇さILているが． 回転夷劃B

によると息hnる． 庫位不11/1, 訟3

23-5 壼 (10.1) 
外）文撮が亀文さltl.:t負、鎮郁上位1よ覆位のへ,1ガ"'・ 下位し

繊位のヘ.,!'II'¥>が鱚さ/lている．

文）預親1:9 -1'一絹の囀は槽鵞平行●文が3膏./.,[iiiり1こ鴫され9こ

1負．鶴Iii看ド文f:IRみ合わせ、 rT字文c,を討成している．

直綿は平既．鯛糾で大さ（ふくらんでいる． 内）Ill(むかヽヶ11111聾が纏されている． (i)E真ヽ 'IA

23-6 讚 <23.0> 外）＂＇り中位に鑽位のへ,1-チが纏さ 1した1負．馴瓢 t• til.1:艇位の NQ31 

10,8 ヘ,+,,,が纏されている． 黒逍あり．

内）膚鍼●し <Ill聾,-t,1). 翻転賓割A

ZJ-7 壼 (2.0 外）譴位のへ?t //ヽ が綸さ／している． N•l1 
11,0 

内）崖111 1↑近I~ r●なへ9 ミガ令． 池ぃ へ,, ! II令が嶋されてい lill ... 実隕B

23-B 甕 （ヽ.3〉 る． 汝'29

6 5 外）縫位,,,..._~aII年が綸されている．

最人Illょ口繰綿と■輯甲位がl!l:l'lifしい．口織 内）帽位のTJIIなへ,! ガ午が纏されている． 回転輿瀾A

綿はり状にゆる（外反し11立気"'・ ロ〇郎/Jill 外）口縁輯11D :,-f-'f'、類襲以下は讚位のハケ1調輩、文撮鱚文 四 5・27
U.8 取りさILている． のfll!H下位I~紅位のへ,!ガキが籍されてい<>, かなり亙ん,.:n~である．

以ー9 滉 19.2 文）領鰈1~ 104'一1J1の構橿霞状文（等間隔止め・右趾り）を 2 膏
S.6 織されle積、 10本一姐の楕Ii演状文がn輪郎1こ1僣．嗣郁1:

2骨纏さJLている．

II郎の中位ヒ方のふくらみに最人穫がある.IJ 内）嗣811'位には製位の11lいヘラミガ"'・ 上位に,i讚位のT寧な 岡転寅量）A

緯耶IH員郎からう状1こゆる（外反す6. ヘ,iガキ、 n繰闘にIiヨコナ，，の復へ,! ガヽゥ噴されて 伽22.I区311,Ill区3層書Illは4層、

16 0 いる． Ill区ぺ，レト 4層．外面に煤が付着して

24-10 甕 19.G 
外）・綿1位に崖位のへ,'ガキが耀さIt,その上から文繰が9贔

いる．
かれている．

5.8 文） Ill闘,~10本 UのIllほ欝状文 (3贔IJ-C,,)が纏さ11.r,11, ロ
緑郎・馴龍に8-10+ー11の1111●鐵状文が3臀しつ籍さILて
いる．

畿人1•1:1n 繰綿にある• II贔郎1ょ耀孤から9は反 内）U縁からU郎,~慣位のハケ/Ill望の!H寧な鑽位のヘ.,,ガJt,回転寅IIIIA

したll靖仙でややflllllする． が鳩さ しヽている． N叫ヽ • 36• 37• 38・39・40. II区3層．
16.8 嗣仙11上位でふく らt,, 外）C縁郎Itヨコ.,.,,.,鯛帥は償位のハケノ調贄、文撮嶋文のI彙． II区d層， P2、I'3

24ーII 復 21.2 織位のへ,! ガ令．

7.4 文）鑽罵に6..,一,aの鴨1ヽ貫状文 （彎間隔止II>・石団り）が2臀．
口織闘と鯛郎1こ(』 6亭ーIllの薦緬遭状,:(右闘り）が2僭嶋
されている．

最大往は口縁饂にある．口縁討は額鶴から＇ （」 内）ロII輯はヨコナデが纏され、口縁錦から嗣綿下位9でT攣な 完全賓劃

の't-1こ慎く外艮し大さく開く．綱饒1か卜位で＇恨 讚位のへ,;11~が纏されている． N-20 

13 8 "・ 馴船下位はゆがみが懺しい． 外） II郎下位に馘位のハケノ舅聾が織されIこ位、文櫂纏文、さ ら

24-12 這 IG.7 9こ縦位のへ,'ガキが籟されている．

5.3 文隕郎1こ7本一紐のIIIHi璽状文 （壽閏隔止め・布1iilり）が鑢C

ltt~f負、 5-6本一絨の汲状文が口縁郎に 5 曹、胴郁に 5膏

織されてい6.a~ 飩1こは．へ"こよる刻目が籍されている．

口縁節はゆる＜外反し. 111 1'直緯的に闊<• II 内）T寧な鑽位のへ9ミIIキが縄されている． 回転寅鍼＾

12 2 幅11僅かにム（らt,,最人往un綸狐1こ""・
外）文憬が籍文さ /ll~I負• II翻巾位以下に1●'，鑓位のへ,<ガ 伽27

24-13 璽
＊が織されている．

<ll 9> 文） Jllll!II: 6本一復の鵬贔●状文（専間隅止，，，.(1同•))な纏文
のtl.問皐位の●hi鰭状文が口縁郎I:2膏．嗣紐1=1脩鱚さ
れている．
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第[II章遺構と遺物

24-14 I a I <3三0)
? (5.6) 

24-15 I or 
鉢

甕の底部が厚く、台部のように見える．

口辺部は大き〈開き、靖部付近で内弯する．

内）ハケI調整が施されている． 回転実慟1B

外）縦位のハケメ関整ヵ噂された後、縦位のヘラミガキカ潰さ11.II区2層
ている．

内）赤色塗彩・横位のヘラミガキヵ噂されている. I破片実測A
外）赤色塗彩・ロ辺部上位は横位のヘラミガキ．下位は斜位羽状 No.16 

のヘラミガキが施されている．

部に箆描横走平行線文が施されている。 25-8は壺の頸部片で、 LR縄文を地文として、箆描横走平行線文と、

押引文力咄国されている。

石器類で本住居址と共伴性が強いものは267-20・34の打製石鏃と、 268-50の磨製石鏃である。 267-20・34はい

ずれも黒曜石製であり、 267-20が平基有茎鏃、 267-34は小形の凹甚有茎鏃に分類できる。 268-50は干枚岩製の

磨製石鏃で、先端部を欠損し、穿孔はみられない。この他住居址内からは、打製石鏃267-3・8 (いずれも黒曜

石製）、打製石斧271-109(安山岩製）、砥石273-152(砂岩製）、粘板岩の搬入礫274-164、磨製石鏃を作る用材

となった粘板岩274-169なども出土しているが、遺構との共伴性は薄い。

以上、本住居址は出土した壺の頸部文様帯に 「T字文B」が用いられるものが多いこと、箆描鋸歯文が施文さ

れる個体がみられること、また、形態は、胴部の下位にくぴれをもたないことなど、壺を中心とした文様・形態

の特徴からみて、後期でも前半代に所産期を求めることができる。 （小山）

6) Y67号住居址

遺構（第27・28図、因版十二）

本住居址は台地の南側の東寄り、た．ち・つー16・17・18グリッド内に位置している。掘り込みの浅い住居址

のため、各所を攪乱され、壁体は既に削除されている。また、第129・131-135号土坑と重複関係をもち、これら

を破壊している。

プランは、推定で、東西617cm、南北733cm、東壁長696cm、西壁長650cm、南壁長590cm、北壁長550cmの隅丸長方形を

呈し、長軸方位はN-5.5°―-Eをさしている。本遺跡内でも最大規模を有し、床面積は推定で41.85面を計測する。
覆土は第1層の暗褐色土が辛うじて残る。土圧を著し〈受けているため、非常に堅い。

壁体は先述したように削除されており、壁溝も検出されなかった。

床面は、地山の黄褐色火山灰層を利用し、叩きしめられたと考えられる。現況では挺めて堅くしまっているが、

これは数年前の土木工事の際、かなりの土圧が加わったために生じたものであり、往時の状態は留めていない。

また、攪乱が床面各所にみられるため、的確な説明はできないが、往時はほぽフラットな構築状態であったと推

定される。

ピットは主柱穴が4本検出された。おおむね整然とした配置であり、平面プラン、断面形、深度もほぽ等しい。

計測値は、 Eが31X40cm、深さ40cm、P,が28X33cm、深さ30cm、Psが44X34cm、深さ38cm、氏が32X36cm、深

さ39cmで、断面形は、いずれもU字状を呈する。

炉は、 P1・P,の北側の主柱穴間の中央よりも束寄りから検出された。長軸長139cm、短軸長99cmの楕円形を呈

し、長軸方位はN-29・-Eをさす。 床面からの掘り込みは最深部で15cmを測り、断面形は鍋底状に丸味を帯ぴ

ている。覆土は三層からなり、最上府（第 1層）に橙褐色の焼土が被覆している。従って、本炉址の使用面は、

床面とほぼ同一レペル上にあることが自明である。焼土範囲は炉のプラン内の中央より南西側に30cm内外の範囲

で存在し、その南側に炉縁石3個が一列に並べられている。この他、炉のプラン上面には6個の礫が散在し、炉址

の構造に何らかの関わりがあることが推定されるが、原位置を保っているか否かは定かではない。

遺物の出土状況

本遺構からは、弥生土器が出土しているが、遺構との共伴性を指示できるものは少ない。 29-1がp3の西側、

- 26 -



第1節竪穴住居址

29-2がIV区、29-3がP、の北両

側から出ヒしている。 （小山）

遺物（第29・30図、図版 トニ）

木住店'ill:からは弥生土器が出七

している。器稲には、壺・甕・窃

杯・甑・盗があるが、本住居址と

積極的に共伴性が指示されるもの

には図化した甕がある。

t貸は、 29 5・6がある。両者

とも「l縁部が外反し、口唇部にL

R縄文が同転押圧されている。文

様帯を残存するものは、 29-5で

顆部に突帯を布し LR縄文が充

填されている。 29-6も頸部に横

走する沈線を僅かに残存する。益

には他に、赤色拾彩が施され、胴

部 F位に弛い稜を有するものが在

るが、グリッド遺物であるため遺

構と共伴する可能性があるという

程度にとどめたい。

甕は、文様帯を残存する29-

l・2と底部資料29-3がある。

文様はいずれも胴部上半に集,41

し、口縁部から胴部に櫛描文が施

文された後、頸部に櫛描簾状文2

巡止め（右回り）が施されている。

口緑部およぴ胴部の文様は、 29-1が6本一10本一組の櫛描波状

Jo:, 

cl 

D
:A
 

¥tll 
ヽゞバ‘,＇

9S 
Qs 

l~A I屯
A' -~ ー—----一軍~← ー・／ー／／／／／／— ~· 

.D. 

I If鳩色上層 帖代lift••• ,<! スと小砂拉含(J.
O < 1 80) 2 m 

糧高綿6.3m

第27図 Y67号住居址尖測図

文（右回り）が上から下へ施され、 29-2は4本一組の櫛描斜走

1れ線文が横位羽状（右回り）に施されている。内面調整は両者と

も横位のヘラミガキが施され、外面調整が観黙できる29-1は、

文様施文の後、胴部ド位に縦位のヘラミガキが施されている。29-

3の底部i内面に横位のヘラミガキ、外面に縦位のヘラミガキが

施されている。形態は、口ほ部が 「弓」状に外反し、汲大径を口

緑部に有し、胴部は中位でふくらんでいる。他には、櫛描波状文

の施された胴部破片 (30-1)がある。

高杯には、口ほ部に突起を有する口緑部破片、杯部と餌1部の接

合部に稜を布する脚部破片などがあり全て赤色益彩が施される。

甑は29 4が出土している。内而に横位のヘラミガキ、外而に

縦位のヘラミガキが施された、 底部から直線的に開〈胴郁下半を

残仔するもので、底而中央に焼成前に施された一.fLを有している。

I> 
／ふ

R
 

VJ 

／ふ
ヽ

1 檀褐色土層 買8火Iii灰が饒けて佛変している．

2 鼻llle..1:11 Mfll.lやや情い． ，＂入とカーポン
を含(J.

9震高686.Zm

3 茶鳩色1.J11 2 1,•nt"' り 、 ＂め編か < 0 (I . 3 0) 50cm 

ポUポUしている．

第28閃 Y67サ住居址炉址実測図
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第111章遺鳩と遺袖

-、ぶシ、'{ -? 

~ー疇-,,. 、『・ つ
f ..-> 

7s 

1、
5 

II 1 

、¥
,, 

4
 0 (I : 4) LOr.111 

第29図 Y67号住届址出土土器尖測図

第5表 Y67号住居址出土土器観察表

= ij 精檀 法量 成形及び惰形の特徴 関 聾 爛 噌

最人位11IJ··~ にある．口鳥綿は長い「日J状 内）惰位のへ?~II~ が「寧に纏されている． l!ll転賽創A

に外反し鳥胴純Ii巾位でふくらlt. 外）文撮を讀文した1負．馴郎下位1:縦位のへ,iガキが蒟されて N~ I 、 II 区 1 層 . Ill区1層,IV区1層
16,4 口唇間に一粂の沈織がみられる． いる． 外国に漏が付漕していo.

W-1 甕 (I$. I> 
文）口縁狐から胴11111こG-10本一111の慟111浪状文（右Illり）が上

から下へ5帯籍されf.;f良．双訊1こ6本一組の囀Iii罵状文 (2

遁止め・右回り）が2臀繍文されている．

侵大＂は 1:1縁綿にある．口縁邪は長〈 ''1J状 内）讚位のへ9ミガキが蒐されている． 1il1転賓負りB

17.0 に外ばし．綱郎は中(¥)!でふくらti, 外）文様が充嶋されているため不引． IV区18

29-2 曳 <13,4> 文）口縁郎から凧部『I'位に.4本一糾の粗い識111i糾定嵐絨文が償 内・外面のtヽ面仝体に多(/fl小4しが諷
位田状（ぷll!Iり）に雇されt.;1負、頂郎に 9ギ-Illの襴晶●状 られる．
文 (2遇止め・右Hり）が1帳譴文されている．

- 内）糾位のへ,iガキが算されている． 屈転冥榊IA

Z9-3 甕 (8.3) 外）縦位のヘ,,tガキが鬼されている． N• 2 
8,0 

崖綿に焼成前の一~Lt-有する． 内）横位のへ,.ガキが嶋されている． lill転寅壽IA

Z9-4 甑 <8 8) 外）縦位；のへ,l'lfキが讀されている． UI区l眉
5,3 

口縁訊は綱い鯛状の預郎からり皇（外反しラ.,パ 内）口縁郎から刑郎1:膚位のヘラ ミガキ，それ以外はナデか薗さ 闘転夷創A

状に1111〈. れている． Ill区）＂
13.2 
口憎糾1:面駁＇）されてい... 外）口縁11111;横位jうよび糾位のハケノ謂蟄→償位のヘ.,'ガキが 共,.,しない．

29-5 壺 く8.6) 帽されている．

文）口＂船 1:LR縄文と纏し．預純はLR縄文ヽ蜘文と し、ヘラ

漏慣兎・平打線文を偵（籍すことにより、閃帯状を呈している．

(8.8) 
n腎罰11,ッパ状に開く． 内，外面と 1,1こ3コナテ-慣位のへ,iガキが籍されている． 趾転賓創A

20-6 籠 <3,4) 
幻口m節1;I..R縄文隕節にへ,lli横危平行絨文が嶋されてい＇Ill区J,11、IV区
る． 共悼しない．

尚、 穿孔は主に内面から施されたものであるが、外面からも多少工具をあ

てている。

壺は、台形状の大きなつまみを有する破片資料で、調整は庖滅が苦しく

第30図 Y67号住居址出土土器拓影図 不明である。

以上、本住居址からは、多器種の弥生土器が出上しているが、積極的に遺構 との共伴性を指示し得るのは、甕

の頸部にしっか りした櫛描簾状文が施され、 胴部に櫛描波状文およぴ斜走直線文が施される29-l・3のみであ

る。これらから本住居址の所産期は弥生時代後期前半に求められよう。

（篠原）
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第 1罰竪穴住船址

7) Y68号住居址

遺構 （第31・32図、図版十三 ・H囮）

本住居址は台地の南部束寄りの、ち ・つ・て一16・ 17グリッド内に位開している。第132・ 139サ土坑、 Y67号住

居址、第11号周溝と重複関係をもち、これらに、北西コーナー、及ぴ北東の床而 ・南阻中央を破壊されている。ま

た、東翌の南・半から、南壁

の束半及ぴその周'ill部の床

而は、既に削除され現存し

ない。

プランは、推定で484cm、

南北670cm、東堕長594cm、

西壁長537cm、南壁長440cm、

北墜長380cmのやや歪んだ

隅の丸い長方形を呈し、長

軸）i位はN- 2'-Wをさ

す。床面積は推定で29.02m• 

を測り、本遺跡内では平均

的な規模を有している。

覆土は三屈からなるが、

大方は、パミス ・小砂粒を

多且に含む茶褐色上（第1

層）で構成される。西壁閑

に墜体が崩洛したと考えら

れる貿褐色の火山灰層（第

2屈）、床面中央部に黒褐色

土（第3/e.1)の堆積が偲か

にみられる。

確認面からの壁高は、 0 

~ 13. 5cmを計測し、先述し

たように、南東部の盟体は

後世の攪乱によって存在し

ない。墜体は上位を買褐色火山灰、下位を砂層といず

）、

~ 

ら1 Oj 

33◎ -2 P゚5 

33-6む

心ー •• こ• ., ' ヽ :,u . -.... 
-I~,,超_,灸,•'G)-• ',.,s 
A 3 PG SQ. s as I I -A' 

[33一応 s -4'・ 央 13

01 

Ito \~、
玉 E' 

1 茶褐色上層 帖性1:111い．パサパサしてしみ （．パミスと小砂粒を多量に含c,,

2 貫鳩色土層 f&礼l!Mい• Iと賞iae.火Ui灰が9量に'"'じる．
3 艤鳩色七層 lotl:1バ・や慎い．砂tH)量に、バミスを少量會t.,,

4 黒鳩色上層 ，~t1.IJやや檎い．いめ編か〈し之り．ヽQ スを含＂・ ＂^乙

慣高邸6.3111
(I : 80) 2 m 

第31図 Y68サ住居址火測図l

れも地山を利用して構築されているが峡面は平滑とは

百い難〈、凹凸が激しく、また、軟弱で崩れ易い状態

である。限溝は検出されなかった．

床而は、住居内全面にわたって叩き床が施されて

いたと与えられる。残存部の構築状況は、地山の砂眉

上に、 白色粒子を含む黒褐色土と、 ~t色火山灰を混ぜ

た土を薄〈敷きつめたのち、叩きしめられており、極

めて咆固で平坦である。堅固な状況は往埒からのもの

I> /;i, 
J) 

A
、

A
、． 

l 鳳褐色土層
慣高686.1m 

0 (I : 30) 50c11 

＇ 
第32図 Y68サ住屈址炉址尖ill]図
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第UJ章遺構と遺物

であったと考えられるが、近年の土木工事の土圧の影野もあることを付記しておきたい。

ピットは6個検出された。主柱穴と言い得るのは、住居南側に並ぶ2本 (Ps・P,)のみである。 Psは32X

38cmの楕円形を呈し、 36cmの深度を有する。 P.は28X 27cmの円形を呈し、 52cmの深度を有する。 Psは棟持柱とも

考えられるが位稽関係は一般的なあり方と比べ、北壁下の中央よりも束側にずれる。 21X27cmの円形を呈し、 42

cmの深度を有する。広はいの北側2mの距離に位置する。 37X43cmの楕円形を呈し、 48cmの深さを有する。パミ

スを含むきめの細かい暗褐色土（第4層）が充填されている。この他、 P1は東壁の北寄り、 P1はP.の北束側に

位羅している。

炉址は住居址の中央よりもやや北側から検出された。北側の半分を攪乱されているため全体の形状は明らかで

ないが歪んだ円形か楕円形を呈していたと考えられる。南西側には、礫が一個みられるが、本炉址との関係は定

かではない。また、掘り込み残存部の西側の底面に偏在する焼土範囲は本炉址の火床面にあたる。覆土は黒褐色

土一層のみからなる。

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器が多羅に出土した。床面上から出土した遺物も多い。甕33-8のように炉址の北側、

及び西側周辺、西壁下中央など住居内各所に散在し、接合関係をもつ資料もみられる。 33-1・2・6・8・11 

が炉址の北側、 33-4が炉址の南東側、 33-5・7・8・12が西壁下中央、 33-13が住居中央南寄り、 33-3が

南壁下中央より出土しており、住居址の西側半分に偏在する傾向がみられる。

遺物（第33・34図、図版十四・ 十五）

本住居址からは、弥生土器が出土している。器種には、壺・甕・鉢がある。

壺は、頸部の太い壺（以下太頸壺と呼ぶ。）と頸部の細い壺（以下細頸壺と呼ぶ。）の2系統に大別される。

太頸壺には、 33-1・2の2個体がある。 33-1は胴部中位以下を欠損する。径12.3cmを測る太い頸部からロ

縁部は外反したのち、上位で受口状に立ち上がる。受口部には明瞭な稜がなく、丸味を帯ぴている。また、口唇

部には、面取りが施されている。文様は口縁部と頸部に施される。いずれの部位にもLR縄文が施文され、頸部

には箆描横走平行線文が4条、太くしっかりと施されている。外面調整は、刷毛目調整ののちやや粗略なヘラミ

ガキ、内面調整は、刷毛目調整ののち口～頸部までヘラミガキが施されている。 33-2は太い頸部から、口縁部

は内弯気味に外反する。頸部に7本一組の櫛描横走平行線文が2帯施され、その上位を 1条の箆描横走平行線文

で区画している。内外面ともにヘラナデが雑に施されている。

細頸壺には、口縁部が受口状を呈するもの33-3と単純口緑のもの33-4がみられる。また、小型の33-5も

存在する。 33-3は口縁部のみが残存する。受口状を呈する口縁部は、明瞭な稜がなく、丸味を帯ぴる。文様は

ロ緑部の受口部にみられ、 LR縄文を地文として箆描連続山形文が1条施されている。 33-4は口緑部が僅かに

内弯気味に外反する。文様は頸部と口唇部に施されている。頸部には、不規則な単位の細かい斜走沈線を地文と

して、箆描横走平行線文が2条施されている。また、口唇部には箆描の刻目文がみられる。 33-5は残存高9.7cm

を測る小型品である。胴部下位が強く張り出し、最大径を有する。文様は頸部に集中し、 LR縄文を地文として、

箆描連続山形文、横走平行線文力哺i文されている。 33-4・5はいずれも口緑部及ぴ胴部下位以下を欠くが単純

ロ縁を呈するものと考えられる。頸部は細〈筒状を呈し、胴部は下位で強く張り最大径を有する。以上、壺の資

料33-1 -7までの説明を加えたが、外面調整はいずれも刷毛目調整ののちやや粗略ではあるが、ヘラナデが施

される点で一致している。壺はこの他、細い頸部に櫛描横走平行線文を箆描横走平行線文で区画した文様帯をも

つ34-1、櫛描横走平行線文のみの34-2、胴部に箆描連続山形文・横走平行線文が施文される34-3、LR縄

文を地文として、箆描横走平行線文・連弧文が施される34-4、胴部の中位に櫛描横走平行線文と櫛描列点文が

一段毎に施文される破片もみられる。

甕は、口縁部が受口状を呈する33-8、34-5・16と、単純口縁の34-6・9・10・11・12・19に分けられる。
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第33図 Y68号住居址出上土器英測図

受口状口緑を呈する33-8は口径20.8cmを測る大型の形態で、口緑の受口部には明瞭な稜がなく、丸味を帯ぴる。

胴部は中位上方で軽くふくらみ、飛大径を有するが、口径と大差はない。文様は口緑部と Bf•I部に施文される。ロ

緑部はLR縄文を地文として、 2本一組の栢描波状文（右同り）が施され、頸部には5本一組の櫛描横走平行線

文（右同り）、胴部には6本一紐の櫛描波状文が5帯施されたのち、同単位の櫛描垂下文で区囲されている。この

他、 受口部にLR縄文を地文として、箆描巡続山形文が1条施される34-16、2条施される34-5もある。 34-

- 31 -



!f!UI章遺潰と遺物

第6表 Y689・ 住届址出上土粒観察汲

;' 怜糧 法量 成形及び tJuの特閲 鯛 輩 備 身

口縁閲は外反し上靖で1り弯して受口状とな 内）口縁部から閥郎,~かけて憤位のへ9ミガ,¥>,馴郎は 9ヽ ケi潤 問l<W測A
る．頸郎は太（簡状を川する． 輩が繍t'Iしている． N~S 

19.2 ロ＂糾 lilill取りされている． 外）文様が亀文された憤.l'J繰郎から刷邸にかけては糾i如のハケ
33-I 這 (17 0) I謂聾がややIllめ1:坪 1:緯されさ ら1:-.i位のへ9ミガ＊

が.Illめに濾されている．
文）口縁郎l;IRL縄文、鴫糾1よRL縄文を地文I:してヘ,tijの構
,U平行●文が4条1iされている．

ロ械瓢Ii太い＂懇から上半でわずかに内膏 L受 内）口縁闇1よ9コナデの後．讚位のヘラミガ＊が籍さll、闊耶以 i!1転貨讃A
口状となる． 下I~ナテが箱されている． N• 2 

16-9 
外）Bコナデの1皇に9ヽケバ調誓.Jl!Iこtll楡な慣位のへ,;ガキが

33-2 直 (7 5> 闘されている．

文）隈綿I~7ぷー,nの!Illヽ横慮平行練文が上から下へ 2'唇塙さ tl
に復．厄上郎がヘラIi¥の槽免平行絨文で区漏さ/Lている．

口織糾IU員部から9卜反し， ヒ半で内彎して生 内） U縁船lilll憎なロコナデの9負．ヽ ↓位のへ9ミカキが拇されて 凶転買割A

13,9 ロ状となる． いる． 狐2S、Ill区

33 3 壼 (4.5) n界約1:1111取りされている．
外）全体1こti墳なヨコナ，，，、ハケ;~-..111m亀ヘラ）ガキが濾さ IL
ている．

文） U繰昴1こし R 縄文が籍t:11.f~lt. へ9橘慎状文が1条紺さ11.
ている．

n械郎は繕い簡状の鎖＂から外傾し、上 'I>で内 内）口織紐11償位のヘラミガキ、闊糾から胴郎1かナデが籍されて 鉗転洟鼠1ll
｀気昧となる． いる． 1区， t;J

(10.0) n費lnlt濶恥りされている． 外）口縁紐11aコナデ、 II郎1が ケヽメ＂贄の儀．口織郎には償位

33- • 
＂ 
く10.0) の、綱郎には似位のへ,.ガキが籠されている．

- 文） fjlfll¥は不聾な糾心沈繍を鳩文として｀へ,,引償4平行縁文2
彙で区圃されている. tJ繰昴11.-..~ liaによる刻日が籟されて
いる．

覇郎I:萬状を呈し、胴郎Ii下位で債〈県り最大 内）ナデが讀されている． 屈転夷員IA
往を布する． 外） 1f11部1:1全体にIヽ ケ，，鵡聾が“されIsl島、屈上半111¥1こ糾位｀下 N<L19 

33-5 壼 (9.7) ＊郁1:慣位のへうiガキが蔦されている．

5.8 文） I. R縄文を地文と して｀ヘ,iaa1:杖文、讀定平行縄文が噴さ
れている．

覺郎I;鯰状を呈L.胴郎は下位で傾り t~つ． 内）類節は憤位のへうiガキ、馴祁上位11,ヽケノ鯛誓のIA.皐位 闘転実劃B
の大さいへ9ミガキが薦されている．肌郎下位ll/11減着しく N6 3 
不隅．

33-6 1111 <16.8> 
外）隕郎から嗣部.I:.位は岨位のハケ;l'II嘘ー“位のへ,iガやが
織され．嗣部,,,位以下は糾位のハケヽ鱈鴨一横f立のへ'!fl 
＊が繍されている．

文）馴郁1こしR縄文を地文として、へうIii横患平行繊文が紐され
ている．

口縁郎は9ッパ状．玖郎l:ltlflt)を!,!しR大径fj 内）令面を姐い9ヽヶ11111贅の憧．口紬部は慣位のへ,,ガ令が誡 “片夷酎＾
馴郎1:わると肴えられる． されている． ぬ15

外）令illtハケ メ調襲、＂郎 1::に様胞文のIA.Cl蟻郎lこ慣位のヘ
33-7 1111 く170> 9さガや、胴昴に挺位のへ9ミガキが隋されている． 

．．． 
文）預綿1こLR縄文を地文として、 へ"Ii'費走平け織文が3桑軸
されている．

口庫部は外傾し．上キ・で内弯して．受口状t 内） n縁郡から綱耶上位Iiヨコナデが狐された後，丁寧な讃位の 囮転賓瀾B
出する．最大径rill'!邪中位にある． ヘラミガキが罐されている．そIL以Fはやや傭なへ9ミガぺ H<> 4• ~ • IZ・14・l8・20、1区， II

が繍されている． 区

(20.9) 外）口縁糾は ;i:, ~ トデ． 鯛郎以flがヽ ケ J閃聾が撼されf.!員下位

33-8 聾 く215> にT寧な縦位のヘラミ If~が籍されている．
文）口繰部l:ILR縄文が繕文された浪、 z *一岨ヽ ）襴鳩彼状文（右
趾り）が紬されている．蒙郎は5本一Illの噛1盲憤走平行織

（右訓り）、 IM揺lt6 本一Illの櫛/Iii楓状文が 5 膏嵐され,~慎．
0本一机の町、1111下文が讀されている．

内）惰位のへ9ミガキが細されている． LIFL転貨割A
33-9 甕 (4 7) 外）鼻If(/,のハケメ＂整の儀．慣位のヘラミガキが纏されている． 図 0

6, 7 ， 

虞部絹辺,:'閏所の凹みが見られる． 内）憤位のへ,tガキがやや譜1こ籟されている． 回転寅讚A
33-10 甕 く28) 外）縦f立のヘラミガキが蘊さ1している． JI,! 

5.0 

崖郁I;粘土版を用い、嗣部との捜合賓が•Jl畷1こ 内）償f立のへ9さガキが纏されている． 即転洟馴A
33-11 費 < Z 7) 残る． 外）撞合鎖上1;1憎位のヘ，，ミ ガ令、底祁11鍼位のヘラミガ井が塙 N•6 

11.l されている．

内）T寧な讚位のへ9ミガ令が薦されている． liil転冥lllA
33-12 貝 (4.$) 外）観位のハケノ隅笠が篇さtlf,検．やや情な崖位のへ9ミガキ 狐16

8.0 ，，噂iされていQ,

ロ繰瓢1:1.内弯気舷に開く． 内・外面といこ赤色塗彩 T寧なヘラミガキが綸されている． 破片真創B
33-13 鉢 5.0 N~21 

一

5・16の受口部にはいずれも明瞭な祓が残る．

単純口緑を呈するものはすぺて破片資料であるが、口緑部が短く外反する形態はいずれも共通する。また、34-

11を除き、口唇部に而取りが施されている。文様は各資料毎に異なる。 34-6は、口唇部と胴部にLR縄文が施
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第3,t図 Y68サ住居址出七ヒ器拓影図

される。 34-7・8も同一個体と考えられる。 34-9・10は口唇部にLR縄文、頸部一胴部上位に櫛描波状文、

それ以下に櫛描斜走直線文が施されている。 34-11は頻部に櫛描横走平行線文が施されるが頸部周囲を全周し

ていない。頸部に櫛描横走平行線文か簾状文、胴部に櫛描斜走紅線文が施される甕は比較的多〈 34-12・ 13・ 

18・19・ 20・21があるが、施文は細部にわたると異なりがみられる。 34-12・21は同一個体と考えられ、頻部に

簾状文、胴部に縦位羽状の斜走直線文が施され、 口唇部にLR縄文が押捺される。 34-18・19は頸部の文様が横

走平行線文で簾状文でない点が異なり、 34-19のn唇部には箆描の刻目文が加えられている。また、 34-13・20

には、胴部の斜走直線文（横位羽状になると考えられる）上に34-13には横走平行線文、 34-20には簾状文カサ韮

されている。 34-17は頸部文様帯をもたず、粗雑な縦位羽状櫛描斜走直線文が施されている。 34-14・15は櫛描

波状文のみが施される胴部破片である。

34-22・23は同一個体と考えられ、「コ」の字揺ね文をもつ形態と同一の範ちゅうに属すると思われる。 一般に

みられる rコ」の字重ね文と異なる点は、通常 「nJ字状となる文様が、完全な四角形「口」字状となっている

ことであ り、中央部の列点を取りまいて 「口」牛文が5皿にめぐっている。 外面閻整は刷毛目調整がしっかりと

施されており、縄文地文はみられない。甕はこの他、 33-9 ~12のよ うな底部片が多

調整はいずれもヘラケズリである。

に出土しており、底部の

鉢は、 33-13、34-24がみられる。 33-13は口辺部が内弯気味に開〈、椀状の形態を有し、 内外面ともに丁寧

なヘラ ミガキ、赤色塗彩が施されている。 34-24は本住屈址内出土の他の土器と同時期のものかどうかはっきり

とはわからない。口緑部は短〈強〈外反し、胴部はヒ位で強〈張り、 そろばん玉状を呈する。また、 ロ唇部には

三角形状の突起が貼付されている。文様は頸部にあり、櫛描簾状文 （右回り）が施されている。外面と、内面の

ロ様部には丁寧なヘラミガキ、赤色塗彩が施されている。同様な器形の資料は、脚付のものと平J氏のものの二系

統がみられ、本資料の揚合は、いずれであるかは判断しかねる。

以上、本住居址の所産期は、共伴性が積梃的に示めされる図示した遺物の特徴からみて弥生時代中期後半に位

滋づけて大過ないと名える。尚、弥生峙代中期後半の土器組成において主体を占める細頸壺とともに太頸壺が伴

出している事尖は本住居址に詳細な時間的位置づけを与える上で、瓜要なキーポイン トを内包しているものと考

えられる。

（小Ill)
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第IU章遺構と遺物

8) Y69号住居址

遺構（第35・36図、図版十六・十七）

本住居址は台地の南側の中央よりやや西方の、て・と・なー22・23グリッド内に位醤している。第10号周温、

第118・119・120号土坑と重複関係をもち、これらに、住居址の北側と、南壁及びその下部の床面を破壊されている。

このためプランはいずれも推定値であり、東西535cm、南北447cm、東壁長407cm、西壁長410cm、南壁長420cm、

北壁長450cmの長方形を呈するものと考えられる。長軸方位はN-73・-wをさし、 南北に長軸をもつ住居址の多

い本遺跡の中にあって、東西に長軸を有する本例は、僅少な例ということができる。床面積も推定で、22.46m'を

測り、本遺跡の中では平均的な規模を有する。

毅土は二層に分割されたが、大方は第 1層が

占めている。第1層はパミスと、砂粒を含む黒

褐色土、第2層は、黄褐色火山灰が主体で礫を

少最含み、東西両壁下に逆三角形状に堆積する

状況がみられることなどから、壁体の崩落層と

考えることができる。

確認面から壁高は、残存部で、 3.5-14cmを測

るが南壁を除き、東・西両壁の残存状況は極め

て悪い。壁体は、大方が地山の砂層を利用して

構築されているため、軟弱で崩れ易い。床面か

らの立ち上がりも緩やかであり、壁面も平滑と

は言い難い。

Bl 

0120 戸~7--~噌
、‘、

B
l
 

、}・
ト

0119 

診，P 2))'._GS 
旦区、
314 , __ 

Ji “ ~ 

／鳳 犀／

旦且＇

壁溝は検出されなかった。

床面は、地山の黄色の砂層上にパミスと白色

粒子を含む暗褐色を住居内全面に薄〈敷いて叩

きしめた「叩き床」であり、ほぼ平滑で堅固な

構築状況であるが、南から北へ向かって僅かに

傾斜している。

ピットは 5 個検出された。主柱穴は P1 • P3 • 

P • ・Psの4本である。整然とした配置とは言い

難く、 P4-Ps間の北辺が短〈、 P,-Paの南辺が長い台形状の配置

となっている。 Eは32X 32cmの円形を呈し、 44cmの深度を有する。

.{;__'. 

正一ー量鼠j
黒褐色土層 帖性やや浪い．バミスを多量に．砂粒を少量含む．

貧褐色土層 帖性は弱い．賀色火山灰と礫が混I;.る．

黒褐色土層 1に賀褐色の砂粒が多量に含まれ、しろい． 帽高邸6.lm

貧褐色土層 ほとんどが貰裕色の砂拉である, Q (I : 80) 2 m 

第35図 Y69号住居址実測図

Piは44X 45cmの円形を呈し、 37cmの深度を有する。 P• ・Psは床面

が第10号周視の影特により若干削平されているため、往時の形状、

深度は保っていない。 P.は61X4lcmの楕円形を呈し、 32cmの深度を

有する。南側にはテラスが一段認められる。 Psは28X 25cmの円形

を呈し、 17cmの深度を有する。巳はP1の西側に存在する。 44X44cm 

の円形を呈し、深さは14cmを測る。 P1よりも平面プランは大きいも

のの、深度は低い。断面形はP1-PsのすぺてがU字形を呈する。

炉址は住居址のほぽ中央に位置する。長軸長117cm・短軸長85cmの

楕円形を呈する比較的大規模なプランをもつ。長軸方位はN-12-5'

I• 

~ 

¥ "? R
 そ

＼

s
s
 

1 黒縞色土層 祐性は弱い．きめ繹かく、パミスを

少量含む．

2 暗褐色土層 枯性は弱い．砂粒を含む. ~ 高686m

0 (1:30) 50cm 

第36図 Y69号住居址炉址実測図
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第37図 Y69~ 住屈址出t -t:~尖測図
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第38図 Y69サ住屈址出土土器拓影図

-Eをさし、ほぽ南北に尺軸を布している。床面からの掘り込みは最深部でも 8cmと浅い。断而形は南側に片寄

る鍋底状で丸味を帯ぴ、北側にも一箇所の凹みをもつ。焼上範囲は掘り込みの中央より南東寄りにあり、 23X35

cmの束西に長い楕円形の広がりをみせる。この焼土範囲は地山の砂層が焼け込んで生じたものであり、火床部に

あたる。火／未部の周緑の南東側にはfり荘が6個配誼されており、炉緑石の役割を朱たしたと身えられる。また、
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第UJi,"t 潰揖と遺初

第7表 Y69号住居址出土土器観察吸

: ~ ＂帽 法量 成杞及び ff形の特徴 調 聾

1:1紬郁1よ太••IIIRりから外Mし，上中でl'l弯して 内）赤色鸞彩（績引付囀か？ ）・隕位のヘ.,tガヤか＊さtしている．

受口状となる 外）縦位のハケメ＂贄ー文情織丈-•肛いな構位および糾位のへ9
16-0 ミガキが嵐さ1している．

37-I 惰 く7.3> 文） n綸郁と覇狐1』 LR蝿文t地文とし．口綸郎,~へう播遠絞111

形文．隕郎はヘ,,_楕定平行繊文と 3本一岨の1111ヽ震状文（等
間隔止め，れ周り）が鶉さIL、t:i(t糾にLLR縄文が籍さll
ている．

口繰部は外-/1.して,,,パ状に開さ．鵡郎11圃敢 !'l) l'.l紬郎にュコ＋チー慣位のへ9ミケキ｀嗣胚はナデが擁され
りされている． ている．

L2 0 外）口縁郁1こヨコ＋ヂ．文様が籍文さiしloll.O縁邸-l~tiに縦
37-2 

＂ 
く9,l> 位のヘラミガ冬が噸されている．

文）州郁はしR縄文を墳文とし．へ?Ii償!l!'l'rす縄文が3条権文
さllており．口＂郎 1:L l R縄文が靖されている．

内）頸郎にへ9ミガキ．罰H1:,ヽヶ,'I'll虹が纏さllている．

外）馴耶1こ9ヽ ケ／閏蟄が纏されている．

文）類紐に しR縄文f:)畠文とし..I:. からへ"偽慣息平行線文が2

37-3 
＂ 
く13,2)

条、 2..,一IUlfllllt.ll娩lliU文．ヘ'}J出賃た平行織文が3条

繕されていか嗣部は全面にへ,1~. 構Iヽによる過ド文が繍

され、へ,i&昂下文内には2本一川のllllii楓状文がJillfして
おり．襴贔雙下文1n本一Uでhる．

綱耶は中位上J:Jで大さく張り最大逗に，，,~る． 内），、ケメ鯛輩ーヘラミ がやが籍されている．

(29.4) 口径糾は只 Jの字如 ：外反した1負、とキで内 外）文椒が饉文され,~,負、馴郎下位に縦位のヘラ ミガギが繍され

37- • 甕 45.9 弯し受B状を出する． ている．

文）口緑部にl.R縄文を墳文とし． へ,1贔楓状文が3条．崩邪It
(7.8) 7本一川のIll緬糾鬼直繊文が巖位羽状 （右回り）に鳩されて

いる．

17 0 口辺罰は迫 r,、」の字状に開き．底訊に燒成前 内Jナデ→やや磁な憎位のへ9ミガキが泊されていら．
37-5 甑 9.4 の一1しを有..,.る. 外）＋テー縦位のへ,iガキが籍されている．

6 6 

庫部1:練成後の-1しを有する．復から＂ への転 内）~,,,が纏されている．

37-6 甕 く1,2> mか1 外）縦f立のへ9ミガキが峰さllている．
8 I 

焼土範囲内の北束にも礫がみられ、炉址の構造と関わりをもつこと

が想起できる。 税土は二屈からなる。 第1層はバミスを含むきめの

細かい黒褐色土、 第2IMは砂粒を含む暗褐色土である。

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器 ・石器が出土しているが、品は少な〈、

床面上から出土しているものは更に少ない。床而上から出土した土

器には37-l・ 2・3・4・5があり、石器には39-1がある。 268-

68(磨製石鏃）や、 37-6 (甑）、北区より検出された打製石鏃(267-

40・41)は床而よりも浮いた状態で検出されてお り、確災に本址と

共伴する資料とは音い難い。出土位辺は37-1・2・4、39-lが住届

址の北西部、 37-3がPs内、 37-5がPaの西側から検出されてお

り、全般的な分布状況は1主居址の西側に偏在する傾向が行取される。

遺物 （第37・38・39図、図版 十七）

本住居址からは弥生上器・石器が出土している。

償 芍

回転賓昂A

Na2 

団駐実樹A

Nu 3 

歌It洟綱A
No6, S区

仝閲にまばらではあるが赤色闘料が付

着している．

liD転寅MB
枷 I

回駐実桝A

N~S 

内面に示色顧糾が付．曹している．

0 (l ; 3) 5 e,n 

' ' 
弥生土器の器種には壺 ・甕 ．甑があり、ほぼ全形態が伺えるのは

37-4・5の2点のみである。

第39図 Y69号住居址出土石器実測図

壺には受口状の口緑部を有するもの37-1、38-l、単純口縁を有するもの37-2がある。 37-3は受口状

の口緑部を有する壺の範ちゅ うに含まれるものと思われる。受口口緑を布する37-1はやや太めの頸部をもち、

受口部は外稜がとれて、やや丸味を帯ぴる。口緑部・ロ唇部 ・顕部にLR縄文を施したのち、口緑部は、箆描巡

続山形文を施し、頸部は箆描横走平行線文で縄文帯を区画したのち、文様帯の中央部に櫛描簾状文を施文している。

これに対し38-1はしつかりした外稜を有する受ロロ緑を有し、 LR縄文帯がめぐらされている。 37-3は太頸
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,'
 

• 

化しており、類部はLR縄文を施文して 5条の箆描横走平行線文で文様帯を画し、上二段に箆描の刻目、箆描

巡続ill形文を充咽している。厠部は 2帯一組の櫛描垂下文と矩形区画の箆描垂下文が交互に隈な〈施文されてい

る。矩形区画内には巡続山形状の垂1令しが充填されている。単純口様の37-2は細い頸部を布し、口紐部は単純

に外反するが上端部ではわずかに内弯する。文様は口唇部・頸部にLR縄文を有し、頸部には三条の箆描横走平

行線文が施されている。受口口様の壺にくらぺると文様が簡素である。この他、壺にはLR縄文を地文として箆描

横走平行線文が施される38-2 の顕部片、 LR縄文上に箆描横走平行線文・連続山形文力哺駐~fl る 38-3、櫛描横

走平行線文を箆描文で区画した文様帯を数帯もつ38-4、1疑縄文下に箆描横走平行線文を数粂もつ38-5・6 (同

一個体）、 LR縄文上に箆描横走平行線文 ・梢描横走平行線文・連続山形文が施される38-7、波状の櫛描垂下文

の周囲を箆描文で区画し、更にその周囲に箆描列点文をめぐらした38-8などの服部片がある。

甕にも受口状の口緑部を有する37-4、単純□緑の38-11がある。受n口様の37-4は口径29.4cm、器高45.2

cmをはかる大型品である。口絃部はしっかりとした外稜をもつ受口状を呈し、胴部は中位上方で張って飛大径を

布する．文様は受「1部にはLR縄文を施した後、 3条の箆描波状文、頸部にはやや舌しれた櫛描横走平行線文を施文

したのち、胴部に梱描斜走直線文が縦位羽状に施されている。単純口ほの38-11は短く外反する17緑部の端部に

縄文を施し、胴部に櫛描斜走直線文が施されいる。甕にはこの他櫛描波状文を櫛描垂下文が区画した38-9、栖

描斜走直線文を縦位羽状に施した38-10などの胴部片がみられる。

甑には37-5と6の2点がある。 37-5は焼成前の一孔を有し、口辺部は「ハ」の字状に開き、ほぽ直線的に

立ち上がる。 37-6は焼成後に一孔が穿たれたとガえられ、甕からの転用が考えられる。形態は上部を欠損する

ためわからない。

以上、上述したすぺての土器の外面潤整は、刷毛目調整ののちに、ヘラミガキを丁寧に施して刷毛目痕を消去

したものがある。

石器の器種には磨製石斧がある．

底製石斧39-lは閃緑岩製の太型蛤凡石斧で陪端部を欠損する。 111:Jil:は481.6gをはかる。船部裏面は駒滅が抒

し〈、刃毀が観察できる。

以上、本住届址出土の土料は中期後半に位置づけられるが、頸部が太顆化し、受口口紐の外稜がとれる37-1や

3などの存在には留意すぺきであろ う。これらの土器群が遺物の出土状況からみても本住居址の所産期をおおむ

ねあらわしているものと考えられる。

（小山）
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第Ill章遺情と遺物

9) Y70号住居址

遺構（第40・41図、図版十八・ 1サし）

本住居址は台地の南側の巾央より束寄り、て・と・なー16・17・18グリッド内に位甜している。第 7号周祖、 Y

71号住居址と訊複関係をもち、第7号周濶に破壊され、Y71号住居址を破壊している。このため、住居址の南東

の半分は既に失われている。

プランは推定で束西565cm、南北570cm、束虹長540cm、西墨長463cm、南繋長480cm、北墜長540cmを測る隅丸方

形を呈している。長軸方位はN-12°-Eをさし、床而積は推定で31.38面を測る。

覆土は大別で五層、細別で七層に分けられ、プライマリーな堆積状態を示す。第 1・2府がレンズ状堆横、第3・

4・5層が逆三角形堆積にあたる。第1層は粗大なバミスを多位に含む焦褐色土で、砂粒が少伍まじる第 l'屈が

細別される。第2層も馬褐色土であるが、 第1附と〈らぺきめ細かく漆A{に近くなる。床而中央に 8cm前後の厚

さで堆積する。第 3陪はきめの細かい暗褐色土で南壁下の床面付近にしかみられない。第 4屈は茶褐色上でパミ

スと砂粒を含む。色閻がわずかに暗い第 4 ')~ と細別される。第4陪は北・南盟下においては第 1次堆積土、西監

下においては第2次堆積土である。第5層は焚褐色土で、西壁下にのみ酪められる。賀褐色火山灰主体であり、

壁休の崩落府と考えることができる。

壁裔は残存部で14.5~27cmを測り 、残存状況は良い。撻体は上位が貿褐色火山灰、下位が砂屈とすぺて地山を

/ti:! 袖 0~ 辿It, 
lo, 

r lo .,_, 
_g I f 冑・-:o(0) /£ 

/c:i ． 
ヽ 42-7 

<!IS JJS S .... 5 
~ s S<l>s 

ヽA
I
 

SIL 

lq lo:J 
lt:1lt'1.! 叫

.K £.: 
I:, 

4, I' 2 
A: 

7 2 6 1 
， 

G 薗夏；
一 旦

翫
1 黒褐色上層 ·~ 竹1がHい．さめややtJl<.Ill大なパl._('多量1こ含t,.
J、Ill,褐色t層 lに紗拉が少量渇じる．
2 鳳褐色土層 枯性11!●い.! め纏カ・＜ ．湛鳥に近い． 、ヽミスと少鼠含む．

3 睛鳩色埠 9碑 11翡い．さII)鰭かく軟らかい．

4 甚虹色上層 fb性は隅めてSIい．ヽ只ス1:砂粒を含t,, 第40図

ヽ
I
 

＇ 
，
 
，
 
，
 

Pl 
4. 茶褐色:I:層 4よりし色＂が隋い．

5 買鳩色土層 lb性は闘い．賞色火山灰宅体．

6 Iい鳩色上層 9れ!l:lff1ヽ ．さのIll.(.砂質で黒褐色土c少量含む．
7 賞鳩色七層 llとんどが砂上似僅かに黒色・ヒがlllt;o.

Y70サ住居址実測図

- 38-

慣高邸6.3m

(I : 80) 2m 



利用して構築されている。砂屈部分は軟弱で崩れ易いが、

咄面はほぼ平滑で丁寧に造られている。床面からの立ちヒ

がりは緩い。

咄溝は検出されなかった。

床面は焦褐色土を1主居址内全面に2~ 3 cmの厚さで埋め
もどし、叩きしめて「叩き床」を形成している。全面的に

ほぼ平坦な構築状況であるが、南壁下巾央に咲固な箇所が

認められる以外は、おおむね軟弱な床而である。

ピットは5個検出された。P,~Paの3本が主柱穴にあた

り、 4本Hにあたる箇所は破壊されている。 P,は44X40cm 

のはぱ円形を呈し、 50cmの深度を布する。断而図から、径

13cm内外の木柱を抜さ取った痕が明瞭である。柱痕にあた

る第6層は砂質の暗褐色土、柱を支えるため允唄された第

7屈は質褐色の砂粒が主体である。断面形はU字形を呈し

ている。氏は65X74cmの楕円形を呈し、 43cmの深度を有す

第l節竪穴伍H址

(J¥-1 
ヽ

rti/ ~, 
／ヘ

A 
ー・LI ¥.-.l,. II 

ーA、' 

IXl/ 

A 

A' 

贔ー1 鳳色土層 U仕ややあり. ~ の纏力・(,
隕鳥に近い．

2 黒色上層 11:1ウが少量ill.しる．

a:iJ 

樺高磁m

0 (I・3 0) 50an 

第41図 Y 70 IJ-住届址炉址実測図

る。断而形はつぷれたU字形を呈し、柱痕は残らない。 P,は60X63cmの円形を呈し、 60cmの深度を有する。断而

形はほぼU字形を呈する。 P,の周囲には礫が分布し、 P,の籾土上面には土器が分布している。 Psは入口施設に

付屈する柱と冴えられ、束側の破壊された箇所に2個一対になる柱がもう 1個存在すると考えられる。 35X37cm 

の円形を吊し、 27cmの深度を有する.p、は北壁下中央に位溢する。棟持柱とされるもので、 32X31cmの円形を呈

し、 30cmの深度を有する。

炉址は北側の主柱穴(pI• P2間）より検出された。艮軸艮86cm、短軸長70cmの惰円形を号し、長軸方位はN-18'-

Eをさす。床面から掘り込みは鍋底状を基し、飛深部にあたる中央部での深さは10cmを測る。掘り込み内の中央

西寄りには「L」字状に組まれた炉緑石があり、過熱のためか円柱状の礫が2本とも真二つに割れている。また、

これに近接し、東側には円礫が一佃検出されている。火床にあたる焼土範囲は炉絃石南側に径13cm内外の範囲で

みられる以外は存在しない。覆土は二岡からなり 、第 1 附はきめの細かい黒褐色土、第 2 屈は 1~に砂が少凪ま

じる。炉緑石を固定するための材料とも考えられる。

遺物の出土状況

本住届址からは弥生土器、石器が出土しており、床而上から出土した遺物を本住居址の共伴遺物とした。この

結呆、石器については267-10(打製石鎚）、 271-100(磨製石器）、 273-156(敲石）については本住居址の共伴

遺物と比（故せない。似l化された弥生土器はその出上位置を記録して ドット化された遺物であり、本住居址の共伴

遺物と認定できる。 42-7 (甑）が炉址の周辺、北西および南束部、 42-6 (甕）がPaのヒ、 42-5 (甕）がP,の

南部、 42-4 (鉢）が応の北部、 42-1 (巫下口は壺） が南西コーナ一部、 42-2 (壺）が1出紐中央より南側の

床面上に分布しており、 42-3 (壺）はP,の東側固緑に散在する。全体的には、 P,の囚繰に集中的に分布する傾

向が右取される。

遺物（第42・43図、図版十几）

本住居址出土の弥生土器の特種には、壺・甕．鉢.lfKなどがある。

壺は 3個休が図化されたが、全形態を知り得るものはなく、 42-1は口緑部、 42-2・3は胴部以下が残存す

る。壺42-1は口緑部が端部で折れ曲がり、 ド方へ「L」字状に垂下する、所謂「亜下口tれをもつ。外側に面

する口緑端部の内側には鋭い箆状工具による斜格子目文・横走平行線文が施文され、その他の内側には、赤色塗

彩及ぴヘラミガキが丁寧に施されている。外面はやや雑なヘラミガキが施されている。胎上及び、赤色泣彩の色
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S,c 
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I I l 

l'::-k--

,;・ 4 

0 (I・4) !Pcm 

筍42図 Y70サ住居址出上土粒尖測図

罰は明らかに在地の後期弥生土器の中に見い出せるが、形態ば当地方の土器組成中に見

ることはできず、外来系土器と見（故すことができる。このような形態をもつ土器は束海西

部、近畿地方などにみられるよ うであるが、 明確な結論は、ここでは祁けない。これに対

して、 36-2・3は在地系の土器である。 2は胴部の下位に張りをもち、以下は僅かに〈

第43図 Y70号住届址ぴれ気味になるが、明瞭な稜はもたない。張りを境に上部には赤色塗彩 ・ヘラミガキ、下

出土土器拓影図 → 

部にヘラミガキが施されている。また，底部には籾の庄痕が残っている。 3は胴部の中位

下方で大き〈張る．底部は丸味を帯ぴ不安定である。赤色塗彩は施されず、外而調整は刷毛目調整ののち、ヘラ

ミガキが丁寧に施されている。

鉢42-4は口緑部が短〈外反し、胴部は上位で強〈張る。底部は欠損するため、平底か台付かはわからない。

ロ緑端部には等間隔4箇所に三角形状の突起が貼付されている。顕部には摘描罵状文 （多退止）が右回りで施さ
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第8叔 Y70号住居址出土土器観察表

: r: LTLL 汰● 立*'~ ひ'itU'>怜置
＂ 

輩 鱒 ＊ 

23.2 
口繰111111外反し．靖綿で1斤/Lill!I)• 下方へrL, 内）水色崖”・ 膚位のへ,'If~が鴫されている． 魏片寅illlA

字11:1:讚下する． 外）9コrデー細かいへ9ミガ9やが帷（罐されてい"・ 11412 
2ヽ I 壼 ( • .5) 

文）珊麟内山にへ9ほ糾怜(・El文が鴫さh.lこ慎. ~-輯1こへ, ,11t1t t11褐色(tti&の上か？）
尾平行纏文が鶉文されている． 外釆lltttt

馴郎下位で隕り、 1:1ド11,置かに（びll,t輯1こな 内）償位J;よび、1位のハケノ1111菫が鳩さ／している． 訓転寅訓＾

42-2 畳 (13,0> る． 外）馴饒·~位以上に赤色盪彩. r位11嵐位の編かいヘ.,. ガキが NolS 
7.8 鱚さILている． 塵糾に七 !Iそ慎がある．

-瓜郎1$九味を帯びている． 内）斜位の9 ケヽI調整が籍されている． 岡転寅樹A

42-3 壼 <15,0> ＂郎は 中位，，11に最大憧を舟つ． 外）縦位の綱かいへ,;ガキが鱚さttている． 恥13

10.G 

最大!J/j1'.1.11:0にあり，口謙耶1ょ債 （外尺し、 内）赤色戴啜 ・慣位のへ9いグキが罐さ1している． 団転寅劃B
(Iヽ.ZJ 馴H11l:.f.t.で張る．ロ11繍前のヽ薗所に三角＂ 外）文撮が讀文さniこi皇.i,)l色戴彩・横位11)へ9ミガキが糟され N~ll 、 lUば、 IV区

42-4 鉢 (g 9> 伏の突起か貼付されている． ている． 外il!IJ一帰が黒色化している．
文）順節1;9 ... -,. の織揚讀状文 （等間隔止..,.右団り）が1臀
籍されている．

内）讚位のへ,lガキが輪されている． 回駄賓1110

2ヽ S 甕 <7.0> 外）鑓位のへ"ガ令が纏されている． N~lO 
(6.4) 

最人lJ!l口繰綿と鯛郎でIJIJ事しい． 内）口縁節からIIBIIIこT寧な鱗位のへ9ミガトが繍されている． 訓転賓舅A

口縁-~はゆる（外反し,~憧、上瓢でhずかに内 外）文様が嶋さ It/~穐．，，，色鎗彩・讚位のへ9ミガキが嶋されて No.14 

•• · I 胄し、 U郎11.I:.位で橿る． いる．

•2- 6 復 く136> 文）馴綿10$一構の糟撮鴫状文（筆間闊止の・右詞り）が 1書籍

された後．口縁郁から馴郎中位1よ10本一狐の鱗暢のnぃ議揚
観状文 Wtdり）が6臀讀文さItている．

(16.4) 
伍郡1;燒成酌の一孔を有する． 内）U縁郁から体肺中位に慣位のハケノ員聾.r位は十テが罐さ 飢転寅躙8

42-? 籠 10,4 
ロ辺耶1;1:「ハJの字状に内弯気鰊に闊<. れている． ~1-3 、 II 区

外）口綸郎にヨつナデ` 体節はへ9ミガ令一績位の編かいヘ.,! 
5-Z ガ斗がIllごら1:li1iされている．

21.2 閃厚が9斤々異なり ．全体的にやや籍り作りであ 内）口縁糾に日コナデ． 体郡は9 ヶヽノ胃輩一檜位の紐いヘ,,~ ガ 罰転買綱0

•2- 8 V: < 0 5) る． ヤが糟されている． NaG 

外）繊位のヘラミガキが算さllている．

れており、他は内外面ともに赤色途彩・ヘラミガキが丁寧に施されている。

甕は 3個休分が図化されているが、形態を推測できるのは、 42-6のみである。 6は口緑部が綬く、艮〈 外反

したのち、上端部でわずかに内弯する。服部は上位で割合弛く張り、以下は直線的に底部へ至ると思われる。文

様は同単位のエ具を用いて口は部～胴部中位にまで施される。まず、頸部に櫛描簾状文（等間隔止め）を右回り

で施したのち、口緑部では振幅の細かい櫛描波状文を下から上へ3帯、胴部では同様の波状文を上から下へ3帯、

右回りで施している。 43-1は頸部に櫛描簾状文（等間隔止め）が2帯、胴部に櫛描披状文が2帯以上右回りで

施されている。 42-5は底部の破片である。

甑は 2個体あるが42-8は底部を欠損しているため、鉢になることも考えられる。 42-7 Iよ底部に焼成前の丸

い一孔を有する。 口辺部は「ハ」字状に大きく内弯気味に開〈 。外面調整はややまばらであるが縦位のヘラミガ

キ、内面開整は上牛部は刷毛目閻整、下中部はナデが施されている。 42-8とほI!同様な形態を有すると考えら

れる。

この他、図化はしなかったが、口緑部に2lL一対の穿孔を有する椀状の形態を有すると牙えられる赤色塗彩の

施された鉢の破片などもみられる。

以上、説明を加えた本住居址の出土遺物は、胴部の下位以上に赤色塗彩が施される壺37-2、赤色塗彩されない

ものの、太頸化した頸部をもつと考えられる壺37-3、頸部に櫛描波状文、口緑部・胴部に櫛描波状文が施され

る甕37-6、38-lなど当地方の後期前半の弥生土器を象徴する器形をもつ土器がみられる。これらの遺物を本

住居址の所産期とするにはやや難があるものの、住届址の床面が完全に埋没する以前に投棄あるいはもち込まれ

た遺物であることは確実である。従って、本住居址の所，2u期はおおむね後期前半と考えておきたい。

（小山）
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第IU● 遺情と遺物

10) Y71号住居址

遺構（第44図、図版 二十）

本住届址は台地の南側の中央束寄りのつ・て ・と一17・18グリ ッド内に位沼している。 Y70号住居址、第148・

149・151サ土坑、第3号溝状遺構に住居

址の中央部を分断され、また、北西・北

束・南束コーナ一部も破壊されている。

プランは、東西の短軸長453cm、南北の

長軸長535cm、郎壁長487cm、西墜長535

cm、南壁長405cm(推定）、北堕長392cm(推

定）の隅九長方形を呈している。長軸方

位はN-4'-Wをさし、ほぽ南北方向

に長軸をもつ。床面積は20. 12m• (推定）

をUill1Jし、平均的な規模を有する。

覆土は、耕作によって削平されていた

ことと、住居址の揺り込みが往時から洩

かったことにより、ほとんどが残存して

いなかった。

確認而からの壁高は、 0~18cmを測り、

床面からの立ち上がりは、緩い傾斜をも

つ。虹体は、おおむね地山の賞褐色火山

灰を利用して構築されたと考えられるが

残存部が少なく、構築状態について詳細

/:Q¥ 

I> I> 

~ l:i-: 

な説明を加えることはできない。 第44図 Y7l号住居址実測図

Y70 

--＇ ” 

ii:ll 

／＼ 

尋
ヽ

Cl)I 

霧高鵡6.2m
Q_ _ _ (I'80) 2m 

il.f溝は北・西・南壁の三壁下をめぐる。幅22~32cm、深さは10cm内外を計測し、断面形は綬いU字形を呈する。

床而は貨褐色の砂屈（地山）上に茶褐色土と火山灰をまぜた土を構材として、住居址全面に薄く敷き、たたき

しめて「叩き床」を形成している。構築状態は平坦とは百い難く、かなり凹凸があり、北側部分のレペルが低〈

傾斜している。

ビッ トは5個検出された。主柱穴はP,~P,の 3 本が検出され、北西部分の主柱穴は、 151~-上坑によって破壊

されている。 P,~Psは整然とした配置とは言い難〈、住居址の長軸方位と比較しても若干北西にズレているよう

に思われる。 P,は35X5lcmの楕円形を且し、 44cmの深度を有する。 P2は39X45cmの楕円形を呈し、 62cmの深度を

有する。 P,は35X37cmの円形を呈し、 38cmの深度を有する。断面形はいずれもU字形を呈する。 P、.P, はP,・

P2の北側、住居址の中央部寄りに位遺する。性格については不明である。P,は31X 43cmの楕円形を用し、 18cmの

深度を有する。 P,は35X40.5cmの楕円形を呈し、 12cmの深度を有する。主柱穴P,~P3に比ぺると深度が浅く、

柱穴としての機能を果たしたものとは考えられない。

炉址は検出されなかった。一般的に炉址が存在する住居址の中央部が、束西に横走する第3号溝状遺構によっ

て破壊されているためである．

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器、石器が出土しているが豆は多くない。また、本住居址との共伴性を積極的に肯定で
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第45図 Y71サ住居址出土土器実測図

第9表 Y71号住屈址出上土骰観察表

= i ＂檜 む量 虞 Jl/1.Vlt~ の特徴 調 輩 傭 彎

最大棧は嗣綿にわると芍えらtしる． 内）貫郁l!llt位の9 ケヽノ胃置、鯛飩は讚位のハケメ鯛彗b'1iさ／し 霰片賓嗣B

ている． No4, KN ょ 39~作.J..

外）慣位Jjよび糾位のヽヽ ケノ鯛聾が噂さ1tている．

45-I 壼 <10.8) 文）籟郎から1111前IJLR縄文を鳩文とし．戴郎は3彙のヘ.,,贔慣

定干行纏文で区Illされた中にI-S本のへ9鳩遁紐三/1j文が

濾され．鯛都IJへ'hi禎状文、平行鑢文の区圏の中に rエ字

文J凰のへ"ヽの出形区圏を充囀していか

内）111位のハケノ＂聾が纏さ IIている． liil転寅ll!B

45-2 ， <3.8> 外）慣ilのへ9ミガ＊が繍さItている． ぬ 6

(7 0) 

a 
- 内）へ-,!ll'tが篇されている． 団転賓割A

5ヽ-3 <3 5> 外）讀位のへ,iガキが亀さI¥ている． Ill区

6 G 

盆I (2.4) 
小凶 ~Ill上0で口0糾1:剥収りがさ9している． 内）赤色鎗杉 （麟料付漕か？）・横位のへ,tガ令が纏さllている．訓転夷創A

~s- 、 2,8 口庫郎付近に燒成悧の外11i
1よ'I"'ll'lしが2孔観 外）赤色塾彩・崖位のへ,! ガ代が紐さllている． 恥 1

2.8 店でeる．

きるものも多〈ない。打製石鏃267-10・ 29、268-47

は明確に本住居址に帰属するとは百い難い。北西コーナ

ーの壁溝内から出上した45-4 (ミニチュア鉢）、北懸下

の中央部より 出七した47-1 (t屋斧）、 46-2 (甕）、西

賄下の中央北裕りから出土した46-1 (壺）、南西コーナ

ーに存在する無文の壺の胴部

片、南嵯下中央の45-2 (亜

底部）などを共伴遺物と 見（故

しておきたい。全体的にみた

遺物の分布状況は、住居址の

西半分にあたる堕下の周紐部

に偏在する傾向が看取される。

（小山）
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第46図 Y71サ住居址出土土器拓影図
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第47図 Y71号住届址出七石骰英測図
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第Ill拿遺構と遺物

遺物（第45・46・47図、図版 二十）

本住居址からは、弥生土器・石器が出土している。器種には、壺・甕・台付甕・ミニチュア鉢がある。

壺は、 45-l・2、46-lが出土している。 45-lは単節LR縄文を地文とし、頸部には3条の箆描横走平行

線文で区画された中に、 4~5 条の箆描直線三角文が施され、胴部には箆描波状文• 平行線文の区「[ij中にエ字文

風の箆描矩形区画が施されている。 46-1は顆部資料であるが、 45- 1 の胴部に施された箆描波状文• 平行線

文の区画が用いられている。壺は図示し得なかったが、外面に丁寧なヘラミガキ、内面に刷毛目罰整が施された

無文の胴部破片が出土している。 45-2の胚部資料は外面に横位ヘラミガキ、内面に横位の刷毛目開整が施され

ている。形態は残存部が少ないため不明確であるが、 45-lは胴部に飛大径を有すると考えられ、 46-1は口紐

部に向け外反し、 45-lのような胴部へ続くと思われる。

甕46-2は、口緑部が外反し、口唇部には単節LR縄文が施され、あま り張り出さない胴部に櫛描斜走直線文

が縦位羽状に施文されている。

台付甕46-3は、台部資料であるが、 内・外面ともにヘラナデカ鳴飯されている。

ミニチュア鉢46-4は、手捏ね成形によるものであり、器窃は3.4cmを測る。形態は．体部中位で最大径となり、

口緑部は内弯している。底部は比較的大きく、平底で安定性が有る。口級部付近には、焼成前に外面より施され

た穿孔が2孔在り、口唇部は面取りされている。外而は口唇部から底面に及ぶ全面に赤色塗彩が施されており、

内面には赤色顔料の付粕が顕署である。

47-1の掘斧は、玄武岩製で正面左上方向からの加撃による第 1次剥離を施しただけのもので、正而に自然而

離面に主要剥離而をそのまま残し、刃部は磨滅が若しい。

以上、本住居址の所産期は、共伴性を指示する遺物の特徴より、弥生時代中期後半に求められよう。

（篠原）

11) Y72号住居址

遺構 （第48図、図版 二十一）

本住居址は台地の南側のほぽ中央部せ• そー20・21グリッド内に位四している。Y66・73号住居址と皿複閥係を

もち、これらに住居址の南西約半分以J:.を破壊されている。

このため、平面プラン、規模、投軸方位、床面積等は全く不明であり、束壁長か510cmの規模を有することが知

れるのみである。

覆土は三屈からなる。第1屈はバミスとカーポンと砂粒を含む黒褐色土で住居址内覆土の主体を占める。第2

層はバミスと砂粒を含む晶褐色土で、住居内の床面の残存部に 4cm前後の厚さで広い広がりをもつ。第 3/ji'/は貿

褐色火山灰主体で、北側の壁溝内に認められる。墜体の崩落屑と考えられる。自然堆積か、人為堆積であるかは

判然としない。

確認而からの朕窃は、2.5~15cmを測る。槌体は貨褐色火山灰層 （地山）をそのまま利用して構築され、呈固で

ある。偲而は平沿とは百えず、凹凸があり、床面からの傾斜度は緩い。

壁溝は住居残存部の繋下のすぺてに認められる。幅21~35cm、床面からの深さは7~14cmを測り、大規板であ

る。断面形はU字形を呈する。

床面は地山の賞褐色火山灰層上に黒褐色土を2~ 5 mmの厚さで坦め戻し、叩きしめて「叩き床」を形成してい

る。構築状況は割合翠固であり、全体的にフラ ットであるが、Y66毎住居址の皿祓箇所の中央部がやや凹んでいる。

ビットは 3個検出された。 P,・P2が主柱穴にあたると考えられる。Piは59X52cmの楕円形を呈し、 62cmの深

度を布する。断面形はほぽU字形を呈する。 P2は33X3lcmの円形を呈し、 P,に比ぺると平而プランは小さい。深

度は52cmを測り、断面形はU!;j.:形を呈する。 Psは南束コーナー付近の壁溝内から検出された。 21X23cmの小規模
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綱1節竪穴住屈址

な円形プランを有し、虹溝底面からの深さは20cm

を測る。断面形は半楕円状を呈し、南側へのふ〈

らみが強い。

炉址は、住居の半分以上が破壊されているため

検出されなかったが、住居址の中央部に設けられ

ていたと考えられる。

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器が出土しているが、

は少ない。このうち、図化した遺物は床面上に押

しつぶされるような出土状態を示したものであり、

本住居址の共伴遺物と考えて大過ない。 49-1 

澤）はP1の上の北側に分布し、土圧により押しつ

ぶされている。 49-3 (壺｝氏部）も同様な出ヒ状

態を示し、 P,の南側に分布する。49-2 (壺ロー胴

部上位）は49-3よりも南西側、 Y66号住居址と

の誼複箇所付近に分布している。49-4 (甕に1一底

部）は49-2の南側、住居址の中軸線上に分布し、

土器の残存状況からみて、 ロー胴部の半分以上は

Y66り住居址構築時において失われたものと判断

B
 

I> 
~ ) 

Y66 

~ 
......... I> 1----

~ 
1 黒鳩色土層 ，Ii性Ii翡い.;i 6a前愴のパミス・ 紗粒．貫色

火山灰を多量に• IJーがンし・少量含tt.
2 /I贔色土層 枯性はやや聞い• lよりも小さなパミ久と

砂nを少量含(r,
3 貰渇色セ層 ,s性11ffぃ．紗拉1こ鳳鳩色上が

湛じる．

第48図 Y72サ住居址実測区l

帽高68~.zrn
(I 80l 2m 

できる。また、 49-4の上には径40cm内外の大型の礫が置かれており、その出土状態には注意する必要がある。

全体的には本住居址の遺物出土状況は極めて散漫なものと百え、住居址残存部では北側半分に偽在する傾向が

石取される。

（小 山）

遺物（第49図、図版 二十一）

本住居址からは、弥生士器が出土している。図化したのは4点のみである。§雑種には壺と甕がある。図化でき

なかった土器に赤色液彩された窃坪の脚部と坪部がある。

49-1の壺は、頸部から底部まであり、履大径を胴下位に有し、胴最大部から頸部まで内側に弓なりになる特

徴を有し、本遺跡で同様な器形をもつ壺は他にJ担当たらない。文様構成は、弥生時代中期後半の細頸壺に一般的

に見られる、頸部にだけ縄文を地文とした箆描横走肛線文が施されている．

49 2の壺は、 n緑部から胴上部まであり、受口状の口緑部である。口唇部 ・ロ緑部・頸部にLR縄文が施さ

れており、口縁部と頸部にはさらに箆描連続山形文 ・箆描横走平行線文がなされている。受口状の口絃部は、外

而に明瞭な稜を布するが内而はあまりはっきりしない。口緑部の外面に施されるLR縄文を地文として、箆描連

絞山形文を施す手法は、該期の受口状口緑をもつ壺の特徴とみられ、第68・69・75・122・126・128号住居址出土

の壺にも見られる。

49-3の競の底部は、底部からやや内弯気味に外傾して立ち上がり、内面の岡整は刷毛目調整が見られ、外面

には胴中位に縦位のヘラナデが、下位は横位の刷毛目間整の後、縦位のヘラナデが施されている。

49-4 の甕は口繰部から底部までの¼程度も残存しており、全器形がほぼ復元できた。最大径は胴部中位上方

にあり、口紐部は短く外反する。口唇部にLR縄文が施され、頸部に 7~8本一惰Jlの櫛描横走平行線文がなされ

ており、胴部上位から中位は櫛描斜走直線文が縦位羽状に施されている。櫛描斜走直線文が縦位羽状に施される

甕は弥生時代後期にその例を見ることはな〈、中期後半の特徴として挙げることができるかもしれない。
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第49図 Y72号住居址出土土器哭測図

第10表 Y72号住届址出上土器観察表

槽書 号図 妙檀 怯盪 直形及び U 形の特僅

＂ 
彗 鯛 彎

胴151!下位で慎（張り最大径にあに •) . 類郎1よ 内）頸綿1:憤位U).... , ミガキ.Jlf祁上位1よ糾位のハケ,1"輩．中 栢l転寅員IA
饒1itli'.する． 位から崖11111;1111位のハケIが鳩さ11.ている． N<I • 

外）、-~.パ胃聾のfl.胃部上位,~蟻位のへ9ミガ'I',,,,位から底

~9ー 1 壺 くZ65> 郎1れ賃位の..._,ミガキ．

8,8 文）類郁に1:1縄文が薦文されているしのと息われるが膚減のため

縄文の種類1:、Iiっきり しない． へ;Iii!檎定平行繊文が紐さ

れている．

0縁昴は外瓜したのら上巾郁で受口状に立ち上 内）口鍼綿から隈前1:惰位のへうiガI¥>• .f-れ以下Iiナテが籍さ fii1転寅員,JA
がる． れている． No 2 

16,8 
Ultlllは国取りされている． 外） n繰郎から馴部1こ,、ケ,I胃鼈が清された1負．口織郎から頸綿

に檎位のへ9 ミガ~-馴邪 l:.(ll'.ぶ崖位のへ'Hガキが嬉され
49-2 壼 ([3,0〉 ている．

文） n縁郎と鑽耶1:1LR縄文を地文とし．口繰節にヘ1lii連続山
”文．順綿1こへ'>Ill檜鸞平行織文が3.. 罐されている．口9
M¥IこししR縄文が誡文されている． t 

内）横位のハケノ隅聾が狐さILている． 罰転買副A

9ヽ-3 壼 <ll-3> 外）綱青~'1'位1:岐位のヘ'>! ガ... f位は償位のIヽ ケノ隅聾→紅 No3 
10.2 位のヘラミガキが纏されている．

最大憧111M郁中は上刀にあり、日織罷は畑く外 円）糾w,ヽヶ｝関聾ー糾位へ.,! ガヤが嶋されている． 凪転寅開ヽ ＼

反十る． 外）口縁郎1こ,:, ナデ．胴節は糾位のハケノ綱聾が纏されてJjI)• N• l 

25 6 口縁郎1,ょ即取りされている． その慎嗣罷下位に糾位へ,! ガキが篤されている．

49-4 甕 30.• 文）口尋糾に LR縄文が蔦文され、頸秘に 7-8*—札の篇福讀

8.0 定平ir縄文.M郡上位から中位は間Ill糾泡薫繍文が扱に関状
（右固り）1; 誨されている．

その他、赤色塗彩の施された窃坪の坪部と思われる破片で、口緑部に貼付による耳状の突起を有しており、同

様な例として竹田益遺跡第2t~ 住居址出土の布坪がある．
以上、本住居址の所産期は、壺と甕の特徴などから弥生時代中期後半と考える。

（高 村）
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第1節竪穴住屈址

12) Y73号住居址

遺構 （第50図、図版 二十ニ ・ニ十三）

本住居址は、台地南側の中央わずかに西奇りのす・せ • そー21・22グリ ッド内に位置している。 Y66・72・74

り住居址と訊複関係をもち、 Y66号住居址に住居址の南側の約半分を破壊され、 Y72・74号住居址の一部を破壊

している。

プランは推定箇所が多いが、米西の艮軸艮585cm(推定）、南北の短軸長474cm(推定）、束壁長383cm(推定）、

西懸長~OOcm、南墜艮450cm (推定）、北堕長518cm(推定）の隅）Uそ方形を呈している。長軸方位はN-Gs・-wを
さし、ほぼ来西ガ向に長軸方向をもつことがわかる。床面積は推定で25.95m'を測り、ほぽ平均的な規模を布す

る。

覆土は黒褐色上ー）リのみからなリ、薄い・パミスと小礫を多量に含む土でザラザラとし、極めて固くしまって

いるが、この固いしまりは後世の土木工車で強い土庄をかけられたことによるとも七えられる。

確認面からの唸高は残存部で4~11.Scmを測り、浅い。墜体は地山の賞褐色火山灰層をそのまま利用して構築

され、平滑な造りである。また、極めて墜固な状態であるが、これも覆土と同様に後世に弛い土庄をうけたこと

が一つの要因となっているように思われる。

壁溝は検出されなかった．

床面は地山の黄褐色火山灰層を利用して構築され、ほぼ平坦であるが南東から北東に向かって徐々にレベルを

低下させている。住屈址の西繋下および束壁下の一部はやや軟弱な構築状況であり、他は極めて堅固である。こ

れも裂 l:・唸と同様、後世の影咽力も関わっていると考えられる。

ピットは2個検出された。位誼関係からみればP1・Paいずれも主柱穴と判断されるぺきものであるが、 P2は

深度が不充分で柱穴として確実に位 In、"" 1:i-

づけることはできない。 い は53X

51cmの円形を呈し、 70cmの深度を有

する。 断面はU字形を呈し、プラン

上面の束側の緑辺に埋め込まれた礫

がみられる。応は56X44cmの楕円形

を呈し、 18cmの深度を有する。断而

形は半円状を呈している。

炉址は検出されなかった。

遺物の出上状況

本住居址の遺物の出土状況は、特

に集中する箇所がみられず、住居址 て

全体に散布する状況が希取される。

遺物の総出土五は住居址の掘り込み

が薄いにもかかわらず多い.51-1 

（壺）が北虹下と P1の北側の中間、

53-1 (打製石斧） ・53-2 (石台）

がp,J::.、北束コーナーからそれぞれ

出土している。この他、 267-6、

268-66、273-147などの打製・府製

I
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I 嵐褐色土層 パ:ス と ヽ1•111'を，．に含(J, Iiiめて硬くしまって.,,ザ9
しているが、tlttlこl'E1lf:かけら1¥たためであo,

第50悩 Y731}住届址実測図

t:ia:、11!

（打製石饂）
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第Ill章遺構と遺物

石鎚、砥石も本住居内出士である。

遺物（第51・52・53図）

本住居址からは、弥生土器 ・石器が出土している。そ

（小山）

のうち弥生土器1点、石器2点を実測した。弥生土器の

拓影図は17点を戦せた。弥生土器の器種には、 壺と甕が

ある。

51-lの壺は頸部から胴下半までの部位で、頸部にL

R縄文を地文とし、箆描横走平行線文を施した細頸壺で

ある。最大径を胴部下半に有し、大きくふくらむ器形を

なしている。 52-l ~11・17はいずれも壺の頻部から胴

部の破片である。 52-1の頸部から胴上部の破Jヤには箆

描垂下文がみられる。 52-2・3・17は同一個体と思
第51図 Y73号住居址出土土な砂実測図
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告直鑽
第52図 Y73号住届址出土土器拓影図

第11表 Y73サ住居址出土土器観察表

。

丁

t I l 

(t : 4) IOcrn 

,,,,. 
心•い,.,

jl~ が‘’’ 16 

0 (I • ,1) 5 cm 

1~I穀檀1 法量 I 111. 形及び＂形の袴喰

＂ 
輩 蝙 ,.,. 

,2-1 壼 I<勾.8)

綱郭ll*色くふくらみ.1"位に最X往を有する.I内）ザが蒐されている． 破片寅綱A
外）1'1ツ鵡驚女様鴫文一縦位および償位のへ9ミれが鼈さ ND 4 

文）はばii縄文を心としへ9擢償処平行繊文が2条篤さIHI::紐岬付着か？
れている．

われ、胴上部の破片で、箆描横走平行線文が幾

条も廻らされた中に、縄文を地文とした箆描連

続山形文がなされている。 52-4は頚部の破片

であるが、前述と同様なモチーフによる文様構

成と思われる。52-10胴下部の破片で箆描連孤文

が施されている。 52-11は頸部付近の破片で箆

描垂下文で区画された中に半裁竹管状のエ具に

より刺突文がなされている。 52-12~16は甕の

破片で、 52-12は頸部から胴部に櫛描斜走直線

文が縦位羽状に施文されている。53-1の打製

石器は、安山岩で作られており刃部に僅かに使

用による磨滅がみられ、打製石包丁の可能性が

ある。 53-2の安山岩台石には煤が付箔している。

拓影図で載せた弥生土器は、確実に本住居址に共伴するものとは見！故せないが、 53-1の壺から所産期は弥生

時代中期後半と思われる。 （高村）

0 3cm 
I I 

{ l : 3) 
こ 2

0 (J : 6) 10cm 

第53図 Y73号住居址出土石骰尖測区l
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第1節覗穴住居址

13) Y74号住居址

遺構 （第54・55図、図版 ニャニ ・ニ十三）

本住／社址は台地南部の西寄り、し一せー22・23、し ・すー24グリ ッド内に位位している。 Y73号住居址と重複

関係をもち、南束コーナー周辺の上面を破壊されている。

プランは、東西の短軸長635cm、南北の長軸長755cm、東壁長692cm、西壁長686cm、南撻氏505cm、北咄長596cm

を測り、隅丸長方形を呈している。床而積は41.38m• を計測し、長軸方向はN-15'-Wをさす。

覆七はヒ屈からなる。第 1 ·2~は茶褐色土を基閻として、 1屈はバミスと砂粒、 2屈はバミスを含む。第1

府は住居址中央でレンズ状堆積が認められる反面、西璧側では第6府と交互に逆三角形堆積を形成している。第

2屈は住届址の北壁下周辺に認められ、本住居址の最終堆積土である。第3屈は第 1屈の茶褐色土に賀褐色の火

山灰がま じる。東限下にのみ認められる堆積土であり、虹際に逆三角形の堆積を示す第 4層（臥褐色土）を被覆

して堆積している。第4層は東壁、南壁下に逆三角形状に堆積する第1次的な覆土である。瓜褐色土を基閻とし

てパミスを含む。第 5層は灰主体で、南壁下の中央に薄〈堆積する。第6層は焚褐色火山灰主体で、先述した如

〈第1層と断続的な堆積を 2度繰り返している。第7層は砂粒がまじる賀褐色火山灰主体で、墜溝内に堆積が認

められる。以上のような堆積状況を概観する限り，本住居址の覆土は純粋にプライマリーな堆積状況とは言い難

く、人為的な営力が加わっているものと判断される。特に第 1屈 着第6l~ の断続的な堆積、第2屈の存在は、こ

れを強〈示唆するものである。

確認而からの壁高は9~24cmを測るが、ペッド状遺構と考えられる構築土が存在する束壁中央南寄りでは、 2

~ 8cmのどぷ打を計測するのみである。堕体は、地山の質褐色火山灰冠を利用しておおむね区固で平滑に構築され

るが、南堕側面に直線的でな〈、 曲而状に歪んでいる。

昨溝は束丑下の北側半分から北!1.t• 西拉・南壁の西側半分までめぐっており、 1飢ぼ下中央束寄りの土坑状の落

ち込みと交わっている。西繋下の璧溝の中央部からは、肛交する長さ134cmの溝が、床面中央に向かって掘り込ま

れている。また、南束コーナーにも虹溝がみられる。溝幅は 8~48cmを測り、 一定した掘り込み幅ではない。深

さも 2~10cmを測り、一定しない。断而形はU字形を呈している。

床而は地山の貨褐色火山灰層をそのまま利用し、叩きしめて構築されている。おおむねフラ ットな而を形成し

ているが、東半部には凹凸がわずかにみられる。炉を中心とした住居址の中央部は、極めて座固であり、その周

辺部はやや軟弱である。また、住届束壁下の中央から南側には 7cm内外のJ互さで、貨褐色火山灰と茶褐色土の混

合土の堆積がみられる。南北200cm、束西120cmの長方形のフラットな広がりをもち、上面は固くしまっている。

確定的根拠はもたないが、所謂 「ペッド状遺構」とも考えられる。

ビットは8個検出された。主柱穴は東側と西側にそれぞれ3本ずつ割合整然と配置されている。 P1 ,±52 X 45cm 

の惰円形を呈し、 38cmの深度を布する。覆上は二層からなり、上層は住居址覆土の第 ~lM、下Jviは砂粒主体で、

焚褐色火山灰がまじる。断面は綬いU字形を呈する。 P2は117X67cmの楕円形を呈し、 63cmの深度を有する。断面

形は底面が平坦な逆台形を呈する。 PJは41X 56cmの楕P1形を呈し、 34cmの深度を有する。粒土は灰まじりの茶褐

色土一層のみである。断面形は綬いu~形を呈する。 P,は38><40cmの円形を呈し、 61cmの深度を有する。断面形

はU字形を呈する。 Psは41X49cmの楕円形を呈し、 59cmの深度を有する。断面形はU字形を呈する。広は54X58 

cmの円形を呈し、 18cmの深度を有する。断面形は逆台形を呈する。以上、本住居址の主柱穴は東列・西列のそれ

ぞれ中間にあたるPaとPaが他に比ぺ浅い傾向がみられ、 P1・P2・P,・Psの4本の柱穴の補助的な役割を米た

していたことが想定できる。 P,・Paの性格は判然としない。南墜下の西寄りに並んで掘り込まれており、 P,は

24 X25cmのIIJ形を呈し、 30cmの深度を布する。 Paは33X30cmの円形を呈し、 30cmの深度を布する。 P,・Peとも

平面プラン・深度に共通性がみられ、一般的な例とは位fli.関係に相異があるものの、入11施設に関わる柱穴であ
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茶閲色上層 帖!1!11ffい,¢0.5-l CfllのI'!スを多11:1!,小妙fJ¥を少量含tJ,
晴褐色色七層 帖性は鵠い,J1J0.6-l cmのパミスを多量に含み，小砂粒I:含まない．

3 茶褐色上層 IIこ賞色火山1天がtlll:.る．
4 黒褐色上眉 帖性は慎い．パミ スを含(J,

5 灰褐色土層 灰主体．

6 賞褐色土層 帖性は樋nて＂ぃ．寅色火山灰,~子主体．
7 貫褐色埠 帖性ll.0ぃ,0 Iこ砂拉が混じる．

襴高666m

0 (I : 80) 2m 

第54図 Y74号住居址実測図

ることが想定される。

南壁下中央の土坑は、 104X 114cmの不整円形を呈し、 9cm内外の浅い掘り込みをもつ。性格については不明で

ある。

炉址は住居址の長軸、 短軸の交点（住居址の中央）よりもやや北側から検出された。 1平而形態は長軸尺146cm、

短軸長59cmの細長い楕円形を呈し、南側に細長い半楕円のテラスを布している。長軸方位はN-4.5"-Wをさして

いる。床面からの掘り込みは紋深部で5cmを測る程度で浅〈、断面形は級い丸味を帯ぴている。火床部は炉址の

北側の般深部にあたる凹みにあり、地山が焼けこんだ33X 18cmの不整形の広がりをもつ。覆土はきめ細か〈漆贔

に近い黒色土がー,aのみ薄〈堆積している。
遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器・石器が出土しているが完存品はなく、ほとんどが欠棋品で、住居廃絶後に廃棄され

た遺物と理解できる。分布の傾向は住居束撻下の北半部に位も多くの遺物56-7・12 (甕、鉢） 58-2・4 (磨

製石斧 ・磨製石包T)、57-21(甕）が集中し、その他、 北些下の西半部鯰溝内56-9 (甕）、 57-1・ 2・5 

（壺）、 Pa上及ぴその周辺部に56-4・11 (壺・脚付鉢）、 57-2 (壺）、 Pa上に56-1・ 8 (壺・台付甕）、炉址の
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第 1節腎穴佐届址

東側に56-13(鉢）、 P1の北側に58-1 (/fl製石鏃）、 P,・P2間に56-

5 (鉢）が分布し、全体的な遺物分布は住居址の北半部に集中する傾

向が行取される。

遺物（第56・57・58図、図版 二 1-三）

本住居址からは弥生土器 ・石器が出土している。器種は壺・甕・台

付甕．鉢・脚付鉢・手捏の涵杯がある。

（小山）

壺は、赤色途彩が施されるもの56-2と無彩のもの56-1・3が在

る。 56-2は頸部から口縁部まで短〈外反し、胴部に最大径を有する

と推測される。顆部に焼成後に施したと思われる径0.3cm大の穿孔が一

孔認められる。穿孔は主に外面から施されたものであるが、僅かに内

而からもて具をあてている。残存する外面全体と内面の口粒部から

頻部に赤色液彩・丁寧なヘラミガキ、内面の頚部以下は斜位のヘラナ

デが施されている。

56-1は口t次部が強く外反しており、残存部では口唇部に単節LR

縄文が回転押庄され、頸部に横走する 1条の箆描沈線が施されるのみ

I> ¥> 

撹

A
、 ¥'>':、

1 鳥色tMt紐 IJHぃ.~II)組かくサ 9

サ9して、讚黒 綱高的Gm

に近い． 0 (I . 30) 50cm 
''  

第55図 Y74号住居址炉址実測図

である。 56-3は22.4cm(推定）を測る胴部最大径部から、径10.0cmを測る底部にかけての資料である。文様は施

されておらず、内面に斜位の刷毛目調整が、外面は横 ・斜位の刷毛目調整の後、縦位のヘラミガキが施されてい

る。 56-2は内r面の頸部以上にヘラミガキが施されているが、頸部以下の調整は、内・外面ともに56-3と共通

している。他に破片資料ではあるが、受口状の口紐を呈するもの (57-3・4)があり、口唇部から口は部には

LR縄文が回転押圧され、口は部は 3条一糾の箆描連続山形文が施されている。類部には横走する 1条の箆描沈

線が施される bの (57-5)や、箆描横走平行線文中に縄文を充唄したもの (57-11)がある。胴部には箆描横

走平行線文区画中を山形文で充填した57-2、櫛描巫下文を施した57-10、両者を組み合わせた57-1や、 縄文

を地文とし箆描文が施される57-6・7、そこに横走する連続刺突文を加えた57-8、あるいは円形浮文を組み

合わせた57-9などがある．

甕は、箆描文を主に施すもの (56-7、57-12・13・15・16・33・34・35)と栢描文を主に施すもの (56-10、

57-14・17-22・25~32)がある。 56-7は、円形浮文が7芥間隔（残存3つ）で貼付されており、浮文間を 1

モチーフとして箆描「コ」の字皿ね文が施されている。「l緑部は波状を呈し、口唇部にはLR縄文を回転押圧し

た後、指頭によるおさえ、更に箆描刺突文が施されている。 57-33-35の破片資料も同様に、円形浮文と箆描「コ」

の字爪ね文が施されているが、縄文を地文としている点で異なる。57-12・13・15・16は口紐部の破）ヤ資料であ

るが、全て受口状を呈し、箆描山形文が描かれており、 57-16以外は全て縄文を地文としている。また、 57-12

には円形浮文が施されている。56-10は櫛描文を施すものであり、胴部上半を欠損してし｛るが、櫛描斜走直線文と

波状文の両者が施されている。 57-22も櫛描斜走直線文と波状文が施されているが、斜走直線文が主であり、施

文順序は波状文の方が後である。他に斜走直線文を主としたものには57-21・31・32がある。 57-21は波状口緑

を呈し、 0唇部にLR縄文を押圧した後、指顕によるおさえ、更に箆描刺突文が施されており、斜走直線文は頸

部以下に施されている。 57-31は上方に簾状文が施され、その下方に斜走直線文が続いている。 57-32は頸部に

横走する櫛描文が施され、斜走直線文は頸部以下に施されている。尚、これらの主となる斜走直線文は全て縦位

の羽状構成をと っている。主として波状文を施すものは、 U緑部に施す57-14・ 17、波状文下に横走する連続刺

突文が施される57-25・26、波状文を施文した後、櫛描垂下文が施される57-27・28、波状文だけが残存する57-

29・30などがある。その他の甕には、口唇部にLR縄文が施され、顕部以下に櫛描平行線文が施される57-18や、

口唇部に縄文が施されるだけの57-23・24などがある。悩形は、全体を窮える57-7は、口緑部がみじか〈外反
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第56図 Y74号住居址/ti土土骰実測図

二 11

~ 三 15

し、胴部はヒ位で値かに張り、胴部上位径と口径がほぼ等しい。口紐部の形態は、受口状を旦する57-12~17と

外反する56-7、57-18~22の2通りがあり、外反するものの中にも、指印おさえにより波状化する56-7、57-

21がある。 57-9は甕の底部と思われるが、内・外面ともに丁寧なヘラミガキが施されている。

台付甕 (56-8)は、胴部上半と台部先端を欠損するが、「ハ」の牛状の台部を有している。文様は、単節LR

縄文を地文とし、箆描「コ」の字瓜ね文が4単位で1周している。文様帯は横走する箆描沈線で区画され、その

沈線に沿ってモチー7間の境に計4個の円形浮文が配されている。また「コ」の字重ね文の中心にも 1モチー7

毎に同様の浮文が貼付されている。

鉢は、赤色塗彩が施された56-12・13と無彩の56-6・14がある。 56-12・ 13は内・外面ともに赤色塗彩され

る点で共通するが、器形は多少異なり、 56-12は口辺部が内弯気味に大き〈開くのに対し、 56-13は口辺端部が

直立気味となっている。 56-6は、口唇部に単節LR縄文を施文しており、頸部に 3本1組の太めの楕描簾状文

を施文の後、体部に 3本 1組の太めの栖描斜格子目文が施されている。器形は、口緑部で極＜佃かに外反し、深
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第12}!(. Y74号住居址出土土粒観察表

=~ 怜ff.ill 凰 成＂及び H WJ の 特徴 鯛 聾 償 嘗

口縁煎IJMIIカ・ら偏〈外反す"・ 内）へ9ミグやが嶋されているが， 11減●しく不1¥11, llll転寅割＾
外） 口縁昴b•l,111郎It糾位のハケ JIIII聾の1•、鑽位H よびft位の Nol6 

13,8 .... , ! Ifヤが輪さllている．順1此以下はい位のハケ/1111贄の
56-J 壼 (10.6) 浪．縦位i-Jよび糾ftのへ,,ガキが亀されてい4.

文） ao齢にRL縄文が纏され、順郎にヘ,i,:;讚定平行鼻文がl
条纏されている．

(9 2) 
隕昴カ・1，口緑BU では饉か（外反し、隕郎に位 内）頂閲以よは卵色鯰彩．それ以下1公糾位のヘ.,! If""が11l1さll 回駐貨亀JB
0.3mnの一孔と青する．尚，~~しガ松は主に外川 ている． ＂区1層ーIll56-2 壼 (6 8) 
から.lilt,l'lill力• ら b わずかに1:.A,をあててい 外） 1/Jヽ 色島孔膚位のへ'!ガキが紺されている．
る．

内） 慣 (~及び糾位のハヤノ肩輩が籍されている． 回転寅虜18
56-3 壼 (10.2) 外）膚位のハケ1調嘘の!l.縦位u よび糾位のへ,i'lf~が嶋さ Nnl9. rv区

lO.O nている．

内）膚減讐L< -1; 附． Ill転寅菖1B
56-4 甕 <9 3> 外）わずかに縦位のへ,'ガキらしさ償b'lll賽でさるが冑誡着し H• l2• 13, II区2層

9.8 （不剛．

(13.•) n馘綿は隕隠から外傾内弯して間~-覺〇状 内） ハケノ胃聾の復．織かい単位のヘラ ミガ＊が纏されている． l!!l駄賓衛B

56-5 ii < 7.6> t!tlする．嗣節はあより賢らfに収鼠｀し． 外）内旧よりやや大さい単位の糾位Jうよび楕位のT●なヘラいガ Nil? 
キが嶋さILている．

馴飩·~,rにけ閃の厚さが員なる懸分が»り.M 内）ヽ ヶヽI●彗の慎、T事な績位のヘラミガ令が纏されている． り転賓欄A
土の櫓介親分と息bれる．口織狐11頴（僅かI~外 外）口縁郎1バ犠なへ'>!ガ't.II瓢以下は糾位のヘ,,,ガキが籍 II区1層.11111()層、 Ill区2層

116,3) I:(するt'M賣で.tit鉢形を1する． さILている． 外薗に煤が付着してい~.
5G-G = く11.0) 口＂郎 ：1ilflllりされている． 文） U曽l~IHR縄文、隕鶴,n本一絹lf)~nlf)●鳩罵状文（疇

間隔止り・右何り）が纏され．属郎にIi3 4'一榎のJ,:,nの綱
Iii釘格干u文が織さl'lている．

n繰郎1よ彼状を呈す．最大伍ijt:J綸＂と 1!郁上 内）ヽヽケノ胃聾の復.T事な償位のヘ,iガ共が纏されている． 疎),I冥冒IA
位で1』11事Lい．口嫌郎は慨（外皮し、馴郎は 外）口縁郎からl:4W~にかけて糾位Kよび槽位のハケ11111彗、1!11郎 Na2, I 区• I区l層.UIば.Ill区）
上位でわずかに憤る． 下位llその復．嶋位のへ9ミガキが籍されている． 層

(L9,0) 文）日＂瓢 9こLR縄文檜文の憤、指畢によるりさえ罠,:ヘ9撮の

56-7 甕 く18.6) ＂宍文が嶋されて }J1). IJ(隠に11類瓢t]のI虞？事間隔でポ
9 ン状貼Hが記•される.((ILしJJI.がIi3つのみ．）躙親から11
郎上位Uヘラ鳩 fコ』の下●h文が、貼lit文閏を I-tチー7
として情力•/\ている．

r "Jの字状の白Ht:-H"iし． 内）讚位11)へ,! ガヤ會 t11!11内漏1よナチが纏されている． 回転寅嶽＾
外） II嗣懇下't'Iよ償位のハケ11'嘘の1鼻．へ,< If~ が纏されて No22. II;!;. 

~ 
いる． 外薗1こ一郎煤が付着している．

56-8 <JO.•> 文）嗣郎下半1iLR縄文讀文の1島、ヘ.,,、ら』の下重Iいとが纏
され．爛文綿との墳1こ1ょへ9鳩慣逢ギ行●文が寛さILくいる．

内・外l111としにT事なへ9ミガキが綿されている． 閲転寅鋼A

― 

No.IO 
⑭ -9 

＇ 
(4.1) 外1ilの鳳色Ii黒色嶋履を．内面の赤色
s.2 は昴色艦彩を籍し,~と息われるが定か

で1:1ない．

内）へ,1ガ令が鑢されている． lill転11(1118
66-10 甕 <S,G> 外）9ヽケノ鯛讐の1皇、崖位のへ9 ミガ~ - 庇郎1こは更に組かい嶋 11区.Ill区l層

6.0 位の糾位のへ,!'fl.,が鼻されている．

E 
塵戯11門レンズ状を泊している． 内） 鉢闘U嗽色載為が籍され．台輯1』膚減薯し(~溝I.

訪-II <3 0〉 外）紺色鯰彩が織されている．

6 2 

(17,0) n辺飩は内｀気珠Iこ*~<間＜． 内・外illとい：赤色盪彩・ 糾位JJよび讚位のへ,! ,, >tが糟さ/¥ 且転貨i11113
56-12 鉢 6,8 ている． ,~~2· 4 , 5. I区1層. I区2層

I 5、8)

(19 0) ロ辺飢It内膏久戟に開さ鴫郎で竃立久鰊とな 内・外111といこ亦色塗形・ヽl位Hよび惰位のへ,Iガキが纏さハ 閥転冥畿n
56-13 鉢 < 9.2) る． ている． 池？、IV区

一
口辺罰は内弯気立に開（． 内・外111といこT寧なへう:ガ＊が鶉されている． Iii転夷綱B

56-U 鉢 (3 7) Ill区..， 4,0 手糟,,::よる成形と會えられる ！ニチュア土 内・外111といこナデが讀されている． 仝1111.:Jiいて信色“料の付繕が鰻られ
:io-15 lヽ 聾.q: 峠1さわずかに内腎して小さ（ 間~- 1111輯 る．

(6 0) はxb<広がる．

鉢形を品している。 56-14も無彩であるが、無文で、 内外而ともに丁寧なヘラミガキが施されている。器形は、

口辺部が内弯気味に開き、口径7.2cm (推定）を測る小型のものである。

脚付鉢 (56-11)は、脚部しか残存していないが、内 ・外面ともに赤色途彩が施されている。 56-5は口緑部

が受口状を坐し、体部はあま り張らず収束している。）j用1部以ヒは残存していないが、内 ・外面とも丁寧なヘラナ
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第57凶 Y74号住9舌址出土土器拓影図

デが施されており、無彩で無文の脚付

鉢になる可能性がある。

手捏の，討杯 (56-15)は、口径4.0

cn1、底径6.0cm (推定）、器麻4.1cmを測

1 '-......./' w 
る。器形は、坪部が僅かに内弯して小`

.c::, C二＞

ビう 3 
さ〈開き、脚部は大き く広がり、所々

゜
(2 : 3) 3叩

に赤色顧料の付力が観察できる。

石器には、＇ 中央に小孔を布す磨製石

鉱 (58-1)、府製石斧 (58-2・ 

．贔り
3)、直刃半月型閉製石包丁 (58-4) 

がある。

I ＇ 
I 以上、本住居址から出土した遺物の

こニニぅ 2 乏

一
4 

特徴から、所産期は弥生時代中期後半

゜
(l ! 6) 10<:m に求められる。 （篠原）

mss図 Y74サ住屈址出土石器実測図
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14) Y75号住居址

遺構（第59・60図、図版 ニ f-V4・ 二十五）

本住届t止は台地南側のほぽ中央し ・すー20・21グリ ッド内に位滋している。他遺構との派複関係はもたず、単

独で検出された。

プランは東西の短

(8 
o¥ 01 

~ s 

軸艮480cm、南北の長

軸艮508cm、東盟艮

469cm、西堕長463cm、

南槌艮423cm、北撻長

407cmの11/Jl丸）i形を

品しており、西味の

北半部には半円状の

張り出し部を有する。

床面積は22.38m• を

計測し、長軸方位は

，'゚: i>,渚o.●.,'!〇,,'os ~05 o s ;' C S ¥ 

•s 

N-14.5・-Eをさ

す。

fl 

6' ふ

｀ 
s~s 

◎ 
p 3 

::::, 

Ir: 

Q .. ~•-\\1,_ 
、61-I 

s lt s 
61-3 

心8
GL-. 5 @ 

／ 
I~ c.¥ 01 

fl.' 

覆土は三層からな

る。第 1/Mは住居址

中央部にレンズ状の

堆積を示す綬終埋没

肘であり、きめの細

かい茶褐色土と貸色

上がまざっている。

諭~~✓~~―-・ 肇荼褐色上層 さの綱かく噌,,.,,している．パミスを含み、荼鳩色上と賞鳩色土がill.しる．
黒褐色上層・帖釦」やや偵い．＇ ” スを少量.ij, 位を艤少量含t,,

1111色十層 硬（し:o.、≪きスとfi}2 -3,o/1J圃を多量に含lt. 帽高G86,3m
0 (1.so) 2m 

第2層は逆三角形堆

積を示す第一次堆積

第59凶 Y75号住居J1l:実測図

層で、北・西・南墜

下に認められる。主

体土はIT.¥褐色上である。第3/tiは礫とパミスを多足に含むlllv褐色土、

やはり第一次的な堆｛貴土である。住屈址内の束‘ド部にのみ認められ

る。

確認面からの壁高は4.5~16.5cmを測り、北半部の残存状態がより

良好である。照体は地山の賀褐色火山灰層を利用して｀平滑で堅固

に構築されており、床面からの立ち上がりは比較的綬い。

堕溝は検出されなかった。

床面は、 地山の拭褐色火山灰層上に茶褐色上と黒褐色土の混合上

を1cm前後の序さで(t居内全面に埋めもどして叩きしめた「叩き床」

が施されている。おおむね、 7ラットな面を形成しているが、細部

にわたると起伏が多く、踏みしま って緊固な状態ではあるが、粘性
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黒色上層 ti, 性l:LHぃ．きめ細かくサ9サ9
していl,,

2 .. 亦鳩色上層 帖庄はIIい．褐色十が触けて

綱鸞t.,~ ヒと砂が熾けて鑽鸞

したしのが'"じる． 膚高統G.3m
0 (I : 30) 50cm 

第60図 Y75サ住居址炉址実測図



第Ill軍遺構と遺牡

に欠け、もろく崩壊し易い。

ビッ トは5個検出された。主柱穴は 4本整然と配沢されている。 PII:!: 31 x 32cm(/)円形を呈し、 57cmの深度を有

する。断面はU字形を呈している。 P2は33X43cmの楕円形を泉し、 71cmの深度を有する。断而形はU字形を呈す

る。 p3は34X35cmの円形を呈し、 55cmの深度を有する。断面形はU字形を呈する。 P、は39X 39cmの円形を呈し、

47cmの深度を有する。断面形はU字形を呈している。Paは北撻下の西寄りに堀り込まれている。 25X32cmの楕円

形を呈し、 49cmの深度を有する。断面形は北側にふくらんだU字形を呈している。 Psの機能については不明であ

り、他の住居址にはこのようなあり方はみられない．

炉址は住居址の長軸、短軸の交点（住居址の中央）よりもやや束寄りから検出された。平面形態は長軸長84cm、

短軸長64cmの楕円形を呈し｀堀り方は南側に一段のテラスを有している。長軸方位ははぼ兵北をさす。床而から

の掘り込みは最深部で7cmを測り、断而形は火床部にあたる北側半分以上を深く堀り込んで階段状となっている。

火床部は炉址のほぽ中央の深〈掘り込まれた箇所に、褐色土と砂をまぜた土（第2fi1)を44X41cmの円形状の範

囲で埋めもどして形成されており、熱を受けて赤変した状態であった。また、 炉址の南端には長さ28cm、幅16cm

の長方形状の低平な礫を利用した炉緑石が近かれている。覆土は炉址の構材（第2府）を除くと第 1府のみから

なる。きめ細かく粘性の弱い黒色土である。

遺物の出土状況

本住居址からは比較的まとまった弥生土器と少凪の石器が出土しているが、全体伍は少ない。 P1の周辺部に

61-4・6 (甕）が、また、 P2周辺には61-4・5 (甕）の破片が散乱している• P. 周辺には61-3・5 (壺・

甕）が分布し、この他壺の口緑部片61-1・2は住居址中央より束側の床面 Lに分布している。 61-1は口緑部

を床而上に密党させた逆位の状態で出土している。全休的にみると本住居址の遺物分布は、 p3を除く 主柱穴の周

辺に集中する傾向が府取されるほか、 61-4・5 (甕）にみられるように同一個体の破片が住居址内の広範囲に

わたって散在する傾向がみられる。このことから本住居址の出土遺物が、住居廃絶後の一括放棄遺物であること

が想起できる。

遺物（第61・62図、図版 二十六）

本住居址から出土した弥生土器の器種は、壺・甕のみである．壺は 3点、甕は 4点を図化した。また、石器は

打製石鏃のみである。

壺には61-1・2・3がある。受口状の口緑部を有する61-1と単純n緑の61-2・3がある。

受ロロ緑の61-1は筒状の細い頸部から口緑部は強〈外反し、上端部でしっかりとした外稜を有して受口状に

立ちヒがる。胴部以下は欠損するが、中位下方か、下位に飛大径を有するものと考えられる。口唇部は而取りさ

れている。文様は口緑部、頸部に施され、胴部上位から下位までも施されるものと考えられる。口緑部はLR縄

文を地文とした箆描連続山形文が1条、受口部に施されている。頸部もLR縄文を地女として、上・下に箆描横

走平行線文を各2粂、中段に箆描巡続山形文を 1条施文している。胴部上位から中位にかけては2隼位で一組の

櫛描垂下文を等間隔で施したのちその間隊を矩形区画の箆描垂下文で充填し、全面に隈な〈文様が施文されてい

たと考えられる。 外面調整は刷毛目閥整ののちヘラミガキ、内面調整は口緑部は外面と同様で頸部以下は窮滅の

ため不明である。

単純口緑の61-2・3は頸部は細く筒状を呈し、口緑部は外反してラ ッパ状を呈する。 胴部以下は欠損してお

り、中位下方か、下位に飛大径をもつ61-1と同様な形態になるものと考えられる。61-2の口唇部は面収りが

施されている。文様は口唇部、頸部にのみ集約され、胴部には施されないと考えられる。61-2は口唇部にLR

縄文を施したのち、箆描の刻目をめぐらし、頸部はLR縄文を地文として、箆描横走平行線文が3条施されてい

る。 61-3は口唇部に文様はもたず、頸部にLR縄文を地文とした箆描横走平行線文を 3条施している。外面
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第61図 Y75号(.l:居址出上上器実測図

調整は61-2は刷毛目調整をヘラミガキでT寧に消しているのに対し、 61-3は刷毛目調整瓶が明瞭に残ってい

る。また、 61-2の口縁部中位には焼成前の一孔がみられる。

甕はいずれも単純口緑を有するもので、受□状のものはない。大形の61-5・6、中型の61-4、小型の61-

7がある．

61-4 は栗林式上器組成中でも最も•般的な形態、文様を有する甕である。最大径は口緑部にあり、口緑部は

短く外反し、胴部は1t1位上方でわずかにふくらむ。文様は口唇部はLR縄文を施文したのち、指による押捺、胴

部には櫛描斜走直線文が縦位羽状に施されている。調整は内外面ともにヘラミガキが丁寧に施されている。

61-5は口緑部に飛大径 (32.8cm) をもっ• n緑部は短〈、強く外傾し、肥J'J..することもあってやや内洲し、
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第13表 Y75号住届址出上上器観察坂

= ij 怜檀 法量 成形及び切形の特置
＂ 

聾

I)織＂はし.,カ・りし,~受n~~. lllB~I↓細い間 内）讚(V:のへ,;ガ令が蔦されている．
状←且する.001a,」ill取りされている． 外）横位およびい位のハケメ調聾→息1位のへ9ミガ介が確されて

18.0 いる．
61-I 壼 (9.8) 文）口縁郎と類郎l:LR縄文を鳩文とし 口縁111¥li..._,姑遁鰊TIT
- B文、贖郁はへ,~、Illえ平行線文 4 条とへ ,iil;璽練Ill形文が

1嚢細されている．口＂料に LLR縄文が薗されている．

口縁親は簡状の隕親から外反L.',パ状を出 内）口縁絹から類糾に外iliiよりやや紐かい槽位のへ,i力＇キ，預

する.□ff郎lilll'取りされている． 幅以下1:1+.,,,が確されている．
12.0 口縁懸巾位1;1j燒成前の一孔がみらnる． 外）D縁祁から預純,:襴位のヘラミガキ 顎部以下は縦位のヘラ

61-2 壺 く12.8) iガ令が纏されている．

文）口＂糾と頸郎 1:LR蝿文とJ也文とし，口＂郎 Iiへう鳩による
創ll.馴8~1:1.-..,1/i\惰た平行繰文が 3 条籍されている．

頸郎1-'lillfのt5七U讀合節の様fより｀輪横み立 内）n摩郎から駁郎に鑽位の9ヽケノ闘望が譜さ1し｀頂祁以下11塵
JJと思』）れる． 滅働しく不明．

11.6 u織郎IU員郎よ'!外瓜し..,'パ状をふする． 外）口織耶に l);>-/"ヂ、 以-r1Hl位グ）9ヽケ；綱望が籍 ~11.ている．
61-3 遭 (10.3> 文）頚紐1:LR縄文と油文と し．へ9鳩慣定平行織文が3条薦さ

n ている• u.,,~ は11減の,~.り,r-111,

最大It.Ii口縁郎1こある．ロ11郎Ii饉（外反し． 内）償位のへ9ミガキが紬されている．
尉郎1がI•位上力で僅かにム（らむ• ~lrl胃、漬鉢 外）口縁郎に楕1/T.の/、ケ.1調望ーヨコナデ｀馴郎下位は文情が算

2• .8 1, に近い． 文された1羹．ヽ l位のハケバ肩輩→嵐位のヘラこガわが紬され
61-、甕 (2、,2) 

口＂郁 li¥l1訳りさ/¥ている．
ていら．

文）口鬱Hに L R縄文を籍文した愴｀指籟による1•惰、馴部から
訊郎中位は 6*-lllのIIIIUl/1!直縄文が紺位羽状（左団'II
に罐されている．

最大郎l~C繰郎にあり、口繰郎は慨く外傾し． 内）全1111こ糾位のハケ，，肩蟄が請された復｀日織訊から嗣郎上'I'>
(32.0) やや内弯する.I! 糾は巾位でIIかにふ（らみe 1: 糾位のヘラ；ガキが紬されてい"・

61-5 甕
く2~.0) しつ． 外）口縁狐にJコナ？隋祁は糾位の9ヽヶ；調輩が籍されている．

文）顆昴以下に4本一組の1111盲糾定直線文が横位羽状（右固り）
(32,0) に上から下へ崖されている．

内）慣位のヘラミガ年が鱚されている．

外）糾位のハケ/1111嘘→紺位のヘラミガキが嶋されている．

01-0 甕 く20.8〉 文）類懇1こ薦Iii惰足平行繍文．馴郎に1本一Illの綱1引楕だ平行織

- 文が績位羽状（左徊り） ,: 上からl'へ籍されている．

最大往は口縁部にムり、口縁郎11燻（ややゆる 内）J寧な横位のへ9ミガ々が繕されている．
(IU) く外反する,Ill綿1$中（立上方で僅か1:ふくらみ， 外） 3 コ.,.テが-~れている．

61-7 甕 く7.5> 所1胃採鉢状を且する． 文） □o郭にし R縄文が鱚文され、煩節に＂＇引檜虻平行織文 w
口9部は面歌りされている． 1~ •}) . ~ 郁1こ慣情い怠直織文が縦位羽状 (f.,1111•)) に 1111 さ I\

ている．

胴部は軽くふ〈らみ、全体にはややずん胴な形態である。文様は胴部に櫛描斜走直線文

が樅位羽状、右回りで二段大雑把に施されている。内面調整は全面に刷毛目aiiJ整が施さ

れたのちに、口～胴部上半にかけて、斜位のヘラミガキが施されている。

61-6は顆一胴部の破片である。相当大形の甕と考えられるが、全形態は推測しかね

る。文様は頸部に櫛描横走平行線文、胴部に櫛描斜走直線文が横位羽状に 3段施されて

いる。閻整は内外面ともに丁寧なヘラミガキが施されている。

61-7は口緑部は短〈ややゆる〈外反する。胴部は中位上方でわずかにふ〈らみ深鉢

罐 身
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第62図 Y75サ住居址出
上石｝窃尖測図

型に近い。口緑部は而取りされている．文様は頸部に櫛描横走平行線文、胴部に櫛描斜走直線文が縦位羽状にい

ずれも右回りで施されている。内而調整はヘラミガキが丁寧に施されている。

石器は62-1がある。黒曜石製の打製石鏃で片側の逆刺を欠損する。小形で凹基有茎鏃の形態を有し、先端部

は小さくくぴれている。

以上本住居址の出土遺物は36-1 -3の細頸壺、 36-4・7の縦羽状の施される甕などは｀栗林式土器を代

表するものと百える。これらを もってそのまま本住居址の所産期とするには出土状態からみてやや難があるが、

床面が完全に埋没する以前に放棄された土器であることは自明であり、土悩群と住居址の所産期はかなリ近いと

考えられる。従って、本住居址の所産期は弥生時代中期後半としておきたい。

（小山）
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15) Y76号住居址

遺構（第63・64図、図版

二十七・ ニ十八）

本住居址は台地の南部の

西側、そ・た・ちー23・24

グリッ ド内に位祉している。

Y77号住居址-~130号上

坑と瓜複関係をもち、これ

らに住居址の北西コーナー

周辺を破壊されている。ま

た、住居址の掘り込みが浅

いために、床而も数箇所を

攪乱されている。

プランは、東西長642c,n、

南北長750cm、東壁長は737

cm、西壁長645cm(推定）、

南堕長582cm、北照長560cm

（推定）の隅丸艮方形を呈し

ており、床面積41.62m'を計

測する大製規模の住届址で

ある。投軸方位はほぽ真北

をさす。

樅土は住居址プラン確認

時においてすでに大方が削

平されており、 P1の第1層

砂粒を含む黒褐色土が床面

上にわずかに残存している

Jn -,., ,_」・ ヽ`
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2 荼渇e七層 9占性は紺い．貫色砂層と 1か温じる．
3 茶鳩瓜頃 11, 111よ翡い．さめ釦•（會 ij,t/1.が一撮に1凡じる．

慣高邸6rn
(1 :so) 2 m 

第63図 Y76号住屈址実測図

程度であった。

確認面からの偲高は0-6cmをはかり、北壁を除き壁体の残存状態は極めて悪い。墜体は地山の拭褐色火山灰

／道を利用して構築されており、床而からの立ち上がりは援い。

辟溝は、住居!11:の堕下をほぽ全周していたと考えられるが、南壁下の中央部で約60cm程の断粕がみられる。 .ll.~

溝幅は 5~12cmを測り、深さは 2~ 7 Clllと極めて浅い部分が多い。断而形は綬いU字形を呈してお り、溝内は凹

凸に宮む。

床面は地山にあたる賀褐色火山灰屈をそのまま利用して構築されている。おおむね平坦な構築状態であるが、

やや軟弱で堅緻な箇所は少ない。

ビットは合計で11個検出された。.:.のうちP,~Paの6本が主柱穴と考えられ、北側と南側に各々 3本づつ配滋

されている。北側に位氾する主柱穴は束側配逍のP,と西側配泣のPiを結ぶ中間地点よりもやや北側にPsが配趾

されているのに対し、南側に位四するPs・ P,・P,は11ぼ直線的に配列されている。これはPsを炉址から意識的

に速ざけた結果によるものとも理解できる。規模はP,が42X51 (推定） cmの惰円形を呈し、深さは45cmを測る。
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P2は83X 77cmの円）tクを呈し、 39cmの深度をイiする。

断而形は逆台形状を呈する。 Paは90X 88cmの不整円

形を呈し、南側に東西に長い楕円形の更に深い掘り込

みをもつ。深度は60cmを計浪ljする。 P、は43X 43cmの円

形を呈し、 39cmの深度を有する。断而形はU字形を呈

する。 p6は68X46cmの楕円形を呈し、 46cmの深度を有

する。断面形はおおむねU字形を呈するが、南側には

更に深い掘り込みがみられる。P,は40X 45cmの楕円形

を呈し、 50cmの深度を有する。断而形はU字形を旦す

る。

この他、Pa・ P11は北壁下、 Ps・Poは南照下、 Pio

はP,の北西付近に位置する。このうち、北壁下中央に

位四するP,は所9胃「棟持柱」と考えられる。 43X4lcm

の不焚な円形を呈し、 30cmの深度を布する。断面形は

i:i> I> 
~ ) 

I•: 
鳳色上層 !&t.l.lUIい. ~ め織か（清鳥に近い．

卵鳩色上層，Ii性は＂ぃ．貧鳩色火山灰 鳴高邸Gtn

＊体で織けて 0 (I 30) 

亦鸞してい4.

A
、

Im 

U字形を呈する。 Ptの東側に位趾するP11は56X33cm 

の楕1可形を呈し、 32cmの深度を有する。柱穴とも考えられ、西側の破壊された箇所には、 p~をはさんで対応する

第64図 Y76号住居址炉址実測図

柱穴が存在したことも愁定される.Pa・P11は入口施骰に関連するピットと考えられる。 Paは50X34cmの楕円形

を呈し、 11cmの深度を有する。 Peは61X77cmの楕円形を呈し、 22cmの深度を有する。 P,oの性格は不明である．

53X49cmの円形を呈し、 40cmの深度を有する。規模、形態からみると柱穴的な性格も想定できる。ビットの覆土

はPiのみを抽出した。 三層からなり、第1層は先述した焦褐色土、 第2屈は黒褐色上と黄色砂粒がまじる茶褐色

土、第3暦は黄色砂粒が多益にまじる茶褐色土である。他のピットもこれとほぼ同様な堆積状態を示しており、

柱痕を有するものはない。

炉址は住居址の長軸、短軸の交点 （住居址の中央）よりもやや北側から検出された。長軸長140cm、短軸長110

cmの不整な楕円形を呈し、長軸方位はほぼ真北をさす。床面からの掘り込みは、最深部で11cmを測り、断面形は

やや凹凸が認められるものの、おおむね「弓」状を呈している。火床部は掘り込みの北寄りに編在し、 94X 54cm 

の楕円形の広い範囲を有している。 地山の砂層上に5cm内外の厄さで埋めも どされた焚褐色火山灰が構材となっ

てお り、現状では加熱をうけたための赤変が若しい。炉緑右は火床部の南側にあり、径26cm内外の角礫を中心と

して両脇に径12cm弱の礫を滋き、牛円状に配滋されている。陳が円柱状を呈するものであるならば、「コ」の字状石

囲い炉となる。覆土は漆黒に近いきめの細かい黒色七1/ijのみからなる。

遺物の出土状況

本住屈址からは弥生土器が出土しているが、後世に破投された小破片が多いが、図化したものはほぽ床而上、ビ

ット内から出土したものであり、本住居址の共伴遺物と考えて大過ない。 65-1 (甕）がP1・P1内、65-2 

（甕）、 65-3 (甕）、 66-9 (甕）がP,内、 66-5 (壺）が広内、 66-6 (甕）がPerJ、Jなどのピット内から出土

しており、 65-3 (甕）、 66-1・ 7・8 (壺・甕）がn区床面上、 66-2・3 (壺）がUI区床面上、 66-4 (壺）

がIV区床而上に分布している。全体に散漫な遺物分布と言える。 （小山）

遺物 （第65・66図、 図版 二十九）

本住屈址からは、弥生土器が出土している。器種には、壺・甕がある。

壺は、いずれも破片資料である。 66-1は口紐部が顕部から大き〈 外傾外反し、 ヒ端で受口状を呈する。文

様は，口唇部から口緑部にLR縄文が回転押圧され、口緑部に 3条一組の箆描山形文が施されている。胴部片に
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ir;65図 Y76サ住居址出土土悩尖測罰

第14及 Y76号住屈址出土土骰観察表

= ij り憧 山量 成 ~,ll ひ It i!j の＂償
＂ 

雙 憎

｀ 
(23.0) 最大!Ill口縁昴にあり .tl撮郎1:11.l!(外bt.L, 内）ハケ.I躙聾ー柵位のヘラミ ガキが繍されていl,. 回転賓鯛8

65-J 復
く15.4> 鯛闘下位でややふくらlt.ロ鬱闘1:嬌な111n11 外）慣位のハケノ鯛輩ー冑度の壽い嶋位のへ,tヴ＊が輪されて P,、P』

がさ しヽている． いる． 外面が鼻色,~している．
(23.0) 

最大位lttl縁耶にある.11'1郎はややふくらみ、 内） T攣な膚位のへ9ミガキが醜されている． 屈転賓鋼＾

IU 顕孤から外皮した口謙椙11上中でし ..,ヵ")した 外） 〇縁郁から籟郡にヨコナデ、11郎Ii納位のハケ/Ill聾が濾さ P, 

10.0 受口状に立ち上がる． llている． 外曲に漏が膏しく付漕している．
65-2 県 文）口縁郎I~ しR縄文を鳩文とし. 4>!'-lllの闊橘放状文が一粂

13.4 籍され．口＂郎 1:i,LR縄文が雑さIt"Cいる．馴郁IJ6 ,t,: 
lll//'I渥状文が臀状に籠されていo,

口繰前Iiゆる （外傾外Mし.ntt間でやや内贄 内・外l11 といこ9ヽケ ,I "輩一讚位のへ9 ミ ガそか噌1~ 1している． “片賓鋼B
65-3 ll <6.5> Lている． 文）口＂郎 1:LR縄文が纏されている． ＂ば床
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第66[:.1.(I Y76号（セ居J.JI:出土土箭拓影図

は、箆描横走平行線文の区画中に横走する箆描連続刺突文を充填した66-2や、 LR縄文を地文とし、数孤の箆

描山形文を施した66-3、箆描横走平行線文・ 山形文、横走あるいは縦走する櫛描波状文、縄文を組み合わせた

66-4、櫛描垂下文の周囲に箆描刺突文を施した66-5などがある。

甕は、器形 ・文様とも様々であるが、残存する限りでは胴部はあまり張らない傾向iとある。 65-1は、無文で

外面には刷毛目調整の後、密度の薄い縦位のヘラミガキが施されている。器形は、口緑部が短〈 外反し、刷部下

位でややふ〈らみ、下ぶ〈れの感を受ける。口唇部には雑な而取りが施されている。 65-2は、口唇部から口緑

部にLR縄文を回転押圧し、口緑部は縄文を地文とし、 4本一組の櫛描波状文が、胴部には8本一組の櫛描波状

文が施されている。器形は、受口状の口絃を持ち、口径13.4cmを測る比較的小型品である。尚、外面には煤

付殆が存しい。 65-3は、口唇部にLR縄文が施されているが、 口緑部以下の残存部は刷毛目調整の後に横位の

ヘラミガキが施され、無文である。 口緑部は、綬く外傾外反し、口唇部でやや内弯している。甕は他に、櫛描斜

走直線文が横位羽状に施される66-6や、櫛描横走平行線文と波状文を組み合わせた66-9、史に櫛描垂下文を

加えた66-7、あるいは斜走直線文を加えた66-8などがあ り、 66-7は口紐部が短〈 外反する。

以上、本住居址の所産期は共伴遺物の特徴より、弥生時代中期後半に求められる。 （篠原）
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蜻Ill拿遭情と遺怜

16) Y77号住居址

遺構（第67・68図、図版 ニt-七・ ニ十八・ ニ Iサし）

木住届址は台地南部の西側、せ• そー24・25グリ ッド内に位置している。 Y76号住屈址、第130号土坑と煎複関

係をもち、第130号土坑に南峡中央、及びその周辺の床面を破壊され、 Y76舟住居址の北西コーナーを破壊してい

る。

プランは、東西の短軸艮401cm、南北の長軸長402cm(推定）、東槌艮418cm、西壁長346cm、南璧長418cm、北堕

艮373cmの隔丸方形を呈し、床而積は17.94m・（推定）を計測する比較的小規楳な住居址である。長釉方位はN-

6.5'-Eをさす．

覆上はおおむねプライマリーな堆積状態を示し、 二屑からなる。第1層はバミ スを多丘に含んでかた〈しまる

黒田色土、第21Hはバミスを少且、黄褐色火山灰粒子を多泣に含む茶褐色ヒで、第1Idはレンズ状堆積を、第2

層は逆三角形堆積を示す。

確懃面からの陪高は9.5~17cmを測り、おおむね良好な残存状態である。堕体はヒ位を地山の質褐色火山灰、下

位を地山の砂層を利用して構築され、床而からの立ち上がりは緩い。虹面は平滑であるが、もろく崩れ易いため、

往時は何らかの補強施設が必要であったと考えられる。槌溝は検出されなかった。

床而は地山の砂眉まで掘り窪め、平坦化したのち、茶褐色土を一様に薄く坦めもどし叩きしめた 「叩き床」が

In In /0:1 ol (A; QI 

•s 噂 s 正埠:叡

so 

- ... 69-;f 
1'. 

9;13讐I年 1069- ~69- 3 
: p 4 

fl 69―4 q - ~ 、

N 

匝 I~ 

ol 01 

E
-

E
-

A 15..' 

I 鳥褐色上層 枯性は強く、 墾くし2る．，＂ス を多量に含tJ.

2 茶褐色土II f~ 性は11<、サ9サ9してい6.賞色火Lli灰は＋を9量に，

,qスを少量含(/.

檀嵩邸5,9,n
() (I'80) 2 m 

第67図 Y77号住居址実測図
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第I111i 竪穴ほ村址

令而に施されている。翠固

な構染状態とはdい雌＜、

もろく、叔ljがれ易い。ピッ

トは計4個検出された。い ..••. . Ice 

ずれも主柱穴であり、整然

と配筐されている。 Pぷt

37 X 64cmの惰円形を品し、

60cmの深度を有する。断面

形はU字形を里する.P2は

74 X74cmの円形を且し、 60

rmの深度を布する。断面形

は漏斗状を呈する。 Paは

63X 71cmの代円形を呈し、

西側には一段の稜をイIする。

深度は50cmを測り、断面形

はU字形を呈する。 P,は

64 X65cmのほぽ円形を呈す

るものと考えられ、63cmの深

A

＿
 

Jc, 

△
 

I~ 

A-

1 鳳色1-,,i. 怜は＂ぃ ．パミスと炭化輪を少量含t,,
2 貫鳩(!.t層 帖1'1:IJ鯛い．紗拉を多量に含みサラ寸9していh.

．
 

A
-

度を布する。断而形は油斗

状を呈している。ピット内覆

土は、P1のみから抽出した。

最 1:.1~は住居址穫ヒの第1

陪、以下砂粒主体で、茶褐色土を少伍含む第4形、茶褐色土主体で砂粒が少:Iii:含み、第4隋内にプロック状に存

悶高磁 7,n
(I : 30) 

R
 

J Ill 

第68図 Y77サ住屈址炉址実測図

在する第 31祠、砂粒主体で茶褐色土がまじる暗茶褐色土（第 5W1)の五IMからなる。 他のピットの堆積状態もお

おむわこれと同様であり、柱痕が確認できたものはない。

炉址はpI. Pi~t側の主柱穴間の中央から検出された。長軸長90cm、短軸尺76cmの楕円形を呈し、長軸方位はN-

15'-Eをさす。床面からの掘り込みは最深部で7cmをはかり、断面形は「弓」状を呈する。火床部は掘り込みの

中央よりもやや南側にあり、 29X24cmの楕円形の焼上の広がりをもつ。地山の砂局をそのまま利用して構築され

たものであり、弛い熱をうけたために赤変が著しい。炉緑石は火床部の南側に滋かれており、此さ15cm、Iヰさ 8

cm程の1リ柱状を呈する。覆土は―舟屑からなる。第1屈は本遺跡の弥生時代住居址に通常みられるきめの細かい黒

色七、第2屑は、炉縁石を南側から固定するために充峨されたと考えられる砂粒を多位に含むサラサラとした拭

褐色土である。

遺物の出ヒ状況

本住居址からは弥生土器・石器が比較的まとまって出土しているが全体且は少ない。このうち、 267-18(打製

石鏃）はペルト内、 272-119(不定形石器）はII区フク上内からの出土であり、確実に本住居址に共伴する遺物と

は見（故せない。その他の図化した土器については床而よりはやや高位から出土しているものはあるものの、おお

むね床面近くから出上したものであり、共伴遺物と見（故すことができる。まず、図化した遺物を中心とした、床

面、床近〈から出上した遺物の分布状態をみておきたい。全体的にみると、 P2を除〈、 P,・Pa・P, の一臥柱穴周

辺に集中して分布する傾向が府取される。また、住居址の各所に破片が敗在している佃体が数多〈みられ、本住

居址の共伴遺物と兄（故したものの大半が、住居廃絶後の投棄遺物であることが理鮒できる。以ド、個々の遺物の
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第69図 Y77号住居址出土土器央測図
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第15表 Y77号住居址出土土器観駁表

; ij Hit 法量 成 KJ1よ V It U の符徴 調 望

謂糾はくひIL.口縁節は大~ ( 外反し、鳩昴で 内）口綸懇から順仙にr•な讚位のへ,! I/>¥'、以下はナ，，，カ噴i
内賓気峰となり．受口状を”する． されている．

(21 2) 外）糾位のハケ）Ill聾→文榛鱚文一縦位11)ヘラミガキが綸されて
6~- I 蜻 <J9.3) いる．

- 文）頸郎1こ7本一Illの膚lヽ液状文（右Iii)り）が讀され!cl皇、その

上・rを2*のへ9惰惰免平行織文でli{IIJさ"ている．

口樟郁は太い蒙瓢から大さ（外1:lしている． 内）綱節以，，1こ償位のハケメ調聾が綸された復．口繰耶から111郁
に慣位のへ9ミガキが讀されている．

広，5 外）文様が嶋文された慎縦位のヘ.,! II令が竃されている．
69-Z fil (19. 7) 文）順節1:4本一組の櫛は波状文（右同り）が籟された直ヤの

上下を2条のへ9鳩惰定平行棒文で区閾されている．

n綸糾は類綿から大＆く外反し'.I:.位で僅か1こ 内）丁●な楕位のへ,! fl¥'が誨されている．

(25,S) 内弯している． 外）糾（立のハヶ；謁聾ー文鳩績文一横位のへ'!ガ令が籍されて

69-3 壼 (13 8) いる．

文）剛邸に 7-10*-.IJIの不憎いな罰袖糾沿直●文が帽されに1k、

その上方に 1条のヘ'>I&償鸞艤文が嵐されている．

傾船1ょ太（＜びれている． 内）讚位のへ9ミガキが鶉されているが，鴫鑢が着しい．
外） U鳩郎に縦位のハケ／肩聾→文樟嶋文→横位のへ,!ガキ-・

縦位のへ9 ミ t1 キ• Ill船は慣位のハヶノ鱈輩ー文撮籍文一羅

位のヘラミガキか讀さllてい"・

69-4 壼 <24.5) 文）顆綿に8*ー紐のflllil楕鸞平打線文が3囀Illされ．に復、 4年

一姐の襴/iii文の醗下により，懺鳩 rT字文C」が膚成されて
いる．その1l(下の4檀所111,-等間闊1こ円形の貼付文があり、
fl1形中央には惰位の沈織が薦されている．

円）屠濾薯しく不1111,

69-5 壺 (16.8> 外）縦位のへ,'ガキが誨されている．

9,6 

内）讚位の9 ケヽ，，胃贅が籍されている．

G9-6 
＂ 
(6,0> 外）底節と立ち上が+)Iiにヘラケズりが崖され、II胚1::観位のヘ
(8.3) 9ミガ蛉が譜されている．

一 内）讚位のハケ／胃鴨が絢されている．

69-7 慣 (4,3) 外）縦位のヽ ヽケ/fll聾が籍されている．

6.2 

最大lll:tロ縁純にあり．胴耶J:.位で張りをしち、 内）全il!IこT攣な讚位のへ,!ガキが栂されている．

12.2 u繰糾から＂郎 1:1ゆる＜弓状に外灰している． 外）口縁耶1こUコナ，，，.Ill郁にハケノ讀聾が籍され．綱Rn伍Ii
14.S ロ件削lょ面駁りされている． 文様が篇された後、縦位のヘラミガキが謹されている．

69-8 復
5.2 文）“郎に11本一Illの 11111纏状文(~皿り・ 2基止II)}が洲され

12.2 たII.ロ縁部に 1罹嗣郎,.:3帯のIll這績状文が纏されてい

る．

4 4 
乎楼わ成形による小閲枷 内 ・外ll)としに赤色塗彩｀檜なへ9ミガ令が纏されている．

69-9 鉢 J.5 
2 6 

32.0 L'{-郎ij急傾針で立ら．靖郎でIJけ直角に折れ曲 内）那色菫彩・横位のへ9ミガ蛉が籍されている．

69一LO 高~ (14.5) がる．口繰靖節 4 鱚所に宍魁が貼什されてい~. 外）赤色慮彩， n辺郎1:横位のヘラiガキ、以下1よ縦位のヘラミ

ガキが細されている．

(20.6) 杯耶は大色〈間さ、靖訊で屈曲して儡平になる． f'I)赤色菫ifj,楕位のへ,!'がい川奮されている．

69-11 百 く7,5) 外）赤色諏彩，口辺部1こ慣位のへ9ミガキ、以下は縦位のへ9ミ

ガ令が纏さ1している．

一 杯郎の必は細く慣い, n;ii~GIよ上位で外以し偏 内）杯糾1こ赤色鯰触・償位のへ,'ガキ、闘11111↓ナチが籍されて

69-12 高q; く10.2> 平になる． いる．

外）邪色宣彩，縦位のへ9ミガキが罐されている． I 

~ 
鯛間は小さく.J{, 郎は飢角的に立ち上がる． 内）杯純1こ赤色貪Jj,.. Hli上位にナデ、下位1;ヨコナデ-・償位

69-13 (6.0) のへ,!ガ年が誡されている．

6 2 外）赤色趨彩 ，義位のへうミガ軒が庫さ1している．

散布状況をみておきたい。69-1 (壺）はP.周辺の3箇所、 69-2 (壺）はP1の西側

の2箇所、 69-3 (壺）はP嶋上および周辺の 3箇所に散在する。また、 69-4 (壺）

はP.周辺に3箇所と、氏北側に 1箇所、 69-8 (甕）はP.西側とPs南西側に各1

箇所の広範囲にわたって分布している。この他、 69-5・7 (壺）は炉址上に、 69-

第1節竪穴住屈址

償 考

趾転寅隕B

N~4• 7・8 

囮転輿ltl/1
池 1・2

口繰祁に艇位の鳥色の嶋が敦*UII)ら

れる．

回転夷11'18

ぬa• s• J4、IV区覆土

回転寅榊1B
ぬ6•7•10•22 、 IV区

囮転冥負JI!

叫

飼転冥喜IB
団 0

llil転夷剥A

伽23

完全洟副

N~15• 20 
外面に煤が付藩してJい）、謂郁下位は

剥苓が膏しい．

完全冥創

N11-12 

完仝冥割

狐19

輯片冥IIIA

N•l7 

同転賓割B

地9

面転賓劃A
枷21

9 (ミニチュア鉢） ・12(高坪）が南束コーナー固辺に、 69-10・13(高坪）がPa周 第70図 Y77号住屈址出土土

辺、 69-11(窃坪）が南壁下西側より出土している。
器拓影図

この他、P,の北側の床上には張りついた状態で炭化材が出土しており、また、北東コーナーには80X41cmの範
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第LIi竃遺鳩と直物

囲、東虹 F南寄りの床面上には、 36X24cmの範IJIIをもつ焼ヒ塊がみられ、南阻下束寄りには灰の塊まりか床而に

密必した状態で出土している。 （小山）

遺物 （第69・70図、図版 二十九・ 三・卜）

本住居址からは、弥生土器・石器が出上している。弥生土器の器種には、壺 ・甕・ ミニチュア鉢．窃杯がある。

壺は、残存する部分において全て梱描文を主とし、顆部に県中して施されており、その点では共通しているが、

文様施文の後、更に箆描横走平行線文により、文様帯区画される69-1・2・3と、文様帯区画を持たない69-

4の両者が存在する。 69-1・ 2は、区画内に櫛描波状文（右回り）を施している.69-3は、不揃いな櫛描斜

走直線文を施文した後に、文様帯の上限を横走する箆描沈線で区画すると云う69-1・ 2と同様の手法をと って

おり、恐ら〈類部文様帯に箆描横走平行線文の区画を布するものであろう。 69-4は、 8本一組の櫛描文を 3帯

施した後、 4本1組の櫛描文を垂下させ r櫛描T字文C」を形成しており、助部下位には、中央に横位の沈線を

持つ円形状貼付文を有し、文様帯区両は成されていない。これらの位終調整は全てヘラミガキであり、文様施文

の後に施されている。尚、 69-l・3・4には、施文以前に施された刷毛目調整が観察できる。口緑部の器形は、

頸部から大き〈外反し、そのまま端部に至る69-2と、端部でやや内弯する69-1・3がある。 69-5は、大き

〈張り 出した胴部から底部にかけての資料であり、 内而調整は閉滅しているため不明であるが、外而上方には赤

色漁彩と縦位のヘラミガキが施されている。 69-6・ 7は、内而に刷毛目調整が施され、外面は69-6が、立ち

上がり部に刷毛目調整、 以上に縦位のヘラミガキ、 69-7は刷毛目調整が施されている．壺は他に、細い箆描鋸

歯文中を箆描斜走“線文で充浪した70-1の胴部破片が出土している。

甕は、 69-8の完存資料がある。頸部に11本一組の櫛描簾状文が2述止め（右回り）で施され、その後、口緑

部と胴部上位に 7~11本一組の櫛描波状文が施されている。内面糾整は横位のヘラミガキ、外面開整は口緑部に

ョ．ナデ、胴部中位以下には文様施文の後に縦位のヘラミガキが施されている。器形は、胴部上位に張りを持ち、

LI繰部は頸部から綬〈 「弓」状に外反する。欣大径は口縁部にあり、口唇部は面取りが施されており、口径12.2

cm、器il'Jil4.5cmの比較的小型品である。尚、外面は剥離が行しく、煤が付滸している。

ミニチュア鉢 (69-9)は口径4.5cm、器iUi3.5cm、底径2.6cmを測る手捏ね成形によるものである。内・外面

の赤色塗彩は底而にまでおよぴ、雑なヘラ ミガキが施されている。

高坪は、全て赤色途彩が施されている。 69-10は、口径32.Ocmを測る大型品である。坪部は急傾斜で立ち上が

り、端部でほぼ直角に折れ曲がり、 17緑端部には 4等間隔に突起が貼付されている。赤色塗彩は、内 ・外而の全

体に施されており、外面口辺部に横位のヘラミガキ、以下は縦位のヘラミガキ、内面は横位のヘラミガキが施さ

れている。 69-11は、破片資料であるが、やはり坪部は大きく開き、端部でほぽ町角に折れ曲がっている。赤色

塗彩も内・外面に施され、ヘラミガキも外1面口辺部は横位、以下が縦位、内面は横位に施されており、 69-10と

近似している。 69-12は、前二例に比して小型である。坪部は端部を欠損するが、 上位で外反し偏平になり、 liE

は細〈深い。赤色塗彩は内 ・外面に施されるが、外面の塗彩は、かなり弱めである。やはり、外面口辺部には横

位のヘラミガキ、以下は縦位のヘラミガキ、内面は横位のヘラミガキカ渭iされている。尚、脚部内面の調整はナ

デが施されている。 69-13は、底径6.2cmを測る小さな脚部である。杯部は大半を欠偵するが、鋭角的に立ち上が

ると考えられる。赤色塗彩は、外面全体と、杯部内而に施されており、 外面に縦位のヘラ ミガキ、脚部内面は上

位にナデ、下位にヨコナデの後、横位のヘラナデが施されている。杯部と脚部の接合には、ホゾが川いられてい

るが、詳細は不明である。

以上、本住居址出土の壺に口緑部が上端でやや内弯するものが多いこと、細い箆描充填鋸歯文が施された胴部

破片が観られることなどから、本住居址の所産期は、弥生時代後期でも前半代に求められる。 （篠原）
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第 1節腎大住竹址

17) Y78号住居址

遺構（第71・72図、図版三+一 ・ 三•トニ）

本住居址は、台地南部の西側しー24、さ ・しー25・26グリッド内に位沼している。 Y79・80・81・110・113号

住居址と重複関係をもち、 Y80号住居址に西照のほとんどとその周辺の床面、南璧の西側一部とその周辺の床面

を破壊され、その他のY79·81·llO·113号住居址を破壊している。後期の住居址Y80を除〈と中期後-~では最

も新しい住居址である。

プランは、東西の短軸長500cm(推定）、南北の長軸圧588cm、束槌長579cm、西撻長535cm(推定）｀南壁艮430cm

（推定）、北紐艮465cmの隅丸艮方形を兒し、床面積は28.27m'をはかる。仕軸方位：はN-17'-Wをさす。

覆上は三層からなり、プライマリーな堆積状態を示す。第 1屑は多少の起伏は認められるものの、おおむねレ

ンズ状の堆積状態であり、最終堆積土と理解できる。小砂粒・バミス・炭化物を含む明茶褐色土である。第2層

は床面中央部上を中心として10~20cmのげさで広がりをもち、咽に近づくに従ってレペルがあがる。砂粒を少

含む凩褐色土である。第3層は東 ・南堕際に逆三角形状に認められる第 1次堆積土であり、北墜際にはみられな

い。第2屑と近似するが、黄褐

色火山灰を含有する点で異なる。

壁高は5.5~27.5cmをはかり、

北・東咽の残存状況はおおむね

良好であるが、南璧の中央から

西側はやや不良である。壁体は

他遺構との頂複箇所については

上位にY110・ 79・81・ 113号住

届址の覆上を利用し、下位は、

地山の砂屈を利用している。ま

た、重複関係のない南束コーナ

ー付近は、上位に地山の買褐色

火山灰層、下位に地山の砂,~を -

利用して構築されている。おお

むね、平沿で堅固な構築状況で

あり、床面からの立ち上がりは

割合急である。

虹溝はいずれの撻下からも検

出されなかった。

床面は、地山の黄褐色の砂屈

まで掘り窪めて平坦化したのち

に、茶褐色土と、黄褐色火山灰

を混ぜた土を薄く埋めもどして

叩きしめて平坦化された「叩き

床」が施されている。全体的に

みると南阻際から、 北側へ向っ
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第71図 Y78号住屈址実測図
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笥UI章遺情と遺物

てレペルを低下させる傾向にあり、特に北西コーナー付近の

レペルは低い。また細部にわたると床面の全而に細かい凹凸

がみられる。構築状態は特に墜緻な箇所を認められず救弱で

ある。

ビッ トは 6個検出された。主柱穴と考えられるのは位泣関

係のみからみるとP1・P2・Paが骸当するが、 P1を除〈 P,.

p9は深度が洩く、柱穴としたものか判断に苦しむ。 P1は46><

56cmの惰円形を呈し、 38cmの深度を有する。断而形はU字状

を呈する。 Paは34X40cmの楕円形を呈し、 24cmの深度を有す

る。断面形は半円状を呈する。 P,は平而形態は不明で28cmの

深度を有する。断面形はU字形を呈する。この他、南槌下周

辺に P. ·P 6 -P6が集中 して掘 り 込まれている。 p 6 • p6は南

壁下中央に整然と並んでおり、入口施骰に関連する柱穴であ

ることも想定できるが、他の類例と比ぺると規模があまりに

4
、

1 黒色土層 '"れはHい．妙ヽ ベtみサラサ9している．

。

／ふ

慣高685,6111
,, : 聞）

J
,
 

Im 

第72図 Y78刃•住届址炉址実測図

も大きい。 P,はPi・P.問の北側に位置し、 56X60cmの円形

を呈し、 36cmの深度を有する。 Psは52X52crnの円形を呈し、 40cmの深度を有する。 PQは径80cm内外の円形か楕円

形を呈すると考えられ、 56cmの深度を有する。

炉址はPi・Psの柱穴間の中央よりもやや南側から検出された。ほぽ中央に設けられることが多い中期後半の住

居址の中にあって特錢なあり方を示している。115X110cmの円形を呈し、長軸方位はN-2"-Eをさす。床面から

の掘り込みは最深部で9cmを測り、断而はなだらかな傾斜であるが起伏に官む。火床部は掘り込みの南西側に偏

在し` 地山が焼け込んだ65X40cmの焼土範囲を有する。火床部の南端には長さ20cm以上の礫が2個並んで趾かれ

ており、炉緑石と考えられる。覆上は砂を含む~u色土のみからなる。

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器 ・石器が多量に出土しているが、土器の完存品はみられず、破損品が多い。遺物分布

はIV区に特に集中する傾向がみられ、多量の礫もこの中に分布している。他の !~III区はIV区に比ぺると散漫な

分布を示すが、rv区の遺物と接合関係がある資料もみられる．また、垂直分布をみると大方の資料が床面よりも

高位から出土しており、床面上遺物は少ないが樅土中と床面上出土遺物の間にも接合関係がみられる (73-3の

壺など）。 以上を勘案する と73-18(和泉式の店杯）を除〈、本住居址出土の大方の遺物が、住居溌絶後に一括し

て放棄された遺物と兄（故すことができる。しかし、脱棄された時期が同じ遺物の楊合、古い要紫と新しい要索が

混ざりあっていることも考えられるため、総ぺてが同時期に製作され、使用されたものとは考え難い。各区別か

ら出土した土骰の内容は、 1区からは73-9・14・15・18 (壺 ・高坪）、74-7・15・16・19・20 (壺 ．甕）、 II

区から75-1 (石椋）、 74 -8・13・14・20 (壺 ・甕）、田区から75-2 (石鰈）、73-2 (壺）、 74-3・ 10・11・

17・18 (壺・甕）、IV区から74-2・3・ 4・ 6・7・8・9・10・11・13・16・17 (壺 ・甕．鉢）、75-4 (台

石）、 74 -l・3・6・12 (壺）が出土している。また、 73-1・5 (壺）は I・£I・IV区、73-9 (壺）、 73-

12 (壺？） は II • rv区の広範囲にわたる接合関係がみられる。

遺物 （第73・ 74・75図、図版三十三）

本住居址出七の弥生土器の器種には壺 ・甕 ．鉢がある。このうち、図化したのは壺26点、甕11点、鉢1点であ

る。 混入遺物73-18は古墳時代巾期の柱状の脚部をもつ窃杯である。

壺には太い頸部を布する73-1・2と細い頻部を有する73-3 ~11があり、細頸壺が圧倒的に多い。また細頸
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第73図 Y78号住居址出土土器実測図

壺には単純口緑の73-6・7・10と受口口緑の74-1・2・3がある．

8 

蜻1罰翌穴住居址

・ワ ~ヽヽ ヽ

3 

,, 

II ， 

＼こ
ぃ、王言
ヽ II 

17 

0 (l : 4) 10cm 

太頸壺73-1は太い頸部から口緑部は外反し、上半部でやや内弯気味となる。文様は口唇部に四つの単位一組

の櫛描の刻目が一定の間隔をおいて施され、頸部には5条の箆描横走平行線文で文様帯が画され、上二段に箆描

の刻目が充填されている。外面調整は口ほ部には刷毛目調整が明瞭に残るが、胴部はヘラミガキで消されている。

73-2は太い頸部から口緑部は外反し、やや内弯気味に開〈。頸部に箆描横走平行線文がみられ、内外面の調整
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纂Ill章遺構と遺物

第16表 Y78 号住届~JI:出土上器観寮表

＂書閃り 牡帽 法童 成肘＆び ≫R)の特 徴

＇ 
聾 傭 身

＂繰蘭1よ外ばした浪．上-~で内｀気馳に間<. 内）日綸郎J渇にJつ1ヤ，以fl'A郎よで9 ャヽIA腎力樟されて 趾転‘具刷0
蹟糾i」かなり太い． いる.I! 糾ク）ヽ ケヽJ関整flややtitぃ． 紐4,I RIIJ... t1r{1IJ... Ill;{ペル

(22.Z) 外） 0穐上郁,~ココ-t'f'.l;/. J',、ケ-'Ill輩、 1f11即よ椒位のヘラ： I内
73-1 惰 く12.0 ガキが諭されている．

文）口件郎1こ4鳩位の膚li,ill)J.'111.慎耶は511のへ'""慣疋平It

縄文を巡らせ＊最ヒ訊の文撮膏中にヘラIiの.111目をだ'Ill.て
いる．

太い鐸部から口綽部は外杜し｀やや円｀’ぽに 内）憤位のハヤ'"'菫-情t.:のへうてグヤが綸さIしている． 騨転輿劃n
(17,5) 開く． 外）口縁部上靖1こヨつナデ．以下1よ縦位の9ヽケ ~1111輩→横位のヘ IV区＂上

73-2 饉 < 5.5) ,~ ガヤが楕されている．

文）隈祁にヘラl贔楕氾平行縄文が繍さfしている．

比較的厚/1)でhる．罰節LLI員（鱚状を豆する． 内） Mil.I-. 位I~横位のへ,! ガキが1iされてHり、以下IJ.111湛署 趾転寅創B
し（不'II, 珈11,床，L25クリ，ド

73-3 骰 く14.l)
外） fft郎以 1:1こ横位のへ,! If年が罐されている．
文） r~ 郎以下には単節LR縄文を鳩文とし、ヘラ品慣虹平行緯文

と週lt1U)Jとが紬されてJい）．文様骨の最上郎l:i竹賣~X//l憎
宍文が纏されている．

顕郎lilil(. 嗣部はドはで9長る． 内）讚位のハケ，，n輩が擁されている． 載片寓創8

外） へ9鳩遁紐：：：/11文で充濱されI.:祁分は慣lilkよひ・`・II立のハケ IV区11・1-
ノ閃聾、そIL以外IJ糾位のヘ'>Ufキが嶋さILている．

文） f/ltlllから馴郎中位I:3 -4条を州位とするヘ,,贔償出平廿贔
73 ! 罷 (11.5) 文で一次区圃された文様帯の3-1俯栖にヘ,i贔直紐三角文

を充噸し、 中央の三角影の空間1:1竹管状の•11:l!文でん収さIL
ている．嗣1111""'に11LI<縄文による縄t俯が2'冑tiられる．

内）横位のハケ，，口菫→胴糾上位に縦位のヘラ ミガキが鳩されて 屈転実剛B

いる． N• 3. I区覆土.IV区覆土、 II区ペル
外）糾位のハケ;<Ill(蜻→文横籍文→頸掘1;T拿な縦位のへ,'.,, ト

73-5 壺 (IJ.7) キカ•Ii:>Iじている．
文） 11'1郎1:10•-111(1)111鳩慣心平行絨文 （ぶllll り ）と I0 --1<一lfl

のllnoll伏文（右町）1が史Ii.Iこ雇されている．

u繰8~はやや内｀気ぃである． 内）慣位のハケ ~11111望-T攣な横位のへ9 ミガキが籍さ 1している． り転賣創B
(14.4) 外）償位のハケ1調輩ー嶽位のへ"'ガキが縞されている． IV区覆上

73-6 壺 < 4.0) 文）口愕11111こしRIii文が籍されている．

口繰椙1ょ外反1る． 内）償位のへ9ミガキが纏さILている． liil転寅測0
(10.0) 外） U縁IIIIJ:.•~に約(i:t.のハケノ潤輩→栂位のヘ'>!ガヤ會そIL以 rv区IIt 

73-7 寵 (j ,0) ＂＂賃位の へうミガキー縦位のヘラミガキが篤さllている．
文） IJ唇郡にLR縄文が綸されている．

類邸1:~僭を 1帯付する． 内） ヽヽゲ／綱輩一償位のヘラミガ令が樟されていI,. 戟I¥'寅劃A

73-8 壺 く4.G>
t~) 口綸郎,:,ヽヶノ鯛慧→ナテが鱚されている． IV~lll: 
文）突臀上にヘ'Jjj,¥の割u.突膏下に111場讚定平打織文とへう品
山影文（？）が誨されている．

m部1:宍悧を 1帝布する． 内）鑽位のヘラミガキが纏されている． 回転実割A
外）口縁綿1;ヽ ヶヽ，，胃葦→慣位のヘラ tカキ．以下はナデか履さ 1区

73-9 壼 く？》ヽ れている．

文）顕糾1;;出fltI舒打し．突僭1こLR縄文を纏文の使． へ,1、
の1!1□が雇されている．

口蠍郁は9ッパ状に外til.すか 内）fj縁帥から顧郁1こ9ヽヶノ綱望→慣位(I)へ9 ミ II~、以下はナ 闘転寅創A

テが籍されている． 池10
(II 0) 

外） 1:1縁節にヨコナ，，，→ヽ ケヽ1111聾. !Mflllにハ ，I' ノ闘鱚—•やや情
73-10 壼 (10.3> 

な縦位のへ9ミガ今．

文） IJO郁1こしR縄文．順祁はLR縄文を鳩文とし．へ"ヽ槽た
平行繊文が3条、直絨LIJJ>文が1条繕されている． I 

傾111111簡状を!AL..胴AGIJfl{Iで人＆く積る． 内）ナヤが醜されている． 仰転寅lllA

<10.5) 外）ハケ/11111督→文憬袖文-Ill郎からt4Rい汎1に膚はのヘ.,1ガ N•l7 
73-11 壼

15.5 キが籍さItている．

9.9 文） JII邪にヘラIi波状文が鳩されている．

内）槽位けよび糾位のへ,"ガ年が纏さ1している． 輯片買柵IA

73-12 壺 (8.5> 外）胴飾ド1'1こ横位の9、ヤノ鯛聾が算されている． N~9 . II区覆土
文） IPJH上半にLR縄文が纏さjしている． 内磁1よ鼻色

内），ウツ鯛誓が清されている． 1ll1転宴枷IA

73-13 直 く42> 外）他のヘラ ミガキが纏さtしている． No:! 

6.3 

一
内）111位のへう；ガキが纏されている． 趾転冥118

73-14 甕 く2.41 外），、ケノ訓輩-凪位のへ'!11キが讀さヽしている． IC引胃L

6.4 

内） 9 ケヽノ調輩が楕されている． l!!I転実flJB

73 1$ 復 (1.9> 外）ヘラケス’り11算されている． NolH 
(G,8) 
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第 11111 翌穴住居址

虞郎1バ＇火か It2 Scal:hたって凹み．畠＊状 内).,.,, が111さiじている． 日転寓嗣A

73 IG 序 く30 をaする． 外）贔位のへう!fl~ が鴫されている． IJll.!ll上
3 8 

110 0) 0蟻紐1よ慎（外尺すl,, 内）ナヂが纏さllている． 絨片寅負IA
73-17 1 (4 0) 外） へ.,; Ifキが嶋さILてい6, IVIA!I t 

亦色nTが付着している．
I 

2ヽ.o U繰懇lj外反し．大さ（問＜．ホゾltllllllに属 内・外面とい：T寧な員［位の鴫文が濾さ/¥ている． 趾転洟禰IA
73 18 ~ < 6,8) 1らと思/,/しる． 伽19.IIば覆土
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第74図
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第75図

Y78サ住届址出上上器拓影図

白。
ぐJーヤ:・3

0 (I ; 3) 6C111 
I I 

゜
CI : 6) 20c'fl1 

Y78サ住届址出上石器尖測図

は刷毛目が明瞭に残る。細頸壺で爪純口緑の73-6・7・10は口緑部がラ ッパ状に開き＇、 ロ件部に縄文が施され

る。また、 10は頚部にLR縄文を地文として上段に箆描横走平行線文が2条、下段に箆描連続山形文が施される．

受ロロ紬を布する壺は外稜が明瞭に残る74-2と、消失し）し味を帯ぴる74-1・3がある。2には口緑部にLR

縄文を地文とした箆描連続山形文が2条施されるが、 1・3には口唇部に縄文が施されるのみである。この他、

細頸壺には口縁部形態は不明であるが、頸部～肌部にかけてLR縄文を地文とした箆描横走平行線文、連続山形

文と竹管状の刺突文が隈なく充填される73-3、頸部～胴部下位にかけて12条の箆描横走平行線文で文様帯を一

次区画したのち、 ヒから 1・4・7帯内に箆描述続三角文、竹管状の刺突文を充堰し、 8・10帯内にLR縄文を

充唄した73-4、胴部上位から巾位にかけて櫛描横走平行線文帯、波状文帯が交互に施される73-5、頻部に断

而三灼形の突帯を 1条有する73-8・9、頸部F位に箆描波状文が1条施される73-11などがある。また、形態

は知り得ないがLR縄文地文上に箆描横走平行線文が施される頸部片74-4・5、箆描横走平行線文、斜走短線
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~ Ill葦遺構と遺曲

文、 刺突文が施される頸部片74-6、櫛描唾下文を箆描文で区岡した74-7・8 

弧文が施される74-9・15、LR縄文地文上に箆描のt字文状の区圃をもつ74

(7は肛線、

10、

8は波状）、箆描連

LR縄文地文上に横走平行

線文、連続山形文が施文される74-11、曲線状の櫛描、箆描文をもつ74-13・14、胴部上位に波状の箆描唾下文

をもつ74-12などの胴部片がみられ、 パラエティ ーに広む。

甕にも隼純口繰の74-16・17・22と受ロロ緑の74-18-20がある．単純口はの16・17は口唇部に縄文をもち、

16・22は頸部に櫛描波状文、 胴部に櫛描垂下文（直線状）、 17は胴部に櫛描波状文・垂下文 （直線状）、頸部に横

走平行線文が施されている。受口口緑の18~20は外稜がとれ、18は特に直線化が若しい。 18は口唇部に箆描の刻

目、 ロ緑部に2本一組の捐描波状文、 19・20は口殺部にLR縄文が施され、 19には箆描連続山形文が1条加わる。

また、 20の頸部には櫛描波状文が施されている。この他、 櫛描波状文、箆描刺突文上に波状の箆描垂下文施文の

74-21やLR縄文のみの73-12がある。 73-13~16は底部片で16は完全なヒげ底である。

鉢73-17は口絃部が短く、強く外反する小形品で、赤色粒＋が付培している。

以上、壺には新しい様相の73-1・2と古い様相の73-4がみられるが、本住届址の所産期は一応、中期後半

とすることができる。 （小山）

18) Y79号住居址

遺構 （第76図、図版 三十四）

本住居址は台地の南部の西側、

80・81・110・113号住居址と

さ・しー24、

複関係をもち、

こ・さ ・しー25、こ・さー26グリ ッド内に位社している。 Y78・

Y78・80り＇住居址に西壁・南既の大半と床面中央部の大半を破壊

されている。プランは束西の短軸長402cm(推定）、南北の長軸艮557cm(推定）、東堕長560cm、西峡長528cm(推

定）、南壁長370cm(推定）、

北墜長346cmの隅丸Lそ方形

を呈し、床而憤23 . 53m•(推

定）をはかる。艮軸方位は

N-14.5'-Wをさす。

覆土は、黙褐色土と茶褐

色土がプロ ック状にまざっ

た土であり、人為的な堆積

状態を示していると理解さ

れる。

確認面からの堕茄は

7.5~21cmを測 り、槌体は上

位を地山の賀褐色火山灰、

下位を地山の砂層を利用し

て構築しており、平滑で蕊

固な壁而を構成している。

床面からの立ち上がりは綬

1,, ．ヽ 
床面は地山の砂屑上に黒

褐色上を埋めもどして、平

坦に叩きしめた r叩き床」

jl:ll 

11:1!, 
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ぃ
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切
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1 荼褐色土層 M包""ぃ.,. ! ;,, と小纏(-J量1:會み、
黒褐色土と荼蝸色土がプロ • ?状に温じる．

第76図
。

纏鳥685,9111
11 . 801 2m 

Y76号住居址実illil図
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鯖 l節竪穴住柑址

が全面に施されている。南壁際から北側へ向ってレペルが下がる傾向にあり、北西コーナー付近は特に低い。あ

まり略lifilな構築状況と言えない。

ビットは6個検出された。主柱穴はP,ー氏 の4本が整然と配置されている。平面形態及び規模はこれらの主柱

穴がY78B'住居址に破壊された箇所からの検出であるため、残存値を示す。 P,は26X31cmの惰円形を呈し、 28cm

の深度を有する。 Paは42X28cmの楕円形を里し、 52cmの深度を有する。 Psは36X36cmの1月形を呈し、 42cmの深度

を布する。P心32X33cmの円形を呈し、44cmの深度を有する。断面形はいずれもu::r.:形を呈する。この他p~はPi・

Paの北側の主柱穴間の北西寄りに位甜し、棟持柱と考えられる。 33X33cmの円形を呈し、 20cmの深度を有する。

Pal:t: P1の北東側に位泣し、 25X22cmの円形を呈する。深さは35cinを測る。

炉址は破壊部にあるため、検出されなかった。

遺物の出上状況

本住居址からは弥生土器が少伍出ヒしている。特に集中して分布する箇所はみられない。 77-1 (壺） が北B

下中央の西寄りから、 77-3 (鉢）もその近辺から、また、77-2 (甕）が西区から出七している。いずれも共

伴性は強い。 （小山）

言『 喜こグ
3
 

4
 

＼
い
2

』

-
_
F
-
•
5

号
5
 0 (I : • ) 10cm 

第77図 Y79号住居址出土土器実測図

第17表 Y79サ住居址出土土合ふ観察表

=~ ”檀 法量 虞 fi)l, ひ奮》形の特徴 謂 蟄 償 考

口繰計I.I薗状の鱈い費郎より人さ（外反する． 内）口織絹,~隕位のハケノ属菫が譴さ几それ以下1よ膚減響しく 川駐真渭A

口信糾l;I.JAi(lりされている． f明． 池 1

12.4 外）ロ11縣かり順瓢I~讚位の9 ゲヽ／肩聾ー級位のへ?Iガゃ．“

77-l 

＂ 
< 9.5) 

郎以下1よ糾位のハケノ霞輩ー縦位のへ,! ガ令が籍されてい
る．

文）賢昴,~しR縄文を鳩文とし． ＊ヽのヘ,,釦賣慶平行繊文と 1
贔のへ,1ふ置艘11』が文が纏され.nit閣1こ!,I會 R嶋文が嶋さ
れている．

最人flは鯛錦にある．口辱部1:!a(外反し．嗣 内） ，、ケノ調輩→111位のへ,)'11令が讀さnている． ~)Jに賓測 H

(19,2) 1111は人さくふくら(/.ロ僭郎11園取りさ11.てい 外） Cl織船にT寧な槽位のへ''ガ＊、蠣節l~下U拿,,位fl),ヽ ケノ w区

77 2 甕 < 9.0) i>, 
鯛輩が11されている．
文）口〇瓢にRL縄文．鯛郎Iこ5,f: 一絹の鶴,.霞杖-t(事間隔止

il> • ,bbll り ）｀闊郎以 flS 5~ 一姐のIll揚糾惰子0文が織さ11.
ている．

(15.6) 
最大11は口縁綿にある． 内・外illとLに、償位の,_.,.,,調輩が籍さh.ている． 絨片寅測B

77-3 聾 く6.、）
口 ffft&l111f駐りさ hてい~. 文） Pff節1こLR鼻文.1111111:1 4本一組のIIIIMAl直繊文が絨位 ”郎外1111こ枯tlllの槽合部が観察で8

- 刃状に纏:れている． る．

直郎はやや9晨n出し気昧である． 内9へ,~ff, ヤが庸されている． 飢転夷側B

77-、 直 くヽ.3)
外）虞祁に償位のへ,~ ガ~. そll以上は縦位“よびU位のハケ

(7 .0) ノ閾聾一既位のへ"ガキが繕されていQ,

(25 4) U縁がIi直緯的に大さ（間さ．口0綿1:面取り 内）赤色艦”・檎位のへ9ミガギが籍さ/¥ている． 何に夷1118

77-5 鉢 10 7 されている．口辺邪1これし,,.,の9lしが糟さ11. 外）か色會fj.糾位のへ,!'If~ が籍さIiている． 伽 2

7 2 ている．
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第Ill軍償鳩と遺物

遺物（第77・78図、図版 三十五）

-~' -ウ 乏全 名臣咤→ 一

可窄・ 鱗鱗ヽ ~~;芸孔本1主屈址からは、弥生土器が出土している。器種に

は壺・甕．鉢がある。 =--I ― 2 こ~cm

壺 (77-1)は、口縁部が筒状の頸部から大きく外 第78図 Y79サ住届址出上上盛拓影図

反しており、頸部に文様帯を有する。頸部の文様は、 LR縄文を地文とし、 4条の箆描横走平行線文と、連続山

形文が施されており、口唇部にもLR縄文が回転押圧されている。その他には、 LR縄文を地文とする箆描横走

平行線文の施された頸部破片(78-1)、LR縄文を地文とし、横走する櫛描文と櫛描連続刺突文を組み合わせた

胴部破片 (78-2)などがある。

甕は、 77-2・3があり、両者ともn唇部にLR縄文が回転押庄され、櫛描斜走直線文が主として施されてい

るが、その文様は、 77-2が斜格子目文を、 77-3が縦位羽状をそれぞれ構成している。また77-2は顆部に櫛

描罵状文（右回り）が等間隔止めで施されている。器形では、口絃部が外反する点では共通するが、77-2の飛

大径は胴部に在り、 77-3の袋大径は口緑部に在る。他に、 n緑部が受口形態をとり、 櫛描波状文の施された

78-3の口繰部破片や、内面にヘラミガキの施された底部資料 (77-4)がある。

鉢 (77-5)は、内 ・外面ともに赤色塗彩が施され、口辺部は大きく開き、 n唇部は面取りが施されている。

また、口辺部には、焼成前に施された2孔一対の穿孔を布する。

以上、本住居址の所産期は、伴出する遺物の特徴より、弥生時代中期後半として考えられる。 （篠原）

19) Y80号住居址

遺構（第79・80図、図版 三十四・ 三十1i)

本住屈址は台地南部の西側、さ・し・すー25・26グリッド内に位滋している。 Y78・79・81・110号住居址と頂

複関係をもち、これらを破壊している。

プランは、束西の短軸長413cm、南北の長軸長577cm、東墜長476cm、西壁民545cm、南咄艮364cm、北扱艮325cm

の隅丸長方形を呈し、床面積は21.92m• をはかる。長軸方位はN-3.5'-Eをさす。

覆土は大別で四層、細別で七府からなり、プライマリーな堆積状態を示していると理解したい。上層部の第 1.

1'・2・3層は住居址の中央部に霰も厚〈、住居址躾に近づ〈に従って薄い堆積を示すレンズ状の堆積土であ

る。いずれも黒褐色土をペースとし第 1層9よバミスを少足、砂粒を多足に含む。第 1'府は第 1屈よりも色伽jが

暗い。第2層は第 l雁と近似するが、褐色土をまばらに含み、第3@は褐色土の含有.lil:が更に少ない。第4・5

層は北 ・西 ・南唸際に堆積し、束虹側にはみられない。また、第 4層は北壁際にのみみられる。ペースとなるの

は茶褐色土であり、バミス、砂粒、凩褐色土を含む。第 5層は第 4屑に〈らぺ黒褐色上が多い。第6層は床面上

に5~20cmの序さで広く堆積する。きめ細かい茶褐色土で黒褐色上とバミスをこく少凪含む。第 7府はバミスと

砂粒を含む黙褐色土、第8層は砂粒主体で黒褐色上を含む沢褐色上で、北壁下の床面tに薄〈分布し、峡体の崩
洛に関わるものと考えられる。

確認面からの堕店は31.5~49cmを測り、衝めて良好な残存状態である。照体は、重複箇所の上位はY78・81・

110号住居址の覆土を、下位は地山の砂層を利用して構築されており、瓜複関係のない箇所の上位は地山の黄褐

色火山灰層、下位は地山の砂層によって構築されている。床面からの立ち上がりは割合急傾斜である。墜而はお

おむね平滑であり、堅固な構築状況である。

床而は、 地ILLの砂屈まで掘り窪めたのち、乎坦化し、茶褐色土を薄く埋めもどして、叩きしめた「叩き床」が

全而に施されている。全体にフラットな而が構築されており、凹凸も少ないが、粘性に欠け、薄〈施されている

ためにもろ〈、知」がれ易い。

ビットは 6佃検出された。主柱穴P1~P着は 4本、住居址の四閑に整然と配置されている。 P,は31X44cmの束
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第79図 Y80号住届址実測図

西に長い楕IIJ形を呈し、 43cmの深度を布する。断面形はU字形を

1.1する.P2は45X55c,nの束凸に艮い惰円形を用し、 52cmの深度を

打する。断面形はU字形を且する。 Paは61X54cmの円形を呈し、

45cmの深度を行する。断面形は庇面は丸味をもつものの、おおむ

ねU字形を品する。凡は37X38cmの円形を弔．し、61cmの深度を布

する。断面形はU字形を呈する。主柱穴内閃土は柱痕の残るp,<7) 

みを観朕した．霰上府は住居址第6府で、半円状に堆積する。第8

層は柱痕にあたり、黄褐色の砂粒主体で黒褐色土を少伍含む。第

9府は木柱を設鷺したのちに柱穴内を充填した土とガえられ、買

褐色土主体で、黒褐色土の含有屈は更に少ない。 P6・P1は南虹下

中央に整然と並んでおり、入口施殷に関わる柱穴と井えられる。

極めて小規模でPoは16X2lcmの楕円形、 P1は22X22cmの円形を

呈する。深さはそれぞれ24cm、25cmを測り、断面形はU宇形を旦する。

l;i,, l ヽ

A
、

I 術荼渇色1層 9い性はHい. ~ め繕か〈サ9

サうして''"• 紗＂で蛾土と
＊褐色土が胤しる．

嘱高槌ssm 
0 (I 30) ． ．  50cm 

第80凶 Y80サft届址炉址尖測図
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111m● 遺情と遣嶋

'心

ロ上玄'

＼ヽ 

~' I I 

゜
(I ; 4) lOom 

第81図 YSO号住居址出土土粒実測図

第18表 YSO号住届址出土土器鋭察表

: i ＂＂ 怯量 氏彰及び＂影の特隕 鯛 贅 情 亨

最大狂lil!lftl中位にある．口縁胚111員（外反し、 内）口織聞から順糾は洲色JII彩 •T寧な噴位のへ, lガキが篇さ liilk賣瓢A

IG.2 馴郎IU裏＂を 'il'tる.itた口縁郎巾位に2孔ー れ.1!8~ 上牛1:11胃位のへ9ミガ令、下半1:1ヽ ヤヽノ闘聾が纏さ Nu 8 

: <13,7) 対の穿孔が対祢2●所に鴫されている． れている． 外薗1:煤の付着が●しい．
81ー1 外） 全に亦色薗彩・鬱位のへ9 ミ fl~が籍されている．

17.、 文）鑽瓢にI0*-111の●状文 (3遍止め）が纏されている．

(IO.O) 最人径IJlll".l:.14:にある.itこ上郎1こ織成mの 内）綱懸J:.半に讚位のヘラtガ屯下巾に
欄位のハケ11111輩が纏 囮転買IIIIA

81-2 i く12.8> 一孔t-:ffする． されている． 伽 2,I区ペルfl-'!

6.0 
外）紐に寄色筐涵．鑽位のヘラミガキが籍さ1している．

口縁昴lill<頴（外瓜する． 内） T●な鑽位のへ9ミガキが緯されている． liil紐寅il/B
(15.8) 外）文撮が充囀されているため不叫． II区、Ill区ペル＂ 内

81-3 甕 く5,7} 文）口織綿1こ6*-.111の欝鳩鱗た冑鱗文が楕位羽状（右fill'))、鱗

一 郎1n 本一般の櫛は●状文が肩されている．

内）！ガキが譜されている． 1!11転洟員）IJ 
81-、直 く2,3) 外） T寧な縦位のへ9ミガ＊が薦されている． P, 

6.5 

22.• 杯郎Ii退 t,、JII)字状に大さ（開（． 内、外団としに亦色盪漏・糾位のヘ,,! I/令が纏されている． lillE買創A

81-5 高杯 < 9.5) ~4 6 

-
内）慣位のヘ.,!'fl ,itが傭され、数•所に卵色緯融虞が＂る． 屈転買創A

8)-6 鉢 (6.9) 
外）全1」'色鯰編・11位のへ";ガ＊が織されている． H~3 

6.S ， 
＂綿 11r,、」の字状に開さ、下纏昴で外反「る． 内）横位,,.... ., ミIto¥>が纏され．饗色筐苓賓がhずか1こみられる． 国に買IIIA

81-7 ~ (4,3> 
外）卵色戴靡・T寧な鐵位のへ9ミガキが纏されて1ヽる． No I 

(6.1) 

第82図 YSOサ住居址出土土器拓影図
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第1罰竪穴f:1:.1.&址

炉址はpI• P2北側の主柱穴l間の中央に位滋する。 77X 77cmの円形を呈しており、長軸方位はほぽ共北をさす。

床面からの掘り込みは欣深部で8cmを測り、断面は弓状を呈して九味を帯ぴる。火床部は掘り込み内の中央より

もやや南西寄りにあり、 33X 44cm(/)楕円形の焼土の広がりをもつ。この焼上範囲は地山の砂陪が焼け込んだもの

であるが、あまり強い燃焼をうけていないように思われる。火床部の南側には長さ18cmの角礫が沼かれ、炉級石

と考えられる。覆土は、 砂質で焼土と茶褐色土がまざったきめの細かい土1屈がみられる。

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器 ・石器が割合多保に出土しているが、覆土中から出土した土器、石器は弥生中期後半

のものの批入が著しいため、床面上あるいはそのヰ上の遺物を共伴遺物と見（故し、図化してある。遺物分布は特

に集中する箇所はみられない。 82-7 (窃坪）がEの北側、81-2・6 (無頸壺・鉢）がP2の北側、81-5 (高坪）

がPs上、81-1 (深鉢）が南壁下の中央よりも束寄り、81-3 (甕）がH・lll区ペルト内、 81-4 (甕）がい内から出土

している。この他、 I区からは82-3・4 (甕）、 M区からは82-1・2・5 (甕・壺）が出土している。 82-6は

共伴遺物とは見倣せないが、類例の稀少な資料であるため図化した。IV区からの出土である。 （小山）

遺物（第81・82図、図版 三十五）

本住居址からは、弥生土器が出土している。器種には、壺 ・ 甕・鉢• 石坪がある。

壺は、 81-2と82-5があり、共に赤色塗彩が施されている。 81-2は、無頸壺で、最大径は胴部上位にあり、

上部には焼成前の1孔を有する。赤色塗彩は外面に施され、内面胴整は下位に横位のハケメ調整、それ以上は横

位のヘラミガキが施されている。 82-5は、口繰部上端でやや内弯する破片資料であるが、口緑部上位には櫛描

波状文が施され、赤色塗彩は施文部以外の内外面に施されている。

甕は、頸部を残存する81-3、82-1・2・3は全て頸部に櫛描簾状文（右回り）を施している。 81-3は

口緑部に 6本一組の櫛描斜走直線文を横位羽状（右回り）に施した後、頸部に等間隔止めの櫛描簾状文が施さ

れている。 82-1は、上方から下方に4-6本一組の櫛描波状文を施した後、頸部に11本一組の櫛描簾状文が2

追止めで施されている。 82-2は、 12本一組の櫛描簾状文が3連止めで施された後、頸部の上 ・下にそれぞれ12

本一組の櫛描波状文が施されている。 82-3も多連止めの簾状文を施した後、櫛描波状文が施されている。甕は

他に、内面に横位のヘラミガキ、 外面に縦位のヘラ ミガキカ哨訳された底部(81-4)、櫛描波状文施文後に｀縦位

のヘラミガキが施された胴部破片 (82-4)がある。口級部形態は、頸部から緩〈、長〈 外反している。

鉢は、 81-1・6共に赤色塗彩が施される。 81-1は、口緑部が緩〈外反し、 1阿部は球形を呈し、殻大径は胴

部中位にある。また、口緑部中位に 2孔一対の穿孔が対象2箇所に施されている。赤色液彩は、内面頸部以上と

外而全体に施されており、頸部には10本一組の櫛描簾状文 (3連止め・右回り）が施文されている。81-6は内

面に横位のヘラミガキ、 外而に赤色塗彩が施された体部下半の資料である。

莉杯は、 81-5・7で共に赤色途彩が施されている。 81-5は、直線的に開き、端部で佃かに内弯する坪部で、

赤色迩彩は内・外面の全休に施されている。 81-7は「ノ'.Jの字状に開き、下端部で僅かに外反する小さな脚部

である。赤色塗彩は外面全体に施され、内面は横位のヘラナデが施される。

尚、稀少資料として図化した82-6は、 3~ 4本一組の波状文が垂下しており、その上方には横走すると思わ

れる栴描文が、下方には横走する櫛描波状文が施文されている。

以上、本住居址出土の遺物は、赤色塗彩の傾向が顕若で、甕の頸部にしっかりした櫛描簾状文の施される資料が

多〈、本住居址の所廂期は弥生時代後期前半と考えたい。 （篠原）
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第m章遺構と遺物

20) Y81号住居址

遺構（第83・84図、図版 三十六・三十七）

本住居址は台地南部の西側し・すー25・26グリッド内に位置している。 Y78・80・113号住居址と重複関係をも

ち、 Y78・80号住居址に北側を破壊されており、 Y113号住居址の大半を破壊している。

プランは北側が破壊されているため、全容が推定できず、南壁長が346cmをはかることが知られるのみである。

従って、面積も形態も長軸方位も不明である。

覆土は2層からなる。後世に強い土圧をうけているために、いずれも極めて固い。第1屑は第2層堆積ののち

に堆積しており、住居址の束側半分以上に広〈分布している。パミスを多量に、小砂粒を少伍含む黒褐色土であ

る。第二層は住居址の西側に分布する。黄褐色火山灰と砂粒がまじったものである。

確認面からの壁高は2.5~13.5cmをはかり、南壁の

残存状態が良好である。壁体は、地山の黄褐色火山

灰層を利用して構築されており、極めて堅固で平滑

なつくりである。床面からの立ち上がりは割合緩い。

壁溝は検出されなかった。

床面は、地山の黄褐色火山灰層上に茶褐色土を薄

＜埋め戻して叩きしめた「叩き床」が全面に施され

ている。非常に堅緻につ〈られており、また、極め

て平坦でもある。

ピットは4個検出された。南側にならぶPa・P., ま

主柱穴と考えられる。P2は38X35cmの円形を呈して

いる。掘り込み内底面に強固に突きささった礫を、

結局引き抜〈ことができなかったため、深度、断面

形は明らかでない。 p3は36X36cmの円形を呈し、 38

cmの深度を有する。断面形は底面がほぼ平坦な逆台

形状を呈する。この他、 P1は炉址の東側に位置して

いる。 33X30cmの円形を呈し、 14cmの深度を有する。

断面形は底面が平坦な逆台形状を呈する。何の機能

をもっていたかは不明である。氏はP2の東側に近

接する。 25X2lcmの楕円形を呈する小規模なもので

あり、深さも11cmと浅い。 Paを補助する役割を果していたこ

とも考えられる。

j(") 
/,'i 

Y80 

Os 

O゚PJ 

s
 ゚

4
 

⑲
p
 
脅s
 

鵬 I<": If? 

A h: 

~ ―三~犀／犀.W&塵~/7-=d編
旦且'

1 黒褐色土層 9占性はやや強い．バミスを多量

に、小礫粒を少量含む．

2 寅褐色土層 帖性は弱い． 賞色火山灰•砂粒

と1が混じる．

◎
P
 

。

A' 

B' 

憬高邸6m
(I : 80) 2m 

第83図 Y81号住居址実測図

炉址は住居址のほぽ中央に位置すると考えられる。平面形

態は70X69cmのほぽ円形を呈し、長軸方位はN-2'-Eをさ

し、ほぽ真北を向く。床面からの掘り込みは最深部で9cmを

測り、断面形はおおむね逆台形状を呈するが、中央部に若干

の盛り上がりをもつ。本炉址の場合はこの掘り込み内で機能

していた可能性が少なく、掘り込み内に床面とほぽ同レベル

にまで充埴された黒色土上で機能していたと考えられる。こ

の黒色土上の南側には長さ20cmを最大とする角礫が3個置

ベ＇

の

A
、

1 黒色土層枯性は弱い．

さめ繹かい。

2 赤褐色土陪 煉土滉である． 襦高685.8m
0 (I : 30) SOc,r 

第84因 Y81号住居址炉址実測図
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第 1節竪穴住居址

かれており、炉緑石として使われていた可能性

は強い。火床部にあたる部分は、黒色土上では

焼土範囲がはっきりとわからないため、不明で

ある。黒色土の下の焼土塊（第2層）は火床部

とは考え難い。

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器が出土しているが、

その最は少ない。遺物分布の傾向も特に集中す

る箇所はみられず、極めて散漫な分布傾向を示

□

,
1
 

。
(l : 4) 10叩

第85図 YSl号住居址出土土器実測図

している。図化した85-1 (壺）は北区と南区の間で接合関係を

もつ。床面上からの出土である。 85-2 (甕）は炉内と北区の床

面上に分布する。また、 86-1 (壺）は南区から、 86-2 (壺）

は北区から出土している。本住居址の出土土器はいずれも住居廃 第8 6 図二5 cm 器拓影図

絶後の投棄遣物と考えられるが、本住居址の所産期を決定する資料と考えて大過ない。 （小山）

遺物 （第85・86図、図版三十七）

本住居址からは、弥生土器が出土している。器種には壺・甕がある。

壺は、口縁部が大き〈外反する85-1と、受口状を呈する86-1がある。 85-1は、口唇部に箆描の刻目が

施され、頸部に横走する箆描沈線が僅かに残存している。内面には横位の刷毛目調整の後、横位のヘラミガキが

施されており、外面は縦位の刷毛目調整の後、口緑部上位にヨコナデが施されている。 86-1は、口縁部にLR

縄文を地文とする箆描連続山形文が施され、口唇部にも LR縄文が回転押圧されている。調整は、内面に横位の刷

毛目調整の後、横位のヘラミガキカ憎iされ、外面は磨滅が著しく不明である。その他には、垂下する櫛描波状文

の左右端を箆描沈線で区画する胴部破片 (86-2)がある。

甕 (85-2)は、口唇部に箆描の刻目をもつ。文様は頸部から胴部下位に集中しており、 LR縄文を地文とし、

頸部に7~8本一組の櫛描横走平行線文を一巡させた後、頸部以下に櫛描斜走直線文が横位羽状に施されている。

また、 一部に斜走直線文の施文以前に櫛描波状文が2帯程垂下されている。器形は、口縁部が短く外反し、端部

でつまみ上げるように立ち上がっており、胴部は上位でややふくらむが、最大径は口縁部にある。色調は黒色を

呈しており、他に比して異様である。

以上、本住居址の所産期は、出土遣物の特徴より、弥生時代中期後半に求められる。 （篠原）

第19表 Y81号住居址出土土器観察表

頂書 号図 粒積 法量 成影及び註形の特徴

” 
整 慣 考

ロ縁部は大さく外反する． 内）横位のハケメ鯛箪一横位および斜位のヘラ ミガキが施されて 回転実測A
15 6 いる． N区、 S区床面上

85-I 壺 < 4.6> 外）縦位のハケノ調整の後、口緑部にヨコナデが施されている．

文）口唇部にヘラIllによる期目が施されている．

最大径は口緑部にある．口繰郎は短く外反し蟷 内）ハケメ調望→償位の姐いヘラミガ弁が施されている． 回転実綱B

部でつまみ上げるように立ち上がる．腑部は上 外）口縁郎にヨコナテ、胴邪下位に縦位のヘラミガキが施され N区、炉内

13.6 
位でややふくらむ． ている．

l6.2 
文）口唇部にヘラ摺の刻目．口繰部から胴節中位にLRlll文を地

85-2 甕
5.2 

文とし頸部に7-8本一組の欄紐横走平行線文（右回り）、胴

13.8 
部に胴襦斜定直繰文が憤位羽状に施されていふまた．斜定

直線文が滝文される前に置捻液状文が蚕下された痕も餞られ

る．
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第Ill章遺構と遺物

21) Y82号住居址

遺構（第87図、図版三十六・三十七）

本住居址は台地南部の最西端、こ・さー27・28グリッド内に位置している。他遺構との重複関係はもたないが、

住居址の南西側は既に削平されている。

このため、プランを推定することも不可能であり、東壁長560cmを計測するにすぎない。従って、床面積、長軸

方位も不明である。

覆土はパミスと砂粒を少祗含む茶褐色土（第1層）が、南壁下周辺に認められたのみで、他ははとんど削平さ

れている。

確認面からの壁高は残存する東・南壁で3.5-28.Scmを測り、東壁の残存状態は比較的良く床面からの立ち上

がりは緩い。壁体は上位を地山の黄褐色火山灰層、下位を地山の砂層によって平滑に構築されているが、もろく

崩れ易い。

壁溝は壁体の残存部の直下のほとんどにめぐっており、住居址を全周していたことも考えられる。南束コーナ

ー下に 2箇所の断絶をもち、壁溝幅は10-17cmを測る。床面からの深さは、 3-15cmを測り、断面形はU字形を

呈する。

床面は地山の砂層上に茶褐色土を埋めもどし、平坦にたたきしめた「叩き床」が施されており、残存部はおお

むねフラットで堅い。

ピットは 3個検出された。主柱穴と考えられるのはP1のみで、住居址北側に位置する。 37X 32cmの楕円形を呈

し、 69cmの深度を有する。 P2は南東コーナー付近に位置し、 29X28cmの円形を呈する。深さは28cmを測り、掘り

込み内には3.04kgの重さをもつ粘土塊が検出されている。 p3は84X4lcmの不整楕円形を呈し、南側が深いテラス

状の掘り込みを有する。深さは最深部で61cmを測る。 P2は粘土貯蔵施設としての機能が考えられるが、 P孔こつい

ては不明である。

炉址は検出できなかった。

遺物の出土状況 ④ 
本住居址からの遺物の出土量は少なく、

上面を近年の耕作等による影咽をうけて

いるために、同一個体の破片が各所に散

乱する。付近に他の遺構がないため、往

時の住居エリア内から、出土した遺物も

残存する床面範囲外からの出土であって

も共伴遣物とみなしたい。遺物分布はp3

上に集中し、 88-1・4・5 (壺）が出

土している。この他、南壁下西側に、 90-

1・2 (磨製石斧 ・台石）、また、 88-2・ 

3・6・7 (壺・甕）、 89-1 (壺）が西

区（床面範囲外も含む。）に散在する。

I• 

ぶ
令グ

i;J;, 

88-l 

冨
， 
88-3 

①
 88-l 
＼乏

遺物 （第88・89・90図、図版 三十七）

l 茶褐色土層 枯性は蒻い．バミスと砂餃を少量含む. 1:1高685.7m
0 (1 : 80) 2 m 

第87図 Y82号住居址実測図

本住居址の出土遺物には弥生土器•石器
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 0 (I : 4) 10cm ．．  

第88図 Y82号住居址出土土器実測因

第20表 Y82号住居址出土土器観察表

挿奮 吟図 若 法量 成影及び蒻形の特徴 ” 
望 憤 考

口繰部は綬く外反し口昏部は面取りされてい 内）楕位のハケメ潤望→横位のヘラミガキが紐されている． 回転実渕A

12.3 る．
外）糾位のハケ1111整→横位のヘラミガキが施されている． 悩 2,W区l層

88-I 壺 く6.8〉
文）口唇部にLR縄文。頸部にヘラ襦横走平行線文が施されてい

る。

口繰部は蘭状の類部から外反し、嬬郎でやや内 内）横位のハヶパ鴨輩→T寧な横位のヘラミガキが施されてい 回転実測B

弯する．口野郎は面欧＇）されている． る． w区 1層

(13.8) 外）口繰部上位にヨコナデ、下位は縦位のハケメ謂竪ー横位のヘ

邸ー2 壺 < 7 .5) ラミガ足頚部は11t位のハケメ調整が庫されている．
文）頸部に2粂のヘラ緬横定平行線文によって区画された中に、

ヘラ緬による剌突文が充唄されている．

口繰部は短く外反し、嗣部は大きくふくらみ 内）横位および斜位のヘラミガキが薦されている． 回転実測B

(15.8) 中位で最大径を以って球影を呈する． 外）糾位9ヽケメ綱肇→文様施文→胴部下位に縦位のヘラミガキが No 5、な46グりット・内覆土

邸ー3 甕
く16.1) 施されている。

文）口唇部にLR縄文を地文とLヘラ緬による'J.11目が施され、頸

(18、7)
部以下は6:4<-IJl(l)櫛ほ波状文 （右回り）が基本的には上か

ら下へ施されている．

内）唐減著しく不明． 回転実測B

88-4 壺 く3.4> 外）縦位のハケメ調整ー横位のヘラミガキが綸されている． llo.l 

8.4 

内）磨滅著し（不明． 回転実測B

88-5 壺 (3,2) 外）漣な縦位のヘラミガキが滝されている． ぬ3

(8.4) 

内 ・外面とも赤色塗彩・ヘラミガキが施されている． 回転実測A

88-6 鉢 (1.2> w区J層
4.8 

t ＇ 
内），、ケメ調整ーヘラミガキが施されている。 回転実沙IA

88-7 <1.5〉 外）ナテが施されている． W区

(3.2) 

がある。

弥生土器の器種には壺 ・甕 ．
第89図 Y82号住居址出

鉢がある。 土土器拓影図

壺はいずれも単純口緑を有する細頸壺で、口唇部は

面取りされている。 88-1は口縁部がゆる〈外反する。

胴部以下は欠損している。文様は口唇部に縄文、頸部

に箆描横走平行線文が1条施されている。 88-2は、

口縁部が大きく外反したのち上位でやや内弯気味に立

ち上がる。頸部は2条の箆描横走平行線文の区画内に

口
I 

し―― 1

0 3cm , ． 
(I : 3) 

こニニ~ 2 

0 (l : 6) 10cm 
・~

第90図 Y82号住居址出土石器実測図
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第Ill拿這溝と遺物

箆描刺突文が充峨されている。 1・ 2とも刷毛目閥投をヘラミガキで梢している。よた、細片ではあるが、 89-

1 も単純n殺の壺で口唇部に縄文施文ののち、箆描の刻 H を施している。 88- ~ ・5は庇部片である。

甕で形態を知り得るのは88-3のみである。短か〈外反する口紐部から胴部は球）f3に大きくふくらむ。口怪部

はLR縄文を地文として箆描の刻H、頸～胴部下位までは櫛描波状文が9帯隈なく施される。 88-7は小型の甕

の底部片である。鉢88-6も底部片であるが、内外面に赤色旅彩が施されている。

石器には磨製石斧90-1と台石90-2がある。 1はチャート製の小型偏平片刃石斧、 2は安山岩製である。

以上、本住居址の所産期はヒ記の共伴遺物から弥生時代中期後半と考えられる。 （小山）

22) Y83号住居址
1n 

遺構 （第91・92図、図版 三 1・八 ・三十九）

本住居址は台地i鮒・部の西端、 〈・けー

26・27・28グリッド内に位四し、北西部

の半分以上は調査区外のため、未調査で

ある。また、南岳の西側も攪乱されてい

る。このため、平面プラン、規楳、長軸

方位は不明である。

覆土は..:..rtiからなる。第1層は暗褐色

土、第2/rjは黒褐色ヒである。

確認面からの堕在は残存部で6~22cm 

を測り、成盟の残存状態が良い。墜体は

地山の鉗褐色火山灰）り、砂/rJを利用して

構築され、床而からの立ち上1)は綬い。

壁溝は、 残存する壁直下を全周する。

壁溝幡は11~39cmを測り、断而形はU字

状を呈する。深さは4~ 8cmを測る程度

で割合浅い。

床面は黄褐色の砂屑まで掘り込んで、

平坦化したのらに、茶褐色七を薄〈埋め

もと‘して叩きしめた「叩き床」が全血に施されている。おお

むわ平坦で賂固な構築状態であるが、 1柑墜側から、北側へ向

／／ 

N 

B
-

A 2 A' 

翫~~ 犀重―ー／“ ク 曇―
且

I 暉鳩色t層 帖釦!ffぃ． 買色＊山fJ<tH とパiス
を含CJ.

2 鳥褐色 I:層 帖性は漏い,tll大な,q スを含CJ,

ってレペルを低下させている。

ビットは 3個検出された。いずれも住居址の南側に掘り込

まれている。 このうち、 Paが主柱穴と考えられる。 46X52cm 

の束西に長い楕円形を呈し、 32cmの深度を有する。断面形は

U字形を呈する。 P心Paの西側に並んでおり、柱穴と考える

こともできる。 50X61cmの束西に艮い楕円形を呈し、 47cmの

深度を布する。断面形はU字形を呈する。 P1は南繋下の東側

に位泣し、機能については判然としない部分が多い。49X52

cmの円形を呈し、 36cmの深度を布する。断面形はU字形を呈

A
-

＂̂‘
 第91図 Y83サ住居址実測図

慣贔G8S.7m 
(I 60) 
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疇

，も

．
 

13
-

.̀‘
 
ヽ’ヽ
.

zm 

1 鳥色上層 ~ n鰭か(. fj, 位を含J鼻

ややサ,.,.,している． 慣高鵠5Gm 

0 (I 30) 50t,n 

第92図 Y83号(t居址炉址災iJIIJ固
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第 i節翌穴fl!冶址

する。

炉址は1屯居址のはぱ中央に位凶しているとガえられる。

: ::: 杉：；二；:::~ 音;i力も::~:~:::。す：；：：：： ＼＼＼：言叫ミミd'~ り
を呈し、床面からの掘り込みは屈深部でも 4cmと浅い。火

床部は!/Illり込みのI南西部に偏在し、長さ57cm以上、幅41cm

の惰円状の地山がそのまま焼け込んだ焼土範囲を有する。

焼土範囲の北束及ぴ北部には各1個ずつの礫が分布しているが｀

この位近で使用時に機能していたものかは判断できかねる。覆

土は、砂粒を含むややサラサラとした、きめ細かい瓜褐色土 1

屑のみからなる。

遺物の出土状況

＂̂v
 

(I , 4) 10四

第93固 Y83号住居址出土土梢実測図
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第94図 Y83サ住居址出土土僻拓影図

本住居址からは弥生土器が出土しているがその星は極めて少ない。また、全体の遺物の分布傾向も、特に集中

的に分布する箇所はみられず、散擾な分布傾向を示す。 93-1 (壺の底部）が炉址南側の床面よりも 2cm浮いた

レペルから出上し、 93-2 (鉢）が北区の第1屈内から出土している。また、 93-3 (甕）はP,・P, 間に位置

し、ほぽ床面上から出土している。この他、 94-l・2・4 (甕）は南区の 11層内から出土している。 これらの

遺物は垂直分布からみれば、大きなレペル差はみられず、大方が同一時期に投棄されたものと見倣すことができ

る。従って、本住届で直接使用されたものではないと理解されるものの、本住居址の所産期を推定する資料には

なり得よう。 （小山）

遺物（第93・94図、図版四十）

本住届址からは、弥生土器が出土している。そのうち 2点を実測し、 4点を拓影して図化した。弥生土器の器

揺には壺．甕．鉢がある。

壺には93-1の1jf_部があり、 平底で外傾して立ち上がる。内面の調整は刷毛目調整がなされており、外而は粗

い横位のヘラナデが施されている。底部の外周緑には成形の時行われたと思われる指頭圧痕が明瞭に残っている。

94-1の胴部の破片は箆描横走平行線文で区画し、箆による刺突文が平行に走っている。その他｀図化できなか

ったが、顆部には箆描平行線文がみられる細頸壺の口殺部がある。

甕には、 94-2の口級部があり、口唇音II面取りされてLR縄文が押捺されており、外面にはLR縄文を地文と

し、箆描連続山形文が施されている、やや受口状となる口緑部である。 94-3の胴部破片は、櫛描斜走直線文

が横位に施された後、箆による刺突文が横位に見られる。 94-4も痰の胴部破片で櫛描垂下j(i線文を施した後、

帯状に櫛描波状文力嗚されている。

93-2の鉢は、全器形がわかり、底部平底で口辺部内弯して端部で凪曲して直立する。内外面とも赤色逸彩さ

れており、横位のヘラミガキにより罰整されている。

以上、本住居址の所産期は、遺構の項で述ぺたよ うに、これらの土器が同一峙期に投棄されたものと見i故すと、

甕の文様楕．成筍から弥生時代中期後半と考えて大過ないと思われる。 （高村）

第21表 Y83号住屈址出土土器観察及

挿魯 伐号l ff檜 法量 成＂及ひ怜形の特隕 11111 輩 帽 考

広郎の周絨に憎Ill(賓がl1濱でムる． 内） 9ヽ ケ;1111聾が紺Cれている． !ill転真纂Ja
93-I II <3.0> 外）柑い償位のへ,,ガキが輪さ1している． N<IZ 

7 7 

(]0.6) U辺郡1よIll冑沢味に開ト蟷郎で闇曲しl!l.立す 内・外面とい：卵色lfl1,・ 檎位(/)へ,t Ifキが鱚されている． 同転..,18 
93-Z 紅 4,2 o, N区 1層

(4 2) 
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第tu窪遺構と遺拙

23) Y84号住居址

遺構（第95図、図版 三十八・ 三十九）

本住居址は、台地南部の西端、か・き ・<-23・24・25グリ ッド内に位置している。第 2号溝状遺構、 Y85号

住居址と瓜複関係をもち、住居址の中央部を 2m内外の幅で南北に縦走する第2号溝によって、南墜の中央部、

および住居址中央部の泣土を破壊され、 Y85号住居址を破壊している。また、西壁の中央部、東壁のコーナー付

近も攪乱されており、住居址の北側半分以上は調査区外のため未調査である．

このため、住居址の正確な全体規模、平面プラン、長軸方位は不明であり、南臨長443cmが計測できるのみであ

るが、長方形を呈することは推定できる。

覆土は五層からなる。第1屈は暗褐色土で微粒の砂粒とバミスを多乱に含み、住居址残仔ffll中央の東西にわた

って広〈 堆積する。第2屈は住居残存部中央束側の床面上に小範囲で堆積し、第 llMに包括される。微粒バミス

と黄褐色砂粒を含む馬褐色土である。第3屈は西躾残存部の中央直下に堆積する。きめの細かい焦褐色上である。

第4、5/Mは住居址の南駐下及ぴ、北側に堆積がみられ、北 ・南、 2方向からの流入であったことがわかる。 第

4層は、砂粒主体の暗褐色土、第5屈は砂粒のみの黄褐色土である。

確認面からの堡高は9.5~38cmを測り、残存状況は割合に良い。虹体は上位を地山の質褐色火山灰府、下位を地

山の砂屈を利用して構築されており、床而からの立ち上がりは綬い。壁而はおおむね平滑であるが、砂層部分は

もる〈崩れ劫い．

床面は、地山の砂屈まで平坦に掘り窪め

たのち、茶褐色七を全面に薄く坦めもどし

てたた芦しめられた「叩き床」が施されて

いる。おおむね平且であるが、特に緊固と

は百えず、 剥がれ易い。

ピッ トは6個検出された。このうち、主

柱穴はP1・P2と考えられ、通常住居址全体

の中にあっては南側に位置するものである。

P1は58X52cmの楕円形を呈し、25cmの深度

を有する。断面形はU字形を呈する。凡は

35 X 37cmの円形を呈し、 42cmの深度を布す

る。断面形はu*形を呈する。 Pa ·P•は南

唸下中央に整然と並ぴ入口施設に関巡する

柱穴と考えられる。 p~は33X36cmの円形を

呈し、 24cmの深度を有する。断面形はU字

形を呈する。 P山は48X 47cmの円形を呈し、

33cmの深度を有する。断面形はU字形を呈

する。 P,は束墜残存部の中央に位四する。

26X25cmの円形を呈し、 33cmの深度を有す

る。Paは南束コーナー付近に位置する。

56X53cmの円形を呈し、床而からは25cmの

深度を有する。断面形は綬いU字形を呈す

る。裂土は上屈部に第2屈がみられる他は、

関濠区外 ¥Cd 

◎ p 2 
◎ p I 

-. j ts 
<lS Cc;, 

OS 
s s 

Q 
96-I 

E-

“ A麟!;_'
g_£'  

I i奮褐色土Ill 帖性1:1極めて翡い．微量の砂拉と~ l -3cmの小嶋を多量に含む．

I'暉褐色:!;/fl 砂粒主体．

2 黒渇色土眉 9占性はややIIい．撮位ヽ＂ス と賃色砂,~も少量貪c,, 慣高邸5.7m

3 黒褐色土層 9占性はややi良い．さの細かく、妙粒を含t,. 0 (I : 80) 2 Ill 
晴褐色上層 帖性は蝸めて＂ぃ．砂粒主体．

買褐色土層 妙粒主体．

賞褐色土屑 帖性は甑めてItい．賞色紗校が主体で

胤褐色上を高少•含ti,

第95図 Y8~ サ住）盈址央測図
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第96図 Y84号住居址出土土器爽測図

第22表 Y84号住居址出土土伶合観察表

；り 蛉憧 怯量 ~t fJ 及び惰 形の 特徴 調 蟄 傭 考

口繰郎は勺J 状に外反し、口9翡,~団取りさ 内） T拿な讚位のヘラ tガギが籠さIしている． 回転賓瀾B
13.8 11.て．いる． 外）文鳩が允蠣されている,~め不剛． II区、 Ill区

96-I 復 < 5,3) 文）口縁郎に 10本一lfl(f)flllほ練状文（庄11!1り）が上から下へ嵐文
されfol員、限郎1こ11本一組の襴Ii!篇状文(2遅止め・右回り ）
が籟されている．

9りlf1位のハケノ闘聾一雅い帽位のヘ.,; If令が峰されている． 闘転賓IIIIA

96-2 ll < 2.2) 
外）糾位のハケ.IOI聾→嵐位のヘラミ ガキが纏されている． IU区

5,2 

E ？ 
台懇は r,、」 の字状と旦し、 h郎と鉢lfi(?) 内）ヽヽケノ調望が譜さIiている． @~ 賓1118

96-3 ( ~ , 4) が貫通している． 外J赤色盪彩・観f,rおよび慣位のへ9ミガキが薦されている． It区

(l8.0) 口辺恥l;jはば直縁的に開さ、上位に燭成前の一 円），、ケ1111輩ー 「寧な慣位(I)へうミ ガ、が輪さnてぃる・ 囮転輿樹A

96-l 鉢 7 .s 孔を有する． 外）9ヽ ケ/Ill嘘縦位のヘラミガキが諏されている． 恥 1.II区、Ill区

5.4 

第6層が主体を占める。買褐色砂粒主体で黒褐色土をわずかに含む。

上屈部からは偏平片刃右斧が出土している。

遺物の出土状況

苫
い
万
/

児
多

S

・ぷ
ぷ
浜
t
.

5
"
a
J
-

認芍
唸蛮
各

夕鴫

k
 

J
,
 

咬・

0 11:0!?cm 

本住居址からは弥生土器・石器が出土しているが、全体の出土伍 第97図 YS4.f!・ 住届址出土土粋拓影図

は少なく、特に集中的に分布する箇所もみられない。また、床而上から出土

した遺物も少なく、本住居址の所産期を決定できる内容をもつ資料に欠ける。

覆土中から出土した遺物が多いが、一応図化した遺物を共伴遺物と見（故して

おきたい。96-2 (甕）がIll区、 96-3 (台付甕）、 97-3 (甕）がII区、 97-

1 (甕）がJV区、 97-2 (甕）が1区からの出土である。また、 96-1(甕）

はJI. lII区、 96-4 (鉢）はII. 田・IV区の広範囲にわたって分布する。 98-

1 (偏平片刃石斧）はp6内からの出土である。 （小山）
I 

一

遺物 （第96・97・98図、図版四 1-)

本住居址からは、弥生土器・石器が出土している。弥生土器の器穂には、

壺．甕・台付鉢？．鉢がある。壺は無彩の平底の大き〈外傾して立ち上がる

Q (I 3) Som 

第98図 Y84サ住居址出土石器
．，尖測図

底部がある。甕には96-1の口緑一頸部の部位があり、「弓」状に外反し、口唇部而取りされている。口緑部に10

本一組の櫛描波状文が上から下へ施文された後、頸部には11本一組の 2連止めの櫛描簾状文がなされている。内

面調整は横位のヘラミガキが行われている。 96-2の底部は平底で、丁度、粘土紐のつなぎ目で破壊している。

内面の調整は斜位の刷毛目調繁の後、粗い横位のナデが施されており、 外面は縦位の刷毛目調整の後ヘラミガキ

がなされている。 97-1の口緑部は櫛描波状文と櫛描簾状文がみられ、 97-2・3は頸部から胴部の破片で横位

羽状の櫛描斜走直線文が施文されている。 96-3の台付鉢？は外面赤色塗彩されており、脚部と鉢部（？）が貫

通した穴が見られるが、これはつなぎ目のホゾがぬけた跡と思われる。 96-4の無彩の大形の鉢は、口辺部ほぽ

直線的に開き、上位に焼成前の一孔がみられる。 98-1はほぼ完形の凝灰岩質（？）偏平片刃石斧で刃部 ・片側

辺・茶部表面片側が研磨されている。以上の出土遺物から本住届址は弥生時代後期の所産と考える。 （高村）
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第Ill輩遺構と遺物

24) Y85号住居址

遺構 （第99・100図 図版三十

九 • 四十）

本住居址は台地の内部の南部

き・<-22・23グリッド内に位

訟している。 Y84号住居址、第

13号周沿と煎扱関係をもち、こ

れらに、北束コーナ一部、西g

の北半分、およびその周辺の床

而を破壊されているが、全容を

推定することは可能である。

プランは東西の短軸長482cm

（推定）、南北の艮軸長537cm、東

芍艮467cm(推定）、西壁長450

cm、南撻長427ci11(推定）、北壁

長482cmの聞丸艮方形を呈する

が、より方形に近いプランであ

る。床面積は25.17m•を測り、長

軸方位はN-4'-Eとはぽ南

北をさしている。

覆上は二層からなるが、極〈薄

い堆積で、既に削平されてしま

っている部分もある。第 1層は

バミスと砂粒を少位含む焦褐色

土であ り、住居址の中央部を中

心としてレンズ状に広範囲にわ

たって堆積する。第2層は、 北・ 束 ・南阻下にみられる第一

次的な堆積土であり、砂質で焦褐色土を少量含む茶褐色上で

(fy 
ltt1 11:0 

ピ101.-8 夏 01-4 ヽ
ヽ

102-I 3・ tl¥t一り e S 13 

ーC I ， 

'~ 翌， 三琴
＼ 丘‘

101-． 7 

゜,,, !i. ¥I @s 

lt1:1 lc:i 

＇ A-

黒鳩色.t層 帖f<I.I』やや慎い． バ！スと砂拉を少量含(J,

＂色 J:層 帖t.tli馴（サ9サ9している．紗質で鳥色土を

少•切. 0 

第99図 Y85号住居址実測図

ある。おおむね、プライマリーな堆積状態と考えたい。

確認而からの公莉は8~16cmを測り、床面からの立ち上が

りは、割合緩い。阻体は地山の黄褐色火山灰層を利用して構

築されており、おおむね平滑な埜面を形成している。また、

割合に堅固であり、遺存状態も良い。

虹溝は検出されなかった。

床面は地山の貨褐色火山灰層、その下の砂層まで掘り窪め

たのち、贔褐色土を坦めもどして平坦化し、 叩きしめた「叩

き床」が施されている。おおむね、平坦な構築状態であるが、

やや軟弱で特に竪緻な箇所はみられない。尚、本住居址の1未

下は他遺構の状況とは異なり、 北 ・束 ・南虹下に 5~15cmの

A-

膚嘉G8Gm
(I; 加） 2m 

11:ll 

l 黒色七肩 tlittl! やや慎い．燒.t'嵐化蜘・小躙

が含ょ しヽている．

2 祢褐色士眉 砂拉上体で．饒土がほしる．

3 賃褐色I層 賞鳩色の砂が少々織けている．

4 赤Ill色上層純nな働.i..

/ti:, 

I)~1 

．
 

A-

｀麟編A

隕高68~ .7m

9 (l・30) 50cm 

第100図 Y85サ住屈址炉址尖測図
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第 1節竪大9固屈拙

「コ」字状の掘り込みがみられる。北壁下における掘り込みの幅は広〈、 86~160cmの広がりをもち、北側の主柱

穴部分にまで及ぶ。束挫下の幅は狭〈、 25cm内外を測るのみであるが、 南墜下においては掘り込み幅が更に拡大

し、 65cm内外を計測する。このような掘り方をもつ住居址は本遺跡内では他に類例がみられず、注目される資料

である。

ピットは、 9個検出された。 主柱穴P,~P,の4本は整然と自蒻かされる。 いは65X63cmの不整円形を呈し、 46

cmの深度を有する。新面形は東側に一段のテラスを有する。 P2は51X45cmの円形を呈し、 58cmの深度を有する。

断面形はU字形を呈する。Psは43X48crnの楕円形を呈し、48cmの深度を有する。断面形はU字形を呈する。凡は、

32 x 29cmの円形を呈し、 46cmの深度を布する。断面形は円柱状を呈する。 Psは北壁下の中央に位没し、所開「棟

持柱」とガえられる0 47X37cmの楕円形を呈し、 48cmの深度を有する。 Pe・P1は南駐下中央より束寄りに接して

並ぷ。 P。は67X66cmの不慈fil形を呈し、 30cmの深度を有する。 P1は73X 94cmの松円形を呈し、 25cmの深度を有す

る。位償関係からみて入U施設に関連するピットと考えられる。 Psは氏の北西側に近接する。43X47cmの円形を

呈し、 60cmの深度を有し、主柱穴のp.J: りも、規模が大きい。 Poは束璧下中央北寄りに位氾する。 39X39cmの円

形を呈しており、 20cmの深度を有する。

炉址は住居址の長軸、 短軸の交点（住居址の中央）から検出された。 88X80cmの円形を呈し、長軸方位はN-

2・-wをさす。床而からの掘り込みは弓状を呈し、深さは厄深部で11cmを測る．火床部は掘り込みの中央からや
や北東寄りに骰けられてお り、31X25cmの焼土の広がりをもっ．砂粒（第2庖）、火山灰（第3庖）を 5cm内外の

厚さで埋めもどして構染されたものであり、強い加熱のために真っ赤に赤変した状態であった（焼土範囲は更に

束側の立ち上がり部の地山上にも懃められ、非営に強い加熱のあったことが伺われる。）。火床部の南側には、艮さ

30cm、幅26cm、1尊さ 8cmの偏平な大礫を中心として計3個の礫が磁かれ、炉緑石となっている。炉縁石は第3(質

褐色の砂） . 4層上に設かれており、この炉が掘り込み面をそのまま利用して使mされたものでないことが理解で

きる。股土は第2・3・41心などの炉の構築材を除〈と、第 l/£i、焼土、小礫、炭化物がまじる黒褐色土のみか

らなる。

遺物の出土状況

本住居址からは、まとまった弥生土器 ・石粒が出土しているが、全体的な出土伍は多〈ない。図化した遺物は

いずれも床而上あるいはその直下から出土したものであり、本住居址の共伴遺物と見｛故すことができる．遺物の

分布は特に北壁下西側に集中する傾向が呑取され、 101-2・3(壺）、5・6 (甕）、 8 (高杯）などがみられ

る。この他、Paの東側に101-4 (壺）、 101-1 (壺）、 pg西側に101-7 (ミニチュア鉢）、 P1南側に103-l (庖

製石斧）が散布している。また、第III区からは102-4・6 (壺）、第IV区からは102-2・5 (壺）、ピッ ト内か

ら102-3・7・8・9・10 (壺 ・甕）が出：：ヒしている。

遺物（第101・102図、図版四十）

本住居址の出土遺物には弥生上器・ 石器がある。

弥生土器の怜植には壺．甕 ・深鉢 ．鉢・高杯があり、壺10点、 甕4点、深鉢2点、鉢1点、高坪1点が図化で

きた。

壺には全形態を伺えるものがない。口縁部形態は受ロロ級のもの101-1・2のみで、頸部はいずれも太頸化し

ている。 101-1は受口口椒に明瞭な外稜を有し、 口唇部は面取りされている。文様は口緑部の受口部にLR縄文

を地文と した箆描の斜走短線文がめぐり、頚部にはLR縄文が2条の箆描横走平行線文で区画されている。外面

調整はヘラミガキが丁寧に行われている。 101-2は1に〈らべると受ロロ緑の外稜がやや丸味をおぴる。文様は

全〈施されず、内外面に丁寧なヘラ ミガキが施されている。

この他、形態は知り得ないが、 LR縄文上に箆描横走平行線文、斜状の押引き文がめぐる頸部片102-1、LR
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~Ill鸞遺檎と遺物

ロー—賣髯~(

曇

ill. 
0 (I: 0 lOca1 

第101図 Y85号住居址出上土粒実測図

塁 疇轟會，

ア゚~ 
第102図 Y85サ住居址出土土器拓影閃

縄文地文とした胴部の中位にやや乱れた箆描横走平行線文を 1条めぐらし、その上位に波状の櫛描垂下文を同じ

〈波状の箆描垂下文で区画した101-3、胴部の中一下位に箆描連弧文を 3条めぐらし、全体に赤色顔料が付箔す

る102-lや6などの胴部片、胴部中～下位に箆描退続山形文、横走平行線文を数条めぐらし、 m,1部上～中位にか

けては訂線状の櫛描垂下文の周囲を箆描文で区画し、更に箆描刺突文をめぐらした102-2、縄文地文上に箆描文

を山形状に施した102-3・4などがみられる。また、 104-4は胴下部から底部の破片で、 外面には丁寧なヘラ

ミガキが施されている。

甕は受口状の口緑部を有する101-5と単純口様の101-6、102-10がある。受口口緑を有する101-5の受口

部は外稜がとれ、丸味を帯ぴる。胴部は中位上方で軽くふ〈らむ。口緑部の受口部、 IJliiJ部の上位～中位下方にかけ

てはLR縄文が隈な〈施されている。』月部における縄文施文は帯を意識して行なわれたものでな〈、斜状に何回に
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第23表 Y85-SJ・ 住居址出七土粋観寮表

; ~ ＂鳩 法量 成形}). び鯰 W) の特徽

｀ 
輩

(19.9) 口蟻BIii,太い傾郎から外反し,c蠣で凡を以っ 内） T寧な慣位のヘヲミガキか篇されている．
IOI-I 壼 < 8 3> て畳口状に立ら上がる． 外），、ケ/1111聾-o縁狐に11t位のへ'!ガ蛉、 fll11111~1'に以位の

unfl~fjJIIJ散りされている． ヘラ：ガキカ'111されている．

0椒郎11太い”蘭から外反し． 上鴻で受u状 内） T寧な慣位へ9ミガキが輪さIiている．

101-2 耀 く7.L> に立ら上がら． 外）膚位J;よび縦位のへ9ミガキが噂されている．

-
内）開いハケ，，調菫が罐されている．

外） 9ヽ ヶ1謂奴ー織位のヘラミガキが誨さllている．

101-3 壺 く8.4) 文） LR縄文を墳文とし、嗣郎巾位にヘ,r畜慣定平行繍文が1彙
崎され、胴部ヒ＊に襴Iii汲状文が聾下され．ヘラ捻液状文で
区OOされている．

内）償位のハケ/調輩が讀されている．

101-4 壼 <7.5) 外），、ケ1調置一慣はおよび糾位のへ,iガ々が鱚されている．

(9. 7) 

(20.4) 最大伐11n撮郎1;I, り.u綽祁は受n状に内 内）慣位のへ9ミガ午が譜されている．

く11G> 彎し、＂部は中位で餞（ふくら c,,LI., 郎1よIii
外）文撮が纏文された1負.IPIIII! 下位に綬位のヘラ iガ介が譜さ1し

!OJ-S 復 収りさ』している． ている．

文l1:11>船内11],LIii: 郎・尉郎上位から中位にしfl縄文が隋さl'L
(20.4) ている．

最大＂は口蠍郎 1こあるが胴部巾lil:と大Jl!l:I纂 内）槽位xJ.び,,位のハケ9綱整~-横位のへ9 ミガ午が譜さ ヽして

(13,6) ぃ.tJ縁郁Ii恨く外f//.し、訊祁11位かにふくら いる．

(17、0) み．ロffllllは111i取りされている．
外）糾位If)ハケ1闘聾一鯛郎下位にltt,f(l(I')へうさガ令が繕されて

101-6 甕 いる．

(13、6)
文）口臀郁にLil縄文．謂訊IiS牟一fl(!)憎1菖謹状文が？帯上か
ら下へ罐さ11.た1鼻. 6本一様の111111爵下文が2帯―.l0で濾さ
れている．

7.3 ゆがみの菅しい論積み成形による•fill土＂であ 内）机燐な償位のへ,! ガキが誨されている．

鉢
6.5 る．口嫌開から底郁1;かけて進台形状を呈する． 外）縦位のハケメn整→祖い横位のへ,iガやが厖されている．

101-7 
3 2 
7 5 

1111部riスリムで巾円状に凹む． 内）机い ,ヽ-1",1"輩が誨さtLている．

101-8 ~ <4.2) 外）赤色邑彰・縦位のヘラミガギが1iされている．
5.3 

もわたって施されている。単純口緑の101-6は口緑部がご〈短〈、

強〈外反し、胴部は中位で軽〈ふ〈らむ。口唇部は面取りされ、縄

文が施されている。 JJ~I部上位から中位にかけては櫛描波状文が帯状

に7帯施されたのち、直線状の櫛描垂下文 (2帯 1組）によって区

画されている。102-10は101-6よりも口径が大きなずん胴な形態

になると考えられる。口唇部に縄文、胴部に櫛描波状文が施されて

いる。この他、櫛描斜走直線文が縦位羽状に施される102-9の胴部

片もみられる。

深体には102-7・8がある。 7は本来の甕形の形態を布すると考

えられる頸～胴部の破片であるが、内面に赤色途彩が施されている

ため、深鉢とした。文様は箆描斜走直線文が縦位羽状に施されてい

る。 102-8は受口口緑を有して胴部が大きくふくらむ、壺と甕の折

衷的な形態をもつと考えられる胴部上位片である。 LR縄文地文上

に箆描の爪三角形区画を施し、三角形の頂部には真中に穴のあいた

円形浮文が貼付されている。

第l節竪穴tヤ杓址

II 考

回転洟IIIB
ピ.,ト内

ll!I転箕副＾
血ヽ

絋片実割A

伽2,II区

回転賓嗣A

Na 5 

ll!l転冥創U
Nn9 

向転賓割A

N~3 
外曲の口縁郎から嗣隅、ヒキは黒色化し

ている，

完令賽11!1

N• 6 

佃転j(IJIIA

Nol 

0 (L:3) 5cm 
' -—-

鉢はミニチュアで輪積み成形の手捏ね土器101-7がある。形態は
第103図 Y85サ住居址出土石器哭測図

平底で器高が窃く、口辺部は内弯気味に立ち上がる。高坪は脚部片101-8があり、小型で「ハ正芋状に開〈。外

而は赤色塗彩が施されている。

石器には磨製石斧がある。 103-lは閃緑岩製太型蛤刃石斧で破棋ののち、基端部を敲石として再利用したらし

い。以上の出土遺物から本住居址の所歯期は弥生時代中期後半と考えられる。 （小山）
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聾lll拿遺鳩と遭物

25) Y86号住居址

遺構（第104図）

本住届址は台地南部の西側、け• こー22・23グリ ッド内に位置している。第156号土坑、第2号溝状遺構と瓜複

関係をもち、南束コーナーから北西コーナーにかけて斜走する部分を第2号溝状遺構に、住居北束部の床面を第

156号土坑に破壊されている。また、攪乱が著し〈、住居址の北束部の一部と、南堕 ・南墜西側の床面の一部を除

く、住居址の大半が破壊されている。

このため、以下に掲示する平面形態、計測値はすぺて推定である。プランは束西の長軸長575cm、南北の短軸反

527cm、東槌長480c.11、西峡長435cm、南虹長553cm、北壁艮485cmの台形に近い隅）し方形を呈すると考えられ、床面

積は28.40m'をはかる。長軸方位はN-as・-Eをさす。

覆七は北樅の中央部に残存するのみであるため、全体の埋没状態を知り得ない。第 1府はバミスを含む黒褐色

上、第2層はバミスを含む茶褐色土である。

確認面からの虹利は残存部で2~6.5cmをはかり、南唸の残存状態は割合良い。堕体は地山の賀褐色火山灰層を

利用して構築され、投固であり 、床面からの立ち上がりは緩い。

紐溝は南虹の西側にのみ確認された。幅は45cm内外、深さは10cm内外を計測する。他の住屈に比ぺるとかなり

大きな規模を有する。

床而は地山の砂）りまで掘り碩めたのちに平坦化し、茶褐色土を薄〈 挫めもどし、叩きしめた「叩き床」が全面

に施されていたと牙えられる。残存部の構築状態はおおむね堅固であり、東側から西側へ向ってわずかにレベル

が下がる。

ピッ トは2個検出された。いずれも主柱穴と名えられる。 P1は北束側、 P2は南西側に位置する。北西側、南束

側にあたる主柱穴は、攪乱が著しいため、検出できなかった。 P1・P2の規模はいずれも破壊された箇所内からの

検出であるために残存値を示すにすぎない。 P1は39X32cmの楕円形を呈し、 30cmの深度を布する。P2は46X 58cm 

の楕円形を呈し、 45cmの深度を有する。

炉址の存在も住居中央が

破壊されているため、わか

らなかった。

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土

器・石器が出ヒしているが、

全体の出1:11:'よ少ない。遺

物分布の傾向は、墜溝内の

西側に比較的集中するが、

全体的には散漫な分布であ

る。図化した遺物は床而上・

壁溝内から出土したものを

主とするが、住居址エ リア

内の攪乱層中から出土した

ものも一部含まれる。弥生

時代遺構相互の誼複関係を

もたない住屈址であるため、
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第 1間竪穴住む址
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第24.表 Y86サ住居址出土土牲観察表

璽
，
 
0(1'4)5cm ． 

=~ 1111 法量 成形及び蛉形の特徴 鯛 翌 傭 1f 

口繰昂1ょ預部から大さ（ラ・1バ状に外反する． 内）,~ 繰郎から隕郁1:,り•Itて慣位のヘラミガキが篇されている． 回転夷il!!A
最大lllt111111にある． 外）口縁福から"111¥lは樗位(/),ヽケJ調整の1負．糾位のへ,l. lf~. な41グリ.,ド

(15.2) 肩郎上位1れ賃位のハケノ＂輩の位縦位のヘ,. ガキ． 票祁 内囲1:炭化物の付着が讚しい．

105-1 慣 <14.S> 中位は縦位のヘラミ ガキが籍されている．

- 文）「10郁1こヽiJC文．頸部へ,iii!震走平行線文が2条繕されてい
る．

＂部は細（口縁 &al』9ッパ状に外反する．口" 内）口縁節から隕郁にかけて11◄員位のヘラミガそ、頸郎以下IJ縦 即転寓IIIIA
8~1j 涌取りされてい る． lll:の帷なヘラミガ＊が雇されている． NQ 2 

外）口縁節から＂部 にかけては糾位の9ヽ ケノ肩彗の復馘位のへ9 外面1:Jr.色顧9↓が付着している．
(l• .J) ミガキ．頻SB以下し、屯のハケ11111鴨の1負崖位のへ9ミガ"''

105-2 置 < 9.2) が讀さItている．

文）費節にllllll罵状文 (J濾止n)が栂さ11.、3彙のへ,1.積走
平行艤文で上下を区園され、それ以下に1111贔腎下文鳩＇文のI負，
外周をヘ'71ヽ沈輸で区Illされている．口＂餌に縄文が不鉗 IJI
ながら纏されている．

最大t.l! li-Mftい： ある• D撮郁1れ受口状に立ら 内）l寧な槽位のヘラ:ガキが籍さJしている． 絃片実創A

上がり胴龍11大さ・（ふくらt:J, 外）碩郎1111 コナ，，、馴郎1:1ハケ ~I'll竪が鱚されている． w区床上
(24 0) 

文）口岬1:LR縄文、隕罷には7本一籍の禰Iii胄た平It線文（渡
105-3 甕 (IZ.5> 状文？）が一曹、類郎以下に4~74'I屈の蠣は糾11111(緯文

が縦位羽状（右liil'I)1: 籍されている．

一
内）償位のへ9ミガキが峰されている． ill転剛0

105-l 甕 <2.1> 外）111.位J1よびf+位のハケノ調讀/IJI亀， U位のへ9ミガキが崖さ lll区限上
(r,、0) れている．

口辺ff1は内贄気陳に開~-燿糾で外反する． 内・外面とし1:f/rl色位りf.慣伍および,I位のへ,lガ井が讀され 匝転寓割8
105-G 鉢 <5,8) ている． N•~ . R 

(1.3) 
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第1ll章遺構と遺物

これらの総てを本住居址の共伴資料と見1故しておきたい。

105-1 (盛）は昭和54年の試掘調査中において、本住居址の覆土中から

出土した。 106-2 (壺） . 5 (鉢）、 107-1 (砥石）は南墜下の堕溝内か

ら、また、 105-3・4 (甕）、 106-7・. 8 (壺・甕）はIll区床面上から出

土している。この他、 106-1・4・6・11(壺・甕）がI区の）未而上、106-

9 (甕）がll区、 106-2・10 (壺 ・甕）がrv区、 106-3・5 (壺）が伐

乱府中から出土している。

遺物 （第105・106・107図、図版四十）

本（主居址から出土した遺物には弥生土稲 ・石器がある。

弥生土器の器種には壺 ・甕 ．鉢があり、壺9点、甕6点、鉢1点が図化

できた。

0 (I 3) 5 Cfll 
' ' 

第107図 Y86号住居址出土石悩災測図

壺には単純口緑の105-1・2と受口口緑の106-7がある。形態はいずれも細頸壺である。

単純口緑の105-1は口緑部が強〈外反し、大きくラ ッパ状に開〈。 胴部は中位下方か、下位に最大径を有する

と考えられる。 105-2は1よりも更に細い頸部から口緑部はラ ッパ状に外反する。 口唇部には面取りが施されて

いる。文様は 1が口唇部、頸部に集約されるのに対し、 2は頸部から胴部にまで施される。 1は口唇部に箆描刻

目、頚部に箆描横走平行線文が2条施されている。 2は頸部の上位に 1条、下位に 2条の箆描横走乎行線文を施

したのち、その間に櫛描篤状文（多巡止め）を充岨し、胴部には箆描文で区画された 2帯一組の直線状の櫛描垂

下文が間隔をおいて施されている。外面には各所に赤色顧料の付芳もみられる。 外面罰整は 1・ 2いずれもヘラ

ミガキが施されている。

受ロロ緑の106-7は受口部の外稜がほぽ完全に消失し、直線化する。文様は口唇部、口緑部にLR縄文が施文

されている。

この他、壺にはLR縄文地文上に箆描横走平行線文・連続山形文を組み合せ、最下位に箆描連弧文を施した106-

1や、平行線文・ 山形文を組み合せた106-5などの胴部片、櫛描波状文・横走平行線文を 1帯ごとに交互に組み

合せた106-2・8 (同一個体とも考えられるが、 2には煤が付党、 8には赤色顔料が付滸している。）の胴部片、

頸部に 2帯の突帯を有し、突帯上に箆描の刻目がめぐる赤色顧料の付党した106-3, LR縄文地文の類部に 6条

以上の箆描横走平行線文を施し、上三段の文様帯内に櫛描の刻目を施した106-4、頸部に櫛描横走平行線文のめ

ぐる106-6などがある。

甕には受ロロ緑を有する105-3がある。 105-3はほとんど外稜を失ない直線化した受口口紐を有し、胴部は

球状に大き〈ふ〈らむ。口唇部は而取りされ、縄文が施される。また、口紐部にはLR縄文のみ、胴部には櫛描

斜走肛線文が縦位羽状に施されたのち、頸部に櫛描波状文が施されている。内而はやや雑ではあるがヘラミガキ

が施されている。この他、底部片105-4や、頸部に摘描簾状文、胴部に斜走肛線文が縦位羽状に施される106-

9、顕一胴部にかけて櫛描横走平行線文が帯状に数帯施される106-10、胴部に櫛描斜走直線文が横位羽状に施さ

れる106-11などがある。

鉢には105-5がある。平底の底部から口辺部は内弯気味に開き、端部で外反して鍔状に張り出す。内外面に赤

色塗彩が丁寧に施されている。

石器の器種には砥石がある。 107-1は約半分を欠損している。砂岩製で片側面が両刃状に庖滅している．

以上、本住居址の共伴遺物は弥生時代中期後半に位氾づけられる。従って、本住居址の所産期もおおむね弥生

時代中期後半と考えられる。 （小山）
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第 11111 竪穴住居址

26) Y87号住居址

遺構（第108・109図、図版四十一）

本住居址は、台地南部の中央から西寄りの、く ・ け • こー20・21グリッ ド内に位滋している。第13サ周浪と爪複

関係をもち、住居の北側を破壊されている。

プランは、束西の短軸長520cm、南北の長軸長700cm(推定）、東壁長630cm(推定）、西壁長630cm(推定）、南壁

長410cm、北壁長441cm(推定）のJl/J¥丸長方形を呈すると考えられ、床面積は推定で33.92m'を測る。長軸方位はN-

2・-wをさす。
覆ヒはおおむね二屑からなる。住居址の中央•西側の最ヒ層には第 3 陪の黒褐色土が薄く堆積するが極〈僅かに広

がりをもつ程度である。第 1府は覆土上IMにあたり、住居址内の全面にわたって広〈、厚い堆積を示す。バミス

と焦色上を多泣に含む砂質の淡茶褐色土である。第2屈は覆上下屈にあたり、第1屈と同様住居址内全面にわた

り広〈、厚い堆積を示す。きめの細かいパミスを少旦含む焦褐色土である。自然堆積か、人為堆積であるかは判

然としない。
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第III章遺構と遺物

確認面からの壁高は10-42cmを測り、

束・南壁の遺存状態は良好であるが、

西壁の北側の遺存状態はやや不良であ

る。壁体は上位を地山の黄褐色火山灰

層、下位を地山の砂層を利用して構築

されており、床面からの立ち上がりは

緩い。壁面はおおむね平滑に形成され

ているが、下位の砂層部分はもろ〈崩

れ易く、何らかの補強材が必要であっ

たことが想起される。また、東側中央

は若干のふくらみをもつ。

壁溝は検出されなかった。

床面は地山の砂層まで掘り窪めたのちに、茶褐色土を住居址の全面に薄〈埋め戻して平坦に叩きしめられた「叩

） ， 

I>. /:,,. 
ヽ

1 黒色土層

2 灰褐色土Iii
3 赤謁色土層焼土．

゜
攘高685.6m

< I : 30) 1m 

第109図 Y87号住居址炉址実測図

き床」が施されている。おおむね、フラットな面が形成されているが、遣存状態は良好でなく、もろ〈、剥がれ

易い。特に堅固な箇所も認められない。

ピットは5個検出された。主柱穴はP1-P3の3本が検出された。北東部の柱穴は、第13号周渥による破壊部に

存在するため、未検出であるが、往時は4本が整然と配置されていたと考えられる。 P1は26X28cmの円形を呈

し、 26cmの深度を有する。断面形はU字形を呈する。 P2は40X35cmの楕円形を呈し、 44cmの深度を有する。断面

形は底面がおおむね平坦であり、円柱状を呈する。 p3は36X42cmの楕円形を呈し、東側に一段のテラスを有す

る。深さは50cmを測り、断面形はおおむねU字形を呈するが、東側に一段のテラスを有する。 p4• p5は南壁下中

央に位置するが整然とは並んでいない。いは39X29cmの楕円形を呈し、 37cmの深度を有する。 Psは33X25cmの楕

円形を呈し、 30cmの深度を有する。

炉址は北側の主柱穴間に位置する。北側の約半分を第13号周温に破壊されているため、全容は明らかでないが、

形状は径100cm以上の円形か楕円形を呈することが考えられ、かなり大規模なものであったことが想起される。深

さも最深部で25cmを測り、他の例に比べるとかなり深い掘り込みをもつ炉と言える。火床部は掘り込みの南側に

偏在する可能性が強〈、 39cmX40cmの円形の範囲で焼土が分布している。この焼土は黄褐色火山灰が焼けて赤変

したもの（第3層）であり、 3 cm内外の厚さで地山上に埋めもどされたものである。炉縁石は検出されておらず、

単純な地床炉であった可能性は強い。炉址の構材 （第3層）を除く、覆土は二層からなる。第1層は黒色土、第

2層は灰主体の灰褐色土である。

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器・石器・青銅製品が多量に出土しているが破片資料が多〈、復元しても完存品になる

ものは一点しかない。また、第1屈中から出土したものは弥生時代中期後半の土器の細片が多量に混入している

ため、第2層中、及び床面上出土の土器を本住居址の共伴遺物として図化した。このため、石器の268-59(磨

製石鏃未成品）、 274-158(敲石）は本住居址の共伴遺物からは除外した。共伴遺物の分布状態をみると、住居中

央の東寄りにやや集中する傾向が看取されるが、全体には散漫な分布状態を示している。また、 llO-4 (甕）の

ような同一個体の破片が住居址内に広〈分布する資料に代表されるように、共伴遺物としたものも多くは住居

廃絶後の投棄遺物であったことが推測される。 llO-3・4 (壺・甕）、 112-1 (青銅製品）が住居址中央の東側

に分布し、 llO-2 (壺）が西壁下中央付近に分布する。この他、 110-1(壺）がIV区の2層から、 110-3 (甕）

が、 I区2層から出土している。 lll-1・2 (甕）は、 II・III区の間で接合関係をもつ。これらの土器の他、住

居址の南東コーナ一周辺、炉址南西周辺などに礫の分布がみられるが、本住居址との関連は明らかでない。また、
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\~' 

。
(l : 4) 1.0cm 

第llO図 Y87号住居址出土土器実測図

第25表 Y87号住居址出土土器観察表

樽蓄 号図 若種 法量 成影及び弄形の特孜 Ill 整 傭 考

(19.2) 口給部は鴻邪で内弯L受口状を呈する． 内）赤色塗彩 ・横位のヘラミガキが施されている． 回転実綱B

ll0-1 壺 (7 .0) 外）口緑靖部は赤色塗彩・横位のヘラ ミガキ、以下は縦位のヘ IV区ZIii

ラミガキが篇されている．

内）横位のハケI謂肇が薦されている． 回転実測A

no-2 壺 <7,0) 外）ヽヽケメ調整→縦位のヘラミガキが施されている． No 6、II区2層

8.0 

内）磨減署し〈不明． 回転実測A

110-3 壺 く3.7> 外）底部下位に横位のハケノ関整が施された後｀縦位のヘラミガ No 7 

9.8 キが施されている．

最大径は胴部中位にある。口縁部Itr弓J状に 内）横位のハケメIll聾→横位のヘラミガキが籍されている． 回転実測A

ゆる＜外反し、胴部は中位で大さくふくらむ． 外）文様が施された後、胴邪下位から底部に縦位のヘラミガキが No. l・2・3・5. I区、 Ill区.lV区

22.0 
撓されている．

35.8 
文）頚部に8本一組の置襦簾状文 （等間隔止め・右回り）が2帯

110-4 甕
s.o 

維された後、 J11部上半に8本一Illの櫛溢液状文 （右回り）が

'l:1.0 
糟された後、下半に8本一姐の笥福斜定直線文が施されてい

る．口緑郎は6-8本一組の櫛搭液状文が3帝誨されている．

西壁下中央の南寄りの床面上には88X65cmの範囲で、灰の薄い広がりがみられるが、これについても住居址との

関連は明らかでない。 （小山）

遺物 （第110・111・112図、図版 四十一）

本住居址からは、弥生土器・石器・青銅製品が出土している。弥生土器の器種には壺・甕がある。

壺には110-1・2・3があるが、いずれも破片資料である。 110-1は口緑部に位置する破片であり、頸部か

ら外傾外反して立ち上がり、端部で内弯してほぽ直立気味となる。内面調整は、赤色塗彩 ・横位のヘラミガキが

施され、外面は約 1cmの幅で赤色塗彩・横位のヘラミガキが施されるが、以下は縦位のヘラミガキが行われてい

るのみで、赤色塗彩は施されない。このように壺の口縁部内面と外面の端部のみに赤色塗彩が施される例は、本

遺跡の出土資料の中では他に見られず、非常に稀有な存在であると言えよう。 110-2・3は底部片で全体の器形
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第III章遺構と遺物

は知り得ないが、 110-2は内面に横位の刷毛目調整が施され、外

面には縦位のヘラナデが行われている。110-3は外面に刷毛目調

整の後、縦位のヘラミガキが施されるが、内面調整は、剥離が

著し〈不明である。

甕には110-4がある。 110-4は本住居址の出土遺物の中で唯

ーの完形に復元された資料である。口緑部は頸部から緩やかに外

傾外反して立ち上がり、胴部は中位で大き〈ふくらみ、最大径は

齊咋3 
, . 0 (l : 4) 5叩

第111図 Y87号住居址出土土器拓影図

胴中位に位置する(27.0cm)。内面調整は、横位の刷毛目調整の後、横位のヘラミガキが行われ

る。外面は胴上半部に文様が施文された後、胴下半部に縦位のヘラミガキが施される。文様は、

頸部に 8本一組の櫛描簾状文（等間隔止め）が右回りに2帯施された後、口縁部と胴上半部に

同単位の櫛描波状文が右回りに上から下へ施文される。さらにその後、胴中位下方に同単位の

几(
-= 
0 1cm 
(I : 3) 

櫛描斜走直線文が施文される。 第112図 Y87号
住居址青銅製品

甕にはこの他破片資料として、頸部に櫛描簾状文（等間隔止め）が右回りに施され、胴部に 実測図

櫛描波状文の施される111-1・2・3がある。 111-2・3はいずれも櫛描簾状文の後、胴部に櫛描波状文が施

文される点で、 110-4と共通する。

この他、小片のため図示し得なかったが、内外面ともに赤色塗彩され、ほぼ直線的に立ち上がり、端部で内弯

する高坪の坪部、外面に赤色塗彩が施され、内面は刷毛目調整の行われる高坪の脚上部に位置する破片がある。

青銅製品としては銅釧と考えられる破片がある。小片であるため旧状は知り得ないが、残存部で長さ2.2cm、幅

1.0cm、厚さは最厚部で0.2cm、重さは1.3gを測る。

石器類は、本住居址との共伴性は薄いと考えられるが、磨製石鏃未成品 (268-59)、敲石 (274-158)が出土

している。 268-59は千枚岩製の磨製石鏃の未成品で、長さ2.0cm、幅2.1cm、厚さ0.3cmで、重さは1.9gを測る。

両面研磨の段階で破損したものと考えられる。 274-158は安山岩製の敲石で、長さ13.8cm、幅5.3cm、厚さ3.8cm

で、重さは423.5gを測る。河原石を利用したもので、端部に敲打痕が観察できる。

この他混入遺物として、口唇部に縄文の施される壺、 LR縄文を地文として、箆描文の施文される壺、竹管状

工具による刺突文の施される壺、箆描横走平行線文によって区画された中にLR縄文の施される壺、受口状のロ

縁部を有する甕など弥生時代中期の細片が多量に出土している。また、外面に叩き目のみられる須恵器甕の胴部

と考えられる破片も出土している。

以上、本住居址に共伴すると考えられる遺物に、口緑端部の内弯する壺 (110-1)、櫛描波状文と櫛描斜走直

線文の施文される甕 (110-4)などがみられることから、本住居址の所産期は弥生時代後期前半と考える。

（三石）
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第1節竪穴住居址

27) Y88号住居址

遺構 （第113図、図版四十二）

本住居址は台地の中央部よりもやや南西寄りの、け • こー19・20グリッド内に位置している。他遺構との重複

関係はもたないが、北東コーナーと東壁の一部、南東コーナー、住居址床面の中央東寄りを攪乱によって破壊さ

れている。

プランは東西の短軸長420cm、南北の長軸長465cm、東壁長410cm(推定）、西壁長428cm、南壁長353cm(推定）、

北壁長343cm(推定）の隅丸長方形を呈するが、より方形に近い。床面積18.lOm・（推定）を測るやや小規模な住

居址で、長軸方位はN-8.5"-Wをさす。

覆土は三層からなり、プライマリーな堆積状態を示す。第 1層はパミスを多量に含むきめの細かい黒褐色土で、

住居内のほぼ全域にわたってレンズ状に堆積する。第2・3層は住居址の壁下およぴ壁溝内に堆積する。第2層

は、各壁下に一様にみられるが、第3層は東 ・西両壁下にのみ認められる。第2層は黒色砂粒を多盈に含む暗褐

色土、第3層は砂主体の淡黄色土である。

確認面からの壁高は残存部で15-Zlcmをはかり、床面からの立ち上がりは緩い。壁体は上位を地山の黄褐色火

山灰恩、 下位を地山の砂層を用いて構築されており、上位は堅固であるが、下位はもろ〈崩れ易い。壁面はおお

むね平滑である。

壁溝は、壁の直下を全周すると考えられる。溝幅は19-43cmを測り、床面からの深さは、 l -17cmを測り、断

面形はU字形を呈する。

床面は、地山の砂層まで掘り込んで平坦化したのち、茶褐色土を全面に薄く埋めもどし、叩きしめて構築され

In 
1o:1 

1
 2
 

I~ 鳳

A
-

10 

゜

④ 
、c:.1
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3
 

2
 

A
- ，

 
A
-

黒褐色土層 帖性はやや強い．きめがIll(.!lf5u前後のパミスを多量に含む．

雌褐色土層 帖性はおい．きめが槌く、 fl}3一前後の黒色砂粒を多量に含む．

淡賞色土層砂主体， 標高686.2m
0 (I : 80) 2 m 

第113図 Y88号住居址実測因
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第ll1章遺構と遺物

ている。あまり凹凸はないが、各壁下から床面の中央に向って徐々にレペルを低下させる傾向がある。構築状態

はおおむね、堅固であるが、特に踏みしま った箇所はみられない。

ピットは7個検出された。

主柱穴は 4本 (PI-p .)整然と方形配置されている。 P1,ま残存値のみをあらわす。 27X27cmの円形を呈し、

58cmの深度を有する。 P2は56X52cmの円形を呈し、 58cmの深度を有する。断面形は南側壁に若干の稜を有する。

凡は65X53cmの楕円形を呈し、 58cmの深度を有する。断面形はおおむね「U」字形を呈するが、南側にテラスを

一段有している。巳は56X50cmの楕円形を呈し、 51cmの深度を有する。断面形は、南側に一段のテラスを有して

いる。

Psは北壁下中央に位置し．、「棟持柱」と考えられる。 43X 41cmの円形を呈し、 29cmの深度を有する。 P6・P,は

南壁下中央に整然とならぶ、入口施設に関連するピットと考えられる。 p6は22X26cmの楕円形を呈し、 20cmの

深度を有する。 P1は33X27cmの楕円形を呈し、 34cmの深度を有する。

炉址は、住居址中央やや北寄りに設けられているが、ほとんど後世の攪乱によって破壊されているため、詳細

は明らかでない。

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器・石器が出土しているが、量はあまり多くない。図化した遺物はほとんどが床面上、

あるいはその直上から出土したものであり、本住居址に共伴する遺物と見1故すことができるが、 267-42(打製石

鏃）は明確さを欠〈ため除外した。

共伴遺物の分布は、散漫な状況を示しており、特に集中的に分布する箇所はみられない。

114-1・5 (壺・甕）がいの周辺、 114-2 (壺）がPaJ:.、114-4 (台付甕）、 116-1 (台石）が南壁西側

の壁/,pj;上から出土している。

また、 I区からは114-7 (鉢）、 II区からは115-1・5 (壺 ・甕）、 Ill区からは115-2・6・7 (壺 ・甕）、

rv区からは115-6・8 (甕・高坪）、116-3・4 (壺．甕）が出土している。

遺物 （第114・115・116図、図版四十二）

本住居址出土遺物には弥生土器 ・石器がある。

弥生土器の器種には壺・甕・ 台付甕 ．鉢 ・高坪、石器の器種には台石がある。壺6点、甕6点、台付甕1点、

鉢 1点、高坪、 1点、台石 1点が図化できた。

壺には受口口縁を有する114-1・3と、単純口縁を有する114-2がある。受ロロ緑の壺114-1は太頸化の傾

向がみられ、 114-3は完全に太頸化している。 114-1は受口部の外稜が完全に消失しており、丸味をもって立

ち上がる。口唇部には擬縄文、口縁部には箆描連続山形文が3条、頸部には、擬縄文上に箆描横走平行線文が4

条施されている。外面調整はヘラ ミガキが丁寧に施され、刷毛目が消されている。

114-3は無文で、ヘラミガキが丁寧に施されている。

単純口縁の114-2はやや小形の細頸壺で口縁部はラッパ状に外反する。文様は口唇部に縄文、頸部は縄文地文

上に、箆描横走平行線文が3条施されている。

この他、縄文地文上に箆描横走平行線文力憎iされる115-1、箆描文区画の直線状の櫛描垂下文の周囲に櫛描の

刻目をめぐらす115-2、箆描横走平行線文、押引き文、櫛描横走平行線文が施される115-3などの胴部片があ

る。

甕は縦位羽状の櫛描斜走直線文力湘狙される115-5 -7と、外稜のとれた受口口緑を有する115-4がある。

台付甕114-4は小型で櫛描波状文力哺信されている。

鉢は小型で境状を呈する114-7、高杯は小型で鍔状の張り出しをもち、 2個一対の突起が貼付される赤彩品
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(I 4) 10畑

第114図 Y88号住居址出土上粒実測図

第26表 Y88号住居址出土土骰観察表

~ij ね憎 怯 Jl 成 U A び IJ Wj II) 特徴
＂ 

輩 嬉 言

口繰幅1』.J:.,1'で内~l.受n状を品する． 内）閂郎9でT寧f，憎位のへ'!ガキが櫨されている． Oil転'llilllA

ロfflffll』Iii翫りされている． 外）頸郎から 1:1ょ償位のへうミガ令、1'1ょ絹位のへう:ガキが綸 H~ I , II区
15 6 さ9じている．

114-I 過 02.3) 
文）隕祁は揖縄文i且文とし、へ,,.償心平行鳳文が4条属さn.- 〇縁郎はへ,1.遍絨1!J~j文が3粂刷さ IL、 ua.n,:はIll縄文

が施されている．

最大佳li.!1118!に人る．口縁111111俎（外反し、伯 内）讚位および糾位のハ'r,il'I輩の直， n縁部にwr寧な慣位の li¥J転洟算IA
状の類郎から凩郎I!/<さくふ（らtr.日1t~n11 ヘ'-'l ガキカ噴されてい~- 伽 3

7'〇 面取りされている． 外）口綸郁は憤位のヽヽケ ✓R輩．綱郎Ii机位のハヤ，，虜聾の慎、
114-2 寵 く11,6)

縦位のヘラ ミガキが織されていi.

文）口辱郎IりしIt縄文が纏され．蛾郎に1よしll員文を鳩文とし．
ヘラ品讚定平行繍文が3条狐されている．

一 口繕部,:受n状を品する． 内）慣位のへ, ~ガやが纏されている． 霰片賓潰18
114-3 壼 (3 8> 外）膚（江のハケノ潤鴨が鱚さtlている． IV区

一

量大rm口縁船にある，口繰闘は薙('<」の 内） 口縁懇"償位のハケ IIJII輩の債、横位のへうミ I/~が紬さtl. ll!J虻寅慣IA

存甕
8.2 T状に外反し．胴昴1よあ出 りふくらまず、憚鉢 胴祁lilll位のへ,'ガキが譜されている． 泌4

114-ヽ (6,2〉 形し'i11る． 外）文様が充濱さ Itている,~め,flJI,

文）隕郎から111'!郎下位出で？本一紐の膚1、破状文が充囀されてい

る．

内） へ.,!Ulrが楕さNている． LFLL転真111ll
114-5 滉 (2,3) 外） ハケノ鯛望lf)f負、ナ，，，が鳩されている． ぬ2

5、O ， 

内， 外趾とい:w色檜彩が嶋さILていQ, lnl転夷躙＾
114-6 鉢 <2 3) IV区

6.0 

(IO.O) u辺lltllHlば直繊的に開く． 内）横位のハケ，，＂聾の後 ．横位のヘラ ミガキが庫されている． liiJ転夷潤B
114-7 鉢 く3,8) 外）横位のハヶノ謂緊が濾されていi. l ll 

(13.0) 杯郎11内｀気線に閲I.I.噛肺で外反して水平と 内）が色塗彩.,●な慣位のヘラミガキが籍されている． ll!l転実針B
114-8 百 ( • .3> なる．口＂糾に 三角fl状の突はが211一対貼付 外）赤色位彩が鰺されていo, IV区

されている．

．＂ 
，
私g.
7
 

）～

七

．
 

．．
 

．．
 

,
9
 

ふ
烹
/ぐ

-
＾
．
菱
~

芝
‘

v
cm

[／
/
]
 ｀
 

5
 
．
 

r
 

、.• 《
い
n
H凡f} 
ふi
}

ゥ竺ぷ
改
心

3
 

恒
g
告

..
 
i

2
 

1
1
1
1,1
 

l
,
；＇ 噌ー彎

邪115図 Y88号住居:bl:出土土器拓影図

114-8がある．

石器は安山岩製の台石116-1がある。

以上の出土遣物から本住居址は弥生時代中期後半の所産と考えられる．

（小山） 二 ，
0 (J : 6) [0cm 

第116図 Y88~~ 住届址出J::石なふ実測図
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28) Y89号住居址

遺構（第117・118図、図版四十三）

本住居址は、台地の南側のほぼ中央、さ・し・すー15·16·17グリ ッド内に位置している • Y90号住居址と第

1・2号溝状遺構と煎複関係をもち、上而での確認からY90号住居址を破壊している。第 1・2号溝状遺構には、

住居址のほぽ中央付近を破壊されているものの床而までは達していない。

平面プランは、東西596cm、南北787cm、東虹長673cm、西壁長763cm、南墜長565cm、北虹長527cmの隈のやや丸

まった長方形を呈し、長軸方位はN-17.5'-Eを示す。本遺跡内でも大きい規模の住居址の一つであり、床面積

は45.54m'を計測する。

覆土は二層からなり、自然堆積と考えられる。第lTtfはバミスを含み粘性が強い黒褐色土、第 2){1はバミスと

褐色土を含み粘性が弱〈なる黒褐色上である。
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1 黒褐紅層 帖性は禎い．さめ繕かく、パ；スと極く小さい砂粒を少量含tJ.

2 Ill, 褐色埠l粘性は 1よりIIぃ．パミ人と編（小さい砂fiを含み、渇色土を多量に含t,.
3 黒褐色上層 とめ綱か（軟らかい．小さい妙杓を少量含t,.

4 隕~L

5 鳥褐色土層

纏高統6,2m

0 (l : 80) 2m 

第117図 Y89号住居址尖測図
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確認而からの槌高は22.5~32 .5cmを測り、床而からの傾斜はやや

緩やかに立ち上がっている。 壁溝は検出されなかった。床面の状況

は全体に平坦であり、特に固く叩きしめられた床而は存在しなかっ

た。

ピットは、 7個検出された。主柱穴は4本(P1~P,)を4隅に整

然と配証されている.pは42X48cmの円形を呈し、深さ41~43cmを

測る。断面形は先の丸まった「VJ字形を呈する.Piは50X68cmの

楕円形を呈し、深さ34.5~37, 5cmを測る。断面形は 「U」字形を呈

する。 Psは径48cmの「月形を呈し、深さ61.5~64. 5cmを測る。断而形

は先の平坦な 「V」字形を呈するが、南1Jtりは一段のテラスを有する。

P, は60X85cmの樅円形を呈し、深さ47.5~55cmを測る。断面形は

「V」字形を呈するが、南東側に一段のテラスを布する。 P以： P1 

は、南壁と Ps・P,(J)中間程に整然と並んで存在し、入口施殷の柱穴

¥al 

ム疇△
I 黒色上層 1/,ttlよ樹のて"い．

紗ti!.を含む．

R
 
,4 

\~ 

帽高685.sm
Q (I : 30) 50c,n 

第118図 Y89号住居址炉址実測図

と考えられる。 PsはpG(J)西側、南西開に位四し、その性格については不明であるが、 PaとP1と同規模をもち、

それらのピットと何らかな関連を持った柱穴かもしれない。 Psは径32cmの円形を呈し、深さ52.4-54Clllを測る。

断面形は 「U」字形を呈する。 p6は径30cmの円形を呈し、深さ46-46.5cmを測る。断面形は先の丸まった「V.J

字形を呈する。 P1は径33cmの円形を呈し、深さ41-41.Scmを測る。断而形はややふく らみをもった「V.J字形を

呈する。

炉址は、北側の主柱穴P1・Pa間に位匹し82X84cmの方形に近い円形を呈しており、長軸方位はN-80'-Wを

示す。掘り込みは、南側が深〈 8cmを測り、 北方に向かって緩やかに立ち上がっている。炉址の覆土は、砂粒を

含んだ粘性の極く弱い晶褐色土 1層で、北側に約2cmの厄さをもった焼土（火床部）が不整形に存在している。

また、南西部に炉緑石があることから、この炉址の形態は地床炉十炉設石と判断する。

遺物の出土状況は、 119-3の甕と119-13(!)鉢がI区 1・2/M内より、 119-12の鉢がI区1屈より出土して

いる。119-5の甕と119-14の鉢と119-16の窃坪はII区 1・2J!iJ内より,119-9の甕はIl区 l・2層内と

炉址内の破片が接合してお り、119-10の甕がII区2屈内より、 119-11の甕はIII区1屈内より出土している。

119-1の壺は11区西壁下床而直上から、119-2の甕はH区炉址の南側床面より、 119-4の甕はII区西撻寄りの

床而より、 119-6の甕はFL区の床面から、 119-7の甕は 1区炉址の南側床而より、 119-8の甕はIl区P1の東側

床而より、 119-15の鉢は I区の床面より出土している。このことから図化できた土粒は、 119-11の甕を除きす

ペて平．而的にみて I・II区の炉址の存在する北側に偏在する傾向が沿取できる。本住居址に共伴する可能性が最

も高い遺物は床面あるいは床面直上出土の119-1・ 2・4・6・7・8・15の7個体である。尚、石器について

は、桜土内の出土であり、本住居址に確実に共伴すると見（故せないため、第2節におい＇て一括して扱ってある。

遺物 （第119・120図、図版四十三）

本住居址からは、 弥生土器 ・石器が出土している。弥生土i:ioの器種には、壺 ・甕．甑．鉢・高坪がある。

豆は119-1の大型の壺底部と120-1の受ロ口緑部と120-2の頸部がある。 119-1の内面は磨滅著し〈不明

であり、外面は斜位の刷毛目調整の後ヘラミガキによ り調整されている。 120-1は内外面赤色塗彩が施されてお

り、屈曲した口緑部外面に波状文がなされている。

甕は単純口緑のもの (119-2・4 ~ 8)と受口口紐のもの (119-3)がある。単純口緑の甕にも顕部に

櫛描簾状文が施されるものと施されないものがあり、櫛描篤状文の施される119-2は口緑部と胴部に13本一組の

櫛描波状文が4帯施された後、頸部に 2巡止めの8本一組の櫛描簾状文が2帯施されている。 119-4は口禄部か
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¥111 

喜鵬

、~- 、~-、~-. &.. 
Q (I : ヽ） 10cm 

第119図 Y89号住居址出土土器尖測図

ら頸部に上から下へ12本一t且の栖描波状文が施され、頸
部に2連止め12本一組の櫛描簾状文が施されている。この

119-2と4の甕は振幅の小さい波状文が口緑部と胴部

に密に施されているという特徴をもっている。櫛描罵状
0(1'4)5cm ． 

文の施されない単純口緑の甕で119-5は全器形が知り 第120図 Y89号住居址出上土骰拓影図

得て、最大径は口緑部にあり、口緑部緩やかに外反し、胴部は中位で僅かにふくらむ。内面の調蟄は口緑部から

頸部に丁寧な横位のヘラミガキ、胴部以下は縦位のヘラミガキが施されており、外面は口緑部から頸部に横位の
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第27表 Y89号住居址出土土器観察技

; w 怜憧 山鼠 成 uJJ. び ffw, の i, llt 
＂ ＂ 

帽 考

虞面ヵ'Mi"'て厚い． iii)●滅警し（不閉． 囮転真馴I¥
119-1 壼 < 5 I> 外）糾位のハケ，，胃聾の慎．綱昴に紺位のへ9ミガ＊、 直郎下位 ぬ11

13 2 は膚位のヘ.,! ガキが亀されている．

最大托は口縁綿にある．口蠍綿U偵（外反し． VI) 1●な檎位のヘ.,! If~ が鶉されてい~- 柑転寅fllA

(14 9) 馴郡11,い紐を.'J!.する． 外）口織瓢から預饒1.4負位のハケノ鯛置が嶋されている． 恥 1・12

119-2 聾 く8O> 文） 0縁郎と11郡に13本一絹の讀flt良状文 （右Illり）が4帯鱚さ
11.1こ1員、預郎1:8't'一絹の鴫雇纏状文 (2遁止r,.も皿り）
が2臀籍されている．

最大I!は口織船にわると思われる• n縁饒Ii外 内） 1寧な鑽位11)へ9ミガやが紺されている． 岐片寅劇B
反し、やや内鵞気雌に立ら上がり畳口状と置す 外）横位のハケ""'贅が鱚さ nてい~. 1区1・2層

07 0) 
る． 文）“狐に6本一lllrn襴t.11患平げ繊文が嶋された復.n論祁に

119-3 甕 < s.o> 6 ... 一9がり111鳩嵐状文．籟郎以下は111ほU定11繊文が糟され
ている, ifs、口〇紐·~割日がヽ薗所纏さ／して“り．全闘Iこ
歓薗所鴫さt1.ていIこと息hヽしる．

畿大憧1in織昴にあり.u縁龍1よ「1う」状に外 内） T寧な鑽位のへ,! ガヤが纏さ1している． liil転寅劃8

17 8 反ヤる． 外）讚位のハケI胃聾が纏されている． 伽10

119 l 甕 (11.3) 人）口縁船から傾郁Iこ」：力.,,・ドヘJ2.+:一糾の纏Iヽ液状.t(右lill
り）、嘱昴に 12本一,nの綱鳩霞状文 (2 遁l卜の・ ~.削り）、 Ill

船1こ124'ー＂の懺鳩鎮状文（右仰 り）が織されている．

最大!Iii口縁昴にあり.u縁郎は緩やかに外圧 内）口縁郎から頸節に 1寧な償位1/)ヘ.,o ll't. IIH以下は111-位 liil転寅llfA

(JU) し．綱郎jj中(ii.で僅かに..I.(らtr, のへ,! 11• が篇されている． n区I・2層

119 S 甕 13.5 
外） 0綸綿から1J(隠1こ鑽(0:11)ハケ／鯛聾．舅Ill下位U綬位のへ9
ミガ斗が纏されている．

5' 文） 0織綿から鯛闇,1,ti1こ s~一岨の鴨iヽ液状文が不規則に鳩さ
れている．

(16 5) 
最大往は口織糾にあるが開郎と大差1:1艤い．ロ 内） T寧な横位のへ,tガ令が嶋されている． 同転夷瀾8

119-6 直 <14. I) 
縁節1よr出状に外艮し．馴郎Ii中位でふ(,, 外）慣位のハケメ調聾が濾されている． 曲4・ 6・7

lt. 文） 12本 Illの!Illa彼状文 （右叫り）が下から上へ鱚されている．

(20 G) 
口縁郎l;Irri, 状に外反する． 内） T寧な蠣位のへ,! ガ＊が譜されている． 闘転輿畠10

119-7 甕 < 9 9) 
外）膚位のハヶ；調鴨が篇さハている． N≪l3 
文） 9*-111の膚fill虞状文が上から下へ籍されている．

口縁綿1』外tZ1"る． 内）口縁糾にヨつナデ．以下ltT寧な横位のへ'!ガキが纏され llt. 賓IJB
(13 2) ている． 池 6

ll9-8 復 (5.8> 外） 0縁船に慣位のハケノ調菫、頸親以下1:1績位のハケIll!輩が
纏されている．

文） S*一Illの纏播1良状文が不規則1こ糟されている．

内） T●な償位のへ9ミガやが薗されている． 破片賓嗣A

119-9 復 く174> 
外）鯛郎以下に糧位のへ,<ガキが讀されている． II区I・2層．が内
文） 5 4'一姐の調鳩汲状文（右Uり）が上から下へ檜されている．

内）T事な慣位のへ9ミガ＊が鴫されている． 囮に実鯛B
119-10 甕 (7, 7) 外）丁攀な糾位のへ9ミガ令が論されている． u区2層

(8.2) 

一
駈11111こ嬌成創の一•Lを布する． 内・外l11といこ｝寧な慣位のへ9ミガキが庫されている． 同転寅嘱A

119-11 寵 く8.G> Illは1層
7.1 

(12.6) •x憧i!ll縁郎1こあり、 D縁郎1よ緩（外反し、 内）鑽位のへ'!ガ令が籍されている． 駿片貨ill!A
119-12 鉢 (5.9) 嗣綿IJ.hまりふくらまない． 外） T事な讚位のへ,'ffキが繍されている． I r.t I II 

口鬱鶴1こ帷足6ゲの突心がある．

内・外111といこ亦色綸到・T寧な横位のへ,'ケ奸が鱚されてい H転賓戴A
119-13 鉢 く3,0 る． 1 区 I• 2層

(3.0) 

内 ・外閾としに赤色筐1'J・ 惰位のへ,l. ガキが繍さ／している． ~,~. 云賞鳳^
119- l• 鉢 <• .2> II区I・2層

(4.8) 

内・外llil:(,1こ赤色戴”・檎位＂よびル 1位のへ'!ガ＊が蝕され 囮転夷伽/8
119ー15 鉢 (3.3> ている． 1区床

(5.0) 

鱒綿は偏平に1111さ．檀合郎は細艮い． Pl) If. 昂に嗽!.111'1・ヘ,! ガキ.Ill糾はT●な慣位のへ,! ガ 園転輿副A
119-16 ~ (~.7) キが篇さnている． 郎3. II は I• 2層

(8,8) 外）旅色鍮暮・ ヘラミガキが篇されている．

刷毛目調整、服部下位は縦位のヘラ ミガキが施されている。文様は口緑部から胴部中位に 5本一組の栖描波状文

が不規則に振幅も大き〈雑に施されており、同時期の本遺跡出土甕では特異な施文方法である。 119-6は12本一

組の栖描波状文が下から上へ施されており、 119-7は9本一組の櫛描波状文が上から下へ施されている。 119-

6・7は最大径が口投部と胴部でほぼ同じになる粒形で外面に施文される波状文は振幅が小さ〈、規模的に帯状
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で密になされている。その他に器形はやや異なるものの、単純口ほになると思われるもので、頸部に櫛描簾状文

の施されない119-9がある。文様は、 119-6・7と同 じ〈伽幅の小さい波状文が帯状に密に施されている。

受口口紐の119-3は、口緑部内外面とも明瞭な稜をもたず、緩やかに弯曲して頸部に至っており 、中期に

特徴的に見られる受口口緑からの退化形態とも考えられる。内面の調整は、丁寧な横位のヘラミガキが施さ

れており、外面は横位の刷毛目閻整が観察できる。文様は口緑部外面に振幅の小さな波状文が、顆部には6本一

組の櫛描横走平行線文がなされており、胴部には櫛描斜走直線文が横位羽状に施されている．また、 口唇部は縄

文が施文されておらず、 4ケー組の刻目が観察できる。

119-11の甑は底部から直線的に大きく 外傾し、 内外面とも丁寧な横位のヘラミガキが施されており、やや大形

の甑になりそうである。

鉢は 2形態が見られ、119-12のよ うに無彩で小形甕に似た器形をもつものと、内外而赤色塗彩された119-13・

14・15がある。

119-16は外面赤色途彩された泊)t(-の脚部で、裾部「ハ」の字状に開く。

以上のことから、甕の器形が口緑部で短か〈外反せず、やや立ちぎみに艮〈外傾外反することと、文様に櫛描

波状文が大部分を占めること、 119-3の甕に見られる弥生時代中期の系耕を引くのが存在することなどから、本

住居址の所産期は弥生時代後期前牛と考える。 （高村）

29) Y90号住居址

遺構（第121・122図、図版四十四）

本住届址は台地中央の南束寄り、こ• さ・しー14・15・16グリ ッド内に位覆している。 Y89号住居址、第5号

溝状遺構、第158号土坑によって住居址の南西部および東堕中央から床面の中央部にかけて破壊され、床面上各所

も攪乱されている。また、東槌中央から、南束コーナーにかけては既に削平されているため、監体は仔在しない。

プランは東西の短軸長700cm、南北の長軸長767cm(いずれも推定）、束壁長637cm(推定）、西槌長697cm(推

定）、南虹投650cm(推定）、北壁長535cmの阻丸方形を呈するが、より長方形に近い。床面積は48.36m'をはかり長

軸方位はN-5.5'-Eをさす。

覆土は大方が削除されているため観察できなかった．

確認面からの虹高は 0~ 6cmをilltlり、遺存状態は極めて不良である。堕体は地山の賀褐色火山灰層を利用して

おおむね平滑に構築され、床面からの立ち上がりは非常に綬い。壁溝は住届址内を全周していたと考えられる。

床面は地山の拭褐色火山灰I曾上に茶褐色土を薄〈埋めもどして叩きしめた「叩き床」が全面に施されており平

坦で民固に構築されている。

ビッ トは7個検出された。極めて不規則な配置であるため、いずれが主柱穴であるかわからない。以下、番号

順に形態、規楳の説明を加える。 Piは北西コーナー付近に位泣する。 74X 69cmの円形を呈し、 58cmの深度を有す

る。断面形はV字形を呈する。 Paは炉址2の南側に位置する。 42X47cmの楕111形を呈し、 38cinの深度を布する。

断面形はU字形を呈する。 Psは南堕下束寄りに位置し、 109X82cmの楕円形の大さな掘り込み内に、 41X 35cmの楕

円形の小さな掘り込みをもち、 60cmの深度を有する。断面形は漏斗状を呈する。 p,Ii P,(J)東側に隣接し、 37X35

cmの円形を呈する。深さは19cm を測り、断而形は U字形を呈する。 p~は西墜下中央に位置し、形状はY89号住居

址に破壊されるため、不明である。 50cmの深さを有し、断面は半円状を呈する。 p6は住居中央から北側に位泣

し、 28X25cmの円形を呈する。深さは40cmを測る。P1は氏の南西側に位置し、25X24cmの円形を呈する。深さは

28cmを測る。ピット 内覆土は大力が三層に分けられ、 Paのみが四層を有する。柱痕が存在するものはない。第1

層が焦褐色土、第2屈が茶褐色土、第 3層が賀褐色土、第4J約が焦褐色土である。

炉址は住居中央西寄りに2つの炉が並んで殷けられている。西側を炉1、東側を炉2とした。炉1は82X79cm 
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黒褐色土層

茶褐色土層

貫褐色土1!1
鳥褐色土層

枯性はやや禎い．パミスと小磯を含み、茶褐色土し若干鯰められる．

帖性は関い． バミス ・ 貫色火山灰 •砂粒を少量含む．

帖住1よ弱い。砂粒主体で黒掲色土を少量含む．

粘性は弱い．きの細かく．パミスを少量含む．

。
憬高686.2m
(I : 80) 2m 

第121図 Y90号住居址実測図

， ， 

の楕円形を呈し、長軸方位は真北をさす。深さは最深部で7.5cmをはかり、断面は弓状を呈する。掘り込みのほぼ

全面にわたり、地山がやけた焼土分布（火床部）がみられ、 火床部内南側に長さ17cm内外の円礫を 2個おいて炉

緑石を設けている。覆土は黒褐色土一層のみである。炉2はM5に破壊されるため全容は不明であるが、短軸は

58cmを測る。最深部で10cmを測る掘り込み内に黄褐色火山灰（第2層）、黄色砂粒 （第3層）をうめもどして、床

面とほぼ同ーレベルの火床部を構築している。火床部は真赤に焼けている状態であった。

遺物の出土状況

本住居址から出土した遺物は極〈少な〈、分布も散漫である。 P1内から123-1 （台付甕） が出土している。

（小山）

遺物（第123・124図、図版 四十四）
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鯛Ill攣遺構と遺物
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黒色土膚 帖性1:1偵い• •n繹かい．
邪褐色土層 貫色＊山灰が蜆11て鸞色している．

3 賃掲e.t層賃色砂層土体．

。
嘱寓6郎 2m
I I 30) tm 

第122図 Y90サ住居址炉址実測図

宣
"̂`
 (l: ヽ）

本住居址からは、弥生土器が出土している。そのうち尖測 1点、拓影7点を図化した。

弥生土器の器種には、壺・甕・台付甕がある。

壺には124-1の細頸壺の口緑部と124-2の頸部と124-3の胴下部の破片がある．

LOcm 125-1は口唇部に縄文が押捺されており、124-2には箆描横走平行線文と多述止簾

第123区IY90号住居址
出上土器実測図

状文がなされている。甕には124- ~~ 7までの頸部から胴部の破片がある。 124-4は

g
W茨
3

騒
ゞ

、と
―ヽ
3

尻
Y

ヽ△-
i
 

戸
＇鼻

k

如

i

．ふ追
乳＇治‘

第124図 Y90号住居址出土土器拓影図

第28表 Y90号住居址出土土器観察表

I i 怜糧 法量 成お及び It If] の特徴 胃 誓 傭 ＊ 

内）黒色氾1'・T事な償位のヘ.,!ffキが算されている． lilJ転洟僧IA
外）“位のへ,I ガキの偵、 慣位のへ9 ミ ff~がlit!れている． llfi{, I'I 

I 
文）馴糾下↑にLR縄文を鳩文と し、へ9撞の贄U沈繍文が鱚さ

123-I <G ＞ヽ 9してい~-

G 0 
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!1111111 竪穴位H址

横位羽状の櫛描斜走直線文が、 124-6は縦位材状の簡描斜走直線文が施されている。 124-5は櫛描垂下文（直

線）と横位に帯状の榔描波状文がなされる頸部から胴部の破片がある。 123-1の台付甕は脚部から胴下部の部位

で、 脚部短か〈 rハ」の字状に開さ、内而凩色化傾向のみられる小形のものとォえられる。

以上、壺・甕の破）わから本住届址の所廂期は弥生時代中期後半と思われる。 （闇村）

30) Y91号住居址

遺構 （第125捌、図版四十五）

本住居址は台地南部の東側｀す ・ せ • そー15・16・17グリ ッド内に位沢している。 Y89号住居址と孤複関係を

もち、北壁部の大半を破壊されている。また、近代、当所において神社が建てられていたために、これによる攪

乱も抒し〈、束紐とその付近の一部の床面、南限、住屈址西側の ..部の床面の他、は、大半が破壊されているが、

形態の推定は可能である。

プランは束西の鉦軸長605cm、南北の長紬長775cm、束朕長650cm、西璧長757cm、南虹長560cm、北迎長585cm(計

測値はいずれも推定である。）の隅丸長方形を品してお り、床而積は46.21m'(推定）を測る。長軸方位はN-11'-

Eをさす。

覆土はパミスと礫を含む茶褐色土（第 112i)のみからなるが、残存しているのは住居址でも極く 一部の範囲で

ある。

口 -----・-・-------
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I IIL 乱
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峯鳩色上層 帖tiIよやや情い.,qスと織≪含II,

賣褐e上層 帖釦:H〈サ9サ9して1・る．賃鳩色土・貫色砂柁を
艤，，，て多●1こ令t,.

11,116⑭ 6.3m 
Q (I • 10) 2 m 

第125図 Y91号住届址哭測図
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第127図

確認面からの堕石は残仔部で4.5~16cmを測り、床面からの立ち上がりは急傾斜である。唸体は大方が地山の黄

褐色火山灰を利川して構築され，平滑で緊固である。餞溝は検出されなかった。

床而は地山の砂屑まで掘り窃めたのち、茶褐色土を埋め戻してたたきしめた 「叩き床」が全面に施されていた

ものと考えられ、残存部は非常に翠固である。

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器•石粒が多

Y91サ住）舌址出上上器実m1J図

Y91サ住居址出七七栢拓影図

ビット及ぴ炉址も検出されなかった。

に出土しているが、大方が攪乱）日の中からの出上である。従って、 明確

に共伴遺物と見（故せるのは残存する床而上から出土している126-l・ 2 

＼此”

8
 ヽ
--

‘、

10c11 

（同一個体と考えられる壺） のみである

が、本住居址のプラン内から出土している遺物は共伴遺物に近いものと考え、図化してある。従って、石器につ

いても同様なことが言えるが、 これについては第2節石器についてを参照されたい。267-30・37(打製石鏃）、

270-90 (磨製石斧）、 272-135(砥石）が住居址の北西部、273-143(砥石）が南西部から出土している。この

（壺）が東壁下中央から南寄り、 126-2 他126-1 （壺）が住居•中央の床面上、 126- 4・5 （壺・甕）が西撻下
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第J節翌穴住丹址

第29表 Y91号住居址出土土器観察表

: ぱ牡檜 ;J; I 成形凡び柑形の特徴 ＂ 
筐 傭 彎

D綸部は凶状，，，闊懇から大さく外収し．上位で l'I) 0縁郁から馴11111こT寧な慣位のへ9ミガI¥>,以下は横位のハ 囮転賓量ID
外情をしち．受口杖な只する． ケノ肩輩が躙さItてい"・ 郎6.Ill区、 ベルト内

IG.O 外）ヽ ヶヽバ綱聾の復、 1寧な償lむJ;よび糾111:のへ9ミガキが軸で

126-1 壼 <11,8) れている．

文） Cl縁郎とJlllllllこLR縄文を埴文とし.□縁部にへ,11fi1~浅1
織文．類郎に5桑のヘラは憤廻平行緯文と 1彙のヘ'111遺絨
山形文が紺さ几、 Cl唇郎1こ&LR縄文が籍されている．

!II耶は中はやや下）iで大さくふくらみ．輩部に 内）磨減着し〈不'II, M転冥瀾Blこより図上復元
向かって収翠する． 外）順部にヽi位9ヽヶメ闘聾→縦位のヘラ ミガキ→糾位のへ9ミガ 池5、II区JIii曹贋乱

~-Ill位のへ, , ガ/;'.馴飩下位i;tT事な槽位および糾位の 外国の所々に然色隕料が付繕してい

126-2 壼 <23.S> 
ヘラ；ガキが嵐されている． る．

文）＂部上位に 5本一川の111111i墜下文が1iされ．＂囲 Iiへ"/i沈
10 4 

織で区園されている．鯛節,,,位liLR縄文をJ嵐文とし｀へ9
1贔慣対斗行絨文が 3条．その下?JIこへ~,.遷は文が3条算さ
れている．

内）斜位のハケメ胃＂一慣位の ハケ1贋彗が纏されている． 圃転実illA

m-3 寵 く 1 3 . ~)
外）嗣郎中位に慣位のハケ9調輩が籍された仕、その上 ドに縦位 Ill区.IV区、 1覺乱

1,5 のへうミガギが綿されている． 内1111;1~土帯と，¥¥¥われる!S土の慣介祁
が観られる．

内）償位のハケメ貫聾が鱚されている． 問転夷債IA
m-, 壼 <&.4) 外） T軍な糾位のへ9ミガキが11されている． ぬ3

6.0 

内）議滅薯しく不明． 囮紐夷測A
外）綱綿下位に文様が算さItta桟．糾位のハケ/1111輩→良位のヘ No 7 

l26-6 甕 く6.9> ラミガキが諏されている．

7.0 文）胴訊に帽は披状文が嶋さtl/;:I負、罰播形下文が織文されてい
る．

一 口彗部に費負~(f)貼付がある． 内・外国といこ赤色皇彩・慣位のへ9ミガ令が籍されている． 硯Iヤ漬襴B
126-6 館 <7,0> 1区

チぼ成形による4』iの土修でhり、杯綿Iこ比し 内）饂かい縦位のヘ.,l, ガキが鳩されている． 囮転夷躙A
IZ6-7 ~ <3 I> て＂部は 小さい． 外）崖位のヘラ ミガキが謎されている． lJJ区

(3.0) 

文）惰n状のヘ,ii!沈艤が嵐されていら． 破片寅割B
126-8 ~ (5.3> ＂区覆 土

上製贔か？

の南側、126-6 (鉢）、 127-12(甕）がI区、 127-3 ~ 5・17 (壺・甕）、 126-8 (不明）がII区、126-7 (窃

坪）、 127-2・6・8 ~ 11・14・18 (壺・甕）がIll区、 126-3 (壺）がill. TV区の攪乱層中から出土してい

る。地区不明の126-7・13・15・ 16・19 (壺 ・甕）も攪乱屈出土遺物である。

遺物（第126・127図、図版四十六）

弥生土器の器種には壺・甕．鉢 ・高坪・不明品がある。壺には受ロ口緑の126-1・ 2 (同一個体）と単純口緑

の127-1・2・8があり、いずれも細頸壺である。126-l・2は口緑部はしっかりとした外稜をもち、受口状

を呈し、胴部は下位で強〈張る。口緑から胴部下位まで施文され、口緑部はLR縄文上に箆描斜走短線文、頸部

はLR縄文上に箆描横走平行線文・巡続山形文、胴部上位は箆描文で区画された櫛描垂下文、 胴部中一下位は L

R縄文上に箆描横走平行線文・巡弧文が施されている。ll¥純口緑127-1・ 2・8は口唇部に文様をもち、 1は縄

文、 2は縄文上に箆描の刻目、 8は箆描の刻目が施される。この他、頸部の箆描横走平行線文区画内に連続山形

文が施される127-6、櫛描刺突文が施される127-9、縄文地文をもち箆描連続山形文が施される127-3、全面

に赤色塗彩される127-7と胴部にLR縄文を地文として箆描連弧文・横走平行線文が施文される127-5、箆描

文で区画された櫛描垂下文の周囲に箆描刺突文をめぐらした127-4などがある。甕にも受口口緑の127-10・12・

13と単純口緑の127-11・14がある。 10・12は外稜がとれ、 13は外稜が明瞭に残る。 12には櫛描波状文、 11・13に

は縄文上に箆描連続山形文が施され、 11の口唇部には擬縄文が施されている。頸部文様は10・11・14・15・18に

櫛描横走平行線文、 13に簾状文が施され、胴部文様は10・17・18に縦位羽状の斜走直線文、 15・16に横位羽状の

斜走直線文、 11・19、126-5に櫛描波状文・垂下文力渭iされている。鉢は境状を呈し、口緑部に突起を布する赤

彩品126-6、高坪は手捏成形で小型の126-7がある。 126-8は不明品である。

以上の出土遺物から本住届址の所産期は弥生時代中期後半と考えられる。 （小山）
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第UI章遺楕と遺物

31) Y92号住居址

遺構 （第128・129図、図版 四十五• 四十六）

本住居址は台地南部の東側、す・せー13、す・せ• そー14・15グリ ッド内に位置している。第2号溝状遺構に住

居址の北側、攪乱溝に住居址の

西側を破壊されており、また、

壁体のすべてが削平されてしま

っているため、床面範囲のみが

把握された。

従って、平面形態、規模は明

らかでない。

口1

覆土も大方が削平されており、

辛うじて第 1・2層が確認でき

た。第1層は礫、パミスとプロ

ック状の黄褐色土を含む茶褐色

土であり、第2層はパミスを含

む黄褐色土である。第 1屈は住

居址内に広く分布していたこと

が想定されるが、第2層は極部的

な堆積であったと考えられよう。

壁体は先述したように存在せ

ず、壁溝も検出されなかった。

床面は地山の砂層上に茶褐色

土を薄〈埋め戻して叩きしめ

た「叩き床」が全面に施されて

いたと考えられるが、破壊が南東部の土坑状の大きな撹乱
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l 茶褐色土眉 t占性はやや弱い．パミスと震を含み、ところどころ
賞褐色土を含む．

2 贄褐色土層 帖性はやや弱い． パミスを含む．

A' 

重

糧(高I統:68.0J) n1 2m 

゜第128図 Y92号住居址実測図

をはじめ、各所にわたっており、遺存状態は極めて悪〈、

凹凸が激しい。また、特に堅緻な箇所も認められない。

ピットは 7個検出されたが、不規則な配置で、深度も不

充分なものが多い。従って、明確に主柱穴とできるピット

がない。 Eは北東部に位置し、 31X34cmの円形を呈する。

19cmの深さを有する。 P2は北西部に位置し、 38X33cmの楕

円形を呈し、 32cmの深度を有する。巳は南西部に位置し、

39X39cmの円形を呈する。深さは44cmを測る。巳はP,・P2 

間の中央北側に位置し、 25X24cmの円形を呈する。深さは

28cmを測る。瓦はP2の北側に位置し、 43X25cm(残存値）

の楕円形を呈する。Psは氏の西側に位潰し、40X39cmの円

形を呈する。深さは30cmを測る。巳は住居南端の中央に位

置し、 44X42cm(残存値）の不整円形を呈する。深さは39

cmを測る。

lo= R
ん

4
l
 

ん‘
I~ 

A

＿
 

A' 

櫻高686.Sm
0 (l : 30) 50cm 

第129図 Y92号住居址炉址実測図
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第 1節竪穴住居址

炉址は住居址の中央と考えられる位罰から検出された。

北束側を破壊されるものの、 82X66cmの楕円形を呈することが推定でき、長軸方位はN-11°-Eをさす。床面

からは最深部でも 4cmと浅い掘り込みであり、断面形も掘り込みの中央部に向って極〈なだらかに傾斜する程度で

ある。火床部は地山の砂層をそのまま利用しており、掘り込み中央部には63X22cmの長楕円形の地山砂層が焼け

込んだ焼土範囲が広がる。火床部東側には、長さ27cm、幅18cmの円礫、その西側に近接して径11cm前後の角礫が

置かれており、炉縁石と考えられる。また、炉縁石北側にも礫が分布しているが、この礫が原位置を保っている

ものかは定かでない。

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器が出土しているが量は少な〈、散漫な分布傾向を示す。図化したものは大方が床面上

から出土したものであり、共伴遺物と見倣したい。130-1(壺）はIll・IV区の問で接合関係がみられ、131-5 (甕）

がII区、 131-1・2・3・4・6 (甕）がIV区から出土している。 （小山）

遺物 （第130・131図、図版四十六）

本住居址からは、弥生土器が出土している。弥生土器の器種には壺 ・甕がある。

壺には太頸壺の130-1と細頸壺の131-1がある。 130-1は口緑部から頸部の破片で、口縁部は頸部から外傾

して立ち上がり、端部でわずかに内弯する。文様は、頸部と口唇部に施され、頸部は 4条の箆描横走平行線文で

区画され、その区画の最上段に箆描による剌突文が施文される。また口緑部には4単位一組の箆描による刻目文

が等間隔8箇所に施される。 131-1は頸部に位醤する破片で、 LR縄文を地文として、箆描横走平行線文が3

条、箆描の押引文が1条観察される。

甕には131-2・3・4・5・6がある。131-2は胴部に櫛

描波状文が施文され、円形浮文が貼付される。 131-3 ~ 6はい

ずれも受口状の口縁部を有しており、 131-3・4は口緑部にL

R縄文を地文として箆描連続山形文が施され、 131-5・6はロ

緑部に櫛描波状文が施文される。また、 131-4・6は口唇部に

縄文が観察できる。

以上、本住居址の所産期は、出土した壺 ・甕の特徴から弥生

時代中期後半に位置づけられる。 （三石）
。

(I : 4 l 
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第130図 Y92号住居址出土土器実測図
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第131図 Y92号住居址出土土器拓影図

第30表 Y92号住居址出土土器観察表

挿誉 図号 岩4璽 法量 成形及び若形の特徴 潤 整 偏＇ 考

類邪は太く、口縁部は外反し蹟部で僅かに内弯 内）横位のハケノ覇誓が鱚されている． 回転実測B

する． 外）口縁部にヨコナデ→斜位のハケメ調整が饉されている． Ill区、IV区
(20.2) 

文）頸部にヘラ搭による別突文が施され、その上下,:1.4条のヘラ
130-l 壺 く12.0) は横走平行練文により区Illされている．また、口唇部に4偏

一組のヘラ幅による刻目が等閏隔8箇所に涎されている．
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第Ill拿遭構と遺鎗

32) Y93号住居址

遺構 （第132・133・134図、図版 四十七•四十八）

本住居址は、台地南部の東端、し・す・せー11・12グリ ッド内に位置している。他遺構との頂複関係はもたず

単独の検出である。プランは、東西495cm、南北572cm、東趾長592cm、西堕長534cm、南虹長420cm、北擬長444cm

の隔丸長方形を呈し、床面積は23.61m'をはかる。投軸方位はN-23'-Eをさす。

覆土は大別して三層、細別で十二屈よりなる。大別三層は第2・7屑を中心とする最終埋没土（第 1・2・3・

7・10屈）、壁際を中心として堆積する第1次的な埋没土（第4・5・6・9・ 11・12層）、床而上に小範囲にわ

たって堆積する埋没土（第8層）に分けられ、プライマリーな堆積状態を示すと思われる．最終埋没上のうちで

も第1・10層はその最上面に僅かにみられる。第 1層は小礫を多伍に含む焦褐色土、第10層は砂粒を多:1iltこ含む

暗茶褐色土である。第2屑は東西に広〈 、南北に狭〈堆積する。パミスと賀褐色士を含む茶褐色七である。第3

層は西虹下にのみ認められ、第2IHにサンドイッチ状にはさまれて堆積する。バミスと質褐色ヒを少代含む暗褐

色土である。第7屈は住居址の北・南の両方向からの流入が認められ、東・西方向からの流入はみられない。小礫

とバミスを多足に含む黒褐色上である。第 1次的な堆積土は各壁下によって僅かずつ異った埋没状態を示す。第
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3 1111色土11 tli住Iiやや櫨い．

パiス少量と賞

鳩色土を含er.
ヽ荼嶋色土層 f/j性はやや偵い• パミスと買褐色土9少量含tr,
s 茶褐色土層 帖性11関（サ9サうしている．砂粒を多量に．パミスと小朧な少量含tr.
6 貫褐色士層 枯性Ii慟めて＂ぃ. ii心主体．

7 鳳褐色上層 鮎性はややIIい．パミスと小職を多量に含{J.

8 111,II色土層 帖性1:lltい,bn編か（、小鴫を多量に．パさスを少量會t,,

9 鳳褐色上層 帖性Ii顧めて債い．書度が嶋＜綺度が高い． ，＂スを少 量含ti.

10 嶋書嶋e土It占性1:1籠のて＂ぃ．妙拉と多量に含み．パ ミスし含(J.
II 贄鳩e.±11,a性liffい．さめ纏かく． 鳳褐色土と含み.■e少量含t,,讚乱か？
12 荼褐色土II 帖性はやや憤い．賃褐色Lを多量に、・を少量含t,.

~ 

。
蠣高磁，2m
(I: 80) 2 m 

第132図 Y93サ住居址実測図
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第 11111 竪穴住む址
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A 2 
A' 

疇
事

1 黒色土層 帖性11ffぃ．妙賃で絨度は高い．

2 蒼褐色土層 枯性は1ぃ．りを多量に含み．燒土と鳥褐

色土がはじ"・
1 黒色上眉 Mi'l.ljff1, ・砂質で純度は高い．

2 旅褐色1,層 砂賢で材凜している．
3 賞褐色上眉 HヽU.で燒けている.

帽畠685.9m

0 (I : 30) 50cm 

欄高閲5,9m
0 (I : 30) 50cm 

第134図 Y93サ住居址炉址2尖油l図

第133図 Y93号住居址炉址l実測図

5層は北阻下を除〈、宋・西・南慇下に堆積する。砂粒を多伝、バミスを少量含む粘性の弱い茶褐色土である。

第6JMは束既に密苅して堆積する砂粒主体の寅褐色土で阻体の崩壊層と考えられる。他の阻下にはみられない。

第9f('fは北虹下にのみ堆積する。バミスを少凪含む密度が濃〈、純度が高い凩褐色土である。第nib!は焦色土を

少紐含む賀褐色上で攪乱層とも考えられ、住居中央より南側に円柱状の堆積を示す。第12層も南竺側、第5屈よ

りも住居中央に堆積する黄褐色上を多丘に含む茶褐色土である。床面上に薄〈堆積する第 8屑は、住居址の北

側にのみ認められる。小礫を多伝に、バミスを少伍含む黒褐色土である。

確認而からの墜麻は 5~32cmをはかり、東壁の残仔状態がやや悪いものの、おおむね良好な遺存状態である。

床面からの立ち上がりは割合急斜而である。撻体は上位を地山の黄褐色火山灰層、下位を地山の砂屑を利用して

構築されている。おおむね、堅固で平滑な構築状態である。

壁溝は住届の墜下を全周し、束灰下中央北裕りに、床面中央に向って伸びる70cmの溝が交差している。溝幅は

11 ~28cmを測り、 4.5~8.5cmの深度を'1:fする。断面は綬いU字形を呈する。

床面は地山の砂屈まで掘り窪めたのちに茶褐色土を薄く埋め戻して叩きしめた「叩き床」が全面に施されて

いる。非常に平坦に構築されており、おおむね緊固である。

ピットは 7個検出された。主柱穴は4本 (P,~P,)が整然と配置される。 P,は44X45cmの円形を呈し、 33cm

の深度を有する。断面形はU字形を用する。 P2は49X5lcmの円形を呈し、 42cmの深度を有する。断面形は北側に

一段のテラスをイIする.Paは59X 49cmの楕円形を里し、 31cmの深度を布する。断面形は南側に一段のテラスを布

する。 P,は45X45cmの円形を呈し、 39cmの深度を有する。断而形はU字形を品する。凡 ・P。は南虹 F中央に整

然と並ぶ。入n施設に関わる柱穴と考えられ、 Ps・Pa間は110cmをはかる。 Paは23X25cmの円形を呈し、38cmの

深度を布する。 Poは23X22cmの円形を呈し、 33cmの深度を有する。断而形はいずれもV字形を呈する。 P1は炉1

の束側に近接する。 25X27cmの円形を呈し、 12cmの深度を有する。

炉址は北側の主柱穴 (P,・P2)間中央に位置する炉 1と住居中央西寄りに位滋する炉2の複数の炉が検出され

た。炉lは71X58cmの楕円形を呈し、艮釉方位はN-35'-Eをさす。床面からの掘 り込みは殻深部で、 7cmを測

り、断面形は弓状を呈するが、この掘り込みをそのまま利用して使われた炉ではない。火床部は掘り込みのほぼ

中央部に断面三角形状の礫を置いて炉緑石を設置したのち、賀褐色火山灰を 4~ 5cmの厚さで掘り込み内全面に

埋め戻して鳩築されている。焼土の広がりは炉緑石を境として北側にあり、 30X42cmの範囲を有し、真赤に焼

け込んでいる。焼土分布は炉紐布の南壁にもみられ、 20X 12cmの範囲を有する。覆土は純度の窃い屈色土一屈の
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第1ll章遺溝と遺牧

文 戸

6
 fぃ 、＼戸＇ V_T. 

0 (I 4) 10cm 

第135図 Y93号住届址出土土器尖測図

みがわずかに認められる。

炉 2は65cn1><60cmの円形を呈し、臣軸方位はN-

60.5'-Wをさす。床面からの掘り込みは最深部で7cmを

測り、これに賀褐色の砂 （第 3府）を埋め戻して火床

／
 

ー

ー

魏
喩
ぷ‘

，
 

0 5cm 

部を構築している。火床部は掘り込みプランのほぼ全面 第136図 Y93サ住屈址出土七器拓影罰

にわたっており、共赤に焼け込んだ状態であった。靱土は、黒褐色土、茶褐色土（第 1・2府）からなる。

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器 ・石器のまとまった資料が多伍に出土している。このうち、図化したものは大方が床

面上、あるいはそれに近いレペルから出土したものであ り、本住居址の所産期を決定し得る共伴遺物と見倣すこ

とができる。〔267-26(打製石鎚）は除外した。）しかし、135-2 (甕）がllI・IV区、 135-7 (脚付鉢）が北股

下中央と南駐下中央束寄り、 137-1 (t屋斧）がE周辺と応周辺など住居址内の広範囲にわたる接合関係がみら

れる資料が多いこと、また、本住居址のIV区から出土した甕の破片が直線距離で約58m離れたYl20サ住居址の

135-3・4 (甕）と接合することを勘案すると、本住届址出土資料が住居使用II寺に使われていたものではなく、

住居廃絶後に投棄されたものであることが想起される。住居内における遺物の分布傾向は、特に炉1の周辺、135-

＇ 
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第1節翌穴9主B址

第31汲 Y93号住居址出上上器観察表

; ij 骰檀 fr. ● 成 WI 及び＂形の特内 調 整 傭 身

118,G) 1/il ミガやが糟さ1している． ~II転洟劇U
135-l 壺 〈3.0) 外）赤色筐彩が躙されている． II区

外llliU塵減著しい．

畿kllはnt茎船と嗣郎ではげ等しい． 円） n綸瓢から馴郁11T寧な鴨位のヘ.,iガ"・ そlf)f負韻郎以r屈転翼IIIIJA
(13.4) ロ縁郎は勺j 状に11〈外反し、胴祁/j中心で は縦位のへ'UIキが纏さ/¥ている． NolO, W区.IV区

l3S-2 甕 <12.5> ム（らtr, 外）馴那下位にIiI'寧な蠣位のへ?Uf令が繕さn.ている．

一
文）口綸糀から1l11郎中位1:7本一』の慟贔涙状文（右回り）が上

カ•/、下へ 9膏厖されている．

最大往は口撮那にある• D繰郎1:r弓」状に外 内）全体にT寧な慣位のへ~, ガ令が属されている． 詞転賓llllA
U.8 Iii. し，開部1がl'位にふくらみをしつ． 外） (I峰郎1え惰位のハケノ鋼輩.Ill龍l''¥'11文樺籍文の復．縦位 狐6・7.II区

135-3 甕 12.7 のへ'~Ir~が籍されている．
5,6 文） U繰瓢から讃郎J:.i'に9..,一IUの !Ill~ほ状文（なl!!J'IIが上

から下へliされている．

最x.ri1:1.n繰船1:1)る．口艤帥1ょ勺J状1:外 内）企体にT.な憤位のへ9ミガキが鑢されている． 団転寅illlA

反し．開tll!li中はで大色（ふくらし, Ut,8~1:1 外）胴郁下牛は文様雑文の直、 1寧な縦位のへ9ミガキが譜され NnlO・ ll. 川区.JV区
16.8 面取 ')~ Iしている． ている．

13!1-. 甕 18.5 文）口樗綿1よ L il縄文.111懸1こ 12~ー.itの構lili罵状文(3贔止，，， ．
5.G 

行l!llり1鳩文の1負. 1}9mli• らMRIには10-124'一紐の簡Ii
浪状文（右証り）が籍さ几ている．

最大柁は口縁郁贔嗣n巾位ではl.t専しい．口繰 内）紐に槽位のへ9ミガ内ヵ憎iされている． 団転冥厠A
10.0 郎11r <』/IJT-RI:外反し．罰節は中位でふく 外）胴節1'Nょ楓位のへ9ミガキか縞されている． Nau, 1¥1区

135-5 甕 11.2 らtJ, 文）預親に禰1ヽ欝状文 (3遅止め・右Iii!'))械文9川と、 Ulll恥か
4.6 ら讀節_L位,~4 本一紐の冑1贔濃状文が篤されている．

04.2) 
口織部は噂J状に外反ずる． 内）償位のへ?! ガ井が醜さnている． 団転賞襴B

135-6 甕 く5.9)
外）文樺が尤峨さIIているため不閉． No9, Ul区

文） 6*-lil(f)lll/i絨状文（右仰り）が上から下へ鱚されている．

鉢と111111111の檜〇郎のホゾは独立してあった1:息 内）鉢郎1』界色盪彩・績位：9》.-...;! If, ヽ．脚郎11横伯．の9ヽヶ,I-.lill転輿欄B
ff 
111 0 われる．最大褐11口縁郎,:あ"• ロ＂船 11勺 J 黛が蔦されている． N~I·11 . Ill区.IV区

13~-7 22.0 状に外只し．馴齢は中位上力でム<1,u, IIIIR~ 外）全薗祷t色筐彩・鉢郎1れ員位のへ,~II屯 脚狐LILLT位1/)へ9
12,8 はし、JのT状eli¥<tる． iガ斗が噂されている．

内）讚位のハケ.I'll輩が籍されている． iRJ転貞割8

135-8 
＂ 
<3.2> 外）洲色畜1J.慣位のへH ガキが細されている． 州13
(6.0) 

つよみ11111よ凹状を!i'.L.'也火に内lllから穿孔し 内）糾位のハケI属鴨の慎.17繰郎に慣位のへ9こガ＊が純さn lnl転翼lllA
り.6 ,~ と息1?11.る一1しがある． ている． llo.3, I区

135-9 董 6,1 外） tl1い糾位のハケメ1111聾の｛鼻，口鰊郎1こ償位のハケノ調聾、一
20.5 郎1こ績位のへ,! ガ令が誡されている．

(l2.6) 庇!&中央1こ煉成前の一~Lを有すo, ロ繰郭l;tlJ 内）讚位のハケメ胄聾の!A.讚位のヘラミガキが崖されている． 回転U債IA

13S-10 直 8.2 
ぼ直線的に開(, 外）体帰上小は9コ-1-'f'J.l.ひ繊(itのハケ1調緊，下r-1:1憤位のヘ 伽2、1区.II区.Ill区

~.o ラミガキが鱚さ/1ている．

口繰青μI:.燐で道（外反し．儡平となる． 内・'1-il!といこ亦色珀；；；• 讚位のヘラミガキが籍さtLている． 破片夷州B
13$-11 百 <7 .o> 伽,8

3・7・9・10 (甕 ・脚付鉢・甑．歪）と、南束コーナ一部135-2・4・5・7・8 (甕 ・脚付鉢 ・壺）に集中

する傾向が咎取され、この他137-1 (捐斧）が、 P,とP1の束側2箇所、 135-6 (甕）が炉2の西側、135-11(i',~ 

坪）が西阻下中央に分布している。 （小山）

遺物 （第135・136・137図、図版四十八）

本住居址からは、 弥生土器•石器が出上している。弥生土器はまとまった資料が出土しており、器種には、池・

甕・脚付鉢 • 西 ・甑・石坪がある。

壺には135-1・8がある。 135-1は口緑部に位置する破片で、顕部から大き〈外傾外反し、ラッパ状に開く

ものと考えられる。 内而罰整はナデ調整が行われるが、外而は剥離・庖滅が著しい状態で、赤色塗彩が極〈値かに

観察できるのみである。 135-8は小型壺の底部片で、内面調整は刷毛目調整、外面は赤色塗彩が施されている。

壺にはこの他、顆部に梱描簾状文 (2連止め）が右回りに施文され、内外面とも赤色塗彩が施される136-1がある。

甕には135-2・3・4・5・6の5点があり、小型品の135-5を除くと他は全て中製品である。文様構成は、

頸部に櫛描簾状文、 口緑部と胴部に櫛描波状文の施される135-4・5と頸部に櫛描篤状文が施文されず、 櫛描波
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纂川章遺膚と遣槍

状文のみの135-2・3・6に分けられる。 135-4・5の櫛描簾

状文はいずれも 3述止めで右回りに施文されており、施文順序も

頸部に簾状文を施文したのち、口緑部と胴部に波状文が施される

点で一致する。また、135-4に施される波状文は口緑部・胴部と

も上から下へ施文されており、本遺跡内における他の住居址出土

の資料と同様な傾向が認められる。躁状文の施されない135-2・ 

3・6も波状文が上から下へ施文される点で一致する。形態は

135-2 -5の4点ともいずれも口径が胴部骰大径をわずかに上

回る点で共通するが、 135-4は口繰部の外反度が強〈、「〈」の

字状に近くなり、 胴部は中位で張りをもつ。甕にはこの他破片資

料として、口緑部に櫛描波状文の施される136-2、ij11J部に櫛描斜走

直線文の施される136-3がある。

脚付鉢は135-7の一点のみである。口保部は短か〈外傾外反し、

ロ径が袋大径となる。脚部は中位上方でふ〈らみをもち、脚部は

「ハ」の字状に開き、端部で外反する。罰整は、鉢部内面に赤色淀

しー牛丑_Jcl!l
第137図 Y93号住居址出土石悩実測図

彩 ・横位のヘラミガキが施され、脚部内面は刷毛目調駿の後、ナデ調整で端部はヨコナデが行われる。また、わ

ずかに赤色顔料の付滸が観察できる。外面は鉢部・脚部とも赤色塗彩が施される。

藍は135-9が一点出土した。つまみ部は[!;!)状を呈し、中央に内面からの穿孔と思われる径2mmの孔がみられ

る。体部は「ハ」の字状に開き、端部で大きく外反する。内而調整は刷毛目罰整の後、横位のヘラミガキが行わ

れ、外而は粗い刷毛目調整の後、 一部に縦位のヘラミガキが施される。

甑には135-10がある。体部は直線的に外傾して開き、底部には内面からの穿孔と思われる径7Dlffiの一1しを有す

る。調整は内面に横位の刷毛目調整が行われる。外面は縦位の刷毛目胴整が行われ、口緑部にヨコナデ、底部付

近にヘラナデが施される。

135-11は窃坪の坪部に位訟する破片である。小片のため全体の器形は不明であるが、 内弯して立ち上がり、端

部で強く外方に屈曲し、内稜を有する。調簸は内外而とも赤色塗彩が施される。

この他小片のため図化し得なかったが、内而に刷毛目調駿の施される壺の底部、内外面とも赤色塗彩の施され

る鉢の底部、内而に丁寧なヘラ ミガキが行われ、内面からの穿孔と思われる径1.0cmの一孔を有する甑の底部、内

弯気味に立ち上がり、端部で内弯して直立気味となる口緑部を布し、 内外面とも赤色途彩された店坪の坪部など

がある。

石器類では、本住居址と共伴性が強いものとして137-lの握斧がある。 137-1は安山岩製で、自然石を利用

したものである。碁端部を欠損するが、残存部で長さ18.8cm、殻大幅8.7cmを測り、 fn位lと刃部にわずかに使用痰

が認められる。また、本住居址との共伴性は薄いと考えられるが267-26の打製石鏃がある。267-26は県曜石製

の凹基布茎鉱で、長さ2.0cm、最大幅1.9cmで頂さはo.72gを測る。
以上、本住居址の所旅期は、出土した壺・甕などにみられる特徴から弥生時代後期前半に位滋づけられると考

える。

（三石）
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33) Y94号住居址

遺構（第138・139図、図版

本住居址は台地南部の束端、

四十九・五十）

さ・しー10・11、さー9グリ ッド内に位辺している。第163号土坑と 複関係を

もち、北阻中央部を破壊されている他、南西コーナ一部を攪乱されている。また、住居址の南束側は既に削平さ

れているため現存しない．

プランは東西の冠軸長462cm、南北の長軸丑617cm(いずれも推定）、束槌長590cm、西壁長460cm、南壁長440cm、

北壁長443cm(いずれも推定）の隅丸長方形を呈し、床而積は27.42m•をはかる。長軸方位はN-69'-Eをさす。

に含む明茶褐色土、第2屈は、裂土は五．層からなる。第 1府は住居址の中央部に堆積するバミスと砂粒を多

西堕下、及ぴ床面上の各所に薄〈小範囲で分布する砂粒主体の黄褐色土、第3屑は西 ・南壁下周辺に堆積するバ

ミスを含む焦褐色土、第 4眉は住屈址東側床而上に堆積する耕作土の影咽をうけた淡褐色土、第5屈は西撻側の

第3府よりも床而中央側に堆積する

茶褐色土である。おおむね、プライ

マリーな堆積状態と判断したい。

確認面からの槌窃は0~20.5cmを

はかり、西壁を除く、北・南 ・束駁

の遺存状態は悪い。紐体は上位に黄

褐色の火山灰層（地山）、 下位に砂層

を利用して構築されており、南西コ

ーナー付近でふくらみをもつが、

ている。

お

おむね、平滑で既固な構築状態であ

る。

堕溝は検出されなかった。

床而は地山の砂層まで掘 り殖めた

のち、焦褐色土を薄〈埋め戻して叩

きしめた「叩き床」が全面に施され

ている。概ね、平坦化されており、

磁固な構築状態であるが、西壁ぎわ

から東撻ぎわに向って若干レペルを

低下させている。

ピットは 7個検出された。主柱穴

は4本(pI~ p .)が整然と配潰され

P, は28X29cmの円形を呈

し、 45cmの深度を有する。断面形は

U字形を呈する。 P2は30X 33cmの円

形を呈し、 40cmの深度を有する。断

而形はU字形を呈する。 p3は32X39 

cmの東西に長い楕円形を呈し、 33cm

の深度を有する。断面形はU字形を

呈する。 P.は43X 47cmの円形を呈

［
 

ltil 

E
 

明苓褐色土層

賀鳩色土層

鳥鳩色土層

ー

2
 

s
 

一。

p
 
1
14

0
 

s
3
 

●、,^
u

◎
ooO
O
r
 

S

4
 

s
 
ー

◎
”
 

q s 

◎ pl 

C' 

，
 

A
-

E
-

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
 ヽー

q-
ノ

一---
L

-
-
0
 

s
 

會`
@
m
 

,~ 
A 2 3 r A' 

ー ／／／／／／／／／／ー／ー ア~軍 —— 
C' 

D
 

帖性IJHい.,<!;I,, と妙れを多量に含t,,

Iii性は関い．砂拉t体で鳩色土を含I.I,
帖性はやや慎い．パミスを9量に含t,,

第138図 yg~ 号住居址央測閑 。
襴高686,Jm

(I : 80) 

R
 

D' 

2 rn 

-117-



第UI軍遺構と遺物

し、 53cmの深度を有する。断面は束 ・西両側にテラス

を一段有している。 PeliPa・P、間の西寄りに位滋し

ている。 81X 106cmの東西に長い楕円形を呈しており、

平坦な底面の西側には径約30cmの更に深い掘り込みが

みられる。深さは平坦な底面で20cm、最深部では52四

を測る。氏は西壁ぎわの中央北側に位償し、 37X39cm 

の円形を呈する。深さは29cmを測り、断面形はU字形

を呈する。 P1は北束コーナ一部に位四し、 44X6lcmの

楕円形を呈する。断面形は底面が平坦な、逆台形状を

呈する。Psは北墜下中央に位置する。第163号土坑によ

る破壊部にあたるため、残存値を示すにすぎないが、

所9月「棟持柱」と考えられる。 31X37cmの楕円形を呈

し、 21cmの深度を布する。断面形はU字形を呈する。

炉址は住届址の長軸、短軸の交点（住居址の中央）

よりも北束寄りから検出された。長軸98cm、短軸61cm

A-

9A
-

ヽ

\~. 

冨~事冨
=-

慣畠685,9111

(I : 301 

' 
I 鳥色土層 帖性IiややIIい．隕Ill,に近く．炭化袖t多量9こ含み．

妙れが1几しる．

2 bl! 鳩色土層 帖性11Hぃ．綸土の塊．砂れをjlに含み、よ （燒
Itている．

3 黒掲色土層 f/,t!l!I』やや＂ぃ．パ ミスと 多量の砂位を含t,,

｀ 荼鳩色土層 帖性は関い．鳥鳩色土と貧色砂粒が1llじる．
5 貫鳩色上層 .,. 性は＂ （． サ9サうしている．貰6砂粒主体で、

祁分的に燒Itている．

第139図 Y94号住居址炉址実測図

] m 

の東西に長い惰fil形を呈し、長軸方位はN-85'-Wを

さす。床面からの掘り込みは最深部で15cmを測り、断面形は、鍋底状を呈する。火床部は掘り込み底面をそのま

ま利用した箇所（西側）と、賞色の砂粒（第5層）を埋め戻した箇所（束側）がある。いずれの箇所も強〈焼

け込んでおり、焼土範囲は78X38cmの広がりをもつ。炉緑右はみられず、単なる「地床炉」であった可能性が強

い。炉址内覆土は四層からなり、上層中には砂粒主体の焼土塊（第2I屈）の分布がみられる。第111:1の炭化物を

多量に含み漆黒に近い黒色土は最上屈にあたり、極〈僅かな堆積をもつにすぎない。第3層は本炉址の中でも殻も

多祉に堆積している。バミスと多丘の砂粒を含む焦褐色土である。第4/fjは火床部上位に堆積し、凩色土と欽色

の砂粒がまざり合っている。

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器が出土しているが、その昼は多くない。また、遺物分布も特に某中する箇所は認めら

れず、全休的に散漫な分布傾向を示す。図化した遺物のうち、 1区覆土上屈から出土した140-2 (甕）、 II区覆

土から出土した140-4 (鉢）は本住居址の共伴遺物とは君い難く、他の遺物が本住居址の所産期を決定する資料

と判断される。 140-1・3 (甕）がP,・P6間の床面から若千浮いた榎土中、 141-1• 2 (壺）がII区、 141-

4・5・9 (甕）が田区、 141-3・6・7・8 (甕）がIV区の覆土中から出土している。 （小山）

遺物（第140・141図、図版五卜）

本住居址からは、弥生土悩が出土している。弥生土器の器桃には壺・甕．鉢がある。

壺には破片資料であるが141-1・2がある。 141-1は頸部から外傾外反して立ち上がる口緑部の破片で、顕部

に櫛描横走平行線文がみられる。 141-2は頸部に位置する破片で、櫛描簾状文 (2述止め）が右回りに施文さ

れ、口緑部内而と、文様帯を除〈外面全面に赤色塗彩が施される。

甕には140-1・2・3がある。140-1は口径と胴部最大径がほぼ等し〈 、口緑部は綬〈 外傾外反し、 Jl同部は

中位でふくらみをもつ小型品である。調整は内面に横位・斜位のヘラミガキが行われ、外面は胴部に櫛描波状文

の施文された後、胴下半部に縦位のヘラミガキが施される。文様は、口緑部から胴上半部にかけて振幅の小さい

7本一組の櫛描波状文（右回り）を施文した後、頸部に 9本一組の櫛描簾状文 (3連止め）が右回りに一帯施さ

れる。 140-3は底部片で、内外面ともにヘラ ミガキが行われる。 140-2は口緑部から胴上端部に位滋する破片
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第32表 Y94サ•住屈址出土土器観寮表

: i 11ft 1P. • 瓜 lJJA.t>ltUの怜徴 1111 聾 蠣 倉

最大↑｀は口繰郎と·糾•f'(il.でIJIJ'疇しい.0嶋 l'l ) 口縁郎から·~闘下位1こ憤位』3よび糾位のへ"!ガヽが篇さIt 囲駐実曹JB
郎1よ ''lJ 状に外反し．馴11111がI•位でふくらf.t. ている． 恥 1、I区、II区

13. 1 外）文撮が鑢さIVs復、覇郎下位1:縦位のヘラ ！ガ令が糟されて
140-I 皇 <17.5) いる．

文） 口縁狐から馴間に 7 本一紐の襴措控状文 9右Ill) •)) を嶋し,~
慎、＂瓢に 9本ー1J1の襴鳩●状文 (3遍止，，，.;{J[lll 1))が 1
俯嶋されている．

- 〇鍼邪It嘱昴ヵ• ら外反し受口状に立ら Lがる． 内）績位のハケ，，“誓ーヘ,'ガキが紺I!/¥ている． 破片寅綱B

140-2 甕 (6.9〉
口鬱綿1si1in1>されている． 外）口縁駆に讚位のハケメ胃贅-11コナ，，，が噴さnている． 1区

文）罰部1こ櫛鳩文が纏されてい~- 女1,しない．

内） Iヽ ヶノ贋聾一慣位のヘラミ ガキが織されている． 日飯寅襴＾
l40-3 費 (3.5) 外）帽位のへ9ミガヤが篇されている． ぬ2

6.4 

(12.6) 
IllむI¥r,、』の字状をll!Tl>.ロ＂郎 I.I園nり 内）へ,iガhが織さハているが皐位は不閉． 闘転寅創B

140-4 鉢 5 7 さnている． 外）讚位のハケ／調聾一纏(.!:rr,ヘ'J'ガキが纏さhている． ＂区

o.o 文）口●鶴にしR縄文が纏されている．

で、本住届址の共伴遺物とは考え難い。 n緑部は外反し、 外稜をもって内弯する受口状を呈しており、文様はロ

唇部にLR縄文、胴部に櫛描横走平行線文が施文される。甕にはこの他破片資料として、櫛描簾状文と櫛描波状

文の施される141-4・5・6、櫛描策状文と櫛描斜走直線文の施される141-7・8・9などがある。

鉢には140-4が一点ある。体部は直線的に立ち上がり、 口唇部にLR縄文が施されており、本住居址に共伴す

る遺物とは百い難い。

この他小片のため図示し得なかったが、頸部に櫛描簾状文 (2巡止め）の施される壺、 内外面に赤色塗彩の施

される研杯の杯部、 外而に赤色塗彩され、すかし （破片資料のため形態は不明、 YlOOサ住出土の160-13と同様

なものと思われる）を有する高杯の脚部が出土している。また混入遺物として、栢描の慣走平行線文 ・波状文 ・

垂下文の施される甕、 円形浮文の貼付される甕などがある。
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以上、本住居址に共伴性の認められる甕の形態・文様から、本住居址の所産期は弥生時代後期前半に位近づけ

られると考える。

34) Y95号住居址

（三石）

遺構（第142図、図版四十九）

本住居址は台地の南部束側、こ・さー10・11グリッド内に位粧している。Y94号住居址、第16号周浪、第163・

164・175号土坑と菰複関係をもち、これらのすぺてに破壊され、また、後世の攪乱も受けているために住居址の

遺存状態は極めて悪く、北懸部の周辺が一部残るのみである。

プランは、主柱穴、炉址の残痰が辛う じて検出されたため、ある程度の復元が可能である。東西の短軸長462

cm、南北の長軸長520cm、束唯長405cm、西紐長484cm、南咄長407cm、北偲艮440cm(計測値はいずれも推定）の

隅丸長方形を呈し、床面積は22.90m• をはかる。長軸方位はN-26'-Eをさす。覆土は未確認である。

確認面からの堕高は、北墜の残存部でも 2cmを測るのみである。壁体は地山の拭褐色火山灰層を利用して構築さ

れており、床而からの立ち上がりは緩い。

照溝は検出されなかった。

床而は地山の砂屈上に黒褐色土を薄〈坦め戻して叩きしめた「叩き床」が全面に施されていたと考えられ、

残存部も割合翠固である。

ビットは破壊部から 4個検出された。いずれも主柱穴であり、 4本 (pI~ p 4)が整然と配謹されている。以下

に記す計測値はいずれも残存値である。 Pは55X40cmの楕円形を呈し、 55cmの深度を有する。断面形はU字形を

呈する。 P2は35X 41cmの楕円形を呈し、 43cmの深度を有する。断面形はU字形を呈する。 Paは32Xl9cmの楕円形

を呈し、 33cmの深度を有する。断而形はU字形を呈する。 P.は35X33cmの円形を呈し、 43cmの深度を布する。断

面形はU字形を悟する。

炉址は住届址の中央より北束寄り

に残骸がみられる。地山が焼け込ん

だ焼土範囲であり、 39X37cmの円形

状の広がりをもつ。

遺物の出土状況

本住居址から出土した遺物は極め

て少な〈、総数でも弥生土器18片を

数えるにすぎない。

遺物（第143図）

本住居址出土の弥生土器は壺・甕

があり、頸部に突帯をもつ壺、口緑

部に刻目、胴部に簡描斜走文施文の

甕143-1・2などから中期後半のも

I)> ＼ ¥:,.._ DI~ co¥ ノ ()~ i:cl 
ヽ
ヽ
ヽ

｀ 
◎ 象I

償

PZ 乱

:,• .. ・: 
S 16 、9̀―鼻ょ、． 

A
`
 

叫
糟寓686,2m

O (I : 80) 2 m 

のと考える。 （小山）
第142図 Y95サ住居址火測図

~-«l -暑-2~-
ァー—=

゜
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第143図 Y95号住居址出J.:土器拓影図
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第 l 節翌穴,~屈址

35) Y96号住居址

遺構（第144図、図版五十）

本住居址は台地南部の束側、け • こー11・12グリッド内に位置している。第175サ土坑と孤複関係をもち、住居

の北束部を大幅に破壊されている。また、床面の各所もビット状の攪乱を受けており、既体は大方が削平され、北

西の極〈一部が残存するにすぎない。

プランは束西の短軸長395cm、南北の長軸長470cm、束壁長365cm、西監長407cm、南壁長375cm、北埜長317cmの

隅丸長方形を呈し、床面積は16 .90m•を測る。長軸方位はN-27.5'-Eをさす。

税土は残存していなかった。

壁体もほとんど残っていないが、黄褐色火山灰

府 （地山）を利用して構築されていたと考えられ

る。些溝は西墜の北半部にのみあり、幅25cm内外

を測る．

床面は地山の賀褐色火山灰層を叩きしめて構築

されているが、やや軟弱で起伏に宮む。

ビッ トは4個検出された。主柱穴は 3本 (p2 

-P』)検出され、 北東側の主柱穴は破壊のため検

出されなかった。氏が50X38cmの楕円形、 Psが

42 X59cmの楕円形で南照に長さ52cmの半円状の浅

いテラスをもち、氏は30><35cmの楕円形を呈す

る。深さはそれぞれ、 43・60・56cmを測る。

炉址は住居中央よりやや南西寄りにあり、 94X

54cmの樅円形プランをもつ地床炉である。

Ito 
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第144図 Y96号住屈址実測図

A<;JJ 

Q_ (l : 80) 2 m 
帽高686.2m

O, (I : 4) 10cm 

第145図 Y96号住居址出土土器実測図

第33表 Y96号住居址出土土器観察表

I i 叫 法量 絨形及び怜形の特 m ＂ 
聾 傭 考

胴郁は下位で大さ (J.くらみ、贔郁は細（（ぴ 円）槽位のハケI肩望が籍されている． lllJ駐冥瀾B

145-1 競
く12,0, れると息!httる． 外）績位のIヽヶ ,I~聾-T寧な観位のヘラミガキが薦されてい P, 

る．

2• ,5 

n織糾は類龍から外反し、上半で円宵し受0状 内） 襴位のハケ /1111輩→皐位不＂だがへ9 ミ II~が鳩されてい 破片貨IJIIB

を旦する． る． P, 
外）頬船にへ,tガギが鱚さItているが単位不引．

1•5- Z 甕 <II ,8> 文）口縁幅1:5 ,+: 一絹の欄Ii撞状文が1悧、11郎1こ4-6 4'一U

一 の構層糾旭直織文が縦位叩状にNi~ れ,~tt、 酬郎に 0 本一組

の調1贔慣党平行織文が1帯篇されている．
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第Ill拿遺溝と遺物

遺物の出土状況

本住居址から出土した土器の益は極めて少な〈、分布状況も極めて散漫である。大方が床面上出土土器のため、

（礎・甕）はいずれも主柱穴広内からの出土で木住居址の共伴遺物と見1故すことができる。図化した145-1・3 

ある。 （小山）

遺物（第145図）

本住居址からは、弥生土器が少 出土しており、器種は嵌 ・甕がある。頸部に箆描文を有すると思われ、胴下

位で大き〈ふ〈らむ、壺の胴上半部(145-1)、受口状の口絃部を有し、口緑部に櫛描波状文、頸部に櫛描横走平

行線文、胴部に櫛描斜走直線文の施文される甕 (145-2)などが出土していることから、本住｝酋址の所庶期は、

弥生時代中期後半と考える． （三右）

36) Y97号住居址

遺構（第146図、図版

本住居址は台地南部の東側、 lt・ こー13・14グリッド内に位置している。 Y98・99号住居址、第157・164号土

坑と

五十ー ・五十二）

複関係をもち、第164号土坑に束紐の中央部を破壊される他は、他遺構を破壊している。

プランは東西の短軸長388cm、南北の長軸長507cm、東盟長480cn1、西盤長433cm、南槌長356cm、北撻長396cinの

Ii:, 

lq 
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2 苓嶋色土眉帖性は 1よりや
ゃ慎い．多量の

パミスと小鵜を

含み．鼻褐色土

か湿じる．

3 荼鳩色七層 fli性l:lflぃ．
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第146図 Y97号住居址実測図
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鋼 1罰翌穴住粕址

隅丸艮方形を呈し、床面積は20. 18m•を測る。長軸方位はN 42"-Eをさす。

覆土は三屈からなり、プライマリーな堆積状態を示す。第 1,~ はパミスとやや大きめの礫を多位に含む瓜褐色

土で住居中央を中心としてレンズ状の堆積を示す。第2屑は多量のバミスと小礫を含み、黒褐色土がまじる茶褐

色土で、各虹下にみられる第1次堆積土である。第3層は拭色の砂と焦褐色七がまざり合っており、住居址中央

から南側へかけての床面上にみられる。

確認面からの撻布は21.5~33 .5cmをはかり、良好な残存状態である。堕体上位は地山の黄褐色火山灰/(9、下位は

地山の砂層を利用して構築されている。堕而は極めて平滑に形成されており、床面からの立ち上がりも、急傾斜で

ある。構築状態は上位は堅固であるが、下位は崩れ易〈、往時は板状の補強材を当てがう必要があったことを想

定させる。

峡溝は検出されなかった。

床而は地山の砂屈まで掘り窪めたのち、晶褐色上と砂粒をまぜた土を全面に 2~ 3cmの序さで埋めもどし、平

旦9こ叩きしめた r叩さ床」が施されている。構築状態は全而にわたって軟弱であり、埋め戻された混合土も剥が

れ易い。また、おおむねフラットであるが中央部が催かに窪んでいる。

ビットは6佃検出された。主柱穴は4本(P,~P、)が整然と配置されている。平面形態は東西に長軸をもつ細

長い楕円形で統一されており、 P,は26X39cm、Paは39X5lcm、p3は44X 62cm、P,は30X38cmの規模を有する。

深さは、 P1が44cm 、 p~が36cm、Psが35cm、P,が45cmを測り、西側に比ぺると束側柱穴の方がより深い。断面形

はいずれも U字形を呈するが、 Psは北梨側にデラスを有する。 Ps• Paは南墜下中央に並んでおり、入口施骰に

関わる柱穴とガえられる。 Paは28X30cmの円形を呈し、 25cmの深度を布する。 Peは23X26cmの楕円形を旦し、 33

cmの深度を布する。断面形はいずれもU字形を呈する。

炉址は明確なものが検出されなかった。北側主柱穴(P1・P2)間中央の床面上には、わずかな焼土範囲がみられ

るが、炉であるという根拠に乏しい。

遺物の出」こ状況

本住居址からは弥生上器が出土しているがその量はあまり多くない。遺物分布も特に集中する箇所はみられず、

全搬に散漫な分布状況を示している。図化した遺物はいずれも床面上、第2J曾中から出土したものであり、本住

居址の共伴遺物と見f故すことができる。共伴遺物の分布状況も特に集中する箇所はみられず、住居址内の各所に

散在する傾向がみられる。 147-1・3 (壺・甕）がPeの北側、 147-2・6 (壺・鉢）が北堕下西側、147-4 (甕）

がP1の北束側、 147-7 (鉢）が束堕下中央南寄りに分布している。また、 147-5 (甕）はII区2層、 148-2・ 

3・4 (甕）はIll区2層、 148-1 (甕）はrv区2IBからの出土である。この他、住届中央部には多紐の礫の分布

がみられるが、これらは大方が覆土第］層からの出土であり、住届廃絶後に投棄されたものと考えられる。

（小山）

遺物 （第147・148図、図版五トニ）

本住居址からは、弥生土器が出ヒしている。そのうち 7点を実測し、 4点を投影して図化した。弥生土器の器

種には、壺．甕．鉢がある。

壺には3固体が存在し、147-1は胴部の破片で、胴下部で〈ぴれ（弥生時代後期によく見られる特徴）、その変

換点まで外面赤色塗彩が施されている。内面の調整は刷毛目調繁がなされ、多くの壺の内面に見られるように大

部分剥離している。 147-2の壺は胴部が球形を呈する小形のもので内外面、さらに底部まで赤色塗彩が施されて

いる。 147-6の大形の底部は外面赤色塗彩がなされ、内面は剥離が激しく不明である。壺の塗彩の楊合、 外面

は、胴下部の〈ぴれ部までの塗彩が一般的であり、この壺のような例は稀れであろう。内面の剥離状況及び器形

から壺としてあるが、鉢の可能性もないとはいえない。

甕には147-5の口緑から胴上部までのものがあり、 口緑部「弓」状に反り、 n緑部から胴部に 7本一組の櫛描
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Y97号住居址出土土料英測図

Y97号住居址出土土器観察表

。
,, 

(I • 4) 10cm 

: ~ 怜積 法量 成形及び惰形の特置 躙 聾 傭 芍

一 最大径は胴糀にあり檀を bち` （びれる． 内）槽位および糾位のハゲノ綱置が崖されている． 霰片泉割B
147-1 憫 く13.7) 外).I:.牛に赤色建彩・償位のへ,tガキ、下キはT寧な績位，のヘ No6, U1区1層

9ナ，，，が鳩されている．

絹部が球影を皇する小型の土翡である． 内），，，色盪彩・催な槽位のへ9ミガ内が鱚さ1している． 回転翼副A
1•7- 2 壼 く10.2> 外）赤色鎗影横位のヘラミガキが属されている． N• I 

6.0 

内）横位のへうミガ＊が繍されている． 肘転翼貴IA
1,1-3 甕 く2.4> 外）績位のへ9ミガキが繍されている． No. 7 

6,6 

9,8 
輪積み成形による小~If)土蒻である． 内） 慣位のへ~Ufキが篇されている． 売全寅員1/

Iヽ7-4 甕 13.0 
最大碍は口織部と鯛郎tjl位ではぼ疇し（、 口縁 外）口織郎I.llコナチが篇された漬、順郁以下にT寧な縦位のヘ 枷 3

.ヽo 郎1:r知状に外反し．＂郎 1が中位で.J,くらt,. 9ミガ令が1f1されている． 外1111:lloが公Ifらに付着．

最大径は口縁11t1 と劃糾~·位でlilt事し(,口織 内）T寧な償位のへ9ミガキが讀されている． 翻転真慣'iB

16.6 郁は国」状に外，，，し、嗣節は中位で鯖くムく 外）文撮が死蠣されているt.:め不問． Ill区2層

147-5 甕 < 9.5> らむ． 文）口縁純から胴邸1:7本一川の編構糾定直艤文が檎位羽状（右

回り）に籍された9負、隈懇に lO本一組の襴鳩璽状文(2遁止
め・右fjj]•J) が 1 帯糟されている．

底郁1こ向かって怜閃が攘り鉢状に胃（なってい 内）鴫滅薯し（不明． 飩転冥割B
]47-6 

' 
(6.1) る． 外）泳色塗彩縦位のヘラ:ガキが置されている． 血2

(7.4) 

(14.0J 口辺部は内彎気鵠に開色、靖節で折れ曲かり直 内.'ト111と1,1:w色鯰彩・横位のへう ミガキが算されている． 闘転買憤IA
147-7 

“ 
5.7 立気練となる． N~5 
6,0 

斜走直線文（横位羽状）になされた後、頸部に10本一組の2連止め櫛描簾状文が施されている。 147-3は甕の底

部で平底である。 148-1は口緑部から胴部の破片で雑な櫛描波状文を施した後、 14本一糾の2連止め櫛描簾状文

がなされている。 148-2・3は胴部の破片で櫛描斜走直線文（横位羽状）が施されだいる。 147-4はほぼ完

形のもので、器形的には壺とも甕ともとらえられる要素をもっているが、 ここでは甕と して扱う。内面の観察か

ら輪積みによ って成形されていることがうかがえ、最大径は口緑部と胴中位ではぽ等し〈、胴中位でふくらむ器

形を呈している。外面に部分的に赤色顔料の付芍が認められる。

147-7は内外面赤色塗彩された鉢で、平底で内弯気味に立ち上がり、 口縁端部で屈曲して直立気味となる。

以上、本住居址の所産期は、

147-1の赤色塗彩の施された

壺及ぴ147-5の甕の器形など

から弥生時代後期と考えられる。

（窃村）

ー
ァ

II

第148図 Y97サ住届址出土土器拓影図
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37) Y98号住居址

遺構（第149・150図、図版 五十三）

本住居址は台地南部の東側、〈 ・lt-12・13グリ ッド内に位置している。 Y97号住屈址、第167号土坑と重複関

係をもち、住居址の南西部、束限の南側を破壊されている。

プランは束西の短軸長502cm、南北の長軸長592cm、東槌長512cm、西墜長490cm(推定）、南紐長442cm(推定）、

北槌長408cmの隅丸長方形を呈し、床面積は22.69m'をはかる。長軸方位はN-0.5'-Wとほぼ真北をさしている。

覆上は二府からなり、極めて薄い。第 1脳は住居址覆土の大方を占める。淡茶褐色土が多伍にまじり、バミス・

を含む焦褐色土である。第2層は堕溝内に堆積する。賀褐色火山灰が主体を占めており、槌体の崩藩層と考えら

れる。

確認面からの堕店は 3~25cmを測り、おおむね艮好な残存状態であるが、西虹南側は残高がやや低い。壁体は

地山の黄褐色火111灰層を利用して構築されており、床面からの立ち上がりは綬い。構築状態は堅固であり、壁面

はおおむね平滑である。

盟溝は虹直下を全周すると考えられる。溝幅は12~37cmをはかり、南墜下においてより幅が広くなる。床面か

らの深さは 7~14cmをはかり、断面形は綬いU字形を呈する。

床面は地山の貿褐色火山灰J甘まで掘り窪め、平坦化したのち、きめの細かい明茶褐色土を全面に薄〈埋めもど

し、叩きしめた「叩き床」が施されている。檬築状態は全而にわたって極めて緊固であり、また、凹凸もほとん

どみられない。

ビットは 8 個検出された。主柱穴は 4 本 (P1~P 、)整然と配されている• P, は55X44cmの楕円形を呈し、 61

Jt:l Jn /0:101 

~ 
'/¥) b I 

161-3@ 

◎ pl ⑮ 151-1 
P2 
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攪乱
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l 鳥褐色上層 !bl印」やや偵い． ，＂スを 含み．填茶鳩色土が多量に況じる．

2 賞鳩色土層 !a性はやや憤い． Qヽ スヽ 含Ct.貸褐色上が崩れている．

第149図 Y98サ住居址爽測図
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第m寛遺情と遺物

cmの深度を有する。断面形はU字形を呈する。 Paは46X59cmの東西に

長い杓円形を呈し、 58cmの深度を有する。断而形は北束側に一段のテ

ラスを有する。広は36X40cm (残存値）の円形を呈し、 61cmの深度を

有する。断而形はU字形を呈する。瓦は59X47cmの惰円形を呈し、 73

cmの深度を有する。断面形は漏斗状を呈する。凡内からは礫が3個検

出されている。 p~は北壁下中央に位置しており、「棟持柱」と考えられ

る。 33X29cmの楕円形を呈し、 59cmの深度を有する。掘り込み底面は

南側ヘオーパーハングしている。 PGは南壁下中央やや西寄りに位囲

し、入口施設に関わる柱穴とも考えられる。 48X 31cm (残存値）の円

形を呈し,26cmの深度を有する。 P1は北束コーナ一部に位近し、貯蔵

庫的な役割を果たしたビットとも考えられるが、これを首・行する要素

A-

¥tll ｝ ヽ

z
 

I~I~ 
11. A' 

I Ill, 渇色上層 tれ性は憧い．さわ璽 讀高6郎m
縄か〈 .□色 (I : 30) 

'k子t~tt.
l 50cm 

第150固 Y98サ住居址炉址災測図

は何もない。 38X58cmの束西に投い楕円形を呈し、 32cmの深度を有する。断而形はU字形を呈する。 Peは束壁下

中央に位俄している。 42X 31cmの楕円形を呈し、 39cmの深度を有する。性格は不明である。

炉址は住居址の長軸・短軸線の交点よりもやや束寄りから検出された。平而形態は長軸80cm、短軸59cmの不整

な楕円形を呈し、長軸方位はN -25·-wを さす。床面からの掘り込みは最深部で10cm をはかり、断面If~は若千の

起伏を有するものの、おおむね弓状を呈する。火床部は掘り込み面にあたる地山をそのまま利用しており、掘り

込み底面の中央に51X 31cmの広がりをもつ。火床部の地山の砂層は強い熱をうけており、共赤に焼け込んだ状態で

あった。炉緑石は検出されず、単純な「地床炉」であったと考えられる．覆土は白色粒子を含み、きめの細かい

黒褐色土ー11.1のみからなる。

遣物の出七状況

本住居址からは弥生土器・石器が出土しているが、その五は多〈ない。図化した遺物は床面上、あるいはそれ

に近い覆土中から出土したものであり、本住居址の年代を決定する共伴遺物と見f故すことができる。また、図化

した遺物の分布はP2・P5周辺など住居址の北半部は比較的集中する傾向がみられ、その他、南束コーナー下にも

分布する。 151-1 (壷）がP2内、 153-1 (府製石斧）が氏の北側、 151-6 (台付甕）がP2の北西部に分布し

ている。 151-3 (甕）は完仔品に近い個休であるが、 p5南側に近接して床面上に横転するような状態で検出され

た。南束コーナー下床面上からは153-2 (敲石）、 153-3 (石台）が並んで検出されており、 151-3 (甕）と

合せ、本住居址の廃絶II寺の様相を示しているようにも思われる。この他、 151-2 (壺）は l・TV区の間で接合関

係をもち、 151-4 (鉢）、 152-3 (壺？）が［区、 152-5 (甕）、 152-2 (甕）がII区、 152-1・4 (壺・甕）

がIV区に分布している。

遺物 （第151・ 152・ 153図、図版五十四）

本住居址から出土した遺物には、弥生土器 ・石器がある。

弥生土器の器種には壺・甕 ・台付甕．鉢がある．壺4点、甕3点、 台付甕1点、鉢2点を図化できた。

壺は全形態を知り得る資料に恵まれなかったため、個々に説明を加える。

151-1は胴部上位以上を欠禎する。胴部は中位でふくらむが、あまり強〈は張らず、通常みられる栗林式の細

頸壺に〈らべるとややスリムな感を受ける。文様はな〈、外而調整はヘラミガキが施されているが、先に行われ

た刷毛目調整も完全に消されてはいない。

151-2は太頸の受口口緑を有する壺と考えられる。受1こ1部の外稜はとれ、丸味を帯ぴている。文様はなく、内

外面ともに丁寧なヘラミガキが施されている。
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第151図 Y98サ住届址出土土器実測図

第35表 Y98り住届址出土土器観察汲

=~ tJfj 枕• 成討及び U 化 の 特徴 綱 彗 憎 彎

履大1\ltJPIRll~1位1;みる． 内）償位のハケノ鯛箪が饒察でしるが、鴫減會し（単位不叫． 固翫翼創＾

外）馴11l1上半Ii糾位のハケノ鱈聾の復、帷な縦位のへ9ミガキカ’ No 5 
151-l 壼 (19,5) 清され，馴郎"I''~はT寧な縦位のヘ.,!ガキが穐されている．

7.6 

口繰節は憂口状を旦tる．太頚の壼1:膏えられ 内）膚位のへ9ミガキが纏さhている． WIヤ実劃B
151-2 壼 (4.8) る． 外） IJ ::r+f'の後．横位If)へ9ミガ奸が輪されている． 1区.IV区

最大怪はIJ械郁にある．口縁祁l;I俎（外反し． Iii ) 仝体にT寧な構位のへ,~ ガ命が純されている． 1il1転寅割A

(J8.8) ＂郎 I:I:. キでふ（ら(I,預郎のくVfl糾外面I!, 外）口縁親はII::>ナ，，，が篇され．嗣郎1::た様篇文の復．嗣部，，tゆ3.I区.II区ベル｝内
151-3 ll 19 0 M t膏~,棟合霰が訊寮できる.L14'11111al取り に幅の広い縦位のへ9ミガキが紐されている．

6 0 されている． 文） 馴聞上. ..., こ6本一組の情Iii餃状文（右f!il'I)が5帯上から下
ヘ嶋されている．

(15.4) ロ辺ffllltflit!iして開(.aOH1tlll取りされて 内）赤色塾彩が鱚されている． 囮転夷釦IB
151-4 鉢 < 6 8> いる． 外）航色0彩 ・慣位のヘ,iガ介が嶋されている． Iii( 

内）鳥色知J塁・槽位のヘ.,!ガ令が袖されている． lill転県衝IB
L51-5 聾 (1.5> 外）赤色処糧．償位のへ,'ガキが龍されている． II区

（ヽ.4)

一
台節と甕1111の撞介郎1:,~ゾがある． 内）針位のハケノ綱輩の禎．憤位のへ,,ガ令が籍されている． 但l転輿割A

151-G I くヽ.0〉 外）横位のヘラミ ガキが蔦されている． N<l • 
6.i 

内illlこ猷包閾料が付漕している．

この他、壺では頸部にLR縄文を地文とし

て箆描横走平行線文で文様帯が区画される

152-1、外稜のとれた受ロロ緑を有し、箆描

巡続炎形文と刺突文が施される152-3があ 第152図 Y98サ住居址出土土器拓影図

る。 152-3の内面には、赤色塗彩が施されており、礎の中では希有な辟形である。

甕は単純口緑を布するもののみがみられる。

151-3は全形態を知り得る。飛大径は口緑部にあり、口緑部は短〈、綬〈 外反し、胴部は上半で軽〈ふくら

む。文様は口唇部と胴部上位から中位下方までもち、口唇部にはLR縄文が押捺されている。 胴部は右回りの櫛

描波状文が5帯、上から下へ施されている。外面罰整は文様施文ののち、服部下位に縦位のヘラミガキ、 内而調

駿は横位のヘラ ミガキが施されている。

この他、甕には同じ単純口緑をもつ152-2と縦位羽状の櫛描斜走直線文が施される胴部片152-4がある。

152-2は口唇部に箆描の刻目を有し、頸部に櫛描波状文が施されている。

台付甕151-6は台部のみの破片である。「ハ」の字状を呈する台部で、台部と甕部の接合部にはホゾを有する。

鉢は151-4と5がある。151-4は塊状を呈し、内外面に赤色途彩、ヘラミガキが丁寧に施されている。 151-

5も4と同様な形態を有すると考えられる。外而は赤色塗彩、ヘラミガキが施されるが、内面には焦色処理がみ
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第153図 Y98り住居址出土石器夷測閃

られ、雑ではあるがヘラミガキも施されている。

石製品は磨製石斧・敲石・台石がある。磨製石斧153-1は粘板岩製で極小型の偏平片刃石斧である。敲石153-

2は安山岩製、台石153-1は花尚岩製である。

以上の共伴遺物から本住居址の所産期は弥生時代中期後半と考えられる。 （小山）

38) Y99号住居址

遺構（第154・155凶、図版五 1屯四）

本住居址は台地南部の東側、こ • さ ー13· 14グリッ ド内に位滋している。 Y97サ住居址、第164号土坑、第 5 号溝

状遺構と爪複関係をもち、 Y97号住居址、第164号土坑に住居址の北側を、第5号溝状遺構に南槌西側を破壊され

ている。また、束虹も既に削平され、現存しない。

プランは束西の短釉長400cm、南北の長軸長460cm、束堕長420cm、西壁長360cm、南壁長392cm、北槌長340cm(計

測値はいずれも推定値。）の隅丸長方形を呈し、床面積は17.19面の小規模な住届址である。長軸方位はN-15"-

Wをさす。

覆土は既に削平されていたため、確認できなかった。

確認面からの壁窃は0~8.5cmを測り、床面からの立ち上がりは綬い。壁体は地山の賞褐色火山灰層を利用して

構築されているが、やや軟弱である。墜面も凹凸が苔しい。

辟溝は検出されなかった。

床面は地山の貿褐色火山灰層まで掘り下げて平坦化したのち、黒褐色土を全面に埋＇め戻して叩きしめた「叩き

床」が施されている。おおむね、翠囚でフラットな構築状態であるが、数箇所に凹凸がみられる。また、床面の

北西部、南東部には、土坑状・ビット状の攪乱がみられる。

ピッ トは6個検出された。位置関係のみを根拠としてP1・P2・Pa・P、を主柱穴と仮定したが、深度の差がそ

れぞれ大き〈異なり、また、配滋も整然としたものとは酋い難い。 Eは31X33cmの円形を呈し、 51cmの深度を有

する。断面形は底而がおおむね平坦な、円柱状を呈する。 Paは束半分を攪乱によって破壊されているため、推定

値を示す。 31X29四の円形を呈し、 16cmの深度を有する。断面形は綬いU字形を且する。 p3は33X39cmの楕円形

を呈し、 57cmの深度を有する。断面形は細長いU字形を呈する。 P,も北側が撹乱によって破壊されているため、

推定値を記す。 34X33cmの円形を呈し、 9cmの深度を布する。断而形は綬いU字形を呈する．この他、 Ps・Peは

如何なる機能をイJしていたのか全くわからない。 PeはP.の南東部に位滋し、 22X28cmの楕円形を呈する。深さ
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は21血をはかる。Poは南堕下の東側に位訟し、 35X35cmの円形を呈する。深さは52cmを測り、主柱穴P2・P、よ

りもより柱穴的である。

炉址は住居址の長軸・短軸の交点 （住居址の中央）

よりもやや西側から検出された。平面形態は長軸長

80cm、短軸長56cmの整った楕円形を呈しており、艮

軸方位はN-16.5'-Eをさす。床面からの掘り込み

は浅く 、飛深邪でも 5cmを測るのみである。断面形

は弓状を呈する。火床部はこの掘り込み内に貿褐色

の砂府（第 1層）を坦めもどし、平坦化したのちに

設けられており、埋め戻し土上に長さ75cm、幅31cm

の南北に細長い焼上範囲を布する。この焼土は第 1

府の黄褐色土砂粒が焼けて赤変したものであり、芳

しい加熱をうけたことをあらわしている。炉緑石は

見あたらず、 111純な「地床炉」である。覆土は確認

できなかった。

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器が極〈少凪出土している

が、いずれも細片であり、完存品は全〈みられない。

遺物分布も極めて散漫であり、特に集中する箇所は

みられない。図化した遺物156-1・2・3 (甕）は

床而上から出 I:したものであり、本住居址の年代を

推定するための、ある程度の手掛りとなると考えら

れるため、掲示することとした。 （小山）

遺物 （第156図）

本住居址からは弥生土器が少紐出土してお り、器種

には甕がある。甕は3点が図化できた。いずれも破片

資料であるが、受口状の口緑部を有し、口緑部にLR

縄文を地文として箆描連続山形文が施文され、さらに

口唇部にLR縄文、顕部に櫛描横走平行線文の施され

る156-l、単純口緑で、口唇部にLR縄文、頸部に櫛描

横走平行線文の施される156-2、胴部に櫛描斜走直線

文の施される156-3などがある。

この他小片のため図示し得なかったが、口唇部にL

R縄文の施される壺、外而に赤色途彩される高杯の脚

部などがある。

以上、本住居址より出土した遺物から、所産期は弥

生特代中期後半に求められる。 （三石）
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第154図 Y99号住居址尖測図
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第155図 Y99·~ 住居址炉址実測図
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第156図 Y99号住届址出土上器拓影図
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第Ill章遺慣と遺枷

39) Y 100号住居址

遺構（第157・158図図版五十五・荘十六）

本住居址は台地南部の中央部、か ・き・〈 一15・16グリッド内に位滋している。第13号周沿と重複関係をもち、

住居址の西収部のすぺてを破壊されている。

プランは東西の短釉長460cm(推定）、南北の長軸長598cm、東虹長566cm、西堕長600cm(推定）、南位長480cm、

北壁長435cm(推定）の隅丸長方形を呈し、床面積は28.35m'(推定）をはかる。長軸方位はN-23"-Eをさす。

覆土は六層からなり、プライマリーな堆積状態を示す。第 11晉は明褐色上とパミスを多込に含む黒褐色土で、

覆土上半部の大半を占める最終挫没土と考えられる。第2層はバミスと小礫を多祉に含む凩褐色上で、覆上下半

部の住居址中央にレンズ状に堆積する。第3層はバミスと黒褐色上を含む明茶褐色土で、南・北両槌の端から住

居内中央に向って流人する。第4層はバミスを少量含むきめの細かい黒褐色 ヒで1悧認Fにみられる。第5・6附

は北壁下にみられる。いずれも貿褐色火山灰を主体上としており、 住届址の紐体が崩落した上層と凡倣すことが

できる。

確認面からの既在は15~36cmを測り、おおむね良好な遺存状態である。床面からの立ち上がりは綬い。岳体の

上位は地11」の賀褐色火山灰層、下位は地山の砂層を利用して構築されており、上位は割合翌固であるが、下位は

もろ〈崩れ易い。従って往時は何らかの補弛材が必要であったことが想起される。壁面はおおむね平滑であ り、
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凹凸は少ない。

墜溝は南東コーナーにのみみられる。

床而は地山の砂層よで掘り究め、平坦化したのちに、黒褐

色土を全面に薄〈埋め戻して叩きしめた「IIIJさ床」が施され

ている。全面にわたって丁寧に叩きしめられているため、竪

固な構榮状態であり、かつ平坦でもあるが、埋め戻した土が

薄いため、崩壊しやす〈、また、剥がれ易い。

ピッ トは9個検出された。主柱穴は 4本(P1~P4)が整然

と配設されている。平面形態は他の住居址と比較すると大規

撲なものが多い。 Pは74X 77cmの円形を呈し、 63cmの深度を

有する。断而形は堀斗状を呈する。 Paは59X63cmの円形を呈

t
 

r,.' 

し、48cmの深度を布する。断面形は湘斗状を呈する。Paは43X I 鳥色l.眉 帖れは北い，さバ●かく
fl;ltて、純虞力、高い． ほa685.Sm 

46cmの不整円形を呈し、 64cmの深度を有する。断面形はU字 2 い；貨色L層鳴IIJllfl,か繊1)/~ しの． 0 11'30) 50cm . . 

型を呈する。 P,は71X7lcmの円形を呈し、 68cmの深度を有す

る。断而形は協斗状を呈する.p、の束側の側益には礫が2個 第158図 YlOO号住居址炉址央測図

あてがわれるような状態で検出されている。 p5は北壁下中央に位醤し、「棟持柱」と考えられる。 45X34cmの南北

に艮い楕円形を呈し、 22cmの深度を有する。断面形はU字形を呈する。 pdはPaの南側に位悛する。 35X35cmの円

形を呈し、 12cmの深度を有する。 断而形は級いU字形を呈する.P,・Paは南壁下中央に並んでおり、入口施骰に

関わる柱穴の良好な例と言える。 P1・Pe間は幅27cm内外、深さ 8cm内外の溝で連結されている。平面形態はP1

が72X 27cm、Peが71X38cmの南北に長い惰円形を呈しており、深さはそれぞれ30cm、45cmを設ljる。断面形はいず

れもU字形を呈する。 p9は南東コーナーに位置し、 貯蔵的な機能も考えられる。 58X63cmの円形を呈し、 15cmの

深度を有する。断面形は綬いU字形を呈する。

炉址は北側主柱穴 (pI. p 2)間の中央からやや北寄りの位置から検出された。平面形態は長軸78cm、短軸59cm

の北側がやや疫けた楕円形を呈しており、長軸方位はN-2'-Eをさす。床面からの掘り込みは般深部で8cmを

測り、 断面形は若干の凹凸は有するものの、おおむね弓状を呈する。火床部は掘り込みの底面にあたる地山の砂

屈をそのまま利用しており、底面中央部に41X 51cmの不整な焼土範囲を布する。焼土範囲中の南側には板状の礫

が2枚虹状に立てた状態で置かれており、炉緑石となっている。覆土はきめの細かい砂質で純度の店い黒色土一

figのみからなる。

遺物の出土状況

本住届址からは多量の弥生上器と少量の石器が出tしている。このうち、石器268 51 (磨製石鏃）、 272-134、

273 145・151 (砥石）は床面よりもかなり在位の覆上上層から出土したものであるため、本住屈址の共伴遺物か

らは除外した。図化した弥生上器は床而上、あるいはそれに近いIせ序から出土したものであり、本住居址の共伴

遺物と見倣すことができるが、 160-13(高杯）の接合関係（床面中央部と南西コーナー間で接合）に代表されるよ

うに住届址の広範囲にわたって散在する資料も数多〈みられ、本住居址出土土器の大半が、住居廃絶後に一括し

て投棄されたものであることがわかる。

遺物の分布は南虹下に特に集中する傾向が希取される。 159-1・2 (大甕）の破片はP1の周辺に比較的広範囲

に分布し、これらの破片の分布圏内に159-4・160-16 (甕・鉢）も含まれる。 159-3 (甕）はp8上、 159-8、

160-13 (甕・高杯）はp9上に分布し、 160 14 (高杯）はPa南側、 p9上、 Po南西側と広範囲にわたって分布す

る。また、 159-10(WK) は p ◄上にある。この他、 159-11 (甑）が北束コーナー、 159-7 (甕）がPzの北測、

159-5、160-13(甕・窃杯）がP1・Pa間の南側など住居北側の各所に点在している。

A A' 
2 l . 

疇
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纂UJ竃遺憤と遭物

ー ヽ

、~,ヽ9 、一1、2

゜
(1.4) 10仰

第159図 YlOO号住屈址出土土骰実測図 く）〉
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第1節竪穴住居址

) ＼ 

二[
~ 

0 (I : 4) 10c111 

第160図 YlOO号住居址出土土器英測図く2)

各区毎に取りヒげた遺物は、

159-6・9・12、160-15(甕・

台付甕・祇・鉢）、 161-l・ 2・ 

3 (壺）が東区から出土している。 ，
 

、7,.-.贔I?.. 
0 (I: ヽ）5 cm 

第161図 YlOO号住居址出土土器拓影図

遺物（第159·160·161図、図版五十七• 五十八）

本住居址から出土した弥生土器の器種には壺 ・甕 ・台付甕・査・鉢．甑．茄杯などがある。

壺は形態の伺える資料を欠さ、口緑部片2点と頚部片 1点を図化した。 161-1は無彩、 161-2・3は赤色塗

彩されている。 1・ 2は口緑部上端に栖描波状文、 3は頸部に梢描簑状文が施されている。 l・2の口緑部形態は

ほぽ直線的に外傾する。

甕には大型の159-1・2、中型の159-5・8、小型の159-6・7がある。破片資料ではあるが159-3・4 

は大型品の中に含まれる。文様は口緑部から胴部中位まで施されるのが甚本で、 159-2は栖枯斜走直線文、他は
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第UJ章遺情と』物

第36表 YlOO号住届址出上上器観寮表

: ij ＂＂ 法量 試"'凡 V ttff~<'J t,f 徴
＂ 

望 蠣 彎

最kfl\1よ馴鶉中(~にある．口織帆1が弓状1こ外反 内）憤位のヘ.,! ガ小が魔さ11ている． M転'll~!/1
29.0 し、＂舗IJ 中位で大~(ふくら IJ. 外）文様が允囀さ1しているたの不鼻I. No8• IO• II · 13·15· 16 • 17・18, 

159-I 甕
(25,3> 文）口縁綿からU郁1こ15)1:匹l!lの馴紐的な膚IQ襴状文 1右l!llり） 20・40、Eば、 W凶ペル団

がl.かり下へ綽さ/Liこ1,t.頂綿1こ15* 1811)鬱IH~Jt;文 (2 外il!Iこ“が付着
32.6 逼jとの、ぶlhlり）が籍さILている．

尉耶は中位で＊さくふくらみ,□繰郎t,;>.さく 内）償位11)へ-,! tiltが謹されている． liiJ転寓剥A
開くと芍えられる． 外）絹船 f'1,,:文樺鑢文の1負．縦位のへ,! カ＊が沿されている． 池 2・3・r,・6・7・9・10・ ll・ 

(31 .8) 文1口縁懸からU部中位に、 9*-111の鳴lilOII!置織文が讃位凋 l2 ·2~ ・39. W区． ペル ト内
159-2 甕 状（む回り）に上から下へ織さ れた撞、預部に)64,:ーlfi(I)鵜 外111にはが付漕している．

晶慶状文 ,i,皇』~/I) .も11llり）か鳩されていら．

口縁節は可状に大l'(外反する． 内）債位のへ9ミガキが績されていo. 店片渭~,n

外l•'I位のハケ I胃聾が籍されている． 匹 2

159-3 直 <ID. 7》 文）類郎1;7本一9且のIIIHi罵状文 (2遁止1/)・右lillり）が篤され

たのら．口撮部．胴郁に4:+:-IILVl膚I.a緯状文が請で.tlfK 
的に鴫さllている．

内）慣位のへ9ミガ令が蒻さ11ている． ば片｀鳥Ill
外）文撮か允囀さILているため不閉． N~IO. r, 区

159-4 真 (11,3) 文）類郁に10本一川の調1贔傭状文 (2湿止;,,右りり）が紬されI; Yll911[i(I層， 2眉

1負. G 本一ta.II)薗Iii液状文（右間 •))が口椒峠1:u ·ドからJ-
へ．馴郎に1:1上から下へ謹3れている．

最大l'I;は口縁郎と胴棉~I位で111r1't..い． 口縁 内）全体にT寧な糾!Itおよび檎位II)へ.,ミガ々が纏さiしている． 完全買員1
郁Ii蠣耶から 11 く外以し上·~でわずかに内弯す 外）1Pl綿り1位以Tl:は文撮嶋文の復I:、丁寧なへ9ナチが籍され 地1

14.0 z.. 嗣郎は 'i'位で軽くふくらむ• ている． 外illに儡が付着している．

1団ー5 甕 17.9 文）頸郁1:11今ー川の襴Ii\罵1た文（専111J隔止め・ふ伍, ~)が纏さ

5.8 れた仕、 9本-ti!の1111a娘状文（右回り）が口縁祁に下カ・ら
上へ.Iii! 郎1:は上から下へ籍されている．

12.0 
ロ縁岱は緩く外反して1NJさ、馴郎Ii護くわずか 内）慣位のヘラミガキが籟されている． llil転冥ヽ 1B

159-6 甕 (6,0) 
にふ〈らみ底節へ収東する．探鉢2を屋するヽ Iヽ 外）文様が充鳩されているf.;11)不舅I. E区．ベルH内
悶の上静である． 文）口縁瓢から訊帥に1沈ーIllの憎11/Jitt文(,(,町））が上か,,

下へIiさしている．

最大f¥11口織郎1:ある． 口艤部ill江（外皮し罰 内）全体にT寧な•;位,~よび償位のヘ.,! 11-I>が籍されている． 完拿寅員1

lJ 0 部は小位で籍（ふ（らむ． 外）鯛H巾位以下には文鳩鬼文lf)f負1;.T111な繊位のヘラミガキ 叫 5

159-7 聾 11.S 瓜部ヽ,,火に、約 IXI. 7 an//)情円Jjをし,_燒成 が囀されてい~. 外lll1こはがN漕している．

4.6 復の賽礼が一りしあり、 仇への転用とし考えらll 丈）口織紐から胴郎l:.t.'.Cら II本一糾の構1贔汲状文（右1叩））が

る． 上からrへ傭されている．

最人伍1ょ馴都中位にあるがn綸罰往と大鴨な 内）全体にT寧なへ,!ガヤが輪さ /¥ている． 紐寅眉j

ぃ. IJ綸糾Iが1状に外反し、 胴郎1が1•位上力で 外）謂糾下半は績位のハケメ調蟄のIi,T寧な紺f山のへう：ガ蛉 No27• 28 • ao • 32、E仄.W.J:. P, 
16 2 Xさ〈ふくらt,, が着さnている． l'i外国に亦色顧flが付漕している．

159-8 甕 19.4 文）口縁郎から罰郎上t-1;14木一f.llのIll播控状文 （右1司り）がK
5.8 

から下へ謹されt,;I負.ffl節に l4本-Illの櫛Iii膿状文(2渇止
め・右liiJi))が施されている．

台郁わよび甕郎1こホゾとの検合111lと考えられる 内）古節は慣位のハケ／謂緊力”‘され｀甕郎1よ襴位のへ9ミガそ 同転潟農1A

a 
割れRが観賓でb.こ／しらよりホゾ1』追三角Wt か噴さ／している． E区．ペルト1り

]59-9 <5.2> をした独立するしのと考えられる． 外）台郎1:糾Ill.の9 ケヽ，，調聾が篇され、甕郁Iょ糾位のハケ，，調望

の1負亀罐位のヘラ：ガキか崖されている．

つく口(a虞ij7縁oみ,.2l郷8郡> ) 
つ虞h9MlU字状に凹み、中央1こ燒成前II)閉孔 I'llヽ 4位“よひ賓位のハケ.1111置が傭されている． 回転Wl!A

169-10 董 が一孔ある． 外）糾位(1),ヽヶノ胃彗の1鼻．直位のへうミガキが籍さILている． 地'!6

内面位1:煤の付糟が着しい．

tli/J親は内冑気輯1こ,"Jの字状に開（．葺郎 内）金体l~T寧な憤位のへ1 lガ＊が繕されている． 完全夷飼
16.6 中央に饒成前の9孔が一イしある． 外） tl辺郎1i1貫(il.(f)ヽ ヶヽノ＂輩の復 .T軍な構(il.(f)へ,'ガ ・ヽ. 伽4ヽ、E区

159-11 
＂ 
0,2 そIJ)j負体祁1:T寧な慣位のへ"!ガ許が繕されている． I 内外園1:赤色隕flが付漕している．
5.0 外lilに煤がイ1着している．

伍郁中央に燒成間のJI!イしが一イしある． I'll横位のヘ'>Urキが1iされている． 回転夷副A
159-12 Vi. くLG> 外）T事な嵐位のヘ.,z If令が籠さI(ている． E区

4.2 

H•llllli大きく外瓜し. ,,,位で1.tを1i1して直立し、 円）杯郡l:l赤包控彩・糾位および横位のへう；ガキが算され．闘 lii1転尖創A
.J-•位で外反する．＂邸1;1纏く開さ下糾で外lii.L 、 紐に11日コナ，，，の偵、 fl位のハケ／調聾が纏さI¥ている． 心• 31 • 42・ヽ3,E区.w区ペル
9ッパ状を昂ずる．冑幅に遺し1し力噂されるが、 外）年耶lt1lll色鯰彩・針位/jよび償位のヘラミガキが纏され．脚 ト内

26 6 残＃船1J)みからはその形1が不問．口縁郎鳩釦： 郎に11lli(tのへ9ミガ年か輪されている．
160-13 百 箕).7 はぽ事閏闊で4ケ所に三角形の只起を有する．

1$ 8 杯節と鰤郎の撞合糾Ii、土妙の割tt方から挿状

の独立しにホゾが111いられたと息われる．

If.ImはI?直緯的に闊さ'口繊靖郁でほぼ水平 内） I{, 郎Ii伽色捻”・償位のヘ，，げJ・令が輯され．岬祁は償位の 但1転洟割A

26 2 1:/lllllilする,Ill節l;Ir,、J の字状に1111~1111高し 9 ケヽ1閾梵が綿されている． No. • • 21・29・30, E lo., Wば、ペル
160 ー I◄ 百 23.6 高い.□ 縁船靖郎にmが等間漏で三角9夕の費“ 外） >f.R611赤色捻彩・惰他のへ'!ff Itが鱚され．岬郎li1/r,色鎗 ト内

1• 2 ヽ つヽ打すると思われる(ll仔l:l2つ）．＊ゾ1: 彩・縦位のヘラミガキが轄さItている．

は立しt.Lのと息わIしる．
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(27 81 I ll織聞Ii帖.rl量によt,11,/、TO縁．
< 6 5> 

内）111位のへ,i If今が讀されていo.
外） UヽにHよび讚位のへ,,ガキが篇さILている．

第 l節竪穴（主む址

醜片寅創B

E区． ペルト内、S131V区

12 • 口辺船IJ~flj心に闊さ . II昴でわずかに内彎 内・外国といこ亦色甑；；• 横位のへうミれが篇されている． 完仝冥刷

: .:l-ro. I INo.1◄.E区. w区

すぺて梱描波状文が施されている。

大製の159-1・2は、飛大径は胴部中位 (32.6、35.8cm)にあり、口緑部は弓状に外反する同様な形態を有す

ると考えられる。 1は口緑部から胴部中位にかけて右回りの櫛描波状文が.l.から下へ10幣以上施されたのち、顕

部に右回りの櫛描簾状文 (2連1ヒめ）が1帯施されている。 2には口緑部から胴部中位にかけて櫛描斜走直線文

が3段にわたって施されたのち、顆部に櫛描簾状文(4連止め）が右回りで1帯施されている。この他、 159-3・ 

4は顆部に櫛描簾状文が施されたのちに口紐部、胴部に櫛描波状文（右同り）が断続的に施されている。

中型の159-5・8は口紐部径と、 11r,1部最大径がほぼ等し〈、 5は口緑部が内弯気味に外反し、 8は大きく氾純

に外反する。施文順序は頸部に櫛描簾状文を施したのち、口緑部は下から上へ、胴部はヒから下へ櫛描波状文（右

回り）が施されている。櫛描簾状文はいずれも右回りであるが、 5は等間隔止め、 8は2連止めである。

小型の159-6・7は、最大径を口紐部にもち、口粒部はゆる＜外反し、胴部はわずかにふ〈らむ7と、殻大径

を有する口緑部は外反して大きく開き、胴部はほとんどふ〈らみをもたず、深鉢型を呈する 6で形態が異なる。

ロ紬部から胴部中位にかけてはいずれも右回りの櫛描波状文のみが施されている。尚、 7の底部には焼成後に一

孔が穿たれており、甑への転用が考えられる。

台付甕159-9は台部のみで、逆三角形のホゾを布する。

名U59-10は全体形は山形を呈し、 「ハ」の字状に開さ、つまみ部はU字状に凹み、中央に焼成前の一孔を有す

る。外面は雑なヘラミガキで刷毛目調整を消し、内而は刷毛目罰整痕が明瞭に残り、煤の付対が著しい。

印よ焼成前の一孔を有する159-11・12がある。11は完存品、 12は底部片である。 11は口辺部が逆「ハ」の字状

に開き、 内外面にヘラミガキが施される。

高杯は160-13・14がある。 13は杯部が脚部から大き〈外反して開いたのち、 中位でほぼ垂直に立ち上がり、上

位 (n繰部）はまた外反する。脚部は細〈長〈開き、端部でわずかに外反する。口緑部には三角形の突起が等間

隔で4箇所に貼付され、脚部中央2箇所には少な〈とも三角形ではない形状不明の大きな透し1しが骰けられてい

る。杯部と脚部の接合は枠状（ソケット状）のホゾが用いられている．杯音II内外面、脚部外而に丁寧なヘラミガ

キ赤色塗彩が施されている。 14は杯部は逆「ハ」の字状に大きく開き、上端部で外反し、鍔状に張り出す。脚部

はり、」字状に長〈開き、透し孔はもたない。口緑端部には三角形状の突起が等間隔4箇所に貼付されている。

杯部内外面、脚部外面にはヘラミガキ、赤色塗彩が丁寧に施されている。

鉢は貼付口ほを有する160-15と、小型の160-16がある。 151よ椀状の形態を打するとガえられ、内外面にヘラ

ミガキが施されている。 16は口辺部はわずかに外反したのち、 上半部で内弯気味となり、＇端部 は軽く屈曲して立

ち上がる。内外面ともに丁寧なヘラミガキ、赤色塗彩が施されている。

以上、本住届址の出土遺物は投棄されたものではあるが、住居廃絶時からの時間差がこ〈短いものであったこ

とは出土状態からも明らかである。従って、本住居址の所産期は、これらの遺物をもって弥生時代後期前半に位

はづけて良いと思われる。 （小山）
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40) YlOl号住居址

遺構 （第162・163図図版五十）し）

本住居址は台地の南部中央、 〈・けー14・15・16グリッド内に位沢している。 YlOO・102号住居址と爪複関係

をもち、北堕の東側周辺と、西壁の北側周辺を破壊されている。

プランは束西の長軸長555cn1(推定）、南北の短軸長430cm、東壁長433cm、西堕長343cm(推定）、南壁長485cm、

北堡長523cm(推定）の隅丸長方形を呈し、長軸方位はN-52'-Eをさす。床而積は20.98m'をはかる平均的な規

校を もつ住居址である。

覆土は六府からなり、プライマリーな堆積状態と理解される。第1・2附は住居址の中央よりも南東奇りに偏

在する最終堆積土である。共に焦褐色土をペースとしており、第 1府はバミスを少足、第2府はバミスを多址、

淡茶褐色土を少伍含む。第3lt1は北西部の既ぎわから床面にかけて堆積する。黒褐色土とパミスを多伍に含む茶

褐色土である。 •第 4 府は床面中央部に薄〈小範囲で分布する。紫色火Lil灰が多足にまじる茶褐色土である。第 5

府も、床面中央東窃りと西壁ぎわに薄〈 小範l目で分布する。バミスを含む黒褐色土である。第6府は各墜、及ぴ

壁溝内に堆積する．黄色火山灰と砂粒が主体で黒褐色土とバミスがまじる。壁体の崩落府と理解される。

確認面か らの壁高は4,5~ 

22.5cmをはかり、北＆度の遺存状

態が若干悪いが他は良好である．

壁体は地山の貿褐色火山灰)(9を

利用して構築されてお り、おお

むね、平滑で遂固な構築状態で

床面からの立ち上がりは綬い。

壁溝は北盟下にはなく、他の

束・南 ・西搬下の南側までめぐ

る。溝幅は 7~31cmをはかり、

床面からの掘り込みは3.5~19

cmの深度を有する。また、東壁下

中央南寄りには長さ77cm・幅30

cm内外、深さ20~26cmの一段深

い掘り込みがみられる。

床而は地山の黄褐色火山灰府

まで1』!]り碩めたのち、黒褐色上

を薄く全面に埋めも どして叩き

しめた「叩き床」が施されてい

る。おおむね平坦に構築されて

おり、また極めて器固な床面で

ある。

ピットは 6個検出された。主

柱穴は 4本(P,~氏）が割合整

然と配訟されている。 Piは50X

54cmの円形を呈し、 50cmの深炭

lo:1 
... ---.疇--

Y 100 
ヽ
ヽ
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...-i-,-I ~ 
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Y 102 I P 3 00S " : 0 ,.' " 
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◎pヽ 紅 ◎ I 
匁166-31問製直）
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p ;j~ 綴綴綴鐵拗拗疇，E、,-,////////////////////,勿勿
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第162図 YlO!"',;(主届址英測図
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第 1節竪穴住科址

を打する。断而形は底面が平坦な円柱状を呈する。

P心 39X 37cmの円形を呈し、 41cmの深度を有する。

断而形は1伯れたU字形を呈する。 Psは63X56cmの楕

円形を呈し、 69cmの深度を布する。断面形はU字形

を呈する。 掘 り込み内には 2個の礫がみられる。 P,

は40X4lcmの惰円形を呈し、 64cmの深度を布する。

断面形はおおむねU字形を呈するが束側に一段のテ

ラスをわずかに有する。 p6•p6は南隈下西側に並ん

でおり、入口施設に関連する柱穴とも考えられる。

Paは30X58cmの東西に艮い楕IIJ形を呈し、42cmの深

度を有する。 p6は49X 51cm(/)円形を呈し、 25cmの深

度を布する。

炉址は住居址の長軸・ 短軸の交点（住居址の中央）

よりもやや北側から検出された。 88X87cmの丸味を

おぴた方形を呈しており、長軸方位はN-lr-wを

Io, 

A
l
 

I a, 
Et> 

A
-

/ C0 

A /¥, 

顧
1 賞褐色l;llf Iii代1ょ叫ヽ 賞色火tltfli.と体て．

サ9サうしている．
2 /!I褐色・l;/0 II, 件1がやや慎い．さh織か〈 、
＂色,:,{・ が晶じる ゜

ほ応 480,Im 
(I : 30) 50ぐn

↑ 1 

さす。床面からの掘り込みは最深部で11cmをはかる。 第163図 YlOl号住居址炉址尖測図

断而形はやや起伏に在むものの、おおむね弓状を呈する。火床部はこの掘り込みの底而にあたる地山の砂層上に

あり、 41X 5lcm(J)楕円状のヰ赤に焼け込んだ焼土範囲を有する。炉緑石は焼土範囲の南側にあり、艮さ16~22cm

の礫が3個磁かれている。火床部の中央にも長さllcmの礫がみられるが、これが原位置を保っているものである

かは定かでない。覆土は二re1からなり、第1屈は掘り込みの南側に偏在する貿色火山灰の埋め戻し土、第2lf1は

白色粒子がまざった焦褐色土である。

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器・石器が出土しているが、 il:は少ない。全体的な遺物分布も特に集中する箇所はみら

れず、散漫な分布傾向を示す。図化した遺物は床面上、あるいはその直上覆土内から出土した ものであり、本住

居址の共伴遣物と見i故すことができる。 164-1 (甕）は炉址の北側の床而上に口縁部を密党させた逆位の状態で

検出され、 166-1 (太型蛤刃石斧）はPa北西側の床而上から、周囲を板状の礫に包まれるような状態で検出され

ている。また、 l66-2 (偏平片刃石斧）は西壁下中央、 166-3 (磨製石鏃未成品）は p5 •p6間の床而上から検

出されている。この他、 164-2 (甕）、 165-3 (甕）はII区、 165-3 (甕）はm区、 165-1・2・4 (壷・甕）

は1区から検出されている。

遺物 （第164・165・ 166図、図版五十九）

本住届址の出土遺物には弥生土器・石器がある。弥生土器の器種には壺 ．甕・鉢がある。壺は形態のイ司えるも

のはなく 、破片資料165-1・2がある。 1は外稜のとれた受口口粒を布し、LR縄文を地文として、箆描連続山

形文が1条施されている。 2は頸部を強く押して横ナデし、 2帯の隆帯を造り出し、降帯上にLR縄文を施して

いる。甕は受口□緑の164-1~3、165-4と、単純口緑の165-3がある。受ロロ緑の甕はいずれも外稜が完

全に消えた内弯気味の受口口縁を有する。 164-1は口唇部に縄文、頚部に櫛描横走平行線文、胴部に斜走直線文

が縦位羽状に施されている。 164-2・3 (同一個体と考えられる）は口嶽部、胴部に櫛描波状文が施され、胴部

は栖描垂下文（直線）で画されている。 165-4は口糸東部の櫛描波状文上に櫛描連続llJ形文が施されている。 jド純

ロ緑の165-3は口唇部に箆描の刻目、胴部に櫛描波状文施文ののち、櫛描垂下文 （直線）が施されている。

石器の器種には除製石斧166-1・2、磨製石鏃未成品166-3がある。 1は閃緑岩製太型蛤刃石斧で母端部を
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9[ 。
(1: ヽI 10じ'"

第164図 YlOl号住居址出土土•悩尖測図

第37表 'Y 101号住居址出土土器観察表

=' ＂憎 法• 成形及び情形の特 m
＂ 

聾 償 胄

最i!l:ttl織紐1こあり• LI繰11111れ夏（外反し受 内）T寧な横位のへ9ミガ令か軸されている． 屈転貨割A
LS,O 口状に内賓し、 11狐IHIくふくらt,, 外）口縁郎1こ槽位のへ9 ミガ＊ ． 胴昴上位1:•1位のハケノ輝整が N• l 

164-.I 賽
< 7,7) ロ01~は国肛りされている． 繕さtしている．

文I111'811に LR縄文，鱗節に G*—観のlllllii慣た平行織文が 1

15,0 罹厠郁1.14-5:f.:-川のllllU~~ll•文が縦位叩状 （右回
り）に雇されている．

(15.9) 最大圧は口蠍態にあり．口繰郎は内11l気陳に立 内）償位のへ,'ガキが籍されている． 回転寅魯113

< 8.8) ち上がり受口状を込すi, 外）類綿iこ償位のハケノ冑嘘が噂されてい6, Ill区床上
164-2 甕 胴昴IHHふくらむ． 文）口鰻郎i;:s本一紐のlllli板状文が1臀亀舅謁117寧一岨のIll

(lS 9) 
岱亭下文が繍文された復. ~ ~ 一lfl/1)襴liill.状文が数僭誨さ
れている．

内）丁軍な縦位のヘラミガキが籍されていl>. 励転填11118
外）胴耶に11t位のハケ／閥望ー文憬楡文一嗣郁下位に縦位のへ9 Ill区床上

16<1-3 甕 く108> ミガ今が崖でれている．

6.4 文） 0-7*一組の禰ば諷状文が纏されん復.7本一姐の獨后堕
下文が紺されている．

晉，Z疇£ ~' (!i};~:!、 『
第165図 YlOlサ住居址出土土器拓影図

敲石として再利用している。 2は

閃緑岩製偏平片刃石斧である.3 

は粘板岩製で両面側辺、茎部研磨

段附で中止している。

以上の共伴遺物から本住居址の

所産期は、弥生時代中期後半と考

えられる。

（小山）
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第166図 YlOl号住居址出土石諾実測図
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第1節竪穴住居址

41) Y 102号住居址

遺構（第167・168、図版六 1-)

本住居址は台地の南部中央、け• こー15・16グリッド内に位泣している。 YlOl号住居址と重複関係をもち、こ

れを破壊している。

プランは束西の短軸長306cn1、南北の長軸長398cm、東堕艮325cm、西壁長340cm、南壁長249cm、北壁長235cmの

開丸長方形を且し、床而積10.64m•をはかる小規模な住届址である。長軸方位はN-Jo・-Eをさしている。

骰土は五附からなり、プライマリ ーな堆積状態を示す。第 1・2層は住肘址r"J中央を中心としてレンズ状の堆

積を示す。 1社上屈にあたる第1層はバミスと小礫を含むきめの細かい黒褐色土、第2層はバミスと小礫を含む暗

褐色土である。第3屑は住居址床面中央部の床面

トに広く薄〈堆積する。バミスを含むさめの粗い

焦褐色上で、東側に淡茶褐色土がまじる第 3府が

ある。第4・5層は各墜下にみられる第1次堆積

層である。第4層はパミスを多址にその他、カー

ポンと黒色土を含む茶褐色土で、第5層はバミス

を少黛、焦色土を多量に含む明茶褐色土である．

確認面からの堕高は、 23-36cinをはかリ良好な

遺存状態である。壁体はYlOl{}(主居址との国複箇

所の北東部はYlOl号住居址の覆土及び地111の砂

附、他は上位に地山の拭褐色火山灰,~、下位に地

山の砂屈を利用して構築されており、床面からの

立ち上がりはきわめてなだらかな傾斜である。璧

面は平滑とは言い難く、凹凸に富み、構築状態は軟

弱であり、もろ〈崩れ易い。

壁溝は検出されなかった。

床面は地山の砂層まで掘り柑めたのち、晶褐色

上を全面に薄く埋め戻し、叩きしめた「叩き床J

が施されている。おおむね、平坦な床而を形成し

ているが、南から北へ向ってわずかに傾斜してい

る．また、やや軟弱な構築状態であり、「叩き／呆」

自体もも ろ〈剥がれやすい。

ビットは 6個検出された。明確に主柱穴となり得るものはなく、
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第167図 Y l02サ住屈址尖測凶

ピットの,-e滋にも規制性はみられない。 P1~P、は住居址の四隅の
床面上、壁体に掘り込まれている.P1は23X25cmの円形を里し、 59

cmの深度を布する。氏は25X26cmの円形を呈し、 52cmの深度を有す

る。 P,は23X2lcmの円形を呈し、 30cmの深度を有する。 P,は32X22

cm(!)楕円形を呈し、 26cmの深度を布する。いずれも小規模なビッ ト

である。凡は北峡下中央に位置し、棟持柱と考えられる。 25X23cm 

の円形を呈し、 57cmの深度を有する。 P,は南壁下中央に位置し、

40 X47crn(/)楕円形を型し、43cmの深度を有する。 P1~瓦に〈らペ

I oi (jy 

(¥' 

""le 
,~ I~ ・

A A 

璽 l゚t!JI 615.8ni 
l l . !O) socm 

第168図 Yl02号住居址か址尖測図

-139-



第Ill憲遺構と遺物

るとより柱穴としての機能が弛〈伺われる。

炉址は住居址の中央よりも北側に位滋している。 73X63crnの楕

円形を呈しており 、長軸方位はN-1.5'-Eをさす。床而からの掘

り込みは最深部でも 5cmをはかる程度で枢く浅く、断面形はおおむ

ね弓状を呈する。火床部は掘り込みの地山の砂層上に設けられて

いたと考えられるが、焼土範囲はみられず、使用された痕跡がな

い。炉緑石は掘り込みの中央よりやや南墜に細長い角礫が東西一

直線状に並ぺて匠かれている。覆土は、黒褐色土が一府のみ薄〈

堆積している。

以上、本住居址は、 1未面がほとんど踏みしめられていないこと、

炉址の使用痕跡がないことなどを勘案すると、ほとんど生活され

ないままに廃絶された住屈であった可能性が強〈 伺われる。

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器 ・石器が出土しているが、そ

の旦は極めて少ない。全体的な遺物分布も極めて散漫で

ある。 274-166(有孔円盤）は殺土最上屈からの出土で

あるため、本住居址の共伴遺物からは除外し、他の床面

上から出土している土器資料を本住居址の共伴遺物と見 第170図 Yl02号住居址出土土器拓影図

1故すことにした。 169-1 (甕）は南壁下中央西寄りの床面上に押しつぶされたような横位の状態で出土してい

る。また、 170-1 (壺）がIII区、 170-2・3 (壺 ・甕）がIV区から出土している。 （小山）

第169図 Y102号住居址出土土器哭iJlil図

遺物 （第169・170図、図版六十）

本住居址からは、弥生土器 ・石器が少伍出土している。弥生土器の器種には壺・甕がある。

169-1は口径と胴部最大径がほぼ等しく、口緑部は級〈外傾外反し、胴部は中位やや上方でふくらみをもつ中

型の甕である。 内而閻整は胴部に縦位のヘラミガキ、口縁部に横位のヘラミガキが行われる。外面は刷毛目調整

が行われ、口緑部からBlり上半部に文様が施文された後、胴下半部に縦位のヘラミガキが施される。文様は、口緑

部から胴上半部に櫛描波状文が施文される。甕にはこの他、胴部に櫛描波状文と櫛描斜走直線文の施される170-

3がある。

壺には口緑部に櫛描波状文の施される170-1と櫛描横走平行線文を櫛描垂下文で区画した「T字文C」の施文

される170-2がある。

石器類は本住居址と共伴するとは考え難いが274-166の滑石製の布孔円盤が一点出土している。

以上、本住居址より出土した遺物から所産期は弥生時代中期後半に求められる。 （三石）

第38表 Yl02号住屈址出土土器観察表

゜
(I : 4 l 10cm 

: 1賢怜檀 法量 皮形及び怜形の特隕 躙 輩 傭 賓

最大径1$口縁郎と嗣籠中位では!?亭し（` 口縁 内）鰐郭中位から下位に縦位のヘラ ミ ガキが薦された撞• I附糾上 完会夷員i
/Illから顕祁は r弓」状に大き（外反し、馴部は 位から口繰!MこT寧な柵位のヘラtガキが囀ばれている． No2,UI区

16.3 
巾位で大き（ふくらt,. 外）口綸節から網紐 ,,位1:縦位のハケi調鴨→、文撮鱚文→詞節下

169ー1 甕 Zl-8 
位に巖位のへ,! II-¥>が噌iされている．

5,6 
文）口繰綿から網部下位lこ4-8本一組の構Iii破状文が懸かい皐
位で基本的には下から上へ繍されている．

-140-



第 1節 竪穴f主店址

42) Y103号住居址

遺構 （第171・172図、図版六十一）

本住居址は台地南部のほぼ中央、く・けー16・17グリッド内に位阻している。 Yl23号住居址、第13号周涅と

複関係をもち、北西部の周辺を破壊されている。

プランは東西の雉軸長376cm、南北の長軸長530cm(推定）、束壁長504cm、西壁長466cm(推定）、南壁長3llcrn、

北猥長332cm(推定）の隅丸長方形を呈し、床面積は18.54 rn'をはかる。長軸方位はN-2・-wをさし、ほぽ南北

方向をむいている。

覆土は五｝約からなり、北側はほとんど削平されている。南槌下を除き、住居址内のはとんどに第1屈暗茶褐色

土（バミス、小礫、拭色火山灰を多量に含む。）が埋没し、第 2-5 層は南壁下にのみみられる。第 2/~はパミス

と賞色火山灰を含む焦褐色土、第3層はバミスを少i1:含む、砂質できめ細かい茶褐色土、第4/1:}は貿色火山灰主

体の拭褐色土、第 5府は 4屑に黒褐色土が少量ま じる貨褐色土である。

確認面からの堕高は l~17cmをはかり、北槌・南束コーナーはほとんど削平されている。堕体は地山の貨褐色

火山灰府を利用して構築されている。壁面は平滑とは百えず、特に束璧の南側は大幅なふくらみをもつ。他の壁

も直線的でな〈、起伏が若しい。床面からの立ち上がりは緩〈、構築状態はやや軟弱である．

撻溝は南墜下西側にのみみられる。溝幅は22~46cm、深さ10-23cmをはかり、底而は起伏が激しい。また側面

も直線的でなく、凹凸が激しい。

床面は地山の黄褐色火山灰肘まで掘り窪めたのち、黒褐色土を全面に薄〈埋めもどして叩きしめた「叩き床」

が全面に施されている。おおむね、平坦な床而を形成しており、構築状態も翠固であるが、特に踏みしまった箇

所はみられない。

ピットは 7個検出された。

主柱穴は 4 本 ( P ,~P ◄) ぁ

るが、あまり整然とした配

置ではない。特にP,が西側

にずれている。 P,は50X53

cmの円形を星し、 56cmの深

度を布する。断面形はU字

形を基するが、南側に稜を

布する。P,は破壊部から検

出されたため、残存値を示

す。 32X34cmの円形を呈し、

58cmの深度を有する。いは

29 X39cmの楕円形を呈し、

60cmの深度を有する。断面

形はU字形を呈する.p. は

26 X29cmの不整円形を呈し、

46cmの深度を有する。断面

形はU字形を呈する．広は

住届址南側の Pa·P•間に

位置している。 24X32cmの

b. 

Jo:, 

’ I 
ヽ
1 Yl23 

---------
¥(") 

⑤ ~I 

7
8
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7
 
1

173
油
173。訊[
Q/ 

(Jv 01 

c
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c) 

A
-

A' 

J ,r, 茶褐色t冷It/Ji'l'I」蒻い．バiスと小
2 黒褐色土~ th竹1よ肋い．パとスと貨色'/<U成を含t,.
3 贔褐色土＂ ＇碑 1:閲い．さ.,,.か（．砂Rでパ；スを少凩:'tt,.
4 貨褐色tIll ti, 竹1より9い．貫色'l<UIIRI'体．
5 貿嶋e上層 4 I; 鳥II色J.が少M,lll.る．

゜
心 686,~n\ 
(l ; 80~m 

第171区IYl03号住居址尖測図
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鯖Ill章遺揖と遺初

円形を呈し、 21cm(/)深度を打する。 P,.P。は南批下中央に位“

し、人口施設に関わる柱穴と考えられる。 P,は44X62cmの松円形

を呈し、西側に偏在する更に深い小規模な掘り込みがみられる。

深さは最深部で50cmをはかる。 P。は58X60cmの楕円形を呈し、 40

cmの深度を有する。

炉址は住居址の長軸・短軸の交点（住居址の中央）よりもわずか

に北側から検出された。長軸長71cm、短軸長61cmの惰円形を呈し、

艮軸方位はほぽ真北をさす。床面からの掘り込みは袋深部で13cm

をはかり、断面はおおむね弓状を呈する。火床部はこの掘り込み

の底面に砂質の拭褐色火山灰（第2lt'l)を4cm内外の厚さで埋め

戻して造られている。埋め戻された黄色火山灰は47X46cmの不整

形の広がりをもっており、現状は真赤に焼け込んだ状態であった。；

火床部の南側には角礫2個をならぺた炉椒石が設けられている。

A
l
 

/ ct, ん

＇ A
l
 

/~ 

A_ /I, 

疇
鳥色I.IN th汎1よりiし、・きn鯛かい．
~.11色J• llf 紗f/(1)貨色火lliF/i.i

即 lしてI'llめ心9しt;1.. t=A 686"' 
0 (I : 30) 50cm 
. '  

炉内の設土は、きめの細かい黒色土ー）がのみからなる。

遺物の出土状況 第172図 Yl03サ住居址炉址実測図

本（主居址からは弥生土器が出土しているが、最は少ない。遺物の分布はP,の東側と、炉址の南側に比較的集中

する傾向が希取される。図化した遺物は床面上、あるいはその阻上の段土中から出土したものであり、本住居址

の年代を決定し得る姿料と考えられる。 173-l・5 (壺・甕）が炉址の南側、 173-2・3・8・9 (壺・甕）が

瓦の東側、 173-7 (甕）がP1の南側に分布している。また、 173-4 (手捏鉢）はPs内、 174-1・9 (壺・甕）

がI区、 174-5・6・11(甕）がII区、 173-6 (甕）、 174-3・7・8 (壺・甕）がIll区、 174-2・4・10 (壺・

甕）が設土内から出土している。

遺物（第173・174図、図版六十一）

本住居址からは、弥生土器が出土している。器種には壺・甕・ミニチュア鉢がある。

壺は、箆描文を主として施す173-1・2、174-2・3、櫛描文を主とする173-3、両者を組み合わせた174-

1がある。 173-1 ! ょ、頭部にLR縄文を地文とし、箆描横走平行線文による区画中に、箆描退統刺突文・山形文

が施され、口緑部にも LR縄文が回転押圧されている。 ・il-や形は、口級部が筒状の頸部から強く外反し、端部で受

口状に立ち上がっている。 173-2も筒状の頸部に、箆描横走平行線文による区画中に、箆描山形文・押し引き文・

刻目文が施されている。 174-2は、 LR縄文を地文とし、弧状の箆描文が施された胴部破片で、 174-3は、箆

描横走平行線文が施された頸部破）ヤである。 174-3は、筒状の細い頸部で、 4本一組の櫛描波状文が一帯施され

ている。 174-1は、横走する箆描文下に6-7本一組の1節描波状文を垂下させた後、左右を箆描文で区画した胴

邪破片である．

甕は、櫛描文を主に施す173-5、174-4・6・8・7と、箆描文を主とする173-6、174-5・10・11、両

者を組み合わせた174-7がある。 173-5は、 6本一組の櫛描斜走直線文が縦位羽状（右回り）に施されており、

胴部は中位でふくらむ。 174-4は、 8本一組の櫛描斜走前線文が施される胴部破片、 174-8は、 8本一組の櫛

描横走平行線文下に、櫛描波状文と垂下文が施された頸部から胴部の破片、 174-9は、櫛描波状文の施される胴

部破片で、 174-6は、櫛描波状文の施された受口状を呈する口絃部破片であり、日唇部に面取りが施されてい

る。 173-6は、頸部に2条の箆描横走平行線文が施され、口唇部にはLR縄文が施されている。器形は、口緑部

が綬〈外反し、 口唇部は而取りが施され、飛大径は口絃部にあると，思われる。 174-5は、口縁部にLR縄文を地

文とする箆描山形文が施され、面取された口唇部にLR縄文、頸部に横走する箆描文が施される受口状の口緑
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第173図 Y 103号住居址出ヒ土器実測図

第39表 Y103号住居址出土土器糾察表

挿● 図号 怜II法量 成 fj及びむ形の特置 潤 聾 傭 禽

口嫌酎11蘊く外且し増部で受D状に立ち上が 内）ロ111i1こヨコナデが讀されH復．斜位のハケメ潤竪．岨濾な 回転寓副A

る． ヘ,,.ガかが鱚されている． ぬ6

13,1 
外）口縁糾は3コナデの位、横位のへ9ミガギが鶉されている．

11a-1 壼 < 7 8> 
文）馴節はLl<縄文を1111文とし、へ9濯槽允平行織文4粂＼ヽ粂

しか籟じでさない．）で区11lし1,f皇．畳と位の文撮轡中,:ヘラ
鳩刺閃文、 3段0の文様帯中へ,tij遍絨ILL形文が檜され｀ロ

縁郎ヒ鑽に11LR縄文が讀されている．

預部I:節状~lj\する． 内）全Illこ欄位のIヽヶノ調聾のは、類幅上位I~はT寧な横位のヘ 叫輯Ill割A
ラミガキが加されている． ぬJ

外）隈闇lillt位のハケ9調聾lf){A、文撮鳩文、鯛船1よ文樺饉文If)

173-2 壼 <12.0) 憧．縦位のへ9ミガ年が讀されている．

- 文）類船1よ1.ll縄文を地文とし．ヘ,t贔鑽兌平行緯文3条で一次
区園し、 J:.の文横僭にはへ9鳩連絨U1J11文．下の文横伶1こは
ヘ,iii"しり1さ文と閃りを各1条巡らされている．

- 内）讚位のハケメ調聾が籍されている． 則転実倶・Ill

173-3 壼 〈3.9>
外）隕限上位は償位のハケ／調輩．下位は縦位のへ9ミガキが織 訟 3,IV区
されている．

文） 4本一Illの襴は波状文が一膏雇されている．

(~,5) 崖節1がF肛"t'、全体に追台形状を旦する.If>ほ 内・外国と しかるいナテが籍されている． 紐転洟割B

173-4 鉢 1.9 成形． P, 

(3.0) 

閃郎1が11111.でふくらt,. 内）鑽郎は欄位のハケ;1111輩の復、慣位のへ9ミガ介が紺されて 叫転買副ll
いl>.11'18~ 1;1憎位のへ9 ミガキが織されていl,, ~!. s 

外）類郎は襴位のハケ／綱聾の1負、文樺傭文嗣船下位は文様罐

173 5 復 (16.2> 文のU、駁位のヘラミガキが籍されている．
文） 6-4'-紐~)惰tll糾意直織文が既位羽状（右紐り）に紺されて

いる．

最大径1が口縁綿に今ると思J,/lo,口蟻郎11観 内）償位のへ9ミガキが糟されていか ＇，讀片輿鼻18
（外皮する.□ft郎ljllJ取りされている． 外）口縁昴1こ構位のハケ1調蟄の復文讚織文．その下位I.I文撮鱚 Ill区

173-6 復 • .9 文のt負縦位のへ,! If¥'が1iされている．
一 文）顎船1;ヘ,11/i膚定平行繍文2彙が峰されている．

一 内）縦位のT寧なへ,tガキが箪さtiている． lnl転寅員•/,8

173-7 甕 (5,4> 外）縦位のハケ／調聾が讀 ~ Iしている． H!l8 
~0 

一 内）慣位のヘラミガキが鰈されている． 回鮎寅創A
173-8 甕 く5,9) 外）讚位のハケ，，l'II聾の邊｀磁位のへ'!ガ介が櫨さ11ている． 船2

6.2 

内）慣位のへ9ミガキが篇されている． l!lJ転夷副B
l73-9 甕 (5.2) 外）償位のハケJPI望の慎｀纏位のへ9ミti.. が繊さ／している． 11<13 

10.0 
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第174図 Yl03号住居址出土土怪拓影図

部破片である。 174-10・11は箆描直線文が数条平行して描かれている胴部破片である。174-7は、櫛描波状文

を地文として、平行する 2条の箆描山形文が施された口縁部破片である。器形を察知でさる資料は少ないが、 rl 

紐部は上端でやや内弯する174-5・6と、内弯せずに外反する173-3がある。底部には、内弯気味に開く 173

7と、外反気味に開〈 173-8・9がある。 173-7は、内而調整に丁寧な縦位のヘラナデ、外面に縦位の刷毛目

調整が施されており、 173-8・9は内面に横位のヘラミガキ．外面に横位の刷毛口調祭の後、縦位のヘラミガキ

が施されている。

ミニチュア鉢 (173-4)は、手捏ね成形によるものであり、

cmを測る。内・外面ともに軽いナデが施されている。

以上の出土遺物から本住居址の所産期は弥生時代中期後半と考えられる。 （篠原）

43) Y104号住居址

遺構（第175· 176~、図版 六十二 • 六十三）

本住居址は台地南部中央のやや束寄り、か・きー12・13・14、

ロ径4.Scm (推定）、底径3.0cm (推定）、器窃1.9

〈-12・13グリ ッド内に位孜している。Y105号

住居址、第176号上坑と重複関係をもち、第176号土坑に束嵯の大半を破壊され、

プランは、東西の短軸長521cm、南北の長軸長662cm、束喰長580cm(推定）、西壁長555cm、南阻艮490cm、北壁

長467cmの開）し長方形を呈し、床面積は33.93m• をはかる比較的大型規模の住居址である。 •艮軸方位はN-20'-E

をさす。

覆土は三IMからなり、プライマリーな堆積状態を示す。第 1層は住居址の中央を中心として、

堆積する。バミ スと小礫を多

堆積を示す。 1 ~ せよりも少

みられる。バミスを少

に含み、茶褐色土が少

のパミスと小礫を含み、黒褐色土がまじる茶褐色七である。第3府は南墜下にのみ

含む茶褐色ヒである＇。

Yl05サ住居址を破壊している。

レンズ状に厚く

まじる焦褐色土である。第2Jrjは各壁下に逆三角形状の

確認面からの璧窃は32.5~49. 5crnを測り、極めて良好な遺存状態である。床面からめ立ち上がりは、割合絞や

かな傾斜で、堕I面はおおむね平滑であるが、北西コーナーの上面にわずかな張り出しをもつ。構染状態を怯体上

位は地山の黄褐色火山灰fpjを利用するため、翠固であるが、壁体下位は地山の砂層を利用するため、 もろ〈崩れ

易い。

咲溝は検出されなかった。

床面は地山の砂屈まで深〈掘り罪め平坦化したのちに、 ~l;\褐色土を全而に薄く埋め戻してop きしめた「叩き床」

が施されている。全体的にやや軟弱な構築状態であり、咲〈残っている面は極〈僅かしかない。また、南側がわ

ずかに高いが、 おおむねフラ ットであり、細部にわたっても凹凸が少ない。

ピットは13個検出された。主柱穴・棟持柱は各所にそれぞれ2本一対になっており、他に類例をみない。主柱

穴は 4箇所に 2本ずつ、合計8本 (P1~Pa)が整然と配滋されている。北東側で対になっている P,・P2は、 P, 
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第 1節翌穴住居址

lo 

黒褐色土層 帖性はやや!l<軟らかい．
パミスと,J蝶を多量に含み
茶褐色土が少量混じる．

2 茶褐色土層 帖性は1よりやや弱い．パミス
と小礫 (ill!よりやや少ない• l 
を含み．黒褐色土が温じる．

3 茶褐色土層 帖性は2とほぼ問じ．
バミスを少量含み.lより
やや明るい色

貿褐色土層 帖性は％い．砂拉主体で黒褐

色土が少量混じる．

5 茶褐色土層 帖性は討い． 砂拉を多量に含
み、賀褐色土が滋じる．

6 賀褐色士層 帖性は弱い.2より赤色が強

い砂粒主体．
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第175図 Yl04号住居址実測医

-145-



第 1罰竪穴住屈址
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I n¥鳩色I1H 1/,11 ll別＼ヽ 1n:•tH11: 
含み．郎IH含lJ t1t.', 68~.8'" 

2 1(¥褐色IIH lr.111切い.i'l,j)~,. 験に 。(1 30 l 
↑み.1 ; り茶色かかる．

SO<m 

＼ 炉鳩色Iilf 11,Mll 2よ＇）ややおい 砂Rヽ
•~1: 3-t,. 

2 貨鳩色士川 賀色"'紗1,11体で．サ1,r, L 
ている．

隕鳥 685 , 8••
O < 1 : 30) 50cm 

第176図 Y l04号住居址炉址実測図

が32X55cmの束西に長い榜円形、広が40X52cmのやはり束西に長い楕円）f~ を呈し、深さはそれぞれ、 44cm、50cm

をはかる。断血形はいずれもU字形を品する。殴土はP,が二If}、P2が三屈からなり、 Paには柱痕が残る。柱痕

の径は14cmをはかり、木柱の規校が推定できる。北西側のPa・P,Ii、Paが37X40cmの円形、氏が37X 34cmの円

形を呈する。深さはそれぞれ56cm、60cmを測り、断面形はいずれもU字形を呈する。南西側のPa・Palよ、 Paが

44 X57cmの東西に長い楕円形、 p6が45X45cmの円形を屯する。深さはそれぞれ49cm、56cmをはかり、断面形はい

ずれもU字形を品する。 Psは三層（第4・5・6層）からな り、柱痕が残る。径9cm内外の細い木柱が使われて

いたことが想定できる。南束側に位置するP,・Paは、 P,が39X 41cmの円形、 Psが42X39cmの円形を呈する。深

さはそれぞれ46cm、40cmをはかり、断面形はいずれもU午形を呈する。 Psは三M(第2・4・6府）からなり、

柱痕が残る。北屹下中央に 2個並んで位四する Pe・P,。は棟持柱と考えられる。 Poは25X 29cmの楕円形、 P,。は

29 X30cmの円形を呈し、それぞれ43cm、44cmの深度を打する。断面形はいずれもU字形を呈し、覆土は第5ltJ一

屑のみからなる。 P11・Puは南堕下中央に位笠し、入口施設に関わる柱穴と考えられる。 P,1が54X44cmの楕円

形、 p l2が49X 26cmの南北に細長い楕円形を呈し、それぞれ60cm、56cmの深度を有する。断而形はいずれも U字

形を呈する。 P,,は三層 （第2・4・5層）からなり、 柱痕が残る。径12cm内外の木柱が存在したことを想定でき

る。 pl2はP,aの南西側、峡訂下に位置し、性格は不明である。 35X39cmの惰円形を呈し、 18cmの深度を有する。

断而1ftは綬いU字形を呈し、殺—ヒは 二層 （第 2 · 41M)からなる。

炉址は北側の主柱穴間 (P1・Pi、Pa・ P,)の中央と、 P5・Paの北1110の2箇所から検出された。北側主柱穴

間に位tli.するものを炉 1、f>,・Pn北側に位滋するものを炉2とする。

炉lは91X88cmの不整円形を呈し、艮軸方位はN-25'-Eをさす。所開「石囲炉」である。床而からの掘り込

みは最深部で6.5cmをはかり、断面形は中央部が一応深〈なるが、凹凸が激しい。火床部は掘り込み内西側の柱状

の礫を 4個方形に配した石囲の区画内にあり、 21X19cmの不整方形の焼土範囲をもつ。 この火床部は、地山の砂

府をそのまま利用したものであり、文赤に焼け込んでいる。石囲の周囲には第2!Mの砂粒を多足に含む焦褐色土

が充填されて床面とほぼ同一レペルになっており、石囲の礫を固定していたものと考えられる。覆土は砂粒、炭

化物を含む焦褐色土 （第1屑）のみからなる。

炉2は72.5 X68cmの円形を呈し、長軸方位はN-40'Wをさす。床面からの掘り込みは最深部で7cmをはか

り、断面形はおおむね弓状を呈する．火／未部にあたる焼土は検出されておらず、全〈使用された痕跡が残ってい
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聾lU拿遺攪と遺物
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第177図 Yl04号住居址出土土器実測図

0(1:4l5cm 
~ ~ 

第178図 Yl04号住居址出土上器拓影図

ない。覆土は二層からなり、上IMが砂粒を多祉に含む茶褐色土、下層が賀色砂粒主体の貿褐色土でやはり火を受

けた痕跡はみられなかった。

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器・石器が多旦に出土しているが、その多くは細片で弥生時代中期後半の混入遺物であ

る。図化した遺物もすぺてが床而上出土遺物はな〈、税土1層から出土したものであり、例えば177-l (壺）が

17cm、177-4 (甕）が49cm、177-6 (高坪）が15cm、177-8 (窃杯）が11cm床面よりも浮いている。これは

これらの遺物が第1層黒褐色土埋没過程において投棄された遺物であることを示しており、本住居址の共伴遺物

になる確実な根拠はもたないが、 一応本住居址の年代を推定できる資料を抽出してある。 このうち、よ り確実性

が強いのは177-1 (壺）、177-3・4 (甕）、 177-8 (高坪）の4点と178-1 ~ 7 (壺・甕）の 7点で、この

他の177-2・5・6・7・9 (壺・窃杯）は本住居址との共伴性が薄い。また、石器の267-40(打製石鏃）、 273-

153 (砥石）、 274-165(搬入礫）についても同様である。全体の遺物分布の傾向は、 P2周辺に最•も集中し、 177-

1・4・5・6・8 (壺・甕・ t-6坪）が出土している。この他、 I区から178-1・5 (壺 ・甕）、 n区から178-
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綱1節竪穴住店址

第40lk. Yl04号(tli!;• J1l:出ヒ土蹄観察及

!』怜直 汰量 成~, JI. ひ骰 uのり身徽
＂ 彗 爛

,, 
I 

u繰狐：』人さ（外反し、馴船/Jrp(a:TJiで偵( 内） n輪仙,:,が色11!1ヽ ・ヘ"ガ令が鴫さIt、以tは膚滅囀し（ !Pl転貨剛A
擾,,所IWr鸞花鼠U;6,11li o 不剛． 恥 1

一 外）日織郎に·~いへ?•ti\, 1:』下は嶽位のへ,iカ"""み輪さ
177-I 

“ 
<4• .6) 

れている．
7.6 

文）隕鵬に6+ Illの Ill、慣た千行縄文が 3需纏さ Ill~槙、 Iii!'
』8.6

8等間疇で3ぷー9月の襴1、!11'・文により rT't・文C;をお成
している．

(9 I) 内，外叫といこ，，，＇色塗 tJ'惰位のヘラ；カキが算さILている． ll!l転輿量18
ITT-2 ft く2)) 1区1層

t1d昴1こ面取りがされている． 内）全国に償位のへ,! 11;-口械都に織かい嵐位のへ,_ガえ 岡C夷●Ill 
( l• ,4) が亀されている． な31グI/,ト内覆L

117-3 甕 < 7.0) 外）口織郎Iら9コナチが嶋"Iしている．

一
． 文） 8 - 11:+ —闊の囀ほ讀状文 （ふ趾り）か．基本的には Lt>•ら

Fへ鱚えさI¥ている．

(7.5) 
n縁綿に最.k.l'f,をしつ.0繰郎1:IIIJ(外反し， 内）慣位のへ,! ガキが籟さILている． lill転寅襴B
嗣翻It上位でふくりふ瓜郎llfl'Pで人8い． 外），、ケ／胃聾が繍さILている． NCIS 177- • 甕 0.2 

文） tl蟻飩から＂糀 L位に5-4'一fjj(I)櫛情彼状文 (.f池1り）が上
5.0 から下へ紐されている．

内1ナ.,,_.,ヽヶ;111鴨が籍さ』1ている． 閻転＊州A
177- ~ 壼 く18) 外）称色盪＂・紺位の へ,.ガキヵ・織さtしている． ""'4 

6.0 

卿郎1よ人りムで F鑢で外ばする． 内）蠣位のへ,<ガギが算さ Lヽている． 国9重寓潟A
177-6 ~ (6.6> 外）鍼位のへ?t II~ が崖されていら． N~8 

6.、
脚糾11台形状trtLていl,, 内）塁(,t(I),ヽ ケ／綱聾が緯されていら． M転冥員18

177-7 ~ く5.0) 外）“位11)ヘ4'!ガ井が繍されていt. IV区1層
(~.8) 

(26 7) 1(,f! は内膏気陳に開き．口繰祁靖純に三角＇以 R 内，外田といこ亦色虚穆・慣位のヘラいゲキが籟さ1している． 破9ヤ冥菖IA
177-8 百<Jl.0> の交心が駄付されている． 也 0、S区．ペル1内

一
千111,虞形と膏えらIi.q; 邪fl)ホゾでソケ 9ト 内）卯色戴碁・ヘ,'If令が亀されている． ｀片寓●18 

177-9 百 (• ,2) ttl・しぼり込拿れている． IIば1層

一

2・ 9 (壺・店杯）、 178-7 (甕）、 IV区から177-7 (高坪）、 178-3・4・6 (寝）が出土している。

（小山）

遺物（第177・178図、図版六十三）

本住柑址からは、弥生土器・石器が出土している。弥生土器の器種には壺 ．甕 ・高杯がある。

壺には177-1・2・5の3点がある。 177-1は大型品で、口緑部は類部から大き〈外傾外反して開き、胴部

は下位で大き〈ふくらみ、最大径となる (28.6cm)。内外面とも剥離・磨滅が笞しい状態であるが、内而口緑部と

外面胴上半部に赤色企彩が施され、外面口緑部は無彩である。文様は頸部に6本一紐の櫛描横走平行線文を 3帯

施文したのち、 3本一組の櫛描垂下文で八等間隔に区岡した「T宇文C」が施される。 177-2は内外面とも赤色

企彩され、頸部に洛条の箆描横走平行線文が認められる。 177-5は小型壺の底部片で外面に赤色塗彩が施され

る。甕には中型品の177-3と小型品の177-4がある。 177-3は頸部から絞〈外反するn絃部で、櫛描波状文が
右同りに上から下へ施文される。 177-4 は頸部から短か〈外反する口緑部を ~1 し、 II月部はあまりふ〈らみをもた

ず、底部は器高と比較して大きい。文様は口緑部から胴上半部に振叫の小さい粗雑な櫛描波状文が施文される。

高坪には177-6・7・8・ 9がある。 177-6・7は無彩の脚部で、外面に縦位のヘラミガキが行われ、 177-

7は外面に赤色顔料の付焙が観寮される。 177-8は大型の杯部で、わずかに内弯気味に立ち上がり、端部で内弯

し、口唇部に三角形状の突起が貼付される。 177-9は内面に赤色塗彩されており、接合部のホゾと考えられる。

この他破片資料として、壺には「T字文C」の施される178-1があり、甕には櫛描簾状文と櫛描波状文の施文

される178-2・6・7、櫛描簾状文と櫛描斜走直線文の施される178-2、折り返し口緑で口唇部が面J収りされ、

櫛描波状文の施文される178-4・5がある。

以上、本住届址の所産期は出土した遺物から弥生時代後期前半と考える。 （三石）
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第川章遺構1:遣物

44) Yl05住居址

遺構（第179・180凶、区l版 六十四）

本住居址は台地の南部東寄り、お• か ・きー11・12・13グリ ッド内に位置している。

土坑、第14号周橙、第6号溝状遺揖と

の一部、第14号周泣に束半部の大半、第6号溝状遺構に南墜の中央とその周辺を破壊されており、残存部は少な

し‘

゜
プランはいずれも推定値である。東西の短軸長622cm、南北の長軸尺780cm、束虹長748cm、西虹艮682cm、南扱

長405cm、北堕妖572cmの歪んだ隅丸艮方形を呈し、床面積40 .Sm•をはかる大型規模の住居址である。長紬方位は

N-51"-Wをさす。

覆土は大方が破壊 ・削平されており、焦色土がま ざり、 小礫を極めて多丘に含むきめの細かい暗茶褐色土一層

のみからなる。

確認而からの吠店は 3~13cmをはかり、床面からの立ち上がりは緩い。堕体は地山の貨褐色火山灰屑を利用し

て構築されており、やや軟弱である。壁面は直線的とは百えず、起伏に布み、東壁の北側ではビット状の張り出

しを 2箇所有する。

壁溝は西墜の残存部、南壁、束限の南側から断続的に検出された。西槌の竪溝は幅30cm内外、深さ 5cm内外を

計測する。南堕下の低溝は大規模であり、幅26~74cm、深さ 8~15cmをはかる。束紐下の紐溝は南撻下の壁溝と

連結していたとも弁えられ｀幅19~37cm、深さ 9~15cmをはかる。

床面は地山の鉗褐色火山灰層まで掘り窪めたのち、茶褐色ヒを全而に薄く埋め戻して叩きしめた「叩き床」が

施されているが、軟弱であり堅固な箇所はみられない。また、南壁ぎわから、北壁ぎわへ向って除々にレペルを低

-------------ヽ•

＇ ヽヽ

＇ ＇ 
＇ 

Y 104 

複関係をもち、

Yl04号住居址、節176号

Yl04号住居址、第176サ土坑に西半部の北側大半と南側
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第179図 YlOSサ住居址実測図
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第1節竪穴f糾8址

下させ、傾斜する傾向がみられる。細部にわたると細かい凹凸が各所

にみられる。

ピットは 6個検出された。主柱穴は南匝部から 1本 (P,)のみ検出さ

れた。 47X47cmの円形を呈し、 47cmの深度を有する。断而形はU字形を

呈する。 P2は南墜西側の壁溝北側而上に位置する。 42X31cmの南北に投

い楕円形を呈し、 40cmの深度を有する。 Paは南槌下中央の壁溝よりも北

側に位沼する。 30X3lcmの円形を呈し、 17cmの深度を有する。 P,-Peは

南壁下中央束寄りの速溝内にまとま って位滋する。 P、が31X 31cmの円

形、 p6が27X 25cn¥ (J)円形、 Paが20X19cmの円形を呈し、 18cmの深度を布

する。 P2~P6は南照下に集中するが、その性格については明らかではな

I 狐色暉 枯性IHじ ．砂拉を介み． パi

スb少最含む．
2 .l漏色上層 II, 住Ii極めて翡い• //l,li/. 主体

で焼」：と黒褐色fH・が114じる．
3 .i: 褐色；I冷1 焼上．
4 '"峯褐色JIll 帖柁l;I極めて刺い．賀色砂

pf.I. で絨.tがIllじる．

゜
環高 686.2m
(1 : 30) 60cm 

第180図 Y105号住居址炉址尖測図

炉址は住居址の・艮軸・短軸の交点（住居址の中央）よりもやや東側から検出された。長軸長69cm、短軸長63cmの

やや不駿な楕円形を呈する「埋甕炉」でプランの北東側の一部を破壊されている。艮軸方位はN-54'-Eをさ

す。床面からの掘り込みは飛深部で15叩をはかり、断面形は細かい起伏は有するものの、おおむね、鍋底状を呈

する。火床部はこの掘り込みの中央部の底而に大型の甕形土器の口緑部～胴部中位までの残存品を正位の状態で

五き、その周囲に砂粒主体の茶褐色土（第2府）を最も厚い部分で10cm程、また、甕形土器内にも黄色砂粒主体

の明茶褐色土（第4阿）を 6cm程坦めもどし、火床の主体部となる甕形士器を固定して、骰定されている。従っ

て、往時の使用而は床面から最深部でも 7cm低位の位沿にあったことになる。甕形士器内、及ぴその南西周辺に

は42X 37cmの不整形の焼土の広がりがあり、立赤に焼け込んで、相当長期にわたって使用された痕跡が伺われる。

また、焼士．範囲内の南端には長さ 9cm程の礫が四かれており、これも何らかの形で炉の機能の役割の一端を担っ

ていたことが考えられる。炉址の構築土以外の覆土は一府のみからなる。砂粒を含み、パミスも少証含む黒色土

である。

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器が出土しているが、その足は少なく、また、細片が多いがその多〈は床而上から出土し

たものであり、大方が本住居址の共伴遺物として見倣し得るものである。全体の遺物分布は極めて散漫であり、

特に集中する箇所はみられない。

181-l (甕）は先述した炉址の埋甕として利用されていたものである。 181-2 (甕）、 182-4 (甕）は北埜

下中央の床而上から出土している。この他、 182-8 (台付甕）がP1内、 182-5・6・7 (甕）が北区、 182-4 

（甕）は北盟下中央の床面から出土している。この他、 182-8 (台付甕）がE内、 182-・5・6・7 (甕） が北

区、 182-l・2・3・9 (壺 ・甕）が南区から出土している。

,̀ 
遺物（第181・182図、図版 六十四）

本住居址から出土した弥生土器で、図示し得たものは11点 （実測図2点、拓影図9点）である。

器稲については、甕・ 台付甕．壺がある。

甕181-1は受口状の口緑を呈し、口唇部面取りがなされている。外面腑整及ぴ文様は、口緑部ヨコナデの後

7本一組の波状文が施され、胴上部は縦位の刷毛目闘整の後、粗い櫛描斜走直線文が施文、頚部は横位のヘラミ

ガキが施されている。内面調整は横位のヘラミガキが施されており、特に口紐部は丁寧に行なわれている。甕181-

2は口緑部短かく、素口緑であり、口唇部に櫛による亥lj目を有す。外面調斑及ぴ文様は、口緑部ヨコナデ、頻部

に5本一組の栖描横走平行線文力鳴ぼれ、その後頸部から胴部に 8箇所、略等間隔に 5本一組の櫛による垂下文

が施文され、その後垂下文の間を 5本一組の振幅の小さい梱描波状文が施文されている。内面調整は横位のヘラ
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鯖Ill阜遺情と遺物
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I 1 : 4 I JO<'m 

第181図 Y105号住居址出土土沿ふ英測図
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會 召

白□筐；3
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"咬 7

，
 第182図 Yl05サ住居址出土土骰拓影図

第41汲 Yl05号住居址出土土骰観察表

=~ ＂橿 法量 成形及び怜 B の特徴 鱈 聾 傭 :JI-

口繰節It外反し上燿でしっかりした受u状と 内）口縁郎から頸帥1こ丁寧な憎位のへ9ミガキ.IJBn以卜は9 ヤヽ lnl転貨冽A

品する． 11111贅ー横位のへ,! ガ＊が趨されている． 勘 3

(31 6) 
t111n1れU取りされている． 外） n縁郎に日つナデ、頸部に9 ケヽ，，＂望→へ,! ガIt.IJ(郎以

1'"11縦位のハケI謂聾が纏されている．
181 I 甕 (13.6) 

文） n縁絲に7... 一組の機lii!I.状文．隕郎以下は5-8+filの
lllil糾ん直繊文 （ふ回りを基本として）纏さ1tていl,,

最大tlllU縁郎にあり、 0縁瓢111ll(外反し、 内） T寧な債伍のへうミガ＊が纏されている． flal転寅副n
尉郎1がl'fil.で9ヽ＜ふくらlt. 外） U織瓢か,,,.綿に Jコナ1'.馴節flol:1111i位のへ,: ガ令が No I. s区

(13 •) 
罐さILている．

181-2 甕
<14•> 文） Ult鈴1こ襴鳩によるfl□.n綸間にs1-ーUのlllli慣A平行
(IJ.4) 

織文か纏され,~1•. 鑽狐から11糾に8●所嶋間隔で5本・棟
If)鴨,a直織文が聾下さ11.fcIAIIJl'lに. 5令-14の憫植濃礼文

が允嶋されている．

ミガキであり、胴整 ・文様，胎土 ・出土位骰より、 182-4・9は接合関係にあると考えられる。尚、 2・8の表

面には呼しい煤の付筍が観察できる。

拓影図182-1 ~ 3・5 ~ 8はいずれも小片のため全器形を知り得ないが、甕182-6は口紐部破片であり、ロ

緑短か〈、強〈外反し、口唇部LR縄文と箆による刻目が施され、頚部ヨコナデ、僅かではあるが胴上部に櫛

描斜走文の1.li跡を留める。甕182-8は胴団II破片であり、振幅の小さい櫛描波状文が施文され、内面ヘラミガキ

が施されており、内外而共に煤の付若が観寮できる。壺182-1は類部破）ヤであり、栢描横走ギ行線文が施文され

ており、内而頸上部はヘラミガキが観察でき、下部はナデ訓整である。壺182-2は胴上部破片と思われ、沈線に

よって区切られ、中に櫛による縦の波状文が懸堆状に施文されており、赤色塗彩が観察できる。壺182-3は胴中

央部の破片であり、変形「エ」字文と箆による沈線が施され、文様体の中にLR縄文が観烈できる。 182-5・ 

7は台付甕と思われ、 5は口緑部破片であり、受口状の口緑であり、口唇部にLR縄文、口緑部LR縄文を施

した後、箆による山形文が施文されており、 ドーナツ状の貼付文を有し、頸部は箆による横走平行線文が走って

いるが、「コ」の字煎ね文の断片とも考えられる。内面はヘラミガキ罰整であり、倣かに赤色顔料の付党が観察で

きる。 7は服部破片であり、「コ」の字菰ね文とドーナツ状の貼付文を布し、内面はヘラミガキ劇整である。以

上、遺物において摘描波状文・楕描斜走文が施文されているが、 181-2、182-4・9の甕に垂下文が施されて

いることと、台付甕182-5・7の「コ」の字煎ね文が施文されていることから、本住居址の所廂期を弥生中期後

半とサえておきたい。 （羽毛田伸）

j
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帆 l節腎穴(J;.渇址

45) Y 106号住居址

遺構 （第183・184図、図版六 l-1i.. 六十六）

本住居址は台地南部中央よりやや東側の、う・え•おー12・13グリ ッド内に位置している。第14サ周氾、第6号

溝状遺構と頂複関係をもち、住屈址の南東部の大半と、南西コーナ一部を破壊されている。

プランは束西の短軸長352cm.南北の艮軸長462cm、東壁長370cm、西壁長428cm、面壁•屁268cm(以上、いずれも

推定俯）、北壁長358cmの訊九長方形を角するが、束壁から、南東コーナーにかけては歪みがかなり激し〈、全体

的には不整な形状を呈している。床面積は推定で15.60m'と小規楳な住居址であり、投軸方位はN-7'-Wをさ

す。

紅 J:Iよ簿く、よた削平されている部分が多い。砂貿で粘性の弱い茶褐色土一層のみからなる。

確認面からの咄布は0.5-15.Scmをはかり、床面からの立ち上がりは極〈なだらかである。壁体は地山の欽褐色火

山灰層を利用し、やや軟弱で位面も巴1凸に宮む。

嵯溝は検出されなかった。

床面は、地山の政褐色火IIJ灰I並上に茶迅色上を薄〈埋め戻して叩きしめた「叩き床」が全面に施されており、

おおむねフラッ トであるが、やや軟弱である。

ビットは 3個検出され、いずれも主柱穴である。凡は39X 40cm、P2は36X39cm、P,は31X29cmの円形を呈

し、それぞれ、 57・53・52cmの深度を布する。断面形はいずれも U字形を旦する．

炉址は1主屈中央の北西寄りから検出された。74X59cmの楕円形を呈し、長軸方位はN-10.s・-wをさす。床面か

らの掘り込みは大方は弓状に浅く掘り込まれているが、南東部に38X 27cmの楕円形の落ち込みがあり、殻深部で

51cmをはかる。この落ち込

み内には焼上（第4形）が

充埴されている。火床部は

この落ち込み範皿も含めた、

掘り込み低面の南束側にあ

り、 56X4lcmの不整な焼土

の広がりをもつ。殺土は三

陪からなり、第 1/{,jが瓜色

ヒ、第2/(1が暗赤褐色土、

第3屈が暗褐色上である。

遺物の出土状況

本｛主屈址からは弥生土粒

が極〈少丑出土しており、分

布は散浸である。 185-1 

（甕）が北壁下巾央、 185-

2・3 (甕）がP1内、 186-

1 ~ 3 (壺 ．甕）が東区か
ら出土している。 （小山）

遺物 （第185・186図）

木住屈址から出土した遺

物で、図示し得たものは6

P

l

 

P
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第183図 Y 106'}(主居址央測図
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第Ill章遺憎と直物

点（災測図3点、拓影図3点）である。器植については、

甕 ．壺がある。甕185-l・2・ 3は受口状の口緑を布す。

1は小形甕であり、 胴部に櫛描波状文が施文されてお り、

2は口唇部縄文、顕部櫛描横走平行線文、 胴上部櫛描斜走

直線文を施した後頸部に近い位臨に 1帯の櫛描波状文

が施文されている。 3は口唇部縄文、口緑部に振幅の小さ

い櫛描波状文を施した後、箆による山形文が施文されて

おり、胴部櫛描斜走直線文が施されている。 1・2・3

共に外面に煤の付和が観察できる。拓影図186-1・2・3 

はいずれも小片のため、全器形を知り得ないが、 1は壺1m

部破片であり、箆描の横走平行線文と 山形文の組み合せ

で、中にLR縄文が充填されている。 2は壺頸部破片で箆

描の横走平行線文と、櫛描による唾下文の組み合せであ

A
l
 

/ co 

⑭
 

A
l
 

'"' 
/e:, 

A
 

A' 

I 1M色1;111 lli1'1'はljりい. ~n細かく．＇ゞ：スとカーポン u を介む．
2 昭、が褐色 i消~ 11,11.IJ刺い．焼 11:カ-:ドン・ 11/f褐色 I.が

ii/; しる．
3 陥鳩色 I:~ 枯竹：は洲い．さめ籍1かく

，、ミ人を含tJ.
問ん 686.2fll 
0 (l : 30) SQcin 

4 , か褐色 Lltl 娩む ， ＇ 

第184図.Yl06号住居址炉址尖測図

~ (. 
0 (1 : • ) 10cm 

第185図 Yl06サ住居址出土土を託実測図

第42表 Yl06号住屈址出土土器観察汲

; i 蛉種 怯• 成 形及ひ 翡形の特徴

＂ 
望 鯛 壻

最大径1れ口縁糾に≫り、口撮胚は外反し上半で 内）丁軍な横位のへ9ミガキが綸されている． 梱転翼副11
(Jz.2) やや内弯気陳1こ立ちKがり． 受口状を呈する． 外）n織綿から預部1こ3コナ，，，一T寧な横位のヘラ i.ガキ、類昴 NO 2 

185 I 復
(3.6) 以下に讀位のハケノ隅整が纏されている．

文）頸郎以下に5今ーI([のハケ;1,111繁が追されている．
(12.2) 

最大ほは口縁糾にあり．口縁郎11外反し．とキで 内）T寧な慣位のへ9ミガキが誡されている． itlt賓割B

内弯州味に立ち上がり受口状を星する． 外）口縁11111こT寧な慣位のへ9ミガキ、煩都から嗣部にい位のハ E区,P, 内
nffftGIよ紺取りされている． ヶノ調聾が隋されている．

l85-Z 甕 ((3.6> 文）口Off~に縄文、隕親に6本一』J1の鵜I贔膚定平It線文が纏され
た復．駁郎以下にG>t--lJlll)ill!Uflt!ill繍文、その憧更に111
9、Ill危平行緯文直下に4年・4 机dlllll/11楓状文が鱚されてい
る．

最大fl,は口縁綿にあ'I.ロ撮郎1:1外反しJ:.鴻で 内）慣位のハ，，，／躙費ーヘう 3ガキが藉されている． 釈）円冥劃A

(18,4) 畳口状に立らI:がる． 外）0縁郎から州部にヨコナ，，，.flt!! 以下に糾位のハケノ調緊が E区.P, 内

甕
< 6.1) 口1)86は11i駁りされている． 清されている．

l邸ー3 文）口尋郁に櫛lliによる刻El.ロ繰邪に d,j<-IJ!の櫛l~i罠状文を

(18.4) 鳩文とし．ヘラlil懇蟻文が鑢され、胴懇li6>1<-1Jlの構Iii糾
走直繊文がは位羽状 （右lillり）に籍文されている．

る。 3は甕胴部破片で櫛描斜格子目文が施される。以上の遺物をもって本住居は弥

生中期後半に比定されよう。 （羽毛田伸）

、~ _: ま向
臨 r~~, 2
~I 鬱ヽ~~ 3 

0(J :4l 5 cm • 

第186図 Yl06号住居址出土土悩拓影図

‘, 
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笥l節竪穴住居址

46) Yl07号住居址

遺構 （第187・188図、図版 六十Ji.. 六 1一六）

本住居址は台地のほぽ中央部、う ・ え• おー15・16グリッド内に位四 している。 Y125号住｝怜址、第166号土

坑、第13サ周浪とrrl複関係をもち、 Y125.s;J-住居址、第166号土坑に住居址の東側、第13 号 ,~泣に住居址の西側を

破壊され、住居址の中央部のみが残る。

プランはこのため明らかにできないが、南北長は524cmをはかる。

覆上も大方が削平されているため、未確認である。

確認面からの撻裔は残存部で4.5~ 13.5cmをはかり、床面からの立ち上がりは綬い。唸体は地山の賞褐色火山灰

層を利用して構築されているが、やや軟弱であり 、壁而も凹凸に窃む。

撻溝は南唸下の東側から検出された。溝幅12~20cm、深さ3.5~8 cmをはかり、床面、およぴ側面は凹凸に窪

む。

床而は地山の賀褐色火山灰屑上に茶褐色上を全而に薄 く埋め戻して叩きしめた「叩き床」が施されている。お

おむね、平坦で堅固な構築状態であるが、炉址の北側に若干の起伏がみられる。

ビットは7個検出された。主柱穴と考えられるものは3本 (P1・Ps・P1)検出されているが、整然とした配

凶とは3い雌い。いは39X37cmの円形を里し、 49cmの深度を布する。断面形はU字形を呈する。 Psは33X33cmの

円形を呈し、 33cmの深度を有する。 Pa東側に近接してPaがあり、 Paの補助的な役割を果したとも考えられる．

Paは21Xl7cmの榜円形を呈し、 11cmの深度を布する。 P1はYl25号住居址との重複部にあり、上面を破壊されて

いるため、残仔値のみをあらわす。 58X47cmの惰円形を呈し、 23cmの深度を有する。断面形は庇而が平坦な逆台

形状を呈し、北側に小規楳な落ち込みを打する。この他、北虹中央に位・置するP2は棟持柱と考えられる。 40X39

cmの円形を呈し、 40cmの深度を有する。断面形はU字形を呈する。 P2西側に近接して Paが位直する。 P2の補助

的な役割を果たしたとも考えられる。 23X23cmの円形を恒し、26cmの深度を有する。 P,は南咽下中央に位雀し、

入口施設に関わる柱穴とも考えられる。

58 X56cmの円形を呈し、 42cmの深度を

有する。断而形は漏斗状を呈する。

炉址は住居址のほぼ中央に位謹する

と考えられる。南東部の一部を破壊さ

れるものの、長軸長135cm、短軸長80cm

の不整な広がりをもち、長軸方位は

N-29"-Wをさす。床面からの掘り込

みは北側の厄深部で11.5cmをはかり、

すり鉢状の断面には凹凸が芳しい。火

床部の主体は掘り込みの北側の角礫が

L字状に糾まれた筒所にあたると考え

られるが、地山が焼け込んだ焼土範囲

は、南側へも大きな広がりをもち、85X

51cmの長方形を呈する。翌土は二）炉か

らなり、第1層は極小礫と白色粒子を少

9・含むきめ細かい焦褐色土で、砂粒が

まじる第 l'層も存在する。 第2屈は、

P

2

 

I> 

I• 

190-1 

ALL 

(1) 
D 116 

co I 
t~ 紅 686,3m

O (J : 80) 2 m 

第187図 Yl07号住居址実測図
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第Ill拿遺檜と遺袖

焼土とバミスを含む淡茶褐色土である。

遺物の出土状況

本住届址からは破壊箇所が多いにもかかわらず、

多伍の弥生上器が出土している。これらの遺物は床

面上、あるいはその直上の覆土中から出土したもの

であり 、本住居址の共伴遺物と凡倣すことができる。

図化した遺物の分布は、 P1内•その周辺に特に集中

する (189-1・2・3・ 5・6・7)傾ftりがみられ

る他は比較的散慢な分布である。

189-1・2・3・6 (壺 ・甕）が圧の覆土上屈内、

189-5 (甕）がEの西側、 189-7 (甕）がEの北

側から出土している。また、 189-4 (甕）がPsの底

而、 190-1 (壺）が南側の床面上に分布している。

190-1 (壺）はS13との頂複部に接する箇所に位泣

しているため、同一個体の破片190-2・3・4 (壺）

などが、 S13内に陥落している。この他、190-7・ 

16 (壺・甕）が北区から、 190-10・13・14・15・17・ 

19 (壺甕）が南区、 190-5・6・8・9・11・18(壺・

甕）が覆土内から出土している。

遺物 （第189・190図、図版六十六）

本住居址の出土遺物には弥生土器があり 、器檀に

は壺 ．甕がある。

壺は全形態がわかる資料はない。口緑部形態は受ロロ縁をもつ190-5・ 6がみられる。5はりi純に外反する 口緑
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第188図 Yl07サ住居址炉址尖測図

部が上端でやや内弯して、受口状となるもので、外稜はもたない。6はしっかりとした受口状を呈するが、立ち上

がり部の外稜はやや不明瞭である。いずれも口緑部はLR縄文を地文とした箆描巡続山形文が、 5には 1条、 6に

は2条施されている。 189-1は頸部から底而までの形態はわかるが、口緑部が受口になるか単純に外反するかは

わからない。顆部はやや太〈、胴部は強〈張り出し、下位で最大径をもつ。文様は頚部はこく太めの箆描横走平

行線が1条施され、胴部は上位にLR縄文を地文とした箆描流水文状の2段の矩形区圃内に箆描刺突文が充填さ

れている・。また、朋部中～下位にかけては箆描連統三角文が施されている。外而閻整は胴部叶I~ 下位にかけては

ヘラミガキが施されるため、 刷毛目調整が怒梢されているが、胴部上位は刷毛目調整が明瞭に残っている。190-

1は190-2・3・4と同一個体であり、細頸壺と考えられる。文様は欠損する頸部、 9.ll.存するDl1部上位一下位ま

で隣な 〈施されると考えられ、胴部上位はLR縄文を地文とした直線状の箆描垂下文が斜位に施されて文様帯が

区画され、文様帯間には箆描刺突文が上下一列に充填されている。胴部中位はLR縄文を地文として上・下に箆

描横走平行線文が各3条、その空間に、箆描連続山形文が2粂施されている。胴部下位はLR縄文を地文とした

箆描連弧文を施し、連弧文下端を箆描沈線で結んで、 三角形状に区画している。 外面調整はヘラミガキが顕著で

あり、 部分的に赤色顔料の付箔がみられる。この他、頸部にLR縄文を地文として箆描樅走平行線文を 3条施し

て文様帯を区画し、上位の文様帯中に、箆描刺突文をめぐらした190-7、類部にLR縄文を地文として箆描横走

平行線文を 4条施して文様帯を区両し、 中段の文様帯巾に箆描連続山形文を 1条めぐらせた190-9、胴部に明瞭

に残る刷毛目開蟄痕上に箆描横走平行線文・連続山形文 ・鋸歯状の連続三角文 （斜走文充填）が施される190-

8、胴部の箆描横走平行線文で区画された文様帯中に竹管状の刺突文を充填した箆描連紐山形文が施される190-

-
•. 

'
 

-156-



I魯f l:l1 り i;!i 法量

189-l 壺
<18.S〉

(19、6)

2•1.0 
189-2 甕 <IJ 2> 

14.4 
189-3 II. (L3.4> 

(1• .0) 
189-4 蜆 く10,jl

189-5 皇 <12.•> 

189-6 鳩 <10 3> 

6-4 

180-7 聾 (6,2) 

3.8 

第189図 Yl07号住届址出土土器尖測図

第43表 Yl07サ住届址出t士器観察表

成記凡び Ifff'の特徴 鵡 鴨

fAftWややJ;:.(. 馴郎1よ"位でl*<張'JIil大,.,. 内）＂節に績位のへ ,rガキ. 1111~6以下は槽位のハケ／調整が鑢

e布する． されている．

外）糾位および償litのハケ.1111益-m綿lこ楕位If)へうミガキが織
されている．

文）闊部に1条の太い償鸞沈繊が譜され．胴昴1こfJ.を5等分する
ヘラtiil恵水文状矩肘ばIll!の下にヘ,,Iii遅絨三角文が籍されて
いる．汎水文状矩Jlj区111の内椙1;は、 LR撮文が帽され／こ1皇、
ヘラ茄による連続剛突文が売噸されている．

口縁昴は 1勺弯気~~に外反し、胴8111i11とんどふ 内）糾位J;よび楕位のハケ，，調整-開耶以下に樅位のへ,! ガキ
くら広ずに収束し.no部は面敢1)されている． が籍されている．

ロItに比して＂腐はあ 2り高くない． 外）糾位およひ慣（釦かヽャノ1111聾ー文様纏文一凧耶ド位に鵜はの
ヘ,iグ々が籍されている．

文）日昏85にしR縄文、蠣郎に不規則で不遍欣性の6本一，JIのIll
Ii慣ん平行緯文、鯛郎11濾な4本一，JIの識鳩糾允直線文が藉
さn-,いる．

〇織郎lj俎く外以し．馴祁ll中位でtHふくら 内） T寧な横位のへ,! ガキが噴さllている．

Ct, 外）頂龍以上にヨ 2十チ• VJ下は糾位のハケノ＂輩 -11:t鼻籍文一
an間は川取りされている． 胴祁l·<D:1~111.f~のへついガ＊が鱚さItている．

文）ロltlllllこしR縄文．隕託から隅郁にS* Mlの膚I昌彼状文U;
lul 'I ) が上から Fへ織さ llf~tt. 尋間隔4鷹所1;6本一11¥の
llllii堪下文1汝ないし2'ill:より 縦割＇）ば圃さ /\ている• I 

最大I~は口緯節にある．口贔郎/j短（！負（外反 内） T●な槽位のへ9ミガキが鳩されている．

し、嗣昴Ii中（江上）Iで僅かにふくらみ、 IJ!ill¥l 外）n扉以上に楕はのハケ1調聾、嗣郎M位IHll立のハケI肩輩
14lli取りさ1している． →繊位のへ,! Ifキが纏さfLている．

文）口＂＂に令ハ”机いし R縄文｀矧郎から鯛節に5-1<ーIllの隅
鳩液状文（右1町））がよから下へ絢されている．

馴部中位は割合大さくふくらIi, 内）憤位のヘラ：ガキが噂iさItている．
外）文撮が籍文されlei曼、嗣駆下位1こ縦位のヘラ ミガキが織さll
てい<>,

文） 5本一lflの闇1,'i波状文が基本的にはとから Fへ纏さ1した1負．
5今ー植の廓1祖り下文が織されている．

内）層滅書しく不り,.

外）'"'位のハケ9鯛整→丁寧な嶽位1/)へ9ミガキか纏さ9してい

る．

内1111:10上紐の復介霞が設玖でさる． 内・外直とい膚減情しく不'II,
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第UI章遺構と遺物

第190図 Y107サ住居址出土土器拓影図

19 

5cm 

(I : ~ ) 

11、胴部にLR縄文を地文とした松円形の区画をもつ190-12、胴部にLR縄文を地文とした箆描横走平行線文が

施される190-10・13などがある。

甕は口径が大き〈 、器高がやや低い、ずん胴でやや大形の形態をもつ189-2と、口径に対して器高が高くスリ

ムで中形の形態をもつ189-3・4があり、いずれも単純口緑である。破片資料も190-15・16は単純口緑を布し、

受ロロ緑はこ＇〈 細片の190-14のみである．

189-2は口緑部は短く 内弯気味に外反し、 胴部はあま りふ〈らまない。 口唇部は面取りされて、縄文が施され、

頸部は櫛描横走平行線文（右回り）、胴部は根雑な櫛描斜走直線文が施されている。 189-3・4は口殺部が短〈

外反し、胴部は中位で軽くふ〈らむ。口唇部はいずれも面取りされ、胴部には中位まで櫛描波状文が施されてお

り、 3には櫛描垂下文（直線状）が加えられる。 3と同様な文様構成は189-5、190-17などにもみられる。こ

の他、 lll緑口緑の189-15・ 16は口唇部は而取りされて縄文、胴部は櫛描斜走直線文が横位羽状に施されている。

受ロロ緑の189-14はLR縄文のみが施されている。

この他、甕には明瞭に残る刷毛目調整上に箆描の「コ」の字煎ね文（最も内側の 「コ」の字菰ね区画内には箆

描波状文を毎下させている．）力哺知される190-18、顆部に櫛描横走平行線文、胴部に櫛描斜走直線文が縦位羽状

に施される190-19や、 189-6・7などの胴部下位から底部までの破片もみられる。

尚、本住居址内からは、鉢 ・高杯などの赤色逸彩される破片がほとんど出土していないことには注目すべきで

あろう。

以上、本住居址の共伴遺物は弥生時代中期後半に位僅づけられる。これらの遺物が本住居址の所産期をそのま

まあらわすとするにはやや難がある。しかし、住居址の床面が坦没する以前に投棄された遺物であることは明ら

かであ り、このような出土状態を葬重して、本住居址の所産期は出土遺物とほぼ同時期の弥生時代中期後半とし

ておきたい。 （小山）

-158-



等111'/i 腎穴住屈址

47) Yl08号住居址

遺構 （第191・192図、図版 六卜七 ・六十八）

本住届址は台地南端の束側、 と・なー15・16・17グリ ッド内に位i している。第7号rlJ視と 複関係をもち、北

西部を大幅に破壊されている。また、東咄の北側の咽は既に大方が削平されている。

プランは釆西の短軸長479cm(推定）、 南北の長軸長612cm(推定）、束堕長558cm、西壁長565cm(推定）、南壁長

388cm (推定）、 北拭長416cm(推定）の開丸長方形を呈し、床面積は27.35面をはかる。長軸方位はN-7"-Eを

さしている。

覆土は薄く、削平されている箇所が多く、一層のみ確籾できた。バミスを少

褐色七である。

、1it色火山灰を多 に含む、茶

確認而からの 況は0.5~10.Scmをはかり、先述したように束竺北側は削平されているため、極〈僅かしか残って

いない。南峡の残りは比較的良好で、床面からの立ちJ-.がりは緩い。虹体は地山の貨褐色火山灰府を利用 して

構染されているが、やや軟弱で、壁面も平滑なつくりとは言い難い。

辟溝は束壁南側から、南壁中央にかけて検出された。 溝幅11~22cm、深さ 1~9.5cmをはかり、東塁側に〈らペ

南虹側の方が浅い。

床面は地山の砂層まで平坦に掘 り烈めたのち、茶褐色土を全而に薄 く埠め戻し、 叩きしめた「叩き床」が施

されている。やや軟弱な構築状態であ り、細かい凹凸が各所でみられる。また、南璧ぎわから北壁に向って徐

々にレペルが下がり、傾斜する傾向がみら

れる。

ピッ トは4個検出された。このうち、 P,

~ P, がセ柱穴であり、 北西側の柱穴を第7

号周iの破壊によって欠くものの、往峙は

整然とした配置であったことが推定される。

P心31X 31cmの円形を呈し、33cmの深度を

有する。断面形はU字形を呈する。 Piは24

X25cmの円形を呈し、29cmの深度を有する。

断面形はU字形を呈する。P,の西側には礫

が誼かれている。 P,は36X 37cmの円形を危

し、 45cmの深度を有する。断面形はU字形

を呈する。 P,は炉址の東側に位訟する。性

格については不明である。極めて小規模で

22 X22cmの円形を呈し、 20cmの深度を布す

る。

炉址は住居址の長軸、短軸の交点（住居址

の中央）よ りもわずかに南束寄りから検出

された。床而からの掘り込みが最深部でも

4 cmと浅いため、北側の立ち上がりが不明

確でプランも推定の域を脱しないが、艮軸

長137cm、短軸長104cmの不整な惰円形を呈

すると考えられ、長軸方位はN-2s・-E 
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第111章遺構と遺物

をさす。床面からの掘り込みは先述したように最深部でも

4 cmをはかる程度で、床面をわずかに削り取った程度の状態
I> ¥7 ① 

である。このため、断面形もほぽ直線的である。火床部は

掘り込みの南側に偏在していたと考えられる。掘り込み南

＇ 
I 

ヽヽ

＇ 
側には、長さ73cm、幅21cmの二又に分かれる不整な焼土の

／ 

虚＇ s I 

広がりがみられ、地山が真赤に焼け込んだ状態であった。
C> 

焼土の範囲内には3個、範囲外には4個の礫が分布してい

るが、この性格については不明で、原位置を留めているも

のであるかは判然としない。覆土はやはり極く薄く、きめが

粗くザラザラした黒褐色土一陪のみからなる。いずれにせ

よ、遺存状態の極めて悪い炉址である。

1 黒褐色土層 枯性はやや知ヽ ．
きめIllくザラザラ

遺物の出土状況
Lている． 楼高 6862m 

゜
(I : 301 1 rn 

本住居址からは弥生土器が出土しているが、量は極めて

少な〈。総数でも36片にすぎない。完存品は全〈存在せず、 第192図 Yl08号住居址炉址実測図

細かく破損した土器片ばかりであるが、大方は床面から出土したものであり、本住居址の共伴遺物と考えて大過

ない。

全体の遺物分布はやはり極めて散漫な状態であり、集中して分布する箇所もみられない。

193-3・4 (壺・甕）が北区から、 193-1・5 (壺・甕）が南区から、 193-2・6 (壺・台付甕）が床面上

からそれぞれ出土している。 （小山）

遺物（第193図）

本住居址からは、弥生土器・石器が出土している。そのうち6点を拓彩し図化した。弥生土器の器種には壺．

甕・台付甕がある。

壺には、 193-1の頸部から胴部の破片があり 、箆描平行直線文が2本みられ、その中に竹管状のエ具による剌

突文がなされており、その下方には、櫛描斜走直線文が施されている。内面は刷毛目調整が行われており、黒色

化の傾向がみられる。 193-3の口縁部破片は、口唇部面取りされてLR縄文が押捺されており、細頸壺の口縁部

と思われる。内面の調整はヘラミガキがみられる。 193-4は壺の胴部の破片で、箆描平行直線文が幾本か廻って

おり、その中にLR縄文が施されている。内面は剥離が激し〈調整は不明である。

甕には193-2の受ロロ縁部破片があり、外面に明瞭な陵を有し、内面は緩やかに屈曲している。外面の文様は、

地文としてLR縄文が施されており、連弧文風の箆描連続山形文が3本横位に施されている。 193-5の胴音障支片

は、櫛描波状文と櫛描斜走直線文が施された甕の破片である。

193-6は円形浮文が貼付けられた「コ」の字重ね文の小片であるが台付甕になる可能性がある。

以上、本住居址出土の土器から所産期を決定することは、たいへん難しく、これらの破片は弥生時代中期後半

の特徴を有しているとだけいえる。

茫 ？£ヽ＇
3 

云室菩ら

簗茎
4 

第193図 Yl08号住居址出土土器拓影区l
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第 1節竪穴住居址

48) Yl09号住居址

遺構 （第194・195図、図版 六十七 ・六十八）

i
 

本住居址は台地の南端部の中央西寄り、 な・に・ぬー23・24グリッド内に位置している。第ll9・125・140・141

号土坑に北壁、東壁中央、西壁南半を破壊されている。また、北・西壁は削平をうけているため、全〈残ってい

ない。

プランは束西の短軸長460cm(推定）、南北の長軸長564cm(推定）、東壁長550cm、西壁長568cm(推定）、南壁長

380cm (推定）、北壁長382cm(推定）の隅丸長方形を呈し、床面積は23.92m'をはかる。長軸方位はN-1. -w~ 
さし、ほぼ南北を向いている。

裂土は薄〈、削平されている箇所が多い。カーポン、

る。

ローム粒、パミスを多最に含む黒褐色土一層のみからな

確認面からの壁高は 1-lOcmをはかり、南壁の残存状態が比較的良好で、床面からの立ち上がりは緩い。壁

体は地山の黄褐色火山灰層をそのまま利用して構築されているが、やや軟弱である。壁面はおおむね平滑であり

凹凸も少ない。

壁溝は東壁下から南壁下のコーナー付近までめぐる。溝幅9-13cm、深さ 1-6cmをはかり、南壁下が若干深い。

床面は地山の黄褐色火山

灰層まで掘り窪めたのち、

黒褐色土を全面に薄〈埋め

戻して叩きしめた「叩き床」

が全面に施されている。

おむね、

お

フラットな構築状

態で、全面にわたって極め

て堅固であった。

ビットは8個検出されたc

主柱穴と考えられるのは、

P1~ P. の 4本であり、

整然とした配置ではあるが、

南側へ全体的に片寄ってい

る。Eは25X33cmの東西に

長い楕円形を呈し、 17cmの

深度を有する。断面形はU

字形を呈する。 P2は25X23

cmの円形を呈し、 15cmの深

度を有する。断面形はU字

形を呈する。 p3は25X3lcm 

の楕円形を呈し、 41cmの深

度を有する。断面形はU字

形を呈する。氏は19X19cm 

の円形を呈し、 26cmの深度

を有する。断面形はU字形
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第Ill拿遺情と遺物

を呈する.P6・Poは、 PaがP,・Pi間の中央やや北側、 P。がP,・

P』りに位訟している。主柱穴に準じる役割を呆していたことも愁

定できる。 Paが23X21cmの円形、広が26X30cmの惰円形を呈し、

それぞれ15cm、14cmの深度を布する。以上、本住居址の柱穴と考

えられるピットは、平面形態、深度ともに小規模なものが多い。

P1・P8は南虹下中央に並んで位磁しており、入口施股に関わる柱

穴と考えられる。 P,が29X32cmの円形、 p8が37X33cmの楕円形を

呈し、深さはそれぞれ、 21cm、23cmをはかる。主柱穴にくらぺる

と大規模である。

炉址は住居址の長軸 ・短軸の交点上（住届址の中央）の南寄り

ヽ
＂
ー

I≫ l.i. 

l.h 

1:.-: ・
I 貨褐色LIii ローJ,.ljl
2 鴫褐色1- ~thtll.1叫い さn

罐かく純虞かか•. ゜
1111, 闘6z,. 
l I ; 30) 5()em 

↑ l 

から検出された。プランは長軸64cm、短軸56cmの円形を且してお 第195図 Y 109号ft居址炉址火測凶

り、南西側にテラス状の長さ24cmの張り出し部を布する。床面からの掘り込みは飛深部で11cmをはかり、断面形

はやや起伏を打するものの、おおむね弓状を呈する。火床部は掘り込み底面の地Lil砂府をそのまま利用しており、

ほぽ中央部に位滋する。 25><31cmの楕円形の焼土範囲を布しており、赤〈焼け込んでいる。炉緑石はみられない。

焼土範囲はテラス部分にもあり、広範囲にわたって燃焼がおよんでいたことが伺われる。覆土は二!21からなり、

第1/Mはローム主体の賀褐色土、第2Mはきめの細かい黒褐色土である。

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器 ・石器、獣件、炭化材が出土しているが、位は多くない。炭化材の分布は住居址の東

半分のおよそ全域にわたっており、微粒化したカーポン粒とともに床面に密箔した状態であった。確定はできな

いが、炭化物範囲内から、 196-3 土製品や、 猪の幼獣件、鹿の角• 四肢竹、磨製石斧198-1などの祭祀的な内

容も含まれる遺物が出土している状況を考えると、本住屈址内において、住居使用時か、 1弱絶時、 11l絶後いずれ

かの時期に祭祀行為が行われたことも考えられる。

弥生土器の分布は散慢でかつ、完存品はなく細片が多い。図化したものは一応共伴遠物と考えられる。 196-1 

（鉢）がPaの北西側の床面上に分布する他、 197-3・7・8・ 10・11・12・18 (壺・甕）が北区、 197-2・5・ 

6・13・14・15 (壺・甕）が南区、 197-1・ 4・9 (壺）が床面上から出土している。

乙二乙~,
~:、〗
゜

ll :4) 

第196図 Yl09-,}住Jo!l・址出土土器実測図

第44表 Yl09号（セ居址出土土器観察表

IOrm 

= i 怜積 法量 成形及び＂形の特贋 調 聾 償 考

10-6 
口縁郁は内電気疇に立ち上がる． 内・外薗 と もに祢色塗彰・い位のへ'~ ""'が纏されてい"· 屈転冥111113

196-1 鉢 7.3 池 2、N区

6.2 

亀•• tl辺郎1こ饒成復の I ~し、宥1"・ 内）膚減曹し（不明． 較）ヤ輿劃B
196-2 鉢 (2、〉 外）即e槍碁・ ヘ9ミガ令が嶋さ1している．
-
讀片中失ltMffiしているが.Mliした表f1l下1: ＂償nの文撮昴分に1i桝色崖尊が嶋され．饒文H分1よ糟(,tのへう 醜片寅劃U

196-3 ？ しへ"贔による文様が嶋さILてい6, ミガキが鴫さItていb, Sば
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第197区IYl09サ住居址出土土器拓影図

遺物 （第196・197・198図、図版六十八）

本住居址の出上遺物には弥生土器、土製品、石器、獣骨がある。土器は完存品が少なく、破片品が多い。

弥生土器の器租には壺・甕・鉢がある。壺には単純口緑の口唇部に縄文、箆描の刻目が施される197-1、頸部

にLR縄文を地文として箆描横走平行線文 ・連続山形文が施される197-2、LR縄文を地文として箆描横走平行

線文が施される197-3、3と同様な文様が9阿部に施される197-9・10、頸部に箆描横走平行線文 ・刺突文、櫛

描簾状文が施される197-4、胴部にエ字文状の箆描矩形区画がみられる197-5、LR縄文を地文として箆描連

弧文が施される197-6、箆描横走平行線文 ・巡続三角文・刺突文を施した197-7などがある。 197-8・11は胴

部の櫛描垂下文（直線状）を箆描文で区画しており、 8には箆描の刺突文が周囲にめぐらされ、 11の胴部中位に

は擬縄文上に箆描横走平行線文がめぐらされている。

197-12は器肉が厄〈、縄文土器かもしれない。

甕には単純口緑の197-13・15・16・17と受ロロ緑の197-14があ

る。単純口緑の13・15・16・ 17はいずれも口唇部が而取り され、

縄文をもつ。 16・17には箆描の刻目が加えられている。頸ー胴部

文様は13・17に縦位羽状の櫛描然走直線文、 15には櫛描波状文、

16には櫛描横走平行線文力咽屈されている。 197-18は13・17と同様

の文様をもつ。受口n紐の197-14は口緑部にLR縄文、箆描連続

山形文が施されている。

鉢196-1は椀状を呈し、 内外而に赤色塗彩、ヘラミガキが施さ

れている。 196-2は口辺部下位に焼成前の1孔が施される。

土製品196-3は剥落した悩表面の内側にも文様を布する。何で

あるかはわからない。

石器は歴製石斧198-1がある。 閃緑岩製太型蛤刃石斧である。

獣骨は猪の幼獣の下顎骨と鹿の角• 四肢骨がある。 1000・C以

上の加熱があったと考えられ、猪の下顎付は皮と肉が付いた状態

で焼かれたためか歪みが秤しい。

以上の出上遺物から本住居址の所瓶期は弥生時代中期後半と考

~ 
0 11:3) 5cm 
~ . 

えられる。 （小山） 第198図 Y109サ住屈址出土石器実測図
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筍UI攣遺情と潰掬

49) YllO号住居址

遺構（第199図）

木住届址は台地の南部束側の、さー26グリッド内に位置している。 Y78・

79・80号住届址と頂複関係をもち、これらのすぺてに破壊されているため、

北西コーナーから北璧の西側の一部とその周辺の床面が残存するのみであ

る。このため、平而形態 ・規模は不明である。

覆上は確認できず、確認面からの槌高は 3~21cmをはかる。公体は地山

の貸色火山灰）りを利用して構築されており、軟弱で細かい凹凸がみられる。

床面からの立ち上がりは綬〈、墜溝は検出されなかった。

床面は西側は地山の賀褐色火山灰IM、東1Jlljは焦祁色土を埋め戻して構築されており、西側はii次弱であるが、東

ノ'

Y79 

Y78 一

゜
I ; 801 2 m 

第199凶 YllO号住居址尖測図

側は黒褐色 ヒを強く 叩きしめており、咆固である。

ピット・カマドは検出されなかった。

遺物は極く少且で散布する程度である。住居址との共伴性も薄い。

遺物（第200図）

本住居址からは弥生土令わが少且出土しており、器種には壺．甕がある。

壺には箆描横走平行線文の施される200-1、櫛描垂下文（波状）の周囲を箆描垂下文で区画される200-2、

（小山）

LR縄文を地文として、箆描連続

山形文の施される200-3、栖描波

状文と櫛描堆F文（波状）の施文

される200-5があり、甕には櫛描

横走平行線文の施される200-4 

があることから、本住居址の所廂

期は中期後半と考える。 （三石）

50) Ylll号住居址

...d• ~ 

｀ 
、内

迄 if1 j厨

上がりは緩い。虹体は大方が地山の砂層を利用して構築

されており、もろく崩れ易い。阻溝は検出されなかった。

床面は地山の砂層上に黒褐色上を全面に薄く埋め戻して

叩き しめた「叩さ床」が施されており、軟弱である。

ビットは炉址の北側から 1個検出されており、棟持柱と

考えられる。 33X39cmの円形を呈し、 44cmの深度を布する。

4
 

堕亨・
丘乞ゞ
4量
0(1:4)5Cm 

第200図 YllOり住居址出上土粋拓影図

遺構（第201図、区1版六十九）

本住屈址は台地の南束端、に ・ぬー15グリッド内に位置している。第7号周況と爪複関係をもち、北側を残し

て大半が破壊されている。

プランは北岳艮299cmを測るやや小型の住居址であるが、詳細については不明である。

覆ヒは二層からなる。第1屈は税土の大方を占める茶褐色

上、第 2 /~は住届床而中央に小範囲で薄い広がりをもつ凩

褐色土である。

確認面からの堕高は5.5~16.5cmを測り、床面からの立ち

S-7 

第201図 Ylll号住届址夷測図

．
 

4
l
 

2 n, 
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第1節竪穴f主屈址

炉址はft居址の北側にあり、 65X58cmの惰円形を呈する地床炉である。艮

軸方位はN-73'-Wをさす。遺物分布は極めて散慢である。 （小山）

遺物 （第202・203図凶版六十九）

本住居址から出土した弥生土器は極めて少祉であり、粒種には甕がある。

202-1は暖〈外傾外反する口縁部を有し、口緑部と胴部に櫛描波状文が施さ

れた後、顕部に櫛描簾状文 (2述止め）が右回りに施文される。この他、櫛

描簾状文、 櫛描斜走直線文の施文される203-l・2が出:t.している。

以上、本住居址の所産期は、 出上した遺物から弥生時代後期と考える。

（三石）

第45表 Ylll号住居址出.±土器観察表

0 (1 : • l 10cn1 

第202図 Ylllサ住届址出上
土器実測図

霊入盈・烹

．翠疇訳
9 II: 05,m '、ふ．；，

第203図 Ylll号住居址出土
土器拓影図

-, ~ln11l ,u 11 ,11: n, ≫. t1 怜＇）の特徴 贋 鴨 傭 号

(12.0) 

202-1 I甕 I< s.3> 

n繰郎Iir出状に外皮する． 内）償位のへ,rガキが鳩されている. lill転如創B外）文様力•Mt~/しているたが渭,. IN~. 51,( 
文） 9本一絨の111111濱状文がヒかり下へ鳩された1負．＂節 1:11本
一糾の臓tヽ讀状文 (2遁止め ・右梱り）が籍されている．

51) Y112号住居址

遺構（第204図、図版六十九）

本住居址は台地の南端中央、ぬ・ねー21・22グリッド内に位近している。 Y64号住

居址、第10号周因と四複閑係をもち、これらに大半を破壊されているため、西壁の

一部とその周辺の床面のみしか残存していない。

このため、平面形態、規模は全〈不明である。

確認面からの壁高は1.5~ 13cmをはかり、床面からの立ち上がりは緩い。壁体は地

山の跛褐色火山灰屈を利用して構築されてお り、軟弱である。

墜溝は西壁残存部の北側半分以上にあり、 11~30cmの幅、2 -6cmの深さを有す

る．

~ Y64 

ヽ

床面は地山の質褐色火山灰陪上に茶褐色土を埋め反し、c111きしめた「叩き床」が

施されている。おおむね、フラッ トで堅固だが、各所に細かい凹凸がある。

炉址｀ピットは検出されなかった。遺物の分布は極めて散悛で羹も少ない。

遺物 （第205図）

本住屈址からは弥生土器が極〈少伍出土しており、器柚には甕がある。

甕には簡描斜走直線文の施される205-l、櫛描波状文を櫛描垂下文で区画される205-

2などがあることから中期と考えるが明確ではない。 （三石り

>̂-

52) Yll3号住居址

遺構 （第206図図版六十九）

本住居址は台地南部の西側、し・ すー25グリッド内に位佐している。 Y78・81号住居

址と孤複関係をもち、これらに大半を破壊されるため束慇の一部及びその周辺の床面の

みししか残存しない。このため、平面形態、規模は不明であり、ピット｀炉址も検出さ

J
 

(I : IOI 2 Ill 

第204図 Yll2号住居址実測図

鼻． 伝

” 
I和;;.2

Q(1:415cin 

第205図 Yll2号住居
址出七土料拓影図

Y78 ． 

れていない。確認而からの墜高は3-6cmを測り、偲体は地LI」の貸褐色火山灰層を利用

して構染され、軟弱である。 Ii而も地山の賞褐色火山灰層を叩きしめて構築されており

おおむね、屎固で平坦である。遺物は検出されず、所産期も決し難い。 （小山）
第206図 Yll3号住居址

炎測図

(I : 80) 
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53) Y114号住居址

遺構（第207・208図、図版 七十・七十一）

本住居址は台地の南西端、に ・ぬ ・ねー25・ 26グリッド内に位置している。 Yl15・116号住｝ぼ址と爪複関係を

もち、これらを破壊している。

プランは束西の短軸長495cm、南北の長軸長566cm、束虹長554cm、西壁長466cm、南壁長362cm、北壁長466cmの歪

んだ~).')丸長方形を呈し、床面積は25.87面をはかる。投軸方位はN -12 .5' -Wをさしている。

覆土は薄〈、 三層からなる。第1屈は住居の中央部に堆積する。カーボン ・パミスを含むきめの細かい黒褐色

土である。第2層は中央部を除いて住届内に広い範囲で堆積する。バミスとローム粒子を含む茶褐色上である。第

3層は東撻下にのみみられる。ローム粒子を多位に含む茶褐色土である。

確認而からの虹高は2~12cmをはかり、西壁から南壁にかけては削平が若しく、全体的に床而からの立ち上が

りは綬い。璧体はYll5号住居址と屯複する北峡と、 Yll6号住居址と頂複する南束コーナーはそれぞれの住居址

の祖土を利用し、 他は地山の貿褐色火山灰層を利用して構築されている．いずれもおおむね翠固な構築状態であ

るが凹凸がみられ、平滑とは名・い難い。

壁溝は某壁下のみから検出された。溝幅10~20cm、深さ 3~5.5cmをはかり、 側面、 底面の掘り込みはおおむね

平滑である。

床面は地山の質褐色火山灰層の上に茶褐色土を全面に薄〈埋め戻して叩きしめた「叩き床」が施されている。

Yll5号住居址と孤複する北側部分はこの茶褐色土がやや厚く埋めもどされており、また、 Y116号住居址との爪

複箇所はY116号住居址の毅土21杓、茶褐色土を利用して構築されている。おおむね、平坦な構築状態であり、ま

た、堅固であるが、 Y116号住居址との誼複部分については極めて軟弱である。
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第l節竪穴i主屈址

ピットは4個検出された。いずれも主柱穴であり、 4本(pI 

-p .)が整然と配佐されている。 P,は37X 27cmの南北に艮

い楕円形を呈し、 59cmの深度を有する。断面形はU字形を

呈する。氏は34X27cmの楕円形を呈し、 52cmの深度を有す

る。断面形はU字形を呈する。 Paは35X 31cmの楕円形を呈

し、 47cmの深度を布する。断而形はU字形を呈する。 P、は

39X 32cmの楕円形を呈し、 43cmの深度を有する。断面形は

U牛形を呈する。ビッ ト内裂土はいずれも二層からなり、

バミスとローム粒を含む茶褐色土（第2層）と砂粒主体の

黄褐色土（第4府）によ って構成されている。 P1・P2・P.

は柱痕をffしており、 P1で23cm、P2で18cm、p3で15cmの

径を有する木柱の存在が想定できる。

炉址は住居址の投軸 ・短軸の交点（住居址の中央）より
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第208図 Yll4サ住居址炉址実測図

もやや束側から検出された。長軸長117cm、短軸長58cmの不整な楕円形を呈し、長軸方位はN-67'-Wをさす。床

面からの掘り込みは火床部にあたる西側部分は一段低〈掘り込まれており、 12cmの深さを有する。他はおおむね

5 cmの深さで掘り込まれ、底面は平坦である．火床部は先述したように掘 り込みの西側に設定されている。一段

深い掘り込み内に黄褐色火山灰土を埋め戻して平坦化し、南側周辺には15個の円礫が密某した状態で四かれて

いる。賀褐色火山灰、円礫はともに焼け込んでいる．

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器 ・石器が出土しているが、址は極めて少ない。全体の遺物分布も極めて散慢であり、集

中する箇所はみられない。 209-4 (盛）が南束コーナー床而上、 268-56(聡製石鏃）が束紐中央よりややrtlf寄

りから検出されており、その他209-4・5・6 (遵）が1区、 209-1・ 2・3 (壺）がIV区から出土している。

（小山）

遺物 （第209図）

本住居址から出土した弥生上器で図示し得たものは、拓影図7点のみであり、器種は甕・台付甕・壺・鉢であっ

た。拓影図209-1 ~ 6は小片のため全器形を知り得ないが、甕においては胴部櫛描斜走直線文の施された 7

と、 帯と帯の間に間隔を有す櫛描波状文の施文された 6。壺は 1~4があり、 1は箆描横走平行線文と LR縄文

の組み合せ、 2は横位に走る3条の沈線の間に、櫛による刻目が巡止め風に施文され、 3は箆描横走平行線文と

山形文の組み合せ、 4は櫛描横走平行文と、 略等間隔の櫛による列点文の組み合せ、 5は台付甕であり、口唇部

縄文、口禄部縄文と箆による山形文、胴部「コ」の字皿ね文と円形浮文が施されている。 他に赤色塗彩の鉢、無

頸壺の破片がある。以上の遺物をも って本址は弥生中期後半に比定できる。 ， （羽毛田仲）

-晏
可雙~z 蓼
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第209図 Yll4号住居址出土土器拓影図
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鶉UI章 遺鳩と遺物の慨賢

54) Y 115号住居址

遺構 （第210・211・212図、図版七 t-. ヒ十一）

本住居址は台地の南西端、に ・ぬ-25・26グリッド内に位臨している。 Yll4号住居址と誼複関係をもち、住屈

址の南側の上面を破壊されている。

プランは束西の短軸長420cm、南北の長軸長524cm、束壁長426cm、西撻長476cm、南虹長4111cm、北凪長354cmの

隅丸長方形を呈し、床面積は21.05n,• をはかる。長軸方位はN-5'-Wをさす。

稜土は六屈からなり、自然堆積とは考え難い。第 1層は住居址の南束側に偏在する。プロ ック状の貨色火山灰

と小礫、バミスを多位に含む茶褐色土である。質色火山灰が多めの第 l'屈もある。第 2/clは住居址の中央北寄り

の最上層部に小範囲に堆積する。賀褐色火山灰主体で茶褐色土を含む。第3/{?iは住居址の中央北寄りの床而上に

小範囲に薄く堆積する。カーポンとパミスを少伍含むきめの細かい黙褐色土である。第4re1は1主居址の北西側に

偏在し、第5府をサンドイ ッチ状にはさんで堆積する。バミスとカーポンを多量に含む茶褐色土である。 第5I杓

は第1屈よりもロームプロ ックの含有量が少ない茶褐色上である。第6!Mは住居址の北、西撻ぎわに認められる。

貨褐色火山灰と第4層がまざった明褐色土である。

確認面からの壁窃は 3~25.5cmをはかり,Yll4号住居址との重複部の堡体もわずかではあるが残る。床面から

の立ち上がりは緩い。蕊体は地山の寅褐色火山灰層を利用して構築されており、おおむね、乎滑で緊固な状態で

ある。

辟溝は検出されなかった。

床面は地山の賀褐色火山灰屈まで掘り窪めたのち、 明茶褐色土を全面に薄〈戻して叩きしめた「叩き床」

F ヽ 6 

贔

"' 

.... 

; 
.., 
w 

I~ ,・ 
- G 5

 

c ． 

A
 

・' 

1~ 

⑳ 
p 2 ◎ P6 

三□
3
 
，
 

~
 ◎
 

s
o
 

n//o:i 口I

215-3 
((1/j) 

(jぐ wl

ーSo
L 
3,2 
2.― 5 2 

◎常213
POp 

I'. 

I I A' 
QS 

◎ 1~ ").¥  • 

A
 

茶褐色 I'.層 l~t'.1:1墳い ハミ スと小ぼfl,,足1:~ み． 賀色火IUl'li.flプ".,?状に息量に含II.
希褐色l隋 II』ftIJ ! 沿いが1よりし しよる 1よりし択色＊山灰といUこ:I'll.
貨褐色LIiiM性は籠〈漏い．寅色"<Ut灰主体で、荼鳩包土を含む．
，県鳩色L附 lb111Jil!lい さめ相か(,,qスとカーポンをウ鼠含t,,
ヽふ褐色土/ti lbれIJ閲い ,qスとカーポンを多.IIこ含1J
5 茶鳩色.l/11 Iと似ているが0ームは少ない
6 叫褐色I.Ill 沢色火Ut灰と4l!'1ilさっている．

Y 114 
叫

s 阻凡 A 

蜃

ほIii666, Im 

゜
(I ; 80) 2 JI) 

第210図 Y115サ住｝古址英測図

-168-



鯖 1 節略穴(ti~址

が施されている。おおむね、フラットで竪固な構築状態であ

る。

ビットは 7 個検出された。主柱穴は 4 本 (P , ~P,) が整然と ~a

四されている。 P,は42X39etnの円形を呈し、 65cmの深度を布す

る。断而形はU字形を呈するが、唾直な掘り込みでな〈、全体に

は南側へ傾いている。氏は43X46cmの円形を呈し、 61cmの深度を

有する。断面形はU字形を呈する。 p3は40X 34cmの惰円形を呈

し、 60cmの深度を付する。断面形はU字形を旦する。いは41X43 

cmの円形を呈し、 59cmの深度を布する。断面形はU字形を呈する。

ピット内の堆積状態IiP, のみ抽出した。第5・6屈の二層からな

り、明瞭な柱痕が残る。 Paは南墜下中央に位滋する。 77X52cmの

惰円形を宦し、西側に溝状の広がりをもつ。深さは42cmをはかり、

断面形は先端部が尖り気味のV字形を呈する。覆土は第5・6層

の二屑からなり、下層にあたる 6/t1内からは酸化第二鉄と、それ

が付芳した礫 (215-2)が出土している。 PcはP,の南東側に位

沢し、 22X20cmの円形を呈する。深さは50cmをはかる。

P1は北東コーナーに位置する屋内埋葬用の料坑である。30X32

cmの円形を呈し、深さは32cmをはかる。断而形は袋状に内側が広

がっている．硲坑内には壺柁がやや傾いた状態で埋設されている。

僅柁は完形の 1個体の壺形土株をロー頸部、頸～胴

部上位、胴部ヒ位~Ii'!:部にきれいに打ち欠いて形成

されている。頸部～刷部上位、胴部上位～底部は、

遺骸を収納するため、広い間口を必炭としたために

打ち欠かれたものと芍えられる。収納口のt釜は約19

cmをはかる。これに先に打ち欠いた頸ー胴部上位破

片を面として被覆しており、 上端部にあたる類部の

口元は、床面上に露出している。棺内は検出IIむにお

いてはぽ空洞の状態であったことから、往時はこの

上に何らかの1-T機質の益が置われていたものと理解

される。口緑部一頸部の破）ヤは壺棺の底部に叫てが

われており、台座的な役割を果し、壺棺を固定して

いる。裕坑内の埋ヒは砂質で粘性がほとんどない淡

褐色ヒを利用しておりよくしまっている。柁内から

廿片は検出されなかったが、被葬対象は遺骸をその
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まま葬ったものであるならば、胎児か幼児、洗骨葬

であるならば、胎児、幼児一成人までを想定することができる。壺棺内から人件が検出される事例が少ないため、

第212図 Yll5号住届址炉址実測図

明確な位置づけはできないが、県内では唯一人廿が検出された竹田峯遺跡第2号特殊遺構の後期の壺柁内では、

6カ月程の胎児骨が埋納されており(-=:石他 1986)、本住屈址の壺柁も胎児か幼児が被葬されていた可能性が強

いことを一応指摘しておきたい。

炉址は住居址中央より、わずかに東;;fl)から検出された。東西の艮軸長117cm、Iii北の俎軸艮58cmの楕円形を呈
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第Ill章遺情と遺物

し、長軸方位はN-72'-Wをさす。床而からの掘り込みは最深部で11cmをはかり、断面形は弓状を呈する。掘り

込み内底面には93X76cmの楕円状に賀褐色火山灰（第3府）が5cm内外の厚さで埋め戻され、火床部が設けら

れている。火床部は其赤に焼け込んでおり、東西方向横一列に 4個、その中央北側に l佃の課をl..状におき、炉

緑石としている。覆土は薄〈、暗橙褐色土（第1屈）、黒褐色士（第2府）の二屈からなる。

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器 ・ 石器・酸化第二鉄（赤色顔料）が出土しており、紐は多い。土器• 石器とも床面上、

ビッ ト内から出土したものを共伴遺物として図化したため267-39(打製石鏃）、 270-80(剥片利用石器）は除外

した。 213-1 (壺）は壺棺として利用されたものでP,内から出土しており、 213-5 (甕）、 214-2 (甕）はP1

上から出上している。また、 p~内からは213-6・7 (鉢）など赤色滋彩された土器とともに、酸化第二鉄（赤色

顧料）のかたまり、酸化第二鉄（赤色顔料）が付沼し、土器調整に使用された可能性がある禄入礫215-2などが

出土しており、暗示的である。この他213-2 (壺）も出土している。 213-4 (台付甕）が北盟下のほぼ中央、

213-3 (壺）が炉址南西側、215-1 (打製石鏃）がP,南側にみられる他、215-3 (台石）は炉殺石として利用

されていたものである。他に214-1・ 3・4・5・7・ 11・13が I区、 214-6・8がII区、 214-9・14がIII

‘
 □'.,7, 

0 (l ; 4 I 10cm 

第213図 Yll5サ住届址出土土器実測図
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第1節翌穴lt.¥'l址

第46汲 Yll5サ住居址出土土器観察汲

; ~ 精“ 法饂 成 u It ひ U 形の、り徴
＂ 

贄 熾

＇ 最大!J,は!:41~•1'位下J/1:ある• n帳郎l:t鱈い＂ 内）隕86以ヒ111胄位のヘ"i!ガ蛉．類郎以下は慣位のハケ）謂聾 売全寅劃
郎から慎（外反し、謂帥で大さ （張，） ソ＂バン が鳩されている． 伽 I
玉状を込する.u ttei1i訓収りされている． 外） 1111ftい下位以下liT寧な嵐位J-jよび糾位のへ9ミガキ、それ以

11 6 ~Iょヽ4位のハケ 11111誓のIt. 償位のへ,'ガキが薗されてい

213-I 壼
33,0 る．

8,0 文）額郎1.:11'鯛間中位以上はへ9陽償走・平行織文11粂によって一

22.6 次区囚され．その"l'Iこへ9椙湛弧文が施さIt,最上位の文様
帯から3俯!fl:LR縄文が旭文として使用され．瀑弧文bl
R縄文を地文と している．口腎蘭1こll襴憤Jll目文が蔦さnて
いる鳴

口緑郁は,,、屯に外灰し、 □fJ郎l:l 園(,l •) さ 内）隕郁以上はT寧な慣位のへ9ミガキ、順節は慣f/Lのハヤ，，綱 側転填篇，1A
ILていo. 聾が算されている． N● 4 

13 G 外）口縁節はT寧な糾位および隕tlt<1>へ9 ミガや、顆郎IJ糾{~ぉ
m -2 壼 (7.6} よび償位のIヽヶ1謂輩が鱚されている．

文）口信齢1こ肩liilllLI文、頻郎にヘ,i;慣危平H繕文（残((3彙）

が讀さnている．

口繰郎1ょ.,, パ状,~外戊し、口0郎1ょ団収りさ 内） T寧""'位JJよび償位のヘラミガキが罐されている． 団転夷襴B
(14 0) ILていら． 外）糾位“よび慣位のハケ11111輩が1iされている． Noll, UIば、 Yll4I区

213-3 壼 < 6,8) 文）類郎1こへ,1贔償丸平行繍文．口n祁にへ,iu,rn文が確さtl

ている．

最大柑は口績糾と胴nかで1よば等しい． 内)U縁郁Ii糾位および慣位のハゲノ＂饂＂懇以下l~T寧な糾 llil駄,Cil!IB

口縁耶Ii太1・顛耶から外反し、上靖でし..,かり 位および慣位のへ9 ミガキが鱚さ ILてい~- Na 7 

13,0 
しle受口状に立らJ:.がる．訊部は「,,位でふくら 外）隕祁I~膚位のハケ メ肩聾、以下1よ糾位のハケノ1111輩．その9彙

科史
). 爆双状を111する． n胄ff位1こ崖位のへ9ミガキが1iされている．

Zl3-1 <11.0) 
口臀闘1よ面敢r)さItている． 文l口唇綿．口縁孤胴祁上位にLR縄文を織し,,i島口織部I.:

ヘ9袖運械山形文｀馴綿に6重のヘ')Illば Jの字●b文が
讀されている．

最大棧は U繰郡にある• n械部は蜆く外はし． 内）馴R~中は以上はT寧な讚位のへ9 むガ~. •11位以1"11T寧な 籟片冥1111/1
嗣綿1:1中位よりやや.J:.方でかる＜ふくらむ． 崖位のヘラミガキが鱚されていh. N• 2 

(l• .6) 外）0繰郁11慣位のハケ，，隕望．綱祁I!糾（かのハゲ，，胃望、その

213-S 聾 (14. !) 1負胴都下位Ii縦位のへ9ミガキが胤されている．
文）綱郁上位に7本一lllの轟鳩糾氾直纏文が縦位羽状（右趾り）
1:.1:. から下へ婚され．その紐預祁1こ7本一様の構liil浪状文が
糧されている．

{6 2) LI辺綿は1り弯して開(.LI笞郎1:園取りされて 内lが色鯰彩， 慣位のへ9ミガ＊が籍されていら． 讀片寅剛＾

213-6 鉢 く48> いる． 外）赤色控,,・ロi!l!U・.位Ii讚位のヘラミガキ、下位Ii縦位のヘ P, 

9ミガ＊が纏されている．

一
ni/l罰1こ燒成,.の穿孔が21しある． 内・外園と<,1こ赤色讀彩・慣位のヘ.,! ガ斗が篇さtしている． 絨片賓樹U

213-7 鉢 く4.J> P, 

贔|
~、

ーロニ三
□ニニニ 3

? (2:3) 3,cm 
0 6cm 
I (1 : 3) I 0

9
 

J 1 : 6) 2炉じm

第215図 Yl15サ住居址出土石器災測図

区、 214-2・12がrv区から出土している。

遺物 （第213・ 214・215図、図版七十一）

本住居址の出土遺物には、弥生土器 ・石器 ・酸化第二鋏（赤色顔料塊）がある。

弥生土器の器種には壺 ・甕 ・台付甕 ．鉢がある。

壺はすべて単純口緑を有する細頸壺である。 213-lは先述したように意図的に三分割され、壺柁として利用さ

れたものである。口緑邪は細い頸部から強〈外反してラッパ状に開き、胴部は中位下力で大き〈ふくらみ、最大

径をもつ。口唇部は面取りされ、縄文が施されている。また、頸部から胴部中位まで11状の箆描横走平行線文で

区画して文様帯を形成し、上から 1帯目、 5帯目、 9帯目の文様帯内にLR縄文を充唄し、他の文様帯内はT寧

にヘラミガキされている。胴部中位下方は3段構成のLR縄文を地文とした箆描連弧文が施されている。
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第111軍遺情と遺物

213-2・3は口絃部から類部までは残存し、以下は欠損する。いずれも[Jf改部はラッバ状に外反し、口唇部は

面取りされ、櫛描の刻目文が施されている。頸部文様帝もほは同様とガえられ、箆描横走平行線文のみが施され、

2は3条、 1は1粂まで確認できる。

この他、面取りされた口唇部上に縄文が施された後に箆状工具によ って二つに分割されたさ角形状の突起をも

つ214-1、而収りされた口唇部に縄文、頸部に櫛描横走平行線文、令而に赤色顔料の付洛がみられる214-2、

胴部に箆描文で区画された宜線状の櫛描垂下文が施される214-4などがみられる。また、外面調整はすべての壺

が、ヘラミガキによって刷毛目罰贄を梢している。

甕は令形態がわかるのは213-5のみであるが、爪純口緑を打する213-5、214-8・9と受17口紐を布する

214-5・6・7がある。

単純口緑の213-5は口ほ部は短〈外反し、胴部は中位ヒ方で軽〈ふ〈らむ、ややスリムな形態をイIする。 n唇

部には 4Jt\位で一組の梱描の刻目文が一定の間隔をおいて施され、 nl•l部に縦位羽状の櫛描斜走]((線文、頸部に府

描波状文（右回り）が施されている。同様な文様構成は214-12にもみられる。 214-8は1-l籍部がゆる〈、俎〈外

反し、 /Jli]部はり1位で大きくふ〈らむ小型品である。口唇部は而取りされ、縄文が施され、顆～枷1部の櫛描波状文

（右同り）は直線状の梱描垂下文で区画されている。垂下文の上・下端はそれぞれに円形浮文（ドーナッツ状）が

貼付されている。 214-9は口緑部がほとんど外反せず、直線的に胴部へ連なる深鉢形の形態を布する。頸部に櫛

描波状文、以下に櫛描斜走直線文が施されている。

受口口級の甕は受口部の外稜が明瞭な214-5・6、稜がとれて匝線的となる214-7がある。文様は口緑部が

LR縄文を地文として箆描連税山形文が1あるいは 2条施される点で一致し、顆部文様は6に櫛描波状文、 7に

箆描横走平行線文が施されている。甕にはこの他、櫛描斜走直線文が斜格子目状に施される214-10と縦位羽状

に施される胴部片214-11・13・14がみられ、 13には摘描の刻目が加えられている。

台付甕213-4はしっかりとした外稜をもつ受口n殺をもち、胴部は中位でふ〈らむ。小型の台部がつくと考え

られる。文様は口緑・ flj1]部ともLR縄文を地文とし、口棟部に箆描連続山形文が1条、胴部に「コ」の字重ね文

が施されている。鉢213-6・7は椀状を呈し、内外面にヘラミガキ、赤色塗彩が施されている。 213-7には2

孔一対の穿孔がみられる。石器は、黒嘔石製打製石鏃215-1、赤色顔料付苑の砂岩215-2、安山岩製台石215-

3がある。本址の所産は弥生時代中期後半とガえられる。 （小山）

55) Y 116号住居址

遺構（第216・217図図版七十二）

本住居址は台地の南西端、ぬ・ねー24・25グリ ッ

ド内に位遣している。 Yll4・ 117号住居址と煎複関

係をもち、北西部及ぴ南側を破壊されている。また、

南半部は住居址の掘り込みが浅〈削平される。

プランは北些長354cmが知られるのみで、平面形

態、規校の詳細は不明である。

覆土は二層が観察された。第1府は微粒バミスと

ローム粒を多紐に含む茶褐色土、第2層は第 1J~ よ

りもローム粒子が多伍に含まれる茶褐色土である。

残存する部分が少ないため、自然堆積か人為堆積で

あるかは不明である。

確認而からの堕高はO.5~ 13. 5cmをはかり、床面か

21e s 5 D 

RP2 
220 I 

怠 げ＇叩6鼠）一
c・ 

219 I (k,1 I'I l) A 

／゚ヽ
218 3 
so・ 
1) 
• 218-、
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Ill~ し ....____,~~~d 
1 茶鳩色上＂＇け !Iiやや偵い微t,)バ スと

PームI,'を多r,t1;含tJ.
2 贔褐色上＂ ＇けtiパ小ヽ 1より し
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（人）
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第216図 Yll6号住居址実測図
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!lllllll 豆穴It,..址

らの立ち上がリは綬い。埜体はヒに地山の貿色砂層を利

川して構築されている。極めて11炊弱で崩れ易〈、堕而も平

滑とは3い難い。

壁溝は検出されなかった。

床面は地山の砂/el上に黒褐色上を全面に博〈埋め戻して

叩きしめた「叩き床」が施されている。残存部は起伏が多

〈やや雑な構築状煎であるが、軟弱であり、堅固な箇所は

認められない。

ビットは 2個検出された。北側2箇所に並ぶ主柱穴と考

えられる。P.(J.:30X64cmの東西に艮い惰円形を呈し、 33cm

の深度を4する。断而形は綬いU字形を呈する。 P2は33X

33cmの円形を呈し、 39cmの深度を布する。断面形はU字形

を呈する。

炉址は住居址のはぽ中央に位泣すると考えられる。 70X

61cmの楕円形を呈し、長軸方位はN-3・-wをさす。床面

(!v 

1o:i 

I 黒渇色1眉 t/,ftlバりい
さの綱かく

~\Ill色 1"1

MIA: がAヽ I•

A
-

lt:ll 

A' 

ltll 

-̂
A' 

疇
Q'1'~ 喩 SO~m

第217図 Yll6号住居址炉址尖測図

からの掘り込みは、最深部で7cmをはかり、断而形は細かい凹凸がみられるものの、おおむね弓状を呈する。火

床部は掘り込み内の中央やや南側の地山上に設けられておリ、 43X37cmの不整な焼土の広がりを布する。覆土は

きめの細かい黒褐色土一層のみからなり、覆土上北側には陳が一個出土している。炉址との関連性はうすい。

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器・石器が出上している。量はあまり多〈ない。ピット内、床面ヒから出ヒしたものは

少なく、大体が覆土中からの出土であるが、床而上からはあまり高い位誼にはないため、共伴遺物と見（故すこと

ができる。 II区出土の272-112(打製石斧）のみを除外した。

218-5 (甑）はPz内底而から出上した。本住居址内唯一の完存品である。 220-l (打製石鏃）はPz内、 218-

1 (壺）がP1南側から出土している。また.218-2・3・4 (壺・甕）は束峡下中央からまとまって出土してい

る。この他、 219-7・11 (甕）がI・II区、 219-2・4・9 (壺 ・甕）がI区、 219-3・5・6 (壺 ・甕）が

11区、 219-10(甕）がlV区からMl土している。

遺物 （第218・219・220図、図版 七十二）

本住居址から出土した遺物には弥生土器 ・石器がある。

弥生土悩の粒種には壺 ・甕・甑・鉢・t6¥がある。壺9よ受ロロ緑を布する218-2と爪純II緑の219-4がある。

218-2はn緑部が外反したのち、上端で内弯する。 日唇部に縄文をもつ以外、文様ばみられない。 219-4はロ

緑部かラッパ状に外反し、口唇部に縄文が施される。この他、顆一胴部にかけて箆描横走平行線文で区両された

文様帯内の一帯毎に縄文が充填されている218-1、胴部中位に箆描横走平行線文 ・斜走短線文が施される219-

l・2、胴部に櫛描横走平行線文・煎弧文が施される219-3などがみられる。

甕も受目口縁を布する218-3と、単純口緑の218-4、219-5・6・7がある。219-6は台付甕となること

も考えられる。 219-3は外稜がほぼとれて丸味をおぴる受ロロ緑をもち、胴部は、中位でふ〈らむ。文様は桐部

に梱描波状文（右同り）が施されたのち、等間隔で直線状の櫛描垂下文を施して区岡している。 218-4は口緑部

は短か〈外反し、胴部は中位で小さ〈張る。口唇部は面取りされて縄文が施され、頸部には櫛描横走平行線文、

胴部には櫛描斜走直線文が縦位羽状に施されている。 219-5は面取りされた口界部に縄文、顆部には摘描簾状文

（等間隔止め、右回り）、 胴部にはLR縄文が施されている。 219-6は而取り された口唇部に縄文、胴部にはLR
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第218図 Yll6サ住届址出土土粋実測図
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第219図 Yll6号住居址出土土§討拓影図

縄文を地文とし「コ」の字訊ね文が施されている。「コ」の字皿ね区画の上位の頂

部及ぴ:It中には円形浮文が貼付されている。また、 219-7には櫛描横走平行線

文・斜走直線文が施されている。同様な文様は219-8にもみられる。この他、顆

部に櫛描横走平行線文、胴部に櫛描垂下文を施したのち、櫛描波状文を充填した

219-9、頸部に梱描横走平行線文、胴部に櫛描斜走直線文を斜格子目状に施した

219-11、胴部に箆描頂菱形文を充填した219-10(台付甕？）などもみられる。

創
C) I 

? (2 : 3) や

甑218-5は椀状を呈し、底部に焼成前の穿孔がみられる。内外面ともT寧な 第220図 Yll6号住居址出土
石岱実測図

ヘラミガキが施されている。

鉢218-6・7は椀状を呈し、 7には2孔一対の穿孔がみられる。内外面ともにヘラ ミガキ、赤色途彩が施され

ている。 ・店杯218-8は小型の脚部で「ハ」の字状に開き、外面に赤色途彩が施されている。

石器は打製石鏃がある。 220-1は晶曜石製の凹碁有茎鏃である。

以上の共伴遺物から、本住居址の所産期は弥生時代中期後半と考えられる。 （小山）
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第47叔 YU6サ住！＆址出土上器観察表

; ~ DI、11. ll 成 u Jl. u ff ffJの峙徴
＂ 

聾 爛

＇ 内）讚位のハケ/1111彗が讀されている． 面転賽訓A
外）釘位のハケ／胃輩讀位のヘラミガキが纏されている． 1区.IIばIII 

218-I 壼 〈9.G> 文）”綿から鯛郎11氣条のへ,1.. 讚彙平行●文で・区暉さti、文
憬骨一帯伍にLR縄文で忙曝さllている．

〇誡郎1:1外反しIsl負．上位で内賣し畳口状を旦 内）讚位のハケノ調". 鑽位のへう ！ガ介が檜されている． 闘転賽嗣A
U,1 し、口＂糾 l1ill駐りされている． 外）慣位のハケノ属輩→誕位Hよび糾位のヘラ ミガキが糟されて No~ 

218-2 壼 ($.2> いる・

文）口8昴1こしR縄文が嶋されている．

畿人積llfJ繰部と鵬耶でIll?等し く.u綸郁は 内）令釦：T軍なナデが鱚されている． 囮転冥割A

IJ.9 内膏気様にWt直立し、 馴椙fl中(il'.l:.月でふく 外）口繰95にヨコナ，，，、馴郎下位に“位のへ~ ! ガキが糟されて Noヽ 、rv区.Y90P,、P,
218- ~ ll 13.5 ,,tJ. いる．

4,3 文）馴瓢上巾に5-1'ー、JIの柵lilill状文（右屈り）が上から下へ鴫
さ /\f~慎. 5本一111の鴫9ヽ餐下文が纏されている．

12.0 
最大憧1』IJ讀郎にあり、ti縁狐は遷（外反し． 内）讚fむのヘ,iガ令が篇されている． 囮転実劉＾
嗣節lが1,位で小さく積る.nn郎IJ111'11)さ/¥ 外）文様が糟文さ／した慎.1111餌ド位1~11((立のヘ., ! ガ，\-カ噂~It

Hu 5• 6, IV!& 218-、甕 14.9 てい.i..

• .3 ている、 丈）口OHi~縄文、 MftGに lllli惰患平行緯文.~郎に櫛i贔糾A菖
織文 （紅位羽状）が濾されている．

14.0 u辺甑I!内彎して間e、口鬱節IJ園lfl')さILて 内・外閏としにIllい構位のハケノ闘聾→慣位のへ,! If令が譴さ 充全寅債I
218-S 傾 7 .3 いる．虞郎に燒成nの外面から穿化されr:一孔 れてい"・ 汝 I

5.3 を付する．

0辺lllliれlj ~して開さ,0辺靖懸1;2~L- Ji 内・外1il と~,~卵色鯰tJ.讚位のへ9 ミ If~が織されている． 笠片寅劃B
218-6 鉢 7 2 ，，，穿孔を布する． 1区.lliiC 

(22,0) 口辺耶1』内` 気に大さく開き、口唇昴1:1.lll取 内 外面といこ卯色控fj.膚位のへ9ミガ村が織さ几ている． 破片寅禰IA
218-7 鉢 < 6,9> りされている． 111区

中央の1しはM±阪貼付でふさいでHり、 JfU・ 内9讚位のへ,< If>¥'が鴫されている． llll駄呉IIIA
21a-8 百 <3.5> IIIIH~5>1tず一遍の成形で作ら tしたしのであ 外）祢色鸞II>・慣位のへ9ミガキが繊されている． m区

る．

56) Y 117号住居址

遺構 （第221図、図版 七十三）

本住居址は台地の南西端、ね・の一24・25グリッド内に位滋している。 Yll6号住居址、第10号因沿と重複関係

をもち、 YU6号住居址との爪複関係は明確でなく、第10号周沿に南側を削平されている。

プランは長方形か、方形を呈すると考えられるが、 推定可能なのは北虹長のみで298cmを測る。詳細な規模につ

いては不明である。

覆土は既に大方が削平されていたため、未確認である。

確認面からの児麻は 0-8 cmをはかり、遺存状態は極めて不良である。槌体は大方が地山の砂層を利用して構

築されており、床面からの立ち上がりは綬い。駁面はおおむね平滑に構築されているが、極めて軟弱でJi)jれ易い。

壁溝は残存部の位下のすべてから検出されており、 1口状では住店内を全周していたことも考えられる。 溝幅7

~36cm、深さ 0~10.5cmをはかる。

床面は地山の砂層上に黒褐色七を薄〈埋め戻して叩きしめた 「叩き床」が全而に施されている。 凹凸が若し 〈、

軟弱な構築状態である。

ピットは6個検出された。主柱穴は南側の破壊部分からも検出され、 4本 (P,~P.)が整然と陀置されてい

る。 Eは37X36cmの円形を呈し、 34cmの深度を有する。断面形は崩れたU字形を呈する。 P2は33X 35cmの円形を

呈し、 27cmの深度を有する。断面形はU字形を呈する. Ps・Pよは残存値をあらわす。Psは27X29cmの円形を呈

し、 31cmの深度を有する。 P,は29X27cmの円形を呈し、 31cmの深度を有する。断而形はU字形を呈する。

P, ・P&はP,.p澗南側に約90cmの間隔をおいて並んでいる。本遺跡内の弥生時代住届址にはこのような類例

をみることができず、極めて特異な仔在である。機能については全〈不明である。 Psは33X36cmの円形を呈し、

24cmの深度を布する。断而形はU午形を基する。 P&は31X 39cmの束西に長い惰円形を呈し、22cmの深度を有す
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第Ill竃遭構と遺物

る。断面形f:1:U字形を呈する。

炉址は削平部分にあたるため、検出されなかったが、

住居址の中央に位屈していたものと考えられる。

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器が出土しているがその

222-1 （壺） ・222-2 

は極

めて少な〈、いずれも細片ばかりである。全体の遺物分

布も極めて散漫であり、特に築中する傾向はみられない。

図化した遺物は本住居址の時期判定に共するものを抽

出したが、確実に共伴する資料とは甘い難い。

（甕）はともに住居址覆土内から

出土したものであるが、詳細な出土地点については不明

ム
且

ー

9

1

1

9

1
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．
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◎
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である。 （小 山）

2m 

遺物 （第222図）

本住居址から出土した遺物で、図示し得たものは、実

測図2点である。

器種としては、甕と壺がある。

壺222-1は小型壺であり、残存部は頸部から胴中央にかけてであ

り、 全器形は知り得ないが、外面の調整及ぴ文様は、頚部にLR縄

文が施こされている。胴上部から胴中央にかけて縦位のヘラミガキ、 第222図 Yll7サ住届址出土土岱実測図

第48表

(I: 以I

r,ljq 685,7m 

Yll7号住届址出土土器観察表

Y 117号住居址尖測図

‘‘ 

盪 戸12
(]: 41 10cm 

：昂 情械 松量 成月｝ 及び＂形の特徴 1111 董 情 賓

最大花1よ＂部下位 にある． 内）ヽヽケ／胃輩が庸されている． 誡片寅褥jA

222-I 壼
く5.8> 外），、ゲノ調望→馴郎上位に縦位のへう ミガk.下位に慣位のヘ

,, ガキが流されている．

(8 4) 

一
内）横位のへ,iガ蛉が鱚されている． lill旺賓測A

222-2 甕 く2,2> 外）糾位のハケ，，＂整が算さ /1.ている．
(6.6) 

胴霰大径の付近から下部に横位のヘラミガキが施こされており、内面制整は横位の刷毛目閻整がみられる。 222-

2は甕底部と考えられ、外面腑整は斜位の刷毛目調整の後、縦位のヘラミガキが粗〈施こされている。内而罰整

は横位のヘラミガキである。外而底部周緑には煤の付苅が著し〈観察できる。また、図示し得なかった土器片に

は無文の壺破片、粗い赤色塗彩の壺破片が出土しいるが、櫛描文が1片も出土していないことと、 1の小型壺の

出土している ことから、少ない遺物からではあるが、本住居址の所産期も弥生中期後牛と判断しておきたい。

（羽毛田伸）
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!Ill節竪穴住居址

57) Y 118号住居址

遺構 （第223・224図、図版 じ卜三）

本住居址は台地の南西部、な・に一23・24グリッド内に伍趾している。 Yl09サ住居址、第123・124・125・140・

154サ土坑と頂複関係をもち、第124号土坑を破壊する他は、 （主居址の北咽束側周辺、西墜北側周辺、南堕の大半

を破壊されている。

プランは東西の雉軸長460cm、南北の艮軸長485cm(推定）、束繋長391cm、西壁長422cn1、南吠長375cm(推定）、

北壁長435cmの閑丸）i形を呈し、床面積は20 .94m' をはかる。長軸方位はN-29•- E をさす。

覆 I:.,よ既に人方が削平され、確認できなかった。

確認l面からの壁窃は残存部で2.5~11.5cmをはかり、床而からの立ち上がりは緩い。唸体は地山の貨褐色火ill

灰府を利用して構築されてお り、軟弱な状態であっ

t~ -・ 
咽溝は東咽下から南咽下にかけて検出された。

束咽下では壁の直下に掘り込まれているが、南東コ

ーナー付近から、 峡下よりもかなり内側の床而上に

掘り込まれるようになり、溝幅も拡大する。溝幅は

成堕下では11~30cm、南束コーナーから南壁下では

30~82cmをはかり、床面からの掘り込み4~ 9 cmを

はかる。

床而は地山の砂屈上に焦褐色ヒを海〈坦め反して

ギ即：：：opさしめた 「叩き床」が全面に施されている。

おおむね堅固な構築状態であるが、 凹凸の著しい箇

所しみられる。

ビットは 4個検出された。いずれも主柱穴である

が、配滋は住居址プランに対して傾いている。 P1は

48X47cn1の円形を呈し、 55cmの深度を打する。断而

形はU字形を呈する。応は52X 47cmの円形を呈し、

65cmの深度を有する。 断面形はU字形を呈する。 P2

内には裕大の礫が密集する状態で允唄されている。

B
-

fl. 

A
-

A' 

。
(I !Ol 

げ高 686m

2m 

P, は47X43cmの円形を呈し、 37crnの深度を有する。

P、は43X 38cmの円形を旦し.58cmの深度を布する。断面形はいずれもU

字形を呈する。

炉址は住居址の長軸・ 短軸の交点よりも北東側から検出された。 85X

59cmの楕円形を呈し、長軸方位はN-48"-Eをさす。床面からの掘り込

みは巖深部で10cmをはかり、断面形は底面が平坦な逆台形状を呈してい

る。火床部は掘り込みの中央部周辺に設定されていたと考えられ、焼土

プロ ックが小範囲で2箇所に点在する。 地山はあまり焼け込んでおらず、

長期にわたる利Jljは井え難い。覆」：は複雑な堆積を示し、五Iりに分けら 2
3 

れる。第1/!ilはきめの細かい臥色ヒ、第2IMは微粒のバミスを含む焦褐 4

色上、第3/Fiは灰主体で焦色ヒは少lil:含む灰褐色上、第4Mは賀色砂粒

第223図 YJlSI}住/,!}址実測図

1~ 

囀~ Lill Iけw釦・ ＂りII常に編かい．
島II色 Iii! 1/,111』知ヽ 懺llバ；叉*I.I,
'¾II色 tit! II, 竹 IH~い Ii< I体 て ＂色

Lt,, 少訊含(/
n111tt褐色 1/tf 賞色約1ヤカ’ 卜1,1;て燒It て1•4

,~ 裔 685,9,n
9 II : m~Ocm 

第224図 Yll8サ住届址炉址尖測図
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第Ill章遺構と遺物

が主体上である。

遺物の出土状況

本住届址からは弥生土器が出土しているが、その証は多くない。また、染中して分

布する箇所もみられない。 225-1 (台付甕）が北西コーナー床面上、他は覆土内か

らの出土である。 （小 山）

遺物（第225・226図）

゜
I I : 4) 10cm 

第225図 Y118サ住届址出
土土骰実測図

本住居址から出土の弥生土器で、図示し得たものは 7

点（実測図 1点、拓影図6点）であり、器種には甕・台

付甕・壺・鉢 ・高坪がある。台付甕225-lは台部が残存

しており、接合部に一条の凸帯を有し、外面に煤の付対

が観察でき、脚付鉢の可能性もある。拓影図においては

ぶ
-~ 究'u.,.,£,似

嗣
犀 2

9
,
 

~\ 
5 ' 
0 (l : ~ l 5 en, 

6
 

弥生中期後半の様相を示した土器である。図示し得なか 第226図 Y118号住居址出土土器拓影図

ったものにY78住出土の73-6と類似した壺胴上部破片があるが、刺突文はエ具の違いからか、痰跡が三角形を呈

す。以上の遺物から本住居址の所産期も弥生時代中期後半に比定されよう。

第49汲 Y118号住居址出土土俗観察汲

: ~~;1:: ー：I心旦五↓：聞：：紐I::三亡：ご？：：：ピ：:・ 権さb洟測：

（羽毛田伸）

考

58) Y119号住居址

遺構（第227図、図版七十四）

本住居址は台地南部の中央西寄り、こ ・さー20・21グリッド内に位滋している。第2号溝状遺構と重複関係を

もち、北西コーナーから南束コーナーにかけて斜走する第2号溝状遺構によって住居址の中央部をほとんど破壊

されている。

プランは束西の短軸長251cm(推定）、南北の長軸長281cm、束盟長268cm(推定）、西槌長248cm(推定）、南壁長

240cm、北些長200cmの平行四辺形に近い隅丸方形を呈し、床而積は6.85m• (推定）をはかる超小規模な住居址で

ある。長軸方位はN-16'-Wをさす。

覆上は既に削平されており、未確認である。

確認而からの撻布は2.5~10cmをはかり、床

而からの立ち上がりは極めて綬い。槌体は地

山の黄褐色火山灰層を利用して構築されてお

り、軟弱である。

辟溝は検出されなかった。

床面は地山の貿褐色火山灰同上に茶褐色土

を薄く涅め戻して叩きしめた 「叩き床」が施

されている。やや軟弱な構築状態で、住居撻

ぎわから床而中央部へ向って徐々にレペルを

低下させ、すり鉢状を呈する。

ビットは4個検出され、いずれも主柱穴と

考えられる。比較的整然と配滋され、 P,は

/Delli 

叫
t1117i 686m 

0 I I : 60) 2 m 

第227図 Yll9号住居址尖測図
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第1節竪穴住H址
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麟20 { 虞摩ニ310cm mi29図 Yll9号住居址出土
上合：f拓影図

37cm・51cmをはかる。 第228図 Yll9号（主居址出土土器実測図

炉址は検出されず｀遺物もあま り多くなく、いずれも裂土中からの出土である。

遺物 （第228・229図）

（小山）

本住届t1I:出土の弥生土器は7点（実測図2点、拓影図5点）図示し得た。器種は甕・壺・鉢・麻杯がある。 228-

1は頸部、箆抽横走平行線文と縄文の組み合せ、 2は箆描の4条の横走平行線文が施文、拓影閑229-1・2・3 

は甕の破）ヤで、櫛描波状文と櫛描斜走直線文が施される。 229-5は垂下文の周りに刺突文施文と考えられる。以

ヒ、遺物は主に弥生時代中期後半の様相を示し、本住居址もこれに比定されよう。 （羽毛田伸）

第50表 Y Ll9号住居址出土土器観寮表

If 書 f)lり 暢ft法 • 直 形 及 び U 形 の特俄
＂ 

望 傭 賓

内）層減暑し(,f,閉． 園転実慟IA

- 外）＂瓢か ら＂郎にい位の ハゲ，，＂望→織伍の へ9ミガ令が嶋さ N区
228-I 

＂ 
く7,I) れている．

一
文） 隕8~にしR嶋文を）奮文と I...... , 捐讚丸平行織文が2条嶋さ
1している．

内） ~R~に儀かな9ヽ,,..1111鷲が繍されていo, llil紐洟IIIIB

228 2 饉 (9.2) 
外）1:1縁昴は膚減膏しく不叫嗣郎は縦位のへ,; . グキが織され 攪5L.た26グリッド1り
ている．

文） 類郎1こへ , 1-i\慣定平tt織文が 4 粂籍~11.ている．

59) Yl20号住居址

遺構 （第230図、図版 七十四 ・ヒ十五）

本住居址は台地の南部西端、そ・た．ちー25・26グリッド内に位滋している。他遺構との爪複関係はもたない

が、住居址の北側半分以上を耕作等による攪乱によ って破壊されている。このため、残存部は南束コーナー周辺

と、南両コーナー周辺のみである。

プランはいずれも推定ではあるが、東西の短軸長514cm、南北の長軸長628cm、東壁長560cm、西堕長540cm、南

峡長460cm、北盟長441cmの隅丸位方形を呈し、床面積は30.92m• をはかる比較的大規揆な住届址である。長軸方位

はN-30'-Wをさす。

覆土は削平されているため、薄いが、バミスを多位に含むきめの細かい黒褐色tである・。

確認而からの照高は残存部で5~ll.5cn1をはかり、床面からの立ち上がりは綬い。堕体は地山の拭褐色火山灰

層をそのまま利用して構築されているが、炊弱である。

.v., 溝は検出されなかった。

床面は地山の鉗褐色の砂層の I:.に黒褐色土を薄く埋め戻し、叩きしめた 「叩き床」が全面に施されている。残

存部はおおむね平坦であり、堅固である。

ピットは 3個検出された。このうち、南側の床面ヒに並ぶP,· P2は主柱穴と考えられる• P, は26X3lcmの楕

円形を呈し、 40cmの深度を布する。断而形はU字形を呈する.P2は54X26cmの南北に長い楕円形を呈し、 52cmの

深度を有する。断面形はUヰ；形を呈する。 北側部分の柱穴は破壊されたため、検出されなかった。 応は南墜下西

側に位置する。 52X59cmの4滑円形を里し、 30cmの深度を有する。貯蔵ピッ トとも考えられる。

炉址は住居址の長軸・短軸の交点（住届址の中央）にはぽ位滋する。局囲を破壊されているため、形状は不明

であるが、兵赤に焼け込んだ焼上範囲が検出されており 、長期にわたって使用された炉址であることが想起され
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第Ill鸞遣情と遺螂

る。

遺物の出上状況

本住居址からは弥生上器が出 K

しているが、多くは1覺乱層内から

出土したものである。..:.のため、

南埜下の床面上に集中して分布す

る遣物を中心として図示し、本住

居址の共伴遺物と見（故しておきた

し、． 
231-3・4 (甕）は南虹下のPs仏J

に位買し、 58cm北束方向にはなれ

たY93サ住届址のIT・IV区出J:資

料と接合関係を布する。このこと

から、本住居址の出土遺物の多〈

が、住居廃絶後の投棄遺物である

ことが伺える。 231-1 (壺）は南

壁下中央やや束寄りの床面上に正

位の状態で分布する。また、 231-

2はその北東方向に近接して分布

するこの他、 231-5 (無頸壺）

は覆土内、 231-6 (甕）は住居北

側中央の攪乱屈中から出上してい

る。 （小 山）

遺物 （第231図、図版 七十五）

ノ

A' 

゜
t,,lli闘5.9.. 
(I : 801 2 m 

第230図 Y 120 I}住居址実測図

本住居址からは弥生土器が出土している。そのうち6点を図化した。弥生土器の器種には競・無頸猫・甕があ

る。

壺には231-1の顕部から胴上部の個体と231-2の胴上部から頸部の破片がある。231-1の壺は外面赤色塗彩

されており、頸部に文様帯がないもののように思われる。内面の調整は横位の刷も目即整が施されており、頻部

以上は赤色迩彩が施されていることが窺える。231-2の壺は大型のものでn部から頸部にかけて12本一組の2連
止め櫛描簾状文が施されており、外而には赤色塗彩がなされている。内而の調整は剥離が抒しく不明である。

231-5の無頻壺は外面赤色塗彩されており、円符状の形態で腑部中央付近でややふくらんでいる。内而の訓整

は胴部中位以上は横位の刷毛H調整の後、粗めの横位のヘラナデがなされており、中位以下は雑な刷毛日調整が

みられ、底部付近には指頭によるナデ関整がみられる。

甕には全器形がほぼわかる231-3と231-4、底部付近の231-6がある。 231-3は最大1釜口紐部と胴部でほ

ほ等しく、口様部弓状に外反して、 DI~部最大径は上位にある。文様は口緑部から胴部中位に、10本一組の櫛描波

状文が右同りに上から下へ施された後、顆部に10本一組の3連止め櫛描簾状文が施文されている。内而の罰整は

横位のヘラナデがなされている。この甕の牲形が該期の甕形態の中で一番多いものと思われる。 231-4の甕は小

型甕で最大径を口緑部に有し、胴部であまりふくらまない悩形である。外面の文様は、口粒部から胴部下位に 7

本一組の右回りの栖描波状文が上から下へ施された後、頸部に 6本一組の3連止め櫛描簾状文が施文されている。
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第 1節翌穴住屈址
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3
 

゜
(l : 4) 10cm 

第231図 Yl20号住居址出土土器実測図

内而の調繁は横位のヘラミガキがなされており、胎土が赤褐色の焼成の良い土器である。 231-6は大き〈逆「ハ」

の字状に開〈甕の底部で、外面に縦位のヘラ ミガキがなされ、内而は斜位のヘラナデが施されている。

その他、弥生時代中期後半の壺形土器破片が出土しているが、混入遺物とガえる。

以上、本住居址から出土した土器群は、壺．甕の特徴などから弥生時代後期とガえる。 （窃村）
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第UJ軍遺情と遺物

第51汲 Yl20号住居址出土土-ll11観察表

l ij 蛉憤 怯量 成形 1). び H AJの 持微 講 聾 爛 ， 
- 内）讚位のハケ/Ill聾、＂郎以上は卯色薗彩・ヘ "tガキが鑢さ 固紅寅lflA

231-l 
＂ 
<15.0) 

れている． ~a 
外）限色塗:U・i寧なヘラ！ガキが紬されている．
文）関船1こ文様帯が見ら1tない．

内）11f減薯L<不明． 破Ii'実測n
外）祢色崖も・ヽHQ:J;よび償位のへ~!If~が馳されている． 池 d・ 8

231-2 壺 <18.81 文）頸糾に12本一』)l(J)鵜鳩欝状文（二遠iとめ・右9りり）が少な（

とL2臀上から下へ綽されている．

最大怪は口繰郎と馴郎では11事しい． 内）槽位のへ9ミIf<¥-が算されていら． 岡転真隕A
口縁部は可状に外反し、 IPI郎1がj1位上方で大き 外）1111郎下位l.l縦位のヘラミガ井が．文様籍丈tl'Jfがこ地されてい 巡 l ? 

(218) 
（ふくらtJ. る． Y93111;{とt負合．

ZJl-3 甕 29.2 文）口誡隅からU部中位に,10本一,nlf)断讀的な1111、渡状文 （右
7 .o lill'))が上から下へ鳩されな復．悶節に10,t<-I[の間Iii賞状

文 (3i員止め ・ .(;kll り ） が濾されてい~-

最大紐は口縁郎にある．口縁節は広い預郎から 内）横位のヘ.,! If~ が惰されている． lillti: 実114A

(LU ) 
＊さく弓状,~外反し・114郎は上位で張る． 外）文様Ii文の1負、 庇船1こ縦位のヘラミガキが鑢されている． N• I • ? ・10. Y931Vld. と1賣合．

文）口誡隠からm~f位に、 7~一•1tの断絨的な襴Ill捷状文（右
231-4 復 ll.4 

園り）が上から下へ讀された後.1'1111111,: 6本一紐q)開情罵状
4.8 

文 (3遺止の右仰り）が給さ1している．

最大径は·~郎中央にある．＂懇をn,~ず内弯気 内） 11!郎中位以上Ii横位のハケ I鱈聾の債.IH.•りの膚位のへ9ナデ、!ll転寅潤8
7 .o 絲に立ちJ:.がり ．全体1:1よ鯛濃りの長方形状を 中ill:以・FlilU.位のハゲ,111111置が撼さ几ている． II土i1l

231-5 E 
9.8 出する． 外）紐1;$色控彩．胴fG..I:位以.l:.11横位のへ,'ガ丸上位以
4.4 rlJ織位のヘクミガ令が籍されている．
8-4 

内）糾位のヘラミガキの後．みこみ"~閥辺1:1紐かい鳩位のへ,i 同転実~l/1
231-6 ll <4.8> ガ令が罐されている． N•5 

8.0 外）縦位のヘラミガキが清されている．

60) Yl21号住居址

遺構（第232・233図、図版 七十六・七十七・七十八）

本住居址は、台地の南側の北西部、 お・かー20・21グリ ッド内に位滋している。 Yl22号住居址と誼複関係にあ

り、当初プラン確認の際はYl22号住居址を切っているものと判断して掘り下げ作業を開始したのであるが、床而

まで達したところで、爪複関係が逆であることがわかり、 Yl22号住居址により、本住居址の東咽と南壁の大部分

が破壊されていた。

Y122号住居址に東壁と南些の大部分が破壊されているものの、住居址をほぼ全周している虹溝から住居址の規

模は推定でき、平面プランは東西415cm、南北464cm、束壁長414cm、西鯰長362cm、南紐伐345cm、北壁長288cmの長

方形を呈し、長軸方位N-6 "- E を示す。住居址の規模は小さい方で、床面積は14 .85m•を計測する。

覆土は二屈からなり、第1府はバミスと賀色粒子を含む黒褐色土で、第2層は炭化物を含む赤褐色土である。

残存した北部の床而から炭化材が検出されており、本住居址は焼失住居址の可能性が強い。確認面からの壁高は

3 ~37cmを測り、虹溝の底面から緩い傾斜をもって立ち上がっている。帽15~45cmで深さ l~ 8 cmの壁溝が住居

址の南東部分でなくなるが、ほぼ全周している。床而はYl22号住居址の床而がわずかに深かったため、大部分が

破壊されており、残存した北西部と南西部はほぼ平坦であった。

ピッ トは8個検出された。 Paを除き他のビットはすぺて、固〈引き締まった張り床を取り除いて検出された。

主柱穴は 4本 (P1~P,)で駿然と配況されている。 P,は径60cmの円形を呈し、深さ75~77cmを測る。断面形は

「U」字形を呈する。 Paは45X55cmの円形を呈し、深さ66~70cmを測る。断而形は「U.1字形を呈する。 Psは50X

58cmの樅円形を呈し、深さは55-6lcmを測る。断而形は「V」字形を呈する。 巳は49X 58cmの楕円形を呈し、深

さは54-55cmを測る。断而形は「U」字形を呈する。 P6c P, は、 P以：炉址の間にあり、PG!;J:35 X 48cmの楕円形
を呈し、深さ50cmを測り、 P1は20X25cmの杓円形を呈し、深さ34cmの袋状になるピットである.Poは壁溝が西か

ら巡ってきた終息部に位滋し、径30cmの円形で深さ37cmを測る。 PaはP,の南東に位沢し、径20cmの円形で深さ33

cmを測る。
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炉址も大部分のビット

と同様、Y122号住届址の

張り,~を取り除いて検出

された。炉址の位祉9よ、

住居址のほぼ中央に当り、

64 X 54cmの楕円形を呈し

ており、長軸方位はN-

8'-Wを示す．掘り込み

は、中央付近が深〈、約

15cmを測り、鍋底状を呈

している。焼土（火床部）

が約5cmの1.r;.さで地山を

そのまま焼き込んで炉址

の北康寄りに中心を持つ

楕円形状に存在する。炉

址の形態は、炉緑石もな

く、床面をそのまま掘り

込んで構築された地床炉

である。

1 贔＼鳩色—t眉
2 茶褐色士層
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2
2
 

Ir, ~ 

1°' 

E
'
 

-A. 

h. 
lt:ii I~ 

A. 

....... 
・・・・・・・・・・・・・・・・・...................... ,≫ 

IHは細かく、小パミスと貨色1./!fを含む． Y 122 
位（-はやや月I(、焦褐色土をプロック l~lこ含み 、
カーポンし含v.

第232図

.d,
 

(Jり

ol 

A' 

2
 笏

~
゜
慣嵩 686m
(I : 80) 2m 

Y 121号住居址実測図

遺物の出土状況は、234-1の壺の底部付近破片が北西の虹溝内

より出土しており、本住居址に共伴する可能性が強い土器と考え

られ、 234-2の盗の頸部から胴上部は、 Y122・r.J住居址と爪複関

係を有さない北西閉床面より出土している。 234-4・5の甕

は234-2の壺と同様、爪複関係のない部分で、234-4の甕は北西

期の壁溝より、234-5の甕はP2に近接した北西の床面より出土

している。234-3の壺はRR区の覆土から、234-6の甕はIII区の覆

土から出土しており、本住居址に確実に共伴する遺物と断定する

ことはできない。遺物の出土分布の傾向は、 Yl22号住居址に大部

分を破壊されているため百及できず、本住居址に共伴する可能性

の甜い土器は、 234-1・2・4・5の4点といえる。

E' 

A
-

¥l::l 

,... 

I~ ・
¥t=. 

A
-

A' 

顧l ,/fl褐色t層 焼上．池UIが饒Irこんでいる．

゜
頃高謁5、6m
. p : 30) 50cm 

遺物 （第234図、図版 七十九） 第233図 Y 121号住居址炉址災測図

本住居址からは、弥生土器・石器が出土している。石器については裂土内の出土であり、本住居址に確英に共

伴すると見1故せないため、第2節において一括して扱かってある。

弥生土器の器種には、壺．甕がある。

234-1の壺は、全器形がわかり、殻大径は胴下位にあり、 ロ緑部は筒状の頸部から外反してラッパ状に開き、

胴部は下位で強く張りソロパン玉状を呈している。内面の開整は口緑部から頚部は横位の刷毛目調整の後、丁寧

な横位のヘラナデ、以下はナデが施されており、外面は口緑部ヨコナデ、頸部から胴中位までは縦位の刷毛目罰

整の後、縦位のヘラナデ、胴部下位には横位のヘラナデが施されている。文様は頸部のみにあり、 5状の箆描横

走平行線文が施文されている。また、 口唇部にはLR縄文が施されている。この細頸壺の施文バターンの壺が本
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第234伐I Y 121号住肘址出土土悩如1111図

遺跡の弥生中期後半期においては、最も多い形態といえる。

234-2の壺の頸部から肌上部破片は、内面刷毛目調整がなされ、外面には斜位の刷毛目調蟄がなされた後、 J.:.

位は縦位の、下位には横位のヘラナデが施されている。文様は 3条（観察できただけで）の箆描横走平行線文が

月部に施文されていることが観察できる。

234-3の壺の頸部から胴上部破片は、内面下位には横位の刷毛目閻整が、上位には横位のヘラナデが施されて

おり、外面は横位の刷毛目閻整がなされている。文様はおそらく、胴下位まで施文されていたものと思われ、観

察できる部分では、 3条の箆描横走平行線文で区切り、その空間にLR縄文を地文とした箆描連続山形文を施文

してある。

234-4の大型の甕は、胴部に最大径を打し、口緑部短かく外反し、胴部は上位でかる＜ふくらみ、17唇部面取

りがなされており、口径の広いずんHJiilな悩形となろう。内面の糾整は横位のヘラミガキがなされており、外面は

横位の刷毛H調整が施されている。文様は 3~ 5本一組の櫛描斜走直線文が右趾りで上から下へ施文されている。

この大型甕と類似した器形をもつ甕にY75号住居址出土の234-5 がある。 Bf•l部の文様は櫛描の横位羽状文と異な

るが同系統の甕と日えよう。

234-5の小型甕は、口縁部受口状に立ち上がり、口唇部は面取りされて、 LR縄文が施文されている。 内面

の調整は横位のヘラミガキが施されており、外而には横位の刷毛目鯛整がなされている，文様は「l緑部外面にL

R縄文施文の後、 2本一組の櫛描波状文が施されている。胴部には12本一組の憫描波状文施文の後、 2本一紐の

栖描垂下文が施されている。この小型甕と同系統の系牒と思われる土器に、 Y106サ住居址の185-1の小型甕が

ある。
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第52表 Yl21~ 住屈址出t土器観烈表

i~ Ht直 法 :1il 成 u 及び蛉形の、9 濯 謂 鴨 傭 考

履xtr.ii~部下位l!I,る.u蟻郎1:簡状のMff! 内）日蟻郎から顎部は讀位のハケノ＂整の復、 T事な惰位のへ9 In! 転夷曇IA
(13.8) から外Iiし.,, パ状に間（．崩耶111位 で9負〈 ！ガキ、以下はナデが織されている． 池 I・7.II区．ペルい内

35.8 優り ソロ,,:,.li状€'~する．
外） U繰郎はヨ :,ナチ、 開郎から胴＇研 1位2では駐位の9 ケヽ1調

23!-I 饉
(6,6) 

輩の復、組位のヘラ i ガヤ .~AJI下位に/J償位のへ9 ミガトが

亀されている．
25.6 文）＂輩の仕、駁部にへ ,1出膚>1!1Ft1縁文が5彙馳され、口り船

にしR縄文が狐さiしていら．

内） 9ヽ ケノ鯛緊が施されている． ll!J転実書1B
外） 糾位の,、ヶ./Ill輩が耀さ/llci亀．上位は縦位のヘラミガ芍． No 3 

234-2 壺 (6 ij) ＂立 1:1償位のヘ.,! 11~ が讀されている．
文）へ9抽隋患平行繊文が3条 (3桑しかll!CIでさない）籍さLL
ている．

l'i) r~l:I憤位のハケノ隕望，上はIJ憤位のへ, ! ケギが椅され l!!I鉱寅劃B
． 

ている． 11 R. Y 1221Vk1: 

234-J 壼 (7 .2) 
外）憤flt.のハ，， 1肩輩が帽~,している．
文）へ"、慣允平行織文を上位.f位にそれぞれ3条嶋して一次
区国し．その空間にLR縄文をは文としにへ11ii湛絨ILL形文
が権さILている．

(29.S) 最人t青I↓IH郎にある. IJ縁8~1:1姐（外M し、馴 内）慣位のハヤノ＂望 tl)!Jt.膚位のへ9ミガキが櫨さtiている． 囮転寅測B

<26.2) 郎は」4位でかる （ふくらt,,ロ＂郎 11111収りさ 外）僧,iのヽ ヶヽ/1111蟻か譜されている． 比ヽ書 II ~、ペルト内
234ー4 聾 ／している• Utflfl広いずん船な甕． 文） 3 -64'ー凪の櫛鳩糾兌直線文が右1!1りで上から下へ籍され

30 3 ている．

口綸郎は受口状に立ちヒがる．口尋郎11面駁り 内）償位のへ,iガヤが罐されている． IOI転其割B

(11 2) されている． 外）償位のハケ，．輩が躙されている． Ho 2 

234-5 聾 < 4,6) 文）馴狐に12本一紐の構績彼状文糟文のl負.z年一姐の鴻ほ座下
文か蘊され、口＂糾 liLR縄文、口繰間IiLR綱文庫文の後、
2*—組のllllil披状文が纏されている．

最大tiは1f11部巾位下方にある．口縁邪は饉く外 内）fl位および慣位のハケ)fl!賢が薦された儀．口織郎から韻邪 姐転輿瀾B
瓜し．綱都は中位でふくらCJ. は檎位のへ9ミガキが織されていo. Ill区

(12,3) 外）［直前から憫郎1む9コ+-'f',綱郎11鼻1位のハケメ鯛輩か属f 外園に煤が付力している．
234 6 甕 (10.3) れている．

文）綱郎は ◄ 4<一組の膚鳩墜下文 2 曹で区馴さ IV~l.t、讚定平竹
鍼が少なくとし 4'Al'織さtlている．口e開はtl方向からの
ヘ,i,aの創11が檜されている．

234-6の甕は、最大径を胴部中位下方に有し、 口縁部は短く外反し、胴部は中位でふ〈らむ器形である。内面

の関幣は斜位および横位の刷毛目憫整がなされた後、口緑部から頸部は横位のヘラナデが施されている。外而は

口縁部から頸部はヨコナデ、胴部は斜位の刷毛目閻整が施されている。口唇部には箆による刻目が廻っている。文

様は胴部に4本一組の櫛描垂下文で区画された中に櫛描横走乎行線文が観察できる限り 4帯施文されている。

以上のことから、 234-1の壺形土器及び234-4・5の甕形土器の特徴などから本住居址の所産期は弥生時代

中期後半と思われ、 Yl22号住居址より古い時期であることは確実である。 （高村）

61) Yl22号住居址

遺構（第235・236図、園版 七卜七・七十八）

本住届址は、台地の南側の北西部、お・かー19・20・21グリッド内に位趾している。Yl21号住居址と重複関係

にあり、 Yl21号住屈址でも記したように、プラン確認の際は、 Yl21号住届址により切られているものと判断し

たが、掘り下げ作業を行った時点で、重複関係が逆であることが判明し、 Yl21号住居址の京壁及ぴ南壁を破壊し

て構築されている。

平而プランは、束西432cm、南北472cm、東些長395cm、西壁長358cm、南虹長350cm、北壁長390cmで南方部にや

やふくらみを有する方形を呈し、長軸方位はN-zo・-wを示す。本遺跡内でも小さい方で、床面積は16.93m'を計

測する。

股土は七屈からなり、自然堆積と思われる。第 1 層は小バミスを含むi~褐色士、第2同は小パミスを含む茶褐

色土で、第 l・2庖は遺構全体に見られる。第3/tiは白色灰・炭化粒子・痰色粒子を含むII酎黒褐色七で床面近く

に存在する。第4府はパミスを含む黒色土、第 5層はバミス ・鉗色火山灰を含む暗褐色土で南槌際に見られる。

第6層は炭化物を含む馬色プロ ック、 第7府は茶褐色プロ ックで束壁付近に存在する。
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確認而からの限店は 1~39cmを測り、児溝底面から緩かな傾斜をも って立ち上がる。幅15~30cmで深さ 3~10 

cmの収溝が住居址の北西隅でなくなるも、ほぼ全周している。床面は、固〈引き締ま った張り床が大部分を占め、

平坦であった。床面直上あるいは床面より僅かに浮いた状態で礫が存在したが、やや西側に多く見られる傾向は

あるものの、その性格については不明である。

ピッ ト は 10個検出された。そのうち主柱穴と考えられるビ ッ トは P a~ Pべ••四限に整然と配四されている。 P,

は径50cmの円形を呈し、深さ54~60叩を測る．断面形は「U」字形を呈する。 P,を44x 46cmの円形を呈し、深さ

59~60cmを測る。 1祈面形は先の方が細〈なる「U」字形を呈する。 P:iは35X40cmの楕円形を呈し、深さは58-61

cmを測る。断面形は「U」字形を呈する。 P,は径35cmの円形を呈し、深さは54~56cmを測る。断而形は「U」字

形を呈する.pよ、 P心： P2(J)中間の北認溝と接する位置にあり棟持ち柱ではないかと思われる。規模と形態

は、径40cmの円形を呈し、深さ42~50叩を測る。断面形は先の丸まった「V」字形を追する。 P以： Poは南壁下に

規則的に並列で存在しており、入口施設と関係した柱穴と牙えられる。 Psは23X 40cmの楕円形を羊し、 2ケの底

而を有する。 Poは30X40cmの松円形を呈し、深さ28cmを測る.P1はPaの北側に位磁し、 46X52cmの楕円形で深

さ15~18cmの浅いビットである。 PsはP,の北東、壁溝近〈に位滋し、径30cmの円形で、深さ29~3lcmを測る。 P,o

は北壁の中央、壁溝内にあり、径20cmの円形を呈し、深さ44cmを測る。 Paの棟持ち柱のすぐそばにあり、棟持ち

柱を補強した柱穴かもしれない．

炉址は、住居址の中央

よりやや西北に偏よって

構築されており、 93>< 72 

cmの楕円形を呈しており、

長釉方位はN-30'-W

を示す。掘り込みは中央

が深く 10cmを測り、鍋底

状を呈している。焼土（火

床部）が5cmのI!f-さで中

央を中心に菜側に伸ぴる

不整形に存在し、また、

炉址の中央及ぴ南方に炉

緑石と思われる礫が3ケ

存在し、この炉址の形態

は地床炉＋炉緑石と判断

する。

遺物の出土状況は、

237-4の壺が炉址の西

南方の床而より、237-7 

の壺が覆土と炉址の西南

方の床面と P,の西方の

床面よ り,237-8の甕が

Paの南東の床而より、

237-9の甕が炉址と近

接した北方の床面と I

｀ ｀ 
I Ill, 渇色土Ill IHやや細かく
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第235図 Yl22号住居址実測図
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区・IV区の覆土内から、237-11の甕がI区P,の南方の床而

より 、237-16の台付甕がPeと近接した,ti方の床面より出上

している。237-3の壺は東壁北方寄りの呪とII区覆土内か

ら、237-13の甑が東埜の中央付近から出上している。237-

1の壺がJI区P2の北方の1未面からやや浮いた状態で、

237-17の窃坪が東賄やや北方寄りの壁溝上より 浮いた状

態で出土した。 237-6の壺と237-12の鉢は 1区覆土内よ

り、237-2の壺と237-18の高坪はIII区の覆土内より 、

237-5の壺と237-19の器種不明土器はIV区覆土より、

237-14の鉢は 1区とll1区の覆土より、237-10の甕と237-

15の鉢は I区とIV区の覆土より出土している。239-lの小

型扁平片刃石斧がIV区P,の西方の床面より、 239-2の打

製石斧がIll区P,の東方床面より 出土している。遺物の出土

分布は、住居址全般より出上しており、偏よりは見られな

い。また、本住屈址に共伴する可能性の窃い土器は、床面

第 1節翌穴住冶址

¥Ol ~ ) 

(¥' 

一
.b-

I tc 
¥Ill 

A A 

. 色.l層』疇疇n色閏ll(と少量含U
2 111各褐色上~ Mtl 11$1ぃ.lj,ftで．` ＼色 L

を含み．令体が熾IIていl., Ill高 685.6m
3 'り渇色J:鯖逍L, 0 (I : 30) 5陀

第236図 Yl22号住居址炉址実測図

からの出土である237-4・7・8・9・11・16、238-1・2の8点と考える。

遺物 （第237・238・239・240図、図版 ヒ十九 ・八十）

木住届址からは、弥生士器 ・石器が出土している。弥生土器の器種には、壺 ・甕．鉢 ．甑・ 台付甕 ・研杯があ

り、石器には、磨製の小型罰平片刃布斧と打製石斧がある。

壺には、頸部から胴部中位まで文様の施された237-1のものと、 237-2のように胴部には文様を施さないもの

が存在し、 237-5は前者に、 237-3・6などは後者に属するものと思われる。また、口粒部も単純U様の237-

3・6があり、受n口緑の237-4がある。単純口はの237-3は口唇部にほぼ等間隔に突起を4箇所に布し

ている。壺の内面調整は、概ね刷毛目調整が多く、外而においても刷毛目閻整が見られヘラナデなどが行われて

いる。壺は本住居址においてパラエティーに宮んだ器形が検出されている。

甕には、全器形のわかる237-8があり、飛大径は口緑部と胴部ではぽ等し〈、口緑部はしっかりした稜をもた

ない受口状に立ち上がり、胴部は中位上方で軽〈ふ〈らむ骰形となっている。文様は、頸部に右回りの 6本一

組の櫛椛横走平行線文が施された後、 6本一組の櫛描直線文が遥下され、縦割りに 4等分されている。 区割され

た空間には、 5本一組の櫛描波状文が上からドヘ施されている。また、口唇部から口緑部にはLR縄文が施文さ

れている。この甕は、受目状の口緑部が明瞭な稜をもたず綬やかに顆部に至っており、 中期でも新しい様相を

もつものかもしれない。単純口緑の237-9の甕は口紐部短かく外反しやや内弯して立ちI:.がり、胴部中位でふく

らむ9ふ形を有し、胴部に 6本一組の櫛描斜走丘線文が横位羽状に施文されている。 237-10の甕も237-9の甕と

同様な施文バターンを有しているものと思われるが器形が胴部であまりふ くらみを有さない甕と なる。

鉢には、 237-12の大型の無彩の鉢があり、顆部に括れをもち内面ヘラミガキが施される。 237-14の内外面赤

色塗彩される鉢は、口辺部強〈内弯し、骰大径を体部上位に有する弥生時代には一般的な形態の鉢である。 237-

15も内外面赤色塗彩されているが、 器形に特異性があり、 n辺部内弯して体部中位に飛大径を有する小型の鉢で
あり、本遺跡出土のものの中で、この器形に類似した鉢は他に見られない。

甑は237-13の小型のものがある。この甑は大きさから、救沸器とセットと しての蒸器の用途は考えに〈〈、濾

す道具として使用されたかもしれない。

台付甕には237-16の接合部から脚部にかけてのものがある。内面の調整は台部に横位の刷毛目調整が、甕部に
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!111111軍遺構と遺籍
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第237図 Yl22号住IS址出上土料尖測図

-188-



第 1節竪穴住粉訓．

第53表 Yl22サ住届址出土土悩観察表

樟書 M り m重 注畳 1/t Al 及び Ituの特隕 調 襲 傭 肴

散人情は1J11罰 lヽ`位1こ，，り．信（張る．鑽帥IU薗 内）膚滅薯しく不~I. 即転賓il!IA

くくびItる． 外）耀狐以J:.Iこ,~位のハケメ謂望→燦位のへ,tガキ、胴親下位 N~5 
以下121賃位のハケ；鯛聾一撮位のへ,<ガキが譴さllてい

く248) 
る．

237-I 壼 丈）胴糾巾位1:4彙のへ"・構患平行縛文が嶋された一次区直1•
9.2 

の巾央にへ"ヽ遠饒山形文｀以下はI.R縄文を地文とした 1
25 2 璽のへ"』違饂文（左1il1り）が籍されている．文憬1;1胴郎,,,

位から下位に集中し乍l;ffl昴1こし籍されていたと考えらll

る．

最大惰Ii隅闘下位1:"ると息hれる． 内）糾位Bよび楕位のハケ ✓'11塁が紺されてI•る． 回転実IIIB

237-2 壺
(16 5> 外）＂位のヽ ケヽノ綱 聾一襴位のへう こガキが嶋されている． Ul区

2n o 

口繰部は細い111部から大~< 外反L . , ,,, 状 内9慣位のハヶ/Pl!蟹→口縁·~に慣位t/)ヘラ ミ ガ~Q憤されてい 回鉦寓測A

を兄し.uo耶にIllが罰間隔4箇所に費起を材 る． Ho 1, IIば,V ¥2611区
14 6 する• n腎青!U面訳りさILている． 外）U位のハケ；謂聾→U位のヘラミガキが籍されている．

237-J 
＂ 
(J2.0) 

文） maに 2 集のへ""償~!平行織文で区訓された文様帯内9こu
本一姐のllllii鴻続間心r1弧文が忙嶋さ,.ている．

口綸綿I:L., かりし,~受口状に立ら上がる． 内）n蟻郎にヨコナデ、以 flJ!貫,~のへ?l ffk: カ蔦されている． 削転夷潤B
外）償(if.のハケノ鯛整→償位のへ9ミガ令が蔦さ1lている． ~ol2. IV区

(19,0) 文） U蟻龍にLll縄文を鳩文とし．二重のへ,1●遍弧文が紬され
237~ 壼 < 5. ヽ＞ ている．磨滅が着しいが、口＂郎 1こLLR縄文力,.されてい

る．

内）ハケノ鵡望一慣位のへ,; ガキが藉されている． ぽ片寅側A
外） 讚位のへ,?ti~が籍さ/Lている． IV区

237-5 壼 <8.7'> 
文）類節1:ヘ?/引償尖平行織文が2粂紺さ lヽ、その空間12LR縄
文で充蟻されている.1111綿1ょ6本ーIllの懺嬬直鰊文が困下さ
れた1員，へ"ヽ沈緯による区園内に牛戟竹彎文が充囀されて
いる．

(12,0) n繰飢1ょ外反する． 内）債位のハヤ／調騒ー構位のへ'!ガキが鶉さ／している． lilJ転貨割B

237-6 直 < 4 ,0) 
外）岨位Jjよび讀位のハケ9調輩が噂されている． I区＂土、ペルト内

文）口0瓢lこしIi縄文が籍されている．

Iり）慣位のハヶ1調輩が糟されている． 訓転冥創18

237 7 直 <U,I> 外）糾位のハケ I調~-糾位11)へ9 ミ ガキが請されている． 恥10・12.LI: 
lJ ,0 

最人憧はLI紬郎と鯛郎では1が尋し (.11縁郎1よ 内）全園に楕位のハケノ調鷲｀口縁郎か1,llt飾1:績位のへ,lガ 完全火伽I
し..,かりした9良と冷たない畳口状に立ちしが キが讀されている． Hci.O. IV区．覆土

20.0 る．馴郁は中位L/fで輯くふくらみ.J, 工り収 外）類聾にヨ:i-t-1'、馴闊卜位に飢位の9 ケヽノ調聾が純されてい

237-8 甕
28.7 東1よしない．左右が亀少ゆがんでいる． る．

8.2 文）類訊に 6本一組の鴨tili帽虎平h嶋文 (~WI り）が雇され,.,.. 

20,0 G*-lllの櫛贔直線文が糟下され、静体が鱒薫り 4専分さll

Iぇ空間は6,.,一紐の間ti披状文が上かt,下へ纏され充蠣され

ている． 口＂糾から口繰純IHR縄てが蔦されている．

zo.6 最大''-は口緑節と胴都でmr等Lい．口縁f111は 内）憤位のへ,.ガキが檜されている． lill転寅刹A

く13.3) 蠣く外にしやや内弯して立ち上がり.M/1111が！ 外）口嶋部にヨコ＋テ、訊郎1こ横位のハケ/1/1襲が擁されていa..No 1. I区.rv区． ベルト内
237-9 這 位でふくらv. 文） 6本一組のIll播斜出直繊文が慣位羽状（左回＇） ）に上かr,下

2LO ヘ緯されている．

~Bり1が1•位でふく らみ.ti樟郎は饉（外反する 内）胴昴上位に楕位のへ9ミガ...下位11糾fi/1),ヽ ケメ調竪が籍 趾転実IIJA
とりえらHe, されている． l区、IV区、ベル1内

237-10 甕 く12.7> 
外）糾位のハケ 11,11輩が輪されてI•る．
文） 5本一訊の情悩糾足直繍文が慣位印1状u.しiり）に上から下
ヘ鳩さ11.た1負、馴郁畿人往位に楕 l~<1>fll lil による..閃文が籍
されている．

一
内）糾位のハケIPI整一糾位のヘ.,! ガ年が鳩~ ,している． 趾に実割13

2~7- 11 甕 < 4.2> 
外）ヽ 1位のハケ9鍔腎ー械位のへ,;ガ~--嵐船立らしがり間に NAヽ

10,、 慣位のへ;,ガ令が織されている．

(JU .•) 最大1i1i口鍼綿と11糾でUけ等し<.IJ綸昴1: 内）糾位のハケ八II聾→償位のへ9ミガキか庫されている． 囲転寅割B

237-]2 鉢
く6.7> 姐くゆる＜外以し. J.l!ftlはJ:.~で猜る． 外）慣位のハケ111'1聾ー、1位のヘ,,'ガXが薦さILている． 1区

(19 4) 

9.0 逆古WJ状を伝する小型j_情で証郎中央に蜆成削 内）償（立のへ''ガキが鱚されている． 光全寅割

幻7-13
＂ 

5.3 に内面から穿礼されに I'ILを布する．内面2閏 外i ロ i!ll~に憤位のハケメ調望→紺位のへ~!Ifキー駈郎に横位 N• 3 
2.8 所に·~土紐の擾合部が観寮でさる． のへ,,ガトが崩さnている．
9.0 

(11.ij) 口緯前1:1慎く内富して開さ'IJfff~ はIll!~•) さ 内）赤色白が・慣位のへ9ミガキが籟されている． lill転夷am

237-14 鉢
7,G Itている． 外）小色鯰・糾位のへ9ミガキが終されている． 1区 ・Ill区
(5.2) 

(JU) 

(7 .zl 最大棧1:体郁小央でLliU郎が内弯している1Jヽ以 内 ・ 外国と いこ原色控彩 • ltl位のヘ'}; ガえが嶋さItている． kUfi寅~rn

237 15 鉢
，ヽ3 上Hである.nff飾Jj;面取り されている． 1区・ 1Yば
(7.0) 

8.8 
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第m章遺構と遺物

it 
攪合には独立するホゾが用いられたと，II¥われ 内）台郎I~慣位のハケ1'11聾．聾輻l:t績位のへ"ガキが鴎され 趾転寅酎A

237 16 (5.2> る． ている． ~. 8 
外）糾位のへ,,t.かりが譜されている．

ホ'/IJ:ll'邪に属すると思われる． 内）”郎1こ慣位のハケメ鱈望、 1118& と 杯部の情合間付近 I~横位の 回転寅慟IA

m-11 ~ (4.5) ヘ''ガit.l~ll\ll:! 赤色塗彰・ ヘ'1ガヤが饉さ9している． N• 2 
外）赤色鯰彩・糾位のへ,! 11.; が施されている．

騨節は r,、Jの字状にllll<. 内） 11111郎1こ償位のハケ)&,整、杯綿は亦色位彩・ ヘう iガキが薦 liil転翼a・/A

237-18 百 (a.4) されていl>. Ill区
8.6 外）加色諭彩・糾位のへう こガキが讀されている．

＂郎 の靖郎に貼り付けによる突膏がめぐってい 内）慣位のヘラ ミtiキが謹されている． 砧片裏,rn
237-19 孟 (3.3> る． 外）涼色鐵彰，償位および糾fil:fl)へ.,;ガャヵ'.Iiiされている．へ IV区

ラ贔沈縁あり．

0 (1 : 4 l 5 <nl 

第238図 Yl22号住居址出土土器拓影図
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第239図 Yl22サ住居址出土石器実測図

は横位のヘラナデがなされている。外而は斜のヘラナデが行われている。

感共的に雑な作りのように見られる。

窃坪は、脚部の短かい237-18があり、杯部の内外面と脚部の外面に赤

色塗彩がなされている。他に237-17の接合部がある。

237-19(1)外面赤色塗彩された脚部と思われる土器は、小片であること

10cm 

令ニー，
・・ニ D

1 

2
 

0@  

0 2cm ~ , 
l I : 3) 

と初見の器形なため器種が不明で、今後の資料の検出に待ちたい。

石器には、粘板岩の小型扁平片刃石斧239-1と玄武岩の撥形大形打製石斧が床面より出土している。

第240図 Yl22号住居址出土
土製品実測図

以上のことから237-1を初めとする壺およぴ238-8・9・10の甕などから本住居址の所産期は弥生時代中期

後半と考えるが、煎複関係からYl21号住届址より新しい時期のものといえる。 （莉村）
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第1節竪穴住紐

62) Yl23号住届址

遺構 （第241図、図版 八トー）

本住居址は台地南部のほぼ中央、き．＜・けー17・18グリ ッド内に位菰している。北東から南西方向へ斜走す

る第13サ周溝と韮複関係をもち、住居址の中央部を分断されている。

プランはいずれも推定値であるが、東西の短軸艮445cm、南北の長軸長601cm、東壁長494cm、西壁長534cm、南

墜長400cm、北壁長372cmの隅丸長方形を呈し、床面積は25.53m'をはかる。長軸方位はN-13・-Eをさしている。

覆土は未確認である。

確認面からの墜高は残存部で25~36cmをはかり、床面からの立ち上がりは綬い。虹体上位は地山の披褐色火

山灰層、下位は地山の砂層を利用して構築されている。上位は割合緊固であるが、下位は軟弱で崩れ易く、何ら

かの補強材が必要であったことが想定でさる．

堕溝は検出されなかった。

床面は地山の砂屑まで掘り窪めたのち、凩褐色上を全面に薄く埋め戻して叩きしめた「叩さ床j が施されてい

る。やや軟弱な構築状態であり、起伏にもr..sむ。

ビットは 4個検出された。 P2は主柱穴と考えられ、北西部に位甜する。 37X38cmの円形を呈し、 67cmの深度を

有する。断而形はU字形を呈する。他の主柱穴は破壊された部分にあったことが想像されるため、検出されなか

った。この他、 3個のピッ トの性格については不明である。 Pil:t P2の南西側にあり、 30X39cmの東西に長い楕円

形を呈する。深さは32cmをはかる。 Paは北紐下東側に位置する。 48X32cmの南北に艮い楕円形を呈し、 32cmの深

度を有する.p. は北虹下中央東昏りにあり、 Paと近接する。他にくらべ小規楳であり、 23X 3lcinの楕円形を呈す

る。深さは16cmをはかる。

炉址は破壊部分にあったと考えられ

るため、検出されなかった。

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器が出土して

いるが、その量は極めて少ない。

また、全体の遺物分布も散漫な状態

であり、特に築中して分布する箇所は

みられない。

図化した遺物は、いずれも床而より

も高位の覆土中から出土したものであ

るが、本住届址の所産期を推定する目

安となる資料と考えられるため、掲示

した。

242-1 (壺）は南束コーナーに分布

し、床而からは26cm浮いている。 242-

2 (甕）は北壁下西寄りに細か〈破砕

した状態で散在する。床面からは5cm 

位浮いている。この他、243-1・2 (甕）

は住居址の穫土内からの出土である。

（小山）
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第241図 Yl23号住居址実測図
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第Ill章遺情と遺物

， T , 1 

゜
I I : 4) 10cm 

’’ 

・w: 
第242図 Y 123号住居址出土土器実測図

第5d表 Yl23号住居址出土土凸樟観察表

: 号牡檜 法量 成形及ひ惰影の特徴

＇ 
¥l ｛● 芍

内）ハヶメ閃聾が嶋されている． 破片尖渭A
外）全園1こ9ヽ ヶ,1111聾ー・幅l:.位から,p位1こ糾位のへ'Iガ令、 地 4

一 嗣昴下位に惰位のへ9ミガキが籍されている．
242-1 寵 く22,3)

文）躙郎のヘ"'ヽ ．慣母沈織を浅に、上(il:Iこ囀贔楓状文・間t日い地
慨縁文、下位はへ,1.鰐鍮文が嵐さ tl、 +の巾はへ""~ii!
文が充填eれてい"・

最大llは 1F1印I•位にあり、口繰糾1よ覆< rF)J 内）償位のヘラ:ガキが譴されている． 1111転貨濶＾

18.8 
状に外皮し、綱賣!IがI'位で依（張る． 外）斜位Jうよび償位のハケ；胃望が絢されている． 伽 1-l. S l3V区．さ18クリッ V内

ll:)口檜郎1こ6-8本一,aのlll!li波．状文，顕郎1:8 -1'一IllのIll情
242-2 復

(19.7) 
慶状文 （右1i11り）が織され、ヽ4耶lよ上位から中位にG-8,i; 

25.S 
-Illの櫛債楓状文（な闘'))が籍されたU、 ,ヽ,位以Tに6-7 
本一1l1の襴j,ll鼻1定直織文が梃位羽状lこ繕文さllていl,,

底糾晨辺に指押え籟がhる． 内）塵滅着しく不1/l, 岡に実瀾A

~4Z- 3 直 くヽ.o> 外）駈部に'"~ツ綱笠が1!11され．その紺は闇減詈しく不明． N<II 
5,6 

遺物 （第242・243図、図版 八十一）

本住居址から出上した遺物で図示し得たものは 5点

（実測図 3点、拓影図 2点）である。悩種には甕・壺・鉢・

莉坪がある。甕242-2は胴中央で強く張り、文様構成は

口緑部櫛描波状文、 野i部櫛描篤状文（等間隔止め）、胴

ぷ、;・
松 2

0 (l : 4) SQ01 
~ ~ 

第243図 Y123・ サ住居址出土土骰拓影図

上部櫛描波状文、胴中央部櫛描斜走直線文である。拓影図243-1・2も甕胴部破片であり、 1は頸部櫛描篤状文

（等間隔止め）が僅かに観察でき、胴部櫛描波状文が施文、 2は櫛描による斜格子目状の斜走直線文が施されてい

る。壺242-1は無花呆形を呈すと思われ、頸部箆描横走直線文を境に上部は振幅の小さい櫛描波状文と櫛描斜走

短線文を施し、下部は箆描鋸歯文を施し、中に箆描斜走文が充墳されている。その他、図示し得なかった甕にお

いて櫛描波状文、櫛描斜走直線文が主流を占めており、箆描文は催かである。また、壺において口緑部内面赤色

塗彩の施されている破片、鉢・莉杯の全而赤色塗彩の施こされている破片等が出土しており、以上の遺物をも っ

て、本住居址の所産期を弥生時代後期前半としておきたい。 （羽毛田伸）
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63) Y124号住居址

遺構 （第244・245図図版八 I・ー • 八卜三）

本住屈址は台地中央の西端、あ・いー17・18グリ ッド内に位泣している。第13サ周祖と屯複関係をもち、住居址

の南側の一部を破壊されている。また、北登から東堕にかけては削平されており、壁体は残っていない。

プランは東西の短軸長422cm(推定）、南北の長軸長510cm(推定）、束阻長457cin(推定）、西壁長458cm(推

定）、南壁比390cm(推定）、北壁長380cmの隅丸長方形を呈し、床面積は21.OOm• をはかる。長軸方位はN-7S-

Eをさす．

覆七は薄 〈二肘からなる。第2屈は北西側に偏在する、バミスと砂粒を多且に含む黒褐色土である。第1層は

南束側に偏在する黒褐色土、パミスを多伍に、カーポンを少紐含む茶褐色土である。

確認而からの璧窃は0~ 15cmをはかり、遺存状態が比較的良い束限は床而からの立ち上がりが緩い。峡体は地

111の黄褐色火山灰lidを利用して構築されているが、献弱である。

唸溝は検出されなかった。

床而は地山の鉗褐色火山灰府まで揺り窪めたのち、 /!.I褐色土を主体とする枯性の強い土を住居内全而に 1-2 

cm薄〈埋め戻して叩きしめた「叩き床」が施されている。おおむね、フラ ットな構築状態であり、また、蕊くし
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まっている。

ビットは 5個検出された。 主柱穴は 4本 (P,~P,)が整

然と配趾されている。 Paは28X29cmの円形を呈し、 26cmの

深度を有する。断面形はU字形を呈する。 P,は28X30cmの

円形を呈し、39cmの深度を有する。断而形はU字形を呈す

る。 Pぶ25X30cmの楕円形を呈し、 37cmの深度を有する。

断面形はU字形を呈する。 P,は27X27cmの円形を呈し、 37

cmの深度を有する。断面形は U字形を呈する。 p~は北些下

の中央西寄りに位紐し、炉址に近接する。棟持柱と考えら

れ、 26X28cmの円形を呈する。深さは25cmをはかり、断而

形はU字形を呈する。

炉址はPa・P2北側主柱穴間の中央から検出された。長軸

長80cm・短軸長66cmの歪んだ楕円形を呈し、艮軸方位

はN-5'-Eをさす。床面からの掘り込みは最深部で

9 cmをはかり、火床部設定箇所が一段深く掘り込まれ

ている。火床部は掘り込み内の南東箇所にあたる一段

深い部分に焦褐色土が少凪まじる砂質の土（第2屈）

を埋め戻して構築されており、そのはぽ中央には円

柱状の細長い礫が炉級石として滋かれている。樅土は

カーポンと砂粒を含む焦色土（第 1屈）のみからなる。

遺物の出土状況

,~ 

A
 

I ,'!¥色Liff fl,!'11111~ い．
ぃめややIll<、 A 
カーポンと紗

l~ を少髪含し’•
2 晴答褐色J./fl I/ポ はやや

慎い．さ，，，
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第245図 Y124サ住届址炉址実測図
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第246図 Yl24サ住居址出土土器拓影図
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本住居址からは弥生土器・石器が出土しているが、いずれも伍は少な〈、分布傾向も散漫である。 268-55(磨

製石鏃）がP1西側から出土している他、246-2・3・5 (甕）、 268-60(磨製石鉱未成品）がI区、 246-4・ 

6 (甕）が111区から出土している。

遺物（第246図）

本住居址出土遺物で図示し得たものは拓影図6点のみであった。 246-1は受口状の甕、口緑部破片であり、ロ

唇部に縄文、口緑部にLR縄文を施こした後、箆描山形文を 2条施こし、頸部僅かに横走直線文が観察でき、内

面に赤色塗彩が施されている。 246-2・3・4・5・6何れも櫛描文であり、 5は胴部に櫛描垂下文が施されて

いる。これらの遺物をもって、本住居址の所産期は弥生時代中期後半と考えたい。 （羽毛田伸）

64) Y125号住居址

遺構（第247・248図、図版 八十ニ ・八十三）

本住居址は台地のほぼ中央部、い・う ・ え • お ー14·15、 い ー 13グ リ ッ ド内に位設している。 Y 129サ住居址、

第166号土坑と重複関係をもち、住居址の西漿の北側を破壊されている。

プランは束西の短軸長600cm(推定）、南北の長軸長803cm、東墜長704cm、西堕長713cm(推定）、南壁長542cm、

北虹長554cmの隅丸長方形を呈し、床面積45.52m'をはかる本遺跡内弥生時代住居址の中でも最大規模を有する住

居址である。丑釉方位はN-23'-Eをさす。

覆土は序〈 、六層からなる。おおむね、プライマリーな堆積状態を示していると思われる。第1屈は住居中央

に最も1互〈、レンズ状の堆積を示す。焦褐色土がまじり、バミスと小礫が多凪に含まれる茶褐色土である。第2・

3屈は住居址の壁ぎわに主に堆積する。第3n竹は北壁下のみにみられ、焦褐色土がプロック状に滉ざり 、パミ ス
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第1罰竪穴住暑址

ー

と小礫を多位に含むOJ]褐

色土である。第2IMは各

屹Fに堆憤する。第1屈

よりも臥褐色土が多位に

まじる反面バミスと礫の

含有足が少ない茶褐色上

である。第4Iりは攪乱層

とも考えられ、北虹下の

第3IMの流れを分断して

いる。パミスを少位含む

きめの細かい焦褐色土で

ある。第 5附は第41(1 iU 

Fの床而上に小範囲で薄

＜堆積する。漆黒で密度

が濃い晶色土である。第

6層は南随下にのみ認め

られる。砂粒を多丘に含

む拭褐色上で、壁体の崩

沼層と理解することがで

さる。

確認面からの壁窃は未

I(") 、....~ 亀....¥1:!l }¥ 
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冒璽塵量

I ,,.¥褐色土層 fl, 性はやや憤い．
紗Itを多鳳に:tv

2 黒鳩色L屑 1紐 I↓やや糾い．
鳩黒に近く ｀炭It枷を
亀量に含u

3 希褐色L層 Iii代は~-い． ヽHt を含み
帆LがIJtt:l>.

<!l鳩色土lfll 燒 I.
、か鳩色J.層 絨上．地illか織Iに

んでいる．

且＇

複箇所で15.5~35cmを

はかり、良好な遺存状態 第248図 Y125号住居址炉址爽測図

である。床面からの立ち上がりは殺〈、墜而はおおむね平滑である。壁体の上位は地山の貿褐色火山灰屑、下

位は地山の砂層を利用して構築されており、下位はもる＜崩れ易い．

唸溝は検出されなかった。

床而は地山の砂屑まで掘り窪めたのち、粘性の強い屈褐色土を住居址内全面に 1-2 cmの厚さで薄く埋め戻し、
叩きしめた「叩き床」が施されている。おおむね、フラ ットな構築状態であり、全体的にはやや軟弱であるが、

炉址の周辺はよ〈跨みしま っている。

ビットは13個検出された。主柱穴は 4本 (P,-P.)が整然と紀滋されている。平面形態はいずれも束西に細長
い楕円形で一致している。 P,は31X42cm、P2は33X45cm、Psは45X5lcm、P、は37X63cmの規模を有し、深さは
それぞれ、 47cm・62cm・68cm・53cmをはかる。また、断面形はいずれも細長いU字形を呈する。
Psは北駐下中央に位慨し、炉址1と近接する。 棟持柱と考えられ、 33X31cmの円形を呈する。深さは41cmをは
かり、断面形はU字形を呈する。

P.~Pgの4個は面壁下中央に位没し、入口施設に関連する柱穴およびピットと考えられる。外側のPG・P,ヽ
内側の町 .p9がそれぞれ同様な形態を有しており、それぞれ2個一対となっている。 Paは58X 57cmの円形を呈
し、 37cmの深度を有する。断面形は綬いU字形を呈する。 P1は47X48cmの円形を呈し、 17cmの深度を布する。断
面形は鍋底状を呈する。 Pe・Peはともに南北に細長い楕円形を布し、両者の空間は幅45cm内外、深さ23cm内外の
溝で連結されている。 Peは42X 18cm、Poは65X 31cmの規校を打し、床而からの掘り込みはそれぞれ35cm・29cmを
はかる。 断面形はいずれも細長いU字形を呈する.Pe・P1は入口階段下の貯蔵用ピット、Ps・Peは陪段用の柱

し

'
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・
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第250図 Yl25号住居址出土上器拓影図

穴と理解することができる。

この他、p10、P11、P13、Puの性格については不明である。 PioはP2南西側に位滋し、 41X45cmの円形を呈

する。深さは18cmをはかり、断師形は半円形を用する。 Puは南西コーナーに位置し、 63X48cinの楕円形を呈す

る。掘り込みの底面北側には更に深い落ち込みがあり、 •最深部は30cm をはかる。 Puは P1の南西側にあり、 47X

31cmの楕円形を呈する。深さは35cmをはかる。 PuはPaの北西側にあり、 60X6lcmの円形を呈する。深さは17cm

をはかる。

炉址はPi・P2北側の主柱穴間（炉 1)、P、の北側 （住居址の南西部） （炉2)、住居址の中央南窃り （炉3)の

三箇所から検出された。

炉 1は79X68cmの楕円形を呈し、長軸方位は立北をさす。床面からの掘り込みは骰深部で14cmをはかり、断而

形はおおむね弓状を呈する。火床部はこの掘り込み内に黒褐色土（第1府）と黄色火山灰 （第4層）を埋め戻し

て構築されており、主体は掘り込みの北束側に偏在する真赤にやけた松円状の焼土範囲にあったと考えられる。

焼土範囲内の南側には長さ15cmの円礫が置かれており、炉緑万とも考えられる。覆土は薄〈、 二府 （第1・2層）
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綱 1罰竪穴住居址

第55/!t. Y l25サ住,a址出上上器観寮及
= ij ＂＂ ,). 量 成形及び怜＂の "'1ft 綱 輩 漕 考

1'1) Ill減鬱L(,f遁I, Ill転町liB
2•9- I 

＂ 
<9 O> 外1赤色皇fj.I',(位のへ,tガキが織されていo, N~3·4. I区

文l皐位不帆の朧i贔'T"t-文CJが纏されている．

12.8 n輸籠1よ~~I状にV. ら上がる． iり）ヨコ+-'f'JJよび膚位のへ,; ケ令が蔦さILている． 日島．夷酎B
249-2 壼 < 3,0 外）いりのハケ11111輩の1負、讚位のへ,? ガキが纏されている． ll..l. 

u縁8WL!状に外反する． 円）欄位，，ヘ'J!ガキが糟さllてい"・ り転翼•rn
17 .8 外）口唇鵬u,ヽケノ調菫が籍されている． 嵐 i, 5 , 6, l R. Ill区、 IV区

2•9-3 甕 く7,7> 
文）類船に7今→illのIIJ袖●状文 (2鳴止め，右同1))が閲され

,~ 慎,u繰部には 5-7本一組の篇は彼状文（下から先にIll
かれている．）．財郎にt,6*-111の褐1白漬状文が篇されてい
る．

最人!llJn縁純と嗣郎と111:専しい,rill罰lj 内）「●な冑にのへ,'ガキが菖さ1している． l!!J転貨割B
(14.4) ら状に外反し．馴郁は上位で惧る． 外）文樟が完蠣さ 11ている,~の不剛． 1区

2•9- • 甕 < G.9> 文） n織IIから綱籠よで7-9本一机の鴫9釦重状文が嶋さtl/.;

一 , .. ~ 闇1:9 .f: 一Illの●1』罵状文 (2遍止ti))が一臀纏され
ている．

(22.4) 内）T●な讚位のへ,! If ii-ヵ'Iiiされている． 回転寅•rn

2•9-5 蜆 く50) 外）ヽ ヶヽ1111輩のI負、文撮が籍さ1してい"・ Iば．な31グリ yド
文） n縁昴,:5 -7.+-ー1J1の!Ill贔桟状文が籍されている．

内）鳥色迅11・I●な慣位のへ,! ガキが精されている． 仰転寅窮B
外）文鳩Ill文の憧、T寧なU位“よび償ほのへ,'Ill!//、Illさ1しNoll 

249-6 ll <6.2> ている．
5,2 文）織1a戴状文（＊歓不叫）か鴫さ11.ている．

内）T拿な讚位のへ,! ガ令が噸されている． lilJ転寅飼A
249-7 甕 (4,7> 外） ., 位のハケIA望の直丁寧な織位のへうlIf~ が篇さ しヽて 畑10

s.o いる．

紐大惰1ょn縁郎と岬耶でlilt等しい.IJlif:ftr.11 内）鉢糾上半I!>#,色塗彩・憤位のへ,! ",. が籍され、,·,~は慣 回転実劃A
り状に9卜反l..II懇It中位で1員る．鉢綿と鱒郎 位のヘクミガいが紬されている． N~4 • 9. Illば、 IVC{

n 
17 0 の讀{;に1よ独立したホゾがIllいられlaと息わIL 外）鉢昴はか色金が ・讚位のへ9ミガ斗が嶋さtl、卿鳥1!1/ft色塗

249-8 <17.0〉
る． fj,11(位のへ,_ガ＊が籍されている．

't:) I• 本一1且のIll揚償虻平行織文 (-1.『(11J •J ) か纏されている．

慶人l!ll口織船にある．口綸郎1よ広い鯛郎から 内Jl'l峰瓢から馴郎上lQ:1よ祢色撞彩・ヘ9ミガ令が鑢さtし、そLL 団転寅債IA
(16,2) 蟻0け以する．鯛郎はJ:.111で張りを符つ．平崖 以1-・11膚直讐し (,f-明． Noll 

249-9 鉢 I• ,3 である． 外）全1111:t,色緯影， へ,! IIヽ が讀さ／している．
(6,0) 文）厚開I'12ぶ—TILの帽 9贔篇状文 (2"止め.t』Illり）が闘され

ていi.

11.4 口辺闘は内｀気鰊に追 rヽ 」ヽのT状に開(.LI 内）讚位のへ9ミガ今が纏さ／している． 囮駐寅創A
219 10 鉢 6.6 ＂昴 ltll!取りさtlていら． 外）縦位のへ,1 fl'tか鴫されている． 狐 1

ヽ4 外llllilfl.色重専さilているか？

(12.0) ロill籠I.lit!r,、j の字·~に開（．口臀11111!11!'1. 内・外国としに飢色·~ ・1l位のへうミガキが嶋さllてい6. 屈転賓鼻B
249-ll 鉢 < 4 6) りされている． 111区.IV区

ti綿と"1111とのi賣合法IH虫立したホゾl:fl<.るし 内） 1-(，部1よが色笠彩・騨那Ii帽位および糾位のハケノ鱈嘘が籍さ 回転夷囀A
249-12 百 <7.4) のと息わILる．円団に帖七•aの1員介郎が観喜で Itてい"・ 伽 8
u eる． 外）釈色lilt>.ill位．グ）へ,!ti~ が給されている．

のみからなる。

炉 2は85X59cmの楕円形を呈し、艮軸方位はN-85'-Eをさす。床而からの掘り込みは最深部で6cmをはかる

が概して浅〈、断而Ifクは起伏に訂む。火床部の主体は掘り込み内の西裕りにあり、 地 111が真赤に焼け込んだ焼土

範囲がみられる。覆 Kは第 l・2・3層からなる．

炉 3は、床面が赤〈焼け込んだ状態で掘り込みはもたない。長さ130cm、帽22cmの細長い不整形の範囲を有し、

長軸方位はN-19'-Eをさす。

遺物の出 土状況

本住居址からは弥生土器 •石なやが多位に出土しているが、完存品は少なく破損品が多い。図化した遺物は249-

2・4・5・7 (壺 ・甕 ．鉢）、 250-1 ~13 (壺 ．甕）が毅土内、他は床面上、ビ ッ ト内からの出 土である。こ

のうち、 249-2 (壺）、 250-11~13(壺・甕）は本住届址への混入遺物であリ、この他の遺物が本住居址の所産

期を決走する目安となる。 249-1 (壺）はP,o北 側 から炉2北側へかけて幅広く分布し、 249-3 (甕）も炉2北

側に散在する。この他、炉2周辺には249-8 (脚付鉢）、 251-1・ 2 (台石）も分布する。 249-8 (脚付鉢）
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第251図 Y125サ住屈址出土石粒実測図

は炉3の束側にも分布し、 249-11(鉢） は広内から、 249-6 (甕）は東墜下中央北寄り、 249-9・10(鉢）は

北紐下束側から出土している。図示した遺物の分布頻向からもわかるように、本住居址内では特に遺物が集中す

る傾向はみられず、 1枚在する傾向が強いことがわかる。また、炉 1内からは獣骨が出土している。

遺物 （第249・250・251図、図版八 1-三）

本住居址出土遺物には弥生土器・石器・獣骨がある。弥生土器の器稲には壺・甕．鉢・脚付鉢．窃杯がある。

壺は良好な資料に乏しいがいずれも赤色塗彩される。頸部文様はT字文Cが施される249-1・4、箆描横走平

行線文の区画内に櫛描斜走直線文が横位羽状に施される250-5、箆描横走平行線文の区画内に箆描斜格：：f目文が

施される250-2・3、口緑部上端に櫛描波状文が施される250-1などがある。また、胴部下位に明瞭な外稜を

有する破片もみられる。

甕には櫛描波状文が施される249-3・4・5・6、250-6・8・9・10と縦位羽状の斜走虹線文が施される

250-7がある。 249-3・4・5、250-6・8・9・ 10はいずれも口紐部が弓状に外反する。頸部には、 249-

3に等間隔止めの栖描簾状文、 249-4、250-10に2連止め簾状文、 250-8に不明の簾状文が施されている。施

文顧序は249-3が顕部に簾状文を施したのち、 口は部では下から上へ、胴部では上から下へ櫛描波状文が施さ

れ、 249-4は口緑部から胴部にかけて上から下へ楕描波状文が施されたのち、頸部に簾状文が施されている。ま

た、 250-6の口唇部には擬縄文が施されている．

鉢には口紐部が強〈外反し、胴部は中位上方で張る249-9がある。外而全面と内面の口～頸部に赤色塗彩、頻

部に右回りの櫛描篤状文が施されている。同様な形態で脚付の249-8もある。また、口辺部が逆「ハ」の字状に開

〈249-10・11もあり、 10は無彩、11は赤色塗彩が施されている。 249-12は赤彩の石坪脚部片である。

石骰は花岡岩製の台石251-1・2、安山岩製の打製石斧251-3がある。

以上の共伴遺物から本住居址の所産期は弥生時代後期前半と考えられる。 （小山）
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65) Y 126号住居址

遺構（第252・253閑、図版八十四）

本住屈址は台地中央の西側、え• おー18・19、かー18、おー17グリッド内に位泣している。他遺構との煎複関

係はもたない。

プランは求西の短軸長403cm、南北の長軸艮528cm、東堕長403cm、西璧長423cm、南阻長392cm、北虹長306cmの

隅丸長方形を呈し、床面積は18.30m• をはかる．長軸方位はN-1s・-wをさす。

覆土は九Mからなる。おおむね、プライマリーな堆積状態を示すと思われるが、住居址埋没過程において、数

10Iにわたって火入れ行為が行われたことが、焼上、カーポン粒主体の飛上IM(第1Jfij)や、カーポン粒主体で焼

土が含まれる第 7/tfの存在から想定することができる。この他、第31日は第1/廿とともに本遺構の最上層にあた

る。パミスと貨色の火山灰を多祉に、カーポンを少量含む黒褐色上である。（第21Mは住届址中央を中心としてレ

ンズ状に序〈堆積する。貨色火山灰を多l1:に含み、カーポンも極く少量まじる焦褐色土である。）第4屈は砂質でき

めの細かい瓜褐色土で、南壁下壁溝前の床面上に小範囲で薄〈堆積する。第5層は砂粒と黒褐色土を多旦に含む明

茶褐色土で、住居址の各璧下に堆積する束• 西・南唸下は薄く、 北壁下は厚い堆積である。第7層は第5層の埋

没過程と有機的なつながりをもって形成されたものと考えられ、北・東側では第5限の Fに、南・西側では第5層

の上に堆積している。 第6層は南・北墜下の堕溝底而にみられる。砂粒主体で第5IMがまじる。第8層は北・束・

10 Jo:i 
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第252凶 Yl26号住居址実測図
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西嵯下に極く催かにみられる。焼土とカーポンを少ill含む。第9

屈は西唸下の隈溝内にのみ堆積する。火山灰主体で堕体の崩落）サ

と考えられる。

確認而からの墜店は19.5~34cniをはかり、本遺跡の弥生時代中

期後半の住居址の中では非常に深い掘り込みをもち、良好な遺存

状態である。床而からの立ち上がりは急な傾斜である。駁体の上

位は地山の黄褐色火山灰附｀下位は地山の砂J/!1を利用して堅固に

構築されている。追面も甑めて平滑である。

壁溝は住居址の撻下を全周する。溝幅13~33cm、深さ10-20.5

cmの整った掘り込みを布する。

床面は地山の黄褐色砂屈よで掘り苅めたのち、粘性の強い焦褐

色土を全面に 1~ 2cmの際さで蒋〈埋め戻して叩きしめた「叩き

床」が施されている。おおむね、平坦で「寧な構築状態であり、

堅固で良〈踏みしめられている。

ピッ トは9個検出された。主柱穴は 4本 (pI~ p ,)が整然と配澄されている。巳は33X3lcmの円形を呈し、

45cmの深度を有する。 断面形はU字形を呈する。らは26X25cmの円形を呈し、 43cmの深度を有する。断面形はU

lo:i 

Jo:i 
.a 

/tt, 

/ ct, 

)!) 

A
I
 

A, 

瓢
I /!¥(い附 いの細か（． サ9サ9している．
2 •Al褐色 I l,l 燒I
3 灰褐色:l1M lk i .l~ 

!~Mi 685. ~rn 
0 (I : 30) 50cm 

第253図 Y 126り住居址か址尖測図

午形を呈する。 p3は24X29cmの桜円形を呈し、 42cmの深度を有する。断面形はU字形を呈する。 氏 は29X33cmの

円形を呈し、 44cmの深度を布する。断而形はU字形を呈する。

Psは北峡直下のほぼ中火に位近し、棟持柱と考えられる。 43X53cmの楕円形を呈し、断而形はU字形を呈す

る。

P1・Paは南槌下中央西寄りに並ぶ。入1..1施設に関巡する柱穴と考えられる。 P1は20X 15cmの惰円形を呈し、

34cm(/)深度を布する。断面形はU芍；形を呈する。 Paは21X 19cmの円形を品し、 43cmの深度を布する。断而IfクはU

字形を呈する。

この他、 PeはPaの南東側に位図し、 20X 19cm(/)円形を呈する。断面形はU字形を呈する.p。は南唯下の来寄

りに位置し、 30X38cmの惰円形を呈する。深さは43cmをはかり、断面形はU字形を呈する。いずれも性格は不明

である。

炉址は住居址の長軸 ・短軸の交点（住居址の中央）から検出された。艮軸89cm、短柚66皿の楕円形を呈し、長

軸方位はN-12'-Wを示す。床面からの掘り込みは最深部で23cmをはかり、断而形は弓状を呈する。火床部は掘

り込み内に質褐色火山灰 （第3層）を 5c:m程の厚さで埋め戻して骰けられている。 77X34cmの細長い不整な形

の兵赤に焼けた焼土範囲を布し、炉緑石はみられない。火床部内の北側には灰の堆積 （第2府）がみられ、覆土

はきめの細かい焦色土一屈のみからなる。

遺物の出土状況

本住居址からは弥生土器、土製品、石栂が多ilに出土している。土器は形態を知ることのできる資料が多い

が完存品はな〈、ほとんどが投棄遺物と見（故すことができ、 II区覆土内から出土した破）ヤが、西側に近接するY

122号住居址出土の237-3 (壺）と接合関係をもつ。図化した遺物は床面上、ビッ ト内、覆土内から出土したも

のすぺてが含まれるが、おおむね一括性を首肯できる資料である．

254-1 (壺）はP,西側の床面J:.、257-2 (晒製石鏃用材）はp3内、254-14(脚付鉢）はP1西側の床面から

5 cm浮いた覆土内、 257-1 (打製石器）はP,内、 256-1 (土製勾玉）は南西コーナー桜土内から出土してい

る。この他、254-2・ 3 (甕）がP:i内、 254-5・8 (甕）がll・ UI区の覆土内、及ぴ床面上、 254-9・ 

11 (甕）、 254-6 (壺）が1区、 254-4・6・7・10 (甕）、 255-1・12・15・16 (壺 ・甕）がII区、 255-4・ 
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＼ `  
II I 

＾
 
I I 8 

) ~ ,. 

＼ヽ 

゜第254図 Yl26サ住居址出土七悩実測図
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熟UI車遺Illと遺曲

第56汲 Y l26サ（主}B址出土土器観察及

=' む糟 法量 戊~&び紗,, の W 置 調 讐 爆 ’ 
畿人惰1よ・郁,p位にあり、n綸親は編い鱒状の 内） 口綸狐から隕11111こ鑽位のへ,! ガや“狐11墳な鑽位のへ9 lllf.<'JI創^
隕祁から剛蒙なItを付し畳ltU状に立ら上が ガ~. Ill郎より卜、は糾litのハケノ調彗が纏~llている． No 6. IVI.I. ~'. ペルf,sヘルト

16.4 る
.uo瓢l!¥fl取りさ1している． 外） AIIIIからいこBコナデ．嗣輯J:.'Ill:織位のハケノ謂望→111位

<27 2> 
のへ,,If •• ~•t1Jf.1(il': の,,ケ/1111贄ー観(il':のへ"ガヽ

254-I 壼 が亀さ tlていo.

(28.41 
文）口縁昴にしR嶋文を鳩文とし．ヘll!,i;置械1l1U文が籍さ1し．

ロ臀郎1こしLR縄文か讀さllている,111811: "111の隋曹上に
LR鳩文が闘文されている．

最大役は口繰椙と嗣閲ではlff峯し（．口縁狐は 内）慣位のハ,,./1111輩→糾位Hよび憤位，，，へ.,! If~ が約されて 仙転冥儀)8

(24 ,Gl 広い鯛部から受け口状に立ち上がり.1M部は中 いる． 1区. II 区• P, 

<21 .O> 位でふくらみ慎玖状を1i¥する．ロffHは1il収1) ，，，）慣位のハケ/11111聾か鱚されている．
264-2 甕 されている． 文） CffWい；llN,fflll: I、R蝿文． 類郎1:5* 様の1111贔慣氾平行

(25.4) 繊文が一需、訊糾に ◄ "'一組の膚Iヽ糾見直縄文が機位羽状（も

叫り）に上から,.'へ繕されている．

(24.2) 口
縁f5は広い頬郭カ・ら受け口状に立ら上がり． 内）慣位IT)へ,iガ，，が嶋さ1してい"・ “片買創A

25'-3 甕 く4.5>
〇昏HIょ面Ill')さ1している． 外）槽位のハケノ鯛望が織さnている． ＂ば P,、床J.

文） n臀簡と口綸郎にLR縄文、 Ill綿IJ!lllitll定干行鱒又か罐さ
れている．

(26.8) n輸謁1』広い鑽鶴からしっかりしに受ltu状に 内・外園といこ慣位のヘ.,. ガ合が鳩さnている． ＂片賣潤 A

254-4 甕 く4.4> 立ら上がり,111161! あ皇＇）ふ （ら拿ない• n鬱 文）口輪郎に34'一絨の鵬lliill状文が一需籍されている． II[.{ 

郎1:~•いりされてい"・

(23.4) 
口縁船は姐（外反し内弯気舷に立ら上がり．嗣 内・外国といこ憤位のハケ$lll聾が峰さItてい"・ 貪`片賓劃B

2~-5 聾 <12,7) 郎Itあ2りム〈ら2ない,11ft闊1Jlil'1りされ 文）口鬱8りに rしの1!!1糸文
．＂馳以下 IJ6-4'-岨の欄f贔iin.直 Iは.lllil:. 床上

ていI,, 織文が1lt位羽状（右(ll •)) に上から下へ鴫さ ILている．

最大t'f.11口織郎1::11'1糾で"ば辱し く， 口縁節は 内）9 ケヽ ;1肩聾-「事な隕'Itのへ,I 11'tが鴫さItている． 同駄寅IIIIA

受けtJ状に立ら上かり、胴昴9』中位で憤,,を符 外）償(,tのハケメ調贄が織されている． ＂区

a 
l2,8 っ．口＂ 綿は111取りされている． 文）口織郎と馴邸にLR纏文を埴文とし、口繰昴に2,.,一IIIの鴨

254-G く6.8) 鳩遍続山形文．綱郎1こ5重のへう 1ヽ＇コ」の字 重,,文が纏さ

れ．口＂軍に LLR縄文が嫌文されていら．

内）慣位のへ,(ガキが篇されている． 破II貨測D.

26-l-7 甕 (10.5> 
外）●減薯しく＂渭 I, II区．ペルトl'i
~ ) LR縄文を埠文と し．へ~Iii 「 コ J の字重h文が繕さヽ1てい
る．

最大棧は口縁RI:嗣昴で11ば専し (.0織郎I.I 内）慣la:のハケ/Ill鴨 ・讚位のヘ.,! If~ が亀されている． Iii転翼馴A

受けn状l:¥l'.ち上がり，馴綿IJ'l'位でふくら(/. 外）瓢純1こ9コナ，，，か纏さtiている． II区 IIIR,Wペル ~f'I, I~ ヒ
18 6 文）口輪綿にLR縄文を鳩文とし.2 *ー航の囀鳩謹状文が一骨．

お◄- 8 慶 (g_ 7> 馴郎I:6*一紐の襴fi戴状文が重下されている．口鬱肌ヽこし

LR嶋文が11されている．

最大ほは口縁昴と1111節ではIt専し (.C織郎は 内）讚位のへ9ミガキが糟されてい"・ 碩II冥創A

(15.6) 広い馴郎から逍（外反し．馴郎I.Iヽ,,位でふくら 外J慣位のハケI鯛輩-II狐下位に履位のへ,Iガキが譜さ』Lて 1区．ペルト内

(13,5> tr. ロ尋節It面mりされている． いる．
254-9 甕 文）口＂郡に しR縄文．馴郎に8本一机の膚ほ濱状文(,(_凋り）

(16.0) が上から下へ籍され. IIJII郎~·位のヘラtllによる..宍文により
文構帯がば切られている．

一 内）慣位のへ9ミガ＊が鳩されている． li1I紐寅卿18

254ー10 聾 (11.6) 外）創位のへ9ミガキが嶋されている． ＂ば

(IO. ヽ）

内）層減薯しく不り,. 11l'-夷illlA

254-11 甕 <5.7〉 外）糾位のハケI鯛雙→へ,.,.ズ 1) →姐いへ,~ ガ＊が鱚~/\て II.! 

7 8 いる．

内）慣位のハケ11111鱚が纏さnている． 訓転翼綱B

おI12 壼 <4.6) 外）會色塾＂・慣位のヘ') ! ガAが嶋さ1tている． ， IV区
8.2 

(18-6) 口辺郎1:1退 r,、Jの下状に開さ、内膏気練に立 内）赤色患彩・惰位のへ9ミガキが繕さ/¥ている． 団｀賓囀B

254ー13鉢 8 8 ら上がる． 外） .,~111-u·f;1(tのへ,:ガ令が鴫さILている． IV区

6 0 

-鱒親はらヽjの字杖に開（．鉢糾と＂圏の憤介 内）鉢郁に導色儘彩，欄位のへ9ミIf蛉．＂郎 1よ慣位のハケメ謂 回..貨綱^

254-1• ！ < 6,9) ））法はo-111)・ 聾一靖節にヨコナデが鴫さItている． 伽5

03 6) 
外）邪色慮彩・ 嶽位のへ,!tl'tが籍されている．

5・7・ 13・ 14 (壺・甕）が111区、 254-12・13(甕・ 鉢）、255-2 (壺）がIV区から出土している。

遺物 （第254・255・256・257図、図版八 卜五）

本住）＆址の出土遺物には弥生上器 ・土製品 ・石器・炭化米がある。

弥生土器の器種には、壺．甕．鉢・脚付鉢がある。，；他には外稜が明瞭に残るしっかりとした受nn椒を有する

254-1がある。顕部は細〈、筒形を呈し、 胴部は中位で大きくふ〈らむ。口界部は而収りされ、縄文が施され、

L
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第 lllli竪穴住屈址

13 I 4 

←―-・ ~ ,r• 
7 ,.  r=,-:;;-
如=三:16 
0 (1 : 4 l 5 cni 

第255図 Yl26号住居址出土土器拓影図

ロ緑部はLR縄文を地文として箆描連続山形文が1粂、頸部は横ナデを強〈行った結呆形成さ m
 
¢
 
ー旦
．
o
l

[） 
れた 3帯の隆帯上にLR縄文が施されている。この他、壺には箆描文で区画された櫛描垂下文 (I : 3) 

第256図 Yl26号
の周囲に箆描刺突文もめぐらす255-1・ 2、箆描横走平行線文の文様帯内に竹牲状の刺突が施住居址出土上製品

炎測図
された述続三角文が施される255-3、L

R縄文を地文とした箆描横走平行線文の

文様帯下に箆描の矩形区画をもつ255-

6、箆描横走平行線文・巡続山形文が施

される255-8などの胴部片、LR縄文地

文上に箆描横走平行線文が施される

255-4、箆描横走平行線文・連続山形

文が施される255-5、箆描横走平行線

文・連弧文が施される255-7などの頸部

片がある。

甕には単純口緑を布するものと受口口

緑の甕は受口部の外稜が不明瞭なもの (254-2・3・5・8、255-11)が多〈、 明瞭なもの (254-4、255-

I 

~ I 

0 (I : 31 5叩
. '  

第257図 Yl26り住居址出土石器炎測図

2
 

で軽くふ〈らむ。口唇部は面取りされ、縄文が施され、月1iiJ部は右回りの櫛描波状文が上から下へ施文され、直下

に櫛描刻目文がめぐっている。 250-10は口唇部に箆描の刻目、胴部に櫛描斜走直線文が施されている。受口口

緑の甕は受口部の外稜が不明瞭なもの (254-2・3・5・8、255-11)が多く、 明瞭なもの (254-4、255-

9)は少ない。特に254-5は直線化が抒しい．口緑部文様は縄文をもつ254-2・3・8と縄文地文なしで櫛描

波状文が施される254-4、255-9・11、無文の254-5などがみられる。 254-8には縄文地文上に箆描連続山

形文、 255-9には口唇部に箆描亥IJ目文が加えられている。頸部文様は254-2・3、255-9は櫛描横走平行線文

帯をもつが、他は文様幣をもたない。胴部文様は横位羽状の摘描横走平行線文が施される254-2・5、上から下

ヘ施される櫛描披状文帯上に 2本一組の櫛描文を垂下させる254-8などがみられる。ごの他、甕には櫛描斜走直

線文が縦位羽状に施される255-12・13、斜格子目状に施される255-15、櫛描垂下文の区画内に梱描波状文が充

峨される255-14などの胴部片がみられる。

台付甕には受口 l:J椒を有し、 口緑部にLR縄文を地文とした箆描巡続山形文、 胴部にLR縄文を地文とした箆

描 rコ」の字瓜ね文が施される254-6、同様な胴部文様をもつ254-7、縄文地文をもたない255-16などがあ

る。鉢には内外面に赤色塗彩が施される椀状を呈する254-13がある。脚付鉢254-14は外面に赤色塗彩が施され

る脚部である。

土製品には勾玉256-1があり、焼成前の 1孔を布する。

石器は安山岩製の打製石器257-1、千枚岩製の磨製石鏃の用材257-2がある。

以上の出土遺物から本住居址の所廂期は弥生時代中期後半と考えられる。 （小 山）
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第Ill軍遺渭と遺物

66) Y127号住居址

遺構（第258・259図、図版 八十六）

本住居址は台地中央の西寄り、え• お・かー16・17グリッド内に位氾している。第13号周涼と爪複関係をもち、

住居址の東側を破壊されている。

プランは東西の短軸長398cm（推定）、南北の長軸長488cm、東埜長480cm(推定）、 西壁長400cm、南壁長398cm、

北槌長406cm(推定）の隅丸長方形を呈し、床面積は20.56m'（推定）をはかる。長軸方位はN-11"-Eをさす。

襄土は四屈からなり、プライマリーな堆積状態を示していると思われる。第 l・2府は住居址中央を中心とし

て、 レンズ状に広〈厄く堆積する。第1府は黒褐色土が多

21~ は黙褐色土が少 まじり、バミスと小礫を多

にまじり、パミスと小礫を多 •• に含む茶褐色土、第

に含む茶褐色土である。第3/fjは雨緊下にみられ、北屈下に

はみられない。粘性が強く、パミスを含む黒色土である。第4)r,iは北・南両駁下にみられる。 砂粒と茶褐色土が

まざっており、壁体のlitl落府と理解される。

確認面からの壁高は残存部で2~40cmをはかり、南壁東側の遺＃状態は極めて悪い。床面からの立ち上がりは

急傾斜であり、壁面はおおむね、平滑である．堡体の上位は地山の貸褐色火山灰屈、下位は地山の砂屈を利用し

て構築されており、下位は軟弱で1/Jlれ易い。

照溝は西照下の南側から検出され、他には存在しない。溝幅11ー18cm、床面からの掘り込みは深さ 4~ 6 cmを

はかり、割合整った掘り込みをもつ。

床面は地山の拭褐色砂層まで掘り窪めたのち、茶褐色土を全而に 1-2 cmの厄さで薄く埋め戻し、

える。「叩き1未」が施されている。箇所に凹凸がみられるが、 おおむね蕊固な構築状態と

叩きしめた

1n 

I~ 

.,,_ 

I> 

I>. 

01 

＠ 

ni
 

Cl 

B
-

且

贔褐色I,闇 !I, 仲ll べ＇べ4沿い．ハ；スと ,J、Ill!を Y.iill:~ノ，.'I¥褐色＋．が多尺に11.L心
泳渇色II~ flポ.111とはけ1,比 ヽ 9 ミスと，Iヽ糟を )lat:~;, 、 I J:'I少伍であるか

黒褐色tがlitしら．
3 環黒色1./fl I柑11,1』外ヽ ．布・ぼがIll(,,qスを少鼠含t,'
4 恢鳩色LIM tli111i Iより叫い、砂` 以：茶褐色：1・ がIi.じる． 。

11高 686.2111

11 :ff゚l 2m 

~258図 Y 127号住居址尖測図
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第1間竪穴住Is址

ビットは6個検出された。

主柱．ク（は 4本(P1~P1)が検出されたが、整然とした杞趾でな

く、住屈址プランの長軸方位に比ぺると束側への傾きが行しい。

P, は41X 39cmのP:l形を呈し、 48cmの深度を打する。断面形はU字

形を兒する D p 2は50X46cmの円形を登し、 59cinの深度を打する。

断而形はU字形を呈する。 P,は37X47cmの束西に圧い楕円形を旦

し、 52cmの深度を有する。断而形はU字形を足する。巳は30X39 

cmの米西に長い楕円形を呈し、 55cmの深度を布する。断面形はU

杓f~を里する。

PG·Psiよ南唸下西側に並ぷ。人口施設に 1.¼lわる柱穴である可能

性が強い。 Psは32X28cmの惰円形を呈し、 36cmの深度を布する。

断面形はU字形を且する。 Peは49X47tmの円形を型し、 20cmの深

度を4・する。断面形は綬いU字形を用する。

R
}
 

A' 

ic:> ,~ 

A A' 
ヽ

蘊l贔褐色I" lntttH~• ・ 亨、

!'Al1,68S.2m 

と t)h•·ft-u. 0 (1 301 50cm , ・ 

第259図 Yl27号ft届址炉址尖測図

炉址はP1・Pz北側主柱穴間のやや南寄りから検出された。 68X55cmの整った惰円形をtし、長軸方位はN-

6'-Eをさす。床面からの掘り込みは最深部でも4.5cmと浅く、断面形は弓状を且する。火床部は地山の砂層をそ

のまま利用しており、長さ23~26cmの大疎を北側に開口する「コ」の字状に囲って骰定されている。石囲内の地

山は37X32cmの杓円状に焼け込んでおり、長期にわたる使用が想定できる。覆土は砂粒とバミスを含む茶褐色土

- /~ のみからなる。

遺物の出 I:状況

本住店址からは弥生上器が出土しているが、その足は少ない。全体の遺物分布し、南西コーナーに若干渠中す

る以外は、特に集中する箇所はみられず、散漫な分布状況を示している。

260-1・2 (甕）は住居址の南東コーナーに分布する。 260-2の接合関係をみると壁に近い破片はど床面よ

りも麻いレペルにあり、中央に向ってレペルを低下させ床面上に位沼するようになる。 260-4 (甕）は北壁下の

束側にあり、床面から 6cm浮いている。 260 4 (高坪）はPiの南側にあり、床而からは5cm浮いている。この

他、 260-5 (甕）が床而上、 260-3 (甕）は東区、 260-6 (台付甕）は西区から出土している。

いずれも、本住居址の年代を推定する目安となる資料と考えて大過ない。

（小 ii」)

遺物 （第260図、図版 八卜六）

本（主}~·址出上遺物のうち、実測閃7点が区l示し得た。器種については、甕・台付甕．壺．鉢．窃杯等がある。

甕260-1の文様構成は口絃部から胴中央部まで櫛描斜走TfI線文を施した後、頻部に 3泄止めの櫛描簾状文が施文

されており、内而は横位のヘラミガキが施されて、外面全面に煤の付滸が観察できる。甕260-2・3は口緑部・

胴部櫛描波状文、頸部2連止めの櫛描簾状文が施文されており、 2は櫛描波状文を施した後、櫛描簾状文が施文

してあり、 3は施文順序が逆である。また、 2は頸部等間隔に 4個の円板を横切る沈線を布した貼イ七文を有す。

甕260-4は胴中央部まで櫛描波状文が施文されていたと思われ、胴下部は縦位のヘラミガキ、内面は刷毛目調整

の後、丁寧な横位のヘラミガキが施されており、内外面共に煤の付沼が観察でき、外面には黒渭石の細片が器而

に減り込んでいる。 260-5は甕底部であ り、外而縦位のヘラミガキ、 内而横位のヘラミガキが施されている。台

付甕260 6は胴上部が張り出しており、口緑部 「〈」の字状に強く外反する。文様及び罰整は胴上部振幅の小さ

い櫛描波状文が施文されており、無文になるところとの境に6個(3個残存）、円板に刺突の施された貼付文を有

していると考えられ、内面は横位のヘラミカ奇が施されている。また、外而には名1しい煤の付庁が観察できる。
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第lll章遺鳩と遺物
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第260図 Yl27号住居址出土土粒実測図

第57表 Y127号住居址出土土器観察叔

: ~ 枯1重 法櫨 成形及びゆ形の·~ 直 閾 聾 傭 "' 
最大tfliO縁部にある．口綸邪11緩<r知状 内） T寧な隕位のへ,! ガキが噴されている． 回転洟情IB

13,2 に外圧し,N&lll:t. 中位でふくらtt. 外）口綸郎から傾郎はヨコナデ、嗣郁は針位のハケノ隅襲が戴さ 池3、Wば

260-l 甕 (10.3> 
れている．

文）口縁郁から罰邪は8-12. 本一椎の匹糾応直繍文、その憧隕
一 胚に12*ー』I,,,欄枯罵状文 (2連止め・右梱1))が噴されて

いる．

最大往は口縁部にある．口繰耶It緩< rr~J 状 内） T寧な横位のへ,<ガキが綿されている． 岡転寅惰）A

(12.8) 
1: 外肛し，訊11111ょ中位でふくらむ． 外）IJJI部は慣位のハケ/Pl聾｀隕1111以下は縦位のハケI謂望力‘ 池 l・2、W区

篇されている．
260-2 甕 く97) 

文）口繰郎から頂耶は10*-IJJのllllili浪状文 （右回り）の復、預- 祁に10本一Illの構鳩遍状文(2遍止め）、亭間隔で4ヤ所に沈
織をしつfl]形11-文が藉されている．

内）T●な讚位のへ,1ガキが籍されている． 醒片貨測n
外）文様が兜填されているため不閉． eoc 

260-3 甕 (6,8) 文）鯛綿に12+ーIllの鴨ta楓状文 (l遺,tめ・ぶ111'))権文の直
口繰郎と嗣糾1~12本一lflt/)襴1が良状文（右ill り）が誡されて

い心t

内）T攣な慣位II)へ,lガキが讀されていら． 伺転真躙A

260-4 甕 <6.0> 
外）縦位および糾位のハケノ謂望の1負．樅位のへ,! ガギが纏さ No 5、E区
れている．

5、6
文）綱邪に7本一船の欄Ill紋状文が給されている．

内）慣位のヘ.,! ガキが薦さhている． 阻1転輿測{¥
?60-5 甕 <4.l> 外）縦位11),ヽケ1関整一縦位のヘラミガキが諏されている． i,llJ~ 

7.6 

最大伍は口縁郎と11'1狐中央で111が事しい．口縁 内）横位のへ9ミガキが蔦さnている． 同転公帆B

(12.6) 部は広い類郎からr<」の字状に慎（外反する． 外）口贔郎I~l'l つナデ、胴郎以下は縞位のへ, i ガキが峰されて w区
260-6 甕 く9.8> 綱節はJ:.位で張る． いる・ 内が付（と考えられる．

文） 11J(純から11綿上位にヽ→5本一9ルの鵜鳩浪状文（クliiJり）が
煤の付藩が嗜しい．

上から下へ織された後．妙体を,sぽ6等する辺1)にl'l形浮文
が貼付されている．

内）‘＂江および縦位の ハケノ閃聾が鱚さ1している． 1111転真綱＾
260-7 百()3.0) 外）赤色捻彩・紺位のヘラミ ガキが絢されている． 池4

260-7は高坪脚部であり、外而赤色塗彩が施され、内面刷毛目調整が施されている。その他、図示し得なかった

甕破片は、櫛描波状文・楕描斜走直線文・櫛描簾状文の組み合せによる文様構成が主流を占めていた。壺におい

ては、無彩の壺と赤色塗彩の壺が共存しており、 塗彩の頸部には、 T字文C、櫛描波状文、 二条の櫛描横走平

行線文の間に縦位の直線文が二条施され、上部に櫛描斜走直線文の観察できる破）ヤの3タイプが出土しており、

頚部文様体は、何れも櫛描文であるがパラエティーに冨んでいる。また無彩壺に僅かに箆描文を有する土器片が

出土している。高杯 ・鉢については何れも全面赤色塗彩の破片であり、塗彩土器を再利用したと思われる40X45

mmの楕円形を呈す土製円板が出土している。以上、本住届址出士の遺物は弥生時代後期前半の特徴を有している

ことから、本住居址の所産期もこれに比定されよう。 （羽毛田伸）
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第1節竪穴（主屈址

67) Y 128号住居址

遺構 （第261・ 262図図版 Al・七・八十八）

本住居址は台地の中央やや西寄り、か ・きー16・17・18グリ ッド内に位濶している。第13号周涅と爪複関係を

もち、住届址の東側を破壊されている。また、南虹の東側は削平されている。

プランはいずれも推定値で、東西長454cm、南北長454cm、束朕艮410cm、西壁長444cm、南堕長356cm、北堕艮398

cmの糀丸方形を呈し、虻軸方位はN-6 '-Wをさす。床面積は18.68m•をはかる．

覆十．は四層からなる。第1層は住居址覆土の大方を占める。バミスと小礫を多位に、カーポンを少量含み、黒

褐色土が多泣にまじった茶褐色七である。第2府は床面上の中央に薄〈小範囲で堆積する。 バミスを含み、焦褐

色七、茶褐色土がプロ ック状にまざった土である。第3/Mは西壁ぎわと床面上各所に薄く小範囲で堆積する。き

めの細かい焦色土である。第4Jr.Iは茶褐色上と賀柑色土がま ざっており、西壁に接して堆積することからみて、
唸体の崩落）竹と考えられる。

確認面からの撻丸は 1~22.5cmをはかり、特に南壁の遺存状態が悪い。床面からの立ち上がりは割合に急傾斜

であり、壁而はおおむね、平滑である。虹体の上位は地山の賀褐色火山灰屑、下位は地山の砂府を利用して構築

されており、上位は堅固であるが下位はもろく崩れ易い。

墜溝は残存する唸の直下を全周している。1日状は住居址の虹直下を全周していたことも想定できる。溝幅9-23 

cm、深さ 4~15cmをはかる．

床面は地山の黄褐色砂lei上に茶褐色土を全面に薄〈埋め戻し、叩きしめた「叩さ床」が施されている。おおむ
ね、 7ラットな構築状態であり、割合堅固である。

ビットは 5個検出された。主柱穴は 4本 (pI'p 2' p•'p 1)が整然と配醤されている。 P1は25X 27cmの円形

を呈し、 56cmの深度を有する。 P1

は幅64-105cm、深さ20~26cmの溝

状の掘り込み内にある。応はSOX

75cmの円形を呈する広い掘り込み

内の中央部に、 2箇所の落ち込み

を有する。敢深部は東側で54cm、

西側で32cmをはかる。 P.は78X59

cmの楕円形を呈する掘り込み内

の南側に29X26cmの楕円状の小さ

い落ち込みを布する。深さは最深

部で49cmをはかる。よた、巳範囲

の南束側には径48cmの半円状に掘

り込んだ広がりがみられる。 Psも

P1と同様に溝状の大きな落ち込

み内に掘り込まれている。 28X33

cmの楕円形を呈し、床而からは58

cmの深度を有する。断面形はU字

形を呈する。 'P3はP2・P.間に位

匹している。 19X 19cmの円形を呈

し、 13cmの深度を打する。

I C0 
¥tll VI ()J ul 

i¥ 

一I Ill I ／ ／ 
SIS 

， 

;-、1
I 

＇ ヽヽ

I~ -一―— —— ul 

43 3 2 A' 

庶 ！，＂，綴
I IF褐色t層 fl,t1・1Jijj1'・,ヽ ：スと 小情を 9最,~ 介み、 1/ーポ

ンb含t,,州と峯の褐色土がこにら,:りじしる． ほ,n;6邸，Im
2 i,: 鳩色t,W ll,t1 IJ'ilい． ＂り纏 か(',.'..を少量含み， 0 (I : 80) 2 m 

鳥と荼のア〇 ック (10-IS.-)状になっている. ' 
141島色I層 帖1!1:1』1よりやや油い ~ii)纏かく、バ i スを復贋に含し
II/I贔褐色J鳥 11,11・1』3とりけIiりし．パ xt少ll!'tみ，茶鳩色土と貫鳩色上が鳩じる．

第261図 Yl28号住居址尖測図
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第UI章遺樗と遺物

炉址は住居址の長軸・短軸の交点 （住居址

の中央）からわずかに南寄りで検出された。

長軸157cm、短軸104cmの不整楕円形を呈し、

長軸方位はN-33.S--Eをさす。床面からの

掘り込みは最深部で17cmをはかり、断面形は

中央部が尖り気味のすり鉢状を呈する。火床

部は掘り込みのほぼ中央部に設けられていた

と考えられるが、焼土（第2層）の広がりが

「C」字状を呈しており、中央部にその分布が

みられない。このことは、本炉が住居廃絶時

において、何らかの意図によって中央部が破

壊されたことを意味しているように思われるc

炉址の覆土上、裂土中には礫が8個散乱して

いる。炉の構造と何らかの関わりをもってい

たと考えられるが、原位置を留めていないた

めはっきりとしたことがわからない。覆土は

白色粒子と小礫を含む黒色土一層のみからな

るが、攪乱はみられない。

遺物の出土状況

Iロ

I oa 

A
 

Iロ
f
 

A' 

A
 

A' 

ロームプロ ック 1

言1 焦色土層 帖性はやや弱い． 白 色微位：（• と 小茂を含む．
2 位褐色土層 択色火Ill灰が焼けて、が変している．

。
揺il'!;686W 
(I : 30) Im 

第262図 Y128号住居址炉址実測図

本住居址からは弥生土器が出土しているが、その量は多〈ない。全体の遺物分布はP.周辺に礫とともに集中す

る傾向がみられ、住居址北区にくらべ、南区の方が出土量が多い。

また、 263-2 (壺）はYl22号住居址出土破片と接合関係をもつ。このことから、本住居址の出土遺物が住居

廃絶後に投棄された遺物と見倣ことができるが、遺構の年代を推定するに足る資料である。

263-1・2 (壺）、 263-11(甕）がp4上及びその周辺に散在し、 263-3 (甕）が南区および床面上に分布し

ている。また、 263-4 (甕）が床面上、 264-6・7 (壺）が北区、 264-1・2・3・4・5・8・9・10 (壺．

甕）が南区から出土している。

遺物 （第263・264図、図版 八十八）

本住居址の出土遺物には弥生土器があり、器種には壺・甕がある。

壺はいずれも細頸壺で、口縁部形態は受ロロ縁を有する263-2がある。 263-2は外稜がや不明瞭な受ロロ縁

を有し、文様は口緑部、頸部～胴部に隈なく施される。口縁部にはLR縄文を地文として箆描連続山形文、頸部

にはLR縄文を地文として箆描横走平行線文・糾走短線文、胴部には箆描文で区画された櫛描垂下文の周囲に箆

描剌突文が施されている。 263-1は胴部上位以上を欠損する。胴部は中位下方で大き〈張る。文様はみられな

い。この他、頸部に箆描横走平行線文が施される264-1・2、胴部にLR縄文を地文として箆描連弧文が施され

る265-3、箆描横走平行線文・連続山形文が施される265-4、胴部に箆描文で区画された櫛描垂下文が施され

る265-5・6、波状の櫛描垂下文を、波状の箆描文で区画した265-7などがある。

寝は単純口縁の263-3、受ロロ緑の264-8がある。 263-3は口縁部は外反し、胴部中位上方で軽くふ〈ら

む。口唇部は面取りされて、縄文が施され、胴部は右回りの櫛描波状文が上から下へ6帯施されたのち、櫛描垂

下文が施されている。同様な文様は265-10にもみられる。受ロロ緑の265-8は口縁部にLR縄文を地文として

箆描の連続菱形文が施されている。この他、櫛描波状文が施される265-9、縦位羽状の櫛描斜走直線文が施され
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第 1節竪穴住居址
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第263図 Yl28号住居址出土土器実測図

蓄
娑'"",¥,,.--. 
淀 3

~ 
落；
婦虜
-~ 心必9 4 

芝 5 

鴫贔6 び‘, .-fF 
1
ャ・2
.

ク

念
-乏．
吝＂ ，
 

第264図 Yl28号住居址出土土器拓影図

第58表 Yl28号住居址出土土器観察表

挿番 図号 雌 法量 成形及び若形の特徴 Pl 整 懺 考

胴棉は中位下方で張りを持ち．所ti!'無花果影J 内）糾位および槙位のハケノ綱整が施されている． 回転実測Bl~よる図上復元

263-1 壺 <28 3) 
を呈する． 外）斜位9ヽ ヶメ調整の後、胴那上位と下位に祖位のヘラミガキ． ぬI・3・5、P,、S区床上

8.0 
中位は横位のヘラミガキが蘊されている．

口縁部は織い顕部から慎く外反し受け口状に立 内）横位のヘラミガキが謹されている． 回転実銅A

ち上がり、口唇部は面取りされている.a繰部 外）口緑郎1こ斜位のヘラミガキ、胴郎に横位のハケノ調整ーヘラ ll<ll、覆土
に前焼のHしが内面より施されている． ミガキが誨されている． Yl227ク土内出土破片と撞合．

(12_4) 文） Dほ部と頸部はLR縄文を地文とL.D縁部にヘラ協連親山
263-2 近 04. ゎ 形文、頭部に4粂のヘラ描横走平行線文とヘラ揮による剌突

文が編されている．胴部は5本一組の筍饂＇垂下文がおよそ 3

-4帯一組で施された後、周囲はヘラ嬬沈線と刺突文で区画

されていが 口唇邪にもLR縄文が譴文されている．

最大径は口縁部にあり.o縁部は短く観く外反 内）斜位および償位のハケメ閃肇ー横位のヘラミガキが施されて 回転実測A
し、胴部は上位で若干ふくらむが11とんど張り いる． S区、床上

H.0 
を符たない．口唇部はiii取りされている． 外）口縁部にヨコナデ．胴部下位から底部は斜位および横位のハ

ヶノ悶望ー僅かにヘラミガキが誨されている．
263-3 甕 12.4 

文）口唇節にLR縄文、類邪から1Ji1部中央に8本一粗の襦楼涙状
5.4 

文 （右回り）が上から下へ維された後、若体の8等間隔でや

はり 8本一組の筒描直線文が垂下されている．

内 ・外面ともに赤色塗彩 ・慣位のヘラミガキが罐されている． 回転実濤1B

263-4 鉢 く1.2) 床上

5.8 

る265-11などの胴部片がある。 263-4は甕の底部片である。

以上の共伴遺物から、本住居址の所産期は弥生時代中期後半と考えられる。

（小 山）
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捐III章遺構と遺絢

68) Yl29号住居址

遺構（第265図、図版 八十八）

本址は台地の中央より西側、い・う ー15グリ ッド内に位

している。 Y125号住居址、第169-l転ヒ坑と重複関係をも

ち、これらを破壊している。また、北束コーナー付近の一

部は攪乱によって破壊されている。

プランは束西の長軸長285cm、南北の短軸長231cm、束壁

長190cm、西壁長235cm、南撻長221cm、北阻長250cmの開丸

長方形を呈し、長軸方位はN-47'-Eをさす。床面積は

6.28m'をはかる、極めて小型の住居址である。

脱七は複雑な堆積を示し、人為的な地没状態を示してい

るように思われる。第 1-4屈は色糊、含布物に若干のち

がいがみられるが、いずれも灰屈である。第5屈はバミス

を含む焦褐色土、第6)0はバミスと火山灰を含む茶褐色土｀

第7屑は黒色土である．

確認面からの些高は 1~10cmをはかり、床面からの立ち

ノ＇

/cc 
I / 

u、

"' 
~ 

A' 

"' 

11:1: ・

A.ti贔贔緬贔△
1111,(r, 686.2m 

0 11 : 80) 2 111 

I -4 II<闇
5 昂褐色上層 1/,f!'I』やや柑ヽヽ ．パ!;,. を含し
6 妬褐色1:/tl 1/j性刺い パ',.と灰e含(/,
？ 島色：t,W 

第265図 Yl29サ住居址実測図

上がりは緩い。壁休は北束コーナーから、南束コーナー｀南西コーナーにかけてはY125号住居址との煎複箇所

にあたるため、この覆土を利用し、西槌の大部分は第169号土坑の税土を利用して構築されている。煎複のない北

嵯は地山の黄褐色火山灰屈を利用して構築されている。各梱ともに、構材のちがいはあるものの、いずれもやや

軟弱な構築状態を呈している。

咽溝は検出されなかった。

床面は北紐下の一部の小範囲のみ地山を利用し、他はYl25号住居址、第169号土坑の汲土上に、貼床が施され

ている。貼床は粘性が極めて強い、プロ ック状の漆黒色土をしきつめて構築したもで、凹凸が極めて著しい。

また、全体的に軟弱なつくりではあるが、床面中央部の小範囲に限ると極めて蕊固な状態である。本址を1主居址

として記載した最も有力な根拠である。

ビット及ぴ炉址は検出されなかったが、南束部の床而上には極小範囲ながら焼土の広がりがみられる。これが

何の機能をもっていたかはわからない。

遺物の出土状況

本住居址からは、弥生土器・ 土師器 ・須恵器が混在して出土しているが、その伍は極めて少ない。また、この

うち弥生土器については明らかに混入遺物と見倣すことができ、 土師器 ・須恵器を本住居址の所産期を推定する

根拠としたい。

土師器・須思器の分布状況は極めて散没であり、染中する箇所はない。土師器4点、須恵器4点のいずれも設

土内からの出土である。

遺物 （第266図）

本住居址から出土した遺物には土師器・須忠器がある。土師器には小型甕 ・高坪の

偏平な脚部片・柱状部片などがみられる。須恵器は外面に平行叩き、内面にすり消し

が施される甕片266-1・2がある。以上の出土土器は古墳時代中期（和泉併行期）の

様相を示しており、本址の所廊期はそれに近いと考えられる。 （小 山）
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第2勤 祢生峙代の6牡について

第2節 弥生時代の石器について （第267-276図、図版百二十一ー百二十じ）

本遺跡は弥生時代中期後半一弥生時代後期前半、古墳時代の複合遺跡で、第2次製査で検出された住居址は弥生

時代中期後半47棟、弥生時代後期前半20棟、和泉期l棟であり、石器組成を知る上で、住居址出上石器を中心に

サえた時、ある程度、時間の幅を絞ることができるため、特にここでは弥生時代の石器組成についてまとめてみ

たい。

〔石質からみた器種）

まず、石沿に用いた石質は、瓜躍石 ・粘板岩・頁岩・千枚岩・玄武岩•安LU岩 ・花岡岩・チャー ト・ 砂岩・硬

砂岩・泥岩・輝緑凝灰岩.I刈緑岩・沿石呼が使われており、石材は用途により選択されたと考えられる。

原材料の取得）i法を知る上で、母岩及ぴ石器の自然而を観察すると、黒曜布には和田峠産出のものが圧倒的に

多〈、粒子密 ・透明感があり、自然面には僅かに気泡のぬけた跡が残り、人の手が加えられた角礫状態であるこ

とから、原南地からの運ぴ込み（交易？）と考えられる。器種としては打製石鏃 ・石錐・剥片石器に限定される。

また、僅かに多孔質の浅間山庶出の瓜暉石があり、円脱作用をうけていることから、湯川からの搬入礫で、弥

生時代の石器用材としては斑品が多いことから不適当であり、古墳時代の周沿、古墳等の構築材に使用されたと

考えられる。

玄武岩は荒船火山の仮終末の火山活動によ っ て出来た火山岩であり、田口 • 清川 ・内山・ 香坂 ・志賀節荒船山

の造山活動によって出来た、 山地の所々に露頭しており、入手方法としては、万~a'及び母岩の自然面が円磨作用

をうけていることから、河原石を選択して、比較的簡111に入Fしたと考えられ、 原産地から運び入れたとは考え

に〈い。器植としては打製石斧 ・横刃型石器・剥片利用石器であり、僅かに飛行機鏃267-30、石錐269-76が含

まれる。

安山岩には産地の異なる 3系統の安山岩が使用されたと考えられる。浅間山産出のやや粒子の祖い安山岩、

凩斑山の噴火に伴い形成された多孔質な安山岩 （溶岩泥流として流れた折、礫を含む築塊岩）で赤色と黒色の

二種ある。その他、平尾山産出の緻密で冑味のおぴた、板状節理のある安山岩がある。浅間山産出と平尾山産出の

石はいずれも円庖作用を うけ、亜角礫の状態であり、河川 （湯川）から持ち込んだものと考えられる。

また、黒斑山の喰火に伴う安山岩は本遺跡の付近に露頭して「流れ山」という地形を造っているが、多孔質な

ため、 弥生時代の石器としては使用されておらず、僅かに炉紐石に使われている。

器種としては台石・敲石 ・恥石・炉は石があり、値かに局部磨製扁平小型片刃石斧271-96を含む。ここで注意

したいのは本調査において安山岩の打製石斧・剥片が出土しなかったことで、硬度・加工のしやすさ万安山岩よ

り優る玄武岩が容易に入手できることが、 その要因とガえられる。

花岡岩は金峯ILIを峰とする山地に産するが、本胴査出ヒの台石は円磨作mをうけた亜角礫であることから、
河川からの運ぴ込みと考えられる。

チャートの庵地を絞るには多少困難があるが、千曲川の支流を考えた時、 大H向・相木・川上等の古生層～中

生府にチャー トは産し、そのいずれかを原産地とした河原石を利用したと考えられ、色相は黒色～灰色~-ff色と

色々である。器種としては主に小型・極小型m平片刃石斧で、僅かに打製石鏃にも使用されている。その他石楢
268-71とYl04住出J:274-115の緑色を帯ぴたペンダン トが出土した。

粘板岩の廂地は占生層～中生121中によく産出することから、チャート産出地と同様と考えられ、また入手経路

も河川からの運ぴ込みと考えられる。器植としては、閉製石鏃・窮製石包丁、僅かに極小型庖製扁平片刃石斧271-

98が出土した。

千枚岩の派地は粘板岩のもっと変成作用を受けた結果として成立するものであり、秩父古生屈地域に産するこ
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第269図 北西ノ久保遺跡出土石器尖測図 くその 3〉

とから、チャート ・粘板岩と硲同一地域が産出地と考えられ、入手方法も河川からの運ぴ込みと考えられる。器種

としては主に附製石録であり、本遺跡において僅かに粘板岩製の磨製石鏃より出土例は多い。

砂岩の産地は当佐久地方は太古に湖であったこともあり、堆積層の至る所に存在し、石？やの自然而を観察する

と、円窮作用を受け、手の掌に定まる大きさの扁平な円礫が多く使用されていることから、河原石を利用したこ

とが推測される。器種としては主に砥石である。

閃緑岩は大日向-mn等に産し、自然面に円的作用をうけていることから河原石と考えられ、ある程度石器に

できやすい礫を取捨選択し加工したと考えられる。器種として太型蛤ガ石斧・太製蛤刃石斧の再加工品・偏平片

刃石斧があげられる。

その他、輝緑凝灰岩の石が紅が認められ、第三紀1甘内11」や志賀等に産し、千曲川の河原石として持ち込み、利用

したと考えられる。器種としては扁平片刃石斧があげられる。また、滑石は蛇紋岩出上地域に産出し、大日向等

があげられるが、入手経路は判明できない。器種としては有孔円盤があげられる。尚、製品としての出土はなか

ったが、鉄石英剥片 ・砕片が出土している。

〔打製石鏃について〕（第267図1~45、第268図46~49)

前時期？縄文晩期ー終末にかけての中部 ・束海地方の井遥的な特徴をあげてみると、無茎鎚は凹屈鏃のしの

が大半であり、平基鏃は少な〈、凹碁絋のなかには側辺が有段で五角形・変形鰈・飛行機鏃になるものも現われ、

先端のみが小さく〈ぴれ、 11UJ辺鋸歯状となるものもあり、有杢鏃には凸基 ・ 凹苓• 平甚いずれも存在するが、晩

期も終木になると1叱房有荼鏃の占める割合が甜くなる。これらの傾向をより強く継承し、弥生時代の打製石鏃が

形成されたと推測される。

（弥生時代中期の打製石鏃について）

無茎鏃

中型品（鎌身20~30mm)

［平碑 （二等辺三角形を呈し、側辺直線的で先端鋭角に収束） 267-l (Y78) 

凹基銀（袂りやや深く、逆刺やや鋭く 、側辺内弯気味に先端で収束） 267-6 (Y73) 

小型品 （鏃身20mm以下）

凹基鏃（袂り浅く、 逆刺やや鈍く、 側辺直線気味に先端で収束） 267-12 (Yll5) 

変形五角形鉱 267-14 (Y109)・ 15 (Y71) 
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昂Uf輩遭鳩と遺物

布茎鏃

氾饂（鏃身30mm以上）凸店鏃

中型品（錨身20~3001m)

平甚鏃 ［＂暉狭〈、側辺直線気味で鋭角に収束。 267-20 (Y66) 

幅狭く、測辺僅かに布段を型し、やや鋸歯状で鋭角に収束。 267-22 (Y74) 

267-19 (Y74) 

凹艇鎌 ［恨1)辺やや即歯状で、内弯気味収束、先端小さ〈〈ぴれる。 267-27 (Yll6) 

側辺僅かに4段を呈し、やや鋸歯状で鋭角に収米。 267-29 (Y71) 

飛行機鏃 267-30 (Y91) 

小型品（践身20mm以 Fl

鏃

鏃

甚

基
平

凹

―

―

 幅広く、 11111辺内弯、鋸歯状で、先端小さ〈〈ぴれる（ハー I・形）。

幅広〈、 1JIIJ辺宜線気味、鋸歯状で、先端小さ〈〈ひれる．

幅広〈、側辺内弯、鋸歯状で先端収束．

幅狭〈、側辺直線気味｀鋸歯状で先端収束．

・267-24 (¥75) 

ー267-32(Y76)・33 (Y78) 

267-34 (Y66) 

・267-35 (Y74)・ 36 (Y76) 

・267-37 (Y91) 

幅狭 〈、 側辺布段を呈し先端収束• 267-39 (Yll5) 

以上のことから、弥生時代中期後半の石鏃について、有茎鏃・小型化， 1ttll辺鋸歯状・先端小さ〈＜びれる等の

傾向が活取できる。

（弥生時代後期前半の打製石鏃について）

弥生味代後期前半の住居址から 5点出ヒしたが、そのうち中型品の凹基無茎践が4点、 267-2 (Y89)・3 (Y 

66)・8 (Y66)・ 10 (Y70)と、小型品の平萎布茎鏃267-25(Y89)の］点で、形態の不明な石鏃が1点であっ

た。以ヒのことから傾向は名取でさないが、小単位の集落から同盟菜洛へと内乱 ・統一の繰り返す時期であり 、

中国・朝鮮から金屈器の入ってくる時期でもあることから、磨製石鏃とも考え合せて、弥生時代後期石媒の出土

数の増すのを待って傾向を見出したい。

（磨製石鏃について） （第268図50~70)

本閻査において、弥生時代中期前tの住居址から 8点、弥生時代後期前半の住居址から 4点、周泣10・11・12・

13内から各 1点出上し、また、未成品が14点出土した。用材は千枚岩と粘板岩があり、石器組成表からも呑取で

きるが、干枚岩の母岩 ・糸IJ片・がIll片・砕片は弥生時代後期前半の住居址に集中する傾向がみられ、枯板岩は弥生

時代中期後半の住M址に集中する傾向がみられるが、庖製石包丁の用材とも考えあわせ速断は避けたい。

（弥生時代の磨製石鎚について）

逆刺鈍〈、洩い袂り。

脚部形態［逆刺鋭く、やや浅いl>り。

mね逆刺、挟り台形．

幅広く、側辺「S」字状で先端に鈍〈収束。

基部形態［幅広く、側辺内弯気味、飩く収束．

幅狭く、側辺内弯気味、鋭く収束。

・268 50 (Y 66) 

・268→ 51 (YJOO)・52 (S16) 

・268 53 (Y74) 

・268-54 (S 13) 

・268-50 (Y66)・51 (YlOO)・56 (Y 114) 

・268-55 (Y 124) 

以上のことから弥生時代中期後‘ドー弥生時代後期前半の磨製石鏃はそれぞれの時期別の傾向を指摘するに至ら

ない。また、打製石鏃とはまるで異った形態を示しており、打製と磨製の両者が全く別系譜で発達したものであ

ることが推測される。また、磨製石鏃未成品が14点出土していることから製作工程を知る予懸りになると思われ

る。
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蜻UI拿遺鳩と遺物

I 粗割

II 剥離調整

268-57 (と23G)

268-58 (及採）

Ill 両面研庖

研［両面＋側辺研磨

磨両而＋側辺鏑

疇＋側辺十袂り

IV穿 ［片袂り段階で中止

孔両袂り段階で破損

・268-59 (Y87)・60 (Yl24) 

・268-61 (S10)・62 (S11)・63 (YlOl)・64 (Yll5) 

・268-65 (し22G)・ 66(Y74) 

-268-67 (Y78) 

・268-68 (Y69)・69 (Yl23) 

268-70 (S 12) 

以上、磨製石鏃において、穿孔は殻終段階に行なわれたと考えられる。

〔石槍について〕（第268図71~77) 

本調査Y78住弥生時代中期後‘似の住la址から268-70が1点出土した。石質はチャー トで「V」字状の有峯、逆

刺は側辺より （紅かに突起、荼部断面菱形を呈す。用途として不明の点も多く、より多〈の出土例を待ちたい。

（石錐について〕 （第269図72~77)

本調査において6点出土した。そのうち弥生時代中期後半の住居址内から2点出土した。石質は黒曜石が殆ん

どで、僅かに玄武岩による269-76がある。形態分類を行ってみると

［不定形な剥片利用、1端に両端から加工罰整し、錐部作り出す涙滴状のもの一A

269-72 (Yll9)・73 (T 3)・74 (Yll5)・77 (S13) 

断面三角形、もし〈は炎形の細身棒状のもの B 269-75 (S13)・76 (さ25G)

以上、本調査において摘み部と錐部を明確に分かつ石錐は出土していない。 A・B2タイプの形状の違いは、

穿孔されるJIJ材とも考え合せ注意したい。

〔磨製石斧） （第270図82-90、271図91~103)

（太型蛤刃石斧と太型蛤刃石斧再加工品について）

本刷査において太型蛤刃石斧5点と太型蛤刃石斧再加工品2点は弥生時代中期後半の住居址より出土した。石

質は総て閃緑岩であり、太型蛤刃石斧の形態は2タイプに分けられる。

A類 大型で幅広 く序い こ刃部円刃ーー270-82(Y69)・83 (Yll5) 

刃部偏刃ーー270-85(Y109) 

Ai 

A2 

B類 小型で幅狭くやや厚い一刃部偏刃ーー270-84(Y74) Ba 

以上ふ・Btの屈する石器を観察すると、旧態の刃部研磨痕が観察でき、刃毀等により再研府の結呆、刃部偏刃

化がすすむと考えられる。また、ここで特紙されるものはA類に属するものの再加工品であり 、その形状を分類

すると 3タイプに分かれる。

刃部平坦に研窮＋基端部敲打痕。 270-87 (YlOl)・88 (Y85) 

［基端部平坦に研窮十刃部1日状を留める。 270-89 (D140) 

刃部敲打而 270-86 (M 2) 

以上、太型蛤刃石斧再加工品の用途は本来の用途に通さなくなった結果、再利用（聡石・敲石等）のために再

度加工したものと考えられる。尚、本調査において弥生時代後期前半の住居址からは太型蛤刃石斧が出土しなか

ったことは、太型蛤刃石斧の用途を代用するエ共（金属器）の出現する時期を考える上で貨重な資料といえよう。

（扁平片刃石斧について）

本調査の弥生時代中期後‘仁の住屈址から 6点、弥生時代後期前半の住居址から局部庖製扁平片刃石斧が2点出

土した。石質は閃緑岩・粘板岩 ・チャート・雌緑lfl灰岩・硬砂岩とバラエティ ーに官んでいるが、いずれも硬質
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｀二こ）型 i::;~ [、:型；｀二；I~ 型:I{ (4:::)卜）の3つに分類し細分化してみた。：：：
3刃部偏刃 Aa3 

B類（小型品）i:::: [::::: ー271-94(Y21:~~9:5悶~2) : : : 

3刃部偏刃 Ba3 

b局部磨製 271 -96 (表採） B b 2 

C類（梃小型品）

[C 長さと幅の比小――a 全面研庖一刃部円刃—271-97 (Y65)・98 (Y98) -Ca  l 

C'長さと幅の比大 [a全而研団一刃部円刃一 271-99(Y70) C'a 1 

b局部庖製 271-100 (Y70) C'b 

以上のように細分ができ、 271-99には擦り切り技法の痕跡が観察できる。尚、 271-93は石質閃緑岩で、間平

片刃石斧の製作工程の問整剥離段陪と考えられ、製作工程を知る上で良い資料といえよう。また弥生時代後期前

半の住居址からは全面研磨の開平片刃石斧が出土していないことから、太型蛤刃石斧同様弥生時代後期前半に入

ると、減少傾向にむかうと思われ、これは何に起因し、代用のエ共は何か、金屈器の将及率とも考え合せ、今後

の研究を待ちたい。

〔石包丁について〕 （第271図101・ 105)

本調査において、弥生時代中期後半の住居址から 2点出上し、稲作文化としている弥生時代にしては非常に少

なく他の佐久の弥生時代遺跡にも、同じ傾向がみられる。このことは、他の道具（打製横刃型石器、剥片石器）

等で代用した可能性もあり、今後の研究を待ちたい。尚、本調査の2点の石役は粘板岩であり、中部地方の特

徴の直線刃半月型態である271-104(Y74)と一部残存の271-105(Y78)が出土した。

〔打製石斧について〕 （第271図106~111、第272図112・113)

縄文時代からの系諮をひく打製石斧は、本開査において全部欠損した状態で出土し｀弥生時代の住居址から4

点271-107(Y125)・109 (Y66)、272-112(Yll6)・113 (Yl26)、その他271-106(表採） ・108(S 9)の2

点と出土点数が少な〈、石質は殆んどが玄武岩であった。形態は短冊形と思われるもの106・107、撥形と思われ

る108の2タイプが出土している．また、弥生時代の特徴である大型打製石斧（石鍬）が弥生時代中期後半の住居

址から 1点271-110 (Y 122)、Eトレンチから 1点271-111の計2点出土しているが、農耕社会の定芹化する段

陪において、耕作具の出土数の少ないことは、 耕作具の材料（木工具・金屈器）、生廂場所等を考慮に入れる必要

があると思われる。

〔不定形石器について〕（第272図114-126)

本調査においては大き〈 3タイプに分かれ、側辺・両而に略加工が観察でき、刃部両面加工のものを横刃型石

器とし、第1剥離面をそのまま生かし、片而再加工・刃部片面加工・刃部片両面加工のものを剥片利用石器とし、

小型の撥形を呈し、肉厚で、刃部略両而加工のものを他の1形態（箆状石器）として分類してみた。

横刃型石器 ［打製石器 272-114 (そ26G)・115(せ16G)・118(Y73) 

局部磨製石器 272-116 (S10)・117 (Yl25) 

剥片利用石怜 ［刃部片面加エ―272-119(Y77)・120 (M 3)・121 (Yl16)・122 (Y116)・124 (Fトレ）

f)部片両面加工ー272-123 (M 3) 

箆状石~' ・272-125 (Yl21)・126 (Yl26) 
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以上これらの行質は玄武むのもの115・118・119・120・121・122・123・124、枯板岩のもの114・116・117であ

り、粘板岩のものは麻製石包丁未成品の可能性もある。また、横ガ型万器 ・剥片利用石器は、稲作に共う、穂を

摘 ぐ用途として使用されたことも推測され、今後これらの遺物を細分研究する必要性が感じられる。

〔剥片石器〕 （第269図78-81)

ここでは、石質 ・大きさ及ぴ再調整をしてあるかどうかで、上項の剥片利用石器と分けて述ぺてみたい。石

質は黒暉石・チャー ト等の剥片を利用したもので、 269-78(D172)・79 (表採） ・80(Y115)・81 (S 13)があ

り、用途としては剥ぐ・サJる等に使用されたと考えられる。

［握斧について〕 （第272図127・128)

本醐在において2点出土し、いずれも弥生時代住居址内の出土であった。 272-127(Y71)は石質玄武岩の河

原石の第 1剥離片を利用したと考えられる。 272-128(Y93)は円府作用をうけた亜角礫の安山岩で、刃部剣先

形を呈し、僅かに使）廿痕が観寮できる。

〔砥石について〕 （第272図129-135、第273図136~155) 

本調布から27点出七し、 2タイプに分類した。 1つは手のポに定まるもので、手持ち那石とし、他は握れない

もので、概ね、平坦而を 3つ以上布しており、滋き砥石とした。手持ち砥石は弥生時代中期後半の住居址から12

点、後期前半の住居址から 3点出土している。沿き砥石は弥生時代中期後牛の住居址から 1点、弥生時代後期の

住居址から 4点出土している。手持ち砥石の形態を細分化してみると、扁平な円礫であり、側辺両刃状に磨滅し

たものをA類とし、略全面に被研磨痕の観察できる方柱状の砥石をB類、断而楕円形で棒状の砥石をC類、 小型

で1屈るというよりも摘んで用いると思われる砥石をD類とし 4類に分けてみた。

A類 r片側辺内弯両刃状 272-129 (Y77)・ 130 (Y128)・ 131 (そ26G)・133 (D 52) -A 1 

両側辺内弯両刃状 272-132 (そ26G) A2 

片側辺外弯両刃状 272-134 (Y78)・135 (Y91) A3 

測辺直線的な両刃状一-273-136(Y78)・ 137 (Y88)・138 (YlOO)・139 (の18G)―A. 
側辺両刃状のFm威な〈両面のみ被研跨痕の観察できるもの。一273-110(Y78)・141 (Yl08) -Ao 

B類 方柱状砥石 273-143 (Y91)・ 144 (S 10) 

C類棒状砥石 273-145 (YlOO)・146 (Y73)・147 (Y73) 

D類小型摘み砥石 ・273-142 (Y 121) 

A類の両而の被研磨痕を観察すると

［両面被研邸痕 129・130・131・132・134・136・138・139・ 140・141 

片面被研磨痕 133 

-lilf晒痕無し 135・137 

A類の両而、若し〈は片面に被研窮痕が観察できるものは、使用により僅かに凹状になっている。これらの砥

石は太型姶刃石斧の研団に用いたとは考えに〈く、小型の麻製石器（磨製石鏃、 小型・極小型扁平片刃石斧）の

研磨に用いられたと考えられる。また、 1Jll)辺両刃状に磨滅していることから、特異な用途として側辺は用いられ

たと推測される。尚、弥生時代後期前半になると磨製石器の絨少する傾向が本飼究では認められ、それと同様に

A類の砥石も滅少する傾向が希取でき、なにか因果関係があると考えられる• D類は 1点のみであるが、その形

状は特異で、扇状を呈し、側辺がねじれており、用途は判明できなかった。

磁き砥石は欠損したものが多〈、旧状を留めている砥石が少ないが、使用面は廂滅により凹状になっており、

岡平な形で両而使用の砥石273-148(Y89)・ 119 (さllG)・ 150(D140)・151 (ね17G)・152(Y66)、四角錐

状で、底而以外全而使用の砥石273-153(Y 104)、大型で序〈不定形の砥石273-154(YlOO)・155 (YI08)が

出上している。尚、 149は煤の付滸が観察できる。 以上本即査において種々の形態の砥石が出．ーI::したが、研隣され
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る道具の用材との関係を知る上で、より 多くの出土例を待って検討を加えたい。

〔敲石、磨石について〕 （第273図156・ 157、第274図158-162)

本調査から 8点、そのうち弥生時代中期後半の住居址から 1点274-162(Y98)、弥生時代後期前半の住居址か

ら3点273-156(Y70)・157 (Y64)、274-158 ( Y87) が出土した。石賀は硬砂岩• 砂岩 • 安山岩等があるが、

ある程度の硬度を有すれば、石質にはあまり限定せず、握れる大きさが限定条件と考えられ、自然面を観察する

と河原石を利用したことが窺われる。また、敲打痕と擦過瓶が石の両端に存在し、磨石と敲石との用途を lつの
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第276図 北西ノ久保遺跡出上石硲尖測図くその10〉

石で（井flJしたもが多く、そのよい例として274-162が平げられよ う。形状 としては柱状のもの156・157・ 158・

159、球状のもの160・161の2タイプに分かれ、162は太型蛤刃磨製石斧の再加工品とよく形状・使用状態が似て

おり、太型蛤刃庖製石斧の再加工品の用途を知る上でよい炎料といえよう。

〔土器詞整道具について〕 （第274図163・ 164)

弥生土器において調整道具として、木片 • 竹 ・只殻・打 ・皮・縄岬挙げられるが、本調査において274-163は

石質粘板料の薄い柱状の円礫で、弥生時代中期後半のYll5サ住居址よ り出 J:した。同住居址からは赤色頻料の付

対が観寮でさる炉紐石275-172が出 Lし、またp$内より赤色顔料の塊が出上していることから、163の石器を詳細

に閲ぺてみると、先端に攘過痕と共に赤色韻料の付培が観察でき、途彩七t袷の器面ミガキに使われたnJ能性が強

く考えられ、速断は避けたいが、 I:. Ila: 調整道具を知るよい資料と 合えよう。尚、 1,;Jじ形態の274-164(Y66)も

土器糊整近具と与えられよう。

〔装飾品について〕 （第274図165・166)

本調査において弥生時代後期前半の住居址から 2点出土した。 274-165はY104号住届址からの出土で、全面研

磨が施され、粒色のチャー トで、弥生人の緑色に対する憧憬趣向が窺われる。 274-166はYl02号(t居址からの出

ヒで、中心より上向に</J2 mmの穿1Lを1つ有し、 円板形を足し、全而に研麻の施された滑石製の有孔円板である。

〔台石について〕 （第275図172-184)

本調如こおいて、弥生時代中期後半一弥生時代後期前半の住居址の床面ないし 1し上に固定された状態で10点出

上し、殆どが他かに凹気味の平坦面をもつ扁平な河／瓜石で86Qg以上のrrcさを測る。よた、加工面や行しい使用痕
を有するものが少な〈、台石と認足するのに困難なものも多〈 、ここでは、 出土状態と形状・使用痕等の観察に
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よって抽出を行った。

形状は円／窮作mをうけた亜角礫で、序さ3.5~15.2cmを測る扁平な河原石であり、石質は主に安山的であるが、

275-)80は花尚岩である。

使用痕及ぴ付好物を観察してみると、使用而に擦過痕が認められるもの275-173(Y65)・ 174 (Y65)・175 (Y 

73)・178 (Y88)・ 179 (Y82)・180 (Y98)、敲打痕が認められるもの275-175、器面が磨滅しているもの275-

176 (Y78)・177 (Y125)・181 (Y78)、赤色顛料付消が観察できるもの275-172(Yl15)・173、煤付芹が観察

できるもの275-174・175がある．

以上これらの台石の用途は赤色頻料の粉砕 (172・173)、藁叩き台、粘土の練り台、踏み台、擦り台、紅物の叩

き台等に使用されたと考えられるが、出土位置・ 状態とも考え合せ、住居址内の空間利用を知る 1つの手懸りに

なると思われる。

〔石器用材及び石核について〕（第274図168~171、第276図182・183)

石器組成一覧汲（第63表）でも符取できるが、佐久において弥生時代中期になると、新たに料製石鏃・料製石

包丁等を作るため、薄〈剥れ、ある程度硬度のある用材 （粘板岩・千枚岩）が必要になったことが窺われ、その

用材を千曲川から入手したと考えられる。また石器の母岩が出土している住居址からは剥片・細片・砕片も多く

出土する傾向が窺われ、住居址の性格• 生活の分担化等を知る手懸りになると息われる。

石核の黒曜石276-182・183は共に周磁 (S7)から出土しているが、弥生時代の剥片剥離技術を知るうえでよ

い資料といえよう。剥片を取った痕跡は斉ー1生のない剥離面が多数残っており、ある箇所では縦長剥片跡であっ

たり、横投剥片跡であったりする。チャー ト276-184(表採）においては、 剥片を取った残存型態は 2極を布し、

略多角型の紡錘形を呈すことから、縦長剥片を取ったと思われる。

（羽毛田伸）

註(l) 鈴木辺之助『石器の碁礎知識[llJ石鏃の項より

註(2) 洒井 龍ー1985「6煤共・底製石包丁J『弥生文化の研究5 道具と技術IJ 
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第2仰 弥生悶代の、6料について

第59戎 北西ノ久促遺跡出t石器一覧表<l〉

樟Lll霞I} 咋 1直 石質
最)<.ft 最＊暢 履.k"J: 重 1

欠 IA状＂ Ill十遺情 傭 与
I• 畠） (.,,,) (co) (Q) 

267-I ＂閲ム饂 黒“石 2.1 (2,0) 0,4 i.n 片迫刺償欠 Y78 Na J 平、篇//,Ill(三角鎌）

267-2 打製石饂 黒Ill石 <2.3) <2.2> 0,4 く1,2) 先靖片追潤欠 Y89 U区l肩， 2層 l"l贔鸞冨饂、追青!Pl<.挟1)汲い．

267-3 打製石鼠 黒Ill石 2.1 l.7 0.3 0.6 完形 Y的 No12,IV区2層
凹基薫甚繕、逆刺円(.快n「U」字状に
憬い．

以1-4 打製石饂 黒＂石 2-4 1.8 0.6 0,6 It遥利欠 S 1.3 IV区1層 l!!1基篇エ饂、違馴絨（、挟り濃い．

267-5 打製石鎌 燻闘石 2.6 I 4 0 3 0.6 完形 S 13 Ill区 凹編に攣や甚や襟“い．逆．町先靖や郎や急鋭にく、 快り v, 1' 
状 収束する．

267-6 打製石艤 鳥" 2.0 I 5 0 4 0-85 売が Y73 No S 凹基傭茎縞．道fiやや鋭く、快りやや浅い．

267-7 ＂駁石 ・111, 鳥•W.fi 2, I 1.4 O.J 0. 7 亮形 S13 V区2層 凹菖爆茎ll.逆剌鋭く．快りやや浅い．

io1-s ＂製石鱗 黒IK.fi 2.、 1.9 0,4 0,9 充が Y66 Nn28 l!.'I属饒甚鯰，遥副やや鋭く，快り浅い．

267 9 n製石饂 鳥耀石 <2.5> (1.5) 0,1 (0,8) 
先靖片郭.1:・1111辺．
遵剌償欠

慣lll ~I-篇燻嘉饂,ll!»Iやや鋭く．扶りやや浅い．

267-10 打関石鎮 燻IW(j l.8 1.4 0,4 O.G 光形 Y70 II区 111凹曇やや綱茎l'.'I饂._、衰道面"凸や．や鍼く、伏り浅い．鼻

267-11 打闘，6饂 罵Ill石 2.1 1.6 0,4 0,85 片道鼻` 僅欠 S 16 VI区
凹蔦綱甚饂、況刺やや飩く、研＇）非賞 lこ浅
ぃ．

267-12 ＂製石鱗 黒糧石 1.8 1.3 0.2 3,5 充形 Yll5伽9
l!!J基●甚饂、逆9りやや饒く、決り非賞に浅
ぃ．

267-13 打製石饂 鳥耀:r, I .9 1.2 0.3 0.45 完” さ25グリ ッド 1!!l甚饒.!Iii.、迫＂やや“く、訣 'I作常に浅
,, ・

267-14 打製石饂 黒耀石 2.1 1.2 0.6 0.85 k逆-・僅欠 YID9 N区 小形五角附鎮.lllill鯖鯛状を旦す．

267ー15 ”製石議 鳥鳴石 2.2 D 9 o.~ 0 6 完 M Y7! 111区 変U:Ii,角JJt,(打製石“未成晶？）

267ー16 打製石織 嵐瑾石 <Z.1> く1.3) o.s (0.8) 閂脚船欠 YK9 I区1層 凹1i爛茎贔

267-17 打馘石饂 黒燿石 (1.8) く1.2) 0.3 く0,3) 閾迫利欠 DL62 凹曇傭冨“

267-18 打製石鐵 黒繕石 (1.3〉 くJ.2) <0.3) く0.3) 先灌．園囀船欠 Y77ぺ1レい内 薫碁II.

267-19 ff製石鰍 t---f く3.1) <2, l> <0,•5> (2,2} 苓昴.Iヤ碁部欠 Y7• IV区 凸基布芦ll

267-20 打製石鐵 黒•i石 く2.I) LS o.s I 16 茎師欠 YG6 Nol8、IV区 層ヽ ヰ基材甚饂

267-21 打製石饂 チャート <2.5> 1.4 0.3 u 兌躍、墓片郎遥欠9り` ＾トレ砂層 (l層） 平基;ff:,;銭．庸辺やや鱒儘状を呈す．

267-22 打関石饂 鳳II石 (Z,5) 14 o.s (I. I) 嘉郎先靖瓢欠 Y74 平鋭漏（打収冨東ll．. at辺やや 嫌で、先罐

267-23 trN石饂 チャート <J.k〉 <1.8) O.! <0, ヽ5)
先、贔糾、

それ グリッド 小凶平基宥茎鎌
）ヤj色剌欠

267-24 打製ゎ儡 鳥U石 (1.7) I.I 0.2 0.9 基郎欠 Y7S IV区1層 小聞平贔布峯鵡

267ー25 打製石饂 鳥'"石 <l ,9) I 2 0.5 <0.1> 先蝙欠 Y89 ll区］層 小製平菖有苓“、逆舅9飩い．

267-26 ”製石饂 黒IU石 <2.0) (1.9) (0.72) 兒形 Y93 IV区
＇ 
凹基布嘉饂．遥刺飩い．

267-27 打製石謀 黒Ill石 2.7 く1.6) O.G I 25 11・ 追利欠 Yll6如？
凹基村甚饂、剛必やや鰐饉状で、先靖で小
さ（（ びれる

267-28 打製石饂 黒II石 く1.9) <1.6〉 O.• 0.6 フ片，遺綱拿●欠●， S 15 N•2 凹碁布苓饂、躙辺やや鱚鯛状を旦す．

267-20 打製石鯰 黒Ill石 <2.2〉 <1.6) 0.5 <1.0) 基昴.17逆町欠 Y7l、M3 東凹基す布る茎．贔．＂辺上郡敗を有し．先靖で収

267-3Q 打製石饂 玄武岩 くi.Q) I 9 0,• (0.5) 基耶欠 Y91 N• 1 品飛行L鳩.贔鍼、〈逆先刺灌鍼郎<.に収Ill東辺す僅るか．に覧籠状を

267-31 打製石饂 1-~ ート 1.3 l.8 0.4 0.5, 先靖、長耶欠 S 15 No Z 凹を基呈す有．嘉饂．伐りill嘗I,:!!〈．傭辺鉗鍮状

267-32 打製石鰭 鳥IM石 1.4 t.2 0.3 0、25 兜” Y76ベルi内l層 小型凹基す有る．基瓢.1111辺鯖鯛状で、先靖で急
に収稟

267-33 tJ駁石鎌 黒耀石 1、6 1、2 0.3 0,35 完 n Y78 ヽl•~M東Uする．/i饂．罰辺鰐幽状で、先燐で急
に収

~G7-3ヽ 』I製わ饂 鳥耀石 1.6 く1.3) 0,4 0,5 片追9り欠 YG6 N~l9、 IV区 3 層 小閃凹基什甚紐．先蠣で小さ （＜ びItる．

267-95 打製石Ill 黒II石 <t.5> く1.2) (0,25> く0.3> 星鳩郎欠 Y74 Ill区2眉 小;,以を凹1i1す.ll-11'．甚織．道＂やや鍼<. llll辺剛鱒

267-36 打製石饂 黒Ill石 1.9 LS 0,4 0.0 贔嬌1111,~•ill!.fl,: Y76 I'l ヽ,,~l!!J基れ甚饂. fit'II震(.1111辺射繭状t
/i¥す．

267-37 打製石紘 黒Ill石 <t. 7) くI.I> 0,3 く0.3S> 贔鴫郎置、欠片心胴 Y9J N• 2 状小型を品凹す基．賓峯臓．追川やや畿く 、 躙辺鰤•

26?-38 打製石紐 鳥饉石 (U ) く1.8) 0 ; 0.5 
先渭．茎郎、

516 N• 2 小戯凹基村峯鰤.Ill辺やや鐵鍮状只吠．
片巡’’欠

267-39 ＂製石 II 嵐屑石 (1.8) 0.3) 0 3 o.s; 基嬬訊僅會欠片追剌 Y 115 N'12 小閃凹“布甚鯰．圃辺僅宥謹を且し．先鴫
に収東．

267-40 打製 黒1員石 く1.5) U,2> 0.3 o.ss 追 ！値．冨郎欠 YL04 I区 凹碁利嘉饂

267-ll 打製石鎌 黒罐石 <2,2) (I、3) <0,U く0,9) 片騨．先鵡昴欠 Y69 N区

267-42 打製石鎌 黒Ill石 (1.6) (l.3) く0.7〉 (I會0) Y閲 Ill区 （打駁石繊未成晶 ？）

267-43 打製石鎌 黒耀石 (I .4) 1、5 (0 5) (0.9) 先靖欠 Y78 IV区 平基綱基鳳

267-14 打製石饂 """石 1.3 0,8 り、3 0 25 閾1111絡欠 Yl11 S仄

267-4~ 打製n饂 鳥9ヽ石 (2,0) くI.S) く0,5) く0,4> 片鯛郎備残存 Yl26 II区

268-46 ＂＊製成石晶饂 鳥II布 3、1 J.3 0,9 2.9 S 10 V肌区1層 "圧釦1朧段糟で中止

268-,17 打未製成,ti晶饂 + ... ート <2.1) <I、2〉 0,6 くID Y11 I区 i, 庄馴朧紋隋で阪りl
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釦II章遺憎と遺物

第60表 北西ノ久保遺跡出上イゴ器一覧表く2〉

Iヽ凶置号 怜 1、打費 織大R 最x•• ft);,f'I 重量
欠 1員状 !I 出 ~,II I~ 償 り

(.,,,) (oo) (cm) (a) 

268- •8 打禾製成n晶饂 11111石 l.l 0.9 0,4 0,35 S 14 II[{ 

268-49 
打製石崖

/Iiiヽ石 く2.0> 1.6 0 G 1.45 つ16クリ 9 ド ！爾ill挿ff剥lltrllPIで納IU,
末成晶

2邸一団 ＂製 E鯰 T~ き <2.15> <1.15) n (1.3) 先讚H1.'. YGG No33 II区i眉 凹ふ先靖饒郎甚鯰内逆`刺気鋭u-(・• {JI. 1)浅い．懇1辺か
ら に で収求.'II'•しなし．

t68-51 贋製石饂 r-~~ <U> 2.5 く0,2) (¥.2) 刀郁欠 YIOO N● l 門属111,,Hg鋭く、 ;J決-'fLり~や布やす渭．い．訓袂り
に よる内1-l<l•rr,

Z68-5Z 膚製石絹 T・枚沿 (1.0) <I .9) く2O> <0.7) 靖耶欠 S 16 V区1層 凹母瓢る内遂11.剌2絨s.. (, 1長りややぼい• I飢快リ
によ の小孔を打す．

2邸-53 層製石饂
·~ 板壮

〈2,4) <1.9) (2.2> (J.4) 先靖H欠 Y74 No 6 門昌僅． 迫"―11:t'#し.Illり孔＇台をIJれJ状ャ．t旦t.
漏りによるrilll5u?l小

268-54 1●製石鵡 千枚竹 (3,4) く2.9) (2.0) (2.0) ／ヤ逆刺欠 S 13 IV区2層 11i凹袂基瓢りに迫よ削る純、（内．i快l21).ti浅Nい"1,小lllliiUL4鱗rす布．1. 

268 55 IIJ製石鵡 ,1.1rn <3.15) ( I,•) (1.05) 両●飩欠 Yl2• No I IJ.I快 l) による内托 く ~->の小りしを ;ff1",
先鵡郎.tRをなL鮎閲雙がを埜ヤ．

268-56 膚訓石饂 fb l~rt (J.9> (I, 7$) く0,2) 〈0.7> 間脚郎欠 VJU I.iii•H! 囀L辺を鱗~,frすす．, 11'1桟り1・よる内様IS●●の

268-57 
屑製6鵡

千枚り 3.4 2,S o.J 2.6 と23グリ>F 閃暫剌鱗次"で,,りI•,
人成晶

268-58 閃未製成l,品.. tlil~ 窮 u Z,4 0,G 5.6 '/.t!A< 綱唸鼻II鴫mrで'I'd・

2闘-59 贋＊製直石品儡 T• 校営 2.0 Z, I (1.3 1.9 Y87 IVI~ 膚ililJI膚ヽ'illC r,&J~ 

2⑭ -60 屠製石“ 帖板竹 <5.0〉 <J.4> <O 3> <2.7> Yl2• J区 閾山ヽ ＇層償 ,fff・"'嘱辺敲打が籍さ1してい
来成品 6. 

26ll-61 1111,l製l成石品鵡 I/it¥ 廿 6.0 1.7 0.6 s.o S 10 111区l111 漏辺IJflfllll~て中止．

祁862 111A1'1成石品“ 帖仮也 <3. I> <I.ff) く3,0〉 <Z 6> Sil IVl1' 剛辺敲tr~itl、 僅かに 11t層侑桟る．

268-63 噌製石“ 粘lh't 2.9 I-~ I 2 〇.7 YIOJ地2 I鮒!I.隕,a,茎Rr.lJt膚佼,.で巾止．
A成晶

2邸-64 IllA製成石品鯰 粘f凡々3 3.9 2.0 0 6 6.S さIAグリット 氏墨副絣Ill.傭辺妍唐'-~-で中 it-.

2槌ー紡 層製石“ 粘t'l'tl く3.4〉 (1.7) (J.5> <Z,3> 向鰤郎欠 し22グリ ッド 国面、 11111辺• I囀鯖lit-膚ii',Wで中止．
＊成，¥b

268-66 
/1J製打饂

tM~~ <2.2) <LO <3.0) (1.0) 問騨稀欠 V73 I l<l: I層 去．泉．萬鯛l、l絣鴫1ir骨で中止．;f<rlt. 品

268-67 
贋製石偽

ti, 椒労 ,.4 1.8 0.2 2.9 Y78 :ft. 轟，瀾鯛辺''I,郎研膚Ii随で中,1..
＿朱I~品

268-68 /II*製'皮石品鵡 枯板柑 2.5 I 15 o. 18 l.l ¥'69 N● 7 隋れ裏で出巾.止'1．i/l. 贔郁．平滑にIJIIII.!A<'IUJ 

268-09 lll""n贔 r枚け くJ.3> (2,2> (Q.2) <O. 7> 蝙部欠 Yl23 E区
鳩扶'Iの ）／終了1負,I,う IIの~1しを始

令必晶 めたOilで店IA

268-70 IllA製成打，i瓜h 枯板り} く30) <I. 7) (2.5) (2.0) 允 9ャ、，包片剛躙欠辺． S 12 I区1111 膚る快．りによるダイし~"ら既1員し,~と思/>II

2閲 71 石！貪 ++ ~ 5.• I 5 0.5 2.0 完氾 Y78 N• 2 峯僅綿かIにJ~『 V~ ,しT-、状lllに'l',!は~や. 迫fllll闊辺より
や漬い．

269-72 石付 鳳鳩石 LS l 4 0.6 1.4 兄形 Yli9隕乱 作閲断面甍彰を·~す．

269-73 石佃 黒..石 i.、 1.5 0.9 l.2 充 ltl Tl I区 不て鉤定郎u糾/¥・If)一青［に直靖から加工i胃嘘L
を作り 1:-t.

269-7• 6 飩 黒闘石 l. 7 く0,9》 くo.7) 鵜み郎f雇Hrf Yll5 Ill区 籠青！膚馘盲しい．

269-75 石饉 黒耀石 2 5 0 8 0.8 l.3!) 光 JI$ S 1311区1眉 I●状を且す．

269-70 石饉？ 女氏宕’ <2.、) (0 7> O.• (0.6> iii郁残存 さ25グリ ・.,f" l●状を公す．

269-n 石錐9 黒耀石 ~2) 1.2 Q.4 <0-9) 饂；ft~ 欠 S 13川ば1層

269-78 創，1，柑m:r,n チャート 36 2.4 o. 7 4,4 0172血1 刀l~IJdiJII加工·

269-79 糾片~Im石” 黒悶石 (3,ij) (),9) 0-8 3.5 長Ii 月幅A讃がじめら1しる．

269 的 創片f!All'ilt 帖横石 <LS〉 (l.6) <0.S> くI2> Yll5 II区 ＂辺加 Eが篇さIしている．

269-B1 剌片4間llilt ,,,~ 石 2.~ l.9 1.l 2 0 S 13 Vil区）肩 11Ji囮二"''以:Ii¥す．
270-82 膚駁石” 閃籍がt <II 2> <7 O> <3,5) <~81 6> 湯嶋船欠 YG9 N• ヽ 太＂が蛤観 IJ寮・でG岸t、基祁裏面膚絨が情しい.))

り る．｝）袖円JJ,

270-83 膚製心斧 閃鯰'r'l (?,4> (5,65> く3,0 (220,0> 基R~t.欠 YIIS血10 人℃岱ト蛤る．刃n斧、 刃郎僅かに）j!(tが観寮

270-84 層賛石斧 閃駄廿 (6 3} (3 5) く2.2) (73.4) 晶昴欠 Y7• No I 1)111! が偶Kf.,~ ,で~ 九刃で鉛}).陀m虞と11か1こ刃
毀 eる

270-65 層製石斧 閃餞沿 13 6 6.0 3.9 560.6 完形 YI切伽'3 太片凶刀鯰を}1つけ1'11/f'1Jm.健.ItJ出JRrnより讚破が!JI1l.~霰/!tでiさヤjるftl、． 

270-86 II製石斧 閃いむ IS 0 7,0 4.6 9岱 l 完影 MZ 勘 1 撹乱
太聞蛤刀T賛を駁石として111杓"'、1f!lll賓
畜し（、下郎膚減看しい．

270-67 膚製石粁 閃給柑 I• 5 7 .8 • ' 7 9公 5 完形 YlDl池ヽ
太型鯰刃石斥の刀節妍IIの9こn,刃部平tll
に11f膚．碁纏訊敲石として111-fillll,

270ー祁 膚賢石序 閃仕む 14 I 6,6 4.1 746.0 完彬 n~Nn7 疇太.U鯰'Ii靖刃石絹廊斧，，刃と郁し娩て損罵の利mため.])幅干俎1:11

270-89 膚製石斧 閃U柑 10 • 1.2 4 ,2 Sll.5 完 彬 DllO ZIii 人型蛤刃布斧のたlしlJWのとD,息基わ躍れ郡る研．層した11
敲.61:転用し る．

270-90 膚蟄ぷ芹 閃籟符 (4.0> <6.4> <• ,3) く2036) 碁靖綿穫(f Y9l II区攪乱 k凶蛤刃T:iK-

271-91 膚製b~ 閃Uや 11 0 6.8 1.9 229 • JI! Jlj VIOi Hn3 鵬饂平郎や片や刃打使斧用、＂JJ観郎窪やでやさ円る刃．でんる．刃罰、

271-92 Ill（関製郎6）岸 喰灰糟？ 9 1 s.,1 I. ヽ 139 4 完 影 Ya• -t:,J/',. 内 ¥1111i疇躙此lf'Ill層/t;~緯)1)石さtiれ1/1怜,て大刀い成郎るJt、．＂111冑+.liilJt.• 鱚属暉tUftlllで片中
27l-93 閲未製成石品"' 閃鯰柑 10.5 6.3 z. I 195 0 惰11!

271 94 膚贄n芹 佑椒沿 5.5 4.2 I 0 •3.8 完 ＂ Yl22地II 小閃鵬平片j),l... , • "'・))純円））で只属1!1111か
1こ彫らみし有
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鯖2簡 弥生,,代の石社について

第61及 北両ノ久保遺跡出上石器一覧表 <3〉

1'tll●り じ鳩 (j u 畿人艮 最＊暢 最人＂ • • 欠 I員状鰭 出上直情
(cw,) (n,) (.,.) (K) 

纏 肴

271-95 塵N廿，， .,,.,. ー ト 3~ u fi 0 9.6 寛 IJ Y82血 7
小＂●平 I¥JJ⑰ .)J輯僅か1•µ1.り、使用
による JJ,tヵ·•~ でヽbる．

271-96 鳥瓢廣製I.,岸 安ll11't J,9 3,Z 5 0 II 8 克 B 負ば 邑小U患●乎llM}JU膚帽岸ヵ、長）;-,-c-11辺と峯嶋
，諷察でさ る．

271-97 膚N≪'I' +,. — 卜 2.0 I.I 0、 2.1 売 u Y65泌！ 綸 Jヽヽ!l!•'l'r, 刃~. 岸、刃饂やや円JJ"-~農

271-98 膚闘石斧 tbli~ 2.5 1.5 0.6 sヽ 売 JJ Y9~Mill 11区 “贔,で,ヽりき鴫る平．Ii IJ石lfi.lJ郎僅力•1;刃nか諷

271-90 Ill関6芹 十ャート 3.2 1.0 .ヽ5 3.0 充" OT3表1:11 属F'lillf'lll切J頭属切り伎法を用いて
いる．

271-100 膚製石佑 Mli~ (2,5> (0,9〉 <0.5> く7.6S> t欠1ft Y70 II区
M(, トり肩 IJ'片JJ~. 公IJIIに陪nJfllll察で
さる．

m -101 Ill製石斧 チャー ト <2. 7> <3.2> <1 O> く8、5> 刃節僅IJl(f- YH No20 贔甲片>J1J"JJ~M更Ill虞が訊齋で書る．

271-102 膚騎石斧 鑽U賃El<&' <5 tl) <3.2) <l 8> くr,54) 
Ii刀郎.,~ 胃辺

の28グリ 9ド ■'ド片≫石，， I)綿）/ftfl111!Mでさる．扇郎．基嬬狐欠

271 103 膚製石斧 碩紗11 く4S> (3.3) くI4) <18 4) 片刃ー狐残（（ 良は 刀瓢躙平Aと息l>llる．

271 104 6むT 枯l'.l廿 3 g 11.3 7 S 47 I 甕＂ Y74 
層悶L関.SのIJI郎ヤぷ月や直や名織内？)彎只/気1'ぼ醜1-lの'U:｝ .lllllk'lによる内す．

271-10S “包T 帖ほ竹 <3 I> <3.7> <O Sl (7 3> U孔~/J純一籠 Y?ff虹 ·-の小~Lt'布
州(F し や 気片J)である．

271-106 rr闘石斧 玄吹き <8.2> <5 3> くI3> <83 S> 基節＊欠 衰ば
慣）J~'6'1tc L てfilm さ It/~可能性宥．”

瓢膚咸●i''・
271 107 打製石月’ 安山廿 <8.3} く5,6) (I 3> <93 5> 緬蟷闇．刀郎欠 YIぉ P3 f:1. .. lれ： 1>n. 躙辺冑“加上、 基瓢卜万

に使川鵬がIt$でトる．

271 108 打闘~ilf 安ilJ廿 <9 l> <5.•> <l 6) <98 G> 刀綿欠 S 9 II仄 帽＂ と息h/1~. 爛辺胃園加:r:.

271 I的 打製わ斧 安UJ'tl <7 8) <S. 7> 0 0 <75.、) 贔綿欠 Y66 No5 鴫平な石14をjl//11、])開層戴●しい．

271-llO 打閾石斧 £武竹 (19.~) く11.2) 3.• く261.7> 
基罐郎．刃郎一

Yl訟恥13 人'1!'111石鯵.$W,. ]}罰膚減曹しい．
郎欠

27L-l11 “製心芹 玄if.:¥l iu 10.s 3.J 715.5 完形 EIレンチ黒色上 -J<!ltn'製石悴J薗肝を~\t.:; ,mi潅雌り加
r.で膚識奮しい．

272-112 打製6斧 £武し1 <3 6> 5、5 (0. 7) <2l.2) 基靖l~lll存 Yll6 II区

272-113 打製6斧 玄武内 く3,ti) (4.5) (1.3) (27. ヽ＞ 基靖..~.. :n: Yl26 II区

m -114 打製石じ 帖ば内 s.o く7I) 0,6 （雑，0) 略＊欠 そ26グリ ッr撹tL 慣n伐石＂ （肩製{j包T未成品？）
． 

272 115 打製石＂ よ訳召 く2 .◄) (5 7) (0,9> <2'l.3> 鴫や残芥 せ16グリ ;•' 讚刃“石＂

272 116 MIiii層騎TiD 帖ほ竹 3.3 5 2 0 6 11.S 売形 S10 X区3層 11綿蛉薗IJIT(r,包T~威贔?)

272 117 鳥昴鴫閏石＂ f/;ll'l/ く0.6) (3 9) 0.9 く24.0) 片刀糾”存 VL25 IR 
J）郎片>Jで●直曹しい．打鯛石包1の11J翻
性＊・

272 118 打製S鵡 よ武け 10.3 4 7 <0.9> (•7.3) 贔嬬帥僅欠 Y73 No20 ~“・.. , })飴儀膚.4.fJ .. {j包1のIf総性

272-119 ~-,at,.1:,11 玄武" 5.2 6 I D. 7 3(),3 亮 B Y77 II区 剥片利Ill.JJ郎片面加.I..JJ!itかttC.で亀
る．

272-120 不出U~lt 玄武け く6.8) '5 1.2 <33. 7> Ml E区 創ltWII.lJ糾片曲加L、））壼が観鑽でさ
I る．

272 121 不定fj{j鯰 仄武内 3.• 3ヽ 0, 1 <10.5) Y II~IIば
＂＞；利叫月郎 ,r面加.L,刃壼がR集でき
る

272-122 1:ll!ff<illl 玄武廿 2.9 G,O 0,9 15,0 完影 Y 115 I区 ＂片~•fin . ;;郎孤状片直加工、刃駐か霰聾
でさら

272-123 不氾B石O 女武岩 • .7 2 7 0,9 11 7 完形 MJ置L ＂片 wn.JJ船片問面加て

272 124 1: 氾.,石惰 公武'it 8-Z 8,8 2,1 122.』 充形 Ffレン,.拡狐 Mlf利Jll.)/部汗間加工、刃収がU察でさ
る．

272-125 n製6詐 !M、¥'.t 7.4 5,8 2,4 107.8 完 u Y121 IV区 餞状.{/ff、RIIAIi'KJil力lld‘尖加り)J郎に向けて大さく
間さ、刃 r. で慶滅儀

272-126 ＂製 tjff 安山竹 7.6 ヽ8 9,5 36.5 完影 Y 126伽 J 壼飢lliく間l'.I然^面i利鳥川九．駁純からJJMにかIt):.
JJ 月 11¥Jlllilllll::.

272-127 l't 1fl “武け 9.8 IL.6 2 2 275.4 売’’ Y7I伽2 月瓢膚減Ifしい．何属6の嘱Ifil雇111111.

272-12ff ぼ鱗 安山内 く18.8> (8 7) (2 ,4) <7叩.9) “増I~');; Yi3伽1r.,16 
n然m りIll,J.f訊偏り，凸凹})で饉か1;ili
枷加L,鯛辺使"'虞 JJ節償力•Iこ ff.Ill籟．

272 129 既石 紗 'll <7,0> (3,3) <La> <33, I) 片胃辺欠 Y7ヽ n11 r繕石H,1111/l内冑躙）J状で、氏面凸

272-130 縁 4』 fj,'£j 5.0 (6,5) 1.3 (4•,3) t 久・ Yl28 計状園慎訂闊郷膚蠣lt訂l".f―冑で五さ州る竃員月状、●平、艮

272-131 既 6 tjl ff • .7 8.9 1, ヽ 76.5 完＂ そ26グIJy卜' 石包 r鳩石It、 冑,UJ~富閾刀状．

272-132 砥 :i.; W 廿 8.3 4 2 t.G 52 0 完 ’’ そ26グIJ1ド 分111状Pt1鼠＂塵ご．属胄鑽胃鑽U．内彎萬>ltl.,裏面饉
門状に

272-133 瓜石 ‘’柑 5.1 8.8 1.3 G6.8 売形 D152 
b~- 1様-utl、鴫平な1~•邸息,.円€
'11し、償かに閥刀状に層減．

272-)34 砥石 砂廿 (J.8> (6.5) くI2> （箕.0) ,.. 欠 Y18 IV区 u:iT撮石II.ltl爾l1J外鸞闘JJ状1:11馘．

Z72-13S 砒石 紗む 6.0 く6,2) I 8 (73 9> す欠 Y9I II区贋乱 1fi:包11T揖イ,It、小劇）形.!'i"llxl1J,ll'i員刃状
減．

273-136 砥石 紗も 6-0 4.5 I 0 35 8 完形 Y78 Ill区 ゃ＂包PlCr樟"-陳;r,．n~裏面々 面ぺ―咆膚l―月状状,にg●減沿し賓、や

213ー13? It 石 け廿 (8.9> く5.4) く25) (114 6> Y86 Nn• TI~T撮T:ilt. /¥'.. 薗閾刀状1こ層減．

273-1況 ば石 紗柑 (6 o, (4.5〉 く1.4) （ヽ90> 一郎9見布 Y 100 NoO 石やや~内T撮｀石気... ~q~/i釦員JI状に塵減．，凹，＂伏＇． 
気鰍'It閏aド坦．裏園やや

273-130 閏 6 i;, ft 4 i 7 .2 I Z 5(j 8 充 u の18グリ ッド
ti1l r撮tit)、北叫やや凸杖`―裏閲凹状、
/¥冑』平.Illと1141)状1:11減．

273- l•O 

““ 
紗き 6 0 .ヽo 8.0 24 0 完" V78 I区 惰円t-,,. M,. し、 躙,1J鷹滅纂しい．一日一面値凹状

にな 憑虞負観鑽でさる．

273 UI 
" {j 

紗情 5 8 8.7 1.6 77 7 完” YI08 S区 ftiil膚裏l"l訊状稟でで員0＂る膚．ft.fllfやや凸tl't'lrtll!
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氣Ill窯遺揖と遺物

第62表 北西ノ久保遺跡出土石器・覧汲 く4)

＂図書号 牡憧 石質
最人員： 履大輻 最k.'1 重量

欠偵状＂ 出 土 遺情 償
(om) (an) (anl < a) ” 

273-142 ほ石 ＂笞 く2,8> 2.0 0,4 <2、I) 略充彬 Vl21 IV区 屑状を見し． 合国1:111:lll膚債ftる．

273-143 証石 紗岩 5.2 2.9 2.0 48.6 亮形 Y91 111区 ガI主状を旦し 令flill~は研層債隕る．

273-144 碍石 砂岩 5.9 3.3 1.7 3,0 充形 S 10 II区2層 万饉刻9主状縄9を真限る．し．全面に恨研贋痕IJIる．表面

273-145 碍；石 罷心 8.4 z.s 1.6 39.6 先形 YIOOぬ47 繕し屯ててい樟る．1,1,;状穀面を問せf11し面、片II爛過面痕片付叫す~．Iこ屠減

273-146 砥石 砂沿 9 S 3.0 2 2 <58 3) Y73~o.21 U状往を｀し 僅便Ill血のら1tる．

273-147 碍石？ 爬沿？ (6 8) (3.9) くI6> <59.0 基靖懇欠 Y73 Nn19 日＆然．石を利!II.Ill面に舷M虜震が観察でき

273-lヽ8 近石‘ 砂竹 (5,4> く5.6〉 (1.3> (64.6) Y89 I区2層 111111. lllili績研Ill虞残る．

273-149 近石 紗沿 (!, 7) (4,4) (1.2〉 く18.3) 僅残"(f さ11グリッド 窪衰Iでll凹さ状る．に層減、優に火熱を9けに闊が諷

273-150 退石 砂也 (ll. l> 17 .2) く1.4> く181,9> DUO れ火熱良illiによlit~るf煤膚付虞嶋冒 い.,.,, 県さ砥石．

273-151 砧石 紗沿 (7.9> <9.1) く2,8) <258,2> 鳩半残(f わ17グリ "Ip 冒さば石．沢鼻山般1/t塵痕9員る．

273 152 “石 妙也 (8.9> く6.$〉 (J.8> <1•0.9) YG6 IV区l層 謁平置さ絋,1:i,貴暴園観i~lfl沢桟る．

273ー153 砥石 紗沿 11.1 5.5 3.5 271.5 完氾 YI04 1区l層 l!!I角傭状を用し、 4面1こ楓1月膚痕残る．

273-154 砥石 妙竹 (8.6> (6. 7) (7 .5) (329 5〉 YIOOぬ41 代国に数贔の割樟9見る．

273ー155 砥石 妙杓 <8.4> IS S (7,5> <866.8) Yl08 置きさる．ほ石．讚圃し 濁llilll!l:llf贋賽がti~で

273-156 “石 環砂牡 LO、5 ，ヽ0 3 0 184 0 売~, Y70 雨Ir/.石利!fl.鵡郎敲打籟が鵡寮でさる．

273-157 敲石・膚石 砂,,~ (8,3> 4.、 2. 7 (147.1) Y6• IV区 兌臓躙石罪平IJ．/IJ敲.打瞑., 畢過躙が訊察でさる．河

274-158 敲石 安山岩 13.8 5.3 3.8 423.5 充形 Ya7 靖郎＊敲打頓が讀駅でさる．河瓜石利用．

27• -159 駐石 戟灰屯 12.8 u 3,• 305,4 文形 烈ね 僅敲打賓n寮でさる．清瓜石利Ill.

274 ー 1~0 贔石 安山沿 7.5 8.9 7,0 685,5 完形 Fトレンチ爆色土 週り攣大のやJ凧石．

214-161 贔石 安山必 8 8 G 5 6,3 442.J 完形 慢採 隕り拳で大さのる111凧心r.鴻糾．敲打叡．庫過叡
観窪 ． 

27ヽー162 膚石("¥石） 安111沿 12.0 7.9 6.5 815-0 充＂ vos x.a 閾鳩t膚石と鮎石1:l'J利用．

m -169 搬人纏 紗竹 6,4 2.3 0,9 18.5 完形 Y 115 I'5 亦糀性巴綱布"'． '~ 渭．土DIii聾這具に使われた可

274-IG4 鸞人識 11,t!i情 く◄ , I> 2.3 0,9 く11.9) Y66 Ill区1111

27• - 105 鑽人朧 チャート 4,0 2.1 I.I 1'.5 充影 Yl04即9

274-166 :ff~Ll'l這 憎石 •.2 4, 1 0,、 13,85 光形 Vt02 恥 I Ill区 片快り. f剛園妍層．関薗恨••llt層

274-167 硯 帖仮岩 <3.3> <1.6) (l.7) <8.5) 片Ifの畠分贔9真4 た15グリッ r

274-168 I胄作製る石Ill饂材を 干-~も 3 9 • .2 0 4 )2.5 Y80 II区

214-169 
鴫製石観を

Iii板ゼI 9 7 0 2 S 7 ¥66 Ill区4層
作るIOH

214-170 
層製石贔を

粘tRJけ 7.9 11.5 1.7 214.5 YR7 I区
作る"'柑

27ヽー111 Ill製石集を 千牧廿 6.8 14, l 1.4 15~-3 Yl2ij枷4
作る用材

m-112 台石？ 安山~. 20,9 8.8 4,5 8的，0 YIIS炉繰石 祢色綱糾付着

275-173 白石 安Wtt 19.6 15.5 7,5 3400,0 Y65狐4 絣色顧料イf着

275-174 台石 松山岩 20.3 23.5 5.6 胡30,0 Y65 No• 煤付着

275-175 白石 安IIJ岩 25.0 22 l 6.8 Y73~1123 煤付漕

275-176 白石 安1l1!J.l 16.6 22.6 8,3 Y78 Nn14 膚馘集布

275-177 白石 花flllll't 2).4 15.3 4.5 2• 的.o Yl25伽15 加~r.t!A

275-178 台石 安山¥t 12,9 IS 2 5.1 1590.0 Y88 No6 膚濾箕布

275-170 白石 安山竹 19.8 23,0 3.5 1470.0 V82 Nol ,,~a::t土の讀門がり1り台りのよ町り龍出性上布し．ていることから

275-180 台石 花閾岩 24,2 沈，3 6.9 V98 No7 W区

275-181 台石 安lllrt 32~ 35.l し52 Y78 No8 

276-182 石慎 黒Ill石
一 一 一

801.9 S 7 No I 

275-183 石 r、鳥II石 601.2 S 7地 1

275-184 石は ＋ャート 87,6 毀は
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第63表 北西..1久保遺蹂住居址出土石吾組成一覧表

呈 疇 石 宝武涵.!BJまー舌 ii.l 世i 飯 君 チャート 千 l:t 岩 打豆安r鍾； 磨嚢石葦 患誓．石斧 打聾．石 斧 石 !,.T Sf :e. 型 1; 石 石そ <')~ 1
'r 萱布司ら喜巨紐Z 和昆；；；'ti:琴~i:-I琴・璃 I';- 梗言る嚢頑の i;- 萱布用祖裏つ六 便言る頭裂；の，， I未成品

七．＇ 厖石 芸
古再~にW,-エJ; ' 小藝平古翌玉 l心印 そ口 駐 匡 手涵：弓石ら 量き辺元i荘塵

且呂 顧 写

l~-i! 名 髯 母—石は 纏..... 戟 舌 凰~-畔、そ 頌 茸・石 広 ・酪 駁 号・碑 .. 弓・髯す 昂 后 豆頭 末主品 太空廷刃 ●そ斤刃 耳琴墨i累 .Ill 虹 r 奪 石
Yむ l ， 

' I • I I ”注中茫馘手

...-,sa • • 82 I ＇ 
』 I I I 捻生中其托査キ

'CU " 3 • j I ， l ~ 弼．生嗅話

'fi,iii • 8 

’ I • 1 
＇ ＇ 

j 但霙ゞ起g遷印「~峯号工

Yふ5 s ~ Al l B2 n貝岩I I ~ ~ I ， ~ 1 1. • ＇ 
＂埠：;:;i;::;:,. 軍 号....,~ 

'€Eli I I I ' I ＇ 
L I 六生蓑天！

'rf.! ~· j ' ' I ＇ 
ぞより塁月衣淳租ヤ．呑生中期縫.,:.

盲i5, L l I j I I l I 蒼竺中墾登手

T;I! 3 ~ Bl 1 ' ~ 1 I 1 I l 祐棧
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第3節古墳及び周浬

1)北西ノ久保2号古墳（第277~279図、図版 八十九・九十）

墳丘

第3節古墳及び閃渇

北西ノ久保2号古坑は、浅間火山の初期晶斑火山噴出物塚原泥流の流出による台地が、 湯川の決蝕によって形

成された2段の河埠段丘の間の南傾斜面上に所在し、標話は680mを測る。第 1段丘である南側水田而との比窃染

は3mで、第2段丘である遺跡の存在する台地上との比莉差は約6tnを測る。また台地上のほぼ中央束寄りに位

訟する第1号古坦とは約125mの距離を有する。

柑丘は、台地の斜面を利用して構築された、所!l'J「山寄せの古填」であるが、現状ではすでに崩壊しており、

往II寺の形態を全〈留めず、奥認の一部がわずかに露出している状態であった。

本古瑣は、昭和54年度の佐久市教行委貝会による台地上の確認調査の際に試掘調査が行われており、耳環・馬

具などが出土している。今回の調査では、台地の南部斜而の地形図作成、周溝確認のための トレンチの設定・掘

り下げ、土層断面図作成を行い、石室の遺存状態を確認し、実測 ・写ヰ禄影等を行った後、埋め戻しが行われた。

調査の結果、本古坦束側のトレンチより幅約2m、深さ約25cmの溝が検出され、周沌の可能性も考えられるこ

とから、この溝状遺構を本古墳の周渥と考えると、本古培の項丘は径15~20mの規模を有していたと考えられる。

また、石呈の南西斜面上に約1.4m・1.8mの築塊岩が2個並列して露出しており、当初南西に開口すると考えら

れたが、腑査の結朱、南東に開口する横穴式石室であることが判明した。

以上、本古坦は墳丘は崩壊し、石室の上部は大半が破壊され、さらに羨道と西側側壁は失われているなど著

しい破壊を受けていることが勾取された。

内部構造

石室の内部構造は｀南側に開口する横穴式石室である。石堅の上部及ぴ羨道は既に失われ、玄器の右壁も破壊

を受けており旧状を留めない。

奥壁には164X 110cmの集塊岩の大石1枚が使用され、石寇虹は自然石を用いた乱石積むで、左壁は120X105cm 

の安山岩の大石1枚と長さ約90cmの集塊岩と雉石安山岩の二石が平坦面を壁面にして根石として配されている。

右壁は既に破壊されており、側槌に用いられたと考えられる約40cm大の安山岩が散乱している状態であった。 ま

た、左虹には安山岩の小礫による衷込めが約1mの堀で検出され、裏込めの被覆には約40~50cm大の安山岩が用

いられた思われる。

玄室の形態は、右懸が破壊されているため明確ではないが、長方形を呈すると考えられ、玄室の中央部に最大

幅を有する胴張りがわずかにみられる。規模は推定で、奥槌幅174cm、最大幅234cm、長さは左墜残存部で264cmを

測る。主軸方位はN-30・-wを示す。

石室構築の使用尺度には、高麓尺 (1尺=35cm)、唐尺 (l尺=30cm)、将尺 (1尺=24cm)がある。本古坦

各部の計測値は推定値であるため明確ではないが、奥墜幅174cmと窃麓尺に近い数値（約5尺）を示しており、本

古墳構築の使用尺度は高麓尺であると考えるのが妥当であろう。

柁床は、地山を掘り込んだ後、 14-34cmの序さで暗褐色土 (2府）・明茶褐色土 (3層） ・賀褐色土 (4・5IM) 

を坦土し、さらに約10cmの厚さで、径2~10cm大の礫 ・ローム粒子を多祉に含み、枯性の弱い貿褐色土 (1屈）

をぺ＿スとして、その上に径3~15cm大の千曲川の河原石か敷きつめられている。棺床に敷きつめられた河原石

には、秩父古生屈の礫 ・花岡岩 ・閃緑岩など南佐久地方の産出による礫が含まれていることから、千曲川の河原

石であることは明らかである。また、本古墳が南傾斜面に構築されているためであるうか、棺床は南に向ってわ

ずかにレベルを低下させている。
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惰3節古壇）llF/.1漬

遺物の出土状況

本古れからは、須忠器盗・鉄製品・金銅製品 ・耳環 ・人'「tと多数の玉類が出土しており、大部分は石室内棺床

上か らの出 lこである ． 遺物は托墜中央付近に染中する傾向が認められ、特に —~-類はこの傾向が顕抒である。

須思器沿 (280-1)は左盟南端部棺床ヒより出土し、出上状況から本古項に共伴する安料と考えられ、本占墳

の時間的な与案を加える上で貨煎な資料である。鉄製品には直刀 ・刀子・鉄釘があり、直刀は右堕奥より283-

4、左駐中央付近より283-1・2の3点が出土し、既出資料として283-3がある。283-1は條を奥虹、刀部を左坐

側に向ける形で棺床.I::に水平に謹かれていた。刀和よ玄室内に散乱した状態で6点出土した。金銅製品には鵜目

金具 (283-21)があり 、283-24は玄室中央左既寄り、 283-21は左壁中央付近より 出土し金具 (283-24)・

た。耳環は 8点出土した。282 138・139・147, よ玄呈内より出上し、他はEトレンチ内より出土した。 この他既

出資料として昭和54年度に佐久市教n委且会によって行われた試掘の際に 1点 (282-144)出土し、さらに畑の
持主であり、 、射調査1:J-1の調査員である）t上行雄氏が灯IIの耕作中に2点 (282-145・146)出土しており、本古坦出
ヒの耳環は総数で11点である。人骨は玄坦内中央部よりまとまった状態で出上した。玉類にはガラス小玉・丸玉・

竹玉・棗玉・切子玉・ 勾玉があり、左盟中央付近より集中して出J::した。出土点数は、試掘時の資料も含めて、

ガラス小-£.94点、丸玉22点、 臼玉4点、秤玉1点、 ＇玉l点、 切子玉5点、勾lilO点を数える。以上、 これらの

出上遺物は、棺床上面より出土したものであり ｀概ね、埋葬当時の位社を留めているものと推定される。

この他の既出資料として、金銅製の匙 (283-22)、辻金具 (283-23)がある。以下、

て、本古墳の出上遺物について考察を加えていきたい。

これらの既出資料も含め

出土遺物 （第280~283閃、図版 九 トー ・九十二）

本古墳からは、 l:Cili器・須恵器が出土しており、その うち10点 （実測図1点、拍影図9点）が佼1化できた。

上師器の器種には甕があり、須恵粒の器種には甕.t{-・近がある。

280-11よ須恵器壺で、中央部が1日む環状のつまみで、内面にかえりを有する。天井部は丸味を帯び、

端部は肛線的に開く。開整は内外面ともロクロヨコナデが施され、天井部上位

は回転ヘラケズリ (7.J回転）が行われる。また、外面には自然釉の付芯が苔

しい。281-l ~ 9は須恵器甕の胴部）ヤで、外而に平行叩き、内面に円弧文様

が観られる。

ある。

この他小Jtのため図ボし得なかったが、七師器甕、須思粋杯が

一一

第280図
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第64表

北西ノ久保2号古墳出土土器拓影図

北西ノ久保2り古墳出土土な＆観寮表

ご
16111研
腎

成 Jj /J, び IJ JJの 特隕

'l•Mみの讚状のつtみヽ青tる, Mt輯1:やや

Jし鰊tM'ら,u鳩昴1ょ外反気止でかえりを宥1
る．

鯛

内）0 クロヨコナデが嶋さllている．

外）ロ'/0冨コ-1ヂが輪され、天汁駈Ii回じへ9ケズリ(,/直lり）
が讀さllている．

籠

・r
 *

 川転夷鯛u
fjo29 

外illに0£11糟の付着が薯しい．
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第Ill拿 遺鳩と遭物
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D ClD ClD aD 

21 22 23 24 25 26 27 28 29 80 31 32 
33 34 85 36 37 38 39 40 

◎ ~{i)@©®®@@@ 〇④ @ @R@⑤  R ◎ R 

ao ao <ID CJD ao CID CJD CJD CID⑰ ao <ID CID CID CID GD <ID GD CJD ao 
41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 

53 54 55 56 57 58 59 60 

◎ @R  R R ◎ ◎ R@◎  ⑨ R R ◎ G)R ◎ R c ⑤ 

① ao <D <JD ClD CJD cro ao aoRCID ao ao CJD ao <ID 
61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72

甲 74 75 76 77 
([) CID (]) 
78 79 80 

R@9@R  ⑥ @@◎  ◎ R ◎ (W @ 

(JD CID <lD CID OD CID <ID <ID CID <JD CD ⑪) CID <ID 
81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 

93 94 

Q@@◎ ◎ R@◎ ＠⑤  
①①  CJ) QD qp甲① 0① OD 
① ⑤ ◎◎◎  ◎ ⑤◎  @G 
① 中 QPcp① ② ① ① ①② 

>>~ ~:~,> 'lw..w"

⑮ ◎ ◎ ◎ ◎ ヘ
122 

已旦臼'" 巳"' ~'" 〗©.. 
訊賃凰言尺開
-c ◎ ＠ 

136 

0 '" 0 '" 0 "゚ 戸1・信2
-~ -旦旦

第282図 北西ノ久保2サ占坦出土玉ti・ 耳環突測図
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第283凶 北西ノ久保2号古墳出七金屈器実測図

鉄製品

鉄製品には直―7J. JJ子・鉄釘がある。直刀は完存品が1振、刃部）ヤ2点、茎部1点が出土した。 283-1は、全

長50.3cm、刃部艮41.5cm、最大幅2.9cm、茎部長8.8cm、茎部幅2.3cm、峰厄0.7cmを測る。遺存状態は悪く、刃部・

刃関を残さない。また茎部も腐父が著し〈旧状を留めていない。茎頭から1.2cmの位臨に目釘が銹箔している。ま

た、鍔は約 1/ 3が欠損しているものの、短径3.2cmを測る鉄製無窓倒卵形の鍔である。 283-2・3は刃部片で

あるが、腐蝕が若し〈 1日状を留めない。 283-2は鋒と考えられ｀残存長は各々11.5cm、11.2cmである。 283-4 

は峯部で刃部はわずかに残存するのみであり、残存長9.4cm、茎部長6.8cm、茎部般大幅2.0cm、鋒厄は関部で0.7

cmを測る。鍔と祖を装消しており、鍔は3.3X4.7cmの鉄製無窓倒卵形の鍔である。鎌は約1/2が欠棋している

が、幅1.5cmで、長径3.6cm前後の楕円形を比すると推定される。茎部に極くわずかに木質が硯察されるが、目釘

及び目釘穴は認められない。
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第65及 北西ノ久保2号古れ出土ガラス小 Ii一覧表

挿!<'I'll号
量＂ 最大昂

色隅 9'1Wtl 嶋骨 鳩日欝＇
最大憧 最大＂

色＂ ll¥iLta:U 儒 ・ゲ ,.!111臀り
R大fl 鰻大＂

色渭 11'1し状紐
(f/Jn) (M) (!Jn) （一） ば一） (oo) 

膚丹

282 I ,.o 2.2 冑給色 No13 282 33 I .0 2 5 NU色 NIL10 282 65 4 .2 2 5 青U色 No31 

282-2 .ヽI 2、、 育給色 恥M 282-$4 4、1 2 I 胄い色 No.qO 雑2-邸 4,0 2 (I 骨M色 Nn3J 

282-3 ，ヽ3 2.ff 胄緑色 池15 282-35 j ,2 2 5 胃緑色 Ho30 2~2 - 67 4, I 2 0 ＂棘色 No31 

282-4 4.0 2.4 青給色 N● 16 282-36 4.1 2,5 付籍色 N凶0 282-68 4.2 2 0 TI*)色 No3I 

282-5 、,3 2.S 宵様色 N•L7 282-37 3,9 2 2 惰は色 NnSO 282-69 4.5 1.8 n釉包 Nu31 

282-G 4,0 2.6 胄緑色 N•l8 邸2-38 4、O 2↓ 胃は色 N~30 281-70 4 I a ij 冑枯色 Nu31 

282-7 ヽ0 2 g 冑鰻色 No19 282-30 • .0 2 3 膏籟色 ~•30 282-71 4 0 u nn色 No31 

282-8 4,1 2 9 縁青色
t,llJJやや大 .11減N立冒0しい 282-40 4,0 2り 胄傾色 h叫0 m-n 3,0 2,J 'Ttl)色 NuSI 
111. 

祁2-9 3 D 2,4 冑鯰色 Nol渇 282-41 4,0 2,0 胄U色 NQJO 2り2-73 • .J 2 3 育＂色 Nu31 

282-10 4.0 2.4 青U色 NIIJO 282-42 4. l 2 I 胄い色 H叫0 282 71 ,1.1 2,5 青M色 Na31 

282ー11 4.1 2 3 青緑色 No30 282- ~3 ~-0 2 2 粁紐色 N叫0 282 7[i ~,0 2,3 青蝕色 廂31

282-12 4.2 3.0 胄鰊色 N<>JO 2R2 ·•4 4.0 2.J 冑い色 Na30 282 76 4,0 2.3 ＂れ色 N⑬I 

282-13 3.9 2.5 胄U色 N心D 282-45 4,0 2.~ 胄鰊色 NoJO 282-77 4.2 2.s 胄籟色 珈31

282ー14 4,0 2,8 冑い色 N必0 2A2一ヽ6 ，ヽ0 2,0 鯰＂色 隅濾No.奮qQしい 282-78 ~.3 3.G 墳11t色 "'1m,少'"ぃない
282-15 4.0 2.6 膏鯰色 No30 282- ~7 4.3 2.6 胄繰色 N凶0 282-79 4,1 2.5 漏Ill色 慮減No少3ない

31 

氾2-16 .ヽJ 2.2 青鯰色 No杖） 28i- ~8 ふり 2 7 腎繰色 N~30 282-80 4,Q 3 0 鳩柑色
廣減少ない

NdJI 

282-17 4, I 2.2 青鯰色 ぬ30 誂Z-49 •,0 2.G 胄紐色 血30 282-81 4,2 3.2 遁!It色 層滅N”u少し39ヽな1い

282-18 、I0 2.5 青鯰色 '"'30 幼2-50 4.0 2 I 冑緑色 郎30 282-82 く1,2> く2.1> 填柑色
半欠
NuSI 

282-19 4 0 i.o 胄縁色 N叫0 切2-51 4,1 2.4 青は色 伽.30 282-83 u 2 •• 青緑色 石閑内

232-20 3,9 2.3 青U色 N叫0 282-52 4.1 2-、 青繰色 Ho.'30 282- 8• 3.8 2 5 胃紐色 ~,NI内

282-21 4.0 2.3 青鯰色 池30 282-53 5,3 2.6 嗜1111色
膚減少ない

282-85 •. I 2.1 青蝕色 石隅IりN•30 

282ーZ2 3.9 2 5 冑U色 ぬ30 282-54 .ヽI 2.7 讀柑色
やや膚鍼

282 86 4.2 Z.5 T1絲色 石置内
NollO 

282 23 4.1 2.1 青鯰色 ぬ30 282 55 • .o 3.0 潰紺色 やや膚滅
262 87 4.3 2,7 行蝕色 石l11内

No30 

282 24 4,1 2.0 ~--色 叫 0 282 茄 .ヽo 3.5 膚紺色 -~ 翌をぃ 282-88 u 3,0 ,,, 怜色 石窪円

282-25 u 2.5 宵＂色、 ＂f4孔1•やや大 '"'30 雄2-57 4,3 3.2 濃紺色
やや層減 2B2-Q9 ,.o 2.0 宵繰色 石磁内N•30 

282-26 4 3 3,0 青鯰色 地30 282ー邸 4,3 3.3 鳴紺色
やや層漑

282-90 3,9 2,5 青緑色 b¥11内
No30 

282-27 4.0 2.3 脅1.t色 ぬ30 282-59 • .Z 2.4 胃U色 No.JI 282-91 4.6 2.G 胃級色
“＊さい
石内内

282-28 4.0 2,5 青鯰色 NolO 282-GO 4,1 2-6 膏以色 Na.31 2訪ー92 • . 3 3 l 邊lit色 ぶ~,！ し囀•中・減

282-29 4,0 2.0 賣籍色 Ne.JO 282-GI 4 0 2.5 青U色 N凶I 282-93 5,0 3 O 瑠J舅色 層;:滋ヽヽ

282-30 4.0 2.Q 膏杜色 伽JQ 訪2-62 4.J i.o 青U色 N•~l 282一94 4,9 2.~ 増J員色 "'ゃぅ,. ;.;. 
282-31 3.8 z. I 冑鯰色 N(,30 282-63 4,J n 青い色 N•31 

守孔往碍1.. 翡．霊さOAO,OSR閲
2&2-32 J.9 z.o 胄U色 伽30 282-64 4 0 u 青い色 Nn31 

第66吸 北西ノ久保2号古坦出土丸玉一覧表

挿図書サ
最大憧 最大序 置さ

色讀 ll'~l..ttU 償 鳩図書q
鰻大fl¥最大 虞さ

(llfu) (u) (11) 
肴

(flJ ..) c .. , (g) 色＂ r叫~o 蠣 与

282-95 11.2 a o 0, 1 湛鳥色 穿礼N面o使61H磨滅によ ')Ji・IIII凹気
昧．

2ft2-l06 8,5 4,9 0.3 Ill,鳩色 瀾彎北 令穿漏~,屈膚減j!,j讐ill1平L出い． 石富内
282-!)6 11.3 8.2 0,9 濠鳥色 穿1し111胄11f凹気味．伽10 282-107 8.0 5. 7 0,3 黒渇色

全11l1膚減膏しい．
ll'~L!liillllll平且．石置内．

282-97 8.? 1,0 o.s 溢黒色 守孔面Jャ面凹気昧,N"23 282-108 9.1 6.7 〇- ~ i襲黒色 Jll-¾L(IIJ平~l. 凹気'*、石良内．

雑2-98 JO.I 8.5 0.8 濠黒色 ll'lLllil潤団平l!l.No糾 282-109 11.0 8.0 0, 7 崖凩色 蘭守孔 穿孔引平ti!.凹気昧、石哀f1l,

282-99 8.0 5,9 0,3 黒褐色
全:111111鍼看しい．

胡2-llO 9.3 6.8 0.5 濯黒色 仔孔而罰面凹賛駿.o菖内．
炉孔面11111回平坦.No31 

282-100 8.9 6.0 0.3 黒鳩色 企穿孔直面膚減潤看国平し坦い．． 伽31 潤2-111 10 0 7.0 o.s 瀑鳥色 ijt~l.lli凸．凹ダ珠．石以内．

282-101 9-2 7.0 o.s 濠黒色 穿孔園1111割凹気陳.~•34 281-112 90 7.S 0.5 t扇鳥色 両ク孔 11'~1. 面岡jffi凸気舷、石裏内．

282-102 lO.O 8.2 o. 7 陽黒色 穿lL薗平l!l.凹択陳．郎35 雌2-113 9.1 8.3 0. 7 濱黒色 rJi!J碍牙2N'" 国ll)濁f面な凸形気で陳＂，件石， 'il:1111/flfl守北
門内，

is2-103 8.0 6.7 0.3 隅鳥色 亨礼圃凸9昧． 凹気験No38 鴎2114 9,5 7.5 o.』＇ 濁凧色 炉~Llii平俎．凹気•~. liUl内．

282ー104 9.7 8.0 0, 7 ／贔凧色 ”孔園膚団平Ul.伽47 狐Z115 8,5 5.3 0.3 黒鳩色

器面全凸1111只膚棘類減．著訳し缶隔いIR．I盈トレ転ン1'内
282ー 10~ 11.0 8.0 0. 7 湛鳥色 趾Id!l<2••l• し Rけな形気でMtll,trN. 叫全0面妍膚．穿孔 282 Jl6 10、O 8.2 0.6 漬111t色ill~ 園凸
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第67表 北西ノ久保2サ占坦出ヒ臼Ts.・管玉・切子玉・勾玉・出玉一覧技

~ ~ 
貫
色 ; z 重樺閃書サ ＂憤 m ti 量 !I'? し1tU 膚 身 清閲霰サ ＂憧 Ill Ii 員 C!l 11111 穿北状蝕 漕 身

lf'• I (..) (8) ＂ (,1●) (.) (R) 

282-117 □ Ii 膚 l』 13 0 G 0 14 グレー 1¥fA'I 
守lL面片面平I!!

磁ー128勾五 環 9員29 3 8.5 6、・t逍閉 I片袂北3.5(最人） 9孔量 1ヽ、ii. ~加：1111. 
僅かにl!!li¥P.l. 、• 1.5(最小） ている,Ms 7 

2J2 IIS 0 T 憎 IiIJ 0 8 0 0 g グレー
19/し間 19~1頑！ 282-1凶 幻玉 水贔 2R.O 10 0 S 2 遠明

片1員'/1.3,0(最大） 穿孔最小lll凹状に
flかに漢漏が． 創閾凹気棘．地26 ¢ー I 5(最小）割れている．ぬ8

2鯰一ll9口 -~ 虐も＇11.5 7 0 0 9 グレー !l'lLlll頃漏fJ
守孔面片面●L < 

磁 -130勾玉 鳴噴 乃.39 0 5 6 中逍剛
片慎us'霞：大） 拿孔最小薗凹状に

凹紐．伽2 gー 1.5最小） Milている恥22

匹 -120臼 ，F杓玉 8.0 4 5 0.2 曙ue.闘快り 穿孔iii片濁平t!l置か
磁 ー131勾玉 鳩膚 31 2 10 0 5,G キ逍剛

片IM..39芸 穿1し鑽小巖1!!l状
に

に凹気峰．石置内 I'• l 0 割llている．ぬ％

282 121 管］、ガ9ス I& 0 5 8 0-8 ゴ中ヽ還ヽ91¥1色1 f/Jl 5" 
力lt状を込す.1:; 

2a2-132 勾玉 環璃 31.5 9 0 7,7 t逍明 It!.¥北4.00((鹸最大小_）） t割旺れて狂いる匹．恥3I2こ
寇内 1-'u l 

匹 122霊干 ＂ 玉 17 0 8.0 1.4 ＂様色 I“叫袂●●Jl,2 I 55((最最小大）） 
エンクレス状十内を．出す． 磁ー133勾五 鳩渭 26.0 7, 7 • , 1 半遺:"1Ill'袂北3.05((最最9人卜）） '!1'1し霞小(lJl!!l状に
試い,;, 9●● l 劃れている 地37

岱2123 tll+Tt ＊贔 20,0 l• .O •-3 ,! "1 片fA~L3 5(最最大小）） 飲頭角傭を 2つ合 訊2-134勾土 ~I肩 31.0 8 0 • 6 キ還剛 片快北306((最11小大）） 穿Il1lしして最いヽFiる面.凹H加otl： /.1• 2 2( せた形 N<l5 "• l 

鯰2-12◄ 切干玉 ＊贔 13 S no 2.0 遭引 片'1•れ孔3520((最最大小：： 鎧鯛角饂を 2つ介 謁2135 勾五 膚 J員29.0 8 0 ~. I ネ遺剛 l片快4(.3,05((鐵最小Jr;)） 
0孔量,J,lif凹状に謂

せた形.N~23 ”一 l. nている．石璽門
lll2-Jお り子玉 水贔 28.0 16 B 8, 7 』剛 >¥ 1/tilA S5((最最小),.)） 

I$研攣e●fltt着.Cl 282 136 勾 1i鴫嶋 27 5 7 5 3.7 半遺剛 JIJ片快•ll,3I ,5(最大） &!flらnない．も
111 .. 2 ＂角●を： つ合せt;H, 1.6(最小）冑内

樟2-120IJJ(1, 水贔 260 16 S 8.8 遭囀 fl1; • l ~ l lA 1. 08 (( 最最J-小l ） l~Ufll• を2")ft-
祁2-137'J li. 珂墳 30.5 8.0 4 9 ＊遺閉 片慎孔30(最最大小）） 

9孔 JIM"I渭れ
せt: ~i. 石賓内 flJ一 1.0( てい6.鼠lllfレンt内

鵡2-127り1li ＊晶 25 0 17 0 1.1 逍聞 )¥ IA<し40(最綬小大）） 
~-- 2.0( 

I銭駁f11籠. 'をE;濱2つ内介
せた#I

几例 最最大大厚棧のの篇鯛所所、 l'切J了¥王.\IJは最1•大,,帽.勾． h. 棗上は最大長．

第68汲 北西ノ久保2号古墳出上耳環一覧表

環 重 I 見Iill ft 環 重 I ＂薗 u
挿図書り 最大" 惰 賞 l♦I刃●号 最 n 傭 倉

,~ 叫 (R) (Pf•) (Pf• ) (K) (!:Iー）

2$2-1鴎 30.0 25 5 7 X 9●●惰円形 や AH-.會張.~ I 282ー... 29.0 19. 7 6,5X8Nffl円形
優倉県の霰贄打、 讀化が朧しい.~聞トレン

＋内．

282ー139 29 S 24 6 6)(9H惰円彬 やや良好．含傾.N• 4 282-145 29.5 16,6 5,SX6,S●●楕円形 饉ftが1t,言1;檄しい．試爛トレンチ内．

祁z-uo雌.5 18.9 G.Sx 9 .. f-fllffJ fl'食隕の瞑鰭付、 讀化が慮い＇會 ~-6 Z/12ーU630.0 19.5 7 >< 9u情fllnJ
11金張の貫躇打、 鰊化が讚しい.~偲トレン

＋内．

282 IヽI28 6 28 S 7 X 9 ,_惰III形 fl、金県の償lf,f(、鰊化が檄しい.EトレM, Zll2 147 18.0 ~.5 • X 6uffl円” 優會張の属樗、鰻化が諏しい．可霊内．

282-1ヽ？ 28.S 16 3 6.5X7 5ー惰円彬 鎗化か中賞に讚しい• E トレ~. 282-148 18.3 5ヽ 3.8>< a .. 惰円u儘金県のII'(鵬付、績化力直しい．

282-1ヽ327 0 I• 3 6 ><7 .5一ltf'l~J 會張の償鱒打、績化戯しい.toトレ1,11,

刀子には283-5 ~10の6点がある。 283-5は杢部が欠損し、刃部長7.lcm、飛大幅l.lcm、峰厄0.3cmを測る。

また、茎のガ方側が刃部と同様に薄〈なり、さらに刃関のない片関の刀子である。 283-6は刃部が一部欠棋して

おり、刃部残存長4.9cm、荼部艮5.8cmで茎部に木質が残っている。 283-7は283-5と同様に刃関のない片関の

刀子で、刃部残存長5.8cm、杢部艮4.5cmである。 283-8は刃部の一部で残存長4.3cmを測るが腐蝕が若しく遺存

状態は極めて悪い。283-9は拒部で茎頭をわずかに欠投する。残存長は5.4cmで木質が残存している。 283-10は

茎部の小片で、残存長は2.5cmを測り表面には木質が残存する。

鉄釘は283-11~14・17の5点が出土し、そのうち283-11・12・17の3点には釘と直交する木目が観察でさ、

木棺を組み立てるために使用されたと考える。欠損品であり、残存長3~ 4 cmをillりるのみであるため全体の形状

は不明である。本古棋から木棺の痕跡は認められなかったが、鉄釘が出土していることから、箱式木棺が使川さ

れにと考えるのが妥叫であろう。

この他不明鉄製品として、 285-15・16・ 18・ 19・20がある。 283-18はわずかに内弯しており、円筒形を呈す

るものとも考えられるが明確ではない．内而には繊維の付沼が観察される。 283-19・20は幅約2cmを測り間平

で、直刀の破片とも考えられる。いずれも片面に木目痕の付刃が観察でき、鞘を装充して副葬した可能性も考え

られる。

金銅製品

金鉗製品には咄目金具 (283-24)と費金具 (283-21)があるが、いずれも緑錆の付党が秤しい。 283-24は鍛

造品で、径l.2cm、残存長1.0cmを測り、端部は玉紐状となる。 283-21は長径3.9cm、短径2.3cm、幅0.4cmで倒卵

形を兒する。以ヒの叩¥El金具・責金具などの刀装具が出土していることから、本古填に飾り大刀が存在した可能

性も考えられる。
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第川章遺構と遺物

耳環

耳現は既出資料も含めて総数で11点出上した。いずれも胴芯金張りであるが、 282-138・139を除き、わずかに

金張の痕跡を残すのみで酸化が若し〈 、緑錆の付井が抒しい。形状は総て正円形に近い楕円形で、断面形も楕円

形を呈するが、最大径2.7~3.0cmの大型品と約1.8cmの小型品とに二大別できる。 282-147・148は最大径1.8cm))tJ

後、瓜さは4,5gと小型品であり、また、 282-138・139は残存状態が比較的良好で規楔も近似していることから

各々に対になると考えられる。他の対応関係については、規模 ・遣存状態とも近似しているため不明である。

人骨

人骨は玄室内中央部より少伍出土した。堕マリアンナ医科大学森本岩太郎教授の鑑定によ り、女性の大腿竹及

ぴ歯であることが判明した。歯は総数で10本出土したが、部位の明らかなものは8本で2本は不明である。部位

の明らかな8本について鑑定を行った結呆、図版九十二で示すように右上第 1.第2大白歯が各々 2本ずつ存在す

ることが明らかとなり、 2個体の歯が存在することから、本古墳で追葬が行われたことは自明である。

玉類

玉類はガラス小玉 ・丸玉・臼玉 ・管玉 ・巖玉 ・切子玉・勾王が出土した。

ガラス小玉は総数が94個出土した。形状は径4mm前後のものがほとんどで、飛小は282-31・84が3.8mm、最大

は282-53の5.3mmであり、厚さは282-69の1.8mmが最小、282-78の3.6mmが最大で2.5mm前後が最も多い。色罰は

系 ・緑系に二大別され、さらに守系が濃紺色と瑠璃色、緑系が行緑色と緑守色の各々二種類に細分される。行

緑色が庄倒的に多く 78個、次いで濃紺色11個、瑠璃色3個、緑行色2個であるが、緑粁色の282-8・46は胄緑

色が窮滅によって変化したものとも考えられる。

丸玉は総数22個出土した。索焼きの土器に炭素吸充により晶色に仕上げたもので、さらに吸面は漆黒色の光沢

があり、 これは何に起因するものか今後の分析を待って詳細な検討を加えていきたい。径は8~ll.3mmを測り、

9 mm前後が最も多い。序さは磨滅の程度により4.9~8.5mmと多様であり、重さはQ_3g・0,5g・0,7gが各6個、

o.4 g • o.6g • o.sg • o. 鐸 が各1個である。このうち遺存状態の良好な282-105・113・116は阻さ0.6~0.7gで

ほぼ球状を呈し全面に光沢が認められるのに対し、 282-99・100・106・107・ 115は磨滅が著しく、 1fiさは0.3g 

で円筒状となる。 以上、損耗の度合によって概ね3形態に分類でき、球状から磨滅により孔の而が平坦となり、

さらに円筒状へと変化すると考えられ、また、これらの丸玉が一度に入手されたものではなく 、数回にわたり順

次入手されたものであると推測される．

臼王は4点出土し、灰白色の粗成の沿石製が3点 (282-117・118,・119)、暗緑色の豹玉製が1点 (282-120)

である。滑石製の臼玉は、偏平な282-117と全体に丸味を帯ぴる282-118・119の2形態に分類される。 282-117

は径13mm、厚さ 6mm、282-118・119は径11.5mm、1互さ 8mmを測るが、いずれも使用による庖滅が著し〈、孔の面、

片面または両面が凹み、さらに孔の形状も円形から涙滴状となっている。 282-120は、径8mm、1互さ4.5mm、砥さ

o.aの小型品で、 孔の而が磨滅によりわずかに平坦になっている。

管玉・棗玉は各々 1点出土した。管玉 (282-133)は半透明琥珀色のガラス製で、形状は長さ16mm、幅5.8mm、孤

さ0.8gを測り、断面方形の方柱状を呈する。穿孔は片面からであ り、孔径1.5mmを測る。慨玉 (282-134)は暗

緑色の砦玉製で、長さ17mm、最大径8mm、置さo.sgを測るエンタシス状を呈する。穿孔は両面から行われてお

り、孔中央で段が観察できる。 孔径は2.5mm・1.5mmを測る。

切子玉は 5個出土した。いずれも透明水品製である。形状は裁顕六角角錐を二つあわせた形で、長さ25-28mm、

飛大幅16.5~17mm、瓜さ7.7~8.8&を測る大型品の282-125・126・127、長さ20mm、最大幡14mm、瓜さ4_3gを測

る中型品の282-123、長さ13.5mm、般大幅12mm、頂さ2.ogを図る小型品の282-124の3形態がみられる。穿孔は

5個とも片面からの穿孔であ り、282-125を除いて下而の1しの周辺は袂ってある。 尚、282-125の孔の内而に朱

の付箔が観察でき、孔に紐状のものが通されていたことが愁定される。このように切子玉の孔に朱の付桁が認め
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第3節古墳及び固澄

られた例として、昭和50年度に調査の行われた、佐久市塚))j(古墳群内に所在する家地頭1サ墳出土の切 f玉3個
2) 

がある。

勾屯は総数で10個出土した。282-129は水品製で他は総て喝瑞製である。形状はいずれも古項時代後期滴な「コ」

の字状を吊し、長さは 3cm前後で材質による形態の差異は認められない。穿孔は10個とも総て片而からの穿孔で、

喪面は282-136を除いて孔の周辺を袂っている。尚、現瑞製の9個はいずれもあまり丁寧な研磨を施されていな

〈、比較的祖雑なつ〈りである。

この他既出資料として、辻金具 (283-23)、匙形の金銅製品 (283-22)がある。

283-23は、昭和54年度の試掘の際に出土した辻金具で、半球形の座にとりつけられた足金具である。鉄地金張

であるが、わずかに痕跡を残すのみで遺存状態は不良である。また、革紐を鋲留めするための釘が2本残存する。

283-22は、井上行雄氏が畑の耕作中に出土した匙形の金銅製品である。全長16.8cm、身幅4.7cm、柄部長11.9cm 

を測り、柄部にはわずかに鍍金の痕跡が認められる。

次ぎに本古沼の築造年代についてであるが、玄室内棺床より 7世紀後半とみられる須恵骰盗 (280-1)が出土

し、また、古墳時代後期のものとされる「コ」の午状を呈する珂瑞製の勾玉、後期古項のうちでも後半期のものに

多いとされる銅芯金張の耳環などが出土しており、築造年代を決定する根拠となり得る。更に立地・構造等を考

え合わせると、本古墳の築造年代は7世紀後半と想定することができる。

以上、北西ノ久保2号古瑣の立地・形状・ 内部構造 ・罰lj葬品についての考察を行ったが、最後にその成呆を要

説しておきたい。

1 本古坑は、台地の斜而を利用して構築された、所割「山寄せの古墳」である。

2 本占項の瑣丘の規模は、径15~20m前後と推定される。

3 瑣丘及ぴ石翌上部、羨逍部は既に破壊され、奥壁・左壁の一部が残存するのみである。

4 奥虹 ・ 側堕には集塊岩• 安山岩が用いられ、柁床には干曲川の河原石が使用される。

5 招本部は自然石乱石積の横穴式石屯である。

6 玄翌左堕に胴張りが認められる。

8 副葬品には、須恵器蓋・直刀 ・刀子・耳斑 ・ガラス小玉・丸玉 ・臼玉・管玉 ・棗玉 ・切子玉・勾玉などの出

土がみられ、左壁中央付近より集中して出土した。

9 玄室内よリ、 2個体分の歯｀及ぴ9個の耳棗が出土しており、追葬が行われた古坦である。

10 木貿の残存した鉄釘が出土しており、箱式木棺が使用されたと推測される。

11 本古墳の築造年代は立地 ・形状・副葬品等から 7世紀後半と推定される．

註(1) 佐久市教打委貝会 1980 

註(2) 佐久rli教百委貝会 1976 

『北西久保』

『家地頭1号古墳発掘調査報告円』

- 2~7-
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第Ill章遣槽と遺物

2)第7・8・9号周塊

遺構（第284図、図版九十三）

第7・8・9号周況は台地の南束端、て～ひー13-19グリ ッド内に位置し、第7号周祖が束側、第8号周湘が

南束角、第9号周沿が南側の斜面に而している。第 7号周浪と第8号周姐、第8号周浪と第9勺周洩はそれぞれ

溝の一部を共有しているため、 一括して記載を行う。尚、第7・8・9号周i且いずれも項丘は既に失われている。

またいずれも主体部は検出されていない。

第7号周¥呈は台地から斜面へ続く、南西側の第 8 号周過との溝の共有部分を江戸時代に造営された第 2 勺•特殊

遺構によって破壊されている。また、周況は北側へ至ると浅くなり、殻北部付近で立ち」こがって終息する。したが

って全体の形状はおおむね半円状を呈している。溝幅を含めた全体径は20m、坦丘径13.84m、溝幅2m-3mを

測り、北東部で飛も深く 60cm、他はおおむね20cm内外の浅い掘り込みである。周沿が東側の斜面部分まで巡って

いた可能性は蒋く、台地上に半円状の周視をもち、斜面には周湿をもたない円項であったと考えられる。

第8号周視は北西部にあたる溝が検出されただけであるため、全体径1am内外の円坑であったことが推測され

るのみである。検出された部分の溝幅は北側では2.5~3 mを測るが、第9号周棺との共有部分は0.8m~i.zmと

極端に細くなり、形状歪む。第9号周視を避けて築造されているようにも思われる。項丘端部からの掘り込みは、

26~52cmをはかり、溝底面は綬らかである。

第9号周湿は南側斜而部分が調査区外にあるため、全掘されていない。検出部分はおおむねは半円状を呈し、

全体形状は第7号周沿と同様に台地上にのみ半円状の周浪をもつ円墳になると考えられる。溝幅を含めた全体径

は推定で約16m,坑丘径約12mをはかり、巡結する三基の周湿群の中では飛も小型である。溝幅は1.2~2.0mを

はかるが第8号周視との溝の共布部分は1帽狭となり、 0.9~1.4mをはかる。項丘端部からの深さは8~54cmをは

かり、斜而に近づ〈 南側程、 坦丘端部の削平が激し〈なり、残存値も低〈なる。

第7・8・9号周渥の覆土は大雑把にみて一致する。このことはこれらの遺構が築造時代には遠いはあるもの

の、埋没時期はほぼ同時であったことを意味するものである。第 1·2~は黒褐色士をペースとしている。第 1

屈はパミスと貿色火山灰を多旦に含み、第2層は賀色火山灰を欠〈。いずれも毅土の最上層部に位置しており、

第1mは第 7 · 8 号周t皇の一部にのみ琵められ、第 9 号周渥にはみられない。第 3• 4層は霰下層にあたり、周

渥側面｀底面に密党する。いずれも黄色の砂粒を主体土としており、沼丘・周姐の崩落に伴って形成された堆積

土と考えることができる．

遺物の出土状況

第7・8・9号周浬からは弥生土器 ・石器 ・土師器・須恵悩 ・埴輪）ヤが出土している。弥生土器の混入が苦し

く、本周視の所産期を推定する目安となる土師器・ 須恵器呼の出土は少ない。

第7号周浪からは須恵器・埴輪片・弥生土器・石器が出土している。弥生土器285-,2・3(高杯・ 鉢）、286-

3・4 (縄文？）は裂土1府か、2府中からの出土で明らかに本遺構には共伴しない。また、 周泣南側の底面か

ら検出された焦曜石の石核275-182・183も本遺構との共伴性は薄い。本周氾と共伴する可能性がみられる資料は

周沿北東部の覆土1・2層中からの出土ではあるが285-1 (土師器壺）や286-1 (須思器甕）の2点と、坦丘

部表採の286-2 (埴粕片）の3点のみである。

第8号周渥からは所産期を推定する目安となる遺物が検出されていない．

第9号周糧からは土師器・弥生土器・石器が出土している。このうち、弥生土器と石器 (271-108打製石斧）は

木遺構の共伴資料とは甘えない。 285-4 (土師器坪）と285-5 (土師器柑）が本遺構の所蔀期を推定する資料

となり得る。 285-4は西側の設上第2層中、285-5は西側の覆上第2IM中と、束側の周沿底面に分布している。

（小山）
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遺物 （第285・286図、

図版百）
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第286図 第7・8・9号周泄/tit土器拓影図

弥生土器・縄文上器・石器が出七している。上師器には、胎土が到質の打段1-1緑の壺285-1があり、外面の稜は

シャープである。須恵器は甕の破片で、内面に僅かに行海波文が観察できる。混入遺物である縄文土器286-3は

杓利系、 286-4は加曽利系と思われる。第9号周沌からは、土師器 ・弥生土器・右骰が出土している。土師器には

坪・用があり、 285-4の杯は、外而に明瞭な稜を有し、内外面黒色研府された須）Y. 器模倣の杯である。 285-5 
の用は、口緑部逆「ハ」の字状に開き、端部で僅かに内弯し、飛大径は胴部中位にある bのの、口舷部径と大差

ない。以上、第7号屈澄の285-1の土師骰壺、 第9号／乱泊の土師器対などから、古填時代中期後半の特徴を有し

た上器と考えるが、 出土遺物が少ないことと、佐久地方における古坑時代中期の編年が確立していないなどから、

遺物から第7・8・9号周視の構築順を明らかにすることはできない。 （高村）
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第川童遺鳩と遭槍

3)第10号周浪

遺構（第287・288図図版九十四）

本遺構は台地の南西端、つ～は一20~28グリ ッド内に位滋している。 Y64・69-';J-住居址、第136・143・152号土

坑と重複関係をもち、これらのすぺてを破壊している。また、南側斜面上に位訳するため、外周の立ち上がりが

流出してしまい現存しない。また、禎丘は既に削平されており、主休部も残っていない。

周泊幅を含めた全体径は南北35.36m、束西33.84 m、償丘径は南北23.44m、東西22.88mをはかり、本遺跡最

大の周沿である。艮軸方位はN-3'-Eをさす。全体の形状は瑣丘形態、周視の外周の形態と もに方形状を呈して

おり、方項であったことが想起される。溝幅は束辺で約5.38m~8 m、西辺で3.36~5.36m、南辺で4.08~5.28

m、北辺で3.36~8 mをはかり、北東コーナー付近で大さ〈ふくらむ傾向がみられる。

確認面からの掘り込みは項丘端部からlltiJIIJすると、南urnが辰も浅〈24cm、西側が欣も深〈 104cmをはかる。掘り込

みの断而形は、墳丘部1111がより緩らかで、外周側がより怠傾斜である。底面はおおむね、平坦な状態で、北東側

は特に幡広い。

覆土は以下に記す4府からなり、プライマリーな堆積状況を示していると思われる。

第1屈黒褐色土 バミスと褐色土を含み、きめ細かい。

第1'層瓜褐色土 第1層よりも褐色土を多位に含む。

第2層黒褐色土 漆黒に近く、きめ細かく、パミスを含む。

第3fM 茶祁色土 買色火山灰と黒褐色土がまざり、粘性は弱い。

第4屑茶褐色土 第3層よりも焦褐色土の含有伍が多い。

第1・ l'・2府は黒褐色土をペースとする点で共通し、周浪内にレンズ状に堆校する。第3・4層は周沿の側

墜に密党して堆積し、構築土の崩落層と兄｛故すことができる．

遺物の出土状況

本遺構からは弥生土器・石器・土師骰 ・須息器 ・埴輪片が出土している。このうち、弥生土器は極めて多氏に

出土しているが、いずれも混入遺物と考えられる。図示はしたが、 289-11・12(甕・不明土~)も同様である。

また、石器も268-61(酌製石鏃未成品）、272-116(局部府製石器）、273-144(砥石）などが出土しているが本遺

構と共伴する可能性は薄い．

本遺構に共伴すると考えられる土師器 ・須恵器・埴輪片の出土伍は弥生七器にくらぺると非常に少ない。図化

した289-1 ~ 8 (土師器・須恵器）、 290-l ~ 3 (須恵器）、 291-l ~ 5 (埴輪片）は一応本遺構との共伴性が

強いが、ある程度の時代幅も有しているように思われる。

289-1 (土師悩壺）は周浪北側中央よりやや束奇りの底面に密沿して出上している。本遺構内では唯一の確突に

共伴性を竹肯できる遺物である。289-2 (土師器甕）・289-5 (土師器坪）は断而図D-D'からE-E'IL1lの殺上

第3恩中、 289-3 (土師器坪）は断面図L-L'からA-A'間の覆土中、 289-4 (土師器坪）・ 289-7 (土師器

甕） ・290-1 (須恵器甕）は断面図K-K'からL-L'の第 1およぴ3展中、 289-8 (土師器甕）は断而図A

A'からC-C'の覆土内、 289-9 (須恵器高台付坪）はH-H'から I-I'間の覆七第3層中、 289-10(須恵器

高台付杯）がJ-JIからK-K'の覆土第2層中、 290-2 (須恵器甕）はB-B'からC-C'の覆土第1層中から出

土している。 289-6 (土師器高坪）は昭和54年度の試掘調査時に出土したものであるが、検出グリ ッドが本遺構

覆土内に全面的に包括されるため、本遺構出土資料として扱った。

埴翰は小片のみで、特に集中して分布する箇所もない。 291-1がJ-J, からK-K'の覆土第1層、 291-3が

D-D'からE-E'の覆土第l~ 3眉、 291-2・4・5が本因洩エリア内のグリッ ド内から出上している。
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第70表 第10号周沿内出土土牲観察表

；り 闘檀 法量 成形及ひ ff形の特隕 潤 輩 憎 肴

占＂ 
14.2 最大抒IS馴籠にある．口縁船1i外反した1負上半 内）口緯瓢は慣位のハケノ胄望のI皇リコナデ馴闘U讚位のへ9 圃転寅綱A

2的 I
<17,6> 罪で昂曲し• .((I叉状に立ら上がり • Ill郁1よ球嗣 ：ガキが鶉されている． NolO 

状を旦する．隕郎かt,I!節上位に31f(f)債合真 外）口織瓢は:J:,•rt'、胴1!11はへ9 ヶズリの復．姐いへ,'ガ＾
壼 21.2 あり． が1iされている．祢色塗害（？）が鳩さILてい6.

i ; 
lifi:Uを凧する口縁船と考J.られる． 内・外1llといこヨコナデが纏されている． 絨片賓剛B

2ll9 2 (2 I) rv区3層

点~ 
(8.0) 内） +1' lill紘虞綱B

289-3 3.0 外）口辺瓢1よヨコナデ．体郎1a+位のへ9ケズ,,_帷疇なへ,! 謂区
ガ，，，が纏さ/lている．

: 品
(10.0) 口辺綿は内彎9駿に開 ~. 塵綿は儡平な丸島を 1-'1)鳳色鳩覗 ・ヘ,iガ代が嶋されていQ, 回転嶋創B

289-4 3.0 生する． 外）口辺狐1:liilコナデ“よび縦位のハケ9調整が1iされ、底瓢 XI区3層
はへ9ケズ'Iか輪されている．

存点
内）鳥e処糧・If文鳳ヘラ ミガキが讀さItている． 屈It.!翼偉JB

280-5 く2-5〉 外）0クpョコナヂの復、駈郎紺緑祁I;!ナチ閃聾がみらJし、此鶴 W区3層

(8.7) ヘクケズリが鱚さILている．

~ g 
(20 •) 口 j/J郎I~つまみ上げる憬にやや隋千である．檜 l'l)IIコナ，，，→体綿下＊にIllい槽位のハケ,1111整が讀さ1している． IIJI駄真員113

289-G 
(7. ヽ） 合郎に11割れ口より｀独立するホゾが川いら11 外）ヨコ-t-1'-偵い糾位のハヤ／鯛輩が鴫さILている． み43グリ ッド内M作土

,, と見われる． 文）内，外面1:vi~tたの•··文が戴されている．

ii g 
内） T寧なへ.,; 11~ が篇さILていo, 酋U寅尉B

269-7 <2.5> 外），，1位のハケノ鯛聾一蠣位のへ1! lfJtが纏されている．洲色 llば I • 3眉

5.8 鐵れ（？）が鴫さllている．

i 復？ 
内・外i11といこT寧なへ,tガキが鳩されていら． 四転賓綱〇

289 8 (1,5) 1 区・ II ~

(7.7) 亦色盪，，とjjまに瀑うがさ・

:; 貼り付け高台が竃さ,~ていo. 内・外國といこP71>ヨ::,ナチが纏されている． 飢転賓創B

胡9-9 く I8> VII区3層

10.0 

:a 
貼り付け島白が籍されている． 内・外聞といこロクロIIコナデが鱚されている． 励紐夷測B

289-lO (1.6〉 x区2/fl 
(8.8) 

＂郁 1がヤ位上方で鯖〈ム（らむ． 内）償位のヘラ ミガキが繕されている． 回転賃創＾

<16,0> 外） 141111下位に糾位のハケ，，調聾-Illほのへ,tガ，，が紬されて 狐21•25. Ill区3層

費 5,6 いる．
289 ll 文）頸瓢I:鱒Iii慣Ill'!'行織文 ()JI旬・＊飲不閉） 1f11罰上f/,;1:6+ 

（弥）
一組の●鳩酔下文と緯しに1l.d本一組の●緬液状文 ()J向

~:~ 月）が籍さnている．

炉f (4 3> ド・ナ・1状の突脅を中心に會散状，，，費覺を宥す 外）鑽位のへ'lガ今が籍されている． 峡片賓剛B
2卵ー12

る． 旧区 1層
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第291凶

また、本周泊内には大小様々な礫が多

第10サ周池内出土土器拓影区l

ミ

第10サr乱汎出上埴輪片実測図

に隈なく分布している。その多くは第 1附中からの出土であり、底面

からは浮いている。このような状況を見る限り、

3
 

1

日
1

これらの礫の多くは瑣丘の（＼：石となっていた可能性が強く、 墳

丘の崩壊に伴って周糧内に陥落したものと考えられる。
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（小山）

遺物 （第289・290・291図、図版

本遺構からは、

百）

土師器・須恵器・珀輪・弥生土器・石器が出土している．このうち実測12点、拓影7点を図化

した。弥生土器と石器については遺構の項で述べているように混入遺物と考えられる。土師器には壺・甕 ・坪．

窃坪があ り、須恵器には長頸瓶 ・甕 ・高台付坪．祉がある。

289-1・ 2・7は土師器壺で、 289-1は口縁部外面、明瞭な稜を布し、その上はほぽ垂直に立ち上がる布段

口緑部内面は段を有さず緩やかに内弯している。 外而赤色塗彩が施されていた痕跡が観察でき、漿ロ緑の壺で、

大径は胴部にあって球胴状を呈している。289-7の底部も外而赤色塗彩された痕跡がみられ、底部やや上げ底気味

で胎土の載察から、あるいは289-1の布段口緑壺の底部かもしれない。 289-2は有段口緑壺の口緑部の小片で

小形のものと思われる。外面の稜は凸帯状にみえ、

289-3・4・5は土Difi器の杯で289-3・4は小形品である。289-3は丸底気味の平庇と思われ、底部からクト

傾して立ち上がり、 口緑部に盛り上がりが見られる。内而には炭化物の付滸が認められる。 289-4の坪は器莉の

浅い丸J氏気味の平底で、

7
 

り

H
日
い
[m
 

O'1 

一

磁

）

び
羹
一

感19,

0
 

その上は外弯して立ち上がっている。

二、る、5

゜
(J : 4 I 10cm 

ロ籟部内弯しながら立ち上がる。外面底部付近ヘラケズリ、内面はややT寧な黒色研磨

が見られる。289-5の杯は内而丁寧な贔色研磨がなされ、底部ヘラケズリにより成形されている。

289-6は土師器の布杯で、杯部に明瞭な稜を有し、 ロ辺部やや外弯しながら立ち上がり、 ロ緑部付近内弯す

る．外面の調整はヨコナデの後、斜位あるいは縦位の祖い刷毛目調監がなされ、内面はヨコナデが施されている。

内外而とも放射状暗文が行われている。

289-8は土師器甕の底部で、内外面ともに丁寧なヘラミガキがなされている。

289-9・10は須恵器窃台付坪で、高台部貼り付けにより行なわれており、 断面角張っている。

289-12はドーナツ状の突帯を中心に、数条の突帯を有する破片で、開整・胎土は弥生時代の土器と同様な特徴

が見られるが、他に類例がな〈どのような形状になるか不明である。他に291-1-5は埴輪の凸帯部分である。

以上、出土土器には古墳時代中期後半と古瑣時代後期終末から奈良時代の時期差のあるものがみられ、第13号

周油と同様に、本遺構も古収時代中期後半に築造され、

れていた可能性が強い。

占憤時代後期終末から奈良昧代まで何らかの祭祀が行わ

塙 村）
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4) 第11サ周視

遺構 （第292位1、図版 几十五）

本遺構は台地南部の東側、 た一つー14~16グリ ッド内に位潤している。 Y68号住居址と頂複関係をもち、 これ

を破壊している。また、周泊北側は大幅な攪乱をうけている。

周浪幡を含めた全体径は南北8.44m、東西8.84m、墳丘径南北6.76m、東西7.04mをはかり、本遺跡では骰小

規楳の周泊である。全体の形状ははほ刊形を呈しており、円墳であっことが推測されるが、瑣丘及ぴ主体邪は既

に削平されている。

溝幅はo.sm-1.om、没丘端部からの深さは17cm~26crnをはかり、全周はせずに西側に幡20cn1程の開口部を設け

ている。断而は項丘部側面は緩い傾斜で立ち上がるのに対し、外周側面はやや急な立ち上がりを示す。 底面はゆ

る＜洲曲している。

覆土は以 ドに記す一層のみからなる．

第1/M 茶褐色土 ローム粒とパミスを含み、粘性は弱〈も ろい。

遺物の出土状況

本遺構からは弥生土器・石粒が出土している。弥生土器の破片は磨粍した破片が比較的多 にみられるが、本

遺構の共伴遺物とはなり得ない。また、 268-62(庖製石鏃未成品）も南束の周 7,~\毅土内から出土しているが、

れも混入遺物であろう。

上師器・須恵器は全く検出されていない。

こ

この他、本周湘内にも大小様々な礫が分布している。分布の傾向は周湘底面に密洛するものは少なく、底面か

ら5cm内外浮いた積 l:中から出土するものが多〈、特に東側に集中して分布する。

っていた可能性が強〈、項丘崩壊に伴って陥落したもの と息われる。

遺物

先述したように年代を推定する目安となる遺物に忠よれず、時期決定は難しい。

これらの礫もt1t丘の構材とな

（小山）
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等Ill攣遺情と遺曲

5) 第12号周泣

遺構 （第293図、凶版九 I・五 ・九十六）

本遺構は台地南部の西端、せ～つー11ー14グリッド内に位置している。遺構の北東部を横断する第2号溝状遺

構によって破壊を受けている。墳丘及ぴ主体部は既に削平されていた。

lT側は未調査の斜面部分に関わっているため、本局湿の全容を把趾できたわけではないが．斜面では周沿が終

息する可能性が強く、大体の形状を知ることができたと思われる。周渥を含めた全体径は約15.Sm、瑣丘径は12

mをはかり、おおむね半円形を呈することから円墳であった可能性が強い。溝幅はl.44m-2.96m、深さ24-59

cmをはかり、断面形は緩やかな立ち上がりを示す。 囚泣内側の側面には2-3段に礫が積み上げられてお り、石

垣のように竪然とめぐっている。覆土は大略三層からなり、プライマーな堆積状態と考えられる。

遺物の出上状況

本遺構から検出された遺物は弥生土器が主体を占め、土師器・須恵蹄はいずれも細片にすぎないが、年代を決

定する 目安とはなる。いずれも殺土内からの出土である。また、鉄製品306-1が中央部から出土している。（小山）

遺物

本遺構から出土した土師器 ・須恵器はいずれも細片のため図化できなかったが、口緑部「く」の字状に外反す

る上師器甕片があり、古項時代中期と考えられる。 （高村）
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第3節 古墳及び周憧

6) 第13号周涅

遺構 （第294·295図、図版九十六 ・九 I廿~)

本遺構は台地の中央端部、い～けー16~22グリ ッド内に位沼している。北西

側の一部は未調査区にある。 Y87・ 100・103・ 107・ 123・124・127・128号住居

址と菰複関係をもち、これらのすぺてを破壊している。

形態はI剖渥幡を含めた全体径が南北28.48m、東西28.16m、墳丘径南北19.84

m、東西19.84m(推定）をはか り、おおむね円形を呈する。従って円坦であっ

たことが想定されるが、墳丘• 主体部は既に削平されている。

溝幅は3.2~4.Smをはかり、北東部およぴ南束部が若干細〈なっている。深

さは憤丘端部から計測すると39~88cmをはかり、南側が北側に比ぺて深い。

断而形は底面がおおむね平坦でなだらかな立ち上がりを有する。

A
1
 

ム~

鵬1 黒Ill色上層 ,~ 性は蒻い．
さnm<.紗uを少凰tti:,,.
2 晴褐色土層 帖性Ii討い．
紗質でサ9サうしている．

9 , や研 1,m

第295図筍13号周涅内VI区土
坑実測図

北束部の外周側の側面は長さ2.9m、幅2.5mの半楕円形に削り出されたテラス部分を布しており、また、周i印束

側の底面には96X64cmの楕円形を呈する土坑が掘り込まれている。深さは22cm、断面形はU字形を呈する。土坑

内覆土は二lrlからな り、第 1/~が屈褐色土、第2陪がII軒褐色土である。覆土直上には平安特代須恵器坪296-4が

ロ緑部を地上に密箔させた逆位の状態で検出されている。供膳されたものとも考えられる。

周泊内毅上は大略三屈からなりプライマリーな堆積状態を示していると思われる。

遺物の出土状況

本遺構からは土師骰・ ク頁恵粒 ・弥生土器・石器 ・ 鉄製品 ・ 羽口が出土している。このうち、弥生上器• 石骰は

本址の共伴遺物ではない。図示した296-8・9 (甕 ・高坪）もその例外ではない。上師骰・須恵器の分布状況は

比較的南側へ集中す傾向がみられる。 296-9が断面凶B-B'の西側の覆上第2層、 297-2・3・7・8・12・ 

13・14 (須思器）がB-B'からC-C'間の筏上第 1・2屈、 296-1・7 (土師怜・須恵器）、 297-4・6 (須

恵器）がC-C'からD-D'fUJの覆土中、 296-5 (須恵器）、 297-5・10・ll (須恵器）がD-D'からE-E'間

の覆土中から出土している。また、北側からは296-2・3・6 (土師骰 ・須恵器）がE-E'から F-F'間から

出土している。埴輪片は 2点のみで、 C-C'からD-D'間と耕作土中から出土している。金屈製品は306-5 (絞

具）がA-A澗西側の覆土中、 306-6・11 (金胴製？釣針・餃具の頭）がB-B'問西側靱土中、 306-7 -10 (角

釘）がE-E'からF-F'間の殺土中から出土しており、 地区不明であるが306-4・ 13 (鉾 ・不明）も稜土内か

ら出土している。また、 306-3 (羽n)はA-A'からF-F'間の覆土中から出上している． （小山）

遺物 （第296・297・306図、図版百・百二）

本遺構からは、土師器・姐恵器・弥生土器 ・石器 ・金屈器・羽口が出土している。

上師悩店杯は図示し得たのは 2点であるが、その他、脚部が3点あり計5佃体は出七している。 296-1・2と

も柱状になる脚部で裾部大きく開く器形を店している。 296-3の土師器杯は口辺部屈曲して外反しており 、古墳

時代中期にみられるものである。 296-4 -6の須恵器坪及び高台付杯は、いずれもロクロヨコナデ閥整がなされ

ており、奈良時代から平安時代初照のものと思われ、また、 296-7の大甕は胎土の観察から地元産の可能性が高

〈、初期須懇器ではないである う。 羽口はガラス質の先端部破片が出土している。

金属器の306-4は鉄製鉾か整か漁具の可能性があ り、 306-5は鉄製紋具、 306-6は金銅製？釣針、 306-7 
（しJ,で）

ー10は鉄釘、306-11は鉄製紋具の頭か霰金具、 306-13は鉄製品であるが品名は不明である。

以上、出土上器には古墳時代中期後半と奈良時代一平安時代初頻の時期差のあるものがみられ、本遺構は古坦

時代中期後半に築造され、平安時代初頭まで何らかの祭祀が行われていた可能性が強い。 （窃村）
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第Ill拿遺情と遺物
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7) 第14号周視

遺構（第298図、図版 ）し十七・九ヤ八）
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第3飩 占墳及び閃沿

第71~ 第13•,;· J,!J況内出 I:.土粋観察及

= ij U檀 fi: 量 成 u 凡び D tj の特 l1'l 躙
＂ 

嶋 ，， 

*: 
ll. 状を出し、“綿と＂間の棟合には r,;立「る-~ 内）慣位のへ9ケスリ一編位のナデが織さILてい4. Iii艦貨員U

2閥ー1 <6 S> ゾが用いられloと思ヽ ＞れる． 外）鑓位のへ9ミヴAが輪さnている． Vil(ベ／り H内

ば節1:n郎の浪合に11Hlf/するhゾがmいらH lり）慣位のへ9ケズり、 JjJ. ひナテが馳されている． 団転夷直U

296-2 じ<8,0> 
,, と息，，れる,rjl央に外澗より嶋さIll,焼成罰 外）＂位のへ~<ガ斗が嶋さ 1l.ている． VIIばペル トI'!
の中礼急中の凹みがわら．

i 
(6,8) 内） n縁綿に3コナデ．胴絹にナデが躙されている． “片貨隕り

296 3 
(3,9ヽ 外）口給郁1こヨコ-rr.胴郎に1テ-□械船から鯛部IHIいへ9 VII区ぺIL卜l'i

：ガギが鯨されている．
(6.8) 

i 
14 ,2 口辺HUI勺竃気双に関（． 内・外面と I,,~ロク〇ヨ ::,jテ (Ir.趾転）か輪,11.。~\懸1』 n11転 売全貨債l

2!l6 4 4.1 糸切りのll. !~ill訊I!へ9ヶエリが崖さILている． N~2 
G 0 

着:,4; 
高＂が付いていたと彎えら ILる． 内・外面といこu?.,ヨつナデ.r&節1:回転糸切りか輪さILてい 罰転貨劇lj

200~ <I. 7) る． VI区1111
7.0 ， ;、

l"I・外Illといこ"70!Iコナ"'・ 既郎IJへ9ヶズリが纏さILてい M転賓鼻8
296 6 く0.9> る． VIIL'.C 

(6.0) 

内） Rig以上にロクロヨコナテが籍され、韻糾以下に1,さえ虞が 贔I\·~ヽ曹8
繊聾できる． N•S, l({I層,IV区

JR 
外）隕郎1こロクロヨコナデが纏さ/¥, IMIIIIIが.,~聾駐蠣が力令I

296-7 ! (14 5) の-Fl:観寮で~o,

文） U織籠上位It2 -3本のへ9播讚定ギ行械文が纏さIt、その
中間Ii7 -11本の囀Ill渥状文で燻められている．

小辺のヒ＂である． 内）胴皿巾位1:憤位のハケ，，調誼→ナデ、下位から庇綿Ut!(りの !Ill転洟轟A
ヽヽケ／綱聾一憎位のへ9 ミガ，~が雑されている． JV区

復 外）＂郎下位から瓜狐 1こfl位のハケノ隅肇ー紺位のへ9ミガAが
200-8 <8 0) 

鱚されている．（祢）
I 8 

文） 4 本一』りの朧1贔渥状~ca訓り）が rから上へ籟されている．

』）

（泣 01 M郁は内｀気峠に開さ、l+Rい:8'謁の,.ti-にll, 内） I'!¥色1111'・慣位のヘ..,ミガキが籍されている． 皿転寅~lfl

296 9 < 8 9> 綱に鳳1'l> ホゾが川いらll~ふことが馳贔より曹 外）噌色虞乃・糾位のへ,.ガキが籍されていら． Vば E区
えら/Lo,
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に• "1!l介し

2 汎褐色土層 11,11はれい．紗l~.h体で．
Ill褐色 1を少景含,,

3 ~111{!!.I肩 II, 竹IJベ・ゃ!l< . し.l1/IJ. 
1よ）泣い褐色L主体で
貿鳩色-11.JIJl/i.t ► lili~介ti,

4 ぶ鳩色」膚 11,11は3よりUilヽ, 31こ砂
Nがし崖に,rtしる

第298図 第14り周沿実測図
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鯖111軍遺鳩と遭物
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第299図 第14号周禍出土土料英測図

本遺構は台地の中央部やや束寄りの、うーかー 9~13グ

リッド内に位置している。 Yl05・106号住居址、第7号

溝状遺構と重複関係をもち、これらを破壊している。

憤丘•主体部は既に削平されている。
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第300図 第14サ/;rJ沿内出土土器拓影図

周涅幅を含めた全体径は南北14.4m、東西15.04m、坦丘径は南北11.12m、束西11.44mをはかり、全体の形状

はおおむね円形であることから円瑣であったものと推察される。

溝幅は1.osm ~2. 36mで北束部が最も太く、北部が飛も細い。坦丘端部からの深さは33~57cmをはかり、断面形

は丸味を帯ぴ、緩い傾斜で立ち上がる。

覆土は以下に記す四屈からなり、プライマリーな堆積状態を示していると思われる。

第1層 焦褐色土 きめ細かく、粘性はやや強い。バミスを多且に含む。

第l'屈 贔褐色土 第1層にプロ ック状の焦褐色土が加わる。

第2層 炭褐色土 粘性は弱い。砂粒主体で黒褐色土を少量含む。

第3層 茶褐色土 褐色上主体で賞褐色の火山灰を多伍に含む。粘性はやや強い。

第4府 茶褐色土 粘性は弱く、第3JBに砂粒が多量に混じる。

遺物の出土状況

本遺構からは弥生土器・ 土師器・ 頒恵器が出土している。弥生土器の混入が存しいものの、本1剖渥からは比較

的土師器・須恵器の出土玉も多い。完存品は 1点もなく、すぺてが周泣底而から浮いた覆ヒ中に分布している。

おそら〈、項丘部に供膳されていたものが陥落したものであろう。分布の傾向は周泣束側に比較的に集中し、299-

1 (土師器甕）が南部束寄り、 299-11(須恵器述）が束部北寄りから出土している他、 299-6・10 (ヒ師器麻
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第3罰古墳及ひCl,',!澳

第72表 第14サ周磁出土土柑観察表

; ~ 怜H It. 量 成*' 及 I.F t》形の特徴 綱 鯰 膚 賓

＂ 品
綱郎IJL/1胴状を只する． 内）慣位のへ9ヶズ＇）が篇されている． liil転夷劃〇

2!l'.l-l <IS •> 外）へ,'fズリが籍されている． N~4 . Ill区

復 6 0 

品= 
(II 2) 0縁仙tr (Jの下状を1i1する． 内・外111といこヨコナデが纏されている． 霰片賓割〇

299-2 < 7 .9) IV区

品I 
底lllll!l負からllめたと息われ、'''*"/J'ドーナ 内）い位のへ9ヶズリが纏されている． 1JJ転寅綱B

2~- 3 (2.9) ッ状1:1!'1し． 外）樅位のへ9ヶズリが萬されている． IV区

5.6 

(11,2) 畿大iiは口縁節と謂糾上位ではぼ等しい．慮郎 内）U綸lllli ヨコナテの植｀岨位の疇文凰 t ガキが篇さ ／し鯛-~ 回転襄躙13

品鯰
< 7,6) はん底,0縁11111:11勁•（外反し． 嗣瓢から鼠飾 上位に糾位のへ9ヶズIJ、馴郎中位以下にはナデが輪されて 血2

299-4 は半rり状を出する． いる．

I~ 外）1]縁ヽれから鯛鵬中位1』:,::lナデの位縦位の峰文、＂邸以下
はへ9ナデが綸されている．

I 
(1•.0) 口織郎1よ磁か（外反する． 内） 3コナチの1贔，縦位の疇文凰'IIキが纏されている． "'I¥賓綱U

函 ー5 < 4 6> 外） 0縁"は9:,ナ，，，が亀さ几その下位は9負い讚位のヘ.,,ガ 1区7?.I:、b噂されている．

品＂ 
(16,4) l(.ft61ょ外憤H『し、 /)ずかに内彎して闊(. 内)11 ::1-J1'. n位のハヶI調聾の復、晴文が鴫文さILている． 固駅寅割(J

299-6 (• 5〉 外）糾位のハケ9胃聾とヨコナ，，，が絨さiしている． Ill仄

; 

点i 
IIIIUl:'f'郎，，，債合にIJJ鳴立するホゾが用いらIt 内）年01;1ナデ、 Nlll!f;t縦位のへ9ナテが纏さ1している． 回に寅創B

299-7 
(7. ヽ） たことが．麟園より号えられる． 外）が瓢ll観位f/)ナデ．＂艇は謳位のへ 9ミII.Ifが織さ/¥てい JVば

る．

! ~ 
U状龍のみ残rしている． 内）慣位のへ9ケズリが緯されている． 罰転冥創B

299-8 
<6.6) 外）欄位のハゲ／謂輩の位、は位のI酎文が鱚さItている． IV区

; i, J 
褐郁I:あたる． 内）鴫鍼薯しく 11111聾不閉． り転冥~rn

299-9 <1.4) 外）ヨコナデが繕されている． 1区

(9.6) 

~ 
儡ギな県昴である． 内）ヨコナデが織されている． 同鉦夷囀8

299-10 ; (I 8> 外）罐位のハケ9綱輩が竃されたa.ナ，，，l!Iこ纏位のI●文鳳へ9 lll区
13 7 iガ蛉か嶋さ1している．

口織船1よ偵く外反し、上t椙でIllをつ(..,てJ.! 内） 0クロJコナデが織されている． 叫凧夷l"U

に外艮する．皇た．口繰RHfJtlji'!J織をめぐら 外）胴節,,,位以1:.1い>?Dヨコナテ．以ド1よ飢位のへ9ケズりが ~I. IV区
頂 9,G 

しf直晨突鬱状となっている....瓢Iょ上位で 纏さ／している，
299-11 I < 9.0> !II•), 最人伐を有し．尖り飢陳の庫瓢に屯る． 文）傾耶と胴郁 Litに膚液状文が．その中間に償Aする沈嶋が一
u 馴tGのしっとし犠り出しん狐分に"'孔がVI~/\ 条籍さ11.ている．

ている．

坪）が南東部、 299-2・ 3・ 7・8 (土師器甕 ・高坪）、299-2 (須恵器甕）が北束部から出土している。ま

た、西側からは299-5・9 (土師器J宛・高杯）、299-1 (須思器甕）が北西部から出土している。（小山）

遺物 （第299・ 300図、図版百）

本遺構からは、弥生上器 ・土師器・ 須恵器が出上している。このうち10点を図化した。 弥生七器については枇

入遺物と考えられる．土師器の器種は甕 .J宛・杯 ・麻杯があり、須思器には甕 ・r世がある。

299-1-3は土師器甕で299-1は桐部球胴状を混し、299-2は口緑部「く」の字状に外反する。 299-4の

土師器境は丸底で口緑部短か〈 外反し、内面に明瞭な稜を布する。 299-5の上師器坪は口緑部短か〈 外反する古

墳時代中期に一般的にみられる坪である。窃坪は図示しえたのは四点 (299-7 ~10)であるが、 他に6個体分の

脚部があり、計10個体以上は確実に存在していたことがわかる。いずれも脚部柱状で裾部大きくrm〈形態をとっ

ており、西襄遺跡第1号特殊遺構出土の高杯より古い段陪のものと思われる。

299-11の須恵骰述は木下亘氏によると定型化した拙形に手持ヘラケズリという、 TK73型式に特徴的に！忍めら

れる古い技法が使用されており、技法は古い様相を示しているが器形は新しいTK216型式に入るものとしてい

る。以上、 299-11の須恵器むがTK216型式併行と牙えられることから、本遺構の所庶期は5世紀第III四半期と

推測する。 （甜村）
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第Ill章遺鳩と遺物

8) 第15号周池

遺構（第301図、図版九卜八）

本遺構は台地の中央束端、き一こー 6~8グリ ッド内に位面している。第7号溝状遺構の分岐した溝と屯複関

係をもつが、新旧関係は明確ではない。また、土砂の流出の苔しい斜面の甚部に位沼するため、上面が大幅に流

されており、遺存状態は悪い。項丘、主体部は既に失われている。

周湿は束側が未調査区に関わるため、全容は調査されておらず、検出形状は半円状を呈する。周糧幅を含めた

全体径は推定で12.2m、墳丘径9.28mをはかる。束側の斜而部分にまで周洩がめぐっていた可能性は薄いが、往

時は円墳であったと推察できる。

溝幅は112cm~ 208cm、墳丘端部からiltill1lした深さは 5~32cmをはかり、斜面上部の両側の在存は良好であるが、

斜面下部の北・南側は大幅に削平されている。断面形はやや凹凸に宮むが、底面は平坦で、立ち上がりは緩やか

である。

毅土は以 Fに記す四府からなり、プライマリーな堆積状態を示していると思われる。

第1府 凩褐色土 きめ細かく漆県に近く、粘性は強い。パミスを少砒含む。

第2屑 暗褐色土 砂質で粘性は非常に弱い。バミスと小礫を多量に含む。

第3屈 棠褐色土砂質で粘性は弱い。第 1層が少伍まざる。

第4屈 貸褐色土砂質で粘性は弱い。地山が崩落した土と考えられる。

遺物の出土状況

本遺構からは土師器・須恵器 ・弥生土器・石器・金屈器が出土した。このうち、弥生土器・石器269-28は明ら

かに混入遺物である。これに対

して、土師器 ・狽忠器は本周視 （人
の共伴遺物と兄9故すことができ、

極めて多2に出土している。

これらの遺物はいずれも周温

底面からは10-32⑳浮いた、第

1層中から出土しており、墳丘部

に供献されていたものが、陥落

した可能性も強い。また、いず

れの遺物も秤しい土1王をうけた

ためか、 押しつぶされた様な状

態で細片化している。

遺物分布は306-14・15(鉄鏃）

が北側の調査区外付近、302-3・ 

14 (土師器壺 ・須恵器甕）が束

側のほぽ中央部に分布している。

南側の調査区外付近には飛も多

〈のイ,~,体が集中しており、

302-5・6・7・ 10・11・12・

13 (土師器増．窃杯）などの供
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第3節 山墳及び屈憧
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第Ill箪遺構と遺物

膳具のみがみられる。

この他、周泊内には多益の礫が殺土内に分布している。これらは墳丘を造築する際の構材と考えられ、墳丘の

崩壊に伴って周視内に陥落したと考えられる。 （小山）

遺物 （第302・306図、図版百ー）

本遺構からは土師器・須恵器・弥生土骰• 石器・金属器が出土している。そのうち土師器13点、須恵器1点、

金属器2点を実測し、須恵器2点を拓影して図化した。また、遺構の項で述ぺているように、弥生土@・石器は

混入遺物と考えられる。土師器の器種には、壺・甕・対・高坪があり、須恵器には甕がある。

土師器甕には302-1の口緑部バ 」の字状に外反し、上端で僅かに内弯する大きな甕があり、 内而の刷整はロ

緑部ヨコナデ、顕部以下は横位のヘラケズリがなされている。外面は口緑部ヨコナデ、胴部は刷毛目胴整の後、

第73表 第15号周沿出土土器観察表

I I ＂械 松量 成 JJ及び”形の特 Ill 調 聾 傭 考

品: 
19,6 
籍節に最大社を符つと息われ、口縁懸Ii戴郎よ 内） U縁綿はヨコナ，，，、馴祁以下は槽位のへ9ヶズ＇）が 篇されて l!!1紐輿割A

302-1 <14.2〉
り只」の字状に慎（外反し｀上鵡で僅かに内 いる． $ 16111区.It 6グリ 'rl-'I
｀する．開邦J;.位に4需t1)攘合載がある． 外）口縁郎1こヨコナデ、 II綿はヽヽケノ調聾→へ9ナデが饉さItて

いる．

土 鷹1111:ドーナツ形の凹みを有し、綱節は下よく 内・外11tiとい：ナデが施されている． llll転買綱A

302-2 

= 
(14-4) れ状となる． 1区

7. ヽ

土
胴部巾位下方に最大tをを布し、球開状を呈する． 内）類絲に糟位のへ,'ガキ、以下は横位のハケメ調聾が嶋され 回転寅樹A

302-3 i 
(23.4> ている． No 3 
o.o 外）楓lilのヘラ iガキが繍されている．
21.4 

a 
内） へうケズリーナ，，，が籍されている． 即転洟剛B

302-4 (5,2) 外）へ9ナデが讀されている． No 8 
9,d 

! 
8.0 胴an,J,位に最大位を持ら｀口縁船Iir〈」の字 内）賢,a以上にヨコナ，，｀以下はナデが籍されている． 回転寅馴B

302-5 
7 .3 状に外反しあい）開かない．内団の順郎1:鯛節 外）馴純以上に日コナテ、額郎から開郎中位1:ナテ、1111綿F位l;I No 8. Ill区
上位にt/;:I:の横介属が諷察できる． U位のへ9ケズりが纏されている．

9.2 

9,0 最大往は口縁綿と胴糾で11ぽ等しく．口縁郎I~ 内）蹟邦以.J:に!Iコナ，，，、以下1:1柑頭による愕さえが讀さIt、糾 充会賽劃

品＂ 
8.2 籟郎から rりの字状に慎（外反し．靖郎で僅 分的に糾位のハケ;111望が籍されている． N• 8 

302-G かに内彎する• II綿Ii儡球形f:!il.l,..虞郎1:1人 外）口綸綿から開帥中位1;ョコナ1',下位11鼻1位のへうケズリが
J1t 9 0 嵐． 鳩されている．

馴郎1:111ぼ状に11り出し． 旺郎1;1丸氏を旦する 内）胴郎巾位以上に指頭1:よる押さえ、既糾はへ9ヶズリ震が残っ 囮転翼割A

品符
(6 2> と息われる． ている． ぬ8,It 8グリッ ド内

302-7 外） 1111綿下位1:糟位のへ9ヶズ,,が諏された直鯛青い中位1:横位

のへ9ミガキ、その愴馴罷から縦位の隋文が織されている．

品符
(U.O) 口縁Illは逆 r,、」の字状に開き、上半で1i1l曲し 内・外道ともにヨコナチが綸されている． llil転夷劇B

302-8 (3、9〉 てほlflfi立する． 1'18グリ ャド1り

昇品
(8.6) 口繰節は追 r,、JのT状に開さ、上中で値かに 内・外閲ともに9コナテが嶋されている． 凹転輿綱B

302-9 (3, 7> 内弯する． ID区

品＂ 
一 鯛闘11偶球状を吊し、底飩1ょ九底を昂すると息 内）頸ft~以上にロコナ"'・ 以'1'11ナ，，，およびIll韻賞が残っている． 削転呉馴U

302-10 
く6.4> われる． 外）類昴以上にヨコナデ、騎船から胴部上位はナデ、下位Ii糾位 Nn8. Ill区,It 8グリッ Y内

のへ9ヶズリが隋されている．
l1t 8,4 I 

峠品
一 順郭9り面に,~土曹が観寮できる． 内）ナテが繕され.111爛痕が残っている． 切転実劃A

302-11 
(6.0) 外）厠昴上位1:,,コナ，，，島そのU綱郎下位に槽位』3よび糾位のヘ Nu 9, Ill区

9ヶズリが鑢されている．
l!t 8.0 

tt ~ 
(6.6) 杯耶I!下位に復を符ら、 n辺郎11外反して開さ 内）ヰ郁は口辺部にヨコナチ．儡郁にへ.,ミガキ、騨Ml:Iへ9ケ 回転寅割A

302-IZ 
(9.9) 上キで僅かに内彎する,JIii椙lill介＊さ（開〈． ズりが讀されている． Nn 8 

外） J刊節は上位でヨコ＋デ、下位でへうケズリ．その紐請文．脚

郎はナ，，，が濾されている．

＇ 品
杯輯と細部の禎合にlitJ.立したホゾがmいられ 内）杯昴にヘラナデ、＂部はい位のへう ヶ;(I)が鶉さIt-Cいる． 団転翼剛A

302-13 
<1.9) たと息われる． 外）讃位のへ9ナテが擁されている． No 9. Illば

最大{lは胴糾.l:.lll:に位置する．口蟻綿は外反し、 内）口輪郁に 11 コ ·)•If', 鯛綿に"さえ嬢が残るがk'I'は攘 •) Ill さ 1111転貨訓A

i 
i1 4 墳ft&に1条の兵曹を布する,!i4llllt:上位で張り、 れている． 血4.Ul区.< 8グリッド内

302- 1• •5,9 紐郎11九馳を屑する． 外）口緯郎から類綿に口9ロ11::iナチ、頸郎以しド1:1叩8目、一罰

に格干□状叩さUが観襄でeる．
43.5 文）隈郎に 164'一UのT寧な襴9贔淑状文が1臀嶋さItている．
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ヘラナデが施されている。

土師器壺には302-2 ~ 4があり、図示できなかったが

他に有段口殺壺の口殺部小破片がある。302-2は大きな

壺の胴下部から底部の個体で、底而は古tft it~代中期によ

く見られる、 ドーナツ状に粘土帯を貼り付けた凹部がみ

られる。 302-3は胴部中位下方に最大径を有し、球胴状

第3節古墳及び屈i

になる器形を呈し、外面、丁寧なヘラミガキが施されて 第303図第15号周温内出土土器拓影図

おり、また、胎土は赤色塗彩を施してあるのではないかと間追えるほどの鮮やかな赤褐色を呈している。302-4 

平底の底部で、内而ヘラケズリの後、ナデがなされてお り、外面はヘラナデが施されている。その他、有段口緑

壺の口緑部破片は、外而の稜にシャープさがな〈、退化現象がみられる。

土師器地は大きさのほぽI司じくらいのものが飛低6個体(302-5 ~11)出土しており、小型のものである。302-

5は胴部中位に最大径を有し、口縁部直線的に外傾してあまり開かず新しい様相を示している。 302-6の対は欣

大径が口紐部と胴部でほぽ等しく 、口緑部逆「ハ」の字状に外反して端部で僅かに内弯する。 302-6の地の器形

に顛似する個休に302-8・9があり、 302-5の対に比ぺ多いものと思われる。最大径がU級部と胴部でほぼ

等しいナ廿が多いと思われることから、古墳時代中期の範囲に入るものと考えられる。

土師器窃坪は図示し得たのは 2点であるが、他に別個体と思われる脚部が数点出土している。302-12・13とも

脚部が柱状とならず、割り合い大きく開くもので、西裏遺跡第1号特殊遺構出土の高杯の脚部に類似するものと

思われる。このことから、本遺構出土の高坪は第14号周渥出土の高杯より新しい様相を呈しているものと思われ

る。

須懸器には、 302-14の大甕が出上している。木下亘氏によると内而半磨梢しの技法はTK216~208型式に、ロ

緑部器形の突帯が小さ〈 、〈ずれていることからTK23~47型式に当るとし、波状文が雑なため畿内系の廂では

ないという意見が得られた。

金属器には鉄鏃が2点出土している。 306-14は平根袂三角形鉱で、 306-15は異形棘箆被墜箭式鏃（？）である。

以上のことから、 302-14の須恵器大甕がTK23-47型式であるので、 5世紀末から 6世紀初頸の年代が得られ

るが、土師器用・窃坪の特徴などから、本遺構は第14号周潟の次にくる年代が考えられ、所産期は5世紀末とし

ておきたい。 （窃村）

9) 第16号周湿、第168・169・175号土坑

遺構（第301図、図版九十九）

本遺構群は台地の中央南寄りの束端、 〈一さ ー9~12グリッド内に位粧している。 Y95・96号住居址と訊複閲

係をもち、これを破壊している。第16号周祝、第168・169・175号土坑は古坦時代の範咄で考えられる遺構群

である。第16号周池と第175号土坑は煎祓関係を有し、第175号土坑の方が若干新しいが、極く接近した時期に構

築された可能性が強いこと、第168・169号土坑の構築位泣が第16号周沿を狭んで左右対照の位濯関係を有してお

り、何らかの意味をもって相互に関連している可能性が強いことなどが認められるため、これらの遺椒をまとめ

て記述することにした。

第16号周塊は他の周渥のように円形状、半円形にめぐらず、 ー長さ8.64mの弧状を呈する。溝内に他の周禍と同

様に礫が陥落している状況が認められたため、周氾＝古墳址とした。溝幅は180~224cm、深さは35-50cmをはか

り、断面形は丸底状を且する。覆土は晶褐色土（第1!M)のみからなる。

遺物は少な〈、中央部底而から306-16(鉄鏃）が出土したにすぎない。

第175号土坑は第16号周浪が埋没したのちに、構築されている。 510X282cmの不整形を呈し、深さは最深部で61
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第Ill章遺構と遺枷

cmをはかる。底面は丸味をおぴ、立ち上がりは綬い。覆土は瓜褐色上をペースとした第 2・3府からなる。遺

物は少なく、共伴遺物は中央西寄りの305-1 (須恵器益）一点のみである。この他、多量の礫が、西側に偏在し

て分布している。底而からは20cm前後浮いた状態である。

第168号土坑は第16号周恨の束側に位涸する。長軸長348cm、短軸長186cmの長方形を呈し、長軸方位N-72"-

Wをさす。深さは24-5lcmをはかり、底而はおおむね平坦で、底面からの立ち上がりは急傾斜である。覆土は三

陪からなる。第 1府は砂粒とパミスを多:1i!:に含む贔褐色土、第2屈はパミスを少試含むきめの細かい黒色土、第

3府は第2,~ に賞褐色火山灰がまざった黒色土である。遺物は弥生土器が混入しているが、本遺構に共伴すると

考えられるものは皆無である．

第169号土坑は第16号周1れの西側に位沿する。長軸長380cm、短軸長219cmのやや崩れた長方形を呈し、艮軸方位

はN-78"-Wをさす。深さは20~65.5cmをはかり、底面は北西部に凹凸がみられるものの、おおむね平坦で底面

からの立ち上がりは急傾斜である。覆土は二府からなる。 第168号土坑に存在した第3屈を欠〈が、第 1・2)jljは

第168号土坑と同様である。遺物は305-2 (土師器坪）の他、土師器商坪などの破片も出土している。弥生土器も

＇了

ム

-d
 

c
 

:;r 

C
-

且 n
-

且

第304図 第16サ閲沿、第168・169・175号土坑英測図

D168 I Ill褐色土層
Dl69 I~ 怜はやや憧い さめIll

＜．砂t,,とpJ0,5-1"• の
パiえな多駐に含む．

2 Ill色l附
!1,11 IJ Iよりやや偵い
さり繹か く~ バ;.. を少
U含み.I贔黒に近い．

3≫I色Llil
lht1 IJやや険い.2に射
色火山灰か少,UJI.じる．

S l& 
I JI.¥褐色上＂
, ~11· はやや債い．
pJ 2 -3●●のヽ<!,. I: 
少r.1,?)紗Ht含む

2 11,1褐色I.Iii
tl,t1! はやや憎い．さh綱
か（ ．ガ2-5••1'> パ i
スを少鼠含!J.

3 /,¥¥褐e.t/11 
帖性は 2よ')l謁い,21こ
1'111!•1: 褐色土がfl(l;る

。
ti:i/li 686.2m 
(1 : 801 2 m 
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第3節古墳んび関泣

みられるが、浪入遺物であろう。

以上、第 16号周汎、 第168·169勺•土坑は l;J.ぼ同時期に構築され

た可能性が弛く、第175号土坑はこれらよりも遅れて構築されたよ

うである． （小山）

遺物 (tf';305・306図、図版 百二）

第16サ周磁からは、鉄鏃が出土している。 306-16は茎の先端部

が欠損した袂入平根三角形鎚である。土器は混入遺物と考えられ

る弥生土器がほとんどで所産期について

第169サ上坑からは、土師器杯(305

及できない。

2)が出 1こしている。305-

2は内面に暗文のある、口辺部内稜を布し、短かく外反する器形で

占項時代中期の杯と考えられる。その他、外稜のある土師器店坪

の杯部小片が出土している。

第175サ土坑からは、須恵器ii(305-1)が出土している。 305

-1はかえりを有した、内外面ロクロヨコナデにより餅柊とされ、

三

゜
(I : 4 I JOcni 

環状つまみの西で7世紀後半のものと言え よう。 （裔村） 第305図 第169・175号土坑出土土器尖測図

第74表 第169・175サ七坑出土土諾観察表

りぼ t)鳩 ,l. • 戊尉 Ii V tJ形の衿復 調 望 熾 ' 渭 Oil 尺l~l!ilJ.~平で．口縁前1よ儀かに内｀し．かえ 内・外Illとしロクロ Jコナ，， （右illl<)、外閲天井lll5fjへ9ケス．，） 回転貨働IA
3閲 I！ 

16.8 りi,.I(する． が纏され，つ2み瓢·~央↓. r幻 印のへ9紀りが鱚されている． S16No3, 017が ）レi内
＂高
3.3 

慮郎は人旺を史する． 内）載簡下位は・r'I'.ロ必瓢から庇郎中f<l:lij ::,-f・,,, が纏されて 闘駐賢副A
土 13.6 いる． D169Slil'. 

305-2 e 4 9 外）口辺綿I:Bコ・,,,.、 体瓢1こい位のヘ.,.,.テ......., . ガ"'・ 妊
郎にへ9ヶ;(,,. 

文） 内遍~Hに縦位の曙文が纏されていら．
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第306図 北西ノ久保遺跡周橙内出上金属器及び上製品英測図

-273-



第Ill竃遺鳩と遺物

第4節特殊遺構

1)第 1号特殊遺構

遺構 （第309図、図版百三）

本遺構は、台地の南部斜面、第2号古墳の南束に位滋し、標高約678mを測る。全体府序第JVa屈黒色士屈を掘

り込んで構築され、全休層序第V層暗褐色土fMにまで達する。第2号古坦の調査時に、トレンチを掘り下げる際に遺

物が出土したため、土層断面で確認されたのみである。平面プランは明確ではないが、上層断面から径165cm前後

のほぽ円形を呈すると思われる。

覆土は、粘性弱〈、茶褐色粒子を含む黒茶褐色土10-眉のみで構成され、覆土上部には径10~70cm大の礫が

多且に検出された。確認面からの深さは23~46cmを測り、庇而からの急傾斜で立ち上がる。断面形は逆台形状を

呈する。また、南傾斜面上に構築されているため、底面も傾斜に沿って南に向ってレペルを低下させ、北端部と

南端部の比麻差は60cmを測る。遺物の出土状況は、平面形態が不明なため明確でないが、上師器 ・灰釉陶器・

鉄製品が庇面付近より散没な状態で出土した。

遺物（第308・309図、図版百四）

本遺構からは、土師器・ 灰釉陶器 ・鉄製品が出土し、さらに台地上面からの混入遺物である弥生上器が多祉に

出土した。このうち6点が図化し得た。

土nili器の粒種には杯・ 高台付杯、灰釉陶器にはJ宛があり、鉄製品には鉄鏃がある。

308-lは虎渓山1号窯式の口紐部に四輪花を布する輪化境である。輪花は外面から四方を指先で押える輪花手

法が用いられる。口辺部は内弯して立ち上がり、端部は若干外反気味となる。調整はロクロヨコナデの後、内面

にはコテがあてられ、その結果、外面はナデ即整が施されたのと同じ状態となる。底部は回転糸切りによ って成

形され、高台が貼付される。また、必台周辺部には、高台を接合する際にナデ調整が行われている。器形に若干歪

が見られ、外面下部にわずかにぬた痕の付府が観察される。これはあまりロクロ回転が利用されていないために

生じるものであり、このことは、高台断面形が三ヶ月形となる三ヶ月石台でない点からも推察される。灰釉はロ

ほ部を中心に潰け掛けされている。

Iふ
1 黒茶褐色上＂ ＇碑 It給い、茶褐色IHを含し,. -- ) 

Ill 鴫F褐色暉 ，Ii性IJ鉗い.~;, 縄かく．ヽJヽ靡と竹のHIを
9畿1:含(.I.

＂•黒色 1:. 層 11,ftti~ い．きめ網かく.Ill(しよってい
る．小悶と荼褐色!Uを介み，竹のtuL少量含(J.

IV b Iれ凩色J層 μ性は切い．

V 'I褐色1:/11 帖11.t;J翡い,&;,細かく， 4置 I:苓褐色,uを含tt.

もが瓜
309 I Oo I 

震述~'9 、I ,'  

ゞ~8- 4 ,' r--_ I ---- / 

3̂ 

ー¥ 

＼ 

nv』

J
 ば高 679,4m(1 80) 2m 

第307図 第1号特殊遺構実測図
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熟4節特殊遣鳩

ー

ご
2
 □ 門m

第308図 第1号特殊遺構出土土邪実測図

第75表 第1号特殊遺構出土土器観察表

=' Hit iJ; 量 成 ~J 及び It 11の特憤 馴 預 傭 身

:i 
16.6 “昴に九味と臀びる寓むが貼付 ~ll. ロ辺郎に 内）平清な躙輩（コテによるしのか？）が篇さnている． 完令＊禰I

308-l G.2 
ll/lllft.: よる 4輪花をィす． 外）伝団に屈転這動によるユビナヂ．底面i!llll輯糸切りが純され 外ma辺fH位に rぬ,~, の付着がU

7 8 ている． tl)I, llる．
虎積Illか？色111111.1灰白色．

叶袖
10.6 
高力が11,付さ11.ている． 内）鳳色嶋置され、口辺1111こ蠣位のへ9ナデ、 体瓢に放射状の暉 完令寅罵

308-2 5.2 文が鶉されている． N• ヽ
5 ff 外）0 クロヨコナテ．瓜面は同転糸切りが繍さhている．

i q; 
11.2 口』隠11内｀気鴫1:間＆、口1鵞に比して鵡高が 内 ・外l11といこロクPココナ，，，（右図り）が嶋さh..虞面1:ill船 充仝冥欅l308-3 4.0 憫い． 糸切りが繍されている． No 2 s.2 

(8.4) 鉦糾カ・ら口峰IM~逆 r,、J の字状に111:嵐鼻的 内）復い斜位のへ9ミガキが薦さI¥ている． 屈転賓11113308-• 
序`  
4,3 に閉(. 外）現い糾位のへ9ミガ鈴一編かい糾位のへ'lガ令が糟されて 伽,5(4.0) 

いる．

308-2は土師器高台付坪で、 口辺部は内弯して立ち上がり、端部でやや外反する。外面
はロクロヨコナデが行われ、底部は同転糸切りの後、高台が貼付される。また莉台周辺部
及び}~部には府台を接合する際にナデ調整が行われている。 内面は黒色処理され、放射状
に暗文が施された後、口紐部横位のヘラミガキが施される。

308-3は口辺部で内弯気味に立ち上がる土師器坪で、内外而ともロ クロヨコナデ（右同
転）が施され、内而底部中心は若干凸状となる。屁部は囮転糸切りにより成形され、未罰整
である。

308-4は弥生土器の鉢と思われ、混入遺物と考える。口辺部が直線的に立ち上がり、器
o 2c11 窃4.3cmを測る小型品である。調整は内外面とも粗い斜位のヘラミガキが施され、さらに外 (J:s) 

面には縦位の細かいヘラミガキが施される。 第309図第1号特殊
遺鳩出土金属器炎測図

309-1は鏃身部の幅が長さに比して狭〈 、Jヤ刃であり、頸部の箆被と茎との境に棘状の突起を有している。ま
た、刃部は絋身の先端部のみにある端刃で、腸袂及ぴ関は観察されない。このことから本資料は棘箆被関無端刃

誓|
0 -II — 

片刃箭式の長頸鎚であると考える。全長は14.7cmをiJll]り、 鏃身部長12.6cm、最大幅0.8cm、峠/f1.0.3cm、2.1cm、
姦部長2.0cmを測り、類部の断面形は艮方形を呈する。棘箆被片刃箭式の長頸鎚は、古墳時代後期から奈良時代に
多く 見られることから、本遺構に隣接する第2サ古項と関わりを布するものとも考えられる。
この他小片のため図示・し得なかったが、台地上而からの混入遺物である弥生時代中 ・後期の上器片が多羹に出
土している。

以上、308-4、309-1は混入遺物とガえられ、308-1 -3が本遺構の所産期を決定する資料となり得る。308-
1は、高台が三ヶ月形でなく、底部に回転糸切り痕が観察され、さらに布台周辺部にナデ調整が行れていること
から虎渓山1号窯式の輪花椀であると考えられ、本遺構の所産期は10世紀末~11世紀前半（平安時代中業）と考
える。

（三石）
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第Ill紅遺鳩と遺物

2) 第2号特殊遺構

遺構（第312図、図版 百四ー百六）

本遺構は台地の南東端な一の一13・14グリ ッド内に位置している。第7・8号周沿と重複OO係をもち、これを

破壊している。

台地の端部、斜面の甚部に構築されており、更に束

側末腑査区の斜面部分にまで展開されている遺構であ

ることが想像されるが、今回の罰査では全体の中では

西端部の検出のみに留まった。

検出艮15.2mをはかる弧状に掘り込まれた遺構であ

り、西踏の中央部には土坑状の掘り込みがみられる。

確認而からの深さは31~46cmをはかり、底面はおお

むね平坦面を形成している。この底面の中央やや南寄

りから、南北はぽー列に並んで幕演が検出された。こ

の掘り込みが斜面部に相当の広がりをもつ可能性があ

ることは先述したとおりであり、台地の端部から、斜

面にかけて大規模な墓城が形成されている可能性も強

し、

゜
覆土はより耕作上に近い、淡茶褐色J::一府のみから

なる。

遺物の出土状況

第2号特殊遺構からは弥生上器片が少紐出土してい

るが、これは明らかに混入遺物である。

この他には、本遺構の時代を示す遺物は全く検出

されていない。

尚、 A・B・Cの各土坑内から出土した遺物、及ぴ

人骨については、各土坑の記述の際に説明を加えるこ

ととし、ここでは取り扱わない。

I> 

□

[
 

I> ). 

I:..: 

ぼぶ 666••
Q (I ; 80) 2 01 

卯310図 第 2サ特殊遺構災i訓I)図
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第4節狩殊還鳩

A土坑 （第311図）

掘り込み平坦部の中央やや南寄りから検出された。 三甚の上坑の中では最も北側に位沢している。
jfj北の長軸艮128cm、東西の短軸長86cmの不斑楕円形を呈し、長軸方位はほぽ真北をさす。
深さは最深部で30cmをはかり、底面はおおむわ、平坦面を形成している。
覆土は、色胴の〈すんだきめの細かい砂質の淡茶褐色土一層のみからなり、埋め戻し土であることは明らかで
ある。

遺物・人骨の出土状態

本土坑内からは人骨以外の遺物は出tしていない。人骨の遺存状態は不良で、埋葬当時の形状を留めていない。
上坑9よ面に老年期女性人竹の頭蓋骨片、体幹骨、右n甲骨、両側上腕骨、左の伐骨と尺骨、左肋骨、両側の大腿
骨と頸骨、右肱などが散乱しており、埋葬姿勢は不詳である。 （小山）

遺物 （第316似1)

死者を弔う際の供膳用遺物は皆無であり、 B土坑、 C土坑内より主に寛氷通宝が出上していることから、江戸
時代の窮城と考えられ、本土坑の所産期も B土坑、 c土坑と時間的少差はあるが、略同時期と井えられよう。

（羽毛田仲）
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第311図 第2号特殊遺構A土坑和II七人骨尖測図
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第111/lt 遺構と遺物

B土坑 （第312図）

遺構

掘り込み平坦部の中央南側か

ら検出された。三基の上坑の中

では中央部に位滋している。

土坑の形状は南北の長軸長が

300cm、束西の短軸長が172cmの

整然とした長方形を呈している。

投軸方位はN-15・-wをさす。

深さは飛深部で125cmをはか

り、側堡下部、庇面は深水性の

良好な砂層の湯川10(全体屈序

第111/0)にまで達して構築され

ている。

底面は北から南へ向って若干

傾斜するが、おおむね平坦であ

り、 側扱の立ち上がりは垂肛に

近〈、急傾斜で、西側は芳下ォ

ーパーハングしている。

覆土は色胴の〈すんだ、きめ

の細かい淡茶褐色土一IMのみか

らなる。

また、覆土の上には多孔質の

森呆熔岩(Mad)、板状セッリの

発達した平尾熔岩(Had)、塩碁

性の強い浅間系熔岩などの人頻

大の河原石が積み上げられ、 一

種の碓標を形成していた。 A・

C土坑には、このような慕標は

みられない。

遺物 ・人竹の出土状態

j(") 

1n 
A
 

j ． 

8' 

A' 

B
 

a・ 

糧高 685,4m 

0 l I : 20 l 50< m 

第312図 第2号特殊遺構B土坑内出土人骨実測図

本土坑からは人骨・貨幣・ 弥生土器 ・須恵器が出土
している。このうち、弥生土蹄、須恵器は明らか

に混入遺

物であるが、参考までに図化した。また、貨幣の中で
も北宋銭316-7 ~ 9は覆土のかなり上位から出土したもので

あるため、これも混入遺物と見るぺさであろう。本
遺構に確実に共伴するのは人竹と貨幣=:ft永通宝316-1 ~ 6 

で、いずれも土坑底而から出土している。人骨は右
側臥凪葬の状態で埋置されており、ほぼ完全に残

っている．

頚位はほぽ北向き、顔面は西側を向いている。人
竹の下股部付近には毛髪が抱かれており、寛永通宝

は、紐で〈

くられており、この毛髪に包まれる様な状態で検出
された。棺の残痕は認められず、人骨は直葬であっ

た可能性

が強い。
（小山）
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第4節特殊遺構

遺物（第316図、図版 百七）

本土坑で出土した究水通宝は何れも、背に「文」の字が鋳

造されてお り、316-2・3は鋳造年代が寛文8年(1668

年）と判明できることから、本土坑 の所産期もそれ以

降と井えられよう。尚、現代の埋葬風習にも残っている。

「三途の川の渡り貸」として六道銭を死者と共に納柁する

風習と、本上坑出土の6枚の寛永通宝が人竹と共に出土

したことは、興味深いことである。
第314図

蘭

f
11゜ (I : 4) 10cm 

第2号特殊遺構内出土土骰実測図

その他、混入遺物の316-7・8は北宋銭であり、 7は祥符元宝、 8は皇宋通宝である。

（羽毛田伸）

c土坑 （第313図）
本土坑は、掘り込み底面の平坦部の南側に位沼し、 三甚の土坑の中でも最も南端に仔在する。

上坑の平面形状は南北の長軸長302cm、東西の短軸艮263cmの整った楕円形を呈し、長軸方位はほぼ 北をさす。

深さは最深部で140.5cmをはかり、底面はおおむね平坦である。底面の北側には側堕をオーパーハングして更に30

cm程深〈掘り窪められた束西に長軸をもつ、 183X243cmの楕円形の落ち込みがあり、 ここが埋葬施設の主体とな

っている。 この落ち込みの底而もおおむね、平坦である。側壁およぴ底而は湯川J音（全体屈序第III府）まで逹し

て構築されているため、極めて没水性に応む。

烈上は色閻の〈すんだ、 きめの細かい淡茶褐色七一屈のみからなる。 この覆土も砂質であるため、極めて浸水

性に布んでおり、人骨の良好な遺存状態はこのような砂粒主体の水はけの良い土質によ って支えられていたと考

えられる。

遺物・人竹の出土状態

本土坑からは、人骨 ・貨幣・弥生土器が出土している。

少なく、いずれも細片で覆土の上層から検出されている。

このうち、弥生土器は明らかに混入遺物であり、 も

本土坑に確実に伴うのは人骨と貨幣である。人件は土坑内の北側の落ち込みの飛底而から、ほぽ一体分完全な

遺存状態で検出された。足部と臀部を底面に密箔させた坐位屈葬の状態で埋置されており、頭部は土圧のためか

下を向いているが、北側と対座した状態で葬られている。右大腿竹の右脇の土坑底而からは寛永通宝、316・317-

10-27、18枚が貼り付いた状態で検出されている。寛永通宝はB土坑出土のもののように紐で〈くられた痕跡は

認められなかったが、人竹に供膳されたものと考えられる。
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第315図

第76表

第2サ特殊遺構内出土土器拓影図

第2号特殊遺構内出土土器観察汲

: ~ 怜II怯量 成形及び IfNJの特隕 1111 望 慣

” 口輪糾は広い胃郎から外反し、上鴫で内彎気珠 内）慣位のハケノ隅聾→槽位のヘラミガ＊が纏さ几ている． lll1転寅劃B

に立ち上がり受け口状を出する． 外）J コ~ ,,,ーT寧な既位のへ'.ガ令が蔦されている．
(22.6) 文）口綸郎にLR縄文を鳩文としへ,,,,:;瀑絨IIJU文．＂瓢 1こ構緬

314 I 甕 く46) 慣鸞平行織文が嶋され．口＂郁 1:<, LR蝿文が籍文さILてい

る．
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第d節特殊遺情
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第317図 第2号特殊遺構C土坑内出土貨幣拓影図 く2〉

第77表 第2号特殊遺構B・C上坑内出土貨幣一覧衷

掌 R1!1 集 兄行
揮図暑号 出上位置 名 祢 鱗造年代 緯 考 1• 閃魯り 出土位置 名 祢 鋳遣が代 償 考

U 囚 材 因

316-1 T 2 B 寛r貨永文遁」・g 鯛 B* 背1こ『文』の字，ぬl 316-15 T 2 C 寛永逍宝 鋼 日本 ¢25u, NII G 

316-2 T 2 B 寛正永字退文来 鯛
寛文8年

B本 柑1:'幻のア，油2 316-16 T 2 C 寛＊通宝 鯛 ti* Pl2泊 、地？(16闘）

316-3 T2 B 寛止永字追文宝 鯛 寛(文16688年) H本 貨1:r文JI/)字．慟3 316-J.? T 2 C 寛永通窯 鰤 日本 fl/2◄ . 5•、 No8 

310-4 T 2 B 寛r背水文ill宝 鯛 u本 背1こ 文Jの字、 316-18 T2 C 寛水過宝 鯛 a+' ld23"o、No0 No.4 

316-5 T 2 B '11水道宝 鰐 U本 不明.11:15 316-19 T 2 C 寛水通宝 鯛 a本 f/123-、伽10

316-6 T 2 B 寛r背水文通宝 綱 !!* 
背に r文」の名 316-20 T 2 C 貫永通文 綱 n本 fl!Z3.5一.Nc.ll 池,6

316-7 T~ ~ 1-ffi元宝 綱
x ~• . 

北宋 310-21 T 2 C 寛＊通9に 鯛 日本 /624ー• 地12(1008) 

316-8 T2 n 皇宋通宜(Ji) 鰐 宝(1元0329)¥ 北宋 316-22 T 2 C 寛永逍窒 銅 日本 ダ23-.Nol3 

316-9 、r2 B 1111,i通宜 鯛 武(佗6241)'I'-

＂ 
317-2J T 2 C 寛永通宝 綱 U本 %24―、NoU

316-10 'f Z C 
寛永通t

鯛 寛(1文6聞8）年 日本 背fl/2I:5 .. 「文.Jの字 317-24 i 2 C 寛＊通宝 綱 □;f: $523.6•. N"-15 
正字文 ~• l 

310-ll T 2 C .,,正永字過文宝 鯛 寛0文6綿8）年 日＊ 背1こ.. ',C、NJoの字 317ー25 T 2 C 寛＊通宝 鋼 □* /82S-. Nol6 /lf25 2 

310-12 T 2 C 買永遁k 鯛 1,1* 不ぬ問3Jd24.5N, Sl?-26 T 2 C 寛永通宝 鯛 □+ 162,.5 .. , N● 17 

316一13 T 2 C 寛四永ッ遁宜"宝 鯛 3.('/Jt 17058年) U木
（広氷）1121 ... 317-27 T 2 C 不 朋 綱 ~:1\11 //J20..、Nol8
地4

316-U T 2 C 寛水遁宝 鯛 a* 11125●●、No6 

遺物（第316・317図図版百七）

本土坑より17枚の寛永通宝と不明の穴銭l枚の計18枚が出土した。そのうち、鋳造年代の判明できる究永通宝

は316-10・11・13である。 10・11は正字文の寛永通宝で、鋳造年代は宜文8年 (1668年）であり、 13は四ツ宝銭

の宝永通宝で、鋳造年代は宝氷5年 (1708年）である。 他は腐女が激し 〈、寛永通宝の細分は困難であったが、

兌永通宝の径からみると025mmのものが5枚、 rd24.5mmのものが3枚、 024mmのものが2枚、 023.5mmのものが

2枚、 023mmのものが4枚、 飢21mmのものが1枚と 6種類の径を打し、不明穴銭の径は20叩である。

以上のことから鋳造年代に碁づき寛永5年 (1708年）以降の土坑墓と考えられ、江戸時代中期としておきたい。

尚、六道銭の風背は現代も続いているが、「三途の川の渡り貨」として、穴銭の枚数に規則性がなかったのが、

より被葬者に対する、思慕の念が強〈 18枚という多:1lの銭を副葬したのか、今後の間題として、 6枚の穴銭を被

葬者に副葬することの定舒化を知る上で貨煎な資料といえよう。

（羽毛田伸）
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第M章遺情と遺物

3) 第3号特殊遣構

遺構（第318図、図版百五）

本遺構は台地のほぼ中央の東端、き ・<-7・8グリッ

ド内に位四している。

第7号溝状遺構と重複関係をもち、これに破壊されてい

る。

本来ならば形状からみて土坑とすぺき遺構であるが、時

代性および位近関係が第16号周視との対応関係をもつこと

も考えられるため、ここでは敢えて特殊遺構として記載す

ることにした。

平面形状は束西の艮軸艮296cm、南北の短軸長200cmの崩

れた楕円形を呈し、長軸方位N-72"-Eをさしている。

深さは飛深部で30cmをはかり、底面は凹凸に1.iんでおり、

立ち上がりは緩やかである．

覆土は三層からなる。第3層は明らかに人為的な堆横で

あるが、第1・2層は人為堆積か、自然堆積であ

るか判断力濯且、い．

第1/clは、パミスと小礫を多位に含むきめの細

かい黒褐色土、第2@は賀褐色火山灰を多塁に含 '、,、

'・ ~-'~,., •. ft. .. ,、
， ;, , •• ヽ．
,,:' 

I~ 
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-

Jal 

， --, ヽ
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M7 

，
 
A
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I Ill褐色.LIii枯什はやや憤い.~//)艤か<. P1 3••m• の

パ tスと糟を多費に含む
2 凩褐色上Ill ,xrtl:~ 小．ヽ きめ纏カ・<. lflll色火llllf<を多

鯰に含(I,

゜
襦高 686.3"1

3 灰褐色上H 灰ゴ！体 (I : 160) 4 Ill 

第318図 第 3 サ•特殊遺構実測図

み、第lfMよりもきめが祖い黒褐色土、第3陪は束

側底面にのみプロック状に堆積する灰主体の）竹で

ある。

遺物の出土状況

本遺構からは弥生土器・ 土師器・須慰器が出土している。このうち、殻も伍が多いのは弥生土器であるが、い

ずれも細片化したものであり、本遺構との共伴性は薄い。遺構との共伴性が強いのはむしろ足的には少ない±師

第319図 第3号特殊遺構内出土土器拓影図

骰 ・須恵器で、いずれも覆土内からの出土である。

遺物（第319図）

本遺構内出土で、図示し得たものは拓影図の3点であった。ヒ項でも述ぺているように、共伴性の弛い土器につ

いてふれると、須恵器319-3は小片のため、全器形を知り得ないが、甕胴部破片と思われる。外面叩き整形によ

る平行文様が観察でき、内面は叩き駿形による同心状の文様をナデ調整により粒而を平沿にしている。その他、

図示し得なかったが、土師粒莉坪脚部、壷底部、小形甕口辺部の部位にあたる破片が出土している。莉杯脚部破

片は裾部外面に放射状の暗文が親察でき、壺底部破片は外面にヘラミガキ｀内面刷毛目罰整が硯察できる。

混入遺物と考えられる319-1は弥生時代中期後半の壺頸部破片で，箆描横走直線文と、箆描連続山形文間に縄文

の充埴されている文様で、また、値かの残存であるが、胴部箆描垂下文と誰下文中に櫛描縦走直線文が施文され

ていたと考えられる。319-3は弥生時代中期後半の甕口辺一頸部破片で、口唇部に縄文が施され、外面煤の付党が

若しい。以上、共伴性の強い土器、高坪脚部は古墳時代中期高坪の様相を示し、本遺構の所産期もそれに近い可

能性がある。

（羽毛田伸）
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第5節溝状遺構

1)第1・2・ 7号溝状逍構

第 1• 2号溝状遺構 （第322図）

第5節溝状遺檜

本遺構は台地の中央部のやや南側をほぼ東西横走している溝状遺構である。検出グリッドはき～そー11-24内

である。 Y89号住居址との爪複部分の巡続性にやや疑間があるため、 Y89号住居址から西側を第 1号溝状遺構、

束側を第2号溝状遺構としたが、おそらく、台地を完全に横断する溝であると考えられる。Y84・86・89・91・119 

号住｝呂址、第11号周沿、第4号溝状遺構と訊複関係をもち、これらのすべてを破壊している。本遺跡中でも最も

新しい遺構の一つと考えられる。

検出長はおよそ59.6mをはかり、西側部分では若干北側へ、東側部分では若干南側へ蛇行している。

確認面からの深さは60~75cn1をはかり、西から束へ向って徐々にレペルを低下させる傾向があり、水の流れの

あったことを想定すれば、西から米へ向って流れたことになる。

狡土は三層からなる。第l・3屑が晶褐色土、第2層が賀褐色土である。

遺物の出土状況

本遺構からは、 弥生土器・ 土師器 ・須恵器・埴輪片、陶器などが出土している。このうち、本遺構の時代性を

位もあらわしているのは、 1点のみ検出された陶器片で、その他多最に検出された他の時代の遺物は混入遺物と

考えられよう．

遺物 （第326図）

本遺構出土土器には弥生土器・土師器・須恵器・埴輪片・陶器がある。このうち、須恵器片、地輪片を参考まで

に図化した。

須恵器片は外面に平行叩き、内而に円弧押えヵ哺訳~tL る 327- 1、外面に平行叩きが施される327-3、外面に

波状文が施される327-2などの甕片がみられる。

埴輪片はタテハケの施される327-4が一点のみみられる。

以下、本溝状遺構の年代は陶器にのみ求められる。陶器片は灯明皿の破片であり、所産期は19世紀以降に求め

られる。従って、本以降の廃絶年代は19世紀以降、近代と考えておきたい。

第7号溝状遺構 （第322図、図版百八）

本遺構は台地の中央部の束側に位殴している。検出グリッドはき～こ ー8~11内である。 Yl05号住居址、第3

号特殊遺構と煎複し、これらを破壊している。第15号周沿との重複関係は明確でない。

台地中央部を基点として台地の東端部へほぼ東西に横走する溝で、溝の中央部で2本に枝分れしている。

検出長は19.2m、確認面からの深さは30cm内外をはかる。底面のレペルは西から束（芦地の端部）へ向って徐々

に低下する傾向にある。断而形は鍋底状を呈し、丸味をおぴる。

覆土は二府からなり、第11屈が黒褐色土、第2屈が茶褐色土である。

遺物の出土状況

本遺構からは弥生土器 • 土師器が出土しているが共伴性は薄い。弥生土器は参考までに図化した。

遺物 （第326図）

図化した弥生上器はいずれも壺で、胴部上位以上を欠損する。326-3には赤色塗彩が施されるが、326-4は無

彩である。いずれも巾期後半の土器である。尚、本遺構の所産期については不明である （小山）
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第Ill拿遣構と遭物

2) 第 3号溝状迫構

遺構 （第320図、図版百八）

本遺構は台地の南部、つ・て一17~19グリッド内に位置している。 Y71号住居址、第149号土坑と重複関係をも

ち、これらを破壊している。

台地の真ん中をほぼ束西に横走する溝であるが、全長は9.66mと短かい。

溝幅は24cm~94cmをはかり、西から東へ向って徐々に細〈なる。

深さは20~30cmをはか

り、底面のレペルは西か

ら東へ向って徐々に低〈

なる傾向にある。

断而形はゆるいU字形

を呈する。

覆土は淡茶褐色土一陪

のみからなり、より耕作

土に近い．

A_ A' 

~ 
]_~ 

閉応 688.2111
0 (I : 80) 2 m 

第320図 第3"7溝状遺構英測図

遺物の出土状況

本遺構からは弥生土器 ・土師器が少址検出されているが、遺構との共伴性は薄い。いずれも細片化して磨耗し

たものである。

遺物

本遺構の所産期を推定し得る遺物は検出されていない。従って時期は不明である。

3) 第 4号溝状遺構

遺構（第321図、図版百八）

本遺構は、台地南部のほぼ中央、さ・しー18・ 19

グリッド内に位菰している。

第1号溝状遺構と誼複関係をもち、これに破壊さ

れている。

全体の形状は「LJ字形を呈する区圃性をも った

溝であり．、北端からコーナ一部までの長さが460cm、

束端からコーナ一部までの長さが370cmを計測する。

溝幅は54~98cmをはかり、コーナ一部分が最も細

〈、束端部分が般も太い。

深さは9-23cmをはかり、断面形は底面がおおむ

ね平坦で、立ち上がりが急傾斜の逆台形状を呈して

いる。

覆土は二屑からなる。

第lRはバミスを多量に含む粘性の強い黒褐色土、

第2屈は砂粒とバミスを含む粘性がやや弱い茶褐色

(/、1

M l ~. ...__ 

1:i.. 
2 
ム＇

璽
I ll¥11色-1:lfJ !/;t生Ii債い~

パ；スを 藁町：令U、
2 茶褐色J.Jll 11,i111やや＂ぃ．

紗位とバ；スを含tr, 。

（小山）

II~680. I"' 
(l : SOI 2 m 

第321図 第4号溝状遺構実測図
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鯛5節漏状遺構

土である。

遺物の出上状況

本遺構からの遺物の出土 は極めて少ないが、いずれも弥生土器である。完

存品は一点もな〈、小破片が覆七内に散漫に分布している。本遺構との共伴性

はある程度指示できるように思われる。

遺物 （第323図）
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本遺構の出上遺物には弥生土器があり、器種には壺がある。 3点を図化した。

第4号溝状遺揖内出土
土器拓影図

壺323-1 ~ 3は、 323-1が頸部、 323-2・3が胴部の破片である。 323-1は顕部に箆描横走平行線文の

みが施されると考えられる破）ヤで、外面調整は胴部にヘラミガキ以前の刷毛目調整痕が割合明瞭に残っている。

323-2は胴部中位の破片で、箆描の区割内に櫛描文を充唄した周囲に櫛描の刺突文をめぐらせている。323-3は

胴部上位の破片で、 LR縄文地文上に箆描述続山形文・横走平行線文を交互施している。

以上の遺物が共伴する場合、本遺構は弥生味代中期の溝と与えることもできる。 （小山）

4) 第5号溝状遺構

遺構（第324図、図版 百八）

本遺構は台地南部の中央やや束谷り、さ ・しー13-15グリッド内に位笛している。

Y90・98号住居址と

は明確でない。

複関係を布し、これらを破壊している。第158号土坑とも 複関係を有するが、新1日関係

おおむね、東西方向に直線的に伸びる溝で、全長は774血をはかる。

溝幅は80~122cmをはかり、中央部が若干ふくらむ。

深さは25~36cmをはかり、束側で階段状に一段深くなる。

覆土はー」8からなる。第11Mはバミスとこぶし大の礫を多量に含み、鉗褐色土がまじる黒褐色上、

第2屈は、パミスを含み｀黄褐色土がまじった茶褐色上である。

遺物の出土状況

本遺構からは弥生土器、時期不明土器が少

薄い。 一応、参井までに 2点を図化した。

出土している。分布の傾向は極めて散漫であり、遺構との共伴性は

遺物（第326図）

本遺構の出上遺物には弥生土器・時期不明土器がある。

弥生土Rh'の？や種には甕

326-1があり、口唇部に

櫛描の刻目、頸一肌部に

かけて櫛描斜走肛線文が

施された後、その上に櫛

描波状文が施されている。

時期不明土器326-2は

器種も不明である。把手

か、脚になるものと考え

られる。

（小山）
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第III拿遺構と遺物

5) 第6号溝状遺栂

遺構（第325図）

本遺構は台地のほぼ中央部、え • おー13・14グリ ッド内に位沼している。Yl06号住居址を破壊し、 Yl25号住

居址、第14号周渥に破壊されている。従って、本遺構は弥生時代中期後半以降に造られ、後期前半には破壊され

ていたことになる。

残存長は506cm、幡46~100cm、深さ20cm内外を計

測し、断面形は逆台形状を呈する。

毅土は茶褐色土一層のみからなり、砂’政である。

本遺構からは時代性を示すような遺物は全く検出

されていないが、先述した煎複開係からみれば、弥

生時代の溝であったことは間違いない。
凰

（小山）

ti高 666 .3 ••

Q 11 : 80) ~m 

第325図 第6号溝状遺構実測図

疇 ◎拿2

.’
 ／
 

O C 1 : 4 J 10cm 

第326図 溝状遺構内出土土器央測図

第78表 溝状遺構内出土土器観察表

: i 魯9櫨 法量 成 形及び 怜 形の 特徴 調 贅 憤 身

U緯節は燻く外反し 綱綿はあと り櫂らない． 内 ・外面といこn綸糾I:Dコナデ、頸郎以下に糾位の9ヽ ヶ，，Ill彗 磁片寅訓B
が籍されている． M5. W区

326-1 甕 (9.7) 文） 口腎綿1:襴による割且 鋼糾以下1:8本一紐の隣情糾虹直織
• 一 文が糟きれた1鳥、8本一組の1111酎農状文が讀されている．

M5, W区

326-2 I 一

＇ 
駈郡は横からt1める様に成形したと息われる． 内）底那1こ慣位のへ9ナデ、以上は横(Itのハケ／鋼聾が請されて 旧霰実劃1)

326-3 壼 <12.8> 嗣郎は中央で大きく 張りIllし. '/0バン玉状を いる． M7, I II 
(7.6) 旦する． 外）が色塗彩 ・慣位のへ9ミガ今が鳩されている．

1111節は中央で球状に帳りIUす． 内）憤位のハケノ讀整が篇さILている． liil転寅綱B

326一ヽ 壺 (11.7) 
外）糾位のハケメ＂整 →11邪q,位以下1:糾位のへ9ミガキー＂部 M7、1区

14,0 
上位に縦位のヘラ ！ガ令が籍されている．
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゜第327図 第1サ溝状遺構内出土土器拓影図
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第6節土坑

第6節土坑

1 弥生時代の土坑

1)第110号土坑

遺構（第328図、図版百十）

本土坑は台地南端のほぼ中央、に一19グリッド内から検出された。孤複関係はもたない。

プランは南北の長軸長123cin、東西の短軸長105cmの楕円形を呈し、長軸方向はほぼ比北をさす。

深さは故深部で26.5cmをはかり、断面形は底面がおおむね平坦で逆台形状を呈する。立ち上がりは南側が怠で他

はゆるい傾斜である。

骰土は三）約からなり、自然堆積とは考え難い。履上層の第1層は水平に薄〈堆積する。砂粒を多位に、パミスを少

含むきめの細かい暗褐色土である。第2Jりはパミスを含むきめの細かい焦色土で、覆土の中屈に小さなまとま

りをも って堆積する。第3/clは、きめがやや俎〈、砂粒を多足に含む暗黄褐色

土で最•下階に割合厄＜堆積する。

遺物の出土状況

本土坑からは弥生土器片のみが110点検出されている。その出土状態は第3府

上から第1層中にかけて飛も集中しており、あたかも破片を敷きつめたかのよ

うである。

遺物 （第396図）

弥生土器の悩種には壺がある。壺396-1はLR縄文を地文として箆描横走平

行線文・巡続山形文が施される胴部片、 396-2は櫛描垂下文の周囲が箆描沈線

で区画される胴部片、396-3は箆描逃弧文の頂部に円形浮文が貼付される胴部

片である。

:O!・ 怜

瓢
I n~·lll 色ェ闇 帖柁lj関1ヽ．さの

繍カ・〈．紗0を ► 1,11こ、パ i
スと少址令U

2 島色・I層 fl渭；1よやや依,.. 
~;, 網かくバミスセ含IJ.
a •~ 寅褐色上附 II; 竹り蒻い．
lよりさrilll< • 紗pを含v.

慣ill;686,Jm 
0 (I : 60) l m 
’ ’ 

第328図第110号土坑実測図

以上の出土遺物及ぴ出土状況から本土坑の所産期は弥生時代中期後半と考えられる。 （小山）

2)第120号土坑

遺構（第329図、図版百十一）

本遺構は台地の南端の中央西寄り、とー23グリ ッド内に位置して

いる。第119号土坑と重複l関係をもち、南束部を破壊されている。

170 X 152 (推定） cmの楕円形を呈し、長軸方位N-63'-Eをさ

す。深さは故深部で28cmをはかり、底而は平面で逆台形状を呈す

る。稜土は三層からなる。第1屈は暗茶褐色土、第2l'1は黙褐色

土、第3fMは茶褐色土である。

遺物の出土状況

本土坑からは弥生土器片が多昼に出土している。いずれも 3

~10cmの細片で、土坑内第2屈内を中心として敷きつめられるよ

うに密集して分布していた。

遺物 （第396凶）

か
A-
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嗣I ,a苓褐色土Illfl, 付・はやや閲い．さ,-,t11〈.，q:,. を9凪1こ:ttt.
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第329図第120'i)-土坑実測図
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第1JJ軍遺清と遺物

図化した396-7ー11はその一部である。器樵には壺・甕がある。壷には頸部の凝縄文帯を箆描横走平行線文で

区画した396-7、胴部に箆抽横走平行線文、櫛描山形文を施した396-9、胴部にLR縄文を地文として箆描横

走平行線文を数条施した396-8などがある。甕には縄文地文の「コ」の字瓜ね文を持つ396-10、外稜をもたない

受ロ口緑をもち、口緑部櫛描波状文、口唇部に刻目をもつ396-11がある。この他、赤色塗彩された鉢の小片もみ

られる。以上の出土土器から本土坑の所産期は弥生時代中期後半と考えられる。 （小山）

3)第121・122号土坑 （第330図、図版百＋ー）

本:t・坑は台地の南端西側、とー24グリッド内に位置して

いる．第153号土坑を破壊し、南側を近代の攪乱で破壊され

ている。また、第121・122号七坑相互でも重複しており、

第121号土坑の方が新しい。平面形態は第121号上坑が160X

98cmの楕円形を呈し、深さは20cm。第122号土坑は140X104 

Cmの楕円形を呈し、深さは12cmをはかる。断面形はいずれ

も底而が平坦な逆台形状を呈し、覆土は昭茶褐色をペース

としている。

遺物の出土状況第121号土坑から19点、第122号土坑から

9点弥生土器片が出土している。分布は散漫である。遺物

（第396図）弥生土器の器種には甕があり、第121号土坑では

口唇部に箆描の刻目をもつ貼付口緑の396-12、第122号J:

坑では口繰部に櫛描簾状文、波状文、口唇部に刻目をもつ

396-13などがある。以上の出七土器から本土坑の所産期は弥生時代中期後半と考えたい。

A
-

｀ -----
.v 
ヽ

A-

'IJ) 

~0122 0121 ~-

疇絋ノ昴伽ノーノノ／ノ／／／ー忍―益繭霧
I I~ 茶褐色tiff 1/, 件uやや汎い．さ,t,lll(.

パ；スを多望に含む は高 666.1m 

I 睛茶鳩色i'.Jlf 1とMOけら, 0 (I ; 的） 1 ITI 
色潤力＇やや問い． ' ' 

第330図 第121・ 122号土坑尖測図

4)第123号土坑

遺構（第331図、図版百十一）

本土坑は台地の南端西寄り、なー24グリ ッド内に位設している。 Yll8号住居址を破壊している。 130X104cmの

楕円形を呈し、長軸方位はN-36'-Wをさす。深さは最深部で25cmをはかり、断而形は底而が平坦で逆台形状を

呈する。覆土は暗茶褐色土一陪のみからなる。

遺物の出土状況 本土坑内には弥生士器片が覆土内、底而に極めて多:lil(189点）に密集した状態で分布している。

遺物（第395・396図）弥生七？彩の器種には壺・甕．鉢がある．邪は頸部に箆描横走平行線文力憎狐される395-15、

胴部にRL縄文を地文として箆描横走平行線文・連続山形文が施

される396-14、LR縄文を地文として箆描の矩形区両をもつ

396-16などがみられる。甕には単純口緑の17-20と受口口緑

の21がある。口唇部は縄文施文を碁本とするが18には亥l」目が施さ

れる。顕部文様帯は17・18のみが櫛描横走平行線文をもち、他は

もたない。胴部文様は櫛描斜走直線文が縦位羽状に施される24・

25、波状文力嗚される20-22、櫛描簾状文、匪下文が施される26、

櫛描披状文・幅広い垂下文が施行される23などがみられる。 395-

1は底部片である。この他、赤色塗彩された鉢の細片もみられる。

以上の出土遺物から本土坑の所産期は弥生時代中期後半と考え

られる。 （小山）
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第331図第123号土坑災測図
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5)第124号土坑

遺構（第332図、図版百十一ー）

本上坑は台地南端の中央西寄り、なー23グリッド内に位滋している。 Yll9号住居址の床下から検出された土坑

であり、弥生時代中期後半以前の土坑として位図づけられる。

プランは207x 158cmの楕円形を呈し、長軸方位はN-so・-wを

さす。

深さは最深部で64.5cmをはかり、断面形は底面が丸味をおぴ

ており、半円形を呈する。

裂土は三！付からなる。第 1 局はパミスと焦褐色土を含む明~褐色

土で、 Yl09号住居址の貼床屑でもある。第2屈はバミスを含むき

めの細かい瓜褐色土、第 3屈は第 2層に暗褐色上がまじった黒褐

色土である。

遺物の出士状況

本土坑からは弥生時代中期後半の土器片が5点検出されたのみ

で、極めて散漫な分布状況である。

遺物 （第396図）

弥生土器の器種には甕があり、胴部に櫛描斜走直線文が施され

る27がみられる。

（小山）

6)第129・133・134号土坑

遺構（第333図）
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2 Ill褐色」,111
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第332図 第124号土坑実測図

本土坑は台地南部の中央東寄り、た・ちー18グリ ッド内に位置している。 Y67号住居址と諏複関係をもち、上

而を破壊されている。また、第129・133・134号土坑も相互に孤複関係を有し、 中央の第129号土坑が餃も新しく、

第133・134号土坑はほぽ同時期に形成されたものと考えられる。

第129号土坑は245>< 145cmの楕円形を呈し、長軸方位N-23'-Eをさす。深さは最深部で60.5cmをはかり断而形

は半楕円形を呈する。覆土は三屑からなり、第1層が茶褐色土、第2屈が暗茶褐色土、第3層が焦褐色土である。

第133号土坑は205X165cmの不整楕円形を呈し、長軸方位はN-13.5'-Wをさす。深さは最深部で、 27.5cmをはか

り、断而形は底面が平坦で逆台形状を呈する。絞上は二層からなり、第lie!が茶褐色土、第2Mが黒褐色土であ

る。第134号土坑は175X 95cmの不整楕円形を呈し、長軸）5位はN-63'-Wをさす。深さは最深部で22cmをはか

り、断而形は底面が平坦で逆台形状を呈する。穫土は一層からなり、第1層は茶褐色土である。

遺物の出上状況

第129・133・134号土坑からは極めて多紐の弥生土器の破片が出土している。第129号土坑は裂土第1屑内に霰

も集中 し、密集する。第133• 134号土坑は土坑内全体の狸土内・底面に密集した状況で分布している．

遺物 （第395・396図、図版百十六）

第129号土坑出土の弥生土器の器種には、壺 ・甕 ・台付甕がある。壺には胴部に箆描連弧文が施される396-28・

29 (同一個体）、 LR縄文を地文として箆描横走平行線文 ・山形文が施される396-30などがある。甕には}jt純口

縁の396-32と受ロロ緑の396-33があり、頻部はいずれも櫛描横走平行線文が施される。 396-32は口唇部に縄

文、胴部に栢描斜走直線文をもつ。また、頻部に櫛描横走平行線文、胴部に波状文をもつ396-31もある。台付甕
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第Ill拿遺情と遺油

には395-3、396-34があり、34は「コ」のキ

ね文をもつ。

第133~土坑出土の弥生土器の器種には

壺 ・甕 ・台付甕・深鉢がある。

壺395-6・7は土坑内で細片化して分布し

ていたものである。395-6は顆部以上、395-

7は口緑部、胴部下部を欠禎するが、いずれ

も細頸で、胴部中位下方に最大径を有する形

態と考えられる。文様はもたず、 外而罰整は

刷毛目罰整ののちヘラミガキが施されている。

この他、外稜のとれた受ロ口緑を布する

396-43、胴部にLR縄文を地文として箆描横

走平行線文・連弧文が施される396-44などが

ある。甕には単純口緑の396-45・49と、外稜

のとれた受口口緑の396-46がある。 396-

45はLR縄文を地文として櫛描横走平行線

文を頸～胴部にかけて数段施文し、396-49は

櫛描斜走直線文を施している。396-46は口様

部に櫛描波状文、顕部に櫛描横走平行線文が

施されている。この他、胴部に簡描斜走直線

文が横位羽状に施される396-47・48があり、
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第333図 第129・133・134サ土坑実測図

47は顆部に櫛描横走平行線文が施されている。台付甕395-8は台部片で外面に刷毛目開整痕が明瞭に残る。窃杯

395-9は小形の脚部片で赤彩はみられない。深鉢396-42は口緑部にLR縄文を地文と して箆描波状文が施され

ている。

第134号土坑出土の弥生土器の器種には壺・甕がある。壺には外稜を有する受口口絃の395-10があり 、口縁

部・頸部にLR縄文の文様帯を有している。また、胴部上位に箆描文で区画された楢描垂下文、中一下位にL

R縄文を地文として箆描横走平行線文・連弧文が施される396-50・54(同一個体）、頂部に円形浮文をもち、箆

描連弧文が施される396-51などがみられる。甕には貼付状の口緑部を布する396-52がある。口唇部に縄文、ロ

緑部及び、頸部に櫛描波状文が施されている。この他、胴部に梱描斜走れ線文が縦位羽状に施される396-53、「コ」の

字重ね文が施される396-55などがある。 396-55は台付甕になることも考えられる。 395-11~13はいずれも底部

破片である。

以上、第129・133・134号土坑の出土土器はいずれも中期後半に所産期が求められる。土坑内において他の特期

の土器の混入は認められないこと、後期前半のY67サ住居址に破壊されていることなどからみて、三基の土坑の

所産期は、弥生時代中期後半と考えられる。

（小山）
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7)第131号土坑

遺構 （第334図）

本土坑は台地南部の中央束寄り、ちー17・18グリッド内に位置している。上面をY67号住居址に破壊されてい

る。

プランは140X138cmの円形を呈し、長軸方位はN-71'-Eをさす。深さは址深部で18cmをはかり、断而形は底

面がおおむね平坦で逆台形状を呈する。

覆土は砂粒とバミスを含むきめの細かい黒褐色土1府のみからなる。

遺物の出土状況

本土坑内からは弥生時代中期後半の土器が多凪に出土している。分布は土坑内の全面にわた り、底面、親土内に

密党した状況を呈している。

遺物（第395・396図）

本土坑から出土した弥生土器の粒種には壺 ・甕．鉢がある。壺には櫛描 △ 

垂下文を箆描文で区画し、周囲に箆描刺突文をめぐらした396-35がある。

甕には受口状口緑の396-36・37、単純口緑の396-38がある。 36は胴部に

櫛描斜走直線文、 37は口緑部に縄文、櫛描波状文、頸部に櫛描横走平行線 △ 

文、胴部に斜走直線文、 38は口唇部に櫛描の刻目、類～胴部に櫛描波状文、~ 

~A> 
● ..、J:li
o .. , 闘

斜走直線文が施されている。 395-4・5は底部片である。 396-39は受ロ

状を呈する甕形態であるが、 内而に赤色塗彩、頸部に穿孔が施される異質

な土器である。以上の出上土器から本土坑は弥生中期後半と考えられる。

8)第132・135号土坑

I I!¥鳩邑七屑 枯性IHぃ, 111,r, ij88,2m 
じめ縄カ・（． 紗Iiと
パtスを1'-ll.

0 (I : 60) 1 Ill 

第334図 第131号土坑炎測図

遺構（第335図）

第132・135号土坑は台地南部の中央束寄り、ち・つー16・17・18グリッド内に位股する。 Y68号住居址を破壊

し,Y67号住居址に破壊されており、中期後半以降から後期前半までに構築されている。

第132号土坑は190X 108cmの楕円形を呈し、深さは42.5cm、第135号土坑は400X125cmの不整形を呈し、深さは

34cmをはかる。覆土は第132号土坑は黒褐色土、第135号土坑は茶褐色土のみからなる。

遺物の出土状況

いずれの土坑内も出土

遺物は少な〈弥生土器が

散漫に分布している。

遺物（第396図）

第132号土坑には壺・甕

があり、櫛描垂下文を箆

描文で区画した396-40、

口緑部、胴部に櫛描波状

文、 口唇部に縄文が施さ

れる貼付口緑の41がある。

第135号土坑出土土器は

図化しなかった。

A
-

ltt~l 

D135 妬,~色I!層 llii'IJ:1り』ぃ．砂拉を多量に含(.;.
0132 息鳩色・I鳥 さの繊かく軟かい．

貨Ill!!,の火IU灰とパ!;I.を多凧に含ti.
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A
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9)第136号土坑

遺構 （第336図、図版百十二）

本土坑は台地の南端部中央西寄り、な・に一21・22グリッド内に位滋している。 Y64号住居址、第10刃・周視に

破壊され、中央部は攪乱を うけている。

308 X215cmの楕円形を呈し、長軸方位はN- 18.s♦ -Wをさす。断而形は半楕円状を呈し、深さ は80cm をはかる 。

覆土は大別三1Mからなり、第1層が黒褐色土、第 2屑が暗黄褐色

土、第3Idが貿褐色土である。 /ープ内 ‘‘、¥ )、

遺物の出土状況

弥生時代中・ 後期の上器が少丑混ざり合って出七している．散

漫な分布状況である。

遺物

図化した遺物はない。無文の壺片が主体を占めており、赤色塗

彩される高杯 ・鉢・壺片がこれに準じる。縄文地文で、箆描沈線

が施される破片も極〈少量みられる。

A
-

S10 

A
-

A ． 

以上、本土坑の所産期は、 Y64号住居址との爪複関係から弥生

時代後期前半以前と百えるが、遺物から明確な時期決定をするこ

とができない。 （小山）

10)第137号土坑

遺構 （第337図、図版百十二）

本土坑は台地の南端西寄り、に・ぬー25・26グリッド内に位臨している。 Yll5号住届址の床面Fから検出さ

れ、弥生時代中期後半以前の上坑である。226X 148cmの楕円形を呈し、長軸方向はN-1.5'-Wをさす。深さは44

cm、断面形は半楕円形を呈する。覆土は三層からなり、第1層が暗茶褐色土、第2・3層が県褐色土である。遺

物は櫛描斜走直線文が施される甕片396-56が1点のみ出土している。 （小山）

11)第141号土坑

遺構 （第338図）

本土坑は台地南端中央、に一23グリッド内に位置する。Y

64・ 109号住居址と頂複し、 Y64に破壊され、 Y109を破壊

する。115X90cmの楕円形を呈し、長軸方位はN-88'-Wを

さす。深さは24cm、断面形は

逆台形状を呈する。遺物は弥

生中期後半の土器が少量と小

礫が散漫に分布している。

遺物 （第395・396図）

弥生上器の器種には壺・甕

A
-

Iv 
，
 
A
-

A I A' 

一諭 一

がある。壺は胴部にLR縄文

地文の箆描横走平行線文、巡 第338図第141サ上坑実測図

＇`高 686川0 (I : 80) Im ． ． 

'.. 層'量ニー1"t.1. 
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褐色 j力•dlしる

3 負鳩色 t~
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第336図 第136¥j上坑実測図
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第337図 第137号上坑尖測図
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第6節 :.1:.坑

弧文が施される396-57・58がある。 58には机略な赤色沌彩がみられる。甕には受口状口紐の395-15、396-60・

61と貼付FLほの396-59がある。 395-15、396-61は受口部がかなり形骸化して直線的となっており、 395-15の

胴部には櫛描文、 396-61の口禄部には縄文がみられる。 396-60はしっかりとした外稜を打し、 LR縄文を地文

として箆描連続山形文が2条施されている。貼付口様の396 59は11唇部に亥,,目が施されている。以上の出土土器

から本土坑の所産を弥生時代中期後半としたい。

12)第146・ 147・155号土坑

遺構（第339図、図版百十三）

第146・147・155サ土坑は台地の南部東靖、そ・た一12・13グリッド内に位滋している。 一部が第12号固視と重

複し、破壊されている。第146号土坑が170Xl53cmの円形、第147号土坑が175X 142cmの楕円形、第155サ上坑が170X

130cm榜円形を呈するがいずれも歪みが存しい。深さはそれぞれ52cm、34.5cm、37cmをはかり、断面形は第146・

147号土坑が半楕円形、第155号土坑が逆台形状を呈する。覆土は第339図の通りで堆積状態は人為的である。遺物

の出土足はいずれも少な〈、弥生峙代中期後半の土器片が散漫に分布している。

遺物 （第395・397図）

第146サ土坑出土の弥生七器の器種には壺・甕がある。壺にはRL縄文上に箆描横走平行線文、連続山形文、箆

描刺突文が山形状に施される胴部中位：片397-1がある。甕には口唇部に縄文、顕部に櫛描横走平行線文，胴部に

斜走直線文が縦位羽状に施される397-2・3がある。第147号土坑出土の弥生土器の器植には壺．甕がある。壺

にはしっかりした外稜を有する受口状の口級部にLR縄文、箆描連続山形文が施される397-4がある。甕には栖

描波状文を垂下文で区画する刷部片397-5、櫛描斜走直線文が縦位羽状に施される397-6などがある。第155号土

,,,. ・
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-
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第339図 第146・147・155号上坑実測図
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胴UI攣遺構と遺物

坑の弥生土器の器棟には壺・鉢がある。壺には胴部に櫛描垂下文を箆描文で区画した397-15、しっかりとした外

稜をもつ、受口状の口緑部にLR縄文が施される397-16などがある。鉢395-19は手捏成形の ミニチュア品であ

る。以上の出上遺物から三碁の土坑の所産期を弥生時代中期後半としておきたい。 （小山）

13)第150号土坑

遺構 （第340図、罰版百十三）

本遺構は台地南端の中央西寄り、ぬー24グリッド内に位四している。頂複関係はもたない．

84 X70cn, の楕円形を呈し、長軸方位はN-14'-Eをさす。深さは 7cmと浅〈、断面形は逆台形状を呈する。

覆土は二層からなり、ペースとなる土はいずれも黒褐色土である。

遺物の出土状況、覆土中に弥生時代中期後半の土器の細片が散乱している。

遺物 （第397図）弥生土器の器穂には壺・甕がある。壺には頸部から胴部にかけ

て櫛描横走平行線文・刺突文を数段にわかって交互に施し、IJ附1部中位に箆描連

弧文を施した397-7 -9、胴部の櫛描垂下文を箆描文で区岡した397-10、顆

部に櫛描横走平行線文をめぐらし、箆描横走平行線文で区画した397-11などが

みられる。また、甕には細かい単位の櫛描斜走直線文が施される胴部片397-12

などがみられる。

以上、本土坑は先述した出土遺物の特徴からみて、弥生時代中期後半に位骰づ

けられる。 （小山）

14)第149・151号土坑

でない。遺物の出土足はいずれも少な

く、弥生時代中期後半の土器が散漫に

分布している。

遺物 （第395図、図版百十六）

第149勺•土坑出土土器は図化できな

かった。第151サ土坑出土の弥生土器

の器種には壺があり、細頸の頸部からU緑

部が稜のとれた受n状に立ち上がる

395-16と小形の395-17がある。 16は

口紐部に櫛描波状文、頸部に箆描横走

平行線文、箆描刻且、縄文を施した細

い楳様がみられる、 口ほ部下端には 2

個一対の穿孔がみられる。17は頸部に箆

描横走平行線文がめぐっている。 以上

〔□）J,:、
A A 

疇I 吼褐色J肩 II, 竹Uやや鵠い
ハ！スと＊褐色t・を少量含U
2 /1111色上Ill 11,!1 I! Iより儀い．
パ !A.を •i,t;含(:

n屈邸&.Im
0 (I : 60) 1 rli 

第340図第150号土坑実~Ill図

遺構 （第341図、図版百十三）

本土坑は台地南部の中央束寄り 、つ ・て一18・19グリッド内に位滋している。 Y71サ（主居址と]f(複関係をもち、

これを破壊している。第149号上坑は264X223cmの楕円形を屯し、長軸方位はN-53.5'-Eをさす。深さは45.Somを

はかり、底面は平坦である。第151サ土坑は201Xl35cm楕円形を呈し、怯軸方位はN-59.5"-£をさす。深さは29.5

cmをはかり、底面は平坦である。第

149・151号土坑相互の重複関係は明確

） ヽ

A
-

A
-

A
-

．
 

ほ6雌6.2m
0 l I : 60) l m . . 

第341図第149・151号土坑尖測図
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第6節よ坑

の出土訟物などから第149・151号土坑の所産期は弥生時代中期後半と考えられる。

15)第161号土坑

遺構（第342因）

（小山）

本上坑は台地の南端中央、に一23グリ ッド内に位訟している。 Y64・109号住居址、第141号土坑に破壊されて

いるため、全体形状は明らかでなく、測定値も得られない。底面がおおむね平坦な土坑であることは確かである。

遺物の出土状況

弥生時代中期後半の土器片が極〈少

遺物（第397図）

出土しており、分布は極めて散没である。

本土坑出土の弥生土粒の器種には甕がある。

甕397-18は外稜のとれた受□状の口緑部を有す
る。「l唇郡に箆描の亥lj目、 ロ緑部上端に櫛描波状文

が施されている。 397-19は頸部に櫛描横走平行線

文、胴部に櫛描波状文、垂下文が施されている。

以上の出土遺物およぴ孤複関係から本土坑の所産期

は弥生峙代中期後半以前に位醤づけられる．

（小山）

16)第171号土坑

贔~・A'
第342図

帽嵩磁m

0 (I : 60) l m 
' -, 

第161サ土坑実測図

遺構（第343図、図版 百-f.四）

本t坑は台地のほぼ中央部、おー14グリッド内に位氾している。第170号土坑と西側でわずかに皿複l関係をも

ち、破壊されている。

236X 162cmのやや不整の長方形を呈し、長軸方向はN -13• -Eをさす。深さは50cm内外をはかり、断面形は底

面がおおむね平坦で、逆台形状を呈する。覆土は厚いが一層のみからなり、人為的な堆積状態を示す。小礫、

にふ〈む、きめの粗い黒褐色土である。ぷし大の礫、パミス、砂粒を多

こ

遺物の出土状況

本土坑からは弥生土器と礫がまざりあって出土している。出土

状態は底面から20cm以内のレペルに分布し、中央部に集中する傾

向がみられる。弥生土器は6点のみで散めて少

坑に共伴するものである。

であるが、本土

遺物（第395図、図版 百十六）

弥生土器の器種には壺395-21がある。口緑端部、胴部下位以下

を欠桟する。ロ緑部は 「〈」の字状に長く外反し、胴部は大きく

ふ〈らんで、中位下方で張りをもつ形態を有する。文様は頸部に

集中され、櫛描二連止め簾状文が一帯、以下に波状文が二帯施さ

れている。同様な器形は在地の弥生土器の中からは見い出せず外

来系の土器と見（故しておきたい。従って、

期後半と渓然とした年代を与えてお〈 。

七坑の所産期も弥生後

（小山）

~ ~· 
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16)第176号土坑

遺構（第343図、図版 百十五）

本上坑は台地の中央部束側、か・きー12グリ ッド内に位置している。 Yl04号住居址と 複関係をもち、 これを

破壊しているが、位沼I関係、出土遺物の内容などをみると、両者の間は、栖めて有機的な関連性を打しているよ

うに思われる。

プランは384Xl47cmの長方形を呈し、長軸方位はN-22'-Eをさす。

深さは33.5~51.5cmをはかり、底而はおおむね平坦で、断面形は逆台形状を呈する。 Yl04号（七居址の床面レペ

ルよりは若干低い。また底而はかたくな〈、軟弱である。

覆土は四府からなる。南方からの流れ込みが優勢な堆積状態を示している。第lJMは小礫・バミス・拭色粒子

を含む贔褐色上、第2府は小礫 ・バミス・m褐色土を含む
茶褐色上、第3層は小礫・ バミス・茶褐色土を含む黒色土、

第4層は礫粒主体の賞褐色七である。

遺物の出土状況

本土坑からは弥生土器が多 に出土している。このうち、

土坑内の中央北寄りの底面から出土している395-22・23・

24・25は本土坑に確実に共伴する遺物と考えられる。他の

遺物は中期後半のものが多 に含まれているため、混入遺

物の可能性が強い。 この他、北側と南側で対座するように

各 1個づつの礫が底面におかれており、本土坑と強い関わ

りをも っているように、思われる。

遺物（第395図）

弥生土器の器種には壺・甕．鉢がある．

壺365-22は胴部下位に明確な外稜を右し、外稜を境に上

位には赤色塗彩が施されている。下位には、縦位のヘラ ミ

ガキが施されている。 365-23は底部の破片である。 365-

24は内外面に赤色塗彩が施される鉢の底部片である。365-

25は内外而に赤色塗彩が施されるなUの口緑部）ヤで、

バ状に開き、

以上の出土遺物から本土坑の所照期は弥生時代後期と考えられる。

2
 
中世及び、

1)第116号土坑

遺構（第345図、図版

ッ↓ノ

中世以降と考えられる土坑

百十）

本土坑は台地南部のほぼ中央、
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第176号土坑災測図

口唇部は面取りされている。甕397-25は口緑部に櫛描波状文、頸部に櫛描簾状文が施される。

（小山）

プランは233X175cmの惰円形を呈し、長軸方位はN-21"-Wをさす。深さは最深部28cmをはかり、断面形は中

央部にわずかに盛り上がりを有するものの、おおむね、弓状を呈する。
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覆土は二屑からなる。第1層は砂牧の淡茶褐色土、第2

層は土坑底而に密箔して薄く堆横する炭化物府である。

遺物・礫の出上状況

本土坑の覆土第 1屑の上面には、径20cm内外の火山礫

が炭化物とともに多伍に分布している．荘群の分布は、プ

ランの西側に若干偏在する傾向がみられる。

また、貨幣はプランの北端部の第1層上から、 1点のみ

が検出されている。

この他の遺物は本土坑からは検出されていない。

遺物 （第346図、図版 百十六）

本上坑からは貨幣が1点のみ検出されている。

貨幣346-lは北宋で発行された元符通宝で、鋳造年代は

1098年である。索材は鈎製である。

A-
，
 
A
-

A
-

，
 
A
-

第345図 第116号土坑実測図

以上、本土坑の所産期については出土した元符通宝の通1月年代から考えると、中世

と考えることができる。また、性格については、底面に炭化物層が堆積すること、

税土第1層上而に礫群がみられること、プランの北端部に貨幣の供献がみられること

などを勘案すると、墓址あるいは祭祇的な意味をもつ土坑とも考えられるが、明確な

答えを祁くことはできない。

2)第148号土坑

遺構（第347図）

（小山）
L_}c11 
II ; I) 

第346図第116号上坑
出土貨幣拓影図

本土坑は台地南部の中央東寄り、つー17・ 18、て一17グリ ッド内に位置し、 Y71号住居址を破壊している。

プランは410X182cmの不整楕円形を呈

し、長軸方位はN-50.5'-Wをさす。

深さは12~2lcmをはかり、底而は起伏

が著しい。

覆土は淡茶褐色土1/tjのみからなる。

遺物は内而に釉薬を施した19世紀以降と

考えられる灯明1IlLの破片などが出七して

おり、本土坑の所産期も近代以降と考え

られる。

（小山）

A
-

,~ 

慣iffi686.2m 
0 (I : 601 l on 
''  

第347図 第148サ土坑実測図
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3)時期不明の土坑 （第348-3941汝l、J:;i)版(i)し~1'i-1'.'li.)

本閻査では土坑が総数で77苓検出されている。このうち先述した弥生時代およぴそれ以前の上坑が24墓、中世、

近代の土坑が 2 碁あり、他の51基の土坑は時期不明である。時期不明の上坑の検出位氾• 平而プラン・規楳など

については第79・80表にまとめ、個々の記述は行わない。ここではこれらの土坑から出土した遺物のうち図化し

たものについてのみ、説明を加えることにする．

遺物 （第395・396・397・398凶、図版百十六）

第101号土坑、須恵器片、弥生土器片とともに鉄製品398-1が出土している。製品名は不明である。

第114サ土坑、弥生時代中期後半の混入土器片とともに、鉄製の刀子398-2、鉄鎚398-3が出土している。遺構と

の共伴性は明確でないが、本上坑の位置が第7号周沿と第10サ周泄の中間点に位潰することが興味深い。鉄鏃は

平造三角形式と呼ばれるものである。

第119号t坑、本址は上坑としてあるが風倒木址の可能性も強い。弥生時代中期後半の土器片を36点、 1:製紡鍾

車1点を混入している。 Yll9号住居址の遺物が混入したのかも知れない。図化した弥生土器の器種はいずれも

甕である。 396-4は受口状の口緑部にLR縄文、頚部一胴部に櫛描斜走直線文を施したのち、頸部下に櫛描波状

文を一帯施している。 396-5はLR縄文地文上に「コ」字爪文を施文する胴部片で台付甕となることも考えられ

る。 396-6は胴部に斜走直線文が縦位羽状に施される。 398-4は土製の紡鍾車と考えられ、径3.8cmをはかり`

中央に焼成1府の穿孔力噌iされている。本遺跡内では唯一の弥生時代と考えられる紡鍾車である。

第127号土坑、本上坑からは無文の弥生土器片6点とともに、甑の底部片が出土している。共伴性は薄い。 395-

2は底部に焼成前の一孔が穿たれている。

第140号ヒ坑、本上坑からは少位の弥生時代中期後半の土aa:. 石~2 点が出土している。甕395 -14はほぽ全形

態を知り得る。口紐部は「〈」の字状に短く外反し、完全に外稜のと、れた受口状を呈する。胴部は中位で張り、

最大径を有する。文様は口緑部の受口部に箆描連続山形文が一条施されるのみで、文様の省略化が著しい甕と

える。石器は料製石斧と砥石がある。庖製石斧270-89は閃緑岩製で、太型蛤刃石斧の形態をもつ。碁端部は研磨

されており、敲石に転用されたものと考えられる。砥石273-150は砂岩製で、偏平置き砥石である。表・裏面の被研

肥が若しい。火熱を受けたためか煤が付落し、破砕している。

第152号土坑、弥生土器、土師骰、須恵器の破片が混ざり合って出土しているが、本土坑との共伴性は薄い。弥

生土器395-18は細顕の壺で、文様は頸部にのみ集中する。箆描横走平行線文5条で区画された文様帯の下方2帯

間に箆描連続山形文が充唄されている。 397-14は須思器甕の破片で波状文が施されている。

第158サ土坑、弥生時代中期後半の土器が8点出土しているが、共伴性は薄い。甕397-17は口唇部に櫛描の亥IJ目、

胴部に櫛描斜走肛線文、頸部に櫛描波状文が施されている。

第162号ヒ坑、弥生土器2点、組恵器1点が出土しているが共伴性は薄い。須恵器397-20は甕の胴部片で、内

而は円弧押え、外面は平行叩きが施されている。

第165号土坑、弥生時代中期後半の土器片が割合多益に出土しているが、共伴性は薄い。図化した器種はいずれ

も甕である。395-20は底部片、 397-21は口唇部に縄文をもち、頸部は櫛描横走平行線文、胴部は櫛描斜格子目

文が施されている．

第168刃土坑、 397-22・23は混入遺物である。

第170号土坑、弥生土器、上師器片が出土しており、 397-24は土師器坪の底部片で回転糸切り痕が明瞭に残っ

ている。

（小山）
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惰高闘4,2.i
0 (I : 60) 

紗とヽヽ；スし少位含t, . ' 
lm 

第387図 第166号土坑実測図

△□ 
A
l
 

ーー

I 間茶褐色土Ill Iii性1よ1ltい.1$ 5 .. 
削1負のパさスと砂を多量に含む．
2 貨褐色土層 帖住1£聞い．紗上体で

1が少泣乱しる．
3 凧戌邑上層

カーボンを少凧含む．
1, 高686.lm
O (1 : ao) 1 m 
9 『

第389図第165号土坑尖測図

A
-

A' 

翫

A

＿
 

は布 686.3m
0 (I : GO) l ,n 
ト・

I 昂褐色上層 糾，ttはやや
憧い．貨茶褐色Lを
プロ 9ク状に含み．

バt,.t少!tl含t:.

第390図第167サ土坑実測凶

第386図 第164号土坑実測図

A
-

④
 

’
 
A

＿
 

A

＿
 

．
 

A
-

R
 

A~ 菖
ti//1, 686,2m 
0 (l ; 80) 1 m 
' '  

1 Ill鳩色.Ll/1 ti, 付_(:ij~I ヽ. J r•VJ 
''! スとけヽ少11:含tJ.

2 叫茶褐色,!,Iii 枯性Ii的い．賞色火Ill/;<
と 111色 1:がlrt し •J, Iを少鼠令tJ.
3 貨II色土M 紗層

第391図 第170サ土坑実測図
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帆6節 上坑

△□〉△
.A 

鬱
．
 

A
-

A
-

A
-

，
 
A
-

r,>,Ai 686, Im 
0 I I : 601 l m 

~ . 

• 1 11/j蒼褐~L層 11,i't 1: 討い
/113 .. のパ：ス． 讚庄パtス
紗·~を含し・
2 籍贄褐色t..i11,tl Iょ如・・、tnで"l"-を含U

第392図 第173号土坑尖測図

l 茶褐色L層 H如墳い
鳥1,11・含U

2 /11,11色土層 帖1'tはやや情い．ヽの●かく，
パ；ス，'少凩含IJ,

3 鳩色」-'1 砂oLil-て州色 I・.を少l↑/. し,,い
a・ 鳩e,I Ill 3 J 11し昂色I:がJIヽ

11A 686 3m 
0 I : 60 I m ,~ 

第393図第174号土坑英測図

A
-

A
 

第394図 第177号七坑実測図
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第Ill電遺惰と遺物

第79表 北西ノ久保遺跡土坑一覧表く1)

置鷹名 検出位霞 平ilfi・ 形餞
訊 9褐

長軸万位 !Iii ffil形状 深さ(c,n) iy JIil 償 考--・-苓n..,~

D101 ~ - 23 楕円形 (1¥8CM3) I 
1 ... , 
N-15'-W 91 不昂J 頃恵骰、鉄梨晶398-1(125) 

D 1.02 h 14 卵彬 )29 110 東西 逆む形

” 
不明 弥生上骰75.,i

0103 ぬー17 惰円形 26S ILS N-17"-W ・111骨円形 52.5 不明 遺物なし

D104 ぬ-17 憎円形 58 4& N U学形 3) 不明 遺物なし

0105 ねー17 円形 52 52 N-3.5'-W キ惰円形 ll 不明 遺傭なし

0106 ねー16 惰円形 63 53 N-17.5'-W キ隋円形 ll 不明 遭袖なし

DIO? わー17 惰円形 S5 (37) N-74'-E U字形 21 不明 遺物なし

D108 ぬー17 惰円形 125 69 N 半情円形 36 不明 遺物なし

D109 ぬー17 惰I']形 LOO 65 N-65"-E 半楕JIJ形 16-24.5 不明 遺物なし

DllO に一19 楕円形 123 105 N 道む形 26.5 弥生中期 弥生中期土沿細片が散(L

Dill に・ri-18 畏惰円形 335 120 N-17.5'-W t情円形 H.5 不明 遺物なし

0112 に一l8 惰円形 I 17 81 N-22'-W 巡台形 16.5 不明 遺物なし

0113 な・に一 惰円形 270 162 N-43"-E 中楕円形 44 不明 弥生土母片1.(1,)7・18 

D114 に一19 惰円形 l70 !02 N-77'-W 逆台形 28.5 古墳？ 弥生~;岱片．欽饂.]J干

0115 に・ぬーU 艮方形 338 148 N-19"-E 底面平迅 19 不明 遺物なし

0116 と一19・20 惰111形 233 175 N-21"-W 半惰JIJ形 28 中世 元符通宝り1土

0111 て一19 楕円形 196 100 N-47'-E 半情n形 42 ,5 不明 半侵惰さ5円6形,3cのDIテラスが付属する．

DUS なー22 楕f1]Jfi 90 56 N-24"-E: 半情円形 27 不明 弥生土蛉3.屯

OHS と・な一 不整JI多 (376) 370 N-10.s・-w 半楕円形 66,5 不りJ 木弥生址）土26,11.、こ J ¥/AU, 
22・23 

D120 とー23 （楕円形） 170 (152) N-63'-E 逆台形 28 弥生中刃I 弥生中期土怜細片が散在

0121 と ー2◄ （隋円形） (l60) 98 N-12'-W 逆も形 20 弥生中刃I 弥生•I'期土詐細片少量出：K

D122 と一24 情円形 (140) (104) N-66"-ll 逆台形 12 弥生中期 弥生中期上静創片少量出上

om な-24 楕円形 l30 104 N-36'-W 逆台形 25 弥生中期 弥生中期上作訓片散在

D124 なー23 惰fll形 207 158 N-80'-W や円形 64.5 弥生中期 弥生中111士怜細片少il.111・1:.

0125 な-23・2ヽ 惰円形 216 (135) N-61'-W 逆台形 25,5 不11/1 弥生J:悩1代38.屯

012£ ぬー27 楕円形 191 119 N -15'-E 半楕m形 57.5 ，，洵l 弥生;!:t~片4,o/f. 

0121 b-26・27 楕円形 190 103 N-46.5"-E 逆三h形 49 和リl 土閲沿J点、無文弥生土怜6.o!f.

D121 ねー28 円形 140 133 N-19.5"-W 半情円形 38.5 不叫 遺物なし

om た・ちー]8 楕円形 245 145 N-23'-E 半惰円形 60.5 弥生中期？ 1層屯弥生中間土註紐片散在

D13C ャ24・た一・25 長方形 278 1&4 N-11'-W 弓状 25 不1111 弥生上駐出土

Dl31 ちー17・18 円形 140 l謁 N-71'-E 逆台形 18 弥生中期 弥生中期土ti細片散在

0142 つ-16 •17 楕円形 190 !OS N-61'-W 鍋皿形 42 5 弥生中期 弥生中WI土ti細片少量出土

Dl33 f;. ちー18 不望惰円『i 205 165 N-13 5・-w 逆台形 27.5 弥生中期 弥生,,,111土柑細片散在

D134 た一18 不聾惰円彩 175 95 N-63'-W 逆台形 22 弥生中期 弥生中期土粒縞1片散在

D135 ら＂・つ一, 18 不聾形 400 125 N-69'-W 

“ 弥生中期？ 弥生中川土昨細片少量出土

DJ3f な・に一 楕円形 308 (215) N -18,5'-W キ惰111形 80 弥生 弥生巾、後期土わ少鼠出土21・22 

0137 に・ぬー 惰fllllt 266 148 N-1.5'-W 叫 l'I形

“ 弥生巾JJI
,Y 115号(tの床下よ＇）検出25・26 

D138 すー21 惰円形 124 97 N-87,5'-W 'i'I脅円形 24 不明 遺物なし

D139 て一16 円形 110 110 N-13.5'-W 'l'>I胄円形 14 不IIJI 弥生J.傷Ill土

D140 に一24 憎円形 282 148 N-44'-E 半惰円形 68 不明 弥石:ifl生Z•1170.11/l-甕83995-14、氏石273-150、膚製

D141 に一23 楕円形 (115) 90 N—88' - W 逆台形 24 弥生中期？ 弥生中期土怜細片少量出:t:.

D↓ 42 て一15 隋円形 325 (235) N-78'-W n状 沈 5 不明 遺物なし

D143 il・h-20 惰円形 (285) 143 N-63.5'-W 半楕円形 60 不明 弥生土西片2,(I 

D144 わー16・17 円形 224 203 N-18.5'-W 逆台形 35 不叫 遺物なし

01•5 に一17 情円形 (IGO) (115) N-41"-W 半惰円形 45 不IJJI 遺物なし

D146 たー13 楕円If} 170 153 N-86.5'-W 半惰円形 52 弥生中期 弥生中Jill土わ細片少量出.:!:.

Dl47 そ-13 円形 175 142 Nー1.5'-E 叫円形 34.5 弥生'l•JUI 弥生,,期土II)細片少量出t

Dl48 つ一17 • I~ 
不整楕l'I形 410 182 N-50.5'-W 凹凸激しい． 21 近代 19C代の関骰出.t

て-17
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鯖6節土坑

第80及 北西ノ久保遺跡土坑一覧表 く2〉

量鳩名 檜出位置 平面 ．＇｝懇
滋 9真

長輪ガ位 断面形状 攘 さ
＂ 

期 傭 身
II: ●艮 知●置

D149 つ・て一 情円” 盗 ） 揺 N 53.S'-E 45.5 1 .. 1 体生中期 祢生lf'.IJ)土怜細片少量出j
18・19 

D150 ぬ 24 憎円彬 84 70 N-14'-E 逆台『9 ？ 弥生中JJI 弥化,,ヽ馴土料細｝ヤ散在

D15l つ・て一l8 f菫惰Jllt) (201) (135) N-59.5"-E 29.5 弥生中川I 弥生中J/1..t:.怜細片少量出上

D152 Iて・と一勾・ 情円,, 281 157 N-49'-E 半惰円彩 73.5 不明 頃恵騒甕297-14、土仰翡｀弥生土"
24 

0153 て・とー2A 惰円ll 137 90 N-47'-W 'i'l#fll影 34 5 不剌 遺抽な-

D154 に一24・お 情Ill形 240 120 N-36'-£ 底面直り上る． 58.5 不明 弥生上怜片4.1'1. 

0155 /;-12-13 惰1り形 170 130 N-54'-E 逆台杉 37 弥生中期 弥生中期土牡細片少量出土

0156 ft'こー22 ·鼻• 不1!/1 弥生土牲片1tr. 

D157 こー14 惰円" 85 76 N-3.S--W 屯台形 53 不明 遭喩なし

DI閲Iさ・しー14・15 
不聾h杉 (2l5) l35 N- 44•-w 33 不明 397-17, 弥生土＂片少凰出 ..L

0159 lfr23 23・24 ,f, 聾’’
不明 遺曲なし（風債水址？）

01的 tl-23 惰JIU) 184 143 N-2r-E t円形 39 不剛 遺綸なし

0161 に一23 弥il'..•I・間以前 YI的に政壌されている．

0162 tt-18・19 情円形 (337) (195) N-19'-E 't>tlfII杉 82 不引 397-20)員患罰甕

0163 ：：・さー10 情ftJ形 (241) (179) N-1.5' E り状 10 不PJI 遺物なし

0164 If・.::-13 情円形 225 108 N-13'-W 逆台影 43 不明 遺輪なし

0165 か，きー18 清円形 154 110 N-10.s・-w キ隋fll形 53 不明 397-21、弥生鸞文土＂片多量

0166 ぅー15 長方形 242 171 N-36.-E 追台彩 49.5 不明 ~j: 生土l)J卜少量出土

D167 lt-12 憎円形 143 119 N-56'-E 半~J形 42.5 不明 弥生土ti片4.点

Dl刹 It9・ ・こ10一 艮）j影 348 186 N-12・-w 迫台形 5、1 古墳中期

Dl6S (・・I↑ 12 ― 
1l 

ll)W 380 219 N-78"-W 迫も’’ 65.5 古墳中期

DL70 Is-13・Iヽ 情rg形 253 115 N-4,6°-E 逆も形 57 不叫 391- 24t!~ 沖杯

0171 おーJd 11:)l~ 236 162 N-73'-E 逆ウ形 50 弥生後期 ？ 繍、弥生慎JIii上骰fl'!,ざって出土

0172 かー15 情円彬 155 104 N 69.5'-W 逆力形 28 不明 弥生土峠片2点

0173 さー18 情円形 100 86 N-3.5'-E 半円形 32 不明 弥生土tt1¥・5、'1.

0174 1:1 L4 惰円形 163 127 N-J'-W 半惰円形 32 不明 弥中，J:.怜J';5点

0175 
lit• こ •さ-11 546 270 N-0.5'-W 69 不り1 土閏騒杯片
;; • さー10

0176 か・さ-12 長）i形 384 147 N-22"-E 逆も形 Sl.5 弥出1長期 底面から弥生後期土峠出土

0177 た・ら-?2 惰円形 703 57• N- •4•- E 直面平坦 12 不明 395-26. 礫密•
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第Ill章遺構と遺物

畠 、、 9、~ 、ほ琶‘
D123 1 0127 2 D129 3 D131 4 

11 
0131 5 
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D133 
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7 D133 

、 にシi\ 'D~ I 12 
0134 

， . I I ゞ~''l二 I 11 
、こJ:三
D134 13 

了
~ 

D141 
I I 15 

r 
竺厚

，・グ

'14 
D140 

＇ ．． D 155 19 I 

D 151 
16 

‘‘ lB 0152 D165 
20 

, , 

22 
0176 0171 

＼ 

D176 

、~-
D 176 24 ~ D176 0 

0177 

こ026
l 1 : 4). 10cm 

第395図 土坑内出土土器実測図
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第6節土坑

第81表 土坑内出土土器観察表

樟番 図号 註檀 法員 成彩及び召形の特徴 1¥11 虹 情 考

内）餌4とのヘラミカキ→厖；面付近に直かなハケ,,I:II笠が諏されて 回転賓；嗣A

39S-l 直 <4.3> 
いる． 0123 S区

外）立ち上がり郎に崖位のハケメ躙輩ー縦位のへ9ミがキが濾さ
6.2 

れている．

底郎中央に内外同1ilから織された．燐成約のl 内）） 慣位のヘラミガキが鴨されている． 回転実謝B
395-2 甑 く1.3> 孔を布し．底瓢は九塵気昧を星する． 外~ 霰位のヘラミガキー縦位のヘラミカ-~.が撼されている． 0127 

(3.2) 

! 
底郷fj,5.2X1.2c=mの楕円形を品L、凹レンズ状 内）ナテ9噂され．ている． fllJ転掌剛A

39,-3 く2.0> にく,;r,んでいる• 小立の土奮＊である． 外｝磁位のハケメ調肇ー姐いヘラナ，，，が濾されている． D129 I層
5.2 

内）憤位のヘラミガキ，，噴されている． 固転冥測B
395-4 甕 (2.7> 外）糾位のハケノ躙撃ー横位：のヘラミガ＊が纏されている． 0131 地 6

7.0 

内）） 斜位のハヶ，，”聾→慣位のヘラミガキが疏されている． 回転冥測＾

395-5 直 く8.0> ”• 立ち上がり船1こ慣江のヘラ：：：ガ.ft-.以上はい位の'"'?°,/:鵬箪 D131 池 l・5、 1層
6.2 

→縦位のヘラミガキが施されている．

綱郎は中位下方で大きく張り出す． 内）胴部上位上方と中位以下に慣位のハケノ躙望、上位下方は糾 厩転冥測Bによる区l上慣元

395-6 曼え <29 4) 
位のヽ ケヽノ調整力軍され．ている． D133 心14・22・23・26・2?・36・ 

11.0 
外）憤位の9ヽ ケ，，躙輩→磁位のヘラミガキカ嗚されてい"・ 46·59·63 •68 

頸郎は細くし :t.•). 胴邸r:1.'瓢花景形』に張り 内)..,..テヵ噴されている． 回に実綱A
395-7 壼 <lS.9> 出すと息われる． 外）縦位のヘラミカつ『力澤されている.. D 133 Na.46 

独立したホゾカ‘用いられている． 内）甕部は躙減激しく不1!11、古部J;t慣位のへ9ナテが讀されてい 回転賓．副B

i 
る． D133 

395-8 (4.8> 
外 ）崖位のハケメ.,蒼→組位の一ラナチが疇されている．

(?.O) 

哀
台（綱）郎,.. ス＇』ムな感を門つ． 内） T寧な慣位のヘラミガ 固E洟綱A

,195-9 ≪.a> 外） T寧な縦位．のヘラミガキが郎されている． D133 四 6
(6.4) 

口論1!111:t駅郎から外反し．口繰上郎で屈曲し． 内）慣＇位：の-ラミカ.,.カ9濾されている． 回転実測B
(14.0) しつかりした受け口状に立ち上がる輸口雹郎は 外）ヨコナテ、檸位；のハケノ綱葦が撼されている． 0134 Ho 5 

395-10 置E < 5.8> 面取りされている． 文）口＂割・ロ繰郎9こ LR縄文が施文され、瞑邪,~ヘラ饂慣定平
行織文の区匹中にLR縄文が棒されている．

内）慣位のヘラミガキが濾されている． 回霰実躙A
39S-ll 甕 <2.9> 外）幻位の9ヽ ケメ鱒聾が濾されている． D134 No.16 

5.2 

亨
内） 膚位：のハケ・/R:t賢→慣位のヘラミガキ、底割には__, ケズ,, lllJ転実高A

395-12 <l-5> （？）ヵ勺慮されている． D133 血12、D134 S区 2眉
8.2 外 ）慣位のへ9ヶズ＇）（？）が細されている．

内）ヘラミガキが算されている． 回転環慟1B
395-13 直 ct. 7> 外）糾位のハケノ閃肇ー紅位のヘラミ ;,df,が積されている． 0134 Nn31 

5.8 

最大復：111111郎中位にある．口繰郎,.外傾し内弯 内） T寧な慣位のヘラナチが狐されている． 回転実測B
(17 .6) 気味に立ら上がる響 外）四郎,~,ヽヶノ潤摯→頸郎から綱郎に積位のヘラナデー嗣郎下 0140 

395-14 這
く16.S> 位の織にヘラミガ-~カ噂され．ている．

文）口繕渭6にLR縄文を雌文とした＾ヽラ這連絨山形文．口唇郎に
(18.8) LR楓文力直されている．

(26.S) 
内）檎位の＾ケメ調繋←餞い＾ラミガ自＂が讀されている． 醗片寅訓B
y卜） ョコナチー糾位のヘラミガキヵ噴されている． D141. D161 

395-JS 甕 < 5.3> 文） 3本一絋9箇慣11[緯ヌ：が騎逢位；9こ施され．ている．

口繰郎にu,約 3一の燐成前の穿孔を 2孔有す 内）口縁郎9こT拿な慣位：のヘラミガキ、以下は9ヽケ/ft箪ヵ噴さ 但＂云賓；測 A
る． れ~ている· D151 Ko. l 

l2-8 外） 口繊部に讚位のへ9ミガ年嶋頸瓢に縦位のハケ.1111肇一縦位
395-16 祖 く11.0 の一ラミガキが螂されている．

文）口縁郎にヘラ茄邁弧文が3条讀文され．頸郎は憤走平行織文
が 2粂施され．その区圃内にヘラ緬箪9宍文が充嶋されている．

頸郎9ユ輝くしまり• Ill部下位で強く知が、』ヽ四 内） IPI郎最大荘必1...t:,I~磁位のユピナテ．以下は糾位のハケメ”輩 回翫冥高B
土心である． ヵ噴されている． D151 地 4

39S-17 査 (8.3> 
外）臼位のハケ，， 11111益-1111郎最大紐以上•=四位のヘラミガ... 以

(4_4) 
下は讚位のヘラミガ＊•力噂されている．

類郎11綱<L~ り．口縁：111111大さ（外反すると 内）頭葺以上に糾位のヘラミガキ、以下は帽の広い慣位のヘラミ 破片実鰤A
思われる． ガ＊ヵ噴されている． D152 No.2 

外）頸郎以上はハケノ調撃ーロ給部にT寧な糾位のヘラミガキが

395-18 査 <11.9) 
疇され、預郎より"f",:T亭な横位のヘラミ”キ→概位のヘ.,
ミガキが鱈されている．

文）類部に 5条のヘラr,;槙定平行緯文ヵ噴され、それらに よる区
illlのうち下の 2段は~~t畜遍絨．山形文で這ヽ》られている．

やや内彎気峰の争担わ土翡である． 内・外面9こ作顛賓が残っている． 靱*実銅B
395-19 鯰 く2.3> 0155 

内） T拿な糾位および讃位のヘラミ ガキが暉されている． 回転漠綱B
外）底郎下位に讚位のハケ，，綱望ー企体に崖位のヘラミガキが論 0165 凶 5

395-20 甕 <7.0) 
されている・

(6.2) 

口誡郎は rく』のキ状に長く外反し鴫胴郎は中 内）駆l郷下位：に慣位の9ヽ ヶ，，調望、頭郎は横位のヘラミガキが縞 回転実綱B
位下方で張り．最＊径を有する． されている． 0171 No. l 

外）文繹讀文の~-頸醗 ・ 綱瓢に帽位の_,, ミガ'I'.Ill郎最大桓 外来系？
395-21 壺

く24.5>
位に横位のヘラミカキヵ”｀されている嶋

26.3 
文）躙郎に7本一組の襴樗識状文 (2連止，，，・右llll'1>が撼文さ
れな槙(.. 7本一組．の置繍禎；状文が2寄撼・されている．

嗣郎は不安定な必郎から這 r,、Jの字状に広が 内）讚位のハケ.1111望が庫されるが、醗の周りは横位のヘラミガ 回転実酬A
＇）｀中位下方で絞を有しほぼ直立す，，よう 1こ 午力噴されている． D17611.:t.. M6  

395-22 嚢 く10S> 
上方へつながると患われる． 外 ）赤色捻彩・11t位のヘラ ミガ＊が誼されている．

9 6 

内）） 五のハケ，，鯛肇が臨されている． 回転実IJl!A
395-23 壼 (5.0> 外 T寧な誕位のヘラミガ＊が纏されている． D176 No 2 

9.0 

内）赤色鯰彩ヵ｀されている． lill転冥剛B
395-24 鉢 <1.8> 外）赤色諏遵．讚位のヘラミガキが籍されている． D176rtflli 

(8.0) 

(16.8) 口峰創はラッパ状に外反し喩口唇郷It面印りさ 内・外面ともに清~諏聾lt-'鑽位のへ9ミガ蛉ヵ這されている． 回転実綱B
395-25 壼 ＜ヽ .5> れている． D176底田

i±.llll : 
翡＇高が小さく、底郎,: 曹I合大きくなると息われ 内）ヨコナデが讀されている． 破片実高B

函 ー26 く2.S) る． 口縁割はややゆ力‘んでいる.. 外）●減薯L<不明． D177 
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第6節 土坑

・心屈円要
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第398図 土坑内出土金属器及ぴ土製品央測図
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第Ill軍 ，ll鳩と遺物

第7節 礫群およびピット列 （東部南斜面）

東部南斜面の概観 （第399図、図版 百十七 ・百十八）

束音訊辞斗而の調査区は、第1次調査地区の台地上から巡なる約30度の勾配をもつ急斜面とその基部である底而

にあたる。この調査区の西隣りは、昭和41・45年に駒沢大学によ って発掘調査が行われており、鎌含時代と考えら

れる五綸塔、火葬墓塔、詳細は不明であるが中世の墓城に深く関わる遺構・遺物が検出されたという。このよう

な状況から当初はこれらに連なる中世墓城の一端の検出が予想されたのであるが、実際調査で検出された遺構は、

時期・性格ともに不明確な礫群6碁とビット列が1甚で、 中批のふ牡城に直接関わると考えられる逍構は発見でき

ず、本調査区まで慕域が続かないことが判明した。

斜面中位から碁部にかけては大別三層にわたる第I~ lllJfilの第2次堆積上が流出し、斜而の傾斜に従って漸時

厚〈最厚邪では220cm以上堆積して、それぞれに文化府を形成している。礫群6甚・ ビッ ト列 1甚は斜面中位の黄褐

色ローム屈上から検出された第1号ビッ ト列、第4・5号礫群を除き、いずれもこの各文化屈中に分布し、それぞ

れ形成時期に相迫のあることを示している。以下に各礫群の検出J悧序を記してお〈。

第I層 明茶褐色土 台地上の湯川層が流出して形成されたと井えられる砂l臥。・・・・・・・……第 1サ礫群

第llltl 黒褐色土 第III府に〈らぺ色関が〈すみ、しまり ・粘性も弱い。……….....…•第 2·3-'0-礫群

第ill屈 黙色土 00.s-2 cmの赤色のバミスを多量に含み、かたくしまる。 • 會 ●會・・い • •第 6 号礫群

これら各堆積層中より出土した遺物は第 1府中からは近 ・現代 (19世紀以降）と考えられる陶磁器やガラス片、

及び台地上から流れ落ちたと :iJえられる的耗した弥生土器 • 土師器 ・須恵器・ 埴輪片 （第410図参照）など、第II

屈からは、平安峙代の土師器・組恵器 （第407・408・409図参照）、第m府中からは遺物が極めて少ないが弥生時

代の所滝と考えられる打製石斧（第411図参照）などが主体的に出土している。このことから、第 1屑は近・現代

までに、第I[府は平安時代前後に、そして第lJI府は弥生時代前後に形成されたことが推定されよ う。

従って、これらの各庖中から検出された礫群も、第 1サ礫群が近・現代、第2・3号礫群が平安時代前後、第

6号礫群が弥生時代前後に形成されたものと判断しておきたい。また、文化屈中から検出されていない、第4. 

5号礫群およぴ第1号ビット列については、明確な伴出遠物もなかったため、時期判定することができない。

礫群の性格については、第 1号礫群を除き、規格性 ・配列性があま り認められず、人為的に造られたものなの

か、自然営力によって形成されたものなのか、各礫群によって理解が異なる。以下には各礫群毎にそのあり方を

示しておこう。 （小山）

1)第1号礫群

遺構（第400図、図版百十七）

前述した如く第1I虻上、シ ・スー4~ 6グリット内から検出された。礫群内ではIiも南側に位社する。

西側の調査区外にまで細艮く 連なる喋群で、検出長約7.3m、り祉 1m内外を計測する。礫群の中では唯一掘り込

みを布するものであり、深さ70cm内外、掘り込み断面は底而が平坦な逆台形状の溝内に大小様々な大きさの礫を

充填して形成された礫群である。 人為的に形成されたものであることは明白である。

時期は先述したように近・現代に位置づけられ、近接する農業用道路に沿って走っている..:とは興味深い。

遺物はいずれも溢入遺物であり、磨耗した内而黒色研庖の坪片を含む土師骰が、 5点のみ出土している。（小山）

2)第2号礫群

遺構（第401図、図版百十ヒ）

本遺構は斜面低位、腑査区西側のコ・サー5~7グリッド内に位潤し、礫群中では欣も大きな広がりをもつ。
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等 7節躙er ・ピ y~ ~

雌西750cm、南北490cmの範囲にわたって不規則な広が
りを示し、 中央部、

およぴ幽側の2箇所に密集を示す以

外は散没な分布状況である。唾直分布は邸低
淡30cm内外の範囲内におおむね収まっているが、北から南すなわ

ち、斜面の勾配に従ってレペルを低下させる傾
向にある

。このような状況から、本礫群は台地上、ある
いは斜面

上部から陥落した礫が斜面が平坦化する基部に
至って巣束し

て形成されたもの＝自然営力によって形成され
たも

｀
 

'

I
 

。

ー ~--j

I 囀1荼鳩色.l/1 2次蠍慣のり層.•11: し ,~ 頃)ヤを含t,,

2 1//,. 褐色t.層 3J. りし色1111か晴<.I砥 L..り Lff•·• fl/5 • 陶I員のパiスを:i11.

2 鳳鳩色.t● 2よりパ！ス含れ量が少ない．

3 黒色川層 砂 .5-2. ●の赤色のパtス (7) t- 多量に含み、カ・,~(L.泣る．虹の包含層か？

4 鴫峯渇色J層 2次雇慣紗層,Iよりし色調は剛o<.遭蜘IJ含itしない．

゜
＂高闘 O.?m

(I 300) !Om 

第399図 東部南斜面令体閃
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第Ill軍遺情と遺喩

のと理解できる．

遺物の分布状況

本礫群中における遺物の分布

状況は、各所に弥生土器・土師

器 ・須恵器の細片が散没に分布

する程度で特に集中する箇所は

みられない。

遺物 （第407図）

図化し得たものには弥生土器

(?)、向坪の脚部がある。細長い

スリムな形態をもち、 小形の必

杯と考えられる。赤色塗彩は施

されず、縦位のヘラミガキが丁

寧に施されている。 （小山）

3)第3号礫群

oo/ ul 

霞『~al{J!f且£置(

A;) 

ー

・ー

。
11高 679.5"1
(I : 80) 2 m 

第400図 第1号礫群実測図

遺構 （第402図、図版百十八）

本蝶群は斜而基部の中央西寄り、

コ・サー4・5グリッ ド内に位置し、

第2号礫群と同じ く、全体1甘序第ll/liJ 

中から検出された。位置関係も第2号

礫群の西側に近接するため、両者が同

時期に形成された関連性の強い遺構で

あることが推察される。

礫群の範囲は、 4mx 4 mの不規則

な広がりをもち、第2号礫群に比ぺる

と、密集度が濃い。垂直分布は高低浬

30cm内外の範囲内におおむね収まって

いる。

Ii_____—④ 

m
 
2
 

”ロー
(
。

ー．筍引一

L
 

唸
屯9

ー

第401図 第2号礫群実測図

遺物の出土状況

出土足は少ないが礫群中各所に土師器・須恵器片が分布する。全体に

散漫な分布であるが、 南側にやや集中する傾向がみられる。

遺物 （第407図、 図版百十八）

本礫群出土遺物には土師器・須恵器がある。土師器の器種には杯407-

3がある。口緑部は内弯して開き、内面は馬色研聞、外面はロ クロヨコ

ナデが施されている。底部は回転糸切りが施されるが、 周椒部にヘラケ

ズリが加えられている。須恵器の器種には長頸壺・甕．杯がある。長頸

壺407-1・2は口緑一顆部、 407-4は庇部片である。 1・2は口緑端

部につまみ出しによる突帯を布している。 4は貼付による在台を有する。

nレ

0 1 I ; 閲I 2 nt 

第402図 第3サ礫群央測図
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第71111 躇群・ピ "I ~Jj

甕408-1・2はいずれも平行叩き目

文が明瞭に残り、 2にはカキ目痕が

加えられている。坪407-6は内外面

ともにロクロヨコナデが施されてい

る。これらの遺物は平安峙代前薬の

様相を示すものと理解される。

（小山）

4)第4号礫群

遺構（第403図、図版百十七）

Q
 

(I : 80) 2 m 

第403図第4号礫群実測図

~ ) 

9虞
斜而の中位、調査区の西端、キ・ク ー 6·7·8 グリ ッ ド内に位滋し、貨褐色ローム/~ 0 (I: い）l m 

上より検出された。このため、全体1廿序第 I~ Ill層中から検出された礫群との前後関係 第404図

は明らかでない。

礫群は斜面上に検出長約7.5m、幅1m内外の範囲で細圧く分布しており、更に西側の未

調査区へ継続する。また大小の平尾の安山岩と塚厭泥流の安山岩が混在し、密集した状態

である。第1号礫群と平行する位置関係をもち、何らかの関連も考えられるが、伴出遺物

がないため、時代性が明らかでな〈、判断しきれない。 （小山）

5)第5号礫群

遺構 （第404図、図版百十七）

本籾群は斜面中位、調査区のケー6グリッド内に位湿し、貨褐色ローム屈上より検出さ

れた。東西方向直線上の配列をもつ礫群で、 7 個の集塊岩•安山岩の組み合せによ って構

成されている。伴出遺物がなく、時代性は明確にできない。 （小山）

6)第 6号礫群

遺構（第405図）

本礫群は、全体｝剥序第

M層、 Eトレンチ内にお

いて確認された。 トレン

チ硝認であるため、全容

は明らかでないが、最も

古い時期に形成された礫

群である。斜面の傾斜に 丘

や

旦R,I遭乃凰
¥(') 

¥1' I': 

C-

直

第405図第6号礫群
尖測図

¥t:> lt'1 ¥"f1 <A1 

Rp ◎,S ◎pぎP. • ¥-'11 
If': 

u: 旦 ，旦..£ J::.' 
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悧Ill拿遺揖と遺物

序内から検出された打製石斧410-1が弥生時代に所産が求められることから、本礫群の所府もこれに近いものと

考えておきたい． （小II I) 

7)第1号ピット列

遺構（第406図、図版百十八）

本遺構は斜面下位、調査区中央束寄りのク・ケー 3・4グリ ッド内に位匹し、黄色ローム層上より検出された。

南側は全体庖序第□nilが厚く被毅し始めるため、同様なピットの確認ができなかったが、おそらく 、同様な配列
をもつピット列が存在したと考えられ、本ピットダりは掘立柱建物址の一部である可能性が強い。ビット列はほぼ

束西匝線上に並ぴ、東西長7.8mをはかり、 5間の柱穴配四をもつ。各ビッ トは径45~70cmの円形か楕円形を呈

し、深さは44~92cmをはかる。断而形はおおむねU字形を呈し、柱痕は残っていない。遺物は少ないがp•. p5内

から土器器坪．甕の小片が出土している。本遺構の所産期については明確でない。 （小山）
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第409図 東部附斜而及採土骰拓影図

8)グリ ッド・表採遺物

弥生土器 ・須恵器 ・土師器 ・埴粕などがあるが、

大方は台地上から流れ込んだものと考えられる。

図化した須恵器409-1 -14・16は外而に平行叩き

が施され、内而には同心P1文をもつものが多い。

409-15は外面にカキ目痕をもつ。

埴翰片409-18-21はいずれもfl1筒埴輪と苓えら

れ、タテハケの調整がみられる。

石斧410-lは玄武岩製の大型品で撥形を呈する。

弥生時代の所所と考えられ、第Ill層の年代決定の手

掛りとなる唯一の遺物である。

この他、図化しなかったが、外稜を有する須恵器

模倣の杯などの古泊時代後期の土師器も少伍ながら

出土している。

（小山）

~ 
＞^』

(I : 3) ， I炉

第410図 東部南斜面及採石器実測図
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第UI軍遺構と遺物

第8節 グリッドおよび表採遺物について

遺物 （第411・412・413・414図、図版百十九・百二十）

本訓査では台地上において多祉の遺物が耕作土中、遺構確認面から出土した。これは台地上の耕作土が20cm内

外と薄いため、地下の遺構が著しく 攪乱されたからに他ならない。遣物中には完存品あるいはそれに近いものも

多い。特に昭和54年度の確認鯛査において検出された遺物は遺精と共伴する可能製の強いものも含まれているが

出土地点が不明確なものや、皿複関係が激しい地点から出土したものは、やむを得ず、グリッド出土遺物に含め

て紹介することにした．

グリッド出土・ 表採遺物のうち、土器は49点、石器30点、貨幣4点を図化した。このうち石器については第1

節において詳述されているため、ここでは土器・貨幣についてのみ説明を加える。

土器には弥生土器411-1 ~14、古墳時代土師器412-21、古墳時代須思器412-23~25、埴輪片412-22、413-

15-17、平安時代土師器412-26、時期不明の須恵器413-18、現代陶磁器412-27~31がある。

弥生土邪411-l ~20はほとんどが弥生峙代中期後半の土器と考えられる。器種には壺・無頸壺 ・甕・台付甕 ・注

口鉢・片口鉢 ・鉢などの他、容骰形土偶と考えられるものもある。

壺には単純口緑の411-1-5と受ロロ緑の411-6がある。単純口緑の411-1 ~ 5はいずれも細頸壺で、口緑

部はラッパ状に外反する。口繰端部はすべて而取りされ、1・2・4に縄文、 3・5にヘラ描の刻目文に縄文を

もつ。外而調整は l・ 2・3・5がハケメ調整をヘラミガキで消しているが、 4のみハケメ調整痕をそのまま残

している。受ロロ緑の411-6は受口部の外稜がやや不明瞭な細頸壺である。口唇部は而取りされ、縄文が施され

ている。受口部には箆描連続山形文が一条、頸部には箆描横走平行線文が施されている。この他、口緑部を欠損

する小型の411-7、無文の胴部片411-8、波状の櫛描垂下文を箆描文で区画した413-1、類部に4帯の貼付突

帯を有する413-l, 数条の箆描横走平行線文区画の上部の区画内に櫛描横走平行線文・連続山形文、竹行状の刺突文

を充損した413-3、LR縄文地文上に波状の箆描垂下文その下部に円形浮文を貼付した413-4、胴部上～中位

に櫛描垂下文を箆描文で区画し、その周囲に箆描列点文、下位に縄文を地文として箆描連続山形文 ・横走乎行線

文を施した413-11、413-11と同様な文様構成をもつ小型の413-12、垂下文に箆描の区画をもたない413-13、

箆描文上にこぶ状の突起を有する413-7などがある。

また、細頸壺の他に広口壺411-9、413-5、無頸壺か広口壺と考えられる413-14などもある。 411-9は

胴部中位4箇所に吊り手状の孔を穿った突起をもち、 外而全面と口緑部内面に赤色塗彩が施されている。 413-5 

は短く 外反する口緑部をもち、口唇部は而取りされている。口唇部に縄文、胴部にLR縄文を地文として箆描横

走平行線文・連弧文が施され、巡弧文の頂部には円形浮文が貼付される。また、殻上位の文様帯中には、箆描の

刻目文がめぐっている。 413-14は、 縄文を地文として箆描横走平行線文・連弧文などが施され、 JI月部中位には、

411-9と同様の突起をもつ。

甕にも受ロロ級を布する411-14、413-6と単純口緑の411-10・11・12・13がある。受口口級の甕411

14は受口部は割合しっかりとした外稜をもち、 胴部は軽〈ふくらむ。受口部にLR縄文を地文とした箆描連続山

形文、円形浮文、 胴部に「コ」の字頂ね文を もつ。台付甕になるかもしれない。 413-6はやはりしっかり とした

外稜をもち、受口部には縄文、頸一胴部には櫛描横走平行線文が施されている。

単純口緑の甕は口緑部が強く外反する411-10と綬く 外反する411-11・12・13がある。胴部はいずれも軽〈ふ

〈らむ。 411-10のみ口唇部に縄文が施され、胴部は櫛描斜走直線文が縦位羽状に施されている。 411-11・12・

13はいずれも口唇部に文様をもたず、 胴部に櫛描斜走直線文が施されている。この他、甕には櫛描垂下文によっ

て区画された、 櫛描波状文が施される413-8などがある。

台付甕には411-15・16がある。いずれも小型の台部を布している。台部は甕部と別途に作られたものでな〈底部
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第8節 グリ yド及びスは遺物について
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第Ill章遺構と遺物
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の粘土板をつまみ出すように成形されたと考えられる。文様は15にのみあり、櫛描斜走直線文が施されている。

鉢には注口をもつ411-17、片口をもつ411-18、椀状を呈するとガえられる411-19がある。 17は無彩でやや粗

めのヘラミガキが施されるのみで、 18は外面に赤色塗彩が丁寧に施されている。また、片口の対面には焼成前に

2孔一対の穿孔が施されている。 19は内外面に赤色塗彩が施される。焼成前に内側からと外側から各l箇所ずつ

に2孔一対の穿孔が試みられているが、内側からの穿孔は貫通していない。

411-20は容器形土偶の舶面部、頭部及び左耳部の破片と考えられる。頭部の髪は「巻髪」と称されるような形

を呈し、耳部には2孔の穿孔がみられる。同様な類例は南佐久郡佐久町館遺跡の既出資料（島田1980)、神奈川

県中凪敷遺跡などにみられる。

弥生時代後期の土器には甕413-9・10がある。いずれも頸部に右回りの櫛描簾状文（二連止め）、口緑部・胴部

に右回りの櫛描波状文が施されている。

古項時代の土師器412-21は困j坪坪部の口縁部片である。内外而にハケメ閻整が残る。古墳時代中期（和呆併行

期）の所産と考えられる。

古坦時代の須恵器412-23-25は23が坪の底部片、 24·25が蓋の天井部片である• 23の底部は回転ヘラ切り、手

持ちヘラケズリが雑され、奈良時代のものかもしれない。 24・25は、いずれも中凹みのつまみを有し、 25の内面

には「十」字状のヘラ記号が描かれている。これも奈良時代まで下がるものであるかもしれない。

埴粒片412-22、 413- 15·16·17は円筒埴斡力•朝顛型埴輪の破片と考えら れる。 412-22は断面三角形のタガを

もち、 413-15・16・17はタテハケの罰整力哨ぶされている。本例を含め、今回の開査で形象埴輪と考えられるもの

は一点も出土していない。

平安時代の土師器には412-26がある。ロクロヨコナデが施されたのち内面に焦色研邸が施され、底部は回転

糸切りののちに、周緑部をヘラケズリしている。口辺部外面には 2箇所に墨書が施され、それぞれ「久」 ・「主」
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外）令団1こ綱（むかヽツノ鯛聾→(J織郁上位に帽位のハケ／鯛賢が
纏されている．

文） 11111111・ヘ 9揚償心平行織文が4筆.□o郭にしllllll文が籍さ
ILている．

U縁屈IH員狐カ・ら外反し．口0綿でつiみヒ1r 内） U緑龍にはヨ :,-j-デHよび膚位のへ~<'ケ＊．預糾以下（よ讚 同転填MB
られるようにエら上がる． 位のハケ1鯛心が糟さnて1・る． な30グ,,., ト内壼Ii

(8  6) 
外）n11闘1こヨコナデ→欄位のヘラ；ガキ．口嶋郎下にから預懸 な30グリ'If'il!Mtl':t 

411-6 蜆 く132) 
は織位のハ，，メPIil-・縦位のヘ.,! ケキが纏されている．

文） tJDB~litliD押様が成され．預部はヘ,i贔償泡平行線文が 2

条嶋さ1している．

内）n綸郎1こ慣位のヽヽヤI謂輩-u繰郎から咳祁9こ膚位のへ,t hlltil実測B
ガ~ - {JI郁Ii十テが綸されている． た19グリ ッド内

13 6 外） n織郎,:;Jコ+-'f'-□樟耶上はから'"位に慣位のヘ.,;ガキ
4ll 0 壼 < 9,2> ーU蟻縣下位l~ll((il.のへ9ミガキが鴫さIしている．

文）口織節にしR縄文．口輪郎1こへ,11贔絨WU文、＂綿に へ9
Ii鑽定織文が織されている．内面に竹管状の＂宍が 9ヽに崖
さILている．

Alfflln位で蝸る． 内）綱艤下位1:t,(11'.の9 ケヽ,1&11輩が繊さ しヽている． た全寓刷
411-7 壼 (11 3> 外）綱靡l.1'陥に紺位..,,ヽ ケ／調蟄の1負、紺(I):のやや帷クヘ,! な四．に22グ1/、9 ド内

5.6 ガキが篇されている．

嗣闇は中央で紐1:攘り出し、 最人1Ji節以ドは Iり）令1111こ膚位のハケ 11111嘘~..されているが.tb上臀と息hh. 励転寅劃A
やや直繍的に崖鵬へ向かう． る籠分のみ9 ケヽノの攣位が大くな.,ていら． さ19グリ ・,I内

lヽl-8 覺 <19.S> 外） 1:1111こ糾位のハケ/Ill鴨―.I:.牛に縦位のへ,! ,,~. 下やに
慣tgのへ'!II.Itが編さtiている，

・情み成形.II! 昴鑽大!_El立に糧tl1り、ほIS-5 l'l)預罷以上に亦色虚彩 ・讚位のヘラミガキ．以下にI.IT寧な鑽 団転賓柵IA

4Jl-9 壺
く8,5) 事間情で疇 ーlLを宥するINl'I形17,文を貼付して 位のへ9そガキが鴫さ/lている．殷部1%塵減着し （やり,. な22・23グ11'ド内鯖f.,.±. 
s.2 いる` 外）赤色鍮彩， 績位のへ,l :11令が掬されている． 内園＂邪に佛色顧科の 付嗜がみられ

13,0 る．

胴訊Ii命り帳らず、 n織船I↓太い霧節か1,st( l'i)慣位のへ9いガキ→繍い単位の糾位のヘ.,!ガヤが紺されて l•D転寅闇 B
15.8 lil1111ttる． いる． i.46グリ ッド内IllりJI!

01 1(1 甕 < 7 0) 外）口縁郎から＂幅 1:9 !lナデが籍されている．
文） nn船I:I. R縄文、馴郎に4本一姐の調緬糾定直繍文が織11
,Tl状 （石Iii(り）に籍さ1している．

11 G 
ロ籟葬の (lltth渭（、鮫大Rを綱昴•l•(il:に~, 内）慣位のヘ,,! flヽ が織されている． え全寅瀾

tllー11彎 16. 7 
する． 外）口縁郎1:ョコ-t-1'.II紐士(,I.Iこ虹位のハケノ鯛輩の1負、綱1111 とl6グリッy内

5 ? Ht. にlll!l位のへ,! Ifキが繕さ1口ている．
， 

口縁111よ殻く繊（外尺し會馴饒1ょ余り帳らない 内）糟位のヘラいガ＊が篇さItている． ~It賃副A
(IS.8) と息/,/¥る． 外）蠣位のハケノ綱輩 • t'l綸組に楕位のヘ.,'ガ↑が轟さ ILてい た19グ,,'f'P-1

IヽI 12 慶 く6I> る．

文） ,fJt• りな7+一tnの●鳩糾-A!III'絲文が崖されてい"・

n峰郎は蠅〈覆 く 外反し、胴節,~余りIllらない． 内）慣位II)へ.,! tr令が噸されている． ば片賃割U
IヽI 13 貨 <8.S> 外）口織l~Iこヨ::,ナデが籠されている． た19グ,,, p内

文）？＊ー組のlllliflill直織文が噸さ1している．

II縁郁1~1\1'-! •) されて ,I; '). □ 緯鶴1よ受n状 内IT軍な膚位のヘラ豆ケキが鶉されている． "'代員割A
06.8) を公ヤる． 外）11(郎に3つナデ．隕椙以下はい位のハケノ綱聾が繍されてい た19111, ド内

•ll 14 直 <7 5) 
る．

文）嗣郎にヘ'71/i「3」の字重,,文.n織祁1よLR縄文を地文と
し、ヘ.,ti¥違籍山Wl文が鱚さ/1,..直tf?0.6raの円,i淳文が貼
付されている．

MGは不出定で帷鳩な作りである．覺Hllll織 内）隻瓢はI)'位1こ員（江のハヤノ馴輩.f位はナデー馴狐令訓1こ愴 1!11≪! 寅創13

* (費・t 〈6.8>
的にユり上がる． l,1綱10'.//lへ？ ガ今．妊Hは大さな単位の膚位のへ9、ガキ へ◄8 グ,, , ド Vilt~

411 15 が纏されている.ti郎1よ9ヽケ／綱輩が嶋されていL. 内外1111こ饉かに煤ft着

(4.•) 外） 観~HJ.Vfl位のハケノ調鴨が籍'< Jtている．

文）11狐中位1埠l帷な蠣lilfl愈直綸文か諷られる．
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a 
-＃郎ll『ハJの下状に慨く1111き．攪合には檎立 内） 慣位のへH ガ令が鴫されている． 凪に寅IIIIA

m -16 （ヽ.9) するホゾが用いられleと息httる． 外）費鶴に創位のハケノ胃誓.fl郎1:1縦位のへ,_ガヤが綸さ/¥ な26グリ ッy内
6.0 ている．

片
11.6 口辺聾i;ーケ所貼り付けによる礼口を膏ずる． 内）U位のハヶ1調聾の復．糾位のIllいへ,! ガ今が譜されてい liil転洟劇A

411-17 n 
12 I 口辺昂は内冨する．注口内棉はへ9状工具で菫 る． さ28グリッ 1・内闊作土

注 7 .o 彩されている． 外）槽位Hよび.,位のへ9ミガキが紬されていら．
ロ I、,8
10.0 口綸舶に燒成前の予孔を2孔れし、ぐれとかJ崎 Iり）檜位のへH ガキ、口繰昴1こ赤色控彩が讀さllている． 伺転汽劇A

n 10.2 する薗所に片0を有する．戯郎Itややん陳を管 外）赤色ltfl・情にのへ9ミガ＊が鱚されている． 惰ほ• ll-18 口
鉢 ~ ゜び翌りが愚い．11.6 

”孔Ii亮仝なしのと遍中のいのの21しある． 売 内）赤色塗彩・縦位のへ9ミガギが袖されている． 既片実11110

壼 全ないのは主として外ilifl・ら隋しており．償か 外）邪色論彩・&l&のへ,.ガキが籍されている． お17グ＇） ，ド内
• II 19 or <2.R> に内l11からし工具を1'1てている．遍中のしのIi、

鉢
外面から籍している．

=~ 内面IJやや帽鴫に＋ヤられている． lo!lt寅衝B
411-20 く5.6) 1115グリ,I内

(~ 土）

(18 2) 口縁懇1れ、織的に外綱し．靖郎でやや内竃すo, 内・外薗といこIコナテの憧． 籟位・糾位のハヶハ買贄が繕さ/¥ 刷に実剛0
412 21 < 3.4〉 ている． つ18グリ，ド内

醗片賓ltllB
4l2-22 

= 
<S.6> 慢ほ

i 杯
内・外面とt1: ロクロ9コナデが籍されている． 成片寅ttJB

•12-23 く2.4> 妊糾Iiへ9ケズリが嵐t!tしている． け9グリ 'r内

jl(l{, 一
貼りttけによるつよみ郁Ii,凹レンズ状に(1: 内）ロクロヨつナヂ（右国り）が孤されている． 圃転寅慟IA

•12- 2• :. く1.7》 んでい6, 外）つ己み郎はロクロ 0 コ-/"'f'U』団り）．っよみ綿周辺l:t 'f>~ら け9グリッド内
ヘ9ケズIJが帽されている．

煩H
貼り什Itによるツマミ謡1:1,凹レンズ状に(1:r 内）ロク ロヨ コ.,.,,,が繕されている． llil転lil!IIIA

m -2s i. (l.6> み、 rへ,re-tJ-,が繍されている． 外）つilh8111:o ク 0 ~ つナデが疇されている． け9グリッ r内

I 
I• ヽ 口辺節は内膏して闊（． 内）鳳色＂疇が纏されている． 売合夷副

412-26 4.6 外）DクPヨつナデが篇されている．鉦郎は1ll転糸切り(f)f負．鳥 曇●2●所 r久j とrlJか？
6.• 辺籠へ9ヶズリが鴫されている． そm、 ,~21グリ，ド内

4.6 
儡平ながら丸醜を需びる天芥郎から、口辺鄭1:1 寛仝賓剛A

412-27 ft (1.8) 111? 塁寵1こ折れ- ~井郎とn辺鶴の鳴には水平 ら16グ,,、 r内

董 な rッパ状節」を＊する． 19C 

10,4 
口辺聾IZ大き（ 外傾し、 It嵩f;J低い．内lll11ロ 内・外IIといこ〇ク0!I :,-rテが鴫されている． l!ll虻賓IIIID

412-28 :i 2.• 織節からl.S...円霞に高さo.s..の麟聞三角形の ら18グリ ッド内

ヽ0
かえりを巡らせ.l鱒所に几い切り込みを入れ 内国に慎鯰色の精罵が籟籍されてい

ている． る.19C 

内・外面とtiこ口9ロヨコナテが崖されている． 破片賓剛1l

412-29 呵 く1.7> t., l6グリッド内

蒻鳳 内allこ級緑色の輪藁が繍釉されてい
る.t9C 

- 内・外国ともにロク gョコナデが薗されている． ~Iヤ寓創 B

412-30 :: (1.6) らl7グ11, Yl'i 

内薗,:横鯰色のfll冨が篇籍されてい

る.19C 

量瓢l!IBI公糸切りの復、鳥かを貼付してHり． 内）O?Olilつナデが菖さnている． 仰転買剛LI 19C 
412-31 

= 
< 3 6) llilllli算繍的に饉かづつ関さ．簡状を鼠すると 外）一鄭にヽ ケヽノ綱望虞が楓られる． つ19グ,,. ド内
(5.6) 息われる． ’外面1;檜藁が纏釉されている．

と読み取れる。この土器はY120号住居址の西側から昭和54年の確認調査において検出されているが、本調査では

遺構の痕跡がみられず、何故平安時代の完形土器が1点のみ出土したのか理解しかねる。

時期不明の須慰器413-18は壺の破片と考えられ、突起を有する。

陶磁器はいずれも19世紀以降の製品である。412-27が磁器査、 412-28・29・30が陶器灯明!Ill、412-31が瓶の

底部と考えらる。本訓究で検出された陶磁器はこの他の細片も同様な年代をもつものであり、 中・近世の陶磁器

類は確認されなかった。

貨幣は籟入貨幣が4点検出された。414-l・2・4が北宋銭、414-3が唐銭である。414-1は「天聖元宝」、414-

2は「元翌通宝」、414-3は r開元通宝」、 414-4は 「紹堕元宝」でいずれも鉗製である。本遺跡内における輸

-326-



奇噸縞四► ,. 
救塗呼み、i.. 巳
冷詑叉和、ふ琴＇ふ

11 

挿囚雷り 名
tot; I鸞·~ 

1ヽ4-1 租元宝（真）I II 
•14- 2 R量ilRC真）I II 

愚、稼
13 

第413図 グリッ ド・表採土粒拓影図

第414図 グリッド出土貨幣拓影区l

第84表 グリッド出七貨幣一覧表

兄行

鯖i鵞年代 償 考 ,,1111●サ 出J:.位置
[ii 

:k(M102元3年) 北宋 1ヽ4-3
と-20
グリット’

第8節 グリッド及び表は遺物について

17 

? (l i I) 21c11 

彙 兌行
名給 ●這年代

U 囚
I 傭 噌

闊え通宝 綱 氏(鴫624年
J) 

唐

X(●l07元8年) 北宋

1ヽ4―̀
グとリ-ッzoト. lllll,,; 宝（真） 鯛 紹,1l•=元·年、 北宋

入貨幣はこの他に第116号土坑から「元符通宝」、 T2号特殊遺構B土坑内から「祥符元宝小「皇宋通宝」、「開元

通宝」の四例が出土している。 （小山）

-327-



鴫IV環穐tft

第IV章総括

第 1節弥生時代

1)遺構

今回調査の台地上の南半部から弥生時代の遺構は中期後半の翌穴住居址47棟、後期前半の竪穴住居址20棟、

中期後半～後期のヒ坑24基が検出された。第1次調査分の台地上北半部を加えなければ、総合的な弥生集洛の考

察ができないため、ここでは中JIJI後半と後期前半、各時期の住）吋址の傾向を指摘するに留めたい。

弥生時代中期後半の住居址

集落について

北西ノ久保遺跡の弥生時代中期後半の集落は調芥区台地上の全面にその広がりをみせる。少な〈とも 2時期（北

西ノ久保 I・II期）にわたる竪穴住）吾址群で構成されるが、大略的に見ればほとんどが柴林II式併行に包括され、

ごく短期間に爆発的に発展した集落であることが想像できる。このような傾向は県内・外各地の該期の遺跡で共通

する。（長野市では平柴平遺跡、飯田市では恒川遺跡、県外であるが群馬県前橋市消里庚甲塚遺跡がその好例であ

り、栗林II 式に併行する段階で爆発的に住居址数が増加し、遺跡規楳が拡大される。）稲作文化が光全に受容、 rl~

化され、安定した食生活が営まれるよ うになった段階における急激な人口増加を示す現象ととらえることができよ

う。北西ノ久保 I・II期における集落溝造の変遷は北側地区の第1次腑売分と合せて機会を改めて別稿で分析す

る。

住居址プランについて

北西ノ久保I・II期いずれの住届址も、隅丸方形、隅方艮方形を墓即とし、長野市平柴平遺跡や1す］市浅川扇状地

遺跡群牟礼バイバスD地点遺跡第1・2・16・17号住店址などの栗林I式にみられるという円形プランの住居址

は全く検出されなかった。以下に北西ノ久保1期、 11期各期、時期不明（遺物が検出されていないため）の住居

址規模の傾向をみることにしよう。

北西ノ久係I期

北西ノ久保II期

lOm• 未満

15m• 前後艮方形(&:釉464cm、短軸415cm) Yl21号住It・址

20m• 前後ガ形（軸長450-520cm) Y 65・75・128サ住届址

艮方形（長軸524~535cm、短軸376~453cm)Y71・103・115号住居址

25m• 前後

30m• 前後

35而前後

40m• 以上 艮方形（長軸755~775cm、短軸605~635cm) Y74・91号住居址

計測不能 Y 72・81・110・ 112・113・ 117号住居址

lOm• 未満

15m• 前後方形（軸長430~470cm)Yl22号住居址

艮方形（長軸462~470cin、短軸352~395cm)

20m• 前後 長）刃形（長軸465-555cm、短軸420~443cm)

ー

！

―

_

ー

Y96・106号住届址

Y 63・88・101・ 126号住届址
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第1節仇生均代
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第415図 北西ノ久保I・ II期 （弥生時代中期後半）住居址分布図
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第IV軍総t舌

時期不明

25m• 前後 艮方形（艮軸537~585cm、短軸402~502cm)

30m'前後 艮方形（長軸588~670cm、短軸484~500cm)

Y 73・79・85・98・114号住居址

¥68・78号住居址

35m• 前後

40m• 以上

計測不能

lOm• 未満

15而前後

20m• 前後

25m• 前後

30m'前後

35m• 前後

40m'以上

計測不能

方形（軸長527~575cm) Y86サ住届址

長方形（長軸750~780cm、短軸622~642cm)

Y82・92・116号住居址

方形（軸艮251~ 281cm) Y 119号住居址

Y76・105号住居址

長方形（投軸460cm、短軸400cm) Y99号住居址

長方形（長軸520cm、短軸462cm) Y95号住届址

方形（軸長460~485cm) Y 118~ 住居址

長方形（艮軸564~612cm、短軸460~479cm) Y 108・109号住居址

長方形（仕軸767cm、鉦軸700cm) Y90号住居址

Y62・83号住届址

各期を通じて、 15m•前後~30m•未満の規模をもつ方形か長方形プランの住居址が多く、特に20m• ~25m•級の住

居址が平均的な規模と甘えよ う。微視的にみれば、北西ノ久保 1 期では20m•前後の住居址主体、 II期では20m•前

後から25m'前後の住居址主体で、 lSm•前後、30m•前後の住届址も加わり、時期が新しくなると住居址規模がバラエテ

ィ ーに官む傾向がある。この中で子細な時期は不明であるが、床面積6.85m•の超小型住居址Y119号住居址の存在

は極めて特異である。床面積40m•以上の大型住届址は長方形湛調で各期に少なくとも 2棟ずつ＃在する。北西ノ

久保 I 期においては罰査区のほぽ中央にY74·91号住居址 2 棟が並んで占地し、その周囲を20m•前後の平均的な

規模の住居址がとり囲んでいるようにみえる。北西ノ久保Il期では、間査区の北束側に 1棟 (Y105号住居址）、

南西側に 1 棟(Y76号住居址）が占地している。 20-25m•前後の平均的な規棟の住居址は、 2棟の大型住届址の周

辺部にあり、これらを軸にして集落が展開されていたとも者えられる。

主柱穴の配置、及びその他の柱穴

各期を通じて20 ~25m•前後の平均的な規模の住居址は主柱穴4本を荼本とし、住居四隅に整然とした方形の記置

をもつものが多い。床面積40m• を越える大型の住居址は、 Y90·91·105~住居址は破壊が若しく、主柱穴配滋が

不明であるため、 Y74・76号住居址のデータしか｝りいることができないが、 両住届址ともに6本の主柱穴をもつ．

配滋はそれぞれ異なり、 Y74サ住居址は南・北2列の直線上に各3本、 Y76号住居址は東西2列の直線ヒに各3

本の主柱穴をもつ。いずれにせよ、規模が超大型の住居址には主柱穴数が増加するのが中期後半の住届址の特徴

と百えそうである．

これに関連して、北側主柱穴間の北寄りに存する所開「棟持柱」をもつ住居址は北西ノ久保I期にはなく、 II

期ではY76・85・88・98・122・126号住居址など、時期不明ではY124号住居址などにみられる。「棟持柱」は後

期の住居址では一般的に付骰される傾向がみられることから、 il期における「棟持柱」をもつ住居址の増加は、

その崩芽的な様相を示していると理解される。

入口施設に関連する南堡際に穿たれるピットは I期でY74・103・115・121号住居址、 II期ではY63・76・78・

96・101・122・126サ住届址、時期不明ではYl07・109号住居址などにみられる。円形の平面形状を呈し、南唸下

中央に2個一対穿たれるY63・74・76・78・101・103・109・122・126号住居址、南虹下に 1佃穿たれるY96・115・

121号住居址があり、 II期の住Ji!}址に付設される例が多い。後期の住居址に比べると入口施股の柱穴が付設される
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パターンが一般化しているとは言い難〈、よた、定形化した楕円形の平面プランのものもない。

紐溝

第1節弥生”代

中期後半の住居址の些残店はY122号住居址が39cmと殻大値を示すが、盟が全〈残っていないものも多〈、堕残

~.'lj最大値の平均でも約15.8cm と概して浅い。後述する後期の住居址の平均31 .7cmと比ぺればその差は明確である。

堕溝をしつ住居址はY65・71・72・74・76・82・83・86・88・90・96・98・101・103・105・ 108・109・112・ 

114・117・118・121・122・126・128号住居址の25棟、壁溝のない住居址、あるいは瓜複等により確認されなかっ

た住居址はY62·63·68• 69・73・75・78・79・ 81・85・ 91・92・95・99・106・107・ 110・113・115・116・ 119・ 

124号住居址の22棟で半数以上が虹溝をもち、批溝をもたないのが原則の後期の住居址とは好対象である。

炉

炉址の規模．形態については第87表にまとめてある。付設される位設は中期後半の住届址の場合、住居址の長

軸・短軸線の交点、つまり住居址の中央が碁本である。北側の主柱穴間に設けられるYl24号住居址はこの中で唯

ーの例外と打える。また、この時期の住屈址内には炉が1箇所に設けられるのが原則であるが、中央部2箇所に

並んで設けられているY90号住居址の存在も例外的である。炉の形態は地床炉、地床炉十炉ほ石（炉緑石の代わ

りに上器を立てたものY90に1例あり）、埋甕炉、石敷炉の四種類がある。このうち、地床炉は11例 (Y63・68・

7 4・98・99・106・109・116・ 118・l 21・ 126号住居址）` 地床炉十炉緑石は17例〔Y69・75・76・78・81・83・ 

85・90 (2例） ・96・103・ 107・108・115・122・124・128サ住居址〕で合計すると全体の 9割近くを占め、弥生

中期後半においては地床炉、地床炉＋炉緑石の二種類が最も一般的な炉の形態であったことが伺える。炉緑石の

あり方は大型の礫を 1個のみ裾えたものは 2例 (Y75・124号住居址）と少なく 、2佃並ぺたものが5例 (Y78・

90・92・103・107サ住居址）、 3個並ぺたものが5例 (Y76・81・85・101・108・ 122号住居址）、 5個以上並ぺた

ものが3例 (Y69・ 115・128サ住居址）と比較的小型の礫を複数用いた形態が多い。特に北西ノ久保II期に該当

するY76・85・101号住居址の炉は「コ」の字形を意識した礫の配置をもち、次期の後期前半 （吉田式併行）の「コ」

の宇状石囲い炉へ連なる要紫として注目される。この他、数は少ないが埋甕炉が2例 (Y65・105-B・ 住居址）、石

敷炉が1例 (Yll4号住居址）ある。埋甕炉は甕の口～胴部を正位で地筐したもので、天奄川水系で一般的にみら

れるものと強い共通性が伺える。右敷炉は小型の陳を火床上に多伍に密巣した状態で敷きつめたもので、他に類

例を1ltJかない。

ペッド状遺構

Y74号住居址の束咽下中央南側に方形状の版築されたと考えられるローム主体の堆積土が認められた。ペッド

状遺構として確実に位氾づけて良いものか判断できない。

弥生時代後期前半の住居址

集落について

今次罰査では北西ノ久保Ill期、後期前半の住届址20棟の間に厘複関係は認められなかった。第 1次調査でも

1・2例の原複関係があるのみで北西ノ久保遺跡から検出された35棟の後期前半の住居址群はある程度の時間的

な流れはあるにしても、ほぼ同一時期に形成された渠落と見1故すことができる。中期後半の集落址との関係は土

器様相からみて、 一 ・ニ型式の断絶が認められる。中期後半段階で一旦集落址が消滅した後に、ある程度の時間

を経て再ぴ大規楔に展開された集落と理解できる。だが、この集落も永続的な繁栄をみず、ほぽー型式で把握さ

れる後期前半の中の一つの短い時間で北西ノ久保遺跡からほぼ姿を消す。それ以降、北西ノ久保遺跡を形成する

台地上全而にわたって、大規楳な集落が営まれることは二度とないのである。 尚、当骸集落の詳細な分析も機会

を改めて行うことにする。
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住居址プランについて

北西ノ久保Ill期の住居址群ははとんどが隅）し長方形を碁調としており、稀に隅丸）j)f~ 、 小tiJ形に近い (F.届址が

存在する。以下に住届址規校の傾向をみることにしよう。

北西ノ久保Ill期 lOm• 前後 長方形（長軸艮398cni、短軸艮306cm) Y 102・ 号住居址

15m'前後

20m• 前後 及方形（長軸長488~577cm、短軸長398~413cm) Y80・97・127号住居址

方形（軸長401~495cm) Y64・77号住居址

25m• 前後 長方形（長軸長572~60lcm、短軸長445~495cm) Y93・123号住居址

30m• 前後 艮方形（長軸艮598~628cm、短軸長460~514cm) Y94・100・120号住居址

方形（軸艮565、570cm) Y70号住｝叫11:

35m• 前後 艮方形（艮釉長662~700cm、紅軸及520~52lcm) Y87・104サ住居址

40而以上 艮方形（艮釉圧733~803cn1、短軸長560~617cm) Y66・67・89・125サ住居址

計測不能 Y84・111号住居址

方形を呈する住居址はY64・70・77号住届址、小判形に近い住居址はY87号住居址である。中期に〈らぺると

規模の大小間わず確実に長方形プランの住居址が増加し、画ー化の傾向が見い出せる。床面積lOm•前後の小型の

住居址はYl02号（主居址 1 例のみで、 20m•前後一40rn•前後の住居址規校に集中する。 20m•前後は4棟、 25m'前後2

棟、 30m•前後 4 棟、 35而前後 4 棟、 40m•以上 4 棟を数え、中期後牛の住居址のように20m•~25m•前後の通常クラ

スの住居址と、 40面以上の超大型の住居址の両極端に分れるのではな〈、相当規校の住居址が段階的にパラつく

傾向がみられる。総体では、巾期後半の住／舌址よりもやや大型化していると甘えよう。

主柱穴の配置及びその他の柱穴

超小型の床而積10.64 rn• (/) Y 102住居址は北兒Fの「棟持柱」があるのみで、明確に主柱穴とできるものは検出

されなかった。 25而前後~35m•前後の住居址は四隅に整然とした方形配趾される 4本の主柱穴が1/i本である。こ

のうち、北壁 Fに「棟持柱」を布する例はY94・ 100・104サ住居址に、また、南埜下の入！」施設に関連するビッ

トは¥93・97・100・104・ 127号住居址に認められた。このうち、 Yl04号住居址は住居四隅各々 2本ずつ、合計

8本の主柱穴を有し、「棟持柱」も 2本もつ。本遺跡に限らず、当該期の住居址としては極めて特異な柱穴配滋を

示している。 1未面積40m•を越える大型の住居址は、主柱穴4本のY67・125サ住居址と、 主柱穴6本のY66号住居

址がある。 Y66';;-住居址は南北方向直線上に東西各々 3本ずつの主柱穴が配没されている。本遺跡では第1次関

企分も含め、主柱穴を 6 本もつ住居址は床面積40m•を越える大型の住居址に限られており、この点については、

中期後半の傾向と一致している。超大型住居のその他のビットは、「棟持柱」はYl25号住屈址、人口施設に関連

する柱穴はY66·89·125サ住居址で認められた。入口施設に関巡する柱穴は、先述の20m•前後ー35m'前後のI禾面

積をイ「する住居址も含め、南唸下のほぼ11央に円形プラ ンのビットを 2個並ぺて配凶ずる例か多いが、 YlOOおよ

ぴYl25号住居址は2個一対の長楕円形プランのピットの外側に、更に円形プラ ンのビットを各1個ずつ配謹して

いる。

壁溝

北西ノ久保I1I期、後期前半の住居址は原則として壁溝をもたない。唯一の例外はY93号住居址で、限下を全周

する堕溝をもつ。また、 YlOO号住居址は南西コーナーにわずかに壁溝がみられるが｀入口施設に関わるものと考

えた方が良い。後期前半の住居址に繋溝が付骰されない傾向は盟残在の平均が31.7cmと中期後半の住居址よりも

約2倍深い傾向と有機的に関巡すると考えられる。

炉址

北西ノ久保Ill期、後期前半の住1凶址の炉の付設位潰は、北側の主柱穴間を原則とする。唯一の例外はY94号住

9
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鯖rv章純括
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22,5- N-17 S'-E 北エtむ'1:1111 上2往他穴14入口II - 憧M

M2に穀遭さ 11.

15·16 • 17 32.5 る．

Y90 
こ，さ・し一

長Ji形 (700) (767) (637) (697) {650) 5お Iヽ8l6 D-6 N-5.5'-E u1,(中中知央寄り）11.t穴1他6 ,,,~ 撞＊ Mは5.壇Yさ89. DI謁
14 ·15• 16 1; 11る．

Y91 
ず・せ・十一

長方形 (605) (775) (650) (757) (!i60) （鵠5)（ヽ6.!l 4,5-lG N-11'-E ,~1111負キ
Y8~、かくらんに大

15• 1~ • 17 キし貨讀さllo.

ygz す•せー13lヽ .す・1・5 一

゜
他7 1l1llJII鼻t

M 21こ阪墳され

せ• そー l>. 

Y93 し・llす•・ せー
12 侵,,~, 49S 572 592 53ヽ 420 !4l tl II 5-32 N-23"-F. 1,t中主央往日穴寄llり2. 

.l.2亀lt穴I 人ヽLIi」 lUI 

ygヽ さ・し 10• 
長J;~• <m> (617) (590) 1460) (440) (441) 117.•! 0-20 5 N-69--E （中央北寄＇）） tlJ: 穴ヽ 9員i令U PS貯亀穴？ 桟馴

1)1631! 績壇され

LL さー9 1慟3 る．

Y9& .;;, さーI0•11 長）i., (462) (520) （ヽ05)(48ヽ）(407) (440) 122,90) 2 N-20--E （中‘た） TU穴4 i'lllll1'' 
V!M.Dl&J• 164• !IS 
S161: 績●さ116,

V96 け•こ 11・12 艮）RN (395) （ヽ70)(365) (407) (375) (317) 111.90) 

゜
N 27.5'£ 中央 111穴3人口ltl •l•Mt負 't'·

01751! If(墳され
る．

Y~7 け• こ 13•14 艮Ji討 3狐 507 8ヽ0 433 磁 ⑲6 20.18 
21.5- N 42'-J:: なし 1111'; l入L1U21 - 1AM 

D1641:1! 壇される．
33.6 炉が見内らない．

Y98 (・Itー12-13 畏JiO 502 592 612 (400) (•42) 408 (22臼） 3-25 N-0 5-W 中火 J:llil≪l穴m4人l他ll2lJ - •l•Mt亀 ＇や
Y97, D167に“慣
:れ"・

Y99 こ・さー13・1、長}jJj (400) “い） (•20) (3切） (3112) (310) (17 19) 0-8.S N-15"-W 中央 主11穴411!3 ,,, 闊憧＇や Y97. 0164. M 5 
I疇贔漬される．

YI閲
カ・・~·<-

長H彬 (400) 598 5訪 (600) 480 (4お） 偽 35) IS-36 N-23'-E 北ー:l:lt穴間 I'1ll人U穴l4.tI2戴池l'-t2l1 ~g貯畠,ti IUII 
S 13に頓躙さ H

15• 1$ i 

YtOJ 
( · 11- 14 • 

長方形 (~55) •30 433 (:143) 3ヽ5 (523) 伽関 ◄ 5-れ.5 N-5Z"-E 中央 I● ~UI 饂 5 巾期復·~
Y 100・1021こ霰鯛

JS• 16 される．

YI位 け・.:.-15-16 JI:)/が 306 涵 325 340 249 2!5 10.61 23-36 N-10・-i;: 中火北寄り "怜ltI他S t負閉 剛IIな往穴なし．

Yl03 (・1・/-16・17 長）I彬 376 (530) 504 (4G6) 311 （岱2)(18.54 1-11.s N 2・W 
,,, 火 l.l!i¥ 4入〇111 中期t負·~ Y 102• 123. S 131; 
2. 131 讀墳される．

YIIM か、・I（ - 12· 13• 長）/Al ~21 お2 (580) 65S 400 !67 33.93 
32.S-

N 20'-ll uば災U即だ膚富~ , l!lt穴8 入2糾口I.I 1 憤期
0176にじ墳され＆主U

l• -12・13 •9.5 2, 中 り2 i.r~』! 穴.11nu11 i● -ti 

YI05 “• か・ さー 長)IJJ(622) (780) (748) (682) (405) (572) (•08) 3-13 N-51'-W 中央 lit穴1他5 ，＂月1n
YIOヽ、0176.SI◄ 、

11 • 12・13 M61こ即噴される．

Yl06 
？・え.jj 

員h影 (352) (•62) (370) （ヽ28)(2鵠） お8(IS. 聞） 0 5-15 5 N 7'-W ,,, 央 1.11穴3 中閉憧·~
SIヽ、MGに項躙

12・13 Pれる．

VIOi 
，．え ・ti-

（長hJJ) -、.5-13S （巾央） 1 1I .uI 働穴2 3 入O tl 一 •l•Mt負↑
DIGG. Y 125. ~13 

15・16 に＂墳さ llる．

＂雌
と・ なー15・

畏），＇’ (479) (612) 558 (565) （域） （ヽ16)127.lS) 0.5•10 5 N 7 -E （中央） .t往穴3他J 1l1Mt負t
S 7 1: 駁噴され

16• 11 ~-
V!09 
な・に ・ぬ

畏/1~) (460) りい） 550 (5紐） （聞0)は82)(2J.9i) 1ー10 N-l'-W 中央耐寄り 人titU穴lt42他2 - ，＂＂＇負 t D ll9· 125• 140• 
23・24 1411こ戟漬さllる．
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略1節仇生吋代

第86及 北西ノ久保遺跡住居祉一覧表 <2〉

遭橋名 檎Ill位置 平面u鮒 !II I員 !.! 長
面憤 鯰＂高 畏輪）1位 が fl 置 " 穴ビ ・. ~ 

ti>饉の
崎 闊儡 囀

東化園ゴI東蒙内閏1躙`＇:I: II H•lilt 

YIIO さ 26 一 3 -21 - 一 り，＂慎＊ 鴫Y7さ8I・7L9-8る．0に破

VIII に・n IS 2的 5 5-16.5 一 中央北寄，) i.~Hl 1負闊 S 71. 霰填~,しる．

¥'Ill 
f)・fa- 1 5-13 一 I~ 問復牛 壇Y~さ.ILSるI．OIこ轄
21• 22 

Vll3 し・すー2S 3-6 9日間1負半 れY7る8．•81 に破頃さ

VII• に・わ• IJ 艮1jffJ m 5邸 554 •66 362 446 ZUI 2 -12 N-」2.5'-W 中央 主J.ll穴` 中間l亀'I>
-25・26 

Yll! 
に• II)-

＂方形 -120 524 426 476 414 354 !I.OS 3-2S,S N-5'-W 巾央 主1往人穴tiltl-LI他坑菖l 1りヽ土7最坑棺墓入 中間It・ド V 1141~ 舷墳さ/l
25・26 る．

Yll6 
ヽl • わー - 35i 0,5-13.5 （中央） '.!!I主六 i 中Ml負↑ Yllヽ・ ll71こ彼
24・25 壇される．

Y117 
,, ・の一

298 0-8 主11大ヽ 他2 ·— 中問I負t
2• ・25 

Yll8 
な・に一 )10 460 （磁l 391 2ヽ2 (375) 43S (20 !M) 2.5-115 N-29・-i;; 中央 土け穴ヽ ― 中馴9負t股此準23・24 I 

Yll9 .:.'~ "~' (2;11 281 {2鵡） (248) 2•0 200 IG 8$1 2.S-10 Nー16'-W 一 主11六ヽ 一 巾間1負キ M21こ破墳され
20・21 ~. 

YIW 
ぐ.,~. ら

長J;U 151ヽI(6231 （％） <5101 （邸I(UI) (30 92) 5 -11.s N-30'W （中央） ~It穴 2 - 復閉 墳U作さで1t大て半いがる．罐
お•%6 

Y121 
』J.か一

晨力形 415 464 414 362 345 288 14 SS 3-37 N 6"-£ 中央・ -tll穴4他ヽ 巾問f負't- Yl22に籟噴さtl
20• 21 ている・

Y1!2 
Ii・ か 19•

方" 432 472 395 3S8 効 390 16.93 I -39 N-20'-W 中央洒寄り 坪2«穴~II4人1口1:,131 P5貯凰9 •t• 期9負や
20• 2I 

Yl2l 
さ・ (・ll

II:方B （ヽ ◄51 （約II 1190 (5311 （約l1372) （おぶり 25-36 N-13'-E J:lt穴1也3 9島期 Sる．13に讀墳さn.
17 •18 

Y12• ,, • い一
艮力u (• 221 ISIO) li57) (4鵠） l副I 鳩0(21 00¥ 0ー I~ N 2.,-E 北-:Jltt穴間 主1広 4債"Ill 中間9負半 S る．71こ讀凛され

17• 18 

Yl25 い・13 ぅ・l・ll5 -• I• ·I 長）i『9
(000) 603 7い (1131 ~z 554 （ヽ5.52)15 5-35 N-23'-E 尤胄主胄訳り巾Ill更Ill中央書＂り 主1虹人口l4ll4t罰3 債JUI 01る的．に戟漬され．

Yl26 L・J1l8 -1l8l ・19 7 か―. -1 艮）；和 443 525 403 423 吟2 306 18.90 19.5-34 
N-18'-W 中央 主1往入穴口U4棟2r.,他tt3 中JUI!負キ

Yl21 え• “・カ・ lll:1lffJ （碑） 488 (480) 400 sgs U06l (20.56) 2 - ~o N-11'-E 北上柱六間 主n穴ヽ 入rm2 慎問 S る．131: 絨瀾され
16・ 11 

YI鵡
,, .. f-

“’’ 
（心） （ヽS4) （ヽID) (444) (SS6) (398) (l8,6!) 1-22.5 N-6"-W 中央 :t往穴4他 1 'i'Mf負9 5る．131.:lil槽され

16・17・IS 

Yl29 , .. う 15 II.HU 285 2SI 100 235 221 2切 6.28 1 -10 Nーヽ T-E 一 一 !O皐？

居址で1セ届中央付近に骰けられている。また、 Y97号住屈址は炉址をもたない唯一の例である。複数の炉址を有

する例はY66·93·104· 125号住居址などY93号住居址を除くと床面積35m'前後、 40m•前後の大型の住居址にど

ちらかと日えば多〈みられ、北西ノ久保I・II期中期後半の住居址に〈らぺると検出例が増加する。 Y93サ住居

址は北側主柱穴間と住居中央に2箇所（地床炉＋炉投石と地床炉）、 Y66サ住居址は北主柱穴問と西南主柱穴flll

(P, ・p澗 ）に 2箇所（いずれb「L」字状石囲い炉）、 Yl04号住居址は北主柱穴間と中央西南寄り (P,北）に

2箇所（「口」の字状石問い炉と、地床炉＋炉緑石）、 Yl25号住居址は北主柱穴間、中央西南寄り (Ps北）、中央

南側に 3簡所（地床炉＋炉緑石と地床炉2ケ）設けられている。

炉の形態は、 地床炉、地床炉＋炉紐石、石囲炉などがあり、土器敷炉、埋甕炉はない。地床炉はY87号住居址、

Y9313住居址の炉2、Y94号住居址、 Ylllサ住屈址、 Yl25号住届址の炉2・3など6例、地床炉十炉ほ石はY

67';}住居址、 Y77サ住居址、 Y80号住届址、 Y89サ住屈址、 Y93号住居址の炉 1、Y100サ住屈址、 Yl02号住居

址、 Yl04り住居址の炉2、Y125号住居址の炉1など9例、石囲炉はY66号住居址の炉 1・ 2、Y70号住居址、

Yl04号住居址の炉1、Yl27号住居址など5例認められ、地床炉＋炉緑石が最も多いものの、地床炉、石囲炉も

この時期の一般的な炉であったことが伺える。地床炉の中ではY87号住居址の炉が大型で深度も大きく、特異な

存在である。地床炉十炉投石は大型の礫を一個骰滋するY93号住居址を除き、比較的小さな礫を一個のみか複数

並ぺて設滋する場合が多い。石囲炉は円柱状の河原石（安山岩）を「L」字状に配置するY66号住居址の炉1. 

2、Y70号住居址の例、 「エ の字状に配固するYl27号住居址の例、「口」の字状に周囲をすぺて取り囲むYl04

号住居址炉1の例などがみられる。石囲炉は北西ノ久保ill期に併行すると考えられる佐久市野鳥瑾遺跡や若干先

行すると杵えられる佐久市樋村遺跡などで多くの例がみられ、 m期に後椛すると井えられる佐久市尉防畑B遺跡

では減少、 ;l.t退する。佐久地方では後期初頭から前半（周防畑B遺跡を弥生後期中袋と位滋づけるならば）が石

冊炉の盛行期と与えることができるのである。
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第87及 北西ノ久保遺跡炉祉一覧表

幽 位置 平ill・Jfit! ・ー1-・一1・ ほ(ai輪l長 長輪Ji位 床(onさl 傭言（分双） 1.tJUI 仕屈 位置 平面 ・UU ー(cm・一)・ 氾(e軸r,)艮 畏輪)j位 f(i!...,J ' 爛身（分双） ,., 期

Y63 中央 迫三角II; LOS (91) N—お·-w 10 地J~炉 体序・中 Y99 中央 楕fll影 80 56 S-IU'-f: 5地床炉 祐生・り’

Y65 中央 不整惰,,,形 LZ4 104 N- •O'- W 14糧甕炉＋炉織石 jl:lj,, 中YIOO 北士lt穴間 情fl}U 78 59 li-Z'-E 8地床か＋が1t石 偽生・慎

Y66 lU~ 杵じ穴間 惰円’’ 73 66 N 7石囲炉(Ll は生・UVIOi 中央 ), 形 88 87 ~-IU' E 5 J慮床が＋が縁石 停生中

Y邸 J!.2t四,t南11:llll 惰門影 ” ＂ 
N-40● -w 6.5 石lltl炉（し） 偽生・llYI02 中央北寄り 楕門影 73 63 N-15-E 5地床力1十が繕石 体生・ll

Y67 北主往穴間 惰円形 139 90 N-29'-E 15地床b月・l1ltt石 体生・1lYIOJ 中央 楕IJJJI~ 71 61 N 〇地床炉＋炉綸石 体生・中

Y68 中央北脊＇） 一 一
(10) 鳩床か 停生・中 YIO• 穴I ~間じ主往 不聾円形 91 88 N-25'E 6.5 石囲が(D) 祐直•II

Y69 一
惰P:I形 117 85 N-12.5'-E 9.5 旭9ぷ炉＋炉撮石 体生・中 Vi04 闇2寄中火1)IN 円形 72.5 68 N 40'W 7 Jlill紺炉十炉縁6!!;!l! ・中

Y70 北主仕穴間 惰円形 86 70 N-18"-E 10 5 石1111か(L) 會生・11YIOS 中央 円影 69 63 N・51 E 閲涅甕炉 仇生・中

Y74 中央 不蟄円形． 146 59 N-u・-w s 鳩床fl' 鼻生・中 YI06 中央北寄り 憎円u 74 59 N~IO~- II 7地床か 体生・中
トー. . 
テラスあり

Y75 中央 惰円形 8ヽ “ 
N 7鳩床炉十炉縁5 檸!l・中 Vl07 （中央） 不望＂ 135 80 N-29'-W 11.5 地It炉十炉讀石 体中・中

Y76 中央 不聾憎円" 140 110 N 11 Ji床炉＋炉楡石 鼻<I.・中 Y108 （中央） (137) 1い N-28'-E 4 .5 地仄が＋炉輪石 仇生・中

Y77 北1lt穴1111 憎円形 90 76 N-IS'-E 7 I釦床炉＋炉綸石 髯生・傭 VI09 中虹寄り 叩j(t,ス書） 64 56 N-15・-E G 5 績庄がt'Jス＃り 贄ふ•中

Y78 北111穴閏 円形 ll5 110 N-2'-E 9鳩床炉十炉縁石 鼻'h・'I'Ylll （北JI) 情円形 65 58 N-73 IV 6地床炉 紅・It

Y80 北よI!穴閏 円影 77 

” 
N 8 ti払炉＋炉輪石 檸出UY114 中央 ~: 望惰fl:IH 106 90 N-6T-IV 7 5 石敷が 体史・中

Y81 （中央） f1l影 10 69 N-2'-E 9鳩駄炉＋炉縁石 鼻t・'I'¥115 中央 情ftJ形 117 58 N-72'—W 8地床炉十炉樟6 序土•中

Y83 8鳩f"'か十炉綸石 髯t・中Yll6 （中央） 円形 70 61 N-3'-W 6.5 地休炉 賣生・中

Y85 中央 円形 肪 80 N-2'-W ll遣床ヵltが縁石 髯生・中 Yll8 
中央東北

惰n形 85 59 N-ヽ8'-E 10地床炉 祐生・中寄 I)

Y87 北杜刈閏 25鳩炉（深い） 仇生・UVlZl 中央 楕ll!Jlt 64 54 N• 8'W ? J息出炉 仇生··~

Y85 u仕穴問 円形 84 82 N-80'-W 3地床が＋が縁石 髯全IIYI泣 中央B寄り 惰円形 93 72 N- ~·-w JO旭床炉＋炉縁石 切．．，＇’

Y9( （討り 情円彬 82 79 N 7 5 鳩が＋が縁石 算・中 Yrn 北主往穴間 惰円形 80 66 N-s・-E 6地炉十炉縁石 聟生・中

Y90 （中火） 10.5 旭床か 髯生•中 YIお穴1北間主杵 惰円影 79 68 東西 14 匹い(＋7炉)讀石 賣生・観

Y92 （中央） 惰円/fj 82 6G (N-11'-E) 4崖床炉りか縁石 髯皇・中 Yl2S 胄2寄'"央り西 惰円形 85 59 N-岱-w 6地床が 化生・桟

Y9l 北主It穴閏 惰円形 71 58 N-35'E 7筵糾炉り炉縁6彙叶・中 ¥'125 寄3中り央閑 艮＂円形 130 22 N-19'-E 0 J也床炉(?) ~!I.· 愴

Y9l 中央5寄り Ill形 65 60 N-60.5'11 1地床炉 檸ナ・櫨Yl26 中央 情f11形 89 66 N-1'!-W 11 J皇床炉 髯1.・中

ygヽCIが） 情円形 98 61 N-85'-W 17地1,ll炉 髯生・ftYl27 北祖い間 惰Iり形 68 55 N 6'E 1 (Jill! 炉(LI) 髯t・櫨

Y9! 巾央 不聾惰P'J影 80 59 N-2,-W 10鳩床力‘ 体生-~, Yl28 中央 不聾鳩円形 157 107 N・13.S-F. 8鳩床炉→炉縁5檸生・中

土坑について

弥生時代、あるいはそれ以前と考えられる上坑が23碁検出されている。このうち、中期後半、あるいはそれ以

前と考えられる土坑は21基、後期の土坑は2碁ある。 中期後半の上坑は罰究区南部（台地上の南端部）に偏在し

ており、相互に瓜複関係をもちながら、と一ぬー22~24グリ・1 ド周辺、た一つー16-18グリッド周辺、の2筒所

に密集したグループを形成している。これらは第124・161号上坑を除〈と中期後半の住居址を破壊しており、北

西ノ久保Il期の集落が廃絶された後に短期間で形成された土坑群であることが理筋でさる。これらの上坑群の性

格については布力な手掛り をとらえることができなかった。但し、多伍の土器の細片が密巣した状態で坑内に散

乱しているD110・120・121・122・123・131・133・134・141・ 150号土坑は、底面が平坦であることも合せて、

中野市安源寺遺跡で弥生時代土坑墓と報告されているものとの類似性が強いように思われる。しかし、土坑覆土

に科学的な分析を加える作業を行わなかったため、これらを明確に墓址と位置づけることができなかった。台地

上全体に北西ノ久保I・II期合せて100軒近い巨大な集落に対応する明確な墓城は結局、未確認に終る結呆となっ

てしまった。七坑には科学的分析が不可欠であることを今後の反省材料として提起し、ここに記しておきたい。
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住居址間の接合関係（北西ノ久保 I• 11 • 111期を通じて）

本遺跡の各遺構からは極めて多伍の弥生上器が出土した。この中には出土遺構を違えて接合されたものが8例

認められた。こうした現象は北西ノ久保遺跡出土の弥生土器の多〈が、破損したのち投棄された遺物であること

を示すとサえられる。ここではその詳細を分析する余知がないため、接合関係図を示すのみに留める。

北西ノ久保I・ ll期 （弥生中期後半）の接合関係（第417固）

Y90号住居址と Yl16号住居址との間に 1例、 Yl22号住居址とYl26サ住居址との間に1例、 Yl22号住居址と

Yl28号住居址との間に 1例、合計3例の接合関係が認められた。 ¥90号住居址からYll61j-住居址までは直線距

離で65mを測る。Y90号住居址は出土遺物がないため、時期が不明確であるが、この現象からみれば、 Yl16号住

居址との埋没時期の同時性が首竹されることになり、北西ノ久保II期に該当する可能性が強い。 Yl22号住屈址と

Yl26乃住居址、およびY122号住届址とYl28住届址は 5ーlOmの距離に近接する。 Yl22号住居址と Yl26号住届

址は北西ノ久保II期相且の接合であるから問題はないが、 Yl22サ住居址とYl28号住居址は出七土骰が示す時期

が一致しない。このことはYl22サ住居址と瓜複するY121号住居址との新旧関係を当初飲認した際に生じた混乱

と理解してお〈他ない。

北西ノ久保III期（弥生後期前半）の接合関係

Y89号住居址とYlOO号住居址の間に 1例、 Y93号住居址とY120号住居址の間に 4例、合計5例認められる。

Y89号1主居址とYlOO号住居址は16m離れるが比較的近接している.Y93号住居址と Y120号住居址は約60m離れ

ているが、 4例もの接合関係を有する佃体があり、両住居址の同時性及び、強い親緑性を示すものと理解される。

2)逍物
（小山）

弥生時代中期後半の土器について

先述した弥生時代中期後半の住居址47棟からは、極めて良好な一括資料が多迂に出七した。県内においては当

該期の土拙が大遺跡の一括資料によって検討されたことはなく、不明瞭さは払いきれないものがあった。本開査

で得られた一括資料は従来の絹年観に対する若千の補正、修正を行う 内容を具備するものである。ここではまず、

千曲川水系の中期後半の土器を象徴する栗林式上器をめぐる研究史を洗い低し、内在する問題点を抽出した後、

器種・器形の分類を行ない、県内でも特に不鮮明であった佐久地方における中期後半の土器の変遷をあきらかに

したい。また、更に県内における当該期の上器のとらえ方に対して若T・の間題点の指摘ができればと思う。

栗林式土器をめぐる研究小史および問題点の抽出

昭和6年 (1931)巾野市粟林遺跡より出土した弥生土怜は、神田五六氏によって紹介された（神1Il1935)後、

昭和11年 (1936)藤森栄一氏によって僭濃の古式弥生土悩に位置づけられ、柴林式上器と して型式骰定された。

坪井消足氏らの開査（坪井他 1953)によって型式内容が明示された後、昭和38年 (1963)桐原健氏が検討を加

え、栗林式土器の諸要素を抽出し、百瀬式土器に先行する型式としての位沼づけを与えられた。桐原氏の論考に

おける栗林式土器の諸要素とは、頸部一胴部下位まで縄文を文とした箆描文が加飾される壺（第二類）、類部・胴

部に縄文、箆描文、櫛描文の組み合せで加飾される壺（第三類）を主とするもので、百瀬式とされる頸部にのみ

文様をもつ壺（第四類）を対峙させ、時間差としてとらえようとするものであった。資料禅作に混乱はみられるも

のの、現在でも栗林式土器編年の最も有力な根拠となっている砥の文様の集約化、簡略化傾向に沿目されている

点は、現在の編年研究の先駆をなすものとして評価されよう。以降、桐原氏は貼内における弥生中期後半の土器

の大系化に努められる。昭和47年 (1967)岡谷市梅戸遺跡の第 1次調査において、従米の天王垣外式に後続する

型式として、海戸式を設定、諏訪盆地において、天王垣外• 海戸式に分離でさたから、松本平の百瀬式も 2細分
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できる可能性があると指摘した。これは翌昭和43年 (1968)の海戸遺跡第2次調査報告で更に明確化し、天王垣

外式 （諏肪）＝百瀬I式（松本）＝長姦式（北僭）、海戸式（諏肪）＝百瀬11式（松本）＝＋（北僭）という併行関係

を呈示し、百瀬I・II式の細分を新たに提財＼、また、柴林式を天王垣外・百瀬l. 長峯各型式に先行する型式と

して位沢づけた。昭和43年 (1968)、桐原氏は艮野貼考古学会の「シンポジューム、弥生文化の東漸とその発展」

の席上において、先述の一連の綸考を集大成する。天王垣外＝百瀬I、海戸＝百瀬IIを煎ねて強閻したのち、こ

れら諏訪 • 松本の絹年観に北信の栗林式を対応させ、 3型式に分類できることを提案、栗林11式＝天王垣外＝百

瀬 I、粟林Ill=海戸＝百瀬l]とし、栗林I式をこれらに先行する型式にあてた。桐原氏の編年大網は、百瀬遺跡

の一竪穴から一括出土した土器群を I. [I式に分離してしまった事をはじめとする一括性の無視（同席上におい

て神村氏が批判）、粟林式の3型式細分に際して具休的な資料里示をしなかったなど、後に笹沢氏に指摘される大

きな間姐を内包するものであったが、 一連の唸ガを整理すると次のような基準をも って俎年の根拠としていたよ

うに思われる。

栗林 I 式…••縄文を地文とする箆描文が頸ー胴部まで隈な〈加飾される細頸泄及ぴ、縄文、箆描文、櫛描

文を組み合せた文様が頸部 ・胴部に施される細頸壺などを中心とする土器群

栗林II式、天王垣外式、百瀬I式・・・…頸部に文様が染中し、胴部に文様がみられない。単純口緑の細頸壺、

及び、単純口緑の甕

栗林III式、海戸式、百瀕II式……翼状口緑（受口）をもつ細頸壺及ぴ翼状1こ1緑をもつ甕

要約すれば施文が胴部にまで及ぶ壺から、類部のみに集約される壺、隼純□緑の壺 ・甕から翼状（受口状）ロ

様の壺 ・寝へという変遷過程を思考されていたように思われる。

昭和46年 (1971)笹沢浩氏は桐原氏編年の資料操作の9具りを指摘して痛烈に批判し、新たな資料を用いて北信

の栗林式土器を再び検討、新たな分類の碁準、絹年の修正案を公開した。この内容は、桐原氏による百瀬I・II

式細分の否定、百瀬I・II式の細分案に対応して立脚する具体的な資料呈示のない栗林I・n・Ill式を否定、新

たな資料、投野市北部中学校西遺跡、 国鉄車両碁地遺跡第二類土器と栗林遺跡D地点の資料を栗林II式、旭幼稚

園、百瀬竪穴の資料を百瀬式、百瀬式併行とするものであった。笹沢氏編年案が桐原氏の絹年案と大き〈異なる

点は、梁林ll式の主嬰要索が壺A2→（縄文を地文とする箆描文が頸部及ぴ胴部に施されるが胴部上位か、下位の

いずれかの文様を欠く細顆壺）と壺B- (翼状口緑をもつ壺）としていること、また、百瀬式、百瀬式併行土器

の主要要紫が壺ふ → （文様が頸部にのみ集中する細頸壺）、壺B -• (翼状口縁をもつ壺）、壺C→ （内弯する口緑

部をもつ壺）としていること、また、主体は占めないが栖描文をもつ壺A鼻.c. などの出現・存在を認めているこ
となどである。つまり、桐原氏の粟林II・lll式の根拠となった、単純口緑をもつ壺と翼状口緑壺が同時期に存在

し、時間差としては把えられないこと、また、 桐原氏が栗林I式と認識した壺A2を栗林II式に、栗林u式とした

壺Aaを百瀬式、百瀬式併行土骰に主体を占める要索と指摘した訳である。また、ここで笹沢氏は百瀬式、百瀬式

併行七器における梱it/Ji文をもつ壺A.・らの存在を後期初頭の吉田式に通じるものとし、百瀕式、百瀬式併行土器

を中期終末の土器として位殴づけられた。

昭和51年 (1976)笹沢氏は長野市平柴平遺跡の良好な一括資料を用いて、先述の細分案を補強・強化した。粟

林 I式に平柴平遺跡SKY05、栗林II式に平柴平遺跡SBY04、百瀬式併行土器に旭幼稚園遺跡出土資料をあて、

壷の文様の集約化、 筒略化傾向によって｀干曲川水系の中期後半の弥生土器の変遷が辿れることを明らかにした．

ここでは特に従来破片資料で給ぜられてきた栗林I式の型式内容を明確にした点は最大の評価が与えられるであ

ろう。また、中期熟末の土器として扱った旭幼稚l蘭遺跡の出土資料に関しては「……定形品は少なく、型式名を

設定するには未だ資料不足であるので、百瀬併行土器の仮称型式名として用いる。」として、将来、干曲川水系に

おける栗林Il式に後続する中期終末の上器に対して新たな型式名が設定される可能性のあることを示唆した。翌

昭和52年 (1976)笹沢氏は県内の弥生土器全般の編年大網を発表する。県内の弥生土器を天竜川流城、千曲川流
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域に 2 大別して大づかみにとらえ、中期後半の土器に関しても北信・東信•松本平をほぼ同一の土器分布圏と見

倣して一つにとりまとめ、栗林I→栗林II→百瀬という大きな流れのあることを示した。前年呈示した編年案に

栗林I式には平柴平遺跡SKY03、栗林II式には平柴乎遺跡SBY16号住、栗林D地点竪穴を加えて補強し、旭

幼稚固の資料は百瀬竪穴の資料と一括して百瀬式として扱っているが、編年の基準となるものは前年示したもの

とほぼ同一のものであった。以降、しばら〈笹沢氏はこれに関する修正、訂正案は示しておらず、他の研究者か

らの批判、それに関連する修正案も提出されず、栗林式土器をめぐる編年研究は、笹沢氏の1977年の編年案によ

って確立され、定落した感があった。

昨年来、約10年余り、大方に是認されてきた笹沢氏の中期後半の編年に対して、県内各地域の大規模発掘によ

って得られた資料をもとに疑問を投げかける声が聞かれるようになってきた。口火を切ったのは山下誠一氏であ

る。昭和61年 (1986)飯田市恒川遺跡の報告において、従来の下伊那地方の北原式を I・U式に分割し、当地

方の中期後半の変遷過程を北原 I→北原II→恒川として整理した。県内の該期の資料との併行関係にも触れ、県

内全般にわたって共通要素の多い縦羽状の櫛描文をもつ甕の比較から、北原II=海戸＝百瀬＝栗林II、北原 I=

天王垣外＝＋＝栗林Iという併行関係を想定し、特に百瀬式＝栗林II式を強調して、千曲川水系における百瀬式

の定立に疑問を提出した。百瀬式への疑問は同年開催された三県シンボジウム（『東日本における中期後半の弥生

士器』）において益々増大した。設楽博巳氏は笹沢氏の栗林I・II式細分を評価した上で、「栗林II式と百瀬式併

行土器群の関係がやや不明瞭」、 r時間的な流れが追えても峻別できるものであろうか」として、粟林式と百瀬式

の型式差に疑問を示し、また、 「松本平の百瀬式と千曲川水系の百瀬式併行土器は簾状文の受容少なく、これを百

瀬式と一括することにためらいを感じる」として同一時間帯の中で松本平と、千曲川水系の土器に相違のあるこ

とから、山下氏と同様に千曲川水系における百瀬式の定立に矛盾のあることを示唆した。更に県内の中期後半の

弥生土器は、南信、中信、北信とそれぞれ伝統的に展開した可能性が強く、天竜川、松本平、北信の椙年を分立

させて考えるべきであるとした。北信をまとめた千野浩氏も、北信の編年から百瀬式を除外し、栗林式土器の変遷

過程で明確な画期が見い出せないことから、様相変化としてとらえ、古～新相と三段階にわたる分類案を提示し

た。また、筆者も東信（佐久地域）の中期後半の土器の分類を本遺跡の資料を中心として不十分ながら行った結

果、千曲川水系における前三者と同様百瀬式の定立に対する疑問を呈示した。

以上が1931年以降の発見から現在までの栗林式土器をめぐる研究史である。実質的な編年研究は前半が桐原氏、

後半が笹沢氏によってリードされてきた訳であるが、笹沢氏によって長野県の弥生土器の編年大網が確立された

1977年以降、特に栗林式土器をはじめとする中期後半の弥生土器の研究は昨年まで約10年間、笹沢氏の編年を受

け入れるのみに留まり、停滞を余儀なくされた感が強い。これは、長野市平柴平遺跡の調査以降、設楽氏も指摘

されるように、大遺跡からの一括資料に乏しかったことにも起因するのであろうが、それ以上に、笹沢氏の編年

の序列が誤まりの少ない正確なものであったからに他ならない。事実、昨年の三県シンボジウムでも千曲川水系

における百瀬式の定立に対する疑問が各研究者から提出されてはいるが、栗林I-百瀬式への時間的な流れの概

念を根本からくつがえす意見は聞かれなかった。箪者もその折、住居址90棟におよぶ北西ノ久保遺跡出土資料の

不十分な分析を行ったが、笹沢氏の編年を根本からくつがえすような要素を遂に見い出すことができず、結果的

には笹沢氏の編年を受け入れて報告することとなった。従って、次に行う北西ノ久保遺跡の中期後半の土器に関

する編年試案は研究史上（特に昨年の三県シンボジウム）で得られた若干の問題点に留意しながらも、大筋の流

れは笹沢氏の編年を寄り所として行うことになる。以下に留意すぺき問題点を掲げてお〈。

0壺以外の器種の消長・変化……栗林式土器をめぐる編年研究は壺のみに集約されてきた感が強い。ここで

は、栗林式土器の組成中にみられる他の器種一甕、台付甕、鉢、甑、高坪などの消長・

変化にも検討を加える必要があると考える。

甕~林式土器全般にわたる主要要素と考えられる縦羽状の櫛描文が施される甕は型式変
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化が少ないことが、あらかじめ予想されるが、他の器形の消長 ・変化から変遷過程をつ

かむことができはしまいか。

台付甕~ 「コ」の字重ね文を有する台付甕の消長・変化がとらえられるか？

鉢 ． 裔杯—出現の問題、赤色塗彩の傾向が一般化する時期の問題

百瀬式土器の問題••………·1977年千曲川水系、松本平の中期終末の土器をとりあえず百瀬式として一括して

扱った笹沢氏にしても1976年当初は百瀬式併行土器、また、 1986年歴史手帖の「箱清水式土器の

文化圏と小地域」においては「栗林式土器とその直後型式」として、千曲川水系において百瀬式

土器を定立させることを避けている。松本平の百瀬式と北信の百瀬併行土器の相追が設楽氏によ

って指摘されている経緯もあり 、束信の佐久地方においても中期終末の土器として百瀬式という

型式名を使用することは避けておきたい。これは北信の資料によって確立された栗林式土器に対

しても同じことが言える。但し、大きくは栗林式の様式の範嗜で理解できると考えられ、将来の

混乱を避けるためにも、束信（佐久地方）における新たな型式名の設定は行わない。ここでは便

宜的に北西ノ久保I期 .II期..…・という仮称名称を用いて編年し、これらを北信、中僧との対比

から、東信の栗林I式、栗林II式、百瀬式の各併行土器として理解することにしたい。将来的に

は北信、中信、東信各地域の編年をつき合せて、若干の地域差を越えた大枠の大様式が確立され

ることが望ましいと考える。

北西ノ久保遺跡中期後半弥生土器の分類 （第418-423図）

壺類……壺 ・無頸壺

壺A~E

壺A 細い頸部から口縁部がラッバ状に外反する単純口縁をもち、胴部は中位下方で張るものと、下

位で大き〈張り出すものがある。 2系統に分かれると思われるが、本遺跡出土資料は胴部以下を

欠損しているものが多いため、一括して「単純口縁、細頸壺」として扱う。

施文傾向によって 5細別する。

A』 縄文を地文とした箆描文が頸部から胴部まで隈なく施文される。

A2 んの文様樽成で胴部上位の文様を欠く。

ふ 文様が頸部のみに集中する。箆描文主体

ふ 文様が頸部のみに集中する。櫛描文主体

A~ 無文

壺B 細い頸部から、口縁部が受口状に立ち上がる。明瞭な外稜をもつものと、稜がとれて丸味を滞

ぴるものがある。胴部は壺Aと同様である。「受ロロ縁、細頸壺」

施文傾向によって 3細別する。

恥 縄文を地文とした箆描文、櫛描文の組合せ文様（主に垂下文）が頸部から胴部まで隈な〈施さ

れる。

恥 壺Bの文様構成で胴部上位の文様を欠く。

Bs 文様が頸部のみに集中する。

壺C 太い頸部から口縁部が受口状に立ち上がる。「太頸壺」、大型品が多い。

施文傾向から 3細別する。

C1 縄文と箆描文が施される。
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第IV輩純括

C2 

Ca 

壺D

壺E

C1の顕部に櫛描簾状文が加わるか、櫛描文と箆描文のみになる。

無文

袋状に内弯する口緑部をもつ。「袋状口緑壺」

赤色途彩される壺．「赤彩壺」

無頸壺 口緑部が内弯気味に立ち上がり、注口をもつものもある。

甕類.....甕 ・台付甕

甕A・B

甕A 単純□紐を有する甕

文様 ・形態から 4細分する。

A, ロ径こ胴部最大径 口径に比ぺて器在が窃い。 胴部に縦位羽状の櫛描斜走直線文をもつこ

とを基本とし、頸部に櫛描横走平行線文、簾状文、波状文をもつ楊合もある。

ふ 口径と胴部致大径 口径が大きいのに比ぺて器店が低い。胴部に斜状か、横位羽状の櫛描斜

走直線文をもつことを碁本とし、頸部に櫛描横走平行線文をもつ抄帷合もある。

ふ 口径と胴部最大径 比較的小型品が多い。櫛描波状文＋垂下文か、波状文が胴部に施される。

A、 口径孟胴部最大径 胴部の張りがA戸んと比ぺて下方に下がり、 文様は櫛描波状文、斜格

子目文などパラエティーに富み、無文のものもある。

甕B 受口状の口級部を布する甕 文様を主に滋き、 4細別する。

B, 縦位羽状の櫛描斜走直線文をもつことを基本とする。形態は口径に比して器在が向いものが多い

が、口径＞胴部披大径、口径~Bl叫部晟大径、口径＜胴部飛大径などがありパラエティーに店む。

B2 胴部に櫛描波状文十垂下文をもつことを基本とする。口径=胴部殻大径の形態が多〈、口径に

比して器窃は店い。

恥 胴部に斜走、横位羽状の櫛描斜走直線文をもつことを基本とホる。形態は口径三胴部最大径が

基本で、 Bぃ恥にくらぺ胴部最大径が下がり、丸味をもつ。

B4 口～胴部に縄文のみが施される。

台付甕A・B・C

台付甕A 「コ」の字重ね文を基本とする。受ロロ緑と、単純口緑がある。

台付甕B 櫛描波状文＋垂下文を有する。受口状の口緑部をもつ。

台付甕C 小型品

鉢類……鉢

鉢A・B

鉢A 椀状逆「ハ」の字状を呈するもの。赤彩、無彩で2細別する。

凡 無彩

ふ 赤色塗彩

鉢B 椀状の体部から口緑部が屈曲して鍔状を呈する。大型品で赤彩塗彩を苓本とする。

鉢C 口縁部が「〈」の字状に外反する。

窃坪類…••高杯

窃坪A・B

窃杯A 坪部が椀状を呈するもの。脚部は小型と考えられる。

窃坪B 杯部は椀状の体部から、口緑部が屈曲し、鍔状を呈する。赤色途彩の有無で2細別する。
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壺Al 

壺A3

飩描文・縄文が、顆部から汎柑IIよで
限な〈油される．

訊郎のみに文様を打する．

縄文と筏描文

壺A2

壺A4

綱l節祢生的代

壺Alの文様構成のうち、 Bfil!lll上位の
文様を欠＜．

rJI. 郎のみに文様を有する．
箆描文と櫛描文

壺A5 文様なし
ヽ， 

第418図 中期後半弥生土甜壺A分類図 (1: 4) 
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綱IV攣馳1.§

受□n樟．細頚壺
壺8l 算描文・薦loiX・縄文が煩一厭部よで隈なく

雑さILる．
壺B3 受nut讀， •111J

頂部にのみ文様を布する．

壺C1 受ロロ緑，太頸壺翁：tlli文・柄描文

濾

壺C2 受口口織．太5翡壺縄文・娩描文

11 

壺CJ
受ロロ縁、太頸姐
無文

第419図 中期後半弥生上骰並B・C分類図 (1: 4) 
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第 1 節弥生R~代

壺E 赤色泣彩される． 壺D 袋状に内弯する
〇緑部をもつ。 無頸壺

n嫌郁が内弯気味1こ
立ら I:がり、注口をもつ
場合がある．

,JT¥ 
＼
 

第420図 中期後半弥生土器遥D・E、無頸壺分類図 (1: 4) 

B1 無彩

B2 赤色塗彩

甑類・・...甑

甑 形態別に分類することは本調査出土資料では困難である。 体部～口縁部が逆 「ハ」の字状に直線的に開

き、底部中央一箇所に焼成前の円孔を有するものが基本である．

※ 以上に分類された各器種・器形をとりまとめる住居址一括資料の相互比較から、本調査出土資料を北西ノ久

保I期、 II期と仮称して2大分割し、その消長、変化を探ることにする．

2大分割の根拠

本閥査で得られた資料には、笹沢紺年による柴林I式に併行すると考えられる古要索（壺A1主体で構成される

一括資料）をもつ資料がない。（壺A1のような頸部からDfnl部にまで加飾される古苺素をもつ壺はY78・115・128号

住居址などでみられるが、いずれも頸部のみに施文される壺Aaと共存しているため、総合的にみれば、栗林I式

とは認定できないと考える。）従って、北西ノ久保遺跡の中期後半の弥生土器は大方が栗林II式（こ＇〈 一部がその

直後型式）に該当する資料と考えられるが、中期後半の住居址相互の爪複関係も相当数認められることから、こ

れらを更に 2大別して時間的な流れを追うことにしたい。但し、これらの資料を 2分割することは従来、笹沢氏

の酋われた栗林II式から百瀬式への変遷観、細頸壺の文様の集約化、簡略化の傾向（本分類で甘う壺A2→壺A,ヘ

の主体の移行）では極めて困難であると打わざるを得ない。なぜなら、本調査で得られた、中期後半の弥生土器の

壺は、 従来、栗林II式の直後型式（百沿(I式併行）に主体を占めると甘われてきた頸部のみに文様が施される点Aa

がほとんどの住届址一括炎料中において主体を占めているからである。従って、ここに笹沢氏の編年観以外の

新旧分類嬰菜を見い出す必要性が生じる。但し、干曲川水系では柴林式土器成立直前の土器様相は不明確であり、

また、菜林1式にしても北信では長野市平柴平遺跡、浅川扇状地遺跡群牟礼パイパスD地点遺跡、束信（佐久地

方）では深堀遺跡2サ住居址のみと類例に乏しい現状では、古要素から｀本調査出土資料2分割の新たな編年基

準を見い出すことが困難である。どちらかと百えば内容が比較的整っている後期弥生土器へつながる新要素を、

一括資料の中から見い出すのが適当であろう．以下に新1日分類の基準になると考えられる新要素を抽出する。

1 壺C (太顆壺）の盛行

後期吉田式になると梨林式土器の焙本的な壺＝細頸壺が消滅し、頸部の太い壺のみとなる。 中期の晟終末段階に

後期弥生土8炉へつながる文様の省略化された太顆の壺が盛行• 発展する可能性が強く、 一括資料中におけるこれ

らの存在は新要索と懃定できると思われる。
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第IV軍総IC

甕A1 皐純LI縁 lJ往と月4illl般人径
紺位羽状の闇撞糾ん直線文

甕A2 叫i□樟 n抒 ~ II祁M人抒
斜状・償位姐状の!fltl/iU,LtJJ.籍文をしつ

甕A3
胤純口繰 口径と崩部最大径

櫛茄汲状文＋囮下文基本

比較的小＂

甕A4 皐純l"l縁 口径云胴郎最大径

り／＼l
i

、.」
う
~
←

1、f，
．
：
ゞ

2．唸

第421図 中期後半弥生上怜甕A分類図 (1: 4) 
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鯖lllli 弥生碕代

甕B 1 受ロロ繰縦位羽状の糾走直線文
甕B2 

受ロロ縁

櫛描披状文＋囲下文

沼

I ¥ \• 
・, 
ヽ

＇ 

甕B3 受口口緑
斜状・横位羽状櫛描斜走れ線文 甕B4 受口口ほ

縄文のみ

,, 

第422図 中期後半弥生土器甕B分類図 (1: 4) 
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台付甕A
受ti口緑

ピリの字重ね文 台付甕B
受unほ
憎描波状文＋並下文

台付甕C ,1,J¥1 

｀
 

町

鉢A1 椀状を呈する．
無形

鉢A2 紐、逆「ハ」の字を品する．

赤色塗彩．

二
鉢B 杭状の体郎から口繰部が凪曲して

鍔状を呈する． 鉢c ロ縁部が「〈」の学状に外反する． 

．
 ．
 

•••• 
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．
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•••• 

．．
 

•9 

．．
 
，
 

：
り
l言言

高~A
赤色塗彩、小型

杯部が枡状を呈する．

高~B
赤色塗彩．小閑

鍔状に屈冊する

口縁部をもっ．
甑

庇部中央に一箇所に

焼成前の円孔を有する。

第423図 中期後半弥生土器台付甕 ．鉢.jQj杯・甑分類図
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第 1罰弥生峙代

2 ,;f,JB (受ロロほ、細頸壺）、甕B (受口口紐甕）の受口部の外稜の消失化。

外稜がrn夫化するものは新しい要素をもつことが1986年の三県シンポジウムの席上で各研究者から指
摘された。また、この壺 ・甕が古山式の壺・甕へ継承される要索のあることも同席上で干野 浩氏が

指摘している。

3 壺の頸部への櫛描文（簾状文、 横走平行線文）の施文

吉田式の壺の類部文様は細いエ具による箆描文とともに、櫛描文が大きな位臨を占めるようになる．

栗林式の壺の頸部文様は太い箆llii文をめぐらせることを基本としており、櫛描文をめぐらせることは

少ない。従って、極くわずかな櫛描文をもつ壺は、後期へ傾斜する要索の朋芽と考えられる。

これら、後期へ傾斜とすると考えられる 1・ 2・3の要索をもつY63・73・76・78・79・82・85・86・88・92・ 

96・98・ 101・ 105・106・ 114・116・ 122・126号住居址の一括資料を新段階と仮称する北西ノ久保II期の軸に据え

て検討を加えると別添図 1・2、第88表のような新IU2分類が可能である。

第88友 北西ノ久保遺跡弥生中期後＊住居址新旧分類表

北西ノ久保編年 北西ノ久保遺跡住居址N(t 北償k:A年（価沢1977)

Y65、71、72、74、75、SL、91、103、110、112
北匝／久保I期 113、115、117、121、128号住居址
---------------・・・--・・-・・ Y69号住/-i!J'ill:·••···•·················• 楽林II式

Y63、68、73、76、78、79、82、85、86、88,92 
北西ノ久保II期 96、98、101、105、106、114、116、122、126サ

住居址

不 明
Y62、83、90、95、99、108、109、ll8、ll9号住居

址

器,.・器形の消長・変化

以上のように北西ノ久保I期.II期に2大分割された、本関代出土資料の各器種、器形の消長・変化を探る．

壺A~E

壺A (単純口緑、 細類壺）

A1 (文様ロー胴部） 北西ノ久保1・II期いずれにも少黛ながら仔在する。本遺跡出土資料に先行す

まで隈なく。 る栗林I式に主体を占める器形であるが、本遺跡出土資料によって中期終末穀

A2 / A1の文様構

成のうち、胴

部上位の文様

を欠〈．

A3 (頸部にのみ、

施文。箆描文）

附近〈まで、残存することが明らかになった。

北西ノ久保I・II期にわたって存在するが、 A1と同様極めて且が少ない。従

来、北侶では栗林11式において主体を占める器形と考えられていたが、本遺跡

出土資料を見る限り、菜林II式に併行する部分の多い北西ノ久保1期において

も、 ヒ体となる器形とはなり得ない。北佐久地方の地域性と考えることもでき

よう。 Yl07サ住居址出土の189-7は栗林式土器成立以前からの系籍を引く文

様構成をもつ器形と考えられ、今後更に検討を要する。また、櫛描文のみで構

成されるY78号住居址出土の73-5の系諾についても今後の検討課題である。

壺の中で北西ノ久保I・lI期の両時期にわたって終始、圧倒的に主体を占める器

形。店本的な形態変化は北西ノ久保I・11期にわたってはとんど認められない。

外面調整は刷も暉をヘラミガキによ って消しているものがほとんどである。

A、（顆部匂にのみ、） 廷ノ久保Il期に一点のみ存在する。縄文のm失化傾向が顕行で、刷毛目閻整
施文。櫛描文 痕の残存度も在い。
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第JV露純摺

A。（無文） 北西ノ久保I期に 1点のみ存在。特異な悩形である。

壺B (受ロロ緑、細顕壺）

B, (文様、頸一胴） 北西ノ久保1期に少址、北西ノ久保II期では更に少なく、各期に主体を占める

部まで隈な〈 器形とは百えない。誰下文をもつことを荼本としている。従来、栗林I式のメ

ルクマールとされてきた垂下文の周囲に箆描剌突文がめぐるものも、北西ノ久

保 I・lI期、両時期に存在する．伝統的な要素の存在と見るぺきであろうか？、ま

た、北西ノ久保JI期では幽下文の波状化したものもみられる。新要素と見るペ

きであるかもしれない。

恥 （胴部上位の文様を欠〈） なし

B, (顕部にのみ、 ） 各期にわたって主体となる器形ではないが、北西ノ久保I期で少な〈、北西ノ久

施文 保II期で若干増加すると考えられる。形態は両期に受仁1部に明瞭な外稜を有する

ものが多いが、 il期の中に外稜がとれ、丸味を滞ぴるものも存在する。 北西ノ

久保11期の中で更に時間的な流れがあることを示唆しているように思われる。

壺C (受ロロ嶽太頸壺）

c, (縄文と箆描文
施文 ） 

Ci (頸部に櫛描文） C1と同様北西ノ久保I期から出現していることがガえられるが、主体は北西ノ

が加わる 久保II期と考えられる。本飼査での出土凪は少ない。縄文地文をもつものから、

縄文が消失するものへの変化が考えられる。

北西ノ久保II期において出現すると考えられるが:iiJ:は少ない。

第1次閥究分のY42号住居址出土資料中に一点のみみられる。在地で発展した

器形とは考えられず、外からの影棚力で生起したものと考えられる。

北西ノ久保I・II期に極めて少紐ながら認められる。本調査出土資料中には良

好なものがないが、第1次調査分に全形態を知り得るものが存在する。いずれ

にせよ、北西ノ久保I・II期では壺の、赤色途彩の傾向が一般化していなかっ

たと迎解される。

無頸壺 良好な資料に恵まれないため、消長・変化は不明。

甕A・ B

甕A (ll1純口繰甕）

c, (無文）
壺D (袋状口緑壺）

壺E (赤彩壺）

＼
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北西ノ久保I期あるいはそれ以前から出現していると考えられるが、主体は北

西ノ久保II期と考えられる。

栗林式土器の甚本的な甕とされている。北西ノ久保I期では甕の組成の中でも

主体を占めているが、 11期になると凪的に滅少し、受口化したB,が培えるよう

に思われる。 I・II期にわたる形態的な変化は少ないように思われる。

A1に比ぺると伍は少ないが、北西ノ久保I期においては甕の碁本的な器形の一

つと考えられる。 北西ノ久保II期では極めて少な〈、受口化した、 B3へ変化

横位羽状の櫛） し、これが主体となることも考えられる。ふは北僭地方に主体的な甕のようで

描斜走文 あるが、佐久地方では少ないように思われる。

As (小型品、櫛描 ）北西ノ久保I・II期にわたって存在し、甕の基本的器形の一つと考えられる。

波状文＋垂下文 I・II期にわたって大きな変化は見られないが、II期の中に口径が広がったもの

もみられるようになる。また、 II期になると受□化、大型化したB2も増加する

傾向がみられる。
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A鳴（口径三胴部最） 北西ノ久保I期にも極〈少量みられるが、主体は北西ノ久保II期と考えられる。

大径 球桐化の傾向が笞しく、 A.17)口級部が伸びて、後期の甕へ変化することが想起

される。

甕B (受口状口緑をもつ甕）

B1 (縦走文位羽状の斜） 

Ba (櫛描波状文＋）

垂下文

Ba (横位羽状の櫛）

描斜走文

B、（縄文のみ施文）

台付甕A・ B・C

北西ノ久保 I期に出現していると考えられるが泣は少ない。主体は北西ノ久保

II期にある。甕A,の1期における盛行、 II期における哀退と布機的に関わるも

のと思われる．

北西ノ久保 I期に出現していると考えられるが、 主体は、北西ノ久保JI期にあ

り、量的にも増大する。甕Asからの変化が考えられ、 II期では甕Aaと共存す

る。形態は大型化の傾向が指摘できる。

北西ノ久保I期に出現しているが、量は少ない。北西ノ久保IT期で主体を占め

る。北西ノ久保 I 期で主体を占めた甕A2からの変化が丹えられ、 Bl~部は最大径

が下がり、球胴化の傾向がみられる。

北西ノ久保I1期に一点のみ、みられる。系謂は全くつかめない。

台付甕A (「コ」の字蟹ね文） 北西ノ久保I・IT期に存在するが、良好な資料が少なく、変化を指摘す

るに至らない。但し大きな変化はないように思われる。

台付甕B (櫛描波状文＋垂下文） 第1次罰査分のYl5号住居址中にみられ、北西ノ久保II期には確災

台付甕C (小型品）

鉢A・B・C

鉢A (椀状の鉢）

A, (無彩）

ふ （赤色塗彩）

に存在すると思われるが、資料に乏し〈、消長・変化は不明。

北西ノ久保(1期に存在するが、やはり資料が少な〈消長 ・変化は不明。

北西ノ久保I・II期に仔在するが、位は極めて少ない。

北西ノ久保I期に存在するが伍はやや少ない。 II期においてかなり増加する傾

向がみられる。

鉢B (大型品、鍔状の口緑部） 北西ノ久保 ［期に出現していると考えられるが、主体は北西ノ久保II

期か？。消投・変化は資料不足のため不明確だが、大きな変化は少ないと考えら

れる。

鉢C (口縁部 「〈」の字状） 北西ノ久保11期に形態の異なるものが二点あるが、資料があまりに乏しい

ため、消艮・変化は全〈不明。

tli~A·B (椀状の杯部と、鍔状に張り 出す杯部） いずれも良好な資料に恵iれない。北西ノ久保I. 

甑（逆「ハ」の字状）

II期のいずれにも存在すると考えられるが、変化は不明である。概して小型品

が多〈、赤色塗彩を基本とする。北西ノ久保出土資料に先行する深堀遺跡2母

住の栗林I式に併行する土器群中に無彩の高坪があり、無彩から赤色塗彩への

変化を考えることもできる。いずれにせよ中期後半の土器組成中において、高

坪は碁本的に少なかったものと思われる。

北西ノ久保II期に染中しているが、I期からも確災に存在すると考えられる。

消長・変化は不明確である。
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まとめ

以上の分析結果から、 北西ノ久保 I・II期各期における器種・器形をとりまとめると、次のようになる。

北西ノ久保I期 主体器形…………・・壺As、甕Aぃ甕A2、甕As

主体でない}汀形……壺A,、壺A2、壺Aぃ壺Bぃ壺Bs、壺D、壺B 甕B1~,、

台付甕A、鉢A,、鉢A2、高坪A、涵坪B、甑

北西ノ久保lI期 主体器形••…………•壺As、甕A3、甕A.、甕Bぃ甕B2、甕Bs、鉢A2

主体でない器形••…•壺Aぃ壺A2、壺Bぃ壺恥、壺Cぃ壺C2、壺 Ca、甕A , 、

甕A2、甕B.、台付甕A、台付甕B、台付甕C、鉢A1、鉢

B、鉢C、布坪A、窃杯B、甑

壺A,は北西ノ久保I・11期にわたって、位的にも圧倒的に主体を占めており、当地方の中期後半の弥生土器の

甚本形と考えられる。また、形態的変化が少ないことから、壺A,を必準にして新11:Jに分離することははとんど不

可能である。これは主体を占めない器形壺Aぃ壺ふにも同じことが打え、この器形から新1日に分離する要索を抽

出することは難しい。壺において新旧に分離する要索は、変化の少ない上記の単純口緑細頸壺Aと共伴する、小

数の壺B(受口口緑細頸壺）、壺C(太頸壺） に見い出せる。 1期において垂下文をもつ壺B,はJI期では凪的に減

少し、垂下文に波状化するものが現われる。また、受口部の外稜がとれたものや、文様が集約化された壺BsもII

期にあらわれることなどが指摘できる。

更に、太頸の壺Cの出現及ぴ多用化は最も狐宅な新要索と考えられる。換言すれば、壺Cの発展、多用化は後

期弥生七骰が成立前夜に生起する最も瓜要な要素として考えることができるのである。以上、壺が一括資料中に

おいては少数の壺Bの変化及ぴ、壺Cの出現、多用化から辛うじて新1日に分離できるのに対して、甕は漸次的な

流れを追うことがoJ能である。大略的に甘えば、単純口緑から受口口緑への変化である。これは各器形にほぼ

同様な傾向として理解できる。まず単純口緑のA1は北西ノ久保I期に主体を占め、且も多いが、 n期になると減

少し、逆に1期においては少なかった受口口緑の甕B,は[I期において増加し、主体を占めるようになる。単純口

緑の甕A2も1期盛行したのち、 II期では激滅（ほとんど消滅）し、逆に I期で少なかった甕広がII期で妍加す

る。甕A3はI・Il期を通じて大きな変化を示さず存在するが、 1期から派生したと考えられる受ロロ緑で大型の

甕B2がII期で増加する。以上、前述したように甕は 1期の単純口楳ナ体からT1期の受口ut.iの共存、多用化へと

総括でき、簾状文の受容は終始少ない。

他の器種、台付甕、鉢、店杯、甑については良好な資料が不足しているため、明確な変化を指摘することがで

きない。いずれにせよ、中期後半においてこれらの器種が多用されていなかったことを示しているように思われ

る。但し、鉢A2は11期において多用される傾向がみられる。また、鉢について更にf↑えば、北西ノ久保1期の段

階から赤色途彩の傾向が盛行していたことは明らかであり、小型品が多いが高杯についても同様なことが3えそ

うである。後期において壺、鉢、高坪などに爆発的にみられる赤色塗彩の傾向は、中期後半において、まず鉢・

石杯などの供膳形態に対して赤色塗彩を多用する傾向から派生したものと理解できるのである。

これら、 1期、II期にわたる壺 ・甕を中心とした器種 ・器形の消長 ・変化は換甘すれば、 1期における最も安

定した中期後半の弥生土器様相（器種・器形の構成要素がII期に比ぺ少ない）から、 fl期に至って中期後半の弥

生土器の解体の始まる土器様相（伝統的な占い要素と次期後期へ連なる新しい要索が混在し、器種 ・器形の構成

要素がI期にくらぺ多くなり、バラエティーに官む）を兵現しているように思えるのである．今回はヰ甜性を頂祝

し、 II期と大雑把にとりまとめてしまったが、北西ノ久保FL期の中では壺B,の説明でも触れたように更に時間的

な流れが追えるであろうし、後期的要索の更に強い一群を抽出することも可能と身えられる。この点については、中

・
ー
＇
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期最終水期段階から後期飛古段階の良好な資料を内包する樋村遺跡の出土資料の分析検討をふまえたヒで再検討

することにしたい。

佐久地方の他遺跡出土資料の位置づけ

先述の内容をふまえ、当地方の既出資料の位粧づけを行いたい。中期後中弥生上器の調査資料は佐久市深堀遺

跡（藤沢 1972)、同市和田上南逍跡、消水田遺跡、樋村遺跡、西八日町遺跡、西裏・竹田峯遺跡（佐久坦蔵文化

財調査センター 1986)などがある。このうち、和田上南遺跡からは該期の住居址5棟から北西ノ久保I期に併

行すると考えられる資料が検出されているが、詳細が明らかでなく、ここでは明確な位置づけを行えない。また、

樋村遺跡からは北西ノ久保II期に後続すると考えられる後期への過渡的な様相を示すと考えられる資料、西八日

町遺跡からは北西ノ久保 1期に先行する古い要索をもつと考えられる資料が検出されているが、資料化されてい

ないため、内容を叩示できない。従って、ここでは内容が明らかにされている深堀、清水田、 辿衷 ・竹田峯遺跡

の出上安料を北西ノ久保 I・II期と比較して位醤づけておきたい。

深堀逍跡 報告野では住居址2軒と報ぜられているが、土器の実物を見ると第1号住居址と報告したものの中

に2号（主居址と註記されているものがある。また、第 1号住居址は炉も柱穴ももたないため、その存在自体に疑

義が生じる。報告容で扱われた出土資料は一括して扱った方が良いように思う。深堀遺跡出土資料の器種・器形

の構成内容は、箆描の変形工字文などが施される壺Aぃ壺Aa、壺D、甕Aぃ甕Aa、甕Asの他、口紐部に縄文が

施される深鉢、甕A,の形態に箆描連弧文が施される甕など北西ノ久保I・TI期にはみられない器種・骰形も存在

する。これらのみられない要素は北西ノ久保 I·II期に先行する古要素と考えられ、また、 口 ~JII~部まで加飾さ

れる壺A,が、顕部のみに文様をもつ壺ふよりも主体を占めていることも勘案すれば、深堀遺跡出土資料の総体は

北西ノ久保 r•u期よりも古い段階、栗林I式併行に位沼づけられよう。但し、問姐となるのは壺Aaの仔在であ

る。 北僧では栗林 l式土器の紺成中に壺Asは未確認である。深堀遺跡にみられる壺Aaの存在は、次期の北西ノ久

保 1期における壺幻の盛行に巡なるものと考えられ、佐久地方の地域性として栗林I式併行の古い段階から、文

様の集約化・省略化された壺が存在していたと理解しておきたい。

清水田遺跡 ("E居址1棟のみである。壺ふと考えられるものが2点、甕Aaがl点、計3点のみのため、明確な

位置づけはできないが、北西ノ久保 I・II期のいすれかに骸当すると考えられる。

西衷 ・竹田峯遺跡 （主居址9棟が検出されている。まとまった資料が検出された西裏第18号住居址を北西ノ久

保u期と比較すると、壺As、甕Bぃ甕B,、鉢Aぃ莉坪などの器種・器形において、縄文の消失化條向が顕著で

あり、 また、壺A37J外面調整は刷毛目詢整痕を明瞭に残していることなどから、北西ノ久保II期よりも後出的な

様相を示しているように思われるが、欠落器形が多〈、また、これに類似するセットも佐久地方ではほとんどみ

られないため、現状では北西ノ久保II期の範咽で考えておきたい。 他の住居址出土資料については、受ロロ緑を

もつ甕Bが多用される傾向が認められるため、北西ノ久保JI期に併行すると杵えられる。

以上をとりまとめると、佐久地方の中期後半の弥生J::?.店は次のような変遷をたど りi#-ると芍えられる。

古 深堀遺跡住届址出土資料

l 
北西ノ久保I期

l 北西ノ久保1I期

l 

）清水田遺跡住居址出土資科

西裏 ・竹田峯遺跡住居址出土資料

・ 西衷 • 竹田某遺跡18サ住居址出土資料

新 北西ノ久保II期の一部
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栗林I式併行については、西八日町遺跡、楽林11式の直後型式併行については樋村遺跡、それぞれの住居址出

土資料を分析すれば、更に内容が明らかになるであろう。特に樋村遺跡では、佐久地方の後期弥生土器の中でも

最も古い部分に位磁づけられる住居址も共存しており、中期から後期への変遷過程を知る上でも重要な意味を内

包している。

他地域との比較

先述の佐久地方の中期後半弥生土器の変遷観をもとに県内、県外の他地域の当該資料を比較し、併行関係を考

えてみたい。県内の比較地域は北僧（仕野・中野・飯IlJ)、中倍 （松本 ・諏訪）、南何 （飯田・下伊那）の三地城、

県外は、佐久地方と特に密接な関係が考えられる群馬県にしぽって労えることにするが、かなり勉強不足である。

北償 先述したように柴林 I式には、不安定な資料ではあるが深堀遺跡住居址出土資料が併行関係をもつと考え

られる。但し、深堀遺跡住居址出土資料には、文様が集約化された遥Asも共存している点が若干媒なる。ここで

は一応佐久平の地域性として考えておきたい。栗林II式には、北西ノ久保1期と北西ノ久保N期の大方が併行関

係をもつと考えられる。本遺跡では従来、栗林II式として一括して総称されてきた、器種・器形を、 翌官な一括

資料の相互比較から 2期に分離した。 II期における太頸の壺Cの出現、培加の傾向、 I期における単純口緑甕A

主体の仰向からIT期における受ロロ緑甕Bの堺加、将遍化の傾向がその敢も大きな根拠となっている。栗林11式

の中で時間的な流れが予想されることは設楽博巳氏も指摘されており、今回は一つの具体案を提示できたように

思う。但し、この栗林II式の2分離案は｀盟宮な一括資料の相互比較から得られる大枠の土器様相の変化をとらえ

たものであって、栗林II式を分離して新たな型式名を骰定しようとするものではない。栗林II式の中における時

間的な流れは、峻別できるものでなく、栗林II式の古相、中相、新相とい うよう な漸次的な様相変化として把え

るべきであろう。これは次の栗林II式の直後型式に併行すると考えられる土器群に対しても同じことが言えよう。

栗林II式の直後型式（長野市旭幼稚園遺跡出土資料）には、今回は一括資料の内容が貧弱であったため、 北西ノ

久保II期の中にも更に新旧の要索が存在する可能性を指摘するに留まったが、北西ノ久保II期に含めたY88号住

居址の一括資料と、西嗅遺跡18号住居址の一括資料が併行すると考えられる。以上、本稿で示した佐久地方の中

期後半の弥生土器の変遷過程は北信の栗林式土器の流れにおおむね準拠する。若干の相違は栗林I式に併行する

遺跡自体が少ないことが予想されること、栗林 I式併行の段階から、文様の集約化された壺Asが存在し、梨林II

式併行に至ると壺Aaが圧倒的に主体を占めること（北信では梁林II式の段階では壺Aa、壺B1など加飾の多い壺

が盛行しているように思われる。）、横位羽状櫛描斜走文が施される甕A2が北信に比べて少ないことなどがあげら

れよう。

中信 諏訪地方で天王垣外式、海戸式、松本平で百瀬式が設定されている。併行関係をもつとされる海戸式と百

瀬式については、「地区が違うだけで、同じ内容のものを型式名をちがえてとらえてきたという研究史は反省され

てしかるぺきである。」（設楽 1986) という批判的な意見もあり、ここではこれに従っ＇て、諏訪 • 松本平を一括

し、中何として扱うことにする。海戸式の標式となっている海戸遺跡27号住居址出土資料、百瀬式の標式となっ

ている百瀬竪穴の出土資料は、北西ノ久保II期と併行関係をもつと考えられる。百瀬竪穴の太頸化した壺Cの存

在及ぴ、悔戸 ・百瀬両遺跡にみられる受口口緑の甕Bの存在がその根拠となる。他の器種・器形の構成も、壺As

（主体的）、壺恥かBs、甕Aぃ甕A2、甕A,、台付甕A、鉢A、小型の高杯Bなどからなり、北西ノ久保II期と共

通する部分が多いように思われる。型式内容が不明確な天王垣外式については、壺A2、甕A1などからなる こと、

また、海戸式に先行し、架林II式と密接な関係をもつ土器（笹沢 1977)とされているため、 一応北西ノ久保I

期に併行するものと考えておきたい。また、海戸 ・百瀬式に後続する良好な資料として、近年注目を集めている

松本市県町遺跡の8号・16号住居址出土資料は、北西ノ久保II期の一部（新しい部分）、西裏遺跡18号住居址の出

土資料が併行すると考えられるが、佐久地方に良好な資料がないため、詳細な比較はできない。

-354-



第 1節弥生碍代

南償 北原式• 恒川式が設定されていたが、飯田市恒川遺跡群の報告において、北原式を I・II式に分割する案

が提出された（山下 1986)。山下氏は県内当該期の資料との併行関係にも触れ、全県規模で広く分布し共通要索

をもつ羽状の櫛描斜走文をもつ甕A,の比較から、北原II式＝海戸式＝百瀬式＝栗林II式という併行関係を想定し

ている。本遺跡出土貸料の分析によれば甕A,は相当な時間幅をもら型式変化が少ない器形であることが明らか

で、山下氏の説のようにすべてを横一線に並ぺることには若干の危惧を感じるが、この併行関係は大略的には是

認されよれ従って南信の骸期の土器は東 ・北・中信と土器様相が大幅に異なり、共通要素に乏しいため、詳細

な比較はできないが、北原II式＝栗林II式という併行関係から、北西ノ久保I・fl期は北i,;trr式に併行すると考
えられる。逆説的に酋えば、北原II式が分離できる要索を内包していると曾え、山下氏自身も「北原II式の中に

も占様相と新様相がみられる」と述ぺておられる。北原II式に後続する恒川式と佐久地方の西衷18号住等の資料

は併行関係をもつことも考えられるが、明らかでない。恒川式は、後期吉田式との関連も指摘されており、その

面からの検討も必要であろう。

以上に述ぺた県内における中期後半の弥生上り店の併行関係をまとめると、第89表のようになる。従米の栗林rr
式を新IAに分離すれば、 山下氏の併行関係説にみられた、栗林I式＝天王垣外式というような矛l行も解決できる

ように思われる。

群鳥県 群馬県全域の当該資料にあたっていないので、併行関係を明示することができないが、良好な一括資料

が得られている前橋市滑里庚申塚遺跡の出土資料を、 北西ノ久保I・n期の七器群と比較すると、次のような相
違が指摘できる。

0壺・甕の縄文の消失化傾向が北西ノ久保I・II期の土器群よりもより顕芥である。

0壺の外而調整に、刷毛目調整痕が明瞭に残る。

0甕に簾状文の受容がより顕抒である。

0赤色塗彩された大型の窃杯がみられる。

これらの相違点は地域差とするよりも時間的な差異とみるぺきであるう。特に大型の右坪Ii北西ノ久保I・II

期では全く存在しなかったものであり、後期へ傾斜した様相が伺える。また、簾状文がより多〈受容されている

傾向、及ぴ赤色塗彩される壺が多い傾向は、 中信の百瀬式や、海戸式と共通し、佐久地方との関巡よりもむし

ろ、 中僭地方との関連の強さが指摘でさるのである。北西ノ久保出土資料を中心とする佐久地方との関連が明確

なのは今のところ、莉崎市浜尻I遺跡、などにみられる r水品の足」の記号のみである。

群馬県において、渭里庚申塚遺跡に先行する時期の資料は近年徐々に増加しているが、依然として少ないのが

現状のようである。特に栗林 I式に併行する上器はllとんどみられない。栗林式土粒は北信を起点として千曲川

を遡るに従って古い段階の資料が少な〈なる傾向をもつようである。

その他の地域 この他、中部高地の栗林系の土器は埼玉県北部にも一つの文化圏を形成し、更に東京・神奈川県
(I) 

にも客体ながら流れ込んでいる。北は新沿県で畿内様式の流れをくむ土器と共存し、未確認情報ではあるが、石
(2) 

川県にまで流れ込んでいるようである。また、天竜川水系では北原式と客体ながら共存し、更に南下した愛知県
(3) (I) 

の朝日遺跡でも発見され、移入経緯は不明であるが、静岡県滑水市ででも発見されたと胃う。このように中部高

地の栗林系上器は当該期にしては比較的大きな文化圏をもち、かつ広域にわたって動いている。その意味について

は、今は資料が巣約できていないため栢を改めて再考することにしたい。

註 (1) 新渇県教百庁 坂井秀弥氏の御教示による，

，ー
、

｀

ー
、

2

3

 

，ー
、

，

ー
、

註

註
七尾市教百委H会 七肥宮士犬氏の御教示による。

愛知県教行委貝会 1975 『環状2号線関係 朝日遺跡群第1次開代報告件』では百瀬式として紹介

-355-



第JV章総括

第89表他地域との併行関係表

佐久平 北 信 中 信 下伊那

深掘遺跡住居址 栗林I式 ＋ 北原I式

北西ノ久保I期 天王垣外式 ＋ 

---------------------------- 栗林II式 ----------------------------- 北原N式

北西ノ久保II期 海戸式 百瀬式

------------------------------・-・-------・-------------------ー・・・●ー・・・------------------
北西ノ久保II期の一部 栗林II式直後型式

＋ 県町遺跡
西裏18号住居址 （旭幼稚園遺跡）

恒川式

され、高蔵式に共存すると報ぜられているが、石黒立人氏によれば、共伴性は不明確であるという。

註 (4) 静岡県埋蔵文化財調査研究所 山田成洋氏の御教示による。

弥生時代後期前半の土器について

第2次調査では弥生時代後期の住居址が20棟 (Y64・66・67・70・77・80・84・87・89・93・94・97・100・102・ 

104・111・120・123・125・127号住居址）が検出された。これらは重複関係をもたず、長軸方位も概ね一致する

ことからほぼ同時期に形成されたと考えられる。出土した土器も多少の時間的な流れがあるとしても同一型式内

の範疇でとらえることができよう。ここでは出土した後期弥生土器を前述した中期後半弥生土器に後続する北西

ノ久保III期としては一括し、器種・器形の分類を行い属性を明らかにすることにしよう。尚、ここであつかう北

西ノ久保田期の資料は後期前半の吉田式の要素をもつものであるが、北西ノ久保II期 （中期後半）からスムース

に移行したものとは考え難く、北西ノ久保II期と北西ノ久保III期の間にもう一・ ニ段階介在する可能性が強いこ

とをあらかじめおことわりしておきたい。

研究史

まず、前提作業として研究史を概略し、吉田式の認識を確認しておきたい。

昭和45年 ，(1970)長野市吉田高校グランド遺跡出土土器を発表した笹沢浩氏は、これらの土器群を吉田式と型

式設定した。設定時における氏の吉田式の時間的位置づけは、 「中期弥生式土器を一部で止揚し、ある面ではその

伝統を継承しながらも、新しい後期弥生土器一箱清水式へと展開を始めている土器群」として善光寺平における

箱清水I式に先行する後期初頭とされている。また、地域的な広がりについては検討課題とされた。翌昭和46年

(1971)桐原健氏は同じ資料に対して、壺が栗林II式、百瀬式、恒JI!1式に類似するとして中期後半の土器として

位置づけた。これに対し、昭和52年笹沢氏は石器をもたないこと、箱清水式的要素が強いことを掲げ、再度吉田

式が後期の土器であることを強調した。その後、発掘調査の増加に伴い、飯山・中野 • 佐久など千曲川水系の全

域にわたって吉田式の要素をもつ土器が分布することが判明し、昭和61年 (1986)これをまとめた笹沢氏は吉田

式の中にも型式上のパラエティーがあることを予測された。更に飯山市田草川尻遺跡1・2号住居址、佐久市周

防畑B遺跡周溝墓出土土器などを、「吉田式から箱清水式土器への過渡的内容をもつものであり、吉田式土器に後

続する一型式として存在する可能性がある。」として吉田式にも相当な時間幅があることを示唆した。

以上、研究史上からみて、吉田式は後期弥生土器として位置づけられよう。また、吉田式は当初は後期初頭の

点的な型式として位置づけられたが、近年の趨勢では大きな時間幅をもつ、地域的広がりの大きい後期前半の型

式として理解するのが適当と考える。このような認識に立って、北西ノ久保1Il期の後期弥生土器を吉田式（後期前

半）と位置づけ、以下に分析を行うことにする。
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A1 

Ai 

Aa 

A, 

r As 

A6 

壺B

B1 

B2 

B3 

B. 

Bs 

壺C

壺D

,‘
 

北西ノ久保遺跡後期前半弥生土器の分類 （第424-427図）

壺類・・・…壺、無頸壺

壺A-E

壺A 無彩の壺。口縁部が大き〈外反し、朝顔状に開〈ものと上端でやや内弯し立ち上がるものがある。

胴部はいずれも中位下方で張り、無花果形を呈すると考えられる。外面調整はいずれもヘラミガ

キが丁寧に施されており、刷毛目調整痕は消されている。主に頸部文様の相違から 6細分する。

頸部櫛描文様帯下に箆描鋸歯文をもつ。

ロ縁部が上端でやや内弯し立ち上がる。頸部文様帯は箆描文で上・下端を区画した櫛描波状文・斜

走文などか施される。

口縁部が朝顔状に開く。文様帯は壺A2と同じ。

頸部に櫛描横走平行線文が施される。

頸部の櫛描横走平行線文を箆描文を垂下させて区切った「T字文B」が施される。

頸部の櫛描横走平行線文を櫛描文を垂下させて区切った「T字文C」が施される。

赤色塗彩される壺。形態は壺Aとほぼ同様と思われる。頸部文様の相違から 5細別する。

壺A,と同じ文様構成。（鋸歯文）

頸部に櫛描波状文が施される。

頸部に櫛描簾状文力哺iされる。

頸部の櫛描横走平行線文に箆描文を垂下させて区切った「T字文B」が施される。

頸部の櫛描横走平行線文に櫛描文を垂下させて区切った「T字文C」が施される。

胴部下位の最大径に稜をもち、以下はくぴれる。

ロ縁部が折れ曲って垂下する壺。内面に赤色塗彩、外側を向〈内面端部に箆描斜格子目文力渭逹

れる。

壺E 赤色塗彩される小型壺。

無頸壺A 口～体部が内弯し、赤色塗彩を基本とする。

甕類・・・・..甕・台付甕

甕A-D

甕A 櫛描波状文力憎狙される寮、形態の相違から 7細別する。

A, 胴部下位が大きくふくらんで最大径を有し、口縁部は直線的に小さく外傾する。頸部に櫛描簾状

文、口緑・胴部に櫛描波状文をもち、胴部下位に櫛描斜走直線文をもつことが多い。

ふ 口径と胴部最大径は大差ない。口縁部は弓状に外反し、胴部は中位でふくらむ。口緑部～胴部に

櫛描波状文だけが施されるものと、頸部に櫛描簾状文力0111わるものがある。

A3 ふよりも口縁部の外反度が強く、形態がややずん胴なもの。口緑部から胴部に櫛描波状文、頸部

に櫛描簾状文が施される。

ふ 口縁部が「〈」の字状に外反する。文様構成Aaと同じ。

As 口緑部は弓状に外反し、胴部はあまりふくらまず、口径＞胴部最大径となる。文様は口緑部から

胴部まで櫛描波状文のみ。

A6 口緑部が内弯するもの。端部で内傾するものもあり、形態はパラエティーがある。頸部に櫛描簾

状文、口緑部～胴部に櫛描波状文が施される。

A1 小型品。口縁部が短〈外反する。口緑部～胴部に櫛描波状文が施され、類部に簾状文が加わる場

合もある。
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甕B1 櫛描斜走直線文が横位羽状に施される甕。頸部に簾状文をもつ。形態は甕A2と同じ．

甕c 櫛描斜走直線文が縦位羽状に施される甕。
甕D 無文。形態は甕Aiと同じ

台付甕A 口緑部は短〈外反し、胴部は筏盤玉状を呈する。胴部上位に櫛描波状文が施され、円形浮文が貼

付されている。

蓋類・・...蓋

蓋A 山形を呈し、天井部には焼成前の一孔を布する。煤の付党若しく甕とセットになる。

鉢類……鉢、脚付鉢

鉢A 赤色塗彩品。口緑部は短か〈外反し、胴部は球状を呈する。頸部に櫛描簾状文、 T牛文Cが施さ

れ、口緑部下位に2孔一対の穿孔を有する場合もある。

鉢B 椀状、逆 「ハ」の字状を呈する。赤色塗彩の有無で2細別する。

Bt 赤色塗彩されるもの。

B1 無彩のもの。

脚付鉢A 鉢Aに脚台がついたもの．

莉坪類・・・・・麻坪

高坪A 赤色塗彩される． 円錐状の高い脚部をもち、杯部は逆「ハ」の字状に大き〈 開き、 口緑部は水平

に1凪曲して鍔状に伸ぴる。 三角形状の突起が貼付されることが多〈、脚部の透し孔はない。大型、

小型で2細別する。

At 大型品

ふ 小型品

商坪B 赤色塗彩される。 円錐状の窃い脚部をもち、杯部は逆 「ハ」の字状に大き〈 I荊いたのち、垂直に

屈曲して立ち上がり、口緑部で「〈」の字状に外反する。三角形状の突起が貼付される。

窃杯C 赤色姐彩される．坪部は椀状を呈する。

店杯D 小型品。坪部は不明。

甑類・9・・・・甑

甑A 口辺部が逆「ハ」の字状に開き、底部に焼成前の円孔を布する。

手挫

各器種 ・器形の検討

壺 壺の形慈はほとんどが無花呆実を呈し、朝顔状に開〈か、口級端部でわずかに立ち上がる（壺A・B)。胴

部下位に〈ぴれをもつ壺Cは1点のみである。頸部文様は下伊那の恒川式の流れを〈む鋸歯文をもつ壺At・Bぃ

櫛描文様帯の上下を箆描文で区画した壺Aa・As、「T字文B.1が施される壺A5・B.の他、櫛描横走平行線文が

施される壺A、、被状文が施される Ba、簾状文が施されるB3、無文の恥などがみられ、箱清水式期において定型

化し、主体を占める 「T字文C」は少ない。赤色塗彩の傾向は約 5割程度で特に盛行しているとは百い難い。以

上、これらの壺の諸要素は箱滑水式土器成立前段階の様相を示すと理解され、吉田式に位設づけられるものと考

える。また、口緑部の垂下する壺Dは在地系謄からは金＜系謄を追うことができない外来系土器と考えられる。

おそらく、束海西部以西の影栢力をうけ、在地で消化されて成立した器形と考えられるが、今後、多方面からの

検討が必要であろう。

甕 甕Aa・B1の口縁部が弓状に外反する形態が主流を 占める。類似する形態の甕A3・A.・A1、や小型のA1

などを含め、次期の箱清水式へ大きな変化を示さず継承される要素である。これらが主体をなす中で甕At・Ao・

Cの存在が、吉田式に位置づけられることを示すと思われる。甕Aぷt吉田式成立と密接な関係をもつと百われる
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ド伊那郡の恒川式の流れを〈むと考えられる器形であり、甕A,は北西ノ久保II期などにもみられた中期後半の受

n nt点をもつ甕（北西ノ久保11期の甕B,)の系紺上にある器形、甕Cは中期後半からの系閥を引〈縦位羽状の櫛描

斜走直線文をもつ甕の最後の残映的な器形と考えられる。これら三器形は箱消水式まで継承されることはほとん

どないと思われる。この他、無文の甕Dは稀少な存在であるが、群馬県との関係も考えなければならないだろう。

以上、甕の詑要素は壺と同様、箱滑水式土器成立前段階の様相を示すと考えられる。

台付甕、益、鉢、 脚付鉢、甑、店坪については箱清水式との大きな変化は見い出せない。..:れらの器種 ・器形

は、箱清水式前段I堺の北西ノ久保m期には既に確立され、定型化していたことが伺えるのである。
北西ノ久保II期との比較

器桃・器形の内容が明らかにされた北西ノ久保III期の資料を北西ノ久保II期と比較してみよう。壺で系館がたどれ

そうなのはII期の壷C (太顕で頸部に梱描文）とIll期の壺A1・Aa・Aiである。他は断絶が笞しい。 m期ではII
期で咆A、Bとした細頸壺は全くみられず、頸部文様帯は完全に櫛描文主体に転化し、 II期ではほとんどみられ

なかった赤色塗彩の傾向もIII期では約5割近くなる。 II・ill期の間には標式資料の吉1Il式のような箆描文主体の

顆部文様帯を有する壺が介在して良いように，思われる。

甕はII・Ill期で完全に断絶している。 II期においてはn緑部が一様に短い形態であるのに対し、 ill期では甕A2・

B, の形態に代及される後期に特徴的な口緑部の艮い甕が確立されている。あえて、 II期につながる要索を抽出す

るとすれば、形態的には111期の内弯する 口緑部を有する甕A3、および文様では横位羽状の櫛描斜走直線文（甕

Bふ極〈少嚢残っている縦位羽状の櫛描斜走直線文（甕C)であろう。甕についてU・UI期の間には吉田式の標式

資料のような口緑部の短かい甕やここでいう胴部が丸く張り出した甕A.が主体を占める段階が介在するように

思われる。

この他、窃坪はlJ1期において大型化、定型化の傾向が竹しい。鉢、甑についてはII・fll期に大さな変化はない

ように思われる。いずれにせよ、北西ノ久保[I期とm期の間には少な〈とも 1段階の隔絶があることが推察さる。

佐久地方の他遺跡との比較

佐久地方既出の吉田式の類例と比較してみたい。佐久地方で吉田式と報告される資料は佐久市西一里塚遺跡

（臼旧 1980)、一本柳遺跡（臼田 1980)、軽井沢町県遺跡 （渡辺、森嗚他 1979)、佐久市渭水田遺跡、周防畑

B遺跡（林 1982)、野馬荊遺跡、樋村遺跡、上の台遺跡（林 1982)、西裏・竹田峯遺跡（高村他 1986)、琵琶

坂遺跡 （林 1986)、佐久町宮の本遺跡（林 1979)などがある。このうち、資料公開されていない滑水田、野馬

狸、樋村の各遺跡は除外し、一部資料紹介されている西一里塚、一本柳、周防畑Bの各遺跡およぴ全資料の公開

されている県、上の台、西衷•竹田品、琵琶坂、宮の本遺跡の開資料との比較を行う。

必一里塚、 一本柳遺跡 一部の資料呈示であるため、詳細は不明である。しつかりとした有段状の口緑部をも

ち、赤色泣彩される壺も含まれるが、北西ノ久保Ill期の壺A1・A2・ ふと類似する 3例の壺がある。北西ノ久保

lll期と同様の内容を有すると芍えられ、はほ併行する資料とガえられる。

県遺跡 報告密では吉田式併行とされるが、北西ノ久保Ill期とは類似する要素が少ない。敢えて抽出するなら

ば、横位羽状の櫛描斜走直線文をもつ甕と頸部に簾状文が施された壺がみられることで、北西ノ久保[II期の甕B、

壺83に類似要索をもつことである。しかし、これらは後期弥生土器の中で伝統的に継水されるものであり、特に

甕B (横位羽状斜走直線文をもつ）については、従来、後期弥生土器の古い要素とされてきたが、佐久地方では

近年、佐久市池畑遺跡や、瀧峯2号墳の潤在によって小型高坪が発生する箱清水式土器解体段階まで、同文様が

施文された甕が存在する車爽が明らかとなった。このため、甕B,および、壺B8の比較から併行関係を説うことは

難しい。報告では「第2号住居址のll布蔵形態の I:器である壺形土器は、胴下半は箱清水ナイズされたものである

が、その口縁部は、弥生中期の受ロロ緑のあり方を残したものと酋えよう。………煮沸形態の甕形土器は10本単

位の刷も目関整であって、櫛描波状文はまだ多くな〈 一般化して来ていないのが現状である。」として、これらの
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嬰素をもって箱清水式土器成立lfil宵、占田式併行と位滋づけているが、受「11コ様の壺は無彩化され、球胴化が存

し〈、古墳時代前期有段□緑壺への系諮をたどれるものと b考えられ、また、刷毛目調整の甕は櫛描文の哀退化

傾向と考えられる。更に瓜要なことは、占れ出現期に特徴的な、刷毛目調整の台付甕が共存していることである。

このようにみると県遺跡の出土土器は、吉田式というよりも、箱清水式土器の解体期の様相を示しているように

思われる。

周防畑B遺跡 壺 形態については北西ノ久保[[J期で壺A・Bなど無花呆形が主体を占めるのに対し、周防畑

B遺跡では、 nrui部下位に外稜をもつ壺Cが主体を占める。類部文様帯は、鋸歯文をもつ壺B,の存在は一致するが

総体では北西ノ久保m期が「波状文、横走平行線文、 T字文B、簾状文、 T字文C」などの櫛描文主体であるの

に対し、周防畑B遺跡では、「横走平行線文、 T字文B」などの櫛描文よ ＇）も、細い111位の箆描斜走文の組み合せ

が多用され、吉田式とされた所以である。赤色泊彩の傾向は周防畑B出土資料の方がより盛行する。以上、壺に

ついて、周防畑B遺跡の資料は箱清水式的な器形壺Cが多いこと、赤色塗彩の傾向がより穎行であり、北西ノ久

保Ill期に後続する要素を示している。顆部文様帯の相違については今後の課題としたい。

甕 甕A,・A2・Aa・A疇・Acなどが存在し甕Cはない。北西ノ久保川期にくらぺ、 A,が盛行し、んとほぼ同

じ率で存在する。これも吉出式と打われた所以である。文様は横位羽状の櫛描斜走肛線文が波状文とともに多用

される点が北西ノ久保田期と巽なる。以上甕A1およぴ、横位羽状の櫛描斜走直線文が盛行する相違はあるものの

北西ノ久保Ill期と、周防畑B遺跡出土資料の間には大きな型式変化は認められないように思われる。店杯はA・

B・Dが存在し、閲坪Aぃ莉坪Bの杯部が北西ノ久保M期と比べ浅くなる傾向がある。

総体では壺の器形に比較的大きな変化が認められるのみであるが、周防畑B遺跡出土資料は北西ノ久保ill期よ

りも後続すると考えられる。

上の台遺跡 令形態がわかる資料がないため詳細は知り得ないが、壺Bの存在、鋸歯文をもつ壺の存在から、

北西ノ久保Ill期にほぼ併行するとガえられる。

西喪・竹田峯遺跡 西裏遺跡3号住、竹田峯遺跡1号住出土資料との比較を行う。

西衷3サ住壺は恥と、口緑端部が立ち上がり、波状文を有する器形がある。甕は顆部に波状文、簾状文をb

つが、北四ノ久保m期の甕Dと類似するものがある。このことから、おおむね北西ノ久保ill期に併行する資料と

考えられる。

竹田峯1号住 壺は北西ノ久保田期壺A4と似るが、口緑部の外反度が弱〈、甕は北西ノ久保111期のA,と似るが

胴部の張りがかなり強い点で異なる。 2点のみのため、詳細に分析はできないが、壺は吉m式の標式資料にどち

らかと洋えば近〈、 北西ノ久保11[期より若干先行すると考えられる。

肉の本遺跡 表採の壺l点がある。胴部下位に外稜を bつものの途彩がな〈、頻部文様が櫛描簾状文、絞杉文

で構成され.T字文Cがみられないことから、報岩では吉田式に位滋づけている。北西ノ久保III期に類例はなく、

後院すると考えられる周防畑B遺跡出上資料中にやや類似するものがみられるが、県遺跡と同様、再考を要する

資料である。

琵毯坂遺跡 資料不足のため、よくわからないが甕A,と考えられるものがあり、北西ノ久保川期、あるいは、

周防畑B遺跡出土資料に併行すると考えられる。

佐久地方の他遺跡の該期資料と比較した結呆、西一里塚、一本柳、上の台、西哀3号住が北西ノ久保lll期に併

行、 竹田峯1号住が北西ノ久保UI期に若干先行、周防畑B遺跡出土資料が後続すること、また、県、宮の本の資

料は吉田式から除外できる可能性のあることが推察された。これは笹沢氏も指摘されたように吉田式と理解され

る土器の中にも時間的な流れがあることを示すものであろう。今回は分析不足の点が多く、具体的な器種・料形

の時間的な変化を指摘できなかったが、この点については、別稿において明らかにすることとしたい。
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後期後半の弥生士器について

第171号•土坑から、 一点出土した395-21がある。在地の系開からたどり得る器形ではなく、外釆系土器と考え

られる。渋川市布馬遺跡や裔崎市日高遺跡などに同様な器形がみられ、群馬県地方からもたらされた可能性の強

い土器と考えられる。

施文方法について

昭和58年 (1983)、橋本裕行氏が「倍濃の弥生式土器から土師式土悩への変遷過程(-)」『信濃35-5』におい

て、甕の櫛描文の施文方法について問題批起をしているので、これに沿って北西ノ久保llI期の傾向を述ぺておき

たい。尚、北西ノ久保Ill期の波状文はいずれも中部麻地型 （右回り）である．

櫛描波状文力噴される甕で凶化されたもの一 42個体 l . 
（波状文）： （斜走文）約5: 1 

櫛描斜走直線文（横位羽状）が施される甕で図化されたもの一 8個体

波状文力嗚される甕で簾状文を顆部にもつ甕—29個体

波状文のみの←10個体 ）※ 簾状文をもつ甕：波状文のみの甕
不明-3個体

簾状文が波状文よりも先に施される甕—16個休

約5分5分

波状文が簾状文よりも先に施され環ー 13個体l
約3: 1 
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簾状文が波状文よりも先に施される甕の波状文の施文順序

ロ緑部では上から下へ、下から上へと一定の間隔鉦に交互に施され、胴部では上から下へ施される甕(24-

10・42-1) 

ロ緑部では下から上へ、胴部では上から下へ施される壺 (24-12)

ロ緑部では下から上へ施され、胴部は一帯のみの甕 (24-13)

口絃部は一帯のみで胴部は上から下へ施される甕 (69-8) 

ロ禄部、胴部ともに上から下へ施される甕 (110-4・135-4・159-5・249-3) 

不明 (13-7・24-9・24-11・135-5・159-3・159-4・260-3) 

波状文が簾状文よりも先に施される甕の波状文の施文順序

口緑部からm~部にかけて、 上から下へ、下から上へと一定の間隔毎に交互に施される甕

(29-1・ 159-1・231-3) 

ロ禄部から胆部にかけて下からヒヘ施される甕 (140-1・242-l) 

ロ緑部から肌部にかけて上から下へ施される甕 (159-8・202-1・ 231-1) 

不明 (96-1・120-4・249-4・260-2) 

波状文のみの甕の波状文の施文順序

口緑部から胴部にかけて上から下へ施される甕 (120-6・120-9・135-2・135-6・159-6・159-

7・177-3) 

口緑部から胴部にかけて下から上へ施される甕 (169-l) 

不明 (120-5・120-7・120-8・135-3・177-4) 

このように波状文の施文順序は極めてパラエティーに布み、 一定の法則性をすIll出することは難しい。橋本氏が

指摘された一定の間隔鉦に波状文を上から下へ、下からJ:.へと交互に繰り返し施す、確実に縦割で行われた施文

方法は3例みられる。従来、中部窃地製の櫛描波状文は、波状文一帯が器而を一周し、その後、次の帯に施文を

移すと考えられてきたが、本遺跡で観察を行った限りでは、案外、橋本氏が指摘されたような、縦割りの施文方

法、単に器面を塊めるという意識で施文されたものもあるのではないかという 印象がもたれた。この点について

は、今後、他遺跡の資料にも注意を払って検討を進めて行きたい。 （小山）
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第2節古墳時代

北西ノ久保遺跡第2次調査において検出された占墳時代の遺構は、古墳時代中期に周池10甚、上坑2基、後期

に古坑 l碁、上坑l甚がある。以下、周沿を含めた古填址を中心にまとめを行っていきたい。

古瑣は計11基が検出されている。そのうち周渥のみ検出された遺構は10基で、そのすぺてが主体部を残してい

ない。古次は台地の上部にはとんど集中しており、第1次調査分と合わせると16碁が台地 I:.に存在する。ただ1

基だけ横穴式石室を有した古瑣が台地南端部傾斜地に構築されている。

台地上に存在する周洩の形態は第10号周浪が方形で、円形の周視をもつものに第11・13・14サ周祖が見られ、

第11サ周浪は西側に開口部を布する。台地の東・南端部で傾斜而にかかる地形的なことからか、半円状の周糧を

もつものが、第 7・8・9・12・15サ周沌で、第16号周泣は部分的に周沿をもっている。墳丘の形態は削平され

ていて不明であるが、周浪の形態から、第10サ周視が）I項、あとはすべて円墳と思われる。第12号周沿の周渥内

側に 2~ 3段の礫が石垣のように幣然と校み上げられており、坑丘部を構築する際の正石と考えられる。古墳の

主体部については、すぺて削平されていて検出されなかったが、竪穴の木棺直葬か礫床をもつ主体部であったと

考えておきたい．

坦丘の規椒は、第11号周湿が南北676cm、束西704cmで飛小のもので、第 7・8・9・12・14・15号周浪`の6基

は、 9m-14mの規模をもち本遺跡では中型の規模のものといえよう。第10・13号周浪は、 l9tn~24mの大型の

ものである。これら古項の台地上での分布をみると、大型の古墳、第10・13号は台地の中央から西側に間隔を離

れて存在し、第7・8・9・12・15号の中型の規模をもち半円状の形態のものが台地の束・南紐辺部に述なって

分布し、第7・8・9号などは周洩を共1iして構築されている。

各周泊からの出土遺物は、第7サ凋沿から、上師器有段口ほの壺、第8号周福は時期決定の目安となる遺物は

ほとんどなく、第9号周涅からは上師器杯・用が出土しており、第 7・9サ周視は古項時代中期後半に所産期を

求めることができる。第10号周況からは埴翰、土師器壺・甕・ 杯・窃坪、須恵器艮頸瓶・甕・莉台付杯・蓋が出

土しており、古禎時代中期後半と古禎時代後期終末から奈良時代の様相を示しており、中期後半に築造され、後

期終未から奈良時代まで何らかの祭祀が行なわれていた可能性が強い。第11号周湿からは所歯期を決定する目安

となる遺物は出土していない。第12号周i乱からも土師僻と須慰器の細片のため時期決定をする資料となり得ない。

第13号周洩からは、土師器高杯 ・ 坪、須恵粋杯及ぴ窃台付坪、金城器、羽口が出土しており、第10·~·周涅と同様

に古墳時代巾期後半と奈良時代～平安時代初頭の2時期の様相を示しており、築造は古れ時代中期後半と思われ

るが、奈良一平安時代初頭の2時期の様相を示しており、奈良一平安時代初類まで何らかの祭祀が行なわれて

いた可能性が強い。第14号周泣からは上師器甕・i宛・¥・高杯、須恵粋甕・述が出土しでおり、須恵器述がTK216, 

籾式併行であることから、所産期は 5世紀第Ul四半期といえる。第15号周沿からは土師器甕・壺・対・高坪、

須恵器甕が出土しており、須恵器大甕がTK23~47型式併行であることと、土師器増・高杯の特徴などから

5世紀末に所産期が考えられる。第16号周泡からは鉄鏃が出土しているが所産期を決定する資料は出土して

いない。

以上、出土遺物から各周渥の構槃順を明確にすることはできないが、第14号周油が5世紀第III四半期、第15号

周沌が5世紀末と第14号周1釦の方が先だって構染されたことは判明した。また、第 7・8・9サ周設は、出土遺

物からは構築順は明らかにできないものの、因浪の共有の仕方から、第8り周沿は溝幅も狭く、また、形も円形

ではな〈、窮屈そうに作られていることから、第 7・9';"J-周挫より後から作られたものであろう。出土遺物は総

体的に占墳時代中期後半の様相を示しており、北西ノ久保南部台地上に存在する古墳群は大方が中期後半に築造

-369-



帆IV皐総 jlJ

されたものとして大過ないとガえられる。また、第10・13号周湿からは、古げt時代後期終未から平安時代初頭の

遺物も出土しており、これらの古墳が平安時代初頭まで何らかの形で祭祀が行なわれていた可能性が店い。

長野県内の 5世紀ー6世紀初頭の主要古項については、昭和60年 (1985)10月12日の岩崎点也氏の講演会資料

「古坑時代と佐久」によると、高水地区で天神 1岳古墳の方墳を初めとして、前方後円坦2碁、方墳 H店、円憤3

基、長水• 更埴地区で倉科将軍塚前方後円墳を初めとして、前方後円墳 8 基、円墳 2 甚、上小地区で中 •t;,根親王塚

古坦の方項を初めとして前方後円墳1碁、方墳1墓、中僧地区で安坂2号古坦の方坦を初めとして、方禎2甚、円

校 1基、諏訪・上伊那地区で7ネ古墳の方墳を初めとして、前方後円損 l碁．方瑣 1碁、円墳1基、下伊那地区で

姫前大塚古坦の円墳を初めとして前方後円坦4基、円憤1碁となっている。この時点では、佐久地方にはまだ該

期の古坦の存在は知られていなかった。また、小古潰が数個の家族集団の数世代の累積的築造によって群染する

ことが、 5世紀代まで遡ることが知られているが、長野県内では発見されていなかった。巖近の調査により、出

遺跡の他に県内では飯山市石行遺跡において、遺跡の北部地域から 5世紀中築～終末にかけての古瑣の周沿と考

えられる円形周視が3基確認されたことが小林正春氏から御数示された。当遺跡と石行遺跡から、今後、県内に

おいても 5世紀代の古い群染坑が確懃される可能性が高いと思われる。

台地南端部傾斜而に構築されていた横穴式石呈をもつ古墳は、往時の形態をとどめず奥照の一部がすでに霞出

していた。墳丘の径はトレンチ内に確懃された溝を周旭と考えると15~20mの規模を有していたものと推定され

る。石室のプランは羨逍部が不明なためはっきりしないが、玄室はわずかに胴張る長方形を呈していたものと思

われふ出土遺物は土師器、須恵器、鉄製品、金銅製品、耳環、人骨、王類などが出土しており、破壊されてい

る古瑣にしては盟店な遺物であった。構築年代は須思器藍、勾玉、耳環、立地、構造等から 7世紀後半と井えら

れる。北西ノ久保遺跡に隣接して上嗚澤古坦群が存在するが、石室は露出していないものの小円投で、この古墳と

同時期項形成されたものではないかと思われる。以下、佐久市内の古憤群を中心に記述を巡めていきたい。

佐久市の古墳は総数225甚〔昭和59年 (1984)現在、佐久市遺跡詳細分布調査報告杏による〕が確認されてい

る。これらの古墳は単独墳あるいは群を構成し、主として東部山地に多く見られ、平地や台地、尾根上にも存在

する。今まで、佐久地方に存在する古墳は、全て後期から終末期にかけての円憤であると考えられてきたのであ

るが、霰近の開査により 4世紀前半代と考えられる瀧益 1・2サ坦、また、 5~6世紀代と考えられる北西ノ久保

古瑣群が発見されたことによ り従来の古代史観を大幡に修正する必要性が生じている。

佐久市に存在する古坦群の立地と分布を概観してみると、圧倒的に佐久市束部山地の山麓に群梨坦が連なって

分布していることがわかる。北から横根古墳群 (1)、平古憤群 (2)、矢口古禎群 (3)、矢澤古墳群 (4)、城

古坦群 (5)、丸山古瑣群 (6)、入大久保古項群 (7)'氏神古坦群 (8)、小倉塚古坦群 (9)、本郷古攻群

(10)、中条峯古瑣群 (11)、屋敷古りl群 (12)、束久保古瑣群 (13)、米姥石古瑣群 (14)、月崎古項群 (15)、西和

田古憤群 (16)、艮峯古項群 (17)、大間古柑群 (18)、松井日影古墳群 (19)、西久保古投群 (20)、天神久保古収

群 (21)と佐久市に存在する33の群集項のうち21がこの地域に分布している。古瑣の総数もl25基に達し市内の古

墳総数の半分以上が集中してみられる。その他、千曲川右岸地域では、浅間連山のひとつ贔斑山の噴火の塚原泥

流によ って一帯に火山性の自然丘が残った塚原地域に藤塚古項群 (23)、姫子石古坦群 (24)、家地頒古墳群

(25)、大豆塚古坑群 (26)、下大豆塚古墳群 (27)、東池下古墳群 (28)、慧林古坦群 (29)と総数27基の古墳が集

中しており、かなり大きな群巣墳である。塚原地域の東南、湯川右岸の河摩段丘上に上嗚瀬古墳群(30)、北西ノ

久保古墳群 (31)が存在し、御代田町と小諸市の境の西足敷地節、田切地形の縁辺部に下前田原古墳群 (22)が

あり、また、志賀川が滑津川に合流する付近の志賀川右岸に瀬戸狐塚古項群 (32)がある。千曲川左津、佐久市

西部地域には瀧峯古墳群 (33)が存在するだけである。

では、これらの古墳群の構築年代はどの峙期にあたるかということであるが、発掘即査のなされた古墳から類

推していきたい。まず、瀧峯古墳群であるが、昭和61年度の腑査により、第2号古墳が前方後方型であることが
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第2節古墳＂代

明らかになった。主体部は憤頂に 1基存在し、木棺正葬かもしれない。主体部からの遺物はほとんどな〈人間の

歯が検出されただけである。遺物のほとんどは周浪内からで佐久地方の在地性を強く残した櫛描文の甕や赤色途

彩士器が多く、 一方、畿内や束泄地方で発生した外来系土骰（小型器台、小型窃坪）などが見られる。項丘形態、

出七遺物から古瑣とするなら県下でも最古式と考えられ、時期は 4世紀前半と推定されている。瀧峯古坦群は、

はぽ南北に縦走する山腐の尾根上に4碁群集し、ほぽ同時期に形成されたと考えられる。そこから直線距離にし

て350m北方の一段低い尾根の先端部に方墳と思われる 5号項が存在する。この 5号瑣は胴査がなされておらず、

時期決定することはできない．

下前田原古項群は昭和47年度に発掘調査されており、 1・2号墳ともに実施された。第1号古墳は墳丘径、南

北16.2m、東西13.5mの円填で窃さ1.75mを計る。主体部は横穴式石呈で片袖式プランを呈している。第2号古

坑は項丘径、南北12.5m、束西12mの円坦で窃さ1.2mを引る。主体部は横穴式石室で両袖式三味線胴張りプラン

を呈する。 2搭の古墳とも前庭部で墓前祭を行った例として報告されている。構築時期は 2甚ともほぼ同一時期

と考えられ、古項時代終末期とされており、 出土遺物から平安時代中期まで祭祀が行われていたとしている。

家地頭古墳群では昭和50年度に第1号古度が発掘閤査されている。古憤は塚原泥流によって形成された自然丘

を利用して構築されており、その自然丘は径4.0mを計る。構染された円憤の墳丘径はそんなに大きくな〈、推定

径15.7rn、高さ 3rnを計ると考えられている。主体部は横穴式石室で長方形プランを呈し、出土遺物は埴粕、須

恵器、 土師器、鉄鏃、玉類、馬具などが出土しており、 構築年代については、内部主体部及び坑丘の横造から 7

世紀中葉としているが、埴輪、馬具などは 7世紀に降下しない年代としており、年代幅があるものとしている。

下大豆塚古瑣群では昭和57年度第 1・2号古潰の発掘罰査が実施されている。第 1号古項は石室主体部のほと

んどが露出していて憤丘の原形を推定し、復元することは不可能としている。第2号古坑も破壊がかなり進んで

いて石座の一部が露出していたが、墳丘径Sm前後の小円填と推定している。構築年代は第2号古坦が、鉄鏃や

石室プラン、莉麓尺の使用などから 1世紀中葉から後葉としており、第1号古坑に閾しても遺物を欠如していて

年代決定には1巽瓜な態度でのぞまなければいけないとしながら、石室の形状、規模から第2号古墳とほぼ近接し

た時期と報告している。

他に東池下古項群において昭和49年度に発掘調査を実施しているが報告苦が刊行されていないため、構築時期

等は不明であるが、主体部は横穴式石室によって構築されていた。

以上、古墳群に閥係ある古項の発掘調査例を列挙したわけであるが、最も群集がある佐久市束部山地の群梨瑣

の罰査はなされていない。しかし、土屋長久氏が『信州佐久平の後期古坦群について』で述ぺているように、径

2~5mの小円培がほとんどで、 7枇紀後半から末期にかけての群集攻と考えられる。

千曲川の左煤、佐久市西部地域には瀧峯5・6号古項を除〈と瀧盗古項群は 4世紀代のものであり、これらの

古墳6某を含めて14基しか存在せず、 7此紀代における後期群集項のほとんどすべてが千曲川右沿地域に築造さ

れていることを考えあせると、古坦時代後期の中心地域は千曲川右船地域にあった可龍性が高いと考えられる。

それにしても、佐久市束部山麓に多数の古坦群が存在することは、いったい何を意味するのであろうか。単に石

材が容易に入手できることからのみの理由だけではないと思われる。特に平根地区の横根古坦群から丸山古坦群

に到る地域と、佐久平ゴル7場南方の山麓、東久保古坦群、東姥石古投群、月崎古墳群、西和田古坦群、長峯古

坑群、大間古坦群の密集地帯は異常といえるほどの地域であるといえる。立地的に見ても、とても広大な生産地

及ぴ集落址を望む地域に築造されているとは考えられず、集落址及ぴ生産地とは離れた地域の荼城かもしれない．

北西ノ久保古墳群はもとより、今後の当地方の古瑣研究の課題は生産地、集落址との関連を追求し、更に被葬

者の問姐にもアプローチするような、多方面からの分析が必要であろう。 （莉村）
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第90及佐久市内占墳群一覧及

No. It分 名 ~ 立 地佑温 傭 身 Nn 唸 名 t,¥. 立 追t,員g 膚 身No 

I 22債 Illn墳＂ 山罵 胡 し8 369 ＊ 間古墳" ＂ 7 

2 24'I' 古墳肝 諜 2 l9 449 松片 D影古墳Cf • 4 

3 23欠口古墳 #J 山翼 3 20 450 直久保古墳 n ,, 8 

4 68 矢沢古墳:~ ＂ 21 451 天神久保古墳計 ,, 3 

5 69城 古墳許 ＂ 6 22 5下前山原古墳群 Ill切む地 2昭和47年度杞掲閃査

6 70)しII」古噴 r.J ‘’ l 23 3t藤 J扇占填群 平地 G 

7 l40 入人久保古墳詳 " 6 24 32 姫 干石 ~. 墳詐 ＂ 2 

8 276 氏 flfl 占墳ヽ淳 ‘’ 2 25 33家追聞古墳詐 " 5 昭墳発Hl5瀑0l年胃査度事地韻第 1サ古

9 292 小倉獄占墳詐 " 3 26 34大立 以古墳詐 " 3 

lO 293 本郷占慣詐 " 2 27 35下大豆壕古墳" " 2 11/りH古畷墳年兌『9隕卜X企四 I・ 2 

II 258 巾条峯 古 墳 n " 1 28 ％車池下古墳 ti ＂ 4 閉相4911'度兌撮調査

12 352 F 費山墳け ＂ 2 29 37鷺 ,i-古 墳 Ct " 5 

13 354 稟久保古墳け ‘’ 5 30 lll 上9鳥子古墳詳 句埠ri丘 3 

14 365 東 ti!石古墳叶 /I 5 31 116 北西ノ久保古墳群 ,, 17 閉kl57、GO年II:兌襴謂査

15 366 n崎古墳絆 ‘’ 19 32 350 瀑 戸狐域占墳詳 " 5 

16 367 匝 faHJ占墳昇 ＂ 3 33 314 潤峯占墳 c, 謀 6 昭噴和発6瀾1年講度査禰l峯し ・2号古

]7 368 畏峯占墳群 II 7 

第 3 節奈良•平安時代および中・近世

奈良• 平安閃代の遺構は今回の調査では、術部南斜面から第1号特殊遺構が検出されたのみである。灰釉掏器

輪花壌、 上師器窃台付杯• 坪などから10世紀末から11世紀前半に構築された、絹址的な色彩が強い遺構である。

南部南斜面は保存目的の確認トレンチ調査であったため、斜面全域の様相は知るよしもないが、第1号特殊遺構

の存在から考えると、該期の一大塾群が屈開されていることも想定される。今後、再調布の必要性を強〈感じる。

この他、奈良～平安時代の遺物は、第10・13号周泣や東部南斜而の第2・3号礫群で検出されている。周浬から

出土したものは 5世紀代に古坦が築造されて以降、奈良 • 平安時代に至るまで、占墳内やその周辺で何らかの祭

祀行為が行われていたことを示唆する。また、礫群から出土した土師器・須恵器については、台地上 （第1次調

査分）に存在する平安時代の集落址との関連性を考慮する必要があろう。

中世の遺構は第116号土坑1基のみである。礫群を有する土坑で燃焼された痕跡が残る。 北宋銭元符通宝が一

点検出されている。その他、第2号特殊遺構B土坑覆土、及ぴグリ ッド、耕作土内から北宋鉄が計7枚検出され

ている他は、中批と認定できる遺物は検出されていない。換言すれば、本調査区台地上、南部南斜面、束部南斜

面においては中世の人々の足跡が極めて薄いこ とが指摘できるのである。台地上においては、近世においても同

様なことが百える。その背僚には、近代までは墳丘が残存していたと伝えられる古項群の存在が要因となってい

たことが推測されるのである。

近世の遺構は台地の南東端、斜面にかかる位僅から第 2号特殊遺構が検出された。遺構内には 3碁の慕壊があ

り、それぞれから一体分計三体分の人骨と寛氷通宝が計24枚が検出された。この遺構が調査区外の斜面下部まで

広く展開されることは容易に予測できる。北西ノ久保遺跡を形成する台地の南東部の斜面には、江戸時代庶民の

ー大墓城が存在する可能性が強いのである。 出土人骨については付編に森本岩太郎教授のコメン トを掲載してあ

るので、そちらを参考にしていただきたい。

註 (1) 罰査貝井上行雄氏の御教示による。 （小山）
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付 一扁糸

佐久市北西ノ久保遺跡出土人骨について

蘊マリアンナ医科大学教授森本岩太郎

l はじめに

昭和60年9月、佐久市岩村田所在の北西ノ久保遺跡において、江戸時代に屈すると思われる古人廿3個体が発

掘間査により出土した。佐久埋蔵文化財郁j究センターからの委県によ り、紐者は現地に赴いて、そのうちの 1個

体 (T2 B)を取り上げた。他の2個体 (T2A・T2C)は調査Uが取り上げ、後口罹者のもとに届けられた．

ここに記載するのは、これらの人・I']・の所見である。

2 人骨所見

3体の人竹は、南北に直列して並ぶ3碁の墓猥から、 1体ずつ出土した。いずれも土葬人灯・である．

A. T 2A 人骨（写真1)

茄猥内から出土したが、址葬姿勢は不詳である。

老年期の女性人骨1個体分と思われる。保存状態は

不良で、わずかな祉の頭歪片と体幹廿のほか｀右n
甲骨・両側」：腕骨・左の撓骨と尺骨・左脳竹・両1Jl!J

の大腿竹と胆骨、右誹竹などの破片が残っているに

すぎない。件質は薄く、軽〈、老人性骨多孔症を起

こしていると思われる。

頭西片としては、右頬竹片と下額体右半の一部が

ある。下顎体は萎縮してやや低い。歯および歯槽の

状況は次の通りである。

こ」 万真1 T2A人件（女）。頭甜片（写左上）と上・ 下肢骨片

ただし、アラピア数字は残存する永久歯、 0印は歯糟開放、 ◎印は歯栖半閉鋲、●印は歯槽完全閉鎖、 X印は欠

損のため状況不明のことを、それぞれ表す（以下の場合についても 同様である）。」旦は遊離歯である。歯の咬合

様式は鋏状咬合型であり、咬耗度は』」がBrocaの2度、門「が同1度である。

体幹骨については、椎竹およぴ肋竹の小破片が存在するだけである。

上肢竹については、右の上腕骨体横断示数が84.2、悦骨体横断示数が68.8、尺骨体横断示数が75.0である。

下肢佑こついては、左大腿件休上部横断示数が69.0を示して超広型に属するのに、中央横断示数は91.7でピラ

ステル形成が見られない。殿筋祖而およぴ祖線はよく発達している。左屈骨体は栄養孔部における横断示数が、

69.2で正8塁に近い中胆型に属し、骨体中央部の横断形はMratin(/)I型である。ヒラメ筋線の発達は良い。

B. T 2 B 人廿（写真2~10) 

秘城内から北頭位右側臥1凪位で出土した壮年期前半の女性人骨 1個体分である。人骨の保存状態は極めて良好

で、ほぼ全身の骨格が残っている。人骨の前腹部に相当する部位には、比較的艮い毛咲で〈る〈ると巻き包まれ

た6枚の六逍銭（党永通宝）が認められた。この毛促が被葬者本人のものであるか、それとも逍族もし〈は故人
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万::a2 T2B人骨（女）。頸益前面観

写真4 T2B人骨（女）。右下顎第1大臼歯の遠心半が

歯冠・歯根とも聞蝕によりそっくり失われ

（右矢印）、また同第2大臼曲の歯冠近心には

麟蝕による欠損が牛じている．（左矢印）

写1'3 T 2B人骨（女）。頭~l右側面観

と親しい身内的な第三者のものであるかは、いまのとこ

ろ明らかでない。ほかに副葬品は無かった。

頭型はほぼ完全で、歯もよ〈残っている。 額はほぼ垂

直であり、厄間から鼻根部にかけての曲線はなだらかで

乳様突起 ・外後頭隆起・歯列弓などは小さく、頭頂結節

が発達するなど、女性としての特徴をよく備えている．

頭壺冠の3主縫合は、内板では完全に閉鎖しているが、

外板ではまだほとんど閉じていない。この頭蓋は主要計

測値を第 1表に示した。長幅示数は74.6で中頻に近い艮

頭型に屈する。長窃示数からは高頭型、幅高示数からは

尖頭型であり、また横前頭頭頂示数からは中前頭型に）函

する。上顔示数 (Virchow)によれば顔は広上頻型に属

し、また眼寓は中服窯型で、昴は広外型である。が根部

を見ると、凡廿上顎縫合の中部が両側とも陥凹している

ので、昴廿間縫合の中部が鋭い稜線を形成している。歯

楕性突顎が兄られる。拙およぴ、歯槽の状況を次に示す。

● 6 s 4 3 2 1 I 1 2 3 4 s 6 7 
7 6 5 4 3 2● ● 2 3 4 5 6● 

ただし、数字・記号については前例に準ずる。咬合様式は鋏状咬合型で、咬耗度は前歯と大臼歯の一部がBroca

の 2 度、大臼歯の一部と小臼歯が同 1 度である。方~ に糾蝕があり、そのためにゴ汀は遠心側の半分が失わ

れ、一戸の歯冠近心には麒蝕を生じている。上 ・下顎の後歯の歯顆部には歯石の付消があり、特に7f6(1)歯冠

の遠心面などは歯石の付芯依が多い。この頭虹の形態小変異の存否については第2表に示した。

椎骨およぴ肋骨については、特記すべき所見は無い。胸骨は胸骨体の破片が残っているだけである。

上肢骨については、まず鎖骨が細く、その骨及而は滑らかである。右上腕廿は最大長が283mmである。左J:腕竹

の骨体横断示数は71.4で、骨体が細いわりに、 三角筋粗面・大結節稜などの筋付が部がよく発達している。左骨

-n-



付損

ヽ

]Y

`

i}
r9

、.
.『

r,
》
!

-

"•L 

ー
、．

9
‘
 

，
 

r
 

、

1

,

.
,
f
’

ヽ

r̀・

§
•

•
-
3
,
j

i
.c

し
；●＇

­

J

●
『

,”
 

，
 

｀
 

.• 
9

、
ブ

9

:
f
•O
▼i
"
-
9

,
 

'

-

{-

、A
.
 • 

,50
、

”▼

.》

P

r
 

‘'
 

T2B人竹（女）。椎骨上面観。写共左列
上から右列下へ頚椎・胸椎 ・腰椎の順

写其7 TZB人竹（女）- ~ 盤

、し
磁心

T28人＇肝 （女）。 悦骨体 （写其両端）．尺骨体
('IJ. 其中央）の慢性梅甜性（？）骨膜炎。

写真6 T2B人骨 （女）。 上肢岱片

写真10 T 2 B人竹 （女）。大腿団体（写真左）．胚骨体（写真
中央） . fl限骨体（写只右）の慢性梅鞣性（？）竹膜炎．
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の'fl・体横断示数は71. 4で、 •l'J-体が細いわりに、 三角筋粗面・ 大結節稜などの筋付滸部がよ〈発達している。左の

悦骨と尺廿の丹体横断示数は75.0と80.0である。撓骨と尺骨は両側ともその骨体表面が粗〈、 凹凸不整に肥淳し、

悛性骨膜炎の存在を思わせる。手骨に病的変形は認められない。

下肢骨では、まず両側の究骨がゆるやかな滑曲の大坐骨切痕をもち、寛骨臼が小さいなど、女性としての猪形

態を備えている。左大腿骨体の上部横断示数は68.8を示して超広型に属するが｀中央横断示数は83.9でビラステ

ルの形成は見られない．この大腿骨の最大長は385mmである。左屈骨体の栄養孔部における横断示数は75.0、中央に

おける同示数は84.6で、ともに正屈型に城する。この胆骨の飛大長は306mmである。左距骨顕上にいわゆる躇距面

が認められる。大腿骨体 ・脱骨体・肺骨体の表面は両側とも広範囲にわたって粗く 、凹凸不整で、慢性骨膜炎が

あったと思われる。足竹に病的変形は見られない。ちなみに、上 ・下肢の長骨に見られる竹膜炎による骨表面の

変化は軽度であり、計測に大きな支陣がないと思われたので、上記の計測値を参考までに示した次第である。

左の大腿骨と胆骨の飛大仕からPearson式によりこの女性の身長を推定すれば、 147.0cmとなる。

C. T 2 C 人骨 （写真11~ 19) 

写丸11 T2C人骨 （男）。頒直前而糾

’̀-
‘ヽ
眉
~ 

写真13 T 2 C人骨（リ.l)。右下顎販の変形性関節症
（矢印）。

写真12 T 2 C人骨（男）。頭西左側面観

糾賓内から躇暖位で出よした熟年期の男性人骨1個体

分である。埋葬後の土圧により、存柱の上半部が前方に

倒れ、 JJ.a;在は‘件盤付近でその顔面部を硲凋底に沼けてい

るので、大後頗孔が上方から見える。また両膝も右側へ

半ば倒れている。眼毀の前の幕演底から総永通宝が16枚

発見された。 人骨の保存状態は良好で、ほぽ全身の骨格

が残っている．

頭蓋は額が後傾し、眉弓が張り出しているが、昴根部

の陥凹は強くない。 乳様突起 ・歯ダlj弓は大きいが、外後

頗隆起の発達度は強くない。頭盆冠の主要縫合は、内板

では完全に閉鎖しているが、 外板ではまだところどころ

閉じていない部分がある。この頭歪の計測値を第1表に

示す。長幅示数は83.4で短頭型に属する。長高示数 ・幅
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莉示数によれば、ともに低頻型である。横前頭頻頂示数によると狭前頭型である。顧而顛近は 1:.糾示数 (Vir・

chow)によれば中上顛型に属する。眼嵩は店眼常型、また凡は中昴型である。歯糟性突顎が見られる。歯およぴ

歯惰の状況を次に示す。

7 (6) s 4 3 (2)0 l o 2 3_4 s (6) 7 
7 6 5 4 3●● ● 2 3 4 5 6● 

写J:l'.14 T 2 C人付（男）。右 I:顎側切歯（右矢印） • 岡第 ］

大臼歯（左矢印）の歯冠が顧蝕により失われている。

F別の両側中切歯・右側切歯が病的に脱落し、

右上顎の犬歯• 第1小臼歯と右下額の第2

小r,歯の歯類部ならびに第2),白歯の咬合面

にもそれぞれ嗣蝕が見られる。

6
d
e
e
e
 

e
e
e
e
e
 

a
e
e
e
e
e
e
 

0
0
0
0
^
a
;
 

T2C人fl・ (男）。椎fl・I::面観．万・真左列

ヒから右ダlj下へ頸椎・胸椎・楼椎の

顧。第7胸椎ー第 2腰椎の椎体に

変形性脊椎症が見られる。

写11'.15 T 2 C人骨（リJ)。左の上顎中切歯（上左矢印） • 第 1

大臼歯（上右矢印）・下顎第2小白歯（下矢印）の

歯根部にそれぞれ大きな歯性殷蕩の痕跡が

見られる．

写兵17 T 2 C人件（見）。上肢廿片
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写真18 T 2 C人骨（男）．丹盤

ただし、数字・記サについては前例による。また （ ）内は

歯冠が失われて歯根だけが残っている沿合を示す。歯の咬合様

式は鋏状咬合型で、咬耗度は前後歯ともBrocaの2度である。

ー~と7万秘歯頸部に閏蝕があり、L7-に歯石が付箔して
写兵19 T 2 C人骨（りn。下肢骨

いる。 L!_とLLとで汀に歯l這瘍が見られる。膿瘍はLLが縦12X横7X深6mm、旦Lが縦8X横9X深8mm、
戸が縦7X横5X深5mm大である。右下顎頻に変形性関節症によると思われる関節面の変形が認められる。

椎骨には、第7胸椎ー第3腰椎に変形性脊椎症による椎体縁の骨棘形成が見られる。肋件には特記すぺき祁項

はない。

ヒ肢骨については、まず鎮骨が太い、たの上腕骨・撓骨・尺竹の骨体横断示数はそれぞれ90.0・75. 0・80. 0で

ある。 ヒ腕骨三角筋粗面などの筋付芍部の発達は良い。

下肢骨では、寛骨は大坐骨切痕の涜曲が小さ〈、寛骨Elが相対的に大きいなどの見性骨盤の問特徴を示す。恥

骨結合面には廿性の緑堤が出来ており、頭性縫合の加令変化に一致する。両側寛件臼の月状而上部に変形性関節

症によると思われる骨棘形成を伴う狭い範囲の関節面の粗面化ないし凹凸が見られる。左大腿骨体の上部横断示

数は67.7で超広監に屈するが、中央横断示数は104.0でピラステルの形成は見られない。この大腿骨の最大長は377

mmである。左屁骨体は栄養孔の莉さにおける横断示数が64.5を示して中爬に近い平開型に屈するが、中央横断示

数は71.4で正胚型である。この胚竹の最大艮は318mmである。距骨頸上にいわゆる躇鋸位が認められる。左の大腿

骨 ・胚・行の最大長からPearson式により推定される身艮は151.8cmである。

3 若干の考察

A. 丹格と筋

T2B人丹も（壮年期女性）もT2C人廿 （熟年期男性）も、骨格における筋付溶部がよ〈発達しているので、

日常的に肉休労1動に従事していた者であると息われる。

B. 埋葬状況

T2C人骨は出土時の姿勢から、しっかりした贈距位をと って埋葬されたと推測される。その姿勢を保つために

は、棺桶（もしくは早桶）に納めるか、または「こも」などに包んで紐でしっかりと縛って埋葬したことと思わ

れる。あるいは桶棺に納める前に縄でさつ〈しぱったかもしれない。 六道銭を16枚も副郭したのはT寧なことで

あった。

T2B人竹も屈葬で、添えられた六追銭が長い毛髪でしつかりと巻き包まれていた。毛髪は死者本人のものか、

それとも死名を送る側の者のものかは定かでないが、恐ら〈後者のものであろう。六道鉄は頭陀袋に入れるのが

YI-
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第一表 9暉の計測偵と示数

（単位はmm、項目の爵号は Martinによる）．

項 且 T2B頭蘇 （女） T2C屈蛭 （男）

1敗 桑 in 大 艮 177 175 
5頭 西 苓 底 長 101 92 
8頭 荘 般 大 幅 132 146 
9 Ji¼ 小 前 頭 幅 88 88 
11両 耳 幅 118 129 
17 Basion - Brcgma 高 133 122 
26正 巾 矢状 前頭 弧長 125 120 
27正 中 矢状 頭頂 弧艮 130 125 
28正中矢状 後頭 弧及 106 107 
29正 中 矢状 洞頭 弧屁 lll 109 
30正中矢状 頭頂 弧長 116 109 
31花中矢状 後顕 弧艮 93 91 
40紺i 長 101 99 
46中 顔 幅 103 96 
48上 顧 高 64 72 
51服 高 幅 43 41 
~2 眼 高 高 33 35 
54 ~.,\ 幅 27 26 
55 /;~ 高 49 52 
61上 顎 咽 柑l 幅 61 63 
65下 顎 碩 間 幅 119 124 
66下 顎 角 幅

100 
68(1) Iゞ 呪 甘 圧 110 104 
69(3) 1ぐ 吼 体 I'/. 12 ， l3 
70a下 顎 頭 高 56 43 
71a最 小 下 顎 枝 幅 41 36 
8/1碩 荘 長 幅 示 数 74.6 83,4 
17/1 ll貞 近 長 高 ホ 数 75.1 69.7 
17/8眼 査 幅 高 ホ 数 100.8 83.6 
9/8 横 前頭 頻頂 示数 66.7 60.3 
48/46上 顛 ホ~ 数 (V) 62.l 7!1.0 
52/51眼 高 ホ 数 76.7 85.4 
55/54 ~ 示 数 55. 1 50.0 
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将通である。頭l佗袋の中に近親者の爪や梵を入れることも広く行われている。六近銭は冥途で三途の川の渡し貨

にすると百われるが、金属（銭）には魔よけの）Jがあり、死名と親しかった者の体の一部である大切な髪でそれ

をしっかりと包むことにより、この世に生き残った身内が死者と同一の世界にいることを形で示し、また願った

のかもしれないとも想像される。いずれにせよ、六道銭を毛髪でくるむのは比較的珍しい習俗と思われるので、

類例をご存じの方はご教示くださるようお願いしたい。

C. T 2 B人骨の広汎性骨膜炎

T2BA骨（壮年期女性）の胸骨と両側の悦骨・尺骨・大腿骨.Jj笠廿．肺竹の廿体には広汎性に増殖性の没性

骨膜炎像が認められたが、.:.の場合は、その原因性疾患として飛も可能性の高いのは梅恕（第3期）と思われる。

竹梅需の好発部位は一般に頭壺・胸骨・鎖骨・脱骨・肺'ftであるが、この女性人骨は頭毀 ・胸骨 ・鋲骨に骨膜炎

の所見が無い代わりに、胚竹・ 排骨だけでな〈、大腿骨 ・悦骨・尺骨にも骨膜炎像が兄られた。梅協による廿の

炎症は骨殷炎に始まり、漸次骨炎や骨髄炎を引さ起こすと言われ、この人骨に見られたように、骨質の吸収と新

生を伴うのが杵通である。まれにゴム腔を作ることがあるとされるが、この女性人骨ではゴム腫の介・無は確認で

きなかった。上 ・下／技の長骨で梅齋性炎症が進むと、骨休が紡錘形に腫れ上がり、髄腔が閉塞すると百われるが、

本例ではそこまで病状が進展していない。すなわち、まだ軽度の慢性仔膜炎が起こっている段階と百えよう。軽

症であるだけに、梅稀に典型的な所見に欠けるうらみがある。梅垢の経過は極めて長〈、この人竹の年齢が壮年

期の前半にあることを考えれば症状が出揃わないのは当然とも百えよう。ちなみに、江戸時代には我が国にも既

に梅称は伝えられ、幾度も流行を繰り返している。

4 まとめ

北西ノ久保遺跡から出土の江戸時代人件は成人3個体分（老年女1. 壮年女1・熟年男 1)である。老年女性

(T 2 A)に骨多孔症が認められた。壮年女性 (T2 B)には毛髪で巻き〈るんだ六逍鈷が副葬されていた。その推

定身長は147cmで、長骨には軽度の広汎性梅粛性（？）竹膜炎が見られた。熟年男性 (T2 C)の推定身長は152

cmで、変形性顎関節症・変形性脊椎症があり、複数の歯性膿瘍が認められた。男女とも、総じて曲の咬耗が進み、

病的脱落歯が多く｀また躁鋸習慣があったと思われる。

第二表頭歪の形態小変異の存否．
（＋）は存在、(-)は＃在せず．

T2B頭藍（女） T2C頭韮（見）
項 目

右 左 右 圧

内 側

゜
蓋 竹 ',!I- 橋 (-) (-) (-) (-) 

翼 棘 孔 1↑ 橋 (-) (-) (-) (-) 

舌 下 神 経 管 分 (-) (-) (-) （＋） 

床 状 突 起 間 骨 橋 (-) (-) 

＇ 
（一） (-) 

顆 管 欠 如 (-) (-) (+) (+) 

鼓 呈 骨 裂 孔 (-) (-) (-) （＋） 

眼 高 上 紐 孔 （＋） (-) (-) （一）

副 服 窃 下 孔 (-) (-) (-) (-) 

顎 舌 骨 筋 神 経 溝 骨 橋 (-) (-) (-) (-) 

副 オ 卜 ガ ィ 孔 (-) (-) (-) (-) 

前 眼 縫 合 (-) (-) 

分 頬 廿・ 頬 骨 後 裂 (-) (-) (-) (-) 

イ ン 力 骨 (-) (-) 

頭 頂 切 痕 骨 (-) (-) (-) (-) 
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北西ノ久保・大井城跡（黒岩城）出土須恵器・埴輪の胎土分析

奈良教育大学教授 三辻利一

1)はじめに

胎上分析により須恵器の南地推定をする格本的方法は古償 ・住居址出上須恵器の分析結果を窯跡出土須恵器に

つき合わせることである。そのためには窯跡出土須恵器の化学特性を十分整理しておかなければならない。とこ

ろが、全国各地には 5世紀から12世紀にわたる須恵器の窯跡は多数あるので、窯跡出土須思器につき合わせると

云っても容易なことではない。 何らかの形で窯跡を投理しなければならない。その --つの方法は窯の推定年代に

よる笠理てある。出土須恵器の型式により考古学的に窯の年代は推定できる。また、巌地推定をする上に見逃し

てはならない頂要な点は須恵骰の需要・供給の関係が成立するためには、生産地である窯と供給先である古墳・

住居址が同年代のものでなければならないことである。これらのことを考慮に入れると、須思器生産が未だ全国

に杵及していなかったと考えられている 5~ 6111: 紀代の古項 ・住居址出土須恵器の産地推定は窯跡の数が少ない

ため、より容易である。

本項では 5-6世紀初の遺跡と推定されている北西ノ久保遺跡・大井城跡（焦岩城） 出土須恵器の産地推定の

結果を報告する。

表l 北西ノ久保遺跡・大井城跡 (11,¥岩城）分析資料一覧表

資料番号 遺跡名 出上遺鳩
器 種

時 期
（挿図番号）

資料 1 
北

第 14 サ頃
須恵器 l迷

T K216 (5 C 後•~)

西
(299-11) 

II 甕
資料 2・3 ノ 第 15 号墳

(304-14) 
T K23・47 (5 C後半？）

久

資料 4 
保

OTl II 臆 TK47より新しい

資料 5 a 跡 H 2 (主 II 杯蓋 TK216 

資料 6 
醤

OTl 円筒埴 輪
& 

2)分析方法

通常、胎土分析による産地推定では須恵器資料を粉末にして螢光X線分析にかける。粉末にすることによって、

測定資料の均質化をはかるとともに、 X線の照射、並びに発生する螢光X線の測定における幾何学的条件を一定

にすることができる。筆者らは通常、須恵器資料の表面を研府してのち、タンダステンカーパイド製乳鉢の中で

100~200メッシュ程度に粉砕する。粉末資料は塩化ピニール製リングを枠にして、約15トンの圧力を加えてプレ

スし、直径20111日、厚さ 3111111の錠剤にして螢光X線分析n=J飲料とする。このよ うな方法で地質閻査所から配布され

ている17種の岩石標準試料、および窯業協会から発売されている 3種の粘土試料を使って検凪線を作成したとこ

ろ、どの元紫についても良好な直線が得られた。 Feの含有1l:が多い楊合には、 Rb、Srの榮光X線弛度に若干のFe

の吸収効呆が認められたが、通常、須恵器には吸収効呆の補正を必要とするほどFeは多且に含有されておらず、

一窯跡出土須恵器のRb、Srのばらつきの大きさに比較すれば、 Feの吸収効呆は無視される。

エネルギー分散型螢光X線分析法で箪名が通常、測定する元索はK、Ca、Rb、Srの5元索である。定伍分析に

は標準試料として岩石標準試料JG-1を使用した。分析値はJG-1による標準化値で投示された。
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3)データー解析法

須恵器の南地推定においては古憤・住居址出土須思器の分析結果を、ます、地元の窯跡出上須忠器の化学特性

に対比することを常とう手段とする。しかし、 5-6世紀初の須思器窯跡はこれまでのところ、長野県下には発

見されていない。だからと日って、頭から地元産ではないと結沿する沢にはいかない。そこで、これまでの研究

から引き出された革実を活用することにした。これまでに行われた全国各地の窯跡出上須忠器の分析により、同

ー地域内の照跡出上須恵器の化学特性は年代に無関係であることが知られている。したがって、 5-6世紀初に

長野県下に未発見の窯跡があるとしても、その須）ぶ器の化学特性は、より新しい時代の窯跡出上須恵辟の化学特

性と同じであると考えられる．そこで、 地元、佐久市の6世紀末と推定される石附窯、およぴ、長野市の松ノ山

窯の須恵器の化学特性に対比してみることにした。これらに対応しない場合には、 5-6世紀代の日本最大の須

恵悩屯産地であった大阪陶邑の須恵器と対比した。大阪陶邑産と推定される須恵器が全国各地の占頃から検出さ

れているという r及験デークがあるからである。また、名古兄市の猿投窯産の可能性についても検討してみた。

地元、艮野産かそれとも大阪陶邑産かを判別する上に、より定量的な産地推定法としても判別分析方法という

統叶的手法の適用も可能であるが、長It産と大阪陶邑産の須恵器の地域淡は分布図上でも十分可能なので、より

解り易い分布図上でデータ解析を行うことにした。

4)分析結果

分析値は及2にまとめてある。この結呆を分布図を使って説明する。

図1では、 Rb-Sr分布図上で地元南の須恵岱との対比を試みた。松ノ山窯、石附照の須忠器の分析値を包含す

るようにして、それぞれ、松ノ山領城、石附領域をとってある。これらの分布領城は勿論、定伍的な意味をつ訳

ではないが、窯跡出土須恵器の地域産を比較したり、また、占填・住届址出土須恵悩の廂地定性的に推定したり

するヒには1見利である。図 1をみると、北西ノ久保遺跡・大井城跡（黒岩城）の須恵器は5点とも松ノ山領城に

も、また、石附領域にも対応しないことがわかる。一方、 No.6の埴9合は石附領成に対応した。

閃2には、 Rb-Sr分布図上で大阪陶邑源須忠器と対比してある。太阪陶邑産須思器としてはTK 73、TK-

87、TK-306、TG-22、TK-85、ON-22、TK-305、TK-218、TK-37、TK 303、TK-67、T

K-109、TK-15、ON-44、ON-34などの窯跡出土須恵器が分析された。凶 1と比較すると、大阪陶邑産須

恵器は長野県澁の須恵器に比ぺてSrlilが少ないことがわかる。そうすると、北西ノ久保遺跡・大井城踪 （晶岩城）

の須思器は 5点とも大阪掏邑領域に十分対応していることがわかる。 No.6の埴粕は逆に、大阪陶邑領城には全〈

対応しない。

汲2 北西ノ久保遺跡・大井城跡 （馬岩城） Wt須恵器，旭9合の分析値（分析値はJG-1による標準化値で示す）

資料番'，} 遺跡名 出上遺構
器： 械

K Ca Fe Rb Sr 
（挿図番サ）

須恵骰辿 I 

1 
北

祁 14 り・墳
(299-ll) 

0.481 0.114 2.08 0.616 0.319 

2 
西

第 15サ積
須恵器甕

0.574 0.133 2.18 0.656 0.318 
(304-14) 

ノ

＂ 3 
久 ＂ (304-14) 

0.583 0.145 2 .17 0.658 0.323 

4 保 OTl 須恵沿必 0.480 0.197 2 .84 0.619 0,359 

5 ~ 跡 H2住 須）じ器杯歪 0.497 0.095 2.56 0.56~ 0.226 

6 
il.7 

OTl 円椅埴輪 0.259 0.459 3.73 0.296 0.659 ノ

~ 
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似13にはK因子を対比してある。石附窯の須瑯器のK

でこれらの窯間の相互識別は可能である。そうすると、 No.L ~ 5の須患器は行附領域には対応せず、大阪陶邑領

は大阪陶邑松ノ山 のものに比ぺて少な〈、 Kfil f 

城には十分対応することかわかった。 No.6の埴輪はK因子でも石附領域に対応した。

図4にはCa因子を対比してある．松ノ山 、石附窯の須恵器に比ぺて明らかに大阪陶邑産の須恵器にはCa は

少ない。これは大阪府群の粘上のもつ化学特性である。そうすると、 北西ノ久保遺跡 ・大井城跡（晶岩城）の5

点の須忠器はすべて大阪陶邑領域に対応し、松ノ山領域にも石附領域にも対応しない。なお、No.6の埴輪は石附

領域に対応した。

図5にはFe因＋を対比してある。艮野産の須恵器に対し、大阪陶邑産の須恵器にはFefilが少ないことがよ〈わ

かる。そうすると、北西ノ久保遺跡・大井城跡（ 岩城）の5点の須恵器はすぺてFe囚子でも大阪陶邑領域に対

応したが、松ノ山・ 石附両領城には対応しなかった． これら 5点の須恵器は艮年、地中で反野県特有の黒色の上

壌に閃わiしていたためか、及面は 色を呈しており、大阪阻邑産の須恵器とは似ても似つかないようにみえる。

しかし、須忠器及面を研磨した ところ、色の贔さは梢失し、 ~f灰色の地はだが現われた。そして胎上分析の結呆

は上述したように大阪陶邑産須恵器に対応した。このように、外観上の凩さの故に、 5~6世紀代の艮野県下の

古墳・住居址出上須恵器は大阪陶邑商ではなく、未発見の地元窯の須恵器ではないかと誤判断させる可能性はあ

る。これまでのところ、 5~6世紀初の長野県下の占墳 ・住居址からは胎土分析によって地元産と判定された須

恵器はない。 この時期には長野県下では須恵器生産が行われていなかった可能性が大きい。 とはいうものの、今

後とも、未発見の地元窯の探索は必要であろう。

なお、 /il近、放射化分析法によりNa を定 したところ、大阪陶邑産須思器に比ぺて、名古屋市の猿投窯の須

JJf. 邪にはNa が少なく 、Na因子によ って両者の相互識別が可能であることが明らかになった（後口、データの詳

細は公表の予定）。北西ノ久保遺跡・大井城跡 (M,岩城）出上の5点の須恵器も放射化分析を行ったところ、 Na囚

子により、 5点とも猿投 産ではなく、大阪掏邑産であることも判明した。

一方、 北西ノ久保遺跡出土の埴輪は全囚fで石附窯産須恵器に対応しており、地元、佐久市周辺の粘土で焼成

さた埴輪とみられる。

「付記」

その後、放射化分析によ りNa因＋で大阪陶邑群と名古屈猿投群の相互識別が可能となった。北西ノ久保遺跡・

大井域跡（黒岩城）の5点の須恵器を放射化分析した結果、No.5、H2住須窓器杯蓋のみは猿投勲廂、また、No.l・ 

2・3・4の4点は大阪隔邑産であることが判明したことを付記しておく。
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北西ノ久保遺跡発掘調査報告書 後記

¥¥佐久にも大学を、、との願いは地域全体の宿咽であった。学校法人佐久学園がそれにこたえ、佐久r胆当局が全面

的に協力して短期大学建設が計画され、飛終的に位置決定を見たのが昭和57年であった。その予定地北西ノ久保

は佐久市の中央部岩村田台地の西寄り標高680m・湯川右岸段丘上の岩村田町内から流下する前川に周囲を限られ

た独立の一区画で全面積約15 .000m•である。ここは昭和54年に佐久市教育委且会によって台地上全域にわたって

頂要遺跡緊池調査が行われ相当数の遺跡が確認されていたが、短大建設によって破壊を余儀な 〈されるぶ態とな

ったために佐久学［蘭は佐久市教tr委只会に調査を依頼され、昭和57年度には第一次調査として台地北東部約7,000

m• が発掘飼査され記録保存がはかられた。それによると佐久地方稀に見る弥生時代中期後半以来古項・ 奈良• 平

安時代に続〈住）心址・周渥・古墳とぽう大な土器 ・石器 ・埴輪等遺物が検出され本遺跡の重要性が確認された。

今回は残された南西部約7.OOOm• を第二次発掘調査による記録保存をはかるために佐久学園が佐久市教行委貝

会に委託し、佐久市教廿委只会からは佐久埋r歳文化財調査センターに調査尖施を委託したものである。

調査は昭和60年 5 月 16 日 から開始し、台地上から竪穴住居址69棟・古項址 9 基・土坑70余基• 特殊遺構3基の

調査記録・実測・写真撮影を11月13日に終了し、続いて東部南斜面の閻査にはいり12月131::1第二次悶査を完了し、

野外調査に満7ヶ月を要した。昭和61年1月から整理作業研究遺物記戟復元実測図作製、遺構図 ・遺物図トレー

ス、写真図版作製、原稿作製に昭和62年3月末日まで15ヶ月を費した。

現地調査は梅雨期の雨 ・共夏の炎天下火山灰、砂ぽこりに悩まされ、晩秋には和の凍結等の困難も多〈続いたが

佐久地方にはじめて見るすぱらしい弥生中期以降の遺構や物すご〈多且の遺物、 1万平方米以上の独立台地上の

全面発掘による古代人の〈らし、村の生活の変遷の様相の新しい発見が繰返されることに醐査只全貝が鵞異し究

明意欲をかり立てられて完成することが出来た。これには調査団の調査指荘者 ・祖当者 ・主任・ 副主任にそれぞ

れ適任者を得たことと何れも学生時代からの専攻の災力に物を百わせ、しかも若い情熱を注ぎ込んでこの調査研

究に最後まで熟中しつづけた事によって調査補助且まで啓紫し研究心を盛り立てたことが全体的にすぱらしい成

呆を結んだ大きな原因と考えられる。長期間の現地作業中に事故災害一つなく、多くの集りの中、毎日が楽しい発

掘作業で終始した ,ヽ~は佐久市教行委只会・佐久埋文調査センクー当局の行き届いた御配慮と若き調査主任の人柄

と実践英行実力があづかって大きな力となったことを明記して感謝したい。

昭和61年以降整埋段階ではぽう大な出土遺物 ・うず高く f貴まれた実測図の整理原稿化には残業休日出勤が繰返

され、埋文調査センター研究室には夜毎明る照明るい照明が輝いていた。

佐久平中心部に位骰した北西ノ久保大遺跡の発掘罰査は完了して記録保存としての本報告得は出米上った。研

究不備な点は出土資料が佐久市教行委且会に保管してあるので今後も再検討し得る。か〈して北西ノ久保遺跡は

跡型もなく消滅した。しかし今日まで資料が乏しく充分な解明をし得なかった佐久平め弥生中期以後奈良平安時

代に及ぶ古代史編年の資料は多く補充されて今後に生かすことができるようになった。その上長期にわたる調査

研究に従軍された閥査貝の方々の考古学に対する研究と理解の進歩には鷲く 1塁のものが見られ専門的技術を身に

つけた者も多く介後この人々の活i¥'tにも期待される。

発掘作業の間に行われた現地見学会 ・一般見学者 ・出土遺物展示会 ・例年の少年考古教室など考古学井及活動

も盛んであったためか一般の遺跡発掘に対する理解を深められ郷土の歴史に関心がむけられるようになった点も

今回の大きな収穫であった。佐久一般の世詮と しての待望の短期大学の開校が子定され新らしい文化の息吹きが

ここからも立ちあがるであろうと期待さるることも不思議な因紐である。

兄ゆるものすべてをつ〈す発掘も たどるすぺなき心の影は 第二次北西ノ久保遺跡発掘調査団艮

佐久市文化財保履審請委且 白倉盛男
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